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第1章 序論 

1-1 調査の背景 

 

近年、建設業において従来の CAD 以上に生産性を向上させるツールとして、「BIM/CIM」1が

注目されている。BIM/CIM とは、コンピュータ上に作成した 3D の形状情報（3D モデル）に加え、

構造物及び構造物を構成する部材等の名称、形状、寸法、物性及び物性値（強度等）、数量、その

ほか付与が可能な情報（属性情報）とそれらを補足する資料（参照資料）を併せ持つ構造物に関

連する情報モデルの構築またはそれを管理・活用することである2。 

■ 構造物に関連する情報モデルの構築すること（Building/ Construction Information Modeling） 
■ 構築したそのモデルに内包される情報を管理・活用すること（Building/ Construction 

Information Management） 

 
 

出典：国土交通省 建築 BIM 推進会議 

図 1-1 一貫して活用できる BIM モデル 

出典：JICA 調査団  

図 1-2 BIM/CIM の概念図 

具体的には、【測量・調査】【設計】【施工】【維持管理・更新】の各段階において、情報を充

実させながら BIM/CIM モデルを連携・発展させ、併せて事業全体にわたる関係者間の情報共有を

容易にすることで、一連の建設生産・管理システム全体の効率化・高度化を行い、工期短縮、品

質向上、安全性向上等を実現させることが期待されている（図 1-1、図 1-2 参照）。また、維持管

理段階においては、BIM モデルを資産情報として保有し、維持管理のために運用する等の活用に

も期待がされている。その一方で BIM/CIM を導入した場合、モデル構築及び管理・活用にコスト

と時間がかかるため、一般的にその投資効果は維持管理まで活用する事で得られる可能性が高い

と考えられ始めている。 

                                                        
1 CIM は、建築分野で推進されていた BIM に倣って、2012 年に国土交通省が提言した日本国内の土木分野のみ

に用いられていた用語である。その後、国土交通省は 2018 年に国際標準化等の動向に呼応するべく「BIM/CIM」

に呼称を変更している。一方、海外では「BIM」が建設分野全体の 3D 化を意味している。そのため、本報告書

ではこれらの背景を考慮し、「BIM/CIM」、「BIM」、「CIM」を併用する。 
2 国土交通省「BIM/CIM 活用ガイドライン(案)」、BIM/CIM の概念参照。 

■ 建設業における業務のデジタル化への変遷と BIM/CIM 

発注者

設備
設計

FM

積算・
見積り

施工

意匠
設計

構造
設計

BIMモデル

+

・名前
・型番
・寸法
・性能
・価格

属性

OUTPUT

設計・施工・修繕時の

・図面
・3次元パース
・数量
・計算
・シュミレーション情報
・記録

形状
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世界ではアメリカ、イギリス等の欧米諸国を中心に、BIM/CIM 活用のための制度構築が進んで

いる。イギリスでは、2007 年に BIM 活用のための国家規格 BS1192:2007 が制定3され、その後も

情報マネジメントに関する国家規格が制定4されている。また、2018 年にこれらを基に国際規格

ISO19650 シリーズが制定5され、BIM/CIM を使用した情報マネジメントが行える基準を整えてき

ている。 
シンガポール、中国、韓国、台湾、マレーシア等のアジア諸国においても、BIM/CIM 推進のた

め、国家レベルでガイドライン等が制定・運用されている。他方で開発途上国のフィリピン、イ

ンド、インドネシアでは、一部の建設事業で BIM/CIM の活用が始まっている。今後このような技

術は、With/Post コロナ時代への対応や持続可能な開発への関心の高まりに伴い、世界の建設事業

において導入が益々進んで来ると考えられる。 
日本では、2016 年度に国土交通省により導入された建設現場の生産性向上を図る「i-

Construction」の取組みにおいて、3D モデルを活用した社会資本の整備や管理を行うために CIM
を導入し受発注者双方の業務効率化・高度化を推進してきた。しかし、受注者側はこれを技術の

差別化のための「技」として扱ってきたため、発注者のための情報データ構築や運用がされて来

なかった。このような中、国際的な BIM/CIM 技術の進展もあり 2018 年には産官学一体となった

議論を行うための BIM/CIM 推進会議の設置、2020 年には BIM/CIM 活用ガイドライン（案）の整

備が行われ、同年 7 月には「成長戦略フォローアップ」が閣議決定され、そこで 2023 年度までに

小規模なものを除く全ての公共事業で BIM/CIM を活用することが掲げられる等、BIM/CIM の活

用に向けた環境整備が急速に進んでいる状況である。 

 

JICA の ODA 事業においては、既に多くの案件で 2D や 3D CAD、CG 等が図面や完成予想図の

作成等のために使用されている。一方 BIM/CIM 技術においては、鉄道や道路分野を中心に設計や

施工の際の検討や干渉確認6、As-built モデル作成等、各々の活用目的に応じて使用され始めてい

る。今後更に、日本及び開発途上国の双方において、BIM/CIM の導入が求められていくことが予

想されるため、本調査において BIM/CIM を導入する場合の利点や課題を整理し、その導入方針に

ついて十分な検討を行う必要がある。また、設計や施工等の各段階における導入に限らず、測量・

調査、設計、施工、維持管理・更新まで一貫した活用を視野に入れつつ、その具体的な方法論に

ついて多角的な観点から ODA 事業への応用方法を検討する。 

1-2 調査の目的 

本調査は、以下を目的とする。 

                                                        
3 実務基準として、効率的で正確な情報交換のための体系化に関する方法について定めている。 
4 「BIM を利用する建設プロジェクトの主要フェーズ及び納品フェーズにおける情報マネジメント」PAS1192-

2:2013、「BIM を利用する資産の運用段階における情報マネジメント仕様書」PAS1192-3:2014 
5 BIM を使用して構築された資産のライフサイクル全体にわたって情報管理を行うための国際規格。 
6 干渉確認とは、BIM のモデラソフトの干渉確認機能を利用し、設計した各部材を組み立てた時に他の部材と干

渉及び衝突しないかを確認することである。 

■ 世界の BIM/CIM 技術の動向と展望 

■ ODA 事業における BIM/CIM 技術の活用に向けた情報収集・確認調査の実施 
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1) BIM/CIM 先進国、開発途上国、国内の BIM/CIM 利活用状況や整備状況を調査し、ODA 事

業における BIM/CIM 導入の効果と課題の特定を行う。 
2) それらをスキームや関係者の立場ごとに検討・整理し、ODA 事業における BIM/CIM 導入

計画（案）の策定を行う。 
3) 案件形成・監理を担当する JICA 職員等が、BIM/CIM の導入を検討する際や、BIM/CIM を

導入した案件の管理等を行う際に実務上必要な情報を盛り込んだ BIM/CIM 活用ハンド

ブック（案）を作成する。 

1-3 調査の方法および構成 

本調査は、ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る調査である。そのため、第 1 章では、BIM
を使用して情報管理を行うために必要な定義や基本的な運用が記載されている ISO19650 や契約

の観点から BIM の活用に係る点を概説する。第 2 章では、先行調査のレビューより必要調査を洗

い出し、国内外のBIMの利活用状況について文献調査やアンケート・ヒアリング調査を実施する。

第 3 章では、調査結果を分析し BIM 導入の課題と効果について評価する。第 4 章では、ODA 事

業での BIM 導入要領、第 5 章では導入計画案を低減としてまとめる。また、第 6 章では BIM の

周辺デジタル技術の活用の可能性についても調査を実施し、提言を行う。 

1-4 各国 BIM 業務ガイドラインと ISO19650 の概説 

(1) ISO19650 策定の経緯 

英国では、2007年からBIMを使用した設計・施工、O&Mの生産プロセスをBS1192及びPAS1192-
2 に基準化すると共に、2016 年までに全ての大型公共工事の調達において、コントラクターに BIM
（Level 2：図 1-5 参照）の適用が義務付けられて以降、建設分野の生産プロセスに BIM が本格的

に導入されている。さらに、2018 年 12 月には ISO の技術委員会により、国家規格である BS1192
及びその施行令として位置付けられる公開仕様書 PAS1192-2 を基に、BIM を含む建設分野の生産

プロセスが、ISO19650 シリーズに国際規格化された（図 1-3 参照）。 

 
出典：bsi 資料「Introducing ISO 19650 Standard for BIM」 

図 1-3 BS1192 及び PAS1192-2 と ISO19650 シリーズの関係 
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(2) ISO19650 シリーズの構成 

ISO19650 シリーズの正式名称は、「Organization and 
digitization of information about buildings and civil engineering 
works, including building information modelling (BIM) －

Information management using building information modelling
－」であり、和訳は、「BIM を含めた建築物及び土木構造

物に関する情報の統合とデジタル化－BIM を使用した情報

管理」となる。 
ISO19650 の対象は、建築物及び土木構造物のアセットマ

ネジメントのライフサイクル（設計・施工、O&M、更新、

等）全体にわたる設計等に関わる一連の情報を、BIM を用

いて管理する際のプロセスやワークフローを定めた国際規

格となっており、品質管理プロセスを定めた ISO9001、資産

管理（アセットマネジメント）のプロセスを定めた ISO55000 のプロセスの一部に位置付けられる

（図 1-4 参照）。 
ISO 19650 は、ライフサイクル全般にわたる業務（設計・施工、O&M、更新）の各段階（フェー

ズ）を通して関係者間で行われる情報管理のプロセス（作成／共有／提出／保存）を標準化し、

生産性と品質の向上を図ることを目的とした国際規格である。2022 年 1 月時点において、ISO19650 
PART 1、PART 2、PART 3、PART 5 までが出版されており、現在、PART 4 の策定・承認作業が

ISO の技術委員会（ISO/TC 59/SC 13）により行われている最中である（表 1-1 参照）。 

表 1-1 ISO19650 シリーズの構成（2022 年 1 月） 

ISO 番号 サブタイトル 内容 ステイタス 

ISO19650-1 PART 1: Concepts and principles ISO19650 シリーズの国際規格の目

的、適用範囲、概念を概説したもの。 2018 年発効 

ISO19650-2 PART 2: Delivery phase of the assets 
建築物及び土木構造物の計画、設計、

施工、引き渡し段階における手続き

やワークフローを定めたもの。 
2018 年発効 

ISO19650-3 PART 3: Operational phase of the assets 
建築物及び土木構造物の O&M 段階

における手続きやワークフローを定

めたもの。 
2020 年発効 

ISO19650-4 PART 4: Information exchange 
Cobie7を活用した発注者の情報交換

要件を満足するための行動規範を定

めたもの。 
策定中 

ISO19650-5 PART 5: Security-minded approach to 
information management 

建築物及び土木構造物のアセットマ

ネジメントにおける情報セキュリ

ティ上の留意点や方法論を定めたも

の。 

2020 年発効 

出典：JICA 調査団 

                                                        
7 Cobie：2005 年にアメリカ航空宇宙局（NASA）とアメリカ合衆国科学技術政策局（OSTP）の助成金によりアメ

リカ建築科学会（NIBS）の下で作成された施設管理者が必要とするアセットマネジメントで要求される空間や

設備の属性データの保存及び情報伝達に関わる BIM データの入力規則である。2011 年には、米国の NBIMS
（National Building Information Model）規格の一部として承認され、2014 年には英国において BS1192-4 として

発行された。 

出典：ISO19650-1 Figure 3 

図 1-4 ISO19650 の位置付け 
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PART3，PART5 は 2020 年に発行されて間もないこともあり、現状では各国、各機関で適用が

進んでいるのは主に PART1 と PART2 である。PART3 は「維持管理」、PART5 は「データセキュ

リティ」に関するものであるが、現実的にこれらの分野は世界的にも未だ試行錯誤が続けられて

いる段階であり、現状の進捗に合わせて適用が進んでいくことになる事が予想される。 

(3) ISO19650 の範囲 

英国の公開仕様書である PAS1192 では、建設分野の生産プロセスの IT 化の度合いを、Level 0
から Level 3 までの四つの段階に定義している。 

建設分野の業務に CAD が導入される 90 年代以前の主に紙ベースの設計図書を用いて情報交換

をしていた生産プロセスを Level 0 とし、2D の CAD による設計情報のデジタル化が進んだ 90 年

代以降の生産プロセスを Level 1、2000 年代以降、建設分野に 3D CAD や BIM が導入され、建設

に関わるそれぞれの分野の企業や関係者の組織内のローカルネットワーク上で設計データの管理

が行われる生産プロセスを Level 2、企業や組織を越えて建設に関わる関係者がクラウド上で必要

な設計情報を共有しながら業務を行う生産プロセスを Level 3 としている。 
PAS1192 の定義する Level 0 から Level 3 に対し、ISO19650 の定義においては、それぞれ Stage 

0 から Stage 3 がそれぞれ対応し、このうち ISO19650 の対象とする生産プロセスの範囲は、Stage 
1 及び Stage 2 となっている。 

また、ISO19650 の対象とする情報やデータには、設計や施工段階の技術的な検討を目的に、BIM
で作成された CG や 3D パースのデータだけでなく、アセットマネジメント全般にわたる業務（設

計・施工、O&M、更新）の各段階（フェーズ）で使用される線形的な情報（図面）から非線形的

な属性情報（数値、仕様、仕上げ、等）まで、アセットマネジメントのライフサイクル全体を通し

てデジタル空間上で管理される一連の情報が含まれる。 
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出典：Bew-Richards BIM Maturity Model 

図 1-5 BIM の成熟度モデル 

(4) ISO19650 の内容：共通データ環境（CDE）の整備と作業ステイタス（ワークフロー）の

管理 

ISO19650 はライフサイクル全般にわたる業務（設計／施工／管理）を通じて関係者間で行われ

る情報管理のプロセス（作成／共有／提出／保存）を標準化し、生産性と品質の向上を図ること

を目的とした国際規格である。これを構成する重要な要素として「共通データ環境（CDE）の整

備」と「作業ステイタス（ワークフロー）の管理」とが挙げられている。 
ISO19650-1 には、建築及び土木工事に関して BIM を使用した情報管理の「概念と原則」、ISO 

19650-2 には情報管理の「実施段階」について記されており、図 1-5 で示した BIM レベル 2 の BIM
要件が含まれている。 

ISO19650 には、BIM で情報を構築するために、発注者と請負者間で必要な情報に関連する各種

要求事項（Information Requirements）や情報モデル（Information Model）について記載されている

Level 0 : 2D の CAD によって設計図書を作成 
Level 1 : 2D と 3D の組合せによって設計図書を作成 
Level 2 : BIM モデルを意匠・構造・設備などで部分的に共有する 

Level 3 : 共通の BIM モデルを関係者全員で運用する  
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（図 1-6 参照）。発注者情報要件（EIR）は、受注者選定や契約に先立って入札者に提示される要

件で、プロジェクトに納入させる BIM データの詳細度、プロジェクト過程、運用方法や契約上の

役割分担等を定めた発注要件である。BIM 実行計画書（BEP）は、入札者から発注者に対してプ

ロジェクトにおける BIM の使い方を提案するもので、契約前に「事前 BEP」を発注者に提示する。

受注者決定後に発注者と契約協議を行い、BEP を更新し、「契約後 BEP」として共有される。 

 
出典：ISO19650-1 

図 1-6 各種情報要求事項と情報モデルの関係 

1) 共通データ環境(CDE)の整備 

CDE は、ISO19650-1 では下記のように定義されている。「管理されたプロセスを通じて各種

情報（ファイル、モデル、ドキュメント、チャプター、セクション、レイヤー、シンボル等）

を収集、管理および配布するための、特定のプロジェクトまたは資産についての関係者間で合

意された情報源」であり、「CDE ワークフローはそれの使われ方のプロセスも規定し、CDE ソ

リューションはそれらのプロセスをサポートするための技術を提供する」 
このように、関係者間で各種情報を共有しコンカレント・エンジニアリングを実施して行く

ためには、各種情報を管理するための CDE の整備が重要となる。CDE で管理される情報は、全

ての関係者が理解できる必要があり、以下の事柄について関係者間で明確にしておく必要が述

べられている。 

1. 情報フォーマット(Information Formats) 
2. 配信フォーマット(Delivery Formats) 
3. 情報モデルの構造(Structure of the Information Model) 
4. 情報を構造化し分類する手段(The means of structuring and classifying information ) 
5. メタデータの属性名（管理されている建設要素や情報のプロパティなど）(attribute names 

for metadata, for examples properties of construction elements and information deliverables.) 
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また、CDE 内の情報には以下の状態があり、CDE 内での情報管理について図 1-7 のようにコ

ンセプトが示されている。 

1. 作業中(Work in progress) 
2. 共有(Shard) 
3. 公開(Published) 

この 3 つの状態について、使用履歴や確認履歴の情報をアーカイブする機能も必要となる。

CDE における、情報の取り扱いに関する原則として「各情報に対する責任は、それを作成した

組織にあり、他の組織に共有されて再利用されるが、その作成した組織だけがその情報の変更

を許可されている」という事を明確にすることが必要になると考えられる。 

 
出典：ISO19650-1 

図 1-7 CDE のコンセプト 

2) 作業ステイタス(ワークフロー)の管理 

ISO19650-2 に示される実施段階のワークフローの一部（情報の生産段階を詳細に記載）を図

1-8 に示す。 
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出典：ISO19650-2 より調査団抜粋作成 

図 1-8 実施フェーズの情報管理のワークフロー 

ISO19650-2 では、ISO 全般に通じる PDCA サイクルの理念を情報管理のワークフローに落と

し込んで説明しているとともに、各段階にてとりわけ配慮すべき項目や要求される内容を示し

ている。一方、適用にあたっては、案件の複雑さ、関係者の経験、BIM 導入に関する国策の要

件等によって、モデルの複雑さ、完了までの時間、エビデンス等の要求レベルが異なる、と述

べるにとどめており、今後の BIM 活用にむけた青写真を示しているが、具体的な CDE やワー

クフローの構築については大部分が実施者に委ねられていると解釈される。 
その国内での一例大和ハウス工業が「ISO 19650-1」及び「ISO 19650-2」に基づく「BIM BSI 

Kitemark」について、英国規格協会の日本法人 BSI グループジャパン（BSI ジャパン）によって

2021 年 2 月 11 日に国内で初めて認証を受けた案件で見ることができる。認証を受けた案件は、

国土交通省が推進する「建築分野における BIM の標準ワークフローとその活用方策に関するガ

イドライン（第 1 版）、以下「BIM ガイドライン」」（2020 年 3 月）に沿った建築案件での設計・

施工などのプロセスを横断した BIM 活用を念頭に CDE 及びワークフローを構築しているが、

BIM ガイドラインと ISO19650 には解釈や説明が異なる箇所が幾つか存在する。そこで、CDE
及びワークフローを構築時に ISO 19650 の情報マネジメントプロセスに合わせる工夫を行うこ

とで両者の整合性を図り、認証に至っている。図 1-9 に同社が構築した CDE の概念図とワーク

フローの一部を具体例として示す。 

2 6-5 1 3 4 5 6-2 6-1 6-3 6-4 7-1 7-2 7-4 8 

6-2 6-1 6-3 6-4 

… 

7-1 
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… 
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B: 納入された情報モデルが発注者より承認されなかった場合 
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D: 新規情報コンテナ（Information container）の修正 
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… 
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2: 入札招聘 
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合 

EIR
契約後 

BEP 
事前 

BEP 
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出典：プロセス横断型試行 PJ における 【共通データ環境】の構築と検証（成果報告会最終報告資料） 

図 1-9 大和ハウス工業による CDE 及びワークフローの構築例 

(5) 各国 BIM 業務ガイドラインと ISO19650 

本調査では BIM 先進国の事例としてシンガポールと台湾、それに準ずる状況である事例として

フィリピンとインドネシアについて情報収集を行っている。 
既にガイドラインが整備されているシンガポール、台湾及び、ガイドラインが整備され試験的

な運用が実施されているフィリピンのいずれにおいても、ISO19650 がその下地となっている。上

述のように ISO19650 とは BIM という概念的なものを定義し、その基本的運用ルールや基本的な

用語を定めたものであり、各国の枠を超えてグローバルに BIM を語る上でその認識に共通性をも

たらす役割を担っているものでもあることが分かる。その内容はあくまでも基礎的な要素に留ま

り、運用にあたる具体的な部分については実施者に委ねられている形である。 
本調査を通して、既に我々は BIM を語る上で ISO19650 において定義されている用語を用いな

ければ、互いの考えを理解出来ない状況であることに気づかされ、その概念や用語が広く浸透し

ている状況であることを認識させられている。ISO19650 は守るべき詳細なルールではなく、BIM
を活用する全ての人々の理解を助ける役割を担っているものでもあると言う事が出来るであろう。 

それゆえ、世界を舞台にする ODA 事業において要領やガイドラインを定めるにあたり、

ISO19650 で定義される概念、用語、ワークフローなどを無視できない状況であることは言うまで

もない。無論、ISO19650 の展開は英国を始めとした欧米各国の戦略的な狙いが含まれていること

も認識すべきであり、世界における BIM への理解のずれを生じ、今後 BIM が必須となる流れの

中で日本企業の競争力低下を招かないという視点からも、JICA の ODA 事業において ISO19650 を

前提とした取組みを進めるべきであると考える。 
具体的には、各国ガイドラインは ISO19650 より 1 歩踏み込んだ詳細な内容について述べてい

るものであるため、その根拠や大枠として ISO19650 に言及している場合と、当然のように大前提

となっているため、内容は明らかに ISO19650 を基に作成されたものでありながら言及もされて

いない場合があるなど、その表面上の扱いは様々である。しかし ODA 事業においては事業が各国

に跨ることからも、国際標準として BIM の基本的な枠組みが定義されている ISO19650 を利用す

ることは、各国が各々の BIM 関連業務に活用するよりもより有用性が高いことは明白であり、そ
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の活用については大前提としながら、各々の明示内容ごとに ISO19650 への言及については検討

していくべきであると考える。 

1-5 FIDIC 契約約款の概説 

(1) FIDIC 契約約款の特徴 

国際コンサルティング・エンジニア連盟（FIDIC；the Fédération Internationale des Ingénieurs-
Conseils）は、建設工事やプラント工事などで発注者－施工業者やプラント業者など、あるいは発

注者－エンジニア（第三者技術者＝コンサルタント）が結ぶ契約条件について、工事や設計者の

違いなど契約形態ごとに標準約款を取り纏めており、それぞれの標準約款を表紙の色で区別して

呼称している。同約款は国際協力機構（JICA）をはじめ、世界銀行（WB)、アジア開発銀行（ADB）
などの国際融資機関の入札図書のサンプルにも組み込まれ、国際建設契約のディファクトスタン

ダードとして広く使用されている。日本の有償資金協力事業では Red Book1999（および 2017 年、

2nd Ed）あるいは国際開発金融機関（MDB）用に変更した Red Book MDB 2005-2010 が用いられる

ことが多く、合わせて一部の機電プラント、建築、建設分野では Yellow Book が用いられている。 
いずれの標準約款もこれまでの国際案件の経験をもとに、「バランスの取れた契約当事者間の

リスク共有」との FIDIC の基本原則を基に編纂されている。 

(2) FIDIC 契約約款における BIM の取り扱い 

2017 年に刊行された FIDIC の Red Book 2nd Ed. 8では ”Advisory Notes to Users of FIDIC Contracts 
Where the Project is to Include Building Information Modelling Systems”として巻末に 3 ページにわたっ

て BIM システムの導入に対する FIDIC の理解を取り纏めている。 
この改訂増補の中で「BIM は（FIDIC 標準約款を構成する）一連の契約条件ではなく、関係者

が関連情報を共有するうえでのひとつのメカニズムである。」との見解を示し、従来からの FIDIC
標準契約約款の公平性は BIM システム導入の素地を持つと同時に、以下の視点から特別な注意を

払うべきとしている。 

 BIM を導入する本来の目的から逸脱したシステムの構築や運用 
 不適切な目的でのデータの利用および不適切なデータへの依存 
 不必要な情報、ドキュメントまたはデータの蓄積 
 サイバーセキュリティ上、BIM モデルの運用とそこに保存されるデータを保全する責任 
 成果物の位置づけと利用方法の明確化 

さらにその他の IT 関連のリスクに対応するため、FIDIC 標準約款下で業務を行うコンサルタン

トは次のような課題に対する定義と手順、責任の明確化に対処するよう提唱している。 

 提案するシステムとバージョンまたはリリース、および採用する管理プロセス 
 クライアント、他のコンサルタント、請負業者などのアクセス権限 
 プロジェクトの直接目的以外にデジタル環境のデータを利用する場合の運用基準 
 稼働時間やアクセスに関する制限、およびダウンタイムに対する責任の範囲 
 サイバー攻撃が発生した場合の責任の所在あるいは範囲（例えば免責条項） 

                                                        
8 International Federation of Consulting Engineers (FIDIC), Construction Contract 2nd Ed (2017 Red Book) 
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 関係者外のシステム利用や、それに基づいた判断行動に対する責任の所在と範囲 
 過去、現在を通じた統合モデルへのアクセス、モデルの修正や変更に対するトレーサビリ

ティの確保 

以上のように Advisory Note では BIM システム運用の範囲と責任と共に、関係者、利用者のア

クセス権限、修正や変更に対する制限などの運用規則を明確にし、それらの履歴に対するトレー

サビリティを確保しておくことが必要と繰り返し述べている。 
なお FIDIC 公式ウェブサイトでは BIM Protocol を 2020 年 9 月に発刊予定とアナウンスされて

いるが、2022 年 1 月現在、試用版の公開等も行われていない。 
2019 年 5 月に開催された「世界トンネル会議 2019」を機会に、地下工事を対象とした新たな標

準契約約款 Emerald Book が FIDIC より公表されたが、巻末の Advisory Notes は前述の 2017 年刊

行の Red Book 2nd Ed.と概ね同一であることが確認されている。 
Red Book1999（2017 年、2nd Ed、MDB 2005-2010）では、Sub Clause 1.5 に Priority of Documents

（書類の優先順位）として契約関連図書の相互補完的解釈の優先順位が規定されているため、以

上のような状況を鑑みると一般条件や仕様書、図面に対して優位にある Particular Condition（Part-
B；特記条件）部分に、対象事業の BIM システムに係る規定を行うことが現実的な対応である。 

日本でも 2025 年には ISO19650 が本格導入されるため、契約法務上の観点からは FIDIC による

BIM Protocol の公表を待ちつつも、技術上のプロトコルは ISO19650 に沿った運用を進めることが

必要と思われる。 
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第2章 国内外における利活用状況 

2-1 先行調査レビューと必要な調査事項 

本調査では、先行調査の結果を踏まえたうえで補完的に情報収集を行い、その内容を明らかに

する必要がある。そのため、先行調査のレビューを以下に示す。 

表 2-1 先行調査レビュー 

1 【開発途上国における ICT 技術を活用した道路分野 ODA 事業のあり方に関するプロジェクト研究】（2017
年 9 月～2018 年 4 月） 

1. PM ツールとしての BIM/CIM： 
現状の PM ツールとしての BIM/CIM の「活用状況／活用における課題・メリット／活用の可能性」の

調査 
2. BIM/CIM 導入への制度的課題： 

BIM/CIM を多くの段階で活用するための発注形態／制度の事例調査や検討を実施している。また入札

段階における評価方式など、新技術導入のマイナス要因となり得る制度の現況を把握し、解決案の検

討を行っている。 
3. 案件の事業種ごとの BIM/CIM 活用段階の傾向： 

道路以外の事業種についても有効な活用場面や活用段階の傾向について調査を行い、BIM/CIM 導入に

向けたロードマップの有効性を高める根拠としている。 

2 【フィリピン国 ODA 事業（土木・建築工事）におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進

にかかる情報収集・確認調査】（2020 年 12 月～2021 年 3 月） 

1. ODA 事業における ISO19650 への準拠： 
BIM 先進国を始め BIM/CIM の活用が期待される ODA 事業対象国における ISO19650 への適応状況に

ついて調査し、ODA 事業における ISO19650 へ準拠した業務実施の必要性や適応プロセスに関する調

査及び検討を実施している。 
2. スキームごとの課題： 

スキーム及び関連する諸条件による BIM/CIM の活用における課題について情報収集を行い、課題の

分析と解決案の検討を行っている。 
3. 世界測地系への対応： 

国ごとに異なる世界測地系への移行状況による BIM/CIM 活用への課題の現状を把握するための調査

を行い、BIM/CIM 活用への影響度合いに応じた対応の検討を行っている。 

3 【インド国高速鉄道建設事業詳細設計調査 (有償勘定技術支援)】（2021 年 1 月～2021 年 9 月） 

1. BIM を有効活用できる事業プロセスの検討： 
ODA 事業の特性を踏まえつつ、BIM による効果的な運用展開が設計、施工から維持管理までできる、

BIM を活用した事業プロセス案とその内容を検討している。 
2. ODA 事業における BIM 技術の検討： 

BIM 導入に必要となるマネジメント、ソフトウェアについて調査し、効果的な BIM 活用のために必

要な基準の扱い方やソフトウェアの選択する際の重要点を整理している。 

出典：JICA 調査団 

本調査では、ODA 事業のプロセスの特性を捉えつつ、国内や BIM/CIM 先進国、開発途上国で

の活用実態を調査し、BIM/CIM 導入した場合のプロセスの整理や活用によって得られる効果や課

題の整理を行う。さらに、導入する際の要領と導入計画について案をまとめ、今後の ODA 案件で

実行するための基礎資料とする。 
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2-2 国内における BIM/CIM の制度および活用状況 

2-2-1 ガイドライン整備状況 

日本では、2010 年に国土交通省が「官庁営繕事業における BIM 導入プロジェクトの開始9」を

宣言し、2010 年～2012 年に BIM 導入した試行事業10の実施、2012 年には 11 件の設計事業におけ

る試行を開始している。ガイドラインとしては、アメリカ建築家協会(AIA)の BIM に対する動向

をキャッチした、日本建築家協会(JIA)が 2012 年に「JIA BIM ガイドライン」を発行している。

2014 年には、国土交通省が BIM モデルの作成及び利用にあたっての基本的な考え方や留意事項

を示すことを目的とした「官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライ

ン」を公表している。その後、国土交通省は建設現場の生産性向上に向けて、情報化を前提した

取組み「i-Construction」を 2016 年に施策として推進し、2018 年に「BIM/CIM 推進委員会」が設

置されている。 

(1) 建築分野 

建築分野では、官民一体の推進体制を構築し建築 BIM 活用による将来像、その実現に向けた官

民の役割分担や工程表を提示するため、国土交通省が 2019 年 6 月に「建築 BIM 推進会議」9 を

設置し、現在も課題解決のために 5 つの部会が設けられ、活動が行われている。また、BIM 導入

のメリットの検証等を行うため「BIM を活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化モデル事業」

が推進会議と連携して実施されている。このような状況の中で、近年整備されたガイドラインと

その概要を表 2-2 に示す。 

表 2-2 建築分野における BIM ガイドライン 

1 
官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン 国土交通省（2018 年） 

営繕事業における設計業務または工事の受注者による BIM モデルの作成及び利用に当たっての基本的

な考え方、留意事項について。 

2 
BIM 適用事業における成果品作成の手引き（案） 国土交通省（2018 年） 

 官庁営繕事業のける設計業務または工事において、BIM モデルを成果品として提出する場合の成果品

の作成方法及び確認方法について。 

3 

建築分野における BIM の標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン 建築 BIM 推進会議 
(2020 年) 

建築物のライフサイクルにおける設計・施工・維持管理の落割・責任分担を明確化するため、BIM を活

用する上で標準的に想定されるワークフローとその活用にあたっての基本的考え方について。 

4 

設計 BIM ワークフローガイドライン 建築設計三会（2021 年） 

各段階における主なオブジェクトの形状情報と属性情報の整理、BIM による業務内容と BIM による成

果物について。 
設計から施工へ引き渡す具体内容と、引き渡し時に残すべき具体的内容を整理・検証 
EIR と BEP のひな形の検討・作成 

出典：JICA 調査団 

特に「設計 BIM ワークフローガイドライン」は、前年に取り纏められた標準ワークフローに準

拠して整理されているが、その主眼は「正しい BIM データ」を残す事に置かれている。それは、

                                                        
9 https://www.mlit.go.jp/report/press/eizen04_hh_000003.html 
10 新宿労働総合庁舎、静岡地方法務局藤枝出張所、前橋地方合同庁舎を BIM 導入試行プロジェクトとして実施。 
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設計や施工の確認、他案件との比較・分析、維持管理での活用の可能性など発注者にとって大き

なメリットであり、設計者にとっても経費増大であるが業務効率化がつながるとしている。表 2-3
に示した事を前提としている。また、ガイドラインの内容と補足事項を表 2-4 に整理する。 

表 2-3 設計 BIM ワークフローガイドラインの前提 

1 ガイドラインの前提 
BIM 業務においても、物を決める手順は基本的に従来に同じ 
設計 BIM の標準的なワークフローにおける業務内容と成果物を整理する 
設計 BIM 業務では、正しい BIM データを作ることが重要な業務と成果物 

2 ガイドラインの構成・効果 
大きなルール～細かいルールという順序で構成 
カテゴリ別パラメータリストの位置づけ 

出典：JICA 調査団 

表 2-4 設計 BIM ワークフローガイドラインの内容 

項目 内容 注意点や課題等 

1 設計 BIM ワークフ

ロー、各ステージで

の業務内容と成果物 

BIM の情報詳細度に応じて、事業計

画から維持管理までを 8 つに区分。 
各ステージでの業務内容と必要と

なるBIMデータおよび図書を整理。 
各ステージでの意匠／構造／電気

／機械のBIM成果物の詳細を整理。 

BIM とそれ以外（2D 図書）で作成するも

のを分けて整理。BIM で書き出した 2Ｄ
図面は BIM データになる。 

2 オブジェクト別のモ

デリングガイド 

代表的パラメータについて各ス

テージの情報の確定素の考え方を

示したもの。 

国内の建築事情を考慮したパラメータと

なっている。 

3 EIR（BIM 業務仕様

書）と BEP（BIM 実

行計画書） 

BIM に関する業務仕様を規定 
BIM 業務内容と担当など 

ソフトウェアは、種類やバージョンを定

めるが、備わる機能で BIM 業務が効率的

に実施できるのか考慮する必要がある。 

4 引き継ぐBIMデータ

について 

＜設計から施工＞ 
図面と BIM モデルの整合性確保 
設計内容として確定している範囲 
BIM のモデリング・入力ルール 

＜施工から維持管理＞ 
維持管理業務に必要な情報 

維持管理のためには、設計 BIM をベース

に維持管理で必要な施工時の情報を加え

る。また、維持管理に不要な情報をそぎ

落とす。 
維持管理では、必ずしも BIM データであ

る必要はなく、点群データ等の活用も考

えられる。 
維持管理にフルモデル化したデータは、

更新・反映業務を考慮すると必要ない事

が多い。 

5 維持管理BIM作成業

務 

維持管理のための BIM 作成業務 

出典：JICA 調査団 

このガイドラインは、情報管理を行うための ISO19650 等の国際規格に準拠・批准などの記載は

ないものの、国内の事情に合わせたワークフローとなっている。BIM 業務にかかる報酬について

は、国土交通省の業務報酬基準（告示第 98 号）の BIM 版が必要であると指摘している。また、

このガイドラインを受けて標準ワークフローガイドも来年度以降に改訂が予定されており、官庁

営繕事業のための EIR 作成の手引きやワークフローも整備される予定となっている。 
表 2-5 に示す内容は、建築 BIM 推進会議によって今後に整理予定となっている内容である。 
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表 2-5 建築 BIM 推進会議によって整理される内容 

1 BIM モデルの形状と属性情報の標準化 

BIM オブジェクト標準の見直し 
確認申請に求められる属性情報 
ライブラリやその規約の整備 
建築工事標準仕様書連携システムの整備 

2 BIM を活用した建築確認審査 
図面表現標準や解説の整備 
確認申請に適したビューワーソフトの仕様検討 
戸建住宅等に対応した確認のシムの検討 

3 BIM による積算の標準化 
実践的分類体系の策定 
BIM 積算ガイドラインの策定 
コストマネジメントの手法の確立 

4 BIM の情報共有基盤の整備 
データ連携プログラムの開発 
フローデータ共有環境の検討 
デジタル証明技術の確立 

出典：建築 BIM 推進会議 

このように、建築 BIM 推進会議が主導して生産から維持管理まで BIM を使用した連携を実現

するための取組みが行われており、今後数年で建築の BIM における制度面については整備が進ん

で来る事が考えられる。 

(2) 土木分野 

土木分野では国土交通省が、平成 27 年（2015 年）より建設現場の生産性向上のための ICT 技

術の土工事への活用等を目的とした「i-Construction」の推進政策を進めている。これは我国の成長

戦略を議論するために創設された「未来投資会議（2016 年～2020 年）」において謳われた第 4 次

産業革命（Society5.0）をはじめとするイノベーションの社会実装による建設業の深刻化する人手

不足や生産性の向上などの社会的課題解決を目的とした、日本全体の成長戦略や構造改革に則っ

た政策の一部でもある。 
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出典：国土交通省資料 

図 2-1 i-Construction の説明資料 

続けて i-Construction の施策を支援する目的で「CIM 導入推進委員会（平成 28 年（2016 年）6
月設置、平成 30 年（2018 年）に「BIM/CIM 推進委員会に改称」）」が設置され、平成 29 年（2017
年）3 月に CIM 導入ガイドライン、要領・基準等が初めて整備された。以降、国際的な動向や委

員会、WG の活動を踏まえて再編や改定が実施され、現在の最新版の内容は国土交通省の

「BIM/CIM 関連基準・要領等（令和 3 年 3 月）」のページで確認することが出来る11。 

この中で対象分野ごとに策定されている「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）」は「公共事業に

携わる関係者（発注者、受注者等）が建設生産・管理システムの各段階で BIM/CIM を円滑に活用

できること」を目的とし、以下の位置づけで作成されている。 

● これまでの BIM/CIM 活用業務及び活用工事で得られた知見やソフトウェアの機能水準等

を踏まえ、BIM/CIM の活用目的、適用範囲、BIM/CIM モデルの考え方、BIM/CIM 活用の

流れ、各段階における活用等を参考として記載したものである。 
● BIM/CIMモデルの活用方策は、記載されたもの全てに準拠することを求めるものではない。

本ガイドラインを参考に、適用する事業の特性や状況に応じて発注者・受注者等で判断の

上、BIM/CIM モデルを活用するものである。 
● 詳細設計において最終的な設計成果物として納品する BIM/CIM モデルの詳細度及び属性

情報等については、『3 次元モデル成果物作成要領（案）』において示すが、ここで示すも

のは最終的な設計成果物に至るまでの各段階における目安を示したものである。 
● 公共事業において BIM/CIM を実践し得られた課題への対応とともに、ソフトウェアの機能

向上、関連する基準類の整備に応じて、引き続き同ガイドラインを継続的に改善、拡充し

ていく。 
                                                        
11 国土交通省 BIM/CIM 関連より https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000037.html 
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令和 3 年（2021 年）3 月版で扱われる対象分野と構成／適用は以下の通りである。 

表 2-6 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）の構成と適用 

構 成 適 用 

第 1 編 共通編 
公共事業の各段階（測量・調査、設計、施工、維持管理）で BIM/CIM を活用する際の

共通事項について適用する。 

第 2 編 河川編 
河川構造物（築堤・護岸、樋門・樋管）を対象に BIM/CIM を測量・調査、設計、施工、

維持管理の各段階で活用する際に適用する。 

第 3 編 砂防及び 
地すべり対策編 

砂防構造物（砂防堰堤及び床固工、渓流保全工、土石流対策工及び流木対策工、護岸

工、山腹工）、地すべり機構解析や地すべり防止施設を対象に BIM/CIM を調査・設計、

施工、施設の効果評価、維持管理の各段階で活用する際に適用する。 

第 4 編 ダム編 
重力式コンクリートダム、ロックフィルダム等を対象に BIM/CIM を測量・調査、設

計、施工、伊時間理の各段階で活用する際に適用する。 

第 5 編 道路編 
道路土工・舗装工及び山岳トンネル、橋梁（上部工、下部工）を対象に BIM/CIM を測

量・調査、設計、施工、維持管理の各段階で活用する際に適用する。 

第 6 編 機械設備編 
機械設備を対象に BIM/CIM を調査・設計、施工、維持管理の各段階で活用する際に適

用する。 

第 7 編 下水道編 
下水道施設のポンプ場、終末処理場を対象に BIM/CIM を調査・設計、施工、維持管理、

改築計画の各段階で活用する際に適用する。 

第 8 編 港湾編 
港湾施設（水域施設（泊地、航路等）、外郭施設（防波堤、護岸等）、係留施設等）を

対象に BIM/CIM を調査・設計、施工、維持 管理、改築計画の各段階で活用する際に

適用する。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）共通編 国土交通省 令和 3 年 3 月版より抜粋 

なお同活動ガイドライン中には含まれないが「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）空港編」が別

途令和 3 年（2021 年）3 月に発出されていることから、冒頭の目的と位置づけに示されるように、

今後も国土交通省下での他分野を対象としたガイドライン整備が継続的に行われていくことと思

われる。 
以下、本調査に関連する分野別のガイドライン整備内容について取り纏める。 

1) 道路 

以下、国土交通省が令和 3 年（2021 年）3 月に取り纏めた「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）

道路編」を元にその内容と課題や補足事項等を整理する。 

表 2-7 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）道路編の内容と課題 

項目 内容 課題等 

1 総則 

1.1 適用範囲 国土交通省直轄事業における道路構造物

（道路土工、トンネル、橋梁）の BIM/CIM
活用業務及び工事を対象とする。 
また点群データの取得等、3D モデルのみを

取り扱う場合にも本ガイドラインを準用

する。 

特に 1）空港の施設：滑走路、着陸

帯、誘導路、エプロン、滑走路端安

全区域、誘導路帯、並びに滑走路、

誘導路及びエプロンの強度に影響

を及ぼす「地下構造物」 
2）その他の施設：排水施設、共同溝、

消防水利施設、GSE 通行帯等、道路・

駐車場、場周柵など、土木施設を主

な対象とし、旅客ターミナルなどの

建築施設は対象に含まれていない。 
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項目 内容 課題等 

1.2 活用の流れ 事業全体において前工程で作成された

BIM/CIM モデルを活用・更新し、かつ新た

に作成したモデルを次工程に引き渡すこ

とを規定している。 
道路、トンネル、橋梁のそれぞれについて、

これらのワークフローの事例や、「設計情

報属性ファイル交換標準（案）」の関連事

項等が示されている。 

BIM/CIM は施工段階（建設業者）と

維持管理（施設運用者）で最大限の

真価を発揮するシステムであり、費

用/便益の観点からも事業ステージ

毎の主体者あるいはコラボレー

ションのあり方を具体的に特定す

ることが望ましい。 

1.3 モデル詳細度 モデルの作りこみレベルについて詳細度

（案）が道路・トンネル・橋梁を対象に具

体的に示されている。特に橋梁については

鋼橋、PC 橋別の上部工構造物と下部工構造

物（RC）に分けてそれぞれの部位について

定義されている。 

地質・土質モデルについては、ここ

に規定する BIM/CIM モデル詳細度

を適用しないとしている。 
また数量算出が必要な場合、鉄筋継

手のモデル化は算出頻度に応じて

簡易なモデルにしてもよいとされ

ている。 

1.4 属性情報 属性情報等の付与方法と、道路土工・トン

ネル・橋梁のそれぞれについて「設計」「施

工」の段階ごとに付与すべき属性情報の考

え方や事例が示されている。 
また最後に土木学会・建設コンサルタンツ

協会作成のガイドラインより抜粋された

「属性項目の例」の一覧表が添付されてい

る。 

追記；数量に関する属性情報は『土

木工事数量算出要領（案）』、その

他の属性情報は、『3 次元モデル成

果物作成要領（案）』及び同ガイド

ラインを参考に付与するとしてい

る。 

2 測量及び地質・土質調査 

2.1 測量 国土交通省が発注する道路事業の公共測

量業務（航空レーザー測量、空中写真測量、

路線測量、現地測量）で、従来の測量手法

別成果と比較した精度と点密度（分解能）、

およびデータ保存形式などが規定されて

いる。 
また地形モデルに求められる精度、利用上

の留意点が定められている。 

地形モデルは形状情報だけで、周辺

の地目や構造物等の属性情報を持

たないので、設計時には地形図他の

情報も必要となる。必然的に 2D の

地形図、若しくは国土数値情報を用

いて作成したサーフェスモデル、ソ

リッドモデル等の別途 3D モデルに

よる補助が必要となる。 

2.2 地質・土質 道路土工、橋梁、トンネルのそれぞれの事

業ステージ毎の地質・土質モデルの活用目

的と効果を例示し、積極的な利用を求めて

いる。また地質・土質モデルの作成指針を

表に取り纏めている。 

利用可能な構造物モデル、地質・土

質モデルを重ね合わせることによ

り、相互の位置関係の把握が容易に

なり、関係者間の協議の円滑化が期

待できる。各段階における地質リス

クを共有し、その対応に係る意志決

定の迅速化が期待できる。 

3 設計（3.1 道路・3.2 トンネル・3.3 橋梁） 

現地踏査 
（道路/ トンネル/ 橋梁） 

現況地形データの取得（点群データなど）

に合わせ、既設構造物や重要インフラ施設

なども含めて現地情報をモデル化、視覚化

し現地状況を把握する。かつ後工程の施工

計画等における障害物の照査に活用する

など、後工程に必要とされる項目を表に取

り纏め、現地踏査における確認内容を明確

化している。 

「現地踏査」で把握した情報を地形

モデル等に反映し 3 次元的に確認、

これらの情報を後工程に引き継ぐ

ことにより、業務の高度化、効率化

が図れる。計画および設計時点でフ

ロントローディングすべき内容と

その導入効果を適切に事前把握す

る必要がある。 

関係機関との協議資料作

成 
（トンネル/ 橋梁） 

協議資料作成の場合は BIM/CIM モデルを

活用するものとし、活用事例やモデル作成

のポイント、詳細度や属性情報等の目安を

示している。 

モデル作成にあたっては、その前提

となる調整内容の確認が重要であ

る。 
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項目 内容 課題等 

景観検討 
（トンネル/ 橋梁） 

景観検討を行う場合は BIM/CIM モデルを

活用するものとし、活用事例やモデル作成

のポイント、詳細度や属性情報等の目安を

示している。 

モデル作成にあたっては必要以上

の作り込みに留意することが述べ

られている。 

設計図：一般図 
（道路/ トンネル/ 橋梁） 

設計図（一般図）に該当する情報をモデル

化し、3 次元的に確認することで設計基本

条件等の確認の高度化、効率化を図るた

め、活用事例やモデル作成のポイント、詳

細度や属性情報等の目安を示している。 

補足情報は参照資料として付与す

ることでよいことがモデル作成の

ポイントとして述べられている。 

設計図：詳細図 
（道路/ トンネル/ 橋梁） 

設計図（詳細図）に該当する情報をモデル

化し、3 次元的に確認することで詳細図作

成段階における設計確認の高度化、効率化

を図るため、活用事例やモデル作成のポイ

ント、詳細度や属性情報等の目安を示して

いる。 

橋梁についてのみ「橋梁付属物等の

設計」に関して別途章立てされ、モ

デルの活用事例や活用方法が述べ

られている。 

施工計画 
（道路/ トンネル/ 橋梁） 

計画の検討等に必要な情報を  BIM/CIM 
モデルを活用し 3 次元的に確認すること

で、施工計画検討の高度化、効率化を図る。 

橋梁についてのみ「架設計画」に関

して別途章立てされ、モデルの活用

事例や活用方法が述べられている。 

数量計算 
（道路/ トンネル/ 橋梁） 

『土木工事数量算出要領（案）』及び『土

木工事数量算出要領（案）に対応する

BIM/CIM モデル作成の手引き（案）』に基

づき BIM/CIM モデルを活用して数量の算

出を行い、算出した数量情報等を属性情報

等として付与し確認を行うことで業務の

高度化、効率化を図るとし、活用事例やモ

デル作成のポイント、詳細度や属性情報等

の目安を示している。 

特に道路土工やトンネルにおいて

は 2D 図面からの平均断面法よりも

BIM/CIM モデルを利用した自動算

出により、より精度の高い数量算出

と業務効率化が図られることが述

べられている。 
詳細図段階でのモデルと数量計算

を考慮したモデルとの連携に関す

る記載はない。 

4 施工 

4.1 設計図書の照査 設計段階の 2D 図面、新たに作成する

BIM/CIM モデル、起工測量等で取得した測

量データ（点群データ等）を用いて、現地

地形、設計図との対比、取合い、施工図の

確認等が BIM/CIM モデルを活用して効率

的に行えるとしている。 

事業ステージが改まり、上流側の成

果を検証／照査するためには建設

業者側にも一定のスキルを有した

情報管理技術者が必要となること

を示している。 

4.2 事業説明、関係者間協

議 
事業概要、施工方法、安全・環境対策など

多岐にわたる事項を正確に伝えるために

BIM/CIM モデルを活用するとし、活用事例

を示している。 

活用事例が 1 例記載されているのみ

である。 

4.3 施工方法 仮設の配置や施工手順、工事進捗状況等を

視覚化することで関係者間での情報共有

を行い、事業の効率化・高度化を図るとし、

活用事例を示している。 

活用事例が 1 例記載されているのみ

である。 

4.4 施工管理 3D 測量データや BIM/CIM モデル、通信機

器などを活用することで ICT施工や段階確

認、出来形計測、安全管理の効率化、高度

化を図るとし、活用事例を示している。 

活用事例が 1 例記載されているのみ

である。 

4.5 既済部分検査等 3D 測量や ICT 施工で得られる施工履歴

データを利用して出来高部分払いの数量

を算出し、既済部分検査等に 3D データを

活用することができると述べられている

が、活用事例は「該当事例なし」である。 

活用事例の記載無し。 
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項目 内容 課題等 

4.6 工事完成図 施工段階で使用した主要材料情報や品質

管理情報、出来形管理情報を BIM/CIM モ

デルに属性情報等として付与することで、

維持管理段階における施工段階の情報確

認の効率化、高度化が図られるとし、活用

事例を示している。 

今後、活用事例が増えることで、付

与すべき属性情報の分類方法や選

択が進み、現実的な工事完成モデル

の活用が進むことが望ましい。 

5 維持管理 

5.1 活用例 BIM/CIM モデルには建設生産・管理の各段

階で得られた情報を属性情報として付与す

ることができるため、維持管理業務で必要

な情報をモデルから取り出し活用すること

ができるとし、活用事例を示している。 

活用事例は主に「日常時」の O&M
業務関連データの検索性の向上に

関するものと、「災害時」の変状把

握に関するものである。ガイドライ

ン更新に伴い事例が増えている。 

出典：JICA 調査団 

2) 港湾 

以下、国土交通省が令和 3 年（2021 年）3 月に発出した「BIM/CIM 活用ガイドライン(案)港
湾編」を基にその内容と課題や補足事項等を整理する。 

表 2-8 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）港湾編の内容と課題 

項目 内容 課題等 

1 総則 

1.1 適用範囲 同ガイドラインは、「国土交通省直轄事業

における港湾施設の BIM/CIM 活用業務お

よび活用工事を対象とする。また、点群デー

タの取得等、3D モデルのみを取り扱う場合

であっても、後工程において 3D モデルを

活用可能であることから、本ガイドライン

を準用する」と適用範囲を定めている。 

対象施設は、港湾施設：水域施設（泊

地、航路等）、外郭施設（防波堤、

護岸等）および係留施設。 その他

の一般土木施設（土工、舗装工、排

水工、港内道路工等）は、適宜該当

するガイドラインを参照すること

になる。 

1.2 活用の流れ 前工程で作成された BIM/CIM モデルを活

用・更新するとともに、新たに作成したモ

デルを次工程に引き渡すことで、事業全体

でモデルを作成・活用・更新することを規

定している。 

事業初期の段階で港湾利用者(End 
User)の特定し、効果的にモデル作

成・活用・更新をすること必要があ

る。 

1.3 モデル詳細度 発注者からの 3D モデル作成の指示時、受発

注者間での 3D モデルの協議時には、ガイド

ラインで定義した BIM/CIM モデル詳細度を

用いて協議することを規定している。 
港湾分野の構造物におけるモデル詳細度を

具体的に示している。 

規格を規定できる構造物は詳細度を

設定し易いが、地質の場合は、予測・

推定によるものであるため、地質・土

質モデルに対しては、BIM/CIM モデ

ル詳細度を適用しない。今後の調査

技術やソフトウェアの高度化に応じ

てモデルの詳細度の議論がされてい

くものと思われる。 

1.4 属性情報 各段階における BIM/CIM の活用目的や内容

に応じて、必要な属性情報（部材等の名称、

形状、寸法、物性および物性値（強度等）、

数量、そのほか付与が可能な情報）を 3D モ

デルに付与することを規定している。 
具体的な属性項目及び属性種別を工程別

に、また、付与すべき属性名称を、港湾構

造物（桟橋）を例に示している。 
構造物情報として必要とされる属性項目

数量に関する属性情報は「港湾請負

工事積算基準」、その他の属性情報

は、「3 次元モデル成果物作成要領

（案）」及び本ガイドラインを参考

に付与する。構造モデルへの属性付

与は、設計段階で計画された物性情

報（特記仕様書）、施工段階で管理

される材料情報（ミルシート等、品

質管理情報）、維持管理での活用情
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項目 内容 課題等 
は、「港湾工事共通仕様書」における「品

質管理基準」や「出来形管理基準」を参考

に必要とされる属性項目を標準としてい

る。 

報とする。 
施工段階で承認事項として更新す

べき項目や付与の方法(材料受入検

査結果、コンクリート打設記録、圧

縮強度試験記録等の納品形態)など

の承認プロセスを確立することが

出来れば、業務の高度化、効率化に

有効である。 

2 測量及び地質・土質調査 

2.1 測量 国土交通省が発注する港湾事業の公共測量

業務(航空レーザー測量、空中写真測量、路

線測量、現地測量)において、それぞれの測

量手法について規定・マニュアルにて定め

る成果物に加え、3D データを作成すること

を規定している。 
測量段階で 3D データを作成する際必要と

なる情報を作成対象別(地表面、建物、海底

地形面)に取りまとめている。 

3D データを作成する際必要となる

情報は、変換後の幾何モデル、点密

度(分解能)、保存形式・場所である。

また、本ガイドラインでは、地図情

報レベルに対応した点密度も比較

できるように併せて示している。 
測量技術者の測量技術およびデー

タ解析の熟練度により、業務の精度

や効率性が変わる。 

2.2 地質・土質 各段階の地質・土質調査の目的・内容と、

地質・土質モデルの主な活用目的を表に取

りまとめている。 
各段階における地質・土質モデルの活用目

的およびモデルの作成指針を表に取りまと

めている。 

各段階で利用可能な BIM/CIM モデ

ル、地質・土質モデルを 3D 空間に

配置することで、3D 視覚化による

相互の位置関係の把握が容易にな

り関係者協議の円滑化が期待でき

るとともに、各段階の地質・土質上

の課題（支持層の不陸、軟弱層の堆

積分布の推定や土質構成の複雑さ

等）を関係者間で共有する等を講じ

ることで、対策検討に関わる意志決

定の迅速化等の効果が期待できる。 

3 設計 

3.1 BIM/CIM モデル作成

活用目的 
港湾施設において BIM/CIM モデルを作成

すべき項目を具体的に挙げている。最終的

に作成した個々のモデルは、複数のモデル

構造（線形、地形、地質・土質、構造物、仮

設構造物）から構成される全体モデルに統

合され（2D CAD の全体一般図程度）、関係

者協議、施工計画検討、景観検討等に活用

される。また、2D 成果物を主体としている

現行制度を踏まえて、2D成果物とBIM/CIM
モデルとの関係および 2D 成果物を

BIM/CIM 成果物として提出する際の要件

を取りまとめている。 

作成する BIM/CIM モデルは、線形

（構造物法線等）、地形、港湾構造

物（基礎工、本体鋼、被覆・根固工、

上部工、付属工、消波工、裏込・埋

立工、土工、舗装工等）、仮設構造

物、地質・土質を挙げている。 
ブロック据付工（被覆・根固工）の

3D 設計モデルの作成は「ICT 機器を

用いた測量マニュアル（ブロック据

付工編）（令和 3 年 4 月版）を参照

できる。 

3.2 BIM/CIM モデル作成、

モデル作成指針 
上記説明を踏まえて、各港湾施設別（桟橋、

矢板式係船岸、重力式係船岸、重力式防波

堤）にモデル作成指針及び留意事項を具体

的に取りまとめている。 

モデル作成は、施工段階または維持

管段階で利用することも考慮して

設計値当の属性情報を構築する必

要がある。 

3.3 BIM/CIM モデルの活

用例 
BIM/CIM モデルを活用して設計業務の効

率化・高度化に取り組むことを推奨する「活

用項目」について、港湾施設の設計におけ

る一般的な照査フローや「港湾請負工事積

算基準(第 2 部 第 1 編 設計業務等)」に

基づき各設計業務内容から選定し活用事例

として記載している。 

記載している事例は活用を推奨し

ているものであること、また、活用

する BIM/CIM モデルの要件につい

ては目安であることに留意し、必要

に応じて受発注者間で事前協議等

を行う必要がある。 
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3.4 活用例 図面作成 図面作成における確認内容と、そのために

BIM/CIM モデルを活用する場合のモデル

の要件の目安（作成のポイント、モデルの

種類、詳細度や属性情報等）を表に取りま

とめている。 

主な活用内容は、整合性の確認およ

び隣接・既設構造物との取り合いの

確認である。可視化による設計照査

（鉄筋干渉確認、コンクリート充填

のための鉄筋間のあき確認、かぶり

確保の確認、土中の杭の干渉確認、

埋設管の取合い確認等）の効率化が

図れる。一方、BIM/CIM 技術者の熟

練度のより、業務の精度および効率

性が変わる。 

3.5 活用例 数量計算 数量計算における確認内容と、そのために

BIM/CIM モデルを活用する場合のモデル

の要件の目安（作成のポイント、モデルの

種類、詳細度や属性情報等）を表に取りま

とめている。 

確認内容は「港湾土木請負工事積算

基準」を参照。マルチビームによる

3D データを用いた港湾工事数量算

出要領は、浚渫工編、ブロック据付

工編および基礎工編の計 3 編がこれ

までに発出されている。上述と同様

で、BIM/CIM 技術者の熟練度により

数量の精度および効率性が変わる。 

3.6 活用例 施工計画 施工計画における確認内容と、そのために

BIM/CIM モデルを活用する場合のモデル

の要件の目安（作成のポイント、モデルの

種類、詳細度や属性情報等）を表に取りま

とめている。 

施工ステップを作成し、受発注者間

のイメージの共有に活用されてい

る。特に、既存港湾拡張/補修工事の

場合、供用中での建設工事（桟橋工

事、泊地増深工事等）になるため、

作成モデルは協議用資料や歩掛策

定根拠資料等に活用できる。 

3.7 活用例 協議・報告 協議・報告における確認内容と、そのため

に BIM/CIM モデルを活用する場合のモデ

ルの要件の目安(作成のポイント、モデルの

種類、詳細度や属性情報等)を表に取りまと

めている。 

BIM/CIM モデルを活用した視覚的

な資料により説明を行うとともに、

協議調整事項を属性情報として付

与することで、業務の高度化、効率

化を図れる。 

4 施工 

4.1 活用例 設計図書の

照査 
2D 設計図書ならびに前工程から引き継が

た BIM/CIM モデルを活用し、設計条件と施

工条件とに不整合がないか、照査するとし

ている。 

可視化による設計照査（鉄筋干渉確

認、かぶり確保の確認、土中の杭の

干渉確認、埋設管の取合い確認等）

の効率化が図れる。 

4.2 活用例 事業説明、関

係者間協議 
近隣住民説明会や関係自治体、工事区域に

関係する機関等への事業内容および工事内

容の説明・協議する際に、BIM/CIM モデル

を活用するとしている。 

大型港湾工事の場合、施工区間をエ

リアまたは工種別に分割して複数

の工区になることが多い（工事開始

時期も異なることが多々ある）。異

なる工区間協議(境界部分の取合い、

作業船の配置計画、施工スケジュー

ル等)に有効である。その一方、工区

が多い場合、全体を統括する発注者

側への負担が増加するため、協議内

容を全体モデルに反映させるか受

注者間での共有のみに留めるかを

明確にする必要がある。 

4.3 活用例 施工方法 仮設備の配置や施工手順、工事の進捗状況

等を BIM/CIM モデルに活用し資格化する

ことで、計画の策定、関係者間での情報の

共有を行い、事業推進の効率化・高度化を

図るとしている。 

施工図面作成の際の活用方法は設

計段階と同じである。 
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4.4 活用例 施工管理 3D 測量データや BIM/CIM モデル、通信機

器などを活用することで、ICT 施工や段階

確認、出来形計測、安全管理の効率化、高

度化を図るとしている。 

i-Construction 政策の下に活用され

ている計測機器と連携した出来形

管理技術のさらなる効率化、高度化

が期待される。 

4.5 活用例 工事完成図 BIM/CIM モデルに施工段階で使用した主

要材料情報や品質管理情報、出来形管理情

報を属性情報等として付与することで、維

持管理段階における施工段階の情報確認の

効率化、高度化を図るとしている。 

効率的かつ漏れのない属性情報更

新をするために、属性情報項目と各

承認ステップ(材料承認、受入検査、

施工図面、現場試験等)をリンクさせ

るなどの工夫が必要と考えられる。 

5 維持管理 

5.1 活用例 維持管理段階での BIM/CIM モデル活用例

を日常時と災害時別に取りまとめている。 
必要な属性情報の項目、港湾運用者

により異なるため、事前協議および

リクワイヤメントに明記する必要

がある。 

出典：JICA 調査団 

3) 空港 

以下、国土交通省が令和 3 年（2021 年）3 月に取り纏めた「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）

空港編」を元にその内容と課題を整理する。 

表 2-9 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）空港編の構成内容と課題 

項目 内容 課題等 

1 総則 

1.1 適用範囲 ガイドラインの適用範囲を「国土交通省直

轄事業における空港土木施設の BIM/CIM
活用業務および BIM/CIM 活用工事」と定め

るが、3D モデルを活用する事業途中（後工

程）からの準用も適用範囲に含む。 
主な対象施設（右欄参照）の測量・調査、設

計、施工、維持管理段階において適用され

る。 

特に 1）空港の施設：滑走路、着陸

帯、誘導路、エプロン、滑走路端安

全区域、誘導路帯、並びに滑走路、

誘導路及びエプロンの強度に影響

を及ぼす「地下構造物」 
2）その他の施設：排水施設、共同溝、

消防水利施設、GSE 通行帯等、道路・

駐車場、場周柵など、土木施設を主

な対象とし、旅客ターミナルなどの

建築施設は対象に含まれていない。 

1.2 活用の流れ 事業全体において前工程で作成された

BIM/CIM モデルを活用・更新し、かつ新た

に作成したモデルを次工程に引き渡すこと

を規定している。 

後述するように BIM/CIM は施工段

階（建設業者）と維持管理（施設運

用者）で最大限の真価を発揮するシ

ステムであり、費用/便益の観点から

も事業ステージ毎の主体者あるい

はコラボレーションのあり方を具

体的に特定することが望ましい。 

1.3 モデル詳細度 モデルの作りこみレベルについて詳細度

（案）が滑走路・誘導路・エプロンを対象に

具体的に示されている。 

追記；地質・土質モデルについては、

ここに規定する BIM/CIM モデル詳

細度を適用しないとしている。 

1.4 属性情報 滑走路・誘導路・エプロンの形状に関する

属性情報は、「LandXML1.2 に準じた 3 次元

設計データ交換標準の運用ガイドライン

（案）」（国土交通省大臣官房技術調査課）

を参照とするなど、具体的に属性情報の付

与方法と内容が規定されている。 

追記；数量に関する属性情報は『空

港土木工事数量算出要領（案）』、

その他の属性情報は、『3 次元モデ

ル成果物作成要領（案）』及び同ガ

イドラインを参考に付与するとし

ている。 
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2 測量及び地質・土質調査 

2.1 測量 国土交通省が発注する空港事業の公共測量

業務（航空レーザー測量、空中写真測量、路

線測量、現地測量）で、従来の測量手法別成

果と比較した精度と点密度（分解能）、およ

びデータ保存形式（CSV）などが規定されて

いる。 
また地形モデルに求められる精度、利用上

の留意点が定められている。 

地形モデルは形状情報だけで、周辺

の地目や構造物の情報等の属性報

を持たないので、設計時には地形図

他の情報も必要となる。必然的に

2D の地形図、若しくは国土数値情

報を用いて作成したサーフェスモ

デル、ソリッドモデル等の別途 3D
モデルによる補助が必要となる。 

2.2 地質・土質 空港土木施設を対象に事業ステージ毎の地

質・土質モデルの活用目的と効果を例示し、

積極的な利用を求めている。また地質・土

質モデルの作成指針を表に取り纏めてい

る。 

追記；利用可能な構造物モデル、地

質・土質モデルを重ね合わせること

により、相互の位置関係の把握が容

易になり、関係者間の協議の円滑化

が期待できる。各段階における地質

リスクを共有し、その対応に係る意

志決定の迅速化が期待できる。 

3 設計（滑走路・誘導路・エプロン） 

3.1 滑走路・誘導路・エプ

ロン 
BIM/CIMモデルを活用して設計業務の効率

化・高度化に取り組むことを推奨する「活

用項目」を、「空港土木設計・測量・地質土

質調査・点検業務共通仕様書」に基づき各

設計業務内容から選定し、事例として記載

している。 

追記；「活用項目」では、2 D 情報

に基づいていた設計業務における

照査・確認業務のうち、 BIM/CIM 
モデルを活用して形状情報を立体

的に把握し、属性情報等として関連

情報を付与することで情報の利活

用性向上を期待している。 

3.2 現地踏査 現況地形データの取得（点群データなど）

に合わせ、既設構造物や重要インフラ施設

なども含めて現地情報をモデル化、視覚化

し現地状況を把握する。かつ後工程の施工

計画等における障害物の照査に活用するな

ど、後工程に必要とされる項目を表に取り

纏め、現地踏査における確認内容を明確化

している。 

「現地踏査」で把握した情報を地形

モデル等に反映し 3 次元的に確認、

これらの情報を後工程に引き継ぐ

ことにより、業務の高度化、効率化

が図れる。計画および設計時点でフ

ロントローディングすべき内容と

その導入効果を適切に事前把握す

る必要がある。 

3.3 設計図 BIM/CIMを活用して設計図を作成する場合

のポイントについて、詳細度と付与する属

性情報と共に記述している。 

BIM/CIM 業務を統括する情報管理

技術者およびモデル作成者などの

育成と組織化が必要である。 

3.4 施工計画 計画の検討等に必要な情報を BIM/CIM モ

デルを活用し 3 次元的に確認することで、

施工計画検討の高度化、効率化を図る。 

施工計画を BIM/CIM モデルを活用

して 3D で可視化する場合の確認内

容別のモデルの作込み精度につい

て整理する必要がある。 

3.5 数量計算 代表例として盛土と掘削土工の数量計算に

ついて例示し、『空港土木工事数量算出要領

（案）』及び『土木工事数量算出要領（案）

に対応する BIM/CIM モデル作成の手引き

（案）』に沿った作業がポイントとしている。 

従来の平均断面法による数量算出

に比べ労力、時間を短縮し業務効率

改善に繋がるとしているが、計算精

度を確保するためには BIM/CIM モ

デルの作成に習熟する必要がある。 

4 施工 

4.1 設計図書の照査 設計段階の 2D 図面、新たに作成する 
BIM/CIM モデル、起工測量等で取得した測

量データ（点群データ等）を用いて、現地地

形、設計図との対比、取合い、施工図の確認

等が BIM/CIM モデルを活用して効率的に

行えるとしている。 

事業ステージが改まり、上流側の成

果を検証／照査するためには建設

業者側にも一定のスキルを有した

情報管理技術者が必要となること

を示している。 
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4.2 事業説明、関係者間協

議 
空港建設期間中に必要な「安全な作業帯」

に係る空間認識を 3 D モデル化し、建設重

機械の作業性や作業範囲を事前確認するな

ど、安全を確保した作業計画を策定でき、

事前に関係者が共通理解を得るためには

BIM/CIM モデルは有用である。 

施工業務は建設業者に負う部分が

大きいが、空港の「制限表面」や「運

行計画」などを侵さない作業計画の

策定は空港管理者や設計者との共

同作業となる。 

4.3 施工方法 管理視点からは上欄の記述と同様。一方で建

設業者視点では日常の施工作業において、

3D モデルに時間軸を付与することで、「施

工方法および工程等の実現性」や「安全管理

上」の留意点を確認できるとしている。 

具体的には建設業者側の用途や必

要性に応じ BIM/CIM モデリングを

見直す必要もあると思われるが、関

係者間には適切なルールの共有が

必要となる。 

4.4 施工管理 3D 測量データと BIM/CIM モデル、通信機

器などを結合することで施工段階の確認、

ICT 施工や出来形計測、安全管理の効率化、

高度化が図られる。 

新規空港工事では、事業費の多くの

割合を占める土工事の管理が設計

～施工（工程管理を含む）～出来形

計測まで一元化できる点は有用で

ある。 

4.5 既済部分検査等 BIM/CIMモデルに施工段階で使用した主要

材料情報や品質管理情報、出来形管理情報

を 属性情報等として付与することで、維持

管理段階における施工段階の情報確認の効

率化、高度化が図られる。 

属性情報の付与を、工事期間中を通

じて継続的に蓄積作業するのか、竣

工図上の情報に依存するのか。維持

管理段階で必要とされる情報を把

握すると共に、その情報化プロセス

のフロントローディングが必要。 

4.6 工事完成図 施工段階で使用した主要材料情報や品質管

理情報、出来形管理情報を BIM/CIM モデル

に属性情報等として付与することで、維持

管理段階における施工段階の情報確認の効

率化、高度化が図られる。 

建設業者の視点では出来形数量が

確定し、契約金額の清算が完了すれ

ば必要としない作業であるため、属

性情報が上述の「4.1 設計図書の照

査」～「4.5 既存部分の検査」のプロ

セスで BIM/CIM モデルに付与され

ることが望ましい。 

5 維持管理 

5.1 活用例 維持管理におけるモデルの活用例が示され

ているが、上述の視点と共に災害などの緊

急時を想定したBCP策定シミュレーション

にも有用であることを窺わせる。 

運営管理者による事業の指向性に

応じた作業となる。 

出典：JICA 調査団 

「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）」は、国土交通省直轄事業における土木施設の BIM/CIM
活用業務および BIM/CIM 活用工事を対象とし、同省をはじめとする公共工事発注管理者の視点

でガイドラインが取り纏められている。このため総則から自然条件調査および設計発注までの

ステージは委託発注者としての充分な経験から具体的な内容が記述される一方で、設計実務以

降、施工および維持管理ステージでは活動の主体が設計技術者、施工会社や事業運営者などに

負う部分も多く、BIM/CIM システムの導入意義を「情報共有とコラボレーションによる関係者

利益および公益の最大化」とする視点からは以下の課題が見出される。 

 総則～自然条件調査ステージでは、先述するように国土交通省等の委託発注の視点から

具体的な記述がされている。 
 設計ステージでは発注者としての経験をもとに具体的な記述がされているが、これまでの

特記仕様書の枠を出るものではない。制度導入によるさらなる成果を期待し、受託者（委
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託を受けた設計事務所／コンサルタント会社など）のノウハウやこだわりを属性情報など

に有機的に反映できる取組体制を委託者⇔受託者両者間に築く姿勢が必要と思われる。 
 施工ステージでは、事前に手順を具体的に可視化することで現場における好ましくない

輻輳や重複を把握する効果が BIM/CIM 制度導入で期待できるが、現場におけるコスト削

減の創意工夫が関係者に公平に裨益する Value Engineering のような工夫が必要と思われ

る。 
 維持管理ステージでは、運営管理者による視点が必要である。 

(3) ODA 事業と BIM ガイドライン 

ODA 事業で BIM 導入をする場合、ガイドラインの扱いは事業形態によって異なると考えられ

る。有償資金協力は、援助国内の制度や業界の取組状況、実施機関の意向、事業の内容等を考慮

しながら、準拠及び参考とする制度やガイドラインが決定される事になる。一方、無償資金協力

は JICA の「協力準備調査にかかるガイドライン等」や「無償資金協力事業本体にかかるガイドラ

イン等」で設計や積算などについて詳細な規定がされ、事業プロセスの中身は日本国内の建設事

業の実施に類似している。このような事から、無償資金協力事業での BIM 活用では、実施機関の

意向も確認しながら日本国内の BIM 関連ガイドラインを使用し、目的に応じた実施が望ましいと

言える。 

2-2-2 各分野の適用状況 

日本では、BIM と CIM の 2 つの言葉が存在している通り、活用状況も建築と土木で分けられ

る。そのため、国内の各分野の BIM の適用状況や動向を把握し、ODA 事業への適用検討の可能

性や課題について述べる。 

(1) 建築 

国土交通省の建築分野における BIM の活用・普及状況の実態調査12によれば、回答を得られた

46%の企業が BIM を導入済み、53%の企業は導入していない状況である。これを業種別でみると、

設計事務所では約 80%、コントラクターでは約 50%が導入済みとなる。中でも大手のコントラク

ターの BIM 導入率は高く、ほぼすべての企業が導入済みである。また、BIM 導入した案件の特徴

としては、「比較的簡単な形状の建築物」や「スケジュールに余裕のある建築物」、「設計施工一

括発注方式」への適用が多い状況となっている。建築物の規模では、BIM の適用差はあまりなく、

用途では図 2-2 に示す通り事務所ビルが多い。BIM の活用段階は、図 2-3 に示す通り設計段階が

多く、施工マネジメントやその先の維持管理で活用されている事例は少ない。これは、図 2-4 に

示す様に BIM データを関係者間で共有するために必要な、オブジェクトや属性情報の標準化ルー

ルがない事が大きな要因の一つであると考えられる。 
今後、設計や施工に関するデータを共有しながら構築・運用するため、標準化ルールの整備が

進めば、建設業務の管理面において BIM が活発に使用され、設計から維持管理段階までの一貫し

た BIM 利用の促進につながると期待ができる。つまり、BIM を導入した ODA 事業においてもコ

ントラクターによる円滑な活用展開が期待できる。 
                                                        
12 調査時期；2020 年 12 月～2021 年 1 月。調査は、建築 BIM 推進会議に参加する 13 団体の会員に属する企業に

対し実施。 https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/shosai.pdf 
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出典：国土交通省 

図 2-2 BIM 活用する建築物の用途 

 
出典：国土交通省 

図 2-3 BIM 活用する段階 
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出典：国土交通省 

図 2-4 BIM 活用のために期待すること 

このような中、日本政府は令和 3 年（2021 年）6 月に成長戦略フォローアップとして「建築分

野における BIM の標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン」に基づき、官民等が

発注する建築設計・工事等に BIM を試行的に導入し、コスト削減・生産性向上等の効果検証や、

運用上の課題抽出を行うとしている。現在も「BIM を活用した建築生産・維持管理プロセス円滑

化モデル事業」として、設計・施工等のプロセスを横断した BIM 活用する事業が試行されている

状況である。また、これらの内容を建築 BIM 推進会議等で議論し、ガイドラインの修正等を行う

予定である。 

 
出典：国土交通省 

図 2-5 BIM 推進のスケジュール  
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(2) 土木 

国土交通省が進めている BIM/CIM 活用の政策は、現在「令和 5 年度の BIM/CIM 原則適用」に

向けて進められている。令和 3 年度（2021 年度）においては「大規模構造物の詳細設計で原則適

用」とされていたが、令和 5 年度（2023 年度）からは「小規模を除く全ての公共工事（詳細設計・

工事）における原則適用」となり、対象範囲が段階的に広げられている。近年の「原則適用拡大

の進め方」は下図の通りである。 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-6 原則適用拡大の進め方の説明資料 

この動きに合わせ、国土交通省が主導して BIM/CIM 活用にかかる各検討項目のロードマップが

作成されている。下図は、その中の「プロセス間連携」に関わる検討項目のロードマップである。 

（令和 2 年） 

（令和 2 年） 

（令和 3 年） 

（令和 3 年） 

（令和 4 年） 

（令和 4 年） 

（令和 5 年） 

（令和 5 年） 
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出典：国土交通省資料 

図 2-7 プロセス間連携の各検討項目のロードマップ案 

上記の「プロセス間連携」の他、「企画・技術の標準化」や「人材育成」のロードマップも作成

されている。そしてこれらの大項目から更に具体的な検討事項について、BIM/CIM 活用の対象と

なった業務・工事については発注者から受注者に対して「リクワイヤメント（要求事項）」が設

定される。 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-8 令和 3 年度（2021 年度）BIM/CIM 活用業務・工事のリクワイヤメント案 
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このリクワイヤメントはいずれも選択式である。上図に示されているとおり、これまでは「A. 
円滑な事業執行」及び「B. 基準要領等の改定に向けた課題抽出」の目的で設定されていたが、令

和 3 年度（2021 年度）以降は「A」に限定することとなり、発注時に実施内容に合わせて「実施

目的」を示す運用とすることになった。詳細設計では国土交通省により整備されているガイドラ

インの一つである「3 次元モデル成果物作成要領」の適用が必須とされている。その他の適用すべ

き基準・要領については「業務」と「工事」のそれぞれについて「別紙‐9 BIM/CIM 活用業務実

施要領」および「別紙‐10 BIM/CIM 活用工事実施要領」に示されている。また先に述べられた各

分野の「活用ガイドライン」については基本的な位置づけとして「記載されたもの全てに準拠す

ることを求めるものではない。本ガイドラインを参考に、適用する事業の特性や状況に応じて発

注者・受注者等で判断の上、 BIM/CIM モデルを活用するものである。」と記載されている。 
そしてこれらの政策のアップグレードを牽引して来たのが、下図に示されているような「3 次元

情報活用モデル事業」である。令和 3 年（2021 年）3 月時点でのモデル事業は下図のとおりで

ある。 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-9 BIM/CIM の高度利活用を目的とした「3 次元情報活用モデル事業」

（令和 3 年（2021 年）3 月時点） 

上図の令和 3 年度（2021 年度）の各モデル事業の具体的取組みは下表の通りである。下表の取

組み内容はつまり、現状での国内の土木分野における BIM/CIM 活用の最前線を示すものであると

言えるだろう。 
尚、さらに国内の最先端の取組み事例としては内閣府主導の「官民研究開発投資拡大プログラ

ム」である「PRISM（プリズム：Public/Private R&D Investment Strategic Expansion PrograM）や「戦

略的イノベーション創造プログラム」である「SIP（エスアイピー：Cross-ministerial Strategic 
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Innovation Promotion Program） により実施された事例の中に、BIM/CIM 活用に関連する技術を見

ることが出来る。 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-10 各モデル事務所における主な取組（令和 3 年（2021 年）3 月時点） 

一方、維持管理にかかる技術については上記資料内に一部 BIM/CIM を活用した取組みを見るこ

とが出来るが、国土交通省は「点検支援技術性能カタログ」という形で BIM/CIM とは切り離した

形でも、主に道路橋やトンネルなどの公共インフラの定期点検に活用できる新技術を参考資料と

して取りまとめて更新を続けている（最新は令和 3 年（2021 年）10 月版）。維持管理に関する国

内の状況としては BIM/CIM のインフラ維持管理への活用よりも、i-Construction でも謳われている

ICT 技術の活用をはじめとした、これらの幅広い最新技術の方が注目を集め開発が進んでいる状

況である。しかしながら情報のデジタル化やデータ活用技術の革新により技術の融合が進んでお

り、ビックデータの活用を目指している状況からすれば、これら技術は相互に様々な側面で関係

性を持つ状況になって行くことが予想され、関係者は包括的に動向を把握する必要がある。その

ため案件形成の面からも、実務執行の面からも、現時点で BIM に直接関係があると明確に謳われ

ていない技術に関して無関心であるのではなく、将来的に BIM と関係性を持つ可能性やチャンス

があるという視点から様々な技術を捉え、常に情報収集に努める姿勢が求められるだろう。 
また、ここまでで述べた日本の土木分野における主要な状況はモデル事業を見れば分かるよう

に、現況では道路（橋梁やトンネルを含む）や河川の分野に主眼を置かれたものである。空港、

港湾、鉄道分野の状況は以下の通りである。 
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1) 港湾 

令和 3 年度（2021 年度）時点での、港湾分野における BIM/CIM 活用業務・工事の推進への

取組状況は、「港湾における i-Construction 推進員会」の資料によれば、上述した BIM/CIM 活用

ガイドライン(案)の策定および各種要領の検証・改訂・整備だけではなく、監督・検査の省略化

を図るために、下図に示すようなクラウド等を活用した情報プラットフォーム(港湾整備

BIM/CIM クラウド)」の構築・運用による施工情報の共有化・一元化を目指している。現在、モ

デル事業にて地盤改良工事の出来形・品質管理への活用を目的としたクラウドのプロトタイプ

を構築し、監督・検査への適用性等を検証している。これらの取組みは、システムの改築、他

工種や管理項目の拡張・拡大を経て、維持管理フェーズでの BIM/CIM 活用検討に繋がると考え

られる。 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-11 情報プラットフォーム(港湾整備 BIM/CIM クラウド)の構築 

2) 空港 

BIM/CIM モデルの構築とその前提となる衛星による測地システムの導入は、空港分野におい

ても以下のような効果が期待され、すでに実装されている技術も多くある。 

1. 人工衛星を利用した測地システムと防災対応能力の向上 
空港は大規模な敷地面積を必要とする。BIM プラットフォームの前提となる衛星によ

る測地システムを工事完了後も継続的に利用することにより、迅速かつ省力化した現場

状況の把握が可能となる。経年的な地形や植生の微妙な変化を把握することは、維持管

理計画の策定・運用の精度向上にも繋がる。 
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突発的な降雨や洪水による湛水被害範囲、火災による消失範囲や被害傾向の把握など、

衛星による測地システムは直接的に被災地に入ることなく緊急災害対応にも活用できる。 
3D モデル上でのシミュレーションは、事前の避難計画や BCP (Business Continuous Plan)

の策定にも寄与する。 

2. 土工解析、施工法への応用 
現地の 3D 測量データと机上で計画された設計標高を PC 上で重ね合わせることによ

り、掘削土量・盛土量などの解析作業の省力化が図られる。またその数値データを利用

し、現場での機械化施工も自動化できる。属性データとして土質性状を与えることによ

り、作業効率や工期に係る解析も可能である。 

 
出典：国土交通省資料より 

図 2-12 AI 搭載建設機械による自動施工 

3. 空港セキュリティ；制限エリアへの侵入者検知システムを統合管理するなど、空港保安

計画の策定に寄与する。 

(ア) 場周フェンス（CCTV、接触振動、乗越え） 
(イ) 空港施設のドア解錠 
(ウ) 旅客ターミナルビル内での制限エリアへの越境など、 
施設計画の早い時点から、空港全体を俯瞰し、かつ立体的に可視化した状態で保安計

画の検討が可能となるだけでなく、内容精度も向上する。また実装後の運営管理段階で

は遠隔集中モニタリングにより省人化も期待できる。 

4. 空港内の照明、空調などのエネルギー消費の最適化 

(ア) 旅客ターミナルのような大空間の空調システムに、省エネ性能に優れる置換換気

設備の導入シミュレーションを実施するなど、3D モデルを用いて計画段階から精

度の高い省エネ検討が可能となる。 
(イ) 日本の国管理空港では、空港及びその周辺の関連施設と統合して熱供給や給排水

などを事業化する事例もある。BIM プラットフォーム上での精度の高いシミュ

レーション結果を面的、かつ時間軸で整理するなど、環境負荷と密接に関連する

これらの要素を詳細に検討することで、きめの細かい料金設定を可能にするなど、

精度の高い施設計画、省エネ計画の立案が可能となる。効率的なエネルギー利用

は二酸化炭素削減にも寄与する。 
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5. BIM を利用した地域規模のデジタルツインの活用 
上述の進化形として、2020 年より国土交通省スマートシティモデル事業「羽田みらい

プロジェクト」が空港運営事業者、鉄道事業者や大手のコントラクターなど民間 9 社の

下で商業施設；羽田イノベーションシティを舞台に実証実験、実装が開始されている。

BIM プラットフォーム上にデジタルツインを構築。そのリアルタイム情報を利用し、地

域の人流や物流の効率化などを目指した試みである。 
東京都大田区も官民連携としてこの試みに参画。地域が直面する交通、生産性向上、

観光、健康の 4 課題に対して、それぞれの実証実験；スマートモビリティー、スマート

ロボティクス、スマートツーリズム、スマートヘルスケアの効果を検証中である。 

 
出典：国土交通省資料より 

図 2-13 地域規模のデジタルツインの試み 

3) 鉄道 

鉄道分野における BIM ガイドラインは現在の所、行政によって制定はされてはいない。しか

し、既に JRや民間鉄道事業者によって維持管理や改修工事などでBIM/CIMが活用されている。

特に JR 東日本では、「JRE-BIM」という取り組みを展開している。それは、欧州の鉄道事業者

や国土交通省のガイドライン等を参考にまとめた、独自の BIM ガイドラインである。これは、

調査から維持管理の様々な段階における計画検討や建設生産システムの効率化を図るために活

用するもので、具体的活用は、3D 測量や BIM モデルを用いた施工計画検討、クラウドによる

データ共有等である。また、民間鉄道事業者でも施工計画の検討に BIM モデルを用いて、意思

決定の迅速化や手戻りの防止などに効果を見出している。 
今日の日本の鉄道事業は、主に既存線の運転のための保守管理が大半である。そのため、BIM

は都市部の空間や時間に制限がある等、施工検討への活用が主たる目的となっている。今後は、

現存する構造物の 3D 化や CDE を使用したさらなる効率的な維持管理手法が確立されてくる事

が考えられる。 
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ODA 事業においても、既に実施された鉄道の維持管理の能力支援事業に BIM や ICT 活用を

加える事により、より効率的な維持管理ができる事につながる。また、このような新しい技術

で支援して行く事は、国内の鉄道事業者やコンサルタント会社に対し、新しい ODA 支援分野の

事業創出につながると考えられる。 

2-2-3 技術的側面からの適用状況 

(1) BIM システムの全容 

BIM を活用した業務を遂行するには、様々なハードウェアやソフトウェア等から構成された

BIM システムが必要となる。システムの構成は複雑であり、業務の内容や規模、実施対象国のイ

ンフラ整備状況などによってその構成は様々である。BIM を業務に有効活用する上で、BIM の基

本的なシステムの全容を理解することは必須であるので、本項にてその全容を説明する。 

1) BIM システムの全体構成 

BIM システムの一般的な構成を示す。 

BIM システム＝［①BIM モデラーソフトウェア］＋［②個別コンピュータ］＋［③情報共有

システムソフトウェア］＋［④情報共有サーバー］ 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-14 BIM システムの一般的な構成例 

2) サーバーの設置場所（設置国） 

現在の情報共有システムは CDE サービス提供会社が事業の都度あるいは継続的に利用者に

提供しているケースが多い（別添資料 2-1）。その中で BIM 情報を格納する情報共有サーバーの

＜受注者（コンサルタント等）＞ 

【①BIM モデラーソフトウェア
＋②個別コンピュータ】 

作業用コンピュータ 

＜受注者（BIM 専門会社等）＞ 

作業用コンピュータ 
＜受注者（建設会社等）＞ 

【①BIM モデラーソフトウェア 
＋②個別コンピュータ】 

【情報共有システム（CDE）】 

＜（CDE サービス提供会社等＞ 

④情報共有

サーバー 
③情報共有システ

ムソフトウェア 

【②BIM モデラーソフトウェア 
＋②個別コンピュータ】 

作業用コンピュータ 

閲覧用コンピュータ 

＜発注機関（JICA 等）＞ 

【①BIM モデラーソフトウェア 
＋②個別コンピュータ】 
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設置場所は一般的に秘匿事項であるが、可能ならば確認することが望ましい。昨今の情報共有

システムの料金体系はプランに応じた定額制（使用期間、容量、ユーザー数など）であるが、

料金が極端に安い場合は、設置場所の治安やインフラに問題がある可能性もある。インフラに

かかわる業務の特性上、テロや暴動に伴う情報漏洩等のリスクを回避するために、そのような

場所は避けなければならない。 

3) BIM に有効な次世代コンピュータシステムの形態 

日本では、現在はデスクトップ PC にシステムをもたせ BIM 業務を行う形式が主流である。

具体的には BIM モデラーソフトウェアを 1 台のコンピュータにインストールし各 BIM モデ

ラーが使用している。したがって、BIM モデラー人数分の BIM アプリケーションが必要にな

る。 
しかし将来は、高性能メインコンピュータ（超高速演算、大容量ストレージ）に BIM モデラー

ソフトウェアをインストールし、BIM マネージャーや BIM モデラー（オペレータ）をはじめ、

設計施工者、カウンターパート（受け入れ担当機関）、JICA などの機関は、端末からの操作で仕

事をするようになる可能性がある。次世代のシステム（VDI 等）になると BIM モデラーソフト

ウェア・システムは 1 つでよくバージョンアップ等も管理しやすく、アクセス人数の増減も容

易になる。ただし、データサーバーの所在には注意を要する。 
今後、BIM システム形態の過渡期に入ると思われるが、導入の際は将来の利用形態と環境、

コスト等を踏まえ、BIM システムの形態を決定する必要がある。参考として BIM システムの形

態を決める際に考慮すべき主な事項を以下に示す（表 2-10）。 

表 2-10 BIM システム選定時に考慮すべき主な事項 

項 目 考慮事項 内 容 

1. BIM モデラーソフト

ウェア 

1-1) 適合する OS のバー

ジョン 
BIM モデラーソフトウェアが稼働する OS か否かを

確認する 

1-2) ファイルの汎用性 取り扱い可能なファイル形式を確認する。 
IFC、landXML、DXF、等の汎用ファイル形式をサポー

トしているか確認する。 

1-3) コストと支払い方法 料金体系、機能更新時のコスト等を確認する。 
バージョンアップなどの更新にかかわるコストに

ついても確認する 

1-4) 案件分野 案件分野に適した BIM モデラーソフトウェアを選定

する 

1-5) 使用期間 使用する期間を決める 

1-6) 使用ライセンス数 使用ライセンス数を決める 

1-7) BIM データの互換性 同ソフトウェア上の異なるバージョン間における

互換性の確認 
異なる BIM モデラーソフトウェア間における BIM

データの互換性の確認 

2. BIM ハードウェア 

2-1) ワークステーション

メーカーの選定 
信頼性の高いメーカーを選定する。 
PC（パーソナルコンピュータ）ではなくワークス

テーションを選択する 

2-2) OS のバージョン 搭載されている OS の種類とバージョンが BIM モ

デラーソフトウェアに適合しているか確認する。 
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項 目 考慮事項 内 容 

2-3) メモリ容量とスト

レージ容量（HDD 容

量） 

事業規模を考慮し開始時のデータ量と終了時のデー

タ容量、活用中のバックアップも含めた必要容量を予

測し決定する 

2-4) CPUと GPU＋GPUメ

モリ容量 
作業効率を左右する CPU13と GPU14（GPU のメモリ

容量含む）の性能が要求を満たすかを確認する 

3. 情報共有システム 

3-1) 情報共有システム

サービス業者の選定 
情報共有システムの要求定義に適合する業者を選定

する 

3-2) 取り扱い可能なファ

イル形式 
取り扱い可能な全ファイル形式を確認する。 
IFC、landXML、DXF、等の汎用ファイル形式をサ

ポートしているか確認する。 
表示可能な BIM モデルのファイル形式を確認する 
取り扱い可能な文書ファイル形式を確認する 
取り扱い可能な CAD や 2D 資料（写真、図表、等）

のファイル形式を確認する 

3-3) サーバーの設置個所

（国） 
リスク回避のために、可能な限りサーバーの所在を確

認することが望ましい 

3-4) ローカルサーバーの

必要性 
事業関係者毎に BIM 用のサーバーを設けるか否かを

検討する 

3-5) ネットワークの種類

と転送速度 
一般的には光ケーブルとなっていることが多いが、途

上国では再確認を推奨する 

3-6）利用者数（アクセス

数）と権限の付与方式 
情報共有システムへのアクセス数と組織ごとへの

割り当て数、アクセス権限等を決定する。 
将来に備え事業段階ごとの利用者数の変遷を想定

する。 
権限の付与についてはその方式を確認する。 

3-7) 利用期間 使用する期間を決める 

3-8) コストと支払い方法 料金体系、利用者数にともなうコスト等を確認す

る。 
予算内に収まるかを検証する。 
バージョンアップなどの更新にかかわるコストに

ついても確認する 

出典：JICA 調査団 

4) システムの継続性 

BIM システムに使用するソフトウェア、ハードウェア、各種デバイスの性能向上スピードは

速い。機器による差はあるが、およそ 3 年から 4 年で処理速度や容量が約 2 倍になるため、そ

れぞれ買い替えやバージョンの更新が頻繁に行われることとなる。従って、BIM システム全体

の性能を維持しながら運用するにあたっては、BIM システムの継続性担保が課題となる。代表

的な課題を以下に示す（表 2-11） 
  

                                                        
13 CPU とは Central Processing Unit/中央演算処理装置のことをいう 
14 GPU とは Graphics Processing Unit/画像処理特化型演算処理装置のことをいう 
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表 2-11 BIM システム継続性担保に関する課題 

項 目 課 題 

1. BIM モデラーソフトウェア 

1-1) BIM モデラーソフトウェアの機能更新等にともなう、異なるバージョ

ン間の BIM データ互換性が確保されているか 

1-2) 異なる BIM モデラーソフトウェア間における BIM データの互換性が

確保できているか 

1-3) 作業用コンピュータ入替にともなう BIM モデラーソフトウェアの円

滑な移行が可能であるか 

1-4) ライセンス管理はなされているか 

2. BIM ハードウェア 

2-1) 作業用コンピュータ入替にともなう、円滑な BIM データの移行が可

能であるか 

2-2) 作業用コンピュータが故障した際の対策は立てているか 

2-3) 様々な災害、事故（地震、風水害、テロ、政情不安、盗難など）に対

する対策を立てているか 

3. 情報共有システム 

3-1) 情報共有システムの機能更新にともなう BIM データや文書等の共有

動作に問題は無いか 

3-2) 利用途中における料金体系に大きな変更（特に値上げ）は無いか 

3-3) 事業主体の移管にともなうサーバー設置個所の移動は可能であるか 

出典：JICA 調査団 

(2) BIM ハードウェア 

BIM データ構築作業の効率や情報共有システムにおける膨大なデータ処理は、ハードウェアの

性能に大きく左右されるため、BIM データの大きさとその増加量を想定して、適切な性能を有す

るハードウェアを選定する必要がある。実際の選定に当たっては、案件を受注したコンサルタン

トやコントラクターがその案件特性（分野や規模、予算や期間など）を踏まえ選定するのが一般

的である。 
本項では現在のハードウェアの状況を整理し、BIM に適切なハードウェアの選定条件をまとめ

る。ハードウェアの処理能力の向上スピードは非常に速く、かつ BIM に使用するハードウェアは

長期間にわたり使用するため、OS（Operating System）のバージョンアップや、性能向上による入

れ替えを想定しなければならない。 
現在は、AI の発達やビッグデータを取り扱うようになってきたため、これまで主流であったダ

ウンサイジングシステム15では作業効率が悪いため、業種によっては徐々にオープン系システム

に移行している。 

1) ハードウェアシステムの変遷 

以下、国内におけるハードウェアシステムの変遷と将来の動向について内容を整理する。 
  

                                                        
15 コンピュータやデバイスなどがシステムの性能や機能を保ったまま縮小、小型化、小規模化することである。

IT の分野では、情報システムを大型コンピュータ（メインフレーム型システム）から複数の小型コンピュータ

の組み合わせによって置き換えることを指すことが多い。 
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表 2-12 ハードウェアシステムの変遷 

時 期 項 目 内 容 

1970 年～ メインフレーム型システムが発

展 
インターネットなどが無い、限られた人（研究者や情

報技術者等）が使う大型コンピュータが発展した。 

1990 年～ メインフレーム型システムから

ダウンサイジングシステムへ移

行 

「パソコン」が登場し、CPU（Central Processing Unit/
中央演算処理装置）が各自の机に置ける程度のサイズ

となり、急速にパーソナル化した。また、パソコン自

体の性能も急速に向上したため、メインフレーム型シ

ステムが衰退した。 

2005 年頃～ ダウンサイジングシステムから

一部オープン系システムへ移行

（特定の人のみ特定の機器のみ

使用可能なクローズドシステム

から誰でもどんなデバイスでも

繋ぐことができるオープンシス

テムへ移行） 

インターネットが発達し、様々な機器（デバイス）が

自由につながるようになった。また、AI の発展ととも

にビッグデータを活用することが増えてきているた

め、デスクトップＰＣを中心としたＢＩＭシステムを

構築する従来の方法に加え、その規模や用途に合わせ

て高性能なオープン系システムや VDI などの需要が増

加しつつある。 

将来 1 
（2020 年頃～） 

扱うデータ量が大きい案件では

オープン系システムやVDI、VPN
など様々な新システムへ移行 

BIM ではその規模や用途に応じたオープン系システム

や VDI、VPN 等の様々なシステムが活用されるように

なる。 

将来 2 
（20**年頃～） 

新しい構造のコンピュータ（量

子コンピュータ等）を活用 
数十年先には量子コンピュータが実用化されソフト

ウェアやハードウェアの定義が変わる可能性がある。 

出典：JICA 調査団 

2) メインフレーム型システム、オープン系システム、VDI、VPN などの概要 

【メインフレーム型システム】：技術仕様が公開されていない専用 OS によって稼働し、維持

管理専任の技術者によって常時監視が必要である。定期点検も大がかりなものである。そ

んな条件下であっても、ニーズの高度化・データの大容量化などから現在でもメインフレー

ム型システムは開発されている。 

【オープン系システム】：技術的な仕様が公開されている OS やサーバー等の周辺機器や、

ソフトウェアを組み合わせて構築されたシステムをいう。すでに市販されているパーツや

デバイスを組み合わせてシステムを構築するため、専用開発するシステムよりコストを削

減できる。オープン系システム開発は、主に業務系システムが開発対象となっている。例

えば、受発注管理、顧客管理、給与管理などのシステムが例として挙げられる。現在のと

ころ、BIM システムへの応用は見られない。 

【VDI／Virtual Desktop Infrastructure（仮想デスクトップ環境）】広義では仮想デスクトッ

プ環境そのものを指す。狭義ではデスクトップ仮想化を実装する方式としても使われる。

一般的な PC 環境ではアプリケーションソフトウェアやデータはそれぞれの PC 本体に存

在しており、紛失や盗難、感染などのリスクにさらされやすく、管理が煩雑になりやすい。

一方、仮想デスクトップ環境ではアプリケーションソフトウェアなどは一つのハードウェ

アに存在しておりデータはサーバーに保存される。その時端末側にはデータは存在しない

ため、紛失、盗難、感染などのリスクにさらされにくく、管理がしやすい。また、DaaS（Desktop 
as a Service／サース）では、仮想デスクトップ環境をクラウド上に構築する。現実には DaaS
を提供する会社によってさまざまな制約があるため、これから発展していくシステムであ
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ると思われる。現段階では特定のソフトウエア（Autodesk 社の AEC 等）でのみ稼働するの

で、現段階での導入は時期尚早と思われる。 

【VPN／Virtual Private Network】一般的なインターネット回線を利用して作られる仮想のプ

ライベートネットワークのことである。BIM 業務に必要な機器を従来通りにインターネッ

トでつなぐことは同じであるが仮想プライベートネットワークでは特定の人以外は利用で

きないため、セキュリティリスクを低減できる。 
在宅勤務が増えたことにより、軽いデータの取り扱い業務では活用が増加している。 

3) BIM に必要なハードウェアの条件 

BIM に資するハードウェア（作業用ワークステーション、ローカルサーバー等）の選定条件

について以下に示す。 

可能な限りワークステーションを用いる（パーツの耐久性が高い。計算精度が高い） 
CPU が高速である 
メモリ（RAM）が 32GB 以上である 
高速 GPU を搭載している 
GPU メモリが大きい（4GB 以上が理想）である 
HDD は 1TB 以上である 
OS は実装する BIM ソフトウェアが稼働するものを選定する（Microsoft 社の Windows が

多い） 
バックアップ用に外部 HDD（8TB 以上、できる限り大容量）を設置する 
設置可能であれば、サーバー（10TB 以上）を設置する 

なお、参考までに事業にかかわる関係者毎の導入 BIM システムを、1 セットの価格として取

りまとめた（別添資料 2-2） 
また、BIM に用いるハードウェアの価格も取りまとめたので導入の際の参考にされたい（別

添資料 2-3） 

(3) BIM モデラーソフトウェア 

国内における BIM モデル構築のためのソフトウェア（以下、BIM モデラーソフトウェア）と情

報共有のためのプラットフォームとなるソフトウェア（以下、BIM 情報共有システムソフトウェ

ア）について、特徴を整理する。 
まず、BIM ソフトウェアの基本的な構成を以下に示す。 

［BIM ソフトウェア］＝［BIM モデラーソフトウェア］＋［BIM 情報共有システムソフト

ウェア］ 

BIM ソフトウェアを選定する際は、モデリング作業の要である「BIM モデラーソフトウェア」

と CDE の要である「BIM 情報共有システムソフトウェア」の 2 種類に分けて、各案件に相応しい

ソフトウェアを選定することが望ましい。「BIM 情報共有システムソフトウェア］を含む CDE に

ついては次項(4)で詳説する。 
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BIM データは上流工程から下流工程へと引き継がれることを前提とし、下流工程に移行するに

したがってデータ量が大きくなるので、適切な時期にソフトウェアを更新または変更することも

想定しなければならない。 
ソフトウェア開発ベンダーについては、現状では、1 社のベンダーで高性能の BIM モデラーソ

フトウェアと情報共有システムソフトウェアの両方を提供することができる企業は限られている。

理由としては、BIM モデラーソフトウェアは CAD 用プラットホーム（カーネル）をもとに開発さ

れていることが多い一方、情報共有システムはデータベースシステムを元に開発される傾向が強

いと考えられるためである。従って Autodesk 社のように CAD ソフトウェアの開発を主軸として

発展してきた会社では、情報共有システムは得意分野とは言えず、BIM モデラーアプリケーショ

ンは優れているが情報共有システムの仕様には改善の余地がある。Autodesk 社と同じ傾向がある

Bentley 社の製品（ProjiectWise）は、取り扱うことができるファイル形式のサポート数が Autodesk
社の製品（BIM360）に比して少ないため情報共有時に制約を受けやすいと考えられる。 

BIM データの構築内容はその案件の種類（分野、工程など）によって大きく異なり、それにと

もない BIM モデラーソフトウェアに求められる機能も変化する。一例をあげると、Autodesk 社の

Revit は建築には優れているが土木には向かない。また、統合モデルを作成するにあたっては、計

画段階では Autodesk 社の InfraWorks は使い勝手に優れているが、設計段階以降では同社の

Navisworks が使いやすい。 
なお、BIM ソフトウェアについて国内で導入可能な製品を別添資料として掲載した（別添資料

2-4） 

(4) CDE（BIM 情報共有システム） 

CDE を実現するための情報共有システムの構成は、以下の通りである。実際には様々な機器や

ソフトウェアを組み合わせて構成するが、概念を理解しやすくするために単純化した図で示す。 

［情報共有システム］＝［BIM 情報共有ソフトウェア］＋［情報共有サーバー］ 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-15 CDE（情報共有システム）の構成 

現実には、情報共有のためのソフトウェアとそれを実装したコンピュータ、情報を格納するサー

バー（クラウドサーバー）は、一つのシステムとして構築される。現段階では、Autodesk 社や Bentley
社といった CDE を開発整備した企業が提供するサービスを利用することが一般的となっている。

なお、情報共有システムについて国内で導入可能な製品を別添資料として掲載した。（別添資料

2-1） 

【情報共有サーバー】 
この中に BIM モデルや

文書（EIR、BEP,契約書、

など）、写真、2D 図面

（CAD 図）などが納めら

れている 

【情報共有ソフトウェア】 
サーバーをコントロールする

ソフトウェアが実装されてい

る。情報の更新や変更、削除、

データ公開、などを司る 情報共有システム 
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1) 課題 

① サーバーの所在 

CDE を実現するための情報共有システムでは、クラウドサーバーなどを活用する方法が一般

的で費用対効果も高い。しかし、情報管理や保護の観点から重要な BIM データ等の情報をどこ

に格納しておくか、言い換えるとデータサーバーをどこに置くか（どこに置いてあるのか）が

課題である。 
日本国内においては、このような課題の解決も含めた BIM データのさらなる有効活用とデー

タの厳重管理を目指し、国土交通省国土技術政策総合研究所が BIM/CIM データが手軽に活用で

きる環境整備に取り組む予定であり、2022 年度に国土交通省の発注工事・業務の 3D データを

一元管理する「DX データセンタ」の本格運用を開始するとしている。 

 
出典：「インフラ分野の DX に向けた取組紹介」（国土交通省） 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/200729_03-2.pdf 

図 2-16 国総研 DX センターの概要 

クラウドには現実に物理的サーバーが存在しその所在もある。もし、そのクラウドサーバー

が日本以外の場所にあり、万が一何らかのトラブルが生じた場合には対処が非常に困難となる

可能性が高い。 
その場合には BIM データや文書データなどが盗難される等のリスクが想定される。実際、

Autodesk 社の情報共有システム BIM360 は、サーバーが日本国内に無いことから、利用者の多

い有名なシステムであるにも関わらず、国内推奨システム一覧表から除外されている。 また、

クラウドを提供している会社は、最重要機密であるサーバーの設置場所を秘匿するのが一般的

である。 

② CDE の調達 

CDE を調達とは、システムの構築、CDE 設置個所選定、CDE のコスト（イニシャルコスト＋

ランニングコスト）支払い等を実施することである。日本国内では、「第 3 回 BIM の情報共有
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基盤の整備検討部会 建築 BIM 推進会議 第 5 部会」16においては、“日本では BIM 環境は受

注者が用意 海外では発注者の依頼を受けたコンサルタントが用意”との記述がある。しかし現

段階では、検討中であり結論は出ていない。 
いずれにせよ、CDE の調達にあたり、誰がどの CDE サービス提供企業を選定し依頼するの

か、又はシステムを構築し情報共有サーバーの設置個所をどこにするのか、コスト（イニシャ

ルコストとランニングコスト）は誰が持つのかを定めることが必要である。現段階では、CDE
のコスト以外（システム構築と設置個所）は、CDE サービス提供企業に使用料を支払いその CDE
を利用する方法が一般的となっている。 

③ CDE データの保有者と管理者 

この課題についても、前述の「第 3 回 BIM の情報共有基盤の整備検討部会 建築 BIM 推進

会議 第 5 部会（2021/11/16 開催）」において検討のテーマとなっているが、結論は出ていな

い。CDE に保存されているデータの所有権やそのデータの管理（変更、追加、公開、共有など）

および管理者を定める必要がある。 

(5) モデラーの実態 

BIM を活用した業務においては、BIM モデルそのものを作成・変更するオペレーションを担

うモデラーの存在が重要である。また、モデラーは一人で遂行する業務ではなく複数人数で行

うのが常である。従って、そのモデラーの適切な運用が BIM 業務進捗を左右する事になる。本

項では、国内における BIM モデル作成において、現状の BIM モデラーの状況（教育訓練や所

属など）を明らかにし、課題を抽出する。 

1) 現状 

国土交通省をはじめとした事業主体の発注者は、BIM システムそのものを所有していないこ

とが多く、BIM モデリング作業を行う環境がないために、職員の多くはモデリングを実施でき

ない。もっとも発注者がモデリングを行う必要性は低いと思われるが、モデルを動かすなどの

操作、もしくはごく簡単な修正変更作業ができるようになることは BIM 本来の導入意義に合致

し有益と考える。最近では BIM ソフト開発ベンダー（Autodesk 社など）に講習を依頼し、若手

職員を中心に育成を図っているが、モデリング技能習得の効果は薄いように思われる。 
BIM 業務を実施するにあたっては、元請け企業がモデリング作業を外注業者へ委託すること

が多い。その元請け企業の担当者が指示を出すのだが、その担当者も BIM を理解していない場

合が多く効率は悪い。最近は元請け企業の中にも BIM を理解する担当者が出始めているが、机

上の理解に留まっていることが多く、モデリング作業の経験がないので実践的な業務遂行は外

注業者任せになる傾向がある。 
元請け企業の中には「BIM センター」などの部署を設け、対外的には自社内で BIM モデラー

を抱え社内生産可能と称しているところもあるが、作業量が膨大であるため消化しきれず外注

する状況が増えてきている。実際には、パワーが必要な BIM モデル作成は外注業者に任せ、出

来上がった BIM データを変更修正するといった補足業務を行っている。 
                                                        
16 https://www.building-smart.or.jp/wp-content/uploads/2020/12/20201119_%E7%AC%AC3%E5%9B%9E_%E6%83%8

5%E5%A0%B1%E5%9F%BA%E7%9B%A4%E6%95%B4%E5%82%99%E9%83%A8%E4%BC%9A%E5%A0%B1%
E5%91%8A.pdf 
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国内では国土交通省が 2023 年には BIM 原則適用としたものの、BIM モデリングの仕事は、

いわゆる「外注仕事」の域を出ておらず、BIM モデラーの地位は低い。また、BIM モデラーを

育成する公的機関や地位向上を促す公的資格も整備されていないため、BIM モデラーの質は高

くなく人材育成は滞っている。 
現在の BIM モデラーは、2D CAD オペレーターが BIM モデラーと称して、仕事に従事してい

ることが多い。基本的に 2D CAD と BIM（3D）とではそのオペレーションや次元の感覚が異な

るため、2DCAD オペレーターが BIM モデラーになるには困難が多い。とはいえ最初から 3D
データに慣れ親しみ BIM モデリングを行っている者は少ない。また、ベンダーに委託して BIM
データを作成していることも見受けられるが、実際はそのベンダーからさらに外注して BIM
データを作成している状況である。 
最近では、BIM モデリングにとどまらず BIM マネジメントまでの遂行能力を有する BIM 専

門企業も出現してきているがその数は少なく、BIM の需要に対して供給が追い付いていないの

が現状である。 

2) BIM モデラーの所属先 

BIM モデラーが所属する主な組織を以下の表に示す。所属する組織によって BIM モデラーの

能力は異なるが、モデリングの技能レベル、セキュリティのレベル、様々な BIM ソフトウェア

に対応できるかなどの応用力、等について整理した（表 2-13）。 

表 2-13 所属先ごとの BIM モデラーの能力 

所属 BIM モデラーの 
存在 

モデリング技能の 
レベル 

人的セキュリティ

のレベル 応用力 

発注機関 ごく少数 低 高 低 

元請け企業 
少数 

（自社社員、もしくは 
派遣社員） 

低 高 低 

外注業者 
（BIM 専門で

はない） 

多数 
（自社社員、派遣社員、

個人事業主へ外注） 
中 中～低 中 

開発ベンダー 
少数 

（多くは外部へ委託） 

中～高 
（自社 BIM 製品のみ 

が対象） 
高 

無 
（自社 BIM 製品のみ 
を使用するため） 

個人事業主 少数 低～中 中 低 

BIM 専門企業 
多数 

（自社社員） 
高 高 高 

出典：JICA 調査団 

3) BIM モデラーの年齢層 

地形や建築物、土木構造物の BIM モデルを構築する作業には、それらに関する基礎的知識と

3 次元的感覚、BIM モデラーソフトウェアのオペレーション技能が必要となる。特にオペレー

ション技能については、3D に抵抗なく習得できる人材が適している。そのような人材の多くは

若者（20～30 歳代）である。 
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4) 今後の課題 

上記の内容から、BIM モデラーの人数を増やすために実行すべき課題は以下の通りである。 

 BIM データの人的セキュリティを強化するために、BIM モデラーを正式な職種として位

置づけ、地位の向上を図ることによってプロフェッショナルとしての意識を高める。 
 BIM モデラーの均一的な技能的向上のために、教育機関の設立や資格制度を充実させる 
 BIM モデラーの育成を促すために、BIM モデラーの地位向上と将来性を示し、報酬額を

上げる。 
 JICA 案件を想定した場合、アサイン（業務割り当て任命）では大卒 13 年以上（35 歳以上）

であることが条件だが、実際には BIM モデラーは 35 歳以下の者が主力であるため、現実と

の乖離がある。従ってBIMモデラーに関するアサイン年齢については検討する必要がある。 

(6) BIM 運用に必要な人材 

仕事に BIM を活用し効果を上げるには、一般的に必要な人材として BIM マネージャー、BIM
コーディネーター、BIM モデラーの 3 職種があげられることが多い。しかし、現実には、この 3
職種の人員だけでは BIM を十分に活用することはできない。 
本項では、BIM を運用するにあたり上記 3 職種に以外に必要な職種を取り上げその役割を説明する。 
BIM のモデリング作業の効率化や、BIM データの活用の可能性を広げるために、様々なデジタ

ル技術を積極的に導入していくことが重要であると考えられる。国土交通省は BIM の将来像とし

て「センサー等との連携による建築物へのサービスの拡大」、「ビッグデータ・AI の活用による

建築物を起点とした新たな産業の創出」や「インフラプラットフォームとの融合により最適なリ

スク管理の実現」等を挙げている。BIM を基盤としてビッグデータやセンサー、AI、IoT 等のデ

ジタル技術と連携、または BIM のデータを別のプラットフォームに融合させることで、BIM デー

タの価値を拡大していくことを狙いとしている。17 
現在すでに実践されている BIM データの活用方法としては、作成された 3D モデルを、VR デー

タに融合、あるいは写真に合成することで、合意形成や環境アセスメント等に活用するといった

例が挙げられる。 
単に 3D モデルを作成するだけではなく、BIM 以外のデジタル技術を含む、様々な IT ツールを

組み込み活用していくことを考慮すると、建設土木や BIM の知識に加え、デジタル技術に対応で

きるような人材が今後重要になると思われる。また、最先端の技術に限らず、大規模な業務にお

いては、適切なソフトウェア・プラットフォームの選定・導入・管理、ソフトウェアの互換性の

調整、（3）BIM ハードウェアの項目で述べたような VDI 等のシステム構築・運用、セキュリティ

対策等といった、IT システム周りの運用・管理も重要になってくるだろう。18（注 2） 

                                                        
17 国土交通省では、ビル内に設置された IoT 環境センサーから収集された情報を BIM データに連携させ、室内環

境の快適性向上や省エネ等への効果の検証が行われている他、BIM 業務の成果を含む構造物データ、地図・地

形データ、気象データ、人流等の交通データ等を連携させたプラットフォーム、「国土交通データプラットフォー

ム」の構築等が進められている。 
18 企業によっては、システム運用は企業内の情報システム部門に任せるケースもあるが、デジタル技術専任者が

情報システム部門と連携することが成果に結びつけるためには重要であると考えられる。情報処理推進機構に

よれば、DX 専門組織+情報システム部門の体制が最も高水準の成果となっているとの調査結果が報告されてい

る。（出典：独立行政法人 情報処理推進機構 「デジタル･トランスフォーメーション推進人材の機能と役割

のあり方に関する調査」） 
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以上のことから、現在、BIM 業務に主に必要な技術者として、BIM マネージャー、BIM コーディ

ネーター、BIM モデラーの 3 つのポジションがあるが、IT システムやデジタル技術を専門的に扱

う人材を上記 3 つのポジションとは別に設けて任命することが、業務の規模や目的によっては必

要になると考えられる。19 
デジタル人材に必要とされる具体的な能力について考察する。情報処理推進機構によれば、デ

ジタル事業に対応する人材としては、デジタル事業に関する設計から実装ができる人材である

テックリードやデータ解析・分析ができる人材であるデータサイエンティスト等が挙げられている。 

表 2-14 デジタル事業に必要な人材の例 

 
出典： IPA 独立行政法人 情報処理推進機構 「DX 白書 2021_第 3 部_デジタル

時代の人材」 

また、国土交通省のアンケート調査では、今後求められる人材として「建築の知識はもちろん、

IT 知識、プログラミングの知識がある人材」、「データマネジメントを行う現場工務ができる人

材、データサイエンス（統計処理、AI）人材」、「正しいデータ連携のフレームを理解でき、新

しい業務フローを構築できる人材」等が挙げられている。 

表 2-15 BIM 活用に必要な人材に関するアンケート調査の一部抜粋（建築分野） 

 
出典：国土交通省 「建築分野における BIM の活用・普及状況の実態調査」 

以上の情報から考えると、業務の目的にもよるが、とりわけビッグデータやモニタリングシス

テムから取得した大容量データを扱い、BIM と連携させてデータの可能性を広げることのできる

                                                        
19 現状では、BIM コーディネーターがシステム周りの調整役を担うケースもあると思われるが、シンガポールに

おけるヒアリング調査によると、シンガポールでは BIM マネージャー、BIM コーディネーター、BIM モデラー

とは別に、BIM 技術と BIM 以外のデジタル技術を連携させて、企画から維持管理までデータを活用できるよう

なシステム構築やデータ管理を行うデジタルデリバリーマネージャーというポジションが存在している。 
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データサイエンティストやサーバー管理者等の人材や、業務に合った適切なシステムの選択、構

築、運用までを担える人材が求められるようになることが見込まれる。ただし、このような人材

は不足しているのが現状であり、BIM に対応するデジタル人材の育成が今後の課題として挙げら

れる。 

(7) BIM 教育と資格の状況 

現在、日本国内における BIM 技術に関する資格は民間資格のみであり、国家資格も国や省庁か

ら認定を受けた公的資格も存在しない。また、資格の内容も限定的で実地試験などを伴う実践的

な資格とはなっていないため、それのみをもって BIM 技術者の能力を計れるものとは言い難い。 

1) bSJ（building SMART Japan）20 

bSJ は、国土交通省の建設 BIM 推進会議において「人材育成、中小事業者の活用促進」分野

で委員を務めており、2021 年 6 月より「building SMART Professional Certification（プロフェッ

ショナル認定制度）」という BIM 個人資格認定試験を開始している21。既にこの認定制度は、世

界 8 か国で実施されており、90 のプロバイダ、約 4000 名の認定者を輩出している。オープン

BIM に基づいたトレーニングを受講することによって受験資格を得る事ができ、「Foundation」
と「Practitioner」の 2階級に分かれている（Practitionerは 2022年に正式に制定予定）。「Foundation」
の試験内容は、表 2-16 に示す通りである。トレーニングは、bSJ から認定を受けたプロバイダ

が実施する事になっている。 

表 2-16 認定試験の内容 

1 BIM とは何か、なぜ必要なのかの理解  専門用語の認識 
2 従来のプロジェクトデリバリーと比較した際の BIM の優位性の認識 
3 ISO19650 に基づいたプロジェクト情報マネジメントの理解 
4 Open BIM および相互運用可能なソリューションの認識、IFC 等について

理解 
5 組織内での BIM 能力の条件と尺度の理解 

出典：building SMART（訳は JICA と調査団による） 

2) BSI（英国規格協会） 

BSI の日本法人である BSI グループジャパン社は、BIM の国際規格 ISO19650 に基づいた資

格の提供を 2021 年 10 月から開始している。BSI では、図 2-12 や表 2-12 に示す通り、プロジェ

クトとアセットで資格の構成が分かれており、Project Information の「Practitioner」のみ日本語で

試験が実施されている。 

                                                        
20 building SMART は、建設業界におけるデータの共有化および相互運用を目的として、国際標準 IFC を基軸とす

る建設産業行のためのデジタル連携の普及や促進を目標に活動している国際的な団体。building SMART は日本

を含む 18 か国に支部があり、その日本支部が（一社）building SMART Japan である。 
21 https://education.buildingsmart.org/wp-content/uploads/2020/12/COP1030-2.1-Program-Overview-FINAL-SIN-Pg.pdf 
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 BIM Asset BIM Project 

【BIM Project Information】 
Practitioner 
Professional 
Certificate Professional 

【BIM Asset Information】 
Practitioner 
Professional 
Certificate Professional 

出典：BSI 
図 2-17 BSI による BIM 資格 

表 2-17 試験の内容  

Practitioner BIM による情報管理の重要性とその価値 
プロジェクト推進における情報管理および共同作業の原則 
情報交換、データ構造、品質の理解 

Professional 情報セキュリティとガバナンス 
情報管理の適用原則 

Certificate Professional 情報管理と共同作業の実践 

出典：BSI 

3) その他の民間資格 

ソフトウェア会社による BIM ソフトウェアの習熟度を問う資格も存在する。GRAPHISOFT
社では、Archicad を中心に BIM プロジェクトを管理するために必要な知識を学ぶ BIM マネー

ジャープログラムを提供している。Autodesk 社では、Revit Architecture を使用するために必要な

スキル習得を目的としたユーザー試験がある。 
国土交通省では、2014 年より「公共工事に関する調査及び設計等の品質に資する技術者資格

登録規定」22の制度を構築し、入札時の評価項目にも適用できる建設事業に関わる民間資格の登

録制度を設けている。しかし、その中に BIM に関連する民間資格はまだ登録されてはいない状

況である。 

                                                        
22 国土交通省 HP https://www1.mlit.go.jp:8088/tec/content/001427891.pdf 

Practitioner

Professional

Certificate
Professional
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(8) 詳細度

国土交通省は形状の詳細度として LOD（Level of Detail）を下図の通り定義している。目的に応

じて LOD100～400 が適用されるが、LOD500 のモデルが現状作成されることはない。詳細度につ

いては他にも Level of Development や Level of Information などの考え方があるが、国土交通省はそ

れらに関しては今後検討するとしている。23 

表 2-18 各分野における BIM モデル詳細度のイメージ図 

※ 下水道編のみ LOD、Lod、LOI という 3 種の詳細度を使用している。

「国土交通省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）（令和 3 年 3 月）第 1 編共通編・第 2 編河川編・第 3 編砂

防及び地すべり対策編・第 4 編ダム編・第 5 編道路編・第 6 編機械設備編・第 7 編下水道編・第 8 編港湾編」

より引用し一部改変

23 国土交通省 BIM/CIM 活用ガイドライン第 1 編共通編 https://www.mlit.go.jp/tec/content/001395762.pdf 

表 2-18

詳細度 河川 砂防 ダム
道路

（道路編）

100 

200 

300 

400 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し

500 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し

詳細度
トンネル

（道路編）
橋梁

（道路編）
機械設備 港湾

100 

200 

300 

400 

500 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し 参考イメージ図無し
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1) 業務進捗に合わせた LOD（詳細度）のステップアップ 

BIM の活用効果を最大化するために BIM データ活用に一貫性を持たせることは、BIM 導入

の目的にかなっており、計画段階から BIM 活用を開始し最終的には維持管理まで用いることに

よってフロントローディングを実現できるようになる。 
しかし BIM 一貫活用を BIM データ作成の観点で見たときに、注意しなければならないポイ

ントがある。業務進捗に合わせて BIM モデルの LOD を上げていく（詳細化していく）際に、

BIM モデルの再作成作業が発生することである。 
例えば LOD200 の BIM モデルを LOD300 に上げる際、単純にその差分のモデルを作成し追加

すればよいわけではなく、LOD200 で作成されている基本形状も LOD300 に上げなければなら

ない。この再作成作業が LOD を上げる際に必要となる。以下に概念図を示す。 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-18 LOD ステップアップにともなう再作成作業発生の概念図 

再作成部分の作業量は業務の内容や規模によって異なるが、この再作成作業分を考慮した

BIM 導入コストと工程を業務計画に反映することが今後の課題である。 

(9) リクワイヤメント 

リクワイヤメントとは、発注者から受注者に対する要求事項である。円滑な事業執行を目的と

している。円滑な事業執行を目的としている。本項では国土交通省が BIM を活用することによっ

て得ようとしている便益を整理する。加えて、時間の変遷とともにその得たい便益がどのように

変化してきたかを明らかにし、BIM を使うメリットを整理する。 

1) リクワイヤメント項目の変遷 

平成 29 年度（2017 年度）に最初のリクワイヤメントが設定されて以来、毎年度大幅な変更を

もって試行錯誤が行われてきた。平成 29 年度（2017 年度）には事業ごとの選択性だったが、平

成 31 年度には必須項目と選択項目に分かれ、令和 3 年度（2021 年度）には同年発行された「3D
モデル成果物作成要領（案）」の適用が必須項目にとって代わる形となり、リクワイヤメントと

しては選択項目のみに戻っている。また、令和 3 年度（2021 年度）になって初めて業務と工事

に分類されたリクワイヤメントが示された。 

計 画 予備設計 詳細設計 施 工 維持管理 

LOD100 

LOD200 

LOD300 

LOD400 

LOD500 
再作成作業 



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

53 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-19 リクワイヤメントの変遷 

2) 選定項目の傾向 

初期のリクワイヤメントは CIM モデルの作成・照査・共有や数量算出、属性情報付与といっ

た BIM 導入のための基礎的な内容であった。それらを根幹として各業務・工事の目的に応じた

項目の追加と整理が行われ、設計選択肢の調査やリスクに関するシミュレーションなど

BIM/CIM を活用する項目が選定される傾向となっている。 

表 2-19 リクワイヤメント項目の変遷とその内容 

〇は選択項目 ◎は必須項目 
・度合いに応じて選択項目と必須項目両方があるものがある 
・類似の項目はまとめた上で、年度によって文言が一部変わっているものは欄内に記載 

 平成 29 年度 
（2016 年度） 

平成 30 年度 
（2017 年度） 

平成 31 年度 
（2018 年度） 

令和元年度 
（2019 年度） 

令和 2 年度 
（2020 年度） 

令和 3 年度 
（2021 年度） 

1. 属性情報の

付与 〇 〇 

◎ 

〇 
後行程におけ

る活用を前提

とする属性情

報の付与 

◎ 

〇 
後行程におけ

る活用を前提

とする属性情

報の付与 

◎ 

〇 
後行程におけ

る活用を前提

とする属性情

報の付与 

「3D モデル

成果物作成要

領」へ記載

し、詳細設計

BIM/CIM で

は適用を必須

とする。 

2. CIM モデル

に よ る 数

量、工事費、

工期算出 

〇 〇 

〇 
CIM モデルを

活用した工事

費の算出 

〇 
CIM モデルを

活用した工事

費の算出 

〇 
BIM/CIM モデ

ルを活用した

自動数量算出 

〇 
概算工事費の

算出（工区割

りによる分割

を考慮） 

3. 施工段階を

見 据 え た

CIM モデル

構築 

〇 

〇 
契約図書に向

けた CIM モ

デルの構築

（設計） 
契約図書に向

けた CIM モ

デルの構築

（施工） 

◎ 

CIM モデルの

作成・更新 
〇 

契約図書とし

ての機能を具

備する CIM
モデルの構築 

◎ 

CIM モデルの

作成・更新 
〇 

契約図書とし

ての機能を具

備する CIM
モデルの構築 

◎ 

CIM モデルの

作成・更新 
〇 

契約図書とし

ての機能を具

備する CIM
モデルの構築 

「3D モデル

成果物作成要

領」へ記載

し、詳細設計

BIM/CIM で

は適用を必須

とする。 

4. CIM モデル

による照査

の実施 
〇 

〇 
CIM モデルに

よる効率的な

照査の実施 

◎ 

CIM モデルの

照査 
〇 

CIM モデルを

活用した効率

的な照査 

◎ 

CIM モデルの

照査 
〇 

CIM モデルを

活用した効率

的な照査 

◎ 

CIM モデルの

照査 
〇 

CIM モデルを

活用した効率

的な照査 

「3D モデル

成果物作成要

領」へ記載

し、詳細設計

BIM/CIM で

は適用を必須

とする。 
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 平成 29 年度 
（2016 年度） 

平成 30 年度 
（2017 年度） 

平成 31 年度 
（2018 年度） 

令和元年度 
（2019 年度） 

令和 2 年度 
（2020 年度） 

令和 3 年度 
（2021 年度） 

5. CIM モデル

のデータ共

有方法 
〇 

〇 
関係者間での

情報連携及び

オンライン電

子納品の試行 

〇 
情報共有システ

ムを活用した関

係者間における

情報連携 

〇 
情報共有システ

ムを活用した関

係者間における

情報連携 

〇 
情報共有システ

ムを活用した関

係者間における

情報連携 

〇 
複数業務・工

事を統合した

工程管理及び

情報共有 

6. CIM モデル

の納品  

〇 
関係者間での

情報連携及び

オンライン電

子納品の試行 

◎ ◎ ◎ 

「3D モデル

成果物作成要

領」へ記載

し、詳細設計

BIM/CIM で

は適用を必須

とする。 

7. 施工段階で

の CIM モ

デルの効率

的な活用 

 〇 

〇 
施工段階にお

ける CIM モ

デルの効率的

な活用方策の

検討 

〇 
施工段階にお

ける CIM モ

デルの効率的

な活用方策の

検討 

〇 
後段階におけ

る BIM/CIM
の効率的な活

用方策の検討 

 
 

8. 段階モデル

確認書を活

用した CIM
モデルの品

質確保 

  〇 〇 〇 

「3D モデル

成果物作成要

領」へ記載

し、詳細設計

BIM/CIM で

は適用を必須

とする。 

9. 工期設定支

援システム

等と連携し

た設計工期

の検討 

  〇 〇 〇 

〇 
4D モデルに

よる施工計画

等の検討 

10. BIM/CIM
を活用した

監督・検査

の効率化 

    〇 〇 

11. 設計選択肢

の調査（配

置計画案の

比較等） 

     〇 

12. リスクに関

するシミュ

レーション

（地質、騒

音、浸水等） 

     〇 

13. 対 外 説 明

（関係者協

議、住⺠説

明、広報等） 

     〇 

14. BIM/CIM
を活用した

変更協議等

の省力化 

     〇 

出典： JICA 調査団 （国土交通省 平成 29 年度・30 年度・31 年度・令和元年度・2 年度・3 年度 リクワ

イヤメントより引用） 
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(10) BIM データの互換性 

BIM データ構築にあたっては多種のソフトウェアを使用する現状があるが、異なるソフトウェ

ア間での互換性の悪さによって作業効率の低下や手戻り作業などの問題が発生することが少なく

ない。互換性があると謳われるものでも実務に堪えるレベルではないこともあり、より具体的な

整理が必要である。 

1) 互換の精度 

BIM データの互換性における精度とは、異なるソフトウェア間あるいは同じソフトウェア内

でも異なるバージョン間で BIM データの形状や属性をどれほどの割合で精度を保ったまま移

行できるかを言う。この互換の精度は、BIM を取り扱う上で作業効率を大きく左右するので注

意が必要である。 
各 BIM ソフトウェア開発会社は互換性ありと謳うが、実際のところは形状や属性（ソリッド

かサーフェスか等）が 100％互換することは少なく、互換できなかった部分は再度モデリングし

なければならず、手戻り作業が発生する。互換精度の概念を以下の図に示す（図互換精度の概

念）。この互換精度に関する解釈は国によって差が大きい。例えば、日本のようにほぼ 100％の

互換性を求められる場合もあれば、アメリカ合衆国のように 50％程度以上の互換性があれば「互

換性はある」と解釈する国もある。従って、手戻作業の発生元となる互換精度については、事

業の早い段階で確認しておく必要がある（図 2-20）。 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-20 互換精度の概念 

2) オリジナルデータと互換データ 

一般的に、オリジナルデータとは各 BIM ソフトウェア内で使用されるデータファイル形式を

いい、互換データとは、異なる BIM ソフトウェア間で受け渡しが可能なデータファイル形式を

いう。現段階では、オリジナルデータと互換データとの明確な分けは無い。 
BIM を活用するにあたっては、モデリング作業の場合は、データの劣化を防ぐことができ作

業効率が良いオリジナルデータを用いることが多い。一方情報を共有する場合には、互換デー

タファイルに変換し、だれでも使用できるようにすることが多い。 
オリジナルデータと互換データとして実務上で用いられることが多いファイル形式を以下に

示す（表 2-20） 
  

互換 100％ 

互換 50％ 

互換 10％ 

互換性あり○ 

互換性あり？ 

互換性なし× 

原型 
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表 2-20 主なオリジナルデータと互換データのファイル形式 

 
出典：JICA 調査団 

3) 互換データとして用いられているファイル形式 

国土交通省では、ソフトウェアに依存しないファイル形式（J-LandXML や IFC）を介在させ

ることで解決する動きがあるが、ソフトウェアによってデータのインポート・エクスポートが

不可能な場合やバージョンの違いにより機能しない場合があるので注意が必要である。 

(11) BIM 成果品の納品形態 

国土交通省の「BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説（令和 3 年 3 月）」によって、

BIM/CIM 活用業務又は BIM/CIM 活用工事における BIM/CIM モデル等を電子成果品として納品

する場合等における電子データの仕様が定められている。オリジナルファイルに加え、モデルの

種類によってはソフトウェアに依存しないファイル形式（J-LandXML あるいは IFC）で納品する

こととなっている（表 2-21）。 
納品された統合モデルを発注者が閲覧するためのビューワーについては指定されていないが、

閲覧のみ可能な無償版のあるソフトウェアを使用する傾向がある。 

  

オートデスク株式会社 Autodesk AEC Collection 入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Civil3D 出力 ○ ○ ○ ○ ○ ○

オートデスク株式会社 Autodesk AEC Collection 入力 ○ ○

Revit 出力

オートデスク株式会社 Autodesk AEC Collection 入力 ○ ○ ○

3dsMax 出力 ○ ○ ○ ○

川田テクノシステム株式会社 建設系3D汎用CAD V-nasClair 入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

出力 ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○

福井コンピュータ株式会社 ＴＲＥＮＤ－ＰＯＩＮＴ 入力 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

出力 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○

株式会社フォーラムエイト ＵＣ－ｗｉｎＲＯＡＤ 入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出力 ○ ○ ○ ○

ソフトウェア開発会社
ファイ

ル形式
製品名 ＤＷＧ ＤＸＦ ＪＷＷ ｓｈｐ slm slp sal xml Mem bmp JPG ＳＴＬ ＩＦＣｆｇｗ ＳＩＭ LandXML

ＤＭ

/ＤＭＦ
3ＤＳ
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表 2-21 BIM/CIM 活用業務及び BIM/CIM 活用工事の BIM/CIM モデル成果品等の納品例 

 
出典：BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説（令和 3 年 3 月） 

BIM/CIM 活用業務及び工事の成果品は、「土木設計業務等の電子納品要領」（国土交通省）の

フォルダ構成における「ルート」直下に「ICON」フォルダを作成、さらに「ICON」フォルダの下

に「BIMCIM」フォルダを作成し、格納する（図 2-21）。 
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出典：BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説（令和 3 年 3 月） 

図 2-21 国土交通省 BIM/CIM モデルの納品要領 

(12) セキュリティ 

BIM 活用においては、複数のステークホルダー間で機密性の高いデータを共有されることが想

定されるが、セキュリティに係る制度の整備が追いついていない。多くの場合、セキュリティ対

策は各ステークホルダーに任されており安全性の確保が見えない。本項では現状とともに問題点

を抽出する。 
BIM システムを活用する状況において、代表的なセキュリティ脅威は、大きく「人的セキュリ

ティ」と「技術的セキュリティ」の 2 種類に分類される。具体的な内容を下表に示す。（表 2-22） 
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表 2-22 BIM 活用におけるセキュリティ脅威 

人的セキュリティ 技術的セキュリティ 

①テレワーク等の新しい働き方を狙った攻撃 ①ランサムウェア24による被害 

②ビジネスメール詐欺による金銭被害 ②標的型攻撃による機密情報の窃取 

③内部不正による情報漏えい ③サプライチェーンの弱点を悪用した攻撃 

④インターネットサービスへの不正ログイン ④予期せぬ IT 基板の障害に伴う業務停止 

⑤不注意による情報漏えい等の被害 ⑤脆弱性対策情報の公開に伴う悪用増加 

出典：JICA 調査団 

とりわけ BIM に関してはその特性上 CDE によるデータ共有が必須となるため、サプライ

チェーンのうち一部の不備によってセキュリティインシデントが起きた場合、被害が全体に及ぶ

危険性がある。そのため、人的・技術的それぞれの観点からの一貫したセキュリティ規定の整備

により、機密性の確保が必要である。CDE のアクセス権付与については、機密性のみならずフォ

ルダ構成による可用性も円滑な運用において重要である。しかし、BIM のセキュリティに関して

は現状規定がなく、各社内セキュリティ規定や使用しているソフトウェアのセキュリティポリ

シーに則って一貫性なく運用されている。BIM の国際規格 ISO19650 シリーズの中で ISO19650-

5 がセキュリティに該当するが、正式公開されていないドラフト段階であるため実用には至って

いない。問題が発生した際にはサーバーが所在する国の国内法により対応されるのが一般的であ

る。基準が明確ではないものの、日本国内においてはインフラの重要データは国内サーバーに保

管するべきとの方針が 2019 年に政府より出されている。 
当面の課題としては、ISO19650-5 等を参考としてセキュリティにかかわるポイントを整理し、

対処方法や対策を講じる者等を検討することが必要と考える。 

(13) 著作 

BIM データは、様々なモデルで構成されている。BIM モデラーが作成した 3D データ、建材メー

カーなどの 3D モデルや施工時に使用する重機、各種設備、あるいは地形に貼りこんだ航空写真

などさまざまである。その中で、個人あるいは特定企業が作成した 3D モデルが少なからず含ま

れていることがあるが、このようなときには知的財産権（著作権等）にかかわるリスク（著作権

の侵害など）が生じるため、その知的財産権の概要を理解し対応策を検討しておくことが必要と

なる。 

1) BIM データに関する知的財産権の現状 

作成された BIM データに関する知的財産権（著作権など）について現状を記す。BIM モデル

の著作は、基本的に事業主体である発注者に帰属する。しかし、BIM データを構成する各モデ

ルやテクスチャーについては、その著作が作者に帰属するものもあるが、法的取り決めは明確

になっていない。本項 5）国内現行法による BIM データ保護にかかわる問題点と課題 に記載

した通り、ODA 事業で想定されるリスクは、1. 知財関連の国際条例に対して各国の関わり方の

違いから生じるリスク、2. 著作権などの「人の思考・思想・感情等」の定量的な判断が難しい

                                                        
24 ランサムウェアとは、感染すると端末等に保存されているデータを暗号化して使用できない状態にした上で、

そのデータを復号する対価として金銭を要求する不正プログラムのことである。参考：情報セキュリティ 10 大

脅威 2021 
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事案が発生しやすいリスク が考えられ、結果的に事業進捗の遅れ、予算増大の実質的なリス

クにつながる。 
例として、モデラーや重機メーカーが主体的に作成した重機モデルの著作は、そのモデルを

作成した個人や企業に所属する。しかし、一方で BIM モデルにはこれらが多用されているのが

現状であり、著作の所在が不明瞭になっていることが多い。 

2) 知的財産権の三分類 

日本の知的財産権は大きく 3 つに分類される。 

1 つ目は、文化発展を目的とした「著作権（管轄：文化庁）」である。 
2 つ目は、産業発展を目的とした「産業財産権（管轄：特許庁）」である。 
3 つ目は、その他「育成者権ほか（管轄：農林水産省ほか）」の 3 つである。 

今回の調査対象である「BIM データの活用」に係わる知的財産権については、現行の知財分

類に当てはまる箇所が分散あるいは不適合なものがあり、データ構築のアイデア、テクニック、

表示、オブジェクト、素材、データそのもの等の著作者権利や利益を法律上明確に保護するこ

とが難しいと考えられる。 

3) 知的財産権の分類と所管官庁 

知的財産権の分類および各権利の所轄官庁を示す（表 2-23）。 

表 2-23 主な知的財産権の種類と所管官庁（国内） 

大分類 中分類 小分類 所轄官庁 

知的財産権 

著作権（著作権法） 

著作財産権 
（創作から著作者死後 70 年間保護する） 

文化庁 
著作者人格権 
（創作から著作者死後 70 年間保護する） 

著作隣接権 
（実演などから 70 年間保護する（放送などは

50 年間保護する）） 

産業財産権 

特許権（特許法） 
（出願から 20 年保護する） 

特許庁 

実用新案権（実用新案法） 
（出願から 10 年間保護する） 

意匠権（意匠法） 
（出願から 25 年保護する） 

商標権（商標法） 
（登録から 10 年間保護する） 

その他 

営業秘密（不正競争防止法） 
経済産業省 

回路配置利用券（半導体集積回路配置法） 

育成者権（種苗法） 農林水産省 

肖像権など 所管不明 

出典： 公益社団法人著作権情報センター／https://www.cric.or.jp/index 
特許庁／https://www.jpo.go.jp/ 
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4) BIM データに関係する主な知的財産権 

BIM データにかかわる主な知的財産権について説明する。 

【意匠権】 
知的財産権の一つで産業財産権の一つである。 
定義は「工業上利用できる物の形状デザイン（見た目）に関わる権利」物、建築物、画像等

のデザインに対して与えられる独占排他権で特許庁への申請が必要である。より強い法的保

護が付くことになる。 

【著作権】 
知的財産権の一つである。 
定義は「人の思考・思想・感情等が表現された著作物に関わる権利」で特許庁への申請は

不要である。産業財産権ほどの法的保護は付かない。 

5) 国内現行法による BIM データ保護にかかわる問題点と課題25 

BIM データ保護を目的とした知的財産権にかかわる問題点と課題を以下整理する。 

① 著作権の各国国際条約への加盟・非加盟の違いから生じるリスク 
著作権は「ベルヌ条約」「万国著作権条約」などの条約により加盟各国は保護関係にあ

るが、非加盟国地域で行う ODA 事業はその効力下にないため非加盟国であるサウジア

ラビアやカンボジア等で著作権は無視される可能性があり事業の進行に支障をきたす恐

れがある。 
② 著作権と意匠権の法的効力の違いから生じるリスク 

建造物に関わる意匠権は申請・登録が認められなければ権利が発生しない方式主義の独

占排他権である。一方著作権は申請・登録がなくても認められる無方式主義の権利である。 
そのため著作権は意匠権ほど独占排他力がないため侵害されやすい。 

③ 著作権と意匠権の概念の違いから生じるリスク 
著作権は文化発展を目指した「表現物」に関わる権利である。一方産業財産権である意

匠権は産業発展を目指した「大量生産可能な工業製品・工芸品」に関わる権利である。

著作権は対象物によって産業財産権と重なる場合があるが境界が明確になっていないた

め、訴訟を起こしても裁判官によって法解釈が違い都度権利の境界が変わるため判決ま

でに時間がかかり事業の進行に支障が生ずる恐れがある。 

また申請・登録がなくても権利が認められる無方式主義の著作権は国際条約で定められた権

利であるが、申請・登録が認められなければ権利が発生しない方式主義の意匠権は各国で定め

られた法で承認を受ける必要がある。 
例えば、日本国内の業務における建築案件では、建築のデザインスケッチ段階では著作権範

囲に軸足があるが、設計以降は意匠権範囲に移行しその境界は曖昧である。インターネットの

                                                        
25 参考 意匠権と著作権の境界について  

招聘研究員 カタリーナ・マラッケ／法学博士 シャーマン＆スターリング国際法律事務所 弁護士 
https://www.iip.or.jp/pdf/fellow/detail05j/17_15.pdf 
参考 特許庁日本意匠分類（令和元年 5 月 1 日施行版） 
https://www.jpo.go.jp/system/design/gaiyo/bunrui/isyou_bunrui/nihon_ishou_bunrui_2019.html 
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ウェブサイトに関わるデザインを除く広告デザインでは印刷やコピー等で大量生産可能にもか

かわらず特許庁による日本意匠分類に該当しないため著作権範囲である。 
以上から現行の意匠権と著作権では BIM データの権利と利益を守ることができないため、法

改正や法解釈の拡張など境界を明確にする事が望ましい。また、適切な時期に、知財の専門家

で専門委員会等を開き国内・外に対応できる法整備を検討すべきであると考える。 

2-3 BIM/CIM 先進国（シンガポール・台湾） 

ODA 事業における BIM/CIM 導入にかかる効果と課題を特定するため、既に BIM/CIM が導入さ

れそれに関する制度が整備されている、シンガポールと台湾の活用実態を調査する。調査は、文

献調査に加え、BIM 制定団体やコンサルタント、コントラクターにアンケートおよびヒアリング

を実施し、BIM 活用にかかる部分を網羅的に調査する。 
特に政府のデジタル戦略や指針からステークホルダーの能力や実務環境およびそれらの実態を

明らかにする。シンガポールと台湾の調査結果の一覧を別添資料に示す。（別添資料 3） 

2-3-1 シンガポール 

(1) 建築申請 

シンガポールは、日本の建築申請にあたる建築許可手続きを 2004 年頃から電子申請システムを

運用し義務化している。2008 年には、世界初の電子確認申請システム「CORENET」+BIM による

電子申請「e-Submission」を導入、確認申請業務の効率化が図られている。さらに、2013 年 7 月か

らは床面積 20,000m2 以上の大規模建築の建築意匠、2014 年には同規模の建築物の構造・設備、

2015 年には床面積 5,000m2 以上の建築意匠、構造、設備の BIM モデルによる提出が、建築確認（e-
Plan Check システム）のために義務付けられている。 

(2) デジタル戦略とその指針 

シンガポールでは、建築建設庁(BCA)から BIM に関するガイドラインが 2013 年 8 月に発行さ

れており、現在まで表 2-24 に示すガイドラインや特記条件等が整備されている。近年では、BIM
モデルだけでなくプロセスの中身までを最適化し、プロジェクトにおける目標を達成しようとす

る枠組み、VDC(Virtual Design and Construction)26を 2017 年に BCA が提唱し、促進や普及のために

ガイドラインを発行している。さらに同年に IDD(Integrated Digital Delivery)27という、デジタルに

よる「設計」・「資産、工程管理」・「プレファブ化」・「建設」（図 1-2、図 2-23 参照）を行う

という戦略を立て、モデル事業を実施しその効果28について BCA の HP で公表している。2021 年

には、デジタル上でデータを共有する（CDE を実行する）ために必要な「データ基準(Data Standard)」
についてのガイドラインを発行している。 
  

                                                        
26 建物やその用地のデジタルモデルを作成し、設計からエンジニアリング、建設における情報管理を総合的に行

い、仮想空間上で施工前に 3D モデルを作り、検証や解析などを実施し施工する際の手戻りをすくなする手法。 
27 デジタルによる設計、プレファブ化、建設、管理を行う事で、全てのプロセスをデジタルで連携し効率的に実

施するプラットフォームで、政府が推進する次世代 BIM 活用戦略。 
28 https://www1.bca.gov.sg/buildsg/digitalisation/integrated-digital-delivery-idd/idd-projects 
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表 2-24 BCA が発行する BIM 関連のガイドライン 

ガイドラインの種類 ガイドライン名 

IDD Guide 
(次世代 BIM 活用戦略) 

Industry Leaders Quick Start Guide to IDD (2017) 
Common Data Environment (CDE) Data Standards (2021) 

VDC Guide Version 1.0 
（デジタル活用した生産手法の枠組） 

Singapore VDC Guide Version 1.0 (2017) 

Singapore BIM Guides 
（BIM ガイドライン） 

Singapore BIM Guide Version 1.0 (2012) 
Singapore BIM Guide Version 2.0 (2013) 
BIM Guide for Asset Information Delivery (2018) 

BIM Particular Conditions 
（BIM の一般的な特記条件） 

BIM Particular Conditions Version 1.0 (2012) 
BIM Particular Conditions Version 2.0 (2015) 
BIM Particular Conditions Version 2.0 Guidance Notes (2015) 

BIM Essential Guides 
（活用内容や活動） 

For Architectural Consultants (2013) 
For C&S Consultants (2013) 
For MEP Consultants (2013) 
For Land Surveyors (2015) 
For Contractors (2013) 
For BIM Adoption in an Organization (2013) 
For BIM Execution Plan (2013) 
For Building Performance Analysis (2015) 
For Collaborative Virtual Design and Construction (2015) 
For DfMA (Design for Manufacturing and Assembly) (2016) 
For 3D Topographic Surveying (Mapping) in Singapore (2013) 

出典：JICA 調査団 

 

  
出典：BCA HP 出典：BCA, Industry Leaders Quick Start Guide to IDD 

図 2-22 IDD の概念 図 2-23 IDD の位置づけ 

このように、データ構築のためのガイドラインだけでなく、データを効率的に運用するための

ガイドラインも整備されてきている事から、今後デジタルを活用した生産・運用業務の最適化が

益々進み、図 2-24 に掲げるような業界の変革の一翼の達成する動きとなっている。 
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出典：BCA HP 

図 2-24 BCA が掲げる建設業界の変革マップ 

1) BIM ガイドライン（Singapore BIM Guide Version 2.0） 

BIM ガイドラインには、案件の様々な段階で BIM データを作成及び共有するための手順や方

法、必要となる成果物などについて記載されている。また、BIM 業務に必要な職能や職務につ

いての説明がある。このように、ガイドラインを参照してプロジェクトメンバーの役割と責任

を明確にし、それが BEP に取り込まれ発注者と案件受注者で合意され、実行できる作りとなっ

ている。そのガイドラインの構成を、表 2-25 に示す。 

表 2-25 BIM ガイドラインの構成 

Item Contents 

1. Introduction 
各ステージで計画・作成が必要なものについて 
BIM のモデリングとコラボレーションの手順 
BIM 技術者の役割や責任 

2. BIM Execution Plan 
BEP の目的や記載する内容 
BEP の運用 

3. BIM Deliverables 

構築するデータや運用する情報 
実装する図形・属性情報とその順序 
各段階における BIM の作業工程とその役割 
BIM の実行による提供可能な追加サービス 

4. BIM Modelling and Collaboration 
Procedures 

分野別のモデリングや申請に関するガイドライン 
起点やモデル構造 
プロセスにおける調整 
モデルとドキュメント（2D 図面や交換フォーマット） 
DB や DBB におけるワークフロー 

5. BIM Professionals BIM 技術者 

出典：JICA 調査団 
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BIM データを構築するにあたり、必要なデータ要素を意匠、構造、電気設備、機械設備、衛

生配管設備、防火設備、土木の分野別で整理されている。その上で、BIM の概念（企画）段階

から FM 段階まで BIM の目的毎に BIM 技術者や設計者の責任が体系的に例として記されてい

る（BIM Objective & Responsibility Matrix）。 
その他には、BIM を使用しフロントローディングを実施する事により、2D 図面を使用してい

る場合と比較して各段階の支払い（ワークロード）バランスに変化が起こる事を説明している

（表 2-26 参照）。（設計段階時のワークロードが増加し、施工段階のワークロードが減少する事

を示している）。 
表 2-26 BIM 事業の支払い計画の例 

 
出典：BCA, Singapore BIM Guides Ver.2 

BIM モデルとドキュメントについてでは、2D 図面の使用から BIM モデルへの移行段階であ

る事から、BIM データは契約上では参考情報扱いと位置付けられている。そのため、ガイドラ

インとしては、「承認」は 2D 図面で行うという事になっている。その一方で、BIM データと不

整合をなくすため、2D 図面は BIM モデルから切り出す事を推奨している（図 2-25 参照）。 

 
出典：BCA, Singapore BIM Guides Ver.2 

図 2-25 2D 図面から BIM への移行状況 

その他、ガイドラインに記載されている代表的な内容について表 2-27 に示す。特筆すべき点

としては、モデル起点がガイドラインで指定されており、確認申請やバーチャルシンガポール

等、他のデータと融合・引用などがしやすいように考慮されている。 
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表 2-27 ガイドライン記載内容 

項目 内容 

確認申請 
建築確認の電子申請や BIM モデルデータ提出が義務化されているため、申請

のためのガイドラインやテンプレートを使用する事を明記。 

作成モデルの起点 
モデル構築の起点は、SVY21 座標系29で SLA の垂直制御ポイント+100m を使

用する事を明記。 

セキュリティ 
データの破損やウィルス感染、外部ソースによるデータ誤用や故意の破損を

防ぐため、アクセス権を確立する。また、定期的なバックアップが必要。 

出典：JICA 調査団 

2) BIM 特記条件(BIM Particular Conditions Version 2.0) 

ガイドラインの他に契約に添付される、特記条件（BIM Particular Conditions）についても BCA
によって任命された BIM 運営委員会によって作成されている。この特記条件は、すべての調達

に適用でき、契約の観点からも BIM の実行を組み込みやすくするために作成されている。BIM
特記条件に記載されている主な内容を、表 2-28 に示す。 

表 2-28 BIM 特記条件（Particular Conditions） 

1. 一般原則 
契約については、特記条件が優先される。 

2. BIM 実行プラン 
BIM マネージャーは、モデルデータの公表（引渡）した履歴を保有する必要がある。 
BEP の内容について相違がある場合は、BIM マネージャーが決定する。 
契約範囲外の BIM の作業は追加業務として扱われる。 

3. リスク分担 
ソフトウェアの所有権は、譲渡しない。 
引渡された BIM データで、BEP で指定されている以上の詳細レベルのデータについては、モ

デル作成者は責任を負わない。 

4. 知的財産 
データの知的財産権は、発注者が所有するがデータ作成時は、作成者にその権利は付与される。 

5. 電子データ 
BEP や契約において電子データの整合性について記載がない場合、その保証はしない。 
意図しない電子データの破損の場合、その責任は負わない。 

出典：JICA 調査団 

3) デジタル技術教育と支援制度 

シンガポールでは、BCA の教育機関である BCA Academy30が中心となって BIM 技術関連の

講習を実施している。それは、アカデミックや専門家のためのコース等があり、BIM モデリン

グ（意匠、構造、設備）のトレーニングやマネジメント、グリーンビルディングの他に、積算、

VDC などのテーマ別に実施されている。これらは、コース別に幅広い対象者に提供され、学生

や専門家の他に BIM 未経験者も受講ができる。 
さらに、BIM 導入時の補助金制度を設け、BIM ソフトウェアやハードウェアの購入費といっ

た設備投資面の補助の他、BIM スペシャリストを育成するための教育費の支援も実施している。

                                                        
29 シンガポールで使用されている測地系 
30 BCA Academy は建築・建設関連の技能研修を行っている国の機関。https://www.bcaa.edu.sg/ 
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現在は、中小企業のデジタル化を支援するためのプログラム、IDP(Industry Digital Plan)が実施さ

れており、申請基準を満たす事で一企業あたり 30,000 ドルの助成を受ける事ができる31。 

4) デジタルツインへの構築の試み 

シンガポールは、「Virtual Singapore」というデジタルツインを用いてシンガポールの国全体を

バーチャル化するプロジェクトが進められている。これは、国立研究財団（NRF）が主導し、

バーチャル空間の中に国全体を再現している。この情報空間には、地形情報や建物、さらには

交通経路や日照等などの社会インフラやシミュレーション結果に関する情報まで統合し、バー

チャル空間上に 3D モデルとして再現し、行政や民間企業などへ提供する。このように、モデル

だけでなく様々なリアルタイムデータも統合し、都市のデジタルツイン化した都市情報を提供

する事で、様々なサービスが生まれる状況を作り出そうとしている。 

5) BIM の活用状況 

近年では、公共事業庁（PUB）や陸上交通庁（LTA）等による土木公共事業において、発注者

が施工者に対し As-built モデルの提出を義務付ける様になってきている。しかし、発注者設計

の場合、BIM 使用した設計を実施する場合もあるものの、発注者から施工者へ提供される図面

は 2D である事が多く、3D 図面は施工者が作成しているのが現状である。また、この場合の施

工者が作成する 3D データは主に建築要素を含む躯体等のデータのみであり、発注者が構造物

と設備の干渉などの基本設計の確認に利用している32。 

(3) BIM の活用実態 

BIM の活用実態を把握するため、表 2-29 に示す通り、BIM 制定団体（BCA）、コンサルタン

ト、コントラクターにヒアリングおよびヒアリング調査を実施した。なお、ODA 事業に導入する

検討を図るためにも、コントラクターは ODA 事業にも参画している日系企業とした。 

表 2-29 シンガポールの調査先一覧 

No. カテゴリ 団体名 アンケート ヒアリング 備考 

1 BIM 制定団体 BCA 〇 〇  

2 コンサルタント SA 社 〇 〇  

3 
プロジェクト 

SA 社 〇 〇 建築案件 

4 SA 社 〇 〇 空港案件 

5 

コントラクター 

G 社 〇 〇  

6 M 社 〇 〇  

7 S 社 〇  追加のアンケートを実施 

8 K 社 〇   

9 O 社 〇   

10 T 社 〇   

11 TA 社 〇   

出典：JICA 調査団 
                                                        
31 助成対象ソフトウェアは、BIM 360 Design、Autodesk BIM 360、Autodesk AEC Collection、VRcollab LITE。シン

ガポール建築家協会 HP より 
32 (一社)国際建設技術協会、シンガポールの建設業における生産向上に関する取り組みより(2021 年 9 月) 
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1) BIM 導入の概況 

既述の通り、建築確認において一定規模以上の事業には BIM データの提出が義務付けられて

おり、官民問わず全てのプロジェクトのツールとして定着してきている。BIM 導入セクターは

建築だけでなく、鉄道、空港、港湾、道路のインフラセクターでも使用されている。BIM 活用段

階は主に設計や施工段階であるが、最近では測量と連携させるため調査段階から導入されている。 

2) BIM 導入のための制度 

BIM の指針については既述した通りである。調査によると、実務においてガイドラインの問

題点はないと認識している。企業によっては、BIM 案件の実績を積み重ね、社内独自のガイド

ラインを設けており、データ構築や運用の効率化を図ろうとしている。 
ガイドラインは、建築案件を対象にしているものの、Particular Condition や Essentional Guide

等が整備されていることにより、土木分野への BIM 活用にも対応できているようである。 

3) BIM 技術者レベルと費用 

事業によっては、BIM 技術者の保有資格が要件となっている場合もある事から、既に技術が

普及し入札競争できるレベルになっていることが分かる。企業によっては、社内に BIM 技術制

度を設け、事業のサポートができる体制を構築している。コントラクター側においては、サブ

コントラクターも BIM を使用できるレベルに達している事から、デジタル上で共同作用が実施

できている。また、エンジニアも BIM でデータ更新や確認を行っていることから、BIM の普及

によって、事業関係者が BIM を使用しながらシームレスな業務を実施できている事は容易に想

像できる。 
他方、BIM システムとエンジニアリングの両知識が必要となる BIM 技術者であるが、人材は

不足している。そのため、技術者の単価も高騰しており、入札価格評価にも影響してきている。

このような事からも、社内での人材育成が潮流となっている。なお、前述のような背景もある

ことから、技術者単価は標準労務単価を使用しなくなっている。 

4) BIM データの構築と活用 

設計者で構築された BIM データは、施工者に引き継がれ施工モデルとしてより詳細な情報に

更新される。さらに、4D や 5D、現場での確認等にも使用されている。一方、承認はガイドラ

インに記載の通り、2D 図面で実施され BIM データは参考扱いとしている。しかし、この 2D 図

面は BIM データから切り出しており、図面齟齬などの問題は発生していない。このような事、

BIM による承認も技術的に可能なレベルに近づいていると言える。 
調査によると、BIM 活用に適した事業方式は、設計施工一括発注方式や ECI 方式であるとの

事であった。BIM の詳細度は、設計は LOD300、施工は LOD400 程度で、維持管理においても

LOD500 まで実装は行ってはいない。またデータ統合は様々な場面で行われており、統合モデ

ルの数は、建築案件よりもインフラ案件が多い。 
BIM と周辺技術の連携した活用として、UAV 測量や点群測量データを BIM データにインポー

トしている。一方、建設重機を自動化する等の ICT 施工の実例はなく、BIM との連携も実施され

ていない。ICT 活用としては、竣工検査の管理ツールに使用されている。このようにコントラク

ターは、BIM を施工現場での活用につなげ、デジタル技術を活用した施工管理につなげている。 
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5) データ共有 

CDE は EIR で指定される事が多いため、BIM を活用する事業では一般的に用いられている状

況である。CDE を使用してステークホルダーとデータ共有する事によって、タイムリーかつリ

モートでの意思疎通ができている。一方、その効果を得るためにもステークホルダーが CDE や

BIM に関する知識を持ち合わせている事が必要となる。そのため、シームレスな業務が実施で

きるようになるまで時間が掛かる事や業務が通信環境に左右されるなどが課題となっている。

さらに、データ共有によって業務効率が向上しているため、ソフトウェアの互換性によるエラー

やデータロスが課題として目立ってきている。 
共有による情報セキュリティは、アクセス権を管理する事で担保している。場合によっては、

発注者からサーバーを指定される場合もある。データ保証については、ステークホルダーで合

意書を締結してトラブル防止を図っている。 

6) BIM 活用の効果と課題 

以下、調査によって得られた効果・課題を示す。 

表 2-30 実務者が得られている BIM 活用の効果 

打合せや施工図作成時間の短縮 
可視化による理解促進（作業員や住民説明にも活用） 
図面の変更回数が減少 
マンパワーの最適化が図れ、エンジニアリング作業に注力できる 
施工不良や手戻りのリスク低減 
多くの VE 検討が可能になった 
正確な数量の把握により、資材の過剰発注がなくなった 等 

出典：JICA 調査団 

表 2-31 実務者が感じている BIM 活用の課題 

技術者の不足 
ソフトウェアやハードウェアの機能による制限 
高い仕様のハードウェアが必要 
業務が通信環境に左右される 
現実的ではない BIM の要件 
ステークホルダーの BIM 技術やデータ管理の理解不足 

出典：JICA 調査団 

BIM 活用による効果は、様々な場面で得られているようである。一方、課題としては BIM の

普及によって技術者不足となっている事である。これによって、人件費の高騰を招くだけでな

く BIM データ構築が遅れ、施工が停止する等の現象も起こっている。 

7) BIM 技術による将来の展望 

シンガポールの BIM 技術は、建築確認申請の電子化、さらに BIM データ提出の義務化によっ

て普及してきた。現在は、これによって技術力をつけた企業が海外で BIM を使用した事業を展

開している。 
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BCA は、建設業務が BIM などのデジタルに移行すれば、更なるデジタル化へのシフトに大き

な障害はないと考えており、今後ますますデジタル化を推進し、全業務をデジタル化する事を

目標としている。 

(4) ODA 事業への参考点 

シンガポールは、BIM/CIM を含む建設業のデジタル化を国の主導によって実現してきた。その

ため、国内のコンサルタントやコントラクターは海外での事業においても先進的にデジタル技術

を活用し、効果を見出すことに成功している。日本の ODA 事業の場合、支援国や事業分野ごとに

デジタル技術の活用取組み状況にも差があると考えられる。そのため、ODA 事業で BIM/CIM 活

用の展開を実施してゆく場合、より活用効果を高めるためにも、BIM/CIM を取り組む国や分野を

絞った戦略的な支援を展開する必要があると言える。それは、事業を実施する日本のコンサルタ

ントやコントラクターにとっても対応策を立てながら実現することにつながる。 

2-3-2 台湾 

(1) デジタル戦略とその指針 

台湾では、2006～2010 年頃に大学で BIM の研究がされるようになり、これを機に官民の建設工

事において徐々に BIM 技術が使用されてきている。2012 年には、政府（内政部営建署（CPAMI33）

が BIM 技術の推進を宣言、2013 年には設計段階に試験的に導入、2014 年には公共工事（下水道

工事や道路工事の一部）に BIM が導入されている。また同年、台湾行政公共工程委員会（PCC）
34は、生産力の向上と持続可能な成長を図るため、「BIM 進展発展プラットフォーム」を発表、

2017 年には BIM モデル事業を実施・評価を行っているさらに、2016 年台湾交通部（MOTC）は、

「交通部の所管機関による BIM 構築を促進するための原則」を発行し、事業に導入する規模（表

2-32）を定めている。 
現在発行されている、BIM 関連のガイドラインを表 2-33 に示す。特に鉄道分野では、個々の事

業規模がこの BIM 適用規模に該当する事から、BIM 活用はほぼ必須となり重要な評価項目とな

る。一方建築分野の BIM ガイドラインに関しては、内政部建築研究所（ABRI）35が上述の 2012 年

の宣言のために実施した研究報告や BIM による共同作業のための調査研究(2016 年)などがある

が、正式なガイドラインとしては発行されてはいない。しかし、台北市、新北市、桃園市、台中市

などの自治体は、内政部が発行したガイドラインと類似した独自の BIM ガイドラインを発行して

いる。 
表 2-32 BIM プロジェクト適用規模 

材料の購入予算額が 10 億台湾ドル以上の設計・施工一括工事 
材料の購入予算額が 10 億台湾ドル以上の建築工事（電気・設備工事含む） 
材料の購入予算額が 20 億台湾ドル以上の土木工事（電気・設備工事含む） 
材料の購入予算額が 20 億台湾ドル以上の鉄道工事 

出典：台湾交通局 

                                                        
33 行政院に属する内政を所管する最高行政機関で、公共事業及び国立公園の管理を担当する機関。 
34 行 政 院 に 属 す る 公 共 事 業 を 所 管 す る 機 関 (Public Construction Commission, Executive Yuan) の HP; 

https://www.pcc.gov.tw/cp.aspx?n=9D98AEEADCB8A3B8 
35 内政部所管で建築関連の研究を行う機関。 
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表 2-33 台湾における BIM 関連のガイドライン 
ガイドライン発行機関 ガイドライン名 
交通部鉄道局 Taiwan’s Railway BIM Guide Ver.2 (2019) 

台湾大学 

- Level of Development Specification (2017) 
- Application Contract Attachment Template and Explanation for BIM 

Engineering Project (2011) 
- Facility Owner’s Guide for Preparing BIM Guidelines (2017) 

出典：JICA 調査団 

1) BIM ガイドライン(Taiwan’s Railway BIM Guide Ver.2)  

現在、国が BIM ガイドラインとして発行しているのは、「鉄道分野における BIM 運用ガイド

ライン36 第 2 版」（2019 年）のみで、鉄道局(Railway Bureau, MOTC)が事業者向けに発行して

いる。それは「概要と適用」「実行管理」「参照情報」の三つの構成からなり、BIM アプリケー

ションソフトウェアや規格、基準・規制や技術仕様（調達やそのプロセス）等についての情報

が詳細に記載されている（表 2-34）。 

表 2-34 BIM ガイドラインの構成 
Part Contents 

1. 概要と適用 
BIM 適用するタイミングと目的 
BIM プロジェクトの実施方法と適用 
BIM 活用した場合のコスト配分・入札・管理 

2. 実行管理 

BEP 契約書のテンプレート 
BEP の成果品と仕様 
参考文献（必要なリソース、ハードウェア・ソフトウェア） 
鉄道事業におけるモデリングの一般的な仕様 

3. 参照情報 

BIM モデリングの共通仕様（情報カテゴリ、モデルファイル） 
駅舎モデリングの基本仕様 
土木モデリングの基本仕様（橋梁、トンネル、路盤） 
軌道モデリング 
鉄道システムモデリングの基本仕様 
サイトモデリングの基本仕様 

出典：JICA 調査団 

① BIM の適用（ガイドライン 3.1.2 参照） 

ガイドラインでは、BIM 適用について DBB 方式・DB 方式・IPD 方式37にわけて記載されて

いる。IPD 方式は、法律や規制によって設計者や施工者は分離されることになるため、実現す

る事は容易ではないとしている。一方、DB 方式は他国の事例より大きい効果を得られるとして

いる。DBB 方式は、現在までの国内事例によれば適用に障害はないとしている。 

② コスト（ガイドライン 4.1.1 参照） 

設計・施工段階で BIM を適用する場合、プロジェクトコストの 0.4～0.5％を目安にする事が

記載されている。また、初期コストの適用計算方法や入札方式(DB、DBB)による BIM 適用のコ

スト割合を表 2-35 に示すような比率で使用する事を推奨している。 
                                                        
36 交通部鐵道局鐵道工程 BIM 作業指引 
37 プロジェクトの初期段階から施主、設計者、施工者が共有目的の基、最も有効な決定を下すことを可能とする

協業形態。 
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表 2-35 発注方式別コストバランス 

DBB 方式 FS5%、企画段階 10%、BD15%、DD40%、SV30% 

DB 方式 FS5%、PCM30%、DB65% 

出典：Taiwan’s Railway BIM Guide Ver.2 

ガイドラインに記載されている代表的な内容について表 2-36に示す。特筆すべき点としては、

モデル起点がガイドラインで指定されており、位置情報として他のデータと融合・引用などが

しやすいように考慮されている。ODA 事業においても、作成モデルの起点やモデル分類コード

等について、情報収集や協力準備調査で検討する必要がある。 
その他、特徴としては BIM を活用するための発注方式（DBB、DB、IPD 等）や調査から維持

管理まで、各段階に必要な行動やその内容について記載されている。また、表 2-37 に示すテン

プレート案も添付されており、BIM を活用するプロセスやその仕様について統一する事ができ

るガイドラインとなっている。一方、このように仕様については具体的に規定されているのに

対し、データを設計や施工段階においてどのようにマネジメントして行くべきなのかについて

は、触れられてはいない。 
表 2-36 ガイドライン記載内容 

項目 内容 

入札（4.2.3 参照） BIM 業務を入札する場合、本体工事入札に含めず、別入札とすることもできる。 

作成モデルの起点 
(7.3 参照) 

モデル構築の測地座標を設定する場合、TWD97(測地基準)+2 度／TM2（座標形

式）を使用する事を明記。 

モデル分類コード モデルは Omni Class に従ってモデルデータを分類する必要がある。 

出典：JICA 調査団 

表 2-37 ガイドラインに含まれるテンプレート 

項目 テンプレート内容 

管理 調達契約、管理契約、入札指示など 

実行のための仕様 BEP、モデル共有、干渉確認、4D シミュレーション、維持管理 

データのための仕様 ソフトウェア、ハードウェア、モデルデータ、データコード 

出典：JICA 調査団 

2) インセンティブ 

表 2-38 に示す様に、BIM 事業を促進させるためインセンティブを得られるようにしている。 

表 2-38 BIM 促進のためのインセンティブ 

BIM の研究開発に取り組んだ場合、企業の研究開発費用の 15%を上限とする所得税の控除。 
公共事業の品質評価項目に BIM 技術を入れ、評価された場合は、契約保証金が減額される。 
設計・施工一括発注における総合評価落札方式の場合、評価項目に BIM の項目を追加し、評価された

案件の請負者は、設計から維持管理までライフサイクルにおける BIM 活用の可能性を検討する。 

出典：建築コスト研究、2020 年 

3) アライアンスの構築 

台湾には、産官学で BIM 技術を推進し、建設業界の生産や改革を実現するため「台湾 BIM 連
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盟38」という BIM アライアンスを 2013 年頃から組織している。これは、行政政府機関、大学、

コンサルティング会社、デペロッパー、建設会社、BIM 情報サービス会社で構成され、表 2-39
に示した目的のために活動している。特に、BIM のリソースライブラリとして、ISO の BIM 標

準や台湾国内の BIM 仕様、BIM ガジェットを提供し、ステークホルダーの様々な立場から BIM
活用に関する情報交換や共有、総合を促進しようとしている。また、BIM 活用のための戦略や

運用や管理に関するコンサルティングや提案を提供し、それに関する様々な審議を行う事とし

ている。 

 
台湾 BIM 連盟 

図 2-26 台湾 BIM アライアンスの構成 

表 2-39 アライアンス構築の目的 

 国内外の BIM 技術情報を提供。 
 BIM 関連の知識・技術・研究開発・サービスなどについて、共有・交換・統合を促進する。 
 BIM 関連の教育・訓練、コンサルティングサービスに関する情報やその機会を提供。 

出典：台湾 BIM 連盟 

日本では BIM 活用において、産学や産官の連携は個別では見られるものの、このように広が

りを持った活動母体はないが、国土交通省が先導して多くの関係団体と一体となって推進を

図っている状況である。 
ODA 事業では、実施国の BIM 技術レベルやその普及状況によってアライアンスの構築まで

はいかないものの、産官学連携の可能性を調査し、事業への適用の可能性を探る事も必要であ

ると言える。 

                                                        
38 台湾 BIM 連盟の HP。https://www.bimalliance.tw/ 
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(2) BIM の活用実態 

BIM の活用実態を把握するため、に示す通り、BIM 制定団体（PCC、交通部鉄道局）、コンサ

ルタントにヒアリング調査を実施した。 

表 2-40 台湾の調査先一覧 

No. カテゴリ 団体名 アンケート ヒアリング 備考 

1 BIM 制定団体 PCC 〇   

2 BIM 制定団体/実施機関 交通部 
鉄道局 

〇 〇  

3 コンサルタント C 社 〇   

4 プロジェクト C 社 〇 〇 空港案件 

出典：JICA 調査団 

1) BIM 導入の概況 

既述の通り、建築確認において一定規模以上の事業には BIM データの提出が義務付けられて

おり、官民問わずプロジェクトのツールとして活用され始めている。特に民間の建築工事では

BIM が積極的に活用されて、発注者の要望に対応している。また、BIM を使用した案件の約 7
割程度で BIM 業務を外注している。しかし、近年ではより BIM の活用効果を得るために、案

件の受注企業内で実施する様になってきている。 
BIM 導入セクターは、建築の他に鉄道、空港等のインフラセクターである。BIM の活用段階

は主に設計や施工段階であり、維持管理に活用するという動きも徐々に出てきている。鉄道で

は既存の維持管理システムがあるため、現段階で BIM を維持管理に使用してはいない。 

2) BIM 導入のための制度 

ガイドラインを制定している交通部鉄道局によると、ガイドラインの内容に課題はないと感

じている。一方、鉄道システムなど専門性が高い分野であるため、建築等に比べて企業のデジ

タル技術への対応は遅く、満足した活用には至っていない状況である。 

3) BIM 技術者 

現状、BIM 技術者は不足しており、新たな技術者を見つける事は困難な状況となっている。

そのため民間企業は、自社で技術者を育成している。また、公共事業では発注者が請負者に研

修を提供している。公共工事の発注者となる行政には BIM 技術者がいない為、BIM での照査は

委託して実施している状況である。 
BIM による効率的な業務実施のため、エンジニアも BIM に精通している事が望ましいと考え

てられている。 

4) BIM データの構築と活用 

発注者の EIR に従って、設計段階から BIM データ構築を実施している。BIM で構築したデー

タは CDE を使って共有するが、その BIM データは参考扱いとし、2D 図面での承認となって

いる。 
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BIM 活用の目的は主に品質向上、理解促進、工事費削減等で設計や施工での活用に主眼が置

かれた活用が主流となっている。そのため、維持管理でその BIM データを活用している事例は

現状多くはない。 
調査によると、BIM 活用に適した事業方式は、設計施工一括発注方式であるとの事であった。

BIM の詳細度は、設計は LOD300、施工は LOD400 程度である。 
BIM と周辺技術の連携した活用として、UAV 測量データを BIM データにインポートしてい

る。一方、建設重機を自動化する等の ICT 施工の実例はなく、BIM との連携も実施されていない。 

5) データ共有 

CDE は EIR で指定されている。BIM データは、隔週で収集し BIM チームで統合を行い、統

合モデルをステークホルダーに共有し、進捗確認を実施している。他方、一部の企業は BIM の

要件を満たす十分な能力を保有していないため、CDE でデータを共有する事ができない実態が

ある。 
共有による情報セキュリティは、アクセス権を管理する事で担保している。 

6) BIM 活用の効果と課題 

以下、調査によって得られた効果・課題を示す。 

表 2-41 実務者が得られている BIM 活用の効果 

タイムリーかつ正確に情報確認が可能 
必要なインターフェースが早期に発見できる 
施工段階の手戻りやリスクを低減 等 

出典：JICA 調査団 

表 2-42 実務者が感じている BIM 活用の課題 

技術者の不足 
ステークホルダーの BIM 技術やデータ管理の理解不足 
企業によって BIM 技術のレベル差があり、活用に支障 等 

出典：JICA 調査団 

BIM 活用による効果は、特定の事業や企業では見出せている。一方、建設業界全体まで BIM
技術は浸透しているとは言えない状況である。そこには、国として BIM ガイドラインが整備さ

れていない事からもわかるように、制度面においても取組みにばらつきが出ている事が理由の

一つとしてあげられる。しかし、産官学の BIM アライアンスが構築されている事から、サブコ

ントラクターやサプライヤーを巻き込んだ今後の進展が期待できる。 

(3) ODA 事業への参考点 

台湾では、すべての分野において BIM ガイドラインが整備されてはいないものの、発注者の要

望によって BIM 活用がされている。このような中、国内の制度がなくとも ISO19650 を使用し、

BIM 活用されている。また、行政からは企業の技術不足により BIM 活用が当初の想定を下回り苦

慮しているとの事であったが、事業によってはコンサルタントが発注者の BIM 活用の要望に取り
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組んでいる。そこでは、発注者が BIM の知識や技術がなくとも、事業の進捗にあわせ、コンサル

タントと共に徐々に BIM の最終目標に向けて取り組んでいる。 
このように、ODA 事業においても実施国側の BIM に関する制度や能力の有無が BIM 活用の判

断に、致命的な影響はないと考えられる。むしろ、実施機関の意向や、事業の実施環境などが BIM
活用の判断をする上で重要な要素となる。 

2-4 開発途上国 

ODA 事業における BIM/CIM 導入計画を策定するにあたり、ODA 事業対象国で効果的な

BIM/CIM 導入を展開する為、導入が進む可能性が高い国を図 2-27 に示す通りのフローで選定し、

調査を実施した。 

 
出典：JICA 調査団 

図 2-27 調査国の選定フローチャート 

2-4-1 フィリピン 

現在、フィリピンでは政府主導の案件や海外コンサルタントによって設計または監理されてい

るいくつかの民間案件で BIM が使用されている。このような中、AEC の専門家による調査による

とフィリピン国内の BIM 技術者は不足しているという。一方、中東などの案件ではフィリピン人

が BIM 技術者として起用され、外注されているというが、状況は異なっているというのである39。 

(1) 政府によるデジタル政策 

フィリピンでは、表 2-43 に示すようなデジタル普及に係わる政策が掲げられており、政府とし

てもデジタル技術を次世代の重点政策として取り組んでいることが分かる。 
  

                                                        
39 The Manila Times, BIM adaption for the Filipino architects, 28 Sep 2021 
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表 2-43 フィリピンのデジタル政策 

1 Philippine Digital Transformation Strategy 2022 

PDTS 2022 は、デジタルトランスフォーメーションの目標を追求するフィリピン政府の計画をまとめた

ものである。これは、2011 年から 2016 年のフィリピンデジタル戦略、政府情報システム計画、2006 年
から 2010 年のフィリピン戦略的 ICT（情報通信技術）ロードマップ、情報通信技術省（DICT）の 2012 
年の電子政府マスタープランなど、これまでの計画や既存の計画を基にしている。 

1. ユーザーが作成したコンテンツを開発し、オープンソース技術の利用を奨励 

2. 情報やサービスへのオンラインアクセスを提供することで、オープン性を促進 

3. コンテンツ開発において、ステークホルダー間のコラボレーションを促進 

4. 政府の腐敗防止運動を支援し、デジタル社会の実現に向けたデータプライバシーとサイバーセキュリ

ティの重要視する 

2 E-Government Masterplan 2022 

情報通信技術省(DICT)による、政府全体を横断した公共電子サービスシステム計画である。EGMP 2022 は、

2013-2016 年の計画に基づいて計画されており、デジタル化された行政を実現させる事を目的としている。

また、ASEAN ICT マスタープランやフィリピン開発計画 2022 等の推進や戦略にも合致した計画としてい

る。 

1. 政府業務の最適化 
効率的なサービスプラットホームの提供 
電子システムを統合し、リソースの共有やデータベースの構築を実行 

2. 国民を取り込む 
市民サービスの改善 
デジタル公共サービスにより、迅速なサービス提供 

3. サービスの変革 
権限や許可の合理化により、ビジネス取引を促進（手続きの簡素化、合理

化） 

4. 政府職員への権限譲渡 
生産性の向上 
職員の能力強化とサービス提供の改善 

出典：JICA 調査団 

(2) 建設産業におけるデジタル戦略 

ODA 事業の実施機関としてインフラ事業を実施する、公共事業道路省(DPWH)40や運輸省

(DOTr)41におけるデジタル戦略を見てみると、DPWH は BIM 導入などの予定はないとの事である。

しかし、DOTr は ADB の IPIF プロジェクトによって鉄道分野における BIM 活用のための調査が

実施され、BIM マニュアルを策定している42。この BIM マニュアルは、実施機関におけるドキュ

メントのデジタル化を進めるため及びプロジェクト情報の管理方法を改善する事を目的に、政府

のデジタル戦略の一部として実施されたものである。そのため、DOTr にはデジタル・マネジメン

トのプロジェクトチームや事業単位のサブ・プロジェクトチームも設置され、マニラ首都圏鉄道

事業（MMSP）や南北通勤線鉄道事業（NSCR）において、BIM を用いた事業が実施中である。 

1) BIM マニュアル (IPIF Output 3 Sub-Project Digital Management Pilot Study for DOTr (Rail 
Sector)) 

IPIF プロジェクトによってまとめられたレポートの構成を、表 2-44 に示す。この BIM マニュ

アルは、DOTr が潜在的なコスト削減を実現する為に設計・施工・運用の各段階で BIM を使用

                                                        
40 DPWH は、国道や橋梁、洪水調節や水資源開発システム、その他の公共工事の計画、設計、建設、維持管理を

担当。 
41 DOTr は、公共交通分野の鉄道・空港・港湾の事業の計画、設計、建設、維持管理を担当。 
42 IPIF Output3 Sub-Project Digital Management Pilot Study for DOTr (Rail Sector) 
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する事を義務付けており、ISO19650 に準拠し BIM 成熟度レベル 2 を達成する必要があるとし

ている。また、このマニュアルは請負者が達成しなければならない、BIM を活用する上で必要

最低限の活用内容を定義している。 

表 2-44 鉄道分野のための BIM マニュアル 

No. Report 

1 Inception Report 

2 Project Management Plan 

3 Construction Management Plan Revision B 

4 Risk Management Plan 

5 Project Administration Manual 

6 Document Management System Manual Revision C 

7 Planning and Program Manual Revision B 

8 Computer-Aided Design(CAD) Manual Revision B 

9 Information Management Plan 

出典：IPIF レポート 

2) BIM マニュアルの目的 
BIM マニュアルの主な目的は、表 2-45 に示す通りである。 

表 2-45 BIM マニュアルの目的 

運用サイクル全体で使用するために、データ共有環境（CDE）を使用した関係者間の協調的な

設計とレビューのプロセスを確立する。 
生産プロセスを標準化し、すべての成果物と情報（2D CAD、3D CAD、BIM モデル、スケジュー

ルデータ）が DOTr の統一された方法で作成させる。 
BIM モデルのデータ構造を定義し、構築されたデータを運用や保守に適した竣工データにする。 
設計˜ 施工˜ 運用を可視化し、BIM プロセスや施工シミュレーションにより無駄を省く。 
DOTr による運用および保守に使用できる、オープンソースの As-built BIM モデルを提供する。 

出典：IPIF レポート 

3) BIM 活用内容 
BIM マニュアルには、BIM 情報は設計段階のサプライチェーンによって作成され、BIM を実

装する事によって得られる効果によって適用すべき使用ケースが示されている（表 2-46参照）。 
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表 2-46 BIM の使用ケース 

必須事項 優先度「高」 優先度「低」 

干渉の報告とその調整 
計画的な維持管理 
3D による調整および確認 
数量拾いと見積 
建物システム解析 
エネルギー分析 
既設モデリング 
施工手順とシミュレーション 
旅客流動シミュレーション 
空間計画の最適化 
ルート解析 

サイト分析 
BIM の分類体系 
デザイン・オーサリング 
バーチャル・デザイン・レビュー 
デザインの可視化とコミュニ

ケーション 
空間マネジメント 
サステナビリティ評価 
データ検証 
モデリング記録 
運用と保守情報 
施工システムデザイン 
BIM オブジェクトライブラリ

オーサリング 
施工マネジメント（サイト管理） 
災害計画 

照明解析 
構造解析 
電子許可システム 
デジタル・ファブリケーション43 

出典：IPIF レポート 

4) 情報管理プロセス 
プロジェクト情報基準としては、設計及び施工段 
階で必要になる、BIM モデル、ドキュメント、CAD ファイル等は CDE でクライアントに共

有されるが、その共有ファイル形式も暫定であるがマニュアルに記載されている。その他に情

報管理を行うために、表 2-47 に示す内容が定義されている。 

表 2-47 プロジェクト情報基準 

項目 内容 

運用及び保守のための

情報交換 
引き渡される資産の情報を BS1192-4:2014 に従い BIM オブジェクトの標準

属性項目に COBie44を使用する。 

建設分類体系 
Uniclass 2015 を使用する、ISO12006-2:2015 の要件に従う。または、設計段

階前に GC によって定義された分類を使用する。 

情報セキュリティ 
BIM 情報は、CDE で交換される。また、フォルダの場所やアップロードの

目的を厳守し、情報はアクセス権によって制限される。情報は、PAS1192-
5:2015 に従う。または、設計段階前に GC によって定義された内容に従う。 

出典：IPIF レポート 

5) 情報作成の方法と手順 
原則としては、BIM の成果物には BIM モデルやレポート、CAD 図面でプロジェクト一連に

関するデジタル情報が含まれるとしている。DOTr の BIM マニュアルに示されている情報作成

の方法と手順を表 2-48 に、各設計段階における詳細度を表 2-49 に示す。 

                                                        
43 3D プリンタやレーザーカッターなどの、コンピュータを接続されたデジタル工作機械によって、3DCG などの

デジタルデータを素材から切り出し、成型する技術。 
44 BIM の情報を保全マネジメントシステムにひき継ぐ、データ仕様の国際標準。 
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表 2-48 情報作成の方法と手順 

項目 内容 

ファイル／文書の命名 CDE にアップロードされるモデルと文書は、DOTr のドキュメント管理システ

ムマニュアルに従う。また、設計段階前に GC によって定義された内容に従う。 

CAD データ 2D CAD 図面は、DOTr の CAD マニュアルの要件に従う。または、設計段階前

に GC によって定義された内容に従う。 

3D BIM モデル 

3D BIM モデルは、DOTr の BIM マニュアルの要件に従う。または、設計段階前

に GC によって定義された内容に従う。 
BIM モデルは、各段階で関連分野と調整される。また、必要に応じて 2D CAD

図面を参照する。 
BIM モデルは世界座標を参照し、Z 座標はローカル測地系を基準にして mm 単

位で指定する。 
＜コントラクター＞ 
BIM モデルの数量、サイズ、形状、場所、方向等の要素を正確に組み込む。 
すべての分野においてサポートするサプライチェーンと共にいつでもCDEで生

のモデルデータを維持する。 

3D BIM モデル LOD 

コントラクターは、AIA E203-2013 及び BIM Forum の LOD 仕様パート 1 と BIM
データ解説（2018）に準拠する。 

各設計段階において担当分野のモデルの各要素やコンポーネントの LOD を示す。 
BEP は設計オーサリングを開始する前に承認のために GC に提出する。 

干渉確認 
プロジェクトのライフサイクルの中で BIM チームが干渉確認を行い、報告書を

作成し DOTr と CG に提出する。 
干渉確認に必要なパラメータ及び要件は、事前に DOTr 及び GC と合意する。 

出典：IPIF レポート 

表 2-49 各設計段階における詳細度 

Level of Development (LOD) Design Stage 

100 (Concept) Inception Stage 

200 (Approximate Geometry) Technical Design 

300 (Precise Geometry) 
Construction Design 

400 (Fabrication and Assembly) 

500 (As built) As Built 

出典：IPIF レポート 

6) プロジェクト参照情報と共有リソース 
IPIF のレポートでは、上記 4)と 5)に示した基準以外にも表 2-50 に示す採用すべき基準につい

て明記されており、最終的にはコントラクターが BEP に記載し GC に承認されたものを使用す

る事と記載されている。また、GC によって定義される要件（基準の記載）がない場合、コント

ラクターはその手法や方法及び解決策を提案する事になっている。また、運用や維持管理のた

めの基準などについても記載がない事から必要に応じて対応されることになると考えられる。 

表 2-50 準拠すべき基準 

要件 義務付ける基準（暫定） 

BIM を使用した情報管理：概念と原則 BS EN ISO19650-1 

BIM を使用した情報管理：資産デリバーフェーズ BS NE ISO19650-2 

出典：IPIF レポート 
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7) 役割と責任 

表 2-51 に示す通り、CG とコントラクターに対し、マニュアルとして準拠するべきその役割

と責任について明記されている。さらに、応札にはコントラクター側に CDE レジデントコンサ

ルタントの CV 提出が求められ、インフラ分野で 10 年以上の CDE の使用経験が求められてい

る。このような事から、CDE を使用したデータマネジメントを運用する事を実現させるための

制度となっている。 
表 2-51 役割と責任 

 General Consultant Information Manager Lead Contractors Information Manger 
適用
経験 

DOTr が任命した者。 インフラ鉄道分野において、ISO19650 の要件に
準拠した情報管理の経験が 15 年以上の者。 

役割
責任 

BIM の実装全体を監督する。 
BIM 要件を確立し、設計ワークフローの為にプ

ロジェクトすべてのモデルが EIR 及び BEP に準
拠している事を確認し、プロジェクトメンバー
とコントラクターに支援を提供する。 

コントラクターの提案するソフトウェアやバー
ジョンを承認する。 

IFCモデルとAIMデータ交換の要件を指定する。 
AIM データを CDE や CMMS でセットアップ及

び検証する。 
コントラクターの BIM 実装成熟度を評価する。 

BIM モデルやその関連情報の作成に対する
全体的な責任を有する。 

VDC (Virtual Design Coordination)を主導する。 
サプライチェーン内すべての主要な窓口と

して機能する。 
承認や施工前にサブコントラクターの設計

者協力し、3D 施工モデルと設計モデルに統
合し、準拠しているか確認する。 

干渉の調節を行い、解決する。 
承認のため提出するデータが EIR 使用に準

拠しているのか確認する。 

出典：IPIF レポート 

8) BIM 活用の可能性 

既往調査、アンケート及びヒアリング調査の結果等から、フィリピンにおける BIM 活用の可

能性をまとめると、下表のようになる。 

表 2-52 ODA 事業での BIM 活用の可能性 

省庁 分野 現状 BIM 導入の考え方 

公共事業
道路省 

建築 

建築許可のための電子申請は実施され
ているものの、BIM モデル提出は義務付
けられてはいない 

海外企業が関係する民間工事で BIM が
使用されている 

民間工事で使用され始めている事か
ら、ODA 事業においても、事業規模や
実施機関の目的によっては、BIM 導入
が求められる事が考えられる 

道路 

BIM ガイドラインはない 
ODA 事業で道路、橋梁の維持管理に関わ

るプロジェクトが実施された 

現在の ODA 事業において、BIM の活
用は行っていない 

現段階で今後も事業に BIM を導入し
て行く方針や計画等はない 

運輸省 

鉄道 

マニラ地下鉄事業や南北通勤線事業に
おいて、維持管理のサポートツールを作
成する事を目的とし、BIM を使用した施
工が行われている 

鉄道分野の BIM ガイドラインがある 

今後、都市鉄道事業では維持管理で
BIM 活用できる事を目的とした、BIM
導入が求められる 

空港 

マクタン・セブ国際空港のターミナル工
事で BIM を設計時の高さ制限や見通し、
内部の光や温熱環境の最適化に使用さ
れた。また、施設管理に活用されている。 

空港分野の BIM ガイドラインはない 

BIM 活用した事例がある事から、ODA
案件でも事業規模や実施機関の目的
によっては、BIM 導入が求められる事
が考えられる。 

港湾 BIM 活用への取り組みなし 近々の BIM 導入の可能性は低い 

出典：JICA 調査団 
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フィリピン政府は 2-4-1(1)に既述した通り各省庁の公共事業において、デジタル技術の取組状

況に差があるものの、政府としては行政業務の電子化を推進している。そのため、既に BIM の

活用実績がある実施機関では、ODA 事業においても BIM 活用の要求がされる事になると考え

られる。しかしこれには、実施機関（発注者）の意志や能力面だけでなく、ベンダーや業界の

動向などの環境面や事業との親和性から BIM 活用の適用性を検討する事も重要である。 
特にフィリピンでは、鉄道事業での BIM 活用に力点が置かれている。そのため、今後は所管

の運輸省が発注する鉄道事業や建築事業では、BIM 活用が求められる可能性は高く、それは設

計や施工の問題を解決する為の活用に加え、BIM を使用した情報マネジメントを目的とした活

用となると考えられる。 

2-4-2 インドネシア 

インドネシアでは、2015 年よりビル建設やプラント建設等の民間案件を中心に BIM 技術が活

用されている。国内の公共事業においても現地コントラクターの働きかけやシンガポール等の隣

国にて BIM が活用されている状況を踏まえて、2017 年より BIM 技術活用への取組みが始まって

いる。 

 
出典：公共事業・国民住宅(PUPR)省資料 

図 2-28 公共事業での BIM 活用 

(1) 政府によるデジタル政策 

一万以上の島からなる島嶼国であるインドネシアでは、依然インフラ整備が追い付いておらず、

引き続き政府の政策の中で、インフラ整備が占める割合が大きい。一方、表 2-53 に示すようなデ

ジタル普及に関わる政策が掲げられており、政府としてもデジタル技術を次世代の重点政策とし

て取り組んでいることが分かる。 
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表 2-53 インドネシアのデジタル政策 

1 国家中期開発計画(PRJMN) 2020-2024 (2020) 

ジョコウィ第 2 次政権の政策大綱。国家樹立 100 周年目にあたる 2045 年に世界第 5 位の経済大国入りを

掲げている国家ビジョン「Vision Indonesia 2045」を達成するべく、国内人材の活用による生産性の向上、

インフラ整備、効率的な法制度、官僚改革、及び経済改革への取組みを推進している。インフラ整備にお

いては、ハード面の政策だけではなく、情報技術の利活用によるデジタルトランスフォーメーションの推

進および地域格差解消に向けた ICT インフラ整備を重要政策としており具体的目標を設定している。 

1. 農村地域におけるモバイルブロードバンドの普及率を 95%に設定 

2. 固定ブロードバンドの普及率を 60% 

3. デジタルブロードキャスティングの普及率を人口の 80%に設定 

4. ユニコーン企業 3 社の設立を目標 

2 Making Indonesia (MI) 4.0 (2017) 

第 4 次産業革命に向けてインドネシア工業省から発表された政策。インドネシアが抱えている低賃金労働

力による付加価値の引き産業構造や近年の賃金上昇を打破すべく、産業のデジタル化やデジタル化を推進

するための人材育成を推進している。本政策では、2030 年に世界の 10 大経済大国入りをするために以下

3 点の具体的な数値目標を掲げている。 

① GDP に対する純輸出の割合を 10%に引き上げる 

② 労働コストに対する生産性を 2 倍に引き上げる 

③ GDP の 2%を研究・開発・設計およびイノベーションに配分する 

また、上記目標達成のための方策として掲げている優先 10 項目の内、以下 3 点はデジタル技術に関する

ものである。 

1. 中小零細企業の育成：e コマースや技術支援の実施 

2. デジタルインフラの整備：クラウド、データセンタ、情報セキュリティ、ブロードバンド等 

3. 技術投資に対するインセンティブの導入：IoT や AI などに投資する企業を対象とした補助金、現免税、

関税免除 

3 国家 ICT マスタープラン IBP 2014-2019 (2014) 

2014 年度に公布された大統領令であり、都市部と地方でのブロードバンド・インフラ開発整備目標を具体

的に定めているほか、ブロードバンド・インフラの利活用促進を進めるためにブロードバンドサービス利

用料を最大平均月収の 5%以内としている他、5 セクター(電子政府、教育、医療、物流、政府調達)を優先

的に取り組んでいる。主要プロジェクトは以下の通りで、現在も取組み継続中である。国家中期開発計画

(2020-2024)の公布を受けて、本 ICT マスタープラン更新版の公布が注目されているが、現在のところ確認

されていない。 

1. 光通信機関ネットワークの全国導入 

2. 通信事業者間での光ファイバー共有推進 

3. 高速、高セキュアなデータセンタ設立 

4. Universal Service Obligation(USO)基金活用による、ブロードバンドエコシステム構築 

5. 国家デジタル・リテラシー向上による IT 産業の育成 

出典：JICA 調査団 
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(2) 建設産業におけるデジタル戦略 

ODA 事業の実施機関としてインフラ整備を実施する、運輸省(MOT)や公共事業・国民住宅省

(PUPR)におけるデジタル戦略を見てみると、MOT の鉄道局(DGR)が実施機関であるジャカルタ都

市高速鉄道事業(MRT)において、BIM 技術が活用されている。BIM 技術が導入活用された背景は、

案件実施中にジャカルタ州政府が出資して作った事業運営者(MRTJ)からの要求によるものであ

り、DGR をはじめ MOT 全体での BIM 導入への取組みは確認されなかった。その他、港湾分野で

は MOT 海運総局(DGST)は、入出港に関する手続きの標準化・迅速化のために 2016 年より港湾手

続きを電子的に処理するシステム「INAPORTNET」を導入・運用している。最近では「港湾 EDI
強化戦略計画策定プロジェクト(2019)」を JICA 支援により実施されていることが確認出来る。

PUPR は、2017 年に BIM 技術の活用を含めた建設産業のデジタル化による生産性の向上を目指し

た政策「Construction Industry 4.0」を策定し、表 2-54 に示すような BIM 技術の導入・運用に向け

たロードマップを発表しており、BIM 導入及び運用に向けた取り組みを始めている。 

表 2-54 PUPR の BIM 運用に向けたロードマップ 

2017   2024 

Adoption 
（採用） 

Digitalization 
（デジタル化） 

Collaboration 
（コラボレーション） 

Integration 
（統合） 

 建設工事で BIM 採用 
 BIM Standard の編集 
 大学や専門家向けの

BIM 標準カリキュラム

の作成 

以下項目のデジタル化 
 許可申請 
 調達 
 モニタリング 
 データベース化 

 建設業界全体での標準

化 
 仮想設計及び仮想デバ

イス（VDC）の運用お

よび実施 
 BIM(3D から 7D)の運

用実施 

 建設マネージメントク

ラウドの運用実施 
 建設プロセスシステム

の統合（認証、クレー

ム、コミッショニング、

引き渡し） 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団作成 

その後同年に PUPR は、上記ロードマップを推進するためのガイドラインや基準等の作成や

ワークショップ開催を実行する組織 BIM PUPR を発足している。BIM 関連のガイドラインは、

2018 年に BIM 採用組織向けに BIM の活用内容や活動内容を記載した基本ガイドライン「Panuan 
Adposi BIM dalam Organisasi」が BIM PUPR およびインドネシア BIM 研究所(IBIMI)から共同で発

行されている。本ガイドラインは、シンガポールの建築建設庁(BCA)が 2013 年に発行した BIM 基

本ガイドライン「BIM Essential Guides for BIM Adoption in an Organization」の内容をほとんど踏襲

したものになっている。2021 年現在、その他職能向けの基本ガイドラインや BIM 活用ガイドライ

ン等のドキュメントは整備されていない。 

1) 建築申請および BIM 活用の原則化 

インドネシアでは、2017 年よりオンラインでの事業承認システム（OSS）が導入および運用

されており、建築許可申請を含む多くの行政手続きはオンラインで行われている。建築許可は、

2021 年に公布された政府規則第 16 号にて新建築許可制度が制定された。本制度は、同じ都市技

術計画を有するエリア内の建築群に対して一度に許可申請ができるようになり、承認プロセスの

効率化が図られている。BIM 技術は、2018 年の PUPR 大臣令第 22 号にて床上面積 2,000m2 且つ

2 階建て以上の建築工事での活用が原則化されていたが、政府規則第 16 号にて、表 2-55 に示す

ような条件に合致する建築案件は、建築許可申請の際にBIMモデルの提出が義務化されている。 
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表 2-55 BIM 活用義務にあたる案件条件(建築) 

分類 Labor Intensive 
コスト：低 

Technology Intensive 
コスト：中 

Capital Intensive 
コスト：高 

建築物 低層建築 中層及び高層建築 超高層ビル 

特徴 単純技術及び低リスク 単純技術及び高リスク 高度技術及び高リスク 

建設材料 一般材料 一部特殊材料 特殊材料 

施工方法 人力施工 建設機械施工 特殊建設機械による施工 

事業者編成 小規模 中規模 大規模 

BIM モデルの提出 必要なし 必要あり(5D モデル) 必要あり(8D モデル) 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団作成 

2) 道路及び橋梁工事における BIM 活用原則 
道路総局（DGH）は、2021 年 7 月に BIM 運用に関する DGH 回章第 11 号(DGH 回章)を各実

施機関宛に公布しており、表 2-56 に示す条件に当てはまる案件の BIM 活用が義務付けられて

いる。 
表 2-56 BIM 活用義務にあたる案件条件(道路および橋梁) 

1) 地盤条件が SNI8640:2017 で設定されている地盤種別 3（土層構成が複雑、地盤条件が悪い、活断層の

近く等）に当てはまる場合 
2) 高速道路 
3) 有料道路 
4) 道路トンネル（延長 200m 以上） 
5) 橋梁（全長 3km 以上、1 スパン 100m 以上（アーチ橋の場合 60m 以上）、橋脚の高さ 40m 以上） 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団作成 

既往資料によると、DGH は、2020 年に BIM の本格運用に向けたロードマップ（表 2-57）を

策定しており、現在モデル事業の実施及びそのモニタリング・評価を実施している。 2022 年

にはこれまでに実施したモデル事業のモニタリング及び評価結果を踏まえて、BIM に関する国

家基準の作成準備を始める予定である。 

表 2-57 BIM 運用へ向けた DGH の取組み 

次期 2020（短期計画） 2021（中期計画） 2022（長期計画） 

概要 

 BIM プロジェクトチームの

編成 
 技術評価チームの編成 
 設計に関する BIM プロトコ

ル開発 
 設計段階に BIM を活用(モデ

ル事業)およびワークショッ

プの開催 
 DGH 回章(案)の作成 

 DGH 回章公布の準備 
 TOR の修正(BIM 活用) 
 契約金額 100 兆ルピア (約 8

億円)以上の規模のプロジェ

クトの設計段階に BIM を活

用 
 設計段階における BIM 活用

状況の評価 

 契約金額 100 兆ルピア以上

の規模のプロジェクトにお

いて、施工段階まで BIM を

活用(モデル事業) 
 設計段階における BIM の活

用状況の評価 
 施工段階での BIM 活用状況

の評価 
 BIM 国家基準(SNI)の準備 
 DGH 回章公布の準備 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団作成 
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3) 導入期における BIM の活用内容及び活用方法 
DGH 回章に記載されている主な項目を表 2-58 に示す。BIM の活用内容や活用方法の説明だ

けではなく、BIM 運用状況をモニタリング及び評価するために必要テンプレートを巻末に用意

されている。 
表 2-58 DGH 回章の主項目 

項目 概要 

BIM 適用への案件条件 表 E-E の通り 

BIM 活用方法 各段階における必要な BIM 情報及び活用方法の説明 
 BIM モデルは 3D から 5D(コスト管理)をプロジェクトで活用することが義務 
 4D モデル(シミュレーション)は設計段階では週単位、施工段階では日単位で

作成 
 BEP は応札時及び契約後の 2 回提出する 

データ共有環境 データ共有環境の説明 
 情報管理のプロセス(作成/共有/提出/保存)は ISO19650-1 をフォロー 
 BIM 成熟度モデルはレベル 2 
 CDE はプロジェクト単体用とモニタリング及び評価を目的とした DGH 用の 2

種類ある 
 特段指示が無い限り、プロジェクト用 CDE は事業者が提案できる 
 DGH 用 CDE の構築、管理及び更新は事業主(実施機関)により行われる 

役割と責任 各段階における事業主及び事業者の役割及び責任を説明 

コスト BIM 導入及び運用する際に発生するコストの考え方の説明 

モニタリング及び評価 実施機関が BIM 運用実施状況のモニタリング及び評価を行う 

添付資料  応札時の BEP フォーム(BIM 活用経験を含めた応札者の基本情報) 
 契約後の BEP フォーム(BIM 実施計画書) 
 各段階における必要な情報(BIM モデルの詳細度(LOD)、BIM 情報、成果品、

責任者、作成者および推奨ソフトウェア等)の参照テーブル 
 BIM 運用時のモニタリング・評価プロセス 
 BIM 運用モニタリング・評価シート 
 道路総局 CDE 開設申請書フォーム 
 CDE フォルダの構成例 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団作成 

事前審査(Pre-Qualification)段階で、応札者は BIM 活用の経験や所有ソフトウェア等の基本情

報を指定フォームに記載して提出する必要があり、入札参加資格も上述した BIM 活用の義務化

に対応したものになっている。その後、契約後に請負者は、TOR に基づき BEP フォーム(表 2-59)
に必要情報を記入し BIM 活用内容及び活用方法を決定する。本 BEP は全てのステークホルダー

の合意及び署名が必要であること、契約の一部になる旨が明記されている。 

表 2-59 BEP の主な内容 

項目 記載内容/記入内容 

基本情報  プロジェクト責任者、BIM 要員表およびプロジェクト情報 
 マイルストーンの設定 
 ステークホルダーとの合意書 
 各要員の役割及び責任 
 作成するモデル情報(目的や作成期間等) 
 TIDP の記入(モデル情報、作成者、タイトル、マイルストーン等) 
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項目 記載内容/記入内容 

測量データ  測量方法、生データ、ファイルフォーマット等の情報を記入 
 インドネシア国の基準座標系 SRGI2013 に従う 

図書承認プロセス  図書承認の整理(モデル情報、作成者、レビュー者等) 
 3DBIM モデルに限らず 2D CAD 図面やスプレッドシート等のデー

タも承認プロセスに含まれている。 

統合プロセス及びモデル情報  使用 CDE 情報(ソフトウェア名、プロバイダ名、拡張子名等) 
 干渉確認に使用するソフト情報 
 データセキュリティ確保のためアクセス管理者 

ファイルの命名  モデル情報、詳細度、作成者、座標系等の情報を BPE フォームに

従いコード化し、ファイルの命名基準を設定する 

ソフトウェア及び拡張子  使用するソフトウェア情報およびファイルの拡張子情報 

提出計画表  全ての関連タスクの情報提供計画を組み込んだ計画表 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団 

4) 役割と責任 
本 DGH 回章にはローカル政府、会計監査員やオペレーター等を含む多くのステークホルダー

が登場している。その中でコンサルタント及びコントラクターの役割及び責任は、表 2-60 に示

す通り BIM の活用内容がそのまま転記されたような内容であり、各々に求められる技能スキル

や経験年数等の要求事項は明記されていない。より詳細な情報(要求事項やステークホルダーの

特定等)は、入札時の TOR 及び BEP 作成及び承認を経て具体化されるものと考えられる。一方、

段階によって事業主から事業者へと立場が変わる実施機関は、表 2-61 に示されているとおり、

BIM 運用実施状況のモニタリングに関する比重が大きいことが分かる。 

表 2-60 コンサルタント及びコントラクターの役割と責任 

段階 コンサルタント コントラクター 

FS 調査  BIM モデルの作成 
 CDE の構築及びデータの共有 

なし 

詳細設計  入札用 BEP の記入 
 プロジェクト用 BEP の作成 
 TOR 及び承認された BEP に従い BIM モデ

ルの作成 
 入札図書用の BIM モデルの作成 
 CDE の構築及びデータの共有 

なし 

建設  プロジェクト CDE に格納された BIM モデ

ルや書類の確認及び承認作業(レターの発

出含む) 

 入札用 BEP の記入 
 プロジェクト用 BEP の作成 
 TOR 及び承認された BEP に従い BIM モデ

ルの作成 
 CDE の構築及び BIM モデルや書類の共有 
 施工図の作成 
 シミュレーションモデルを活用した施工計

画 
 4D 及び 5D モデルを活用した施工管理 
 支払いのための出来形検証 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団作成 
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表 2-61 実施機関の役割と責任 

段階 立場 役割と責任 

FS 調査、詳細

設計、施工 
事業主 共通事項 

 道路総局 CDE の開設承認依頼 
 道路総局 CDE へのアクセス権の付与 
 道路総局へ承認プロセス計画表の提出 
 BIM 運用状況の監督 
 BIM 運用状況のモニタリングおよび評価シートの更新 
 BIM モデルを道路総局 CDE へ格納 
引継ぎ前後 
 次段階で BIM モデルを活用するための TOR の更新 
 入札用 BEP の準備 
 BIM モデルが道路総局 CDE へ格納されていることの確認 

事業者  プロジェクト CDE に格納されたデータの確認及び承認(レターの発出含む) 

土地収用 事業者  プロジェクト CDE の構築・データの共有 
 プロジェクト CDE に格納されたデータの確認及び承認(レターの発出含む) 

運用維持管理 事業者  オペレーター側の CDE とのコラボレーション 
 プロジェクト CDE に格納されたデータの確認及び承認(レターの発出含む) 

出典：PUPR 資料を基に JICA 調査団 

5) コスト 
BIM 導入および運用に係るコストは、BIM 技術導入より作業効率が上がるという理屈で一切

考慮されないと明記されている。一方、本回章が公布される前より実施している案件が BIM 技

術を一切使用していない場合、修正契約にて追加コストを新単価項目として考慮することが出

来るとしている。ただし、その追加コストの計算方法等の説明はされていない。 

6) BIM 活用の可能性 

既往調査、アンケート及びヒアリング調査の結果などから、インドネシアにおける BIM 活用

の可能性をまとめると、下表のようになる。 

表 2-62 BIM 活用の可能性 

省庁 分野 現状 可能性・課題等 

公共事業・

国民住宅省 
(PUPR) 

建築  BIM 導入の推進を図るための組織を立

ち上げている。 
 建築申請の際に、BIM モデルの提出が

政府規則により原則化されている。 
 基本ガイドライン(BIM 組織採用編)が

発行されているが、事業者向けのガイ

ドラインは発行されていない。 
 案件単体での活用が中心である。 

 事業者側からすると、TOR や EIR の

内容が使用ソフト等の基本情報のみ

で各案件における BIM の活用内容が

不明確である。 
 一方、施主側からしても、BIM 活用が

政府規則にて原則化されているもの

の、具体的な活用内容が定められてい

ない。 
 契約後に作成されるBEPがあるため、

BIM をプロジェクトに活用すること

は出来るが、施主がより主体的に活用

するためには、基準やガイドライン等

の充実化が必要である。 
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省庁 分野 現状 可能性・課題等 

道路  BIM 導入の推進を図るための組織を立

ち上げている。 
 基本ガイドライン（BIM 組織採用編）が

発行されているが、事業者向けのガイ

ドラインは発行されていない。 
 BIM モデルの活用が道路総局(DGH)回

章により原則化されており、現在、DGH
内で 2024 年の BIM 本格活用に向けて、

国家基準(SNI)作成に向けてモデル事業

を実施している。 

 BIM 活用のための TOR や EIR が無

く、各案件における BIM 活用内容が

不明確である。 
 TOR や EIR が不明確なまま契約後に

BEP を作成するため、入札時に想定し

ていた業務量との剥離が起こる可能

性があり、請負者側にとって負担やリ

スクになる(現在 DGH は BIM に係る

コストは見ないとしている)。 

運輸省 
（MOT） 

鉄道  MRT 案件にて活用実績があるが、事業

運営者からの要求によるものである。 
 BIM 活用への取組みなし 

 案件の規模及びステークホルダーの

数が多いため、活用する価値はある。 

空港  BIM 活用への取組みなし  

港湾  BIM 活用への取組みなし  

出典：JICA 調査団 

2-4-3 ODA 案件 

(1) フィリピン国 マニラ首都圏地下鉄事業（有償資金協力事業・鉄道分野） 

表 2-63 マニラ地下鉄の事業概要 

案件名 マニラ首都圏地下鉄事業（フェーズⅠ）（MMSP） 

全長 32.4km 

駅 全 15 駅、車両基地と研修センター 

総事業費 約 1 兆円 

開業予定 2026 年部分開業予定（2027 年全線開業） 

実施機関 運輸省（Department of Transportation） 

出典：JICA 調査団 

   
出典：DOTr  

図 2-29 マニラメトロイメージ 

1) プロジェクトにおける BIM/CIM 活用概要 

当該案件は、JICA の情報収集・確認調査、協力準備調査、詳細設計調査を経て、円借款事業

として施工中である。BIM 活用については、詳細設計調査の終盤に施工段階においてデジタル

活用パイロット事業として BIM を導入する事が実施機関側から要求された。これによって、全



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

90 

土木パッケージ 6 つと信号システムに BIM が導入されている。この内、先行開業区間は DB 方

式、その他の土木や信号パッケージは DBB 方式で実施される予定である。施主が BIM 導入を

決定した背景には、他路線(MRT-3)で杜撰な維持管理が行われ、長期間にわたり運行制限が発生

した事が影響している。そのため、施主の目的は、BIM データを維持管理に使用し、効率的な

運営を実施する事である。 
プロジェクトの目標は、設計における干渉確認や調整、合意形成等の他、ステークホルダー

で CDE を活用し施工及び施工監理の業務を行い、維持管理に資する As-built モデルを作成する

事である。そのため、ISO19650 を参考基準に用いて BIM 成熟度（図 1-5 参照）のレベル 2 を達

成する予定である。また、同マニラ首都圏にて実施されている、南北通勤鉄道事業でも同レベ

ルの BIM 活用が実施される予定である。 
案件初期から BIM 導入されてはいなかったため、詳細設計業務で BIM は使用されてはいな

い。そのため、DBB 方式のパッケージでは施工監理を担うコンサルタントによって、設計情報

の BIM データ化がされている状況である。 

2) 調査における主な回答内容の要約と抽出された課題と提言 

既述の背景や実態などから、ODA 事業の有償資金協力事業における BIM 活用の課題を把握

する事ができた。 
表 2-64 調査における主な回答内容 

NO. 主な回答内容 

1 維持管理に資する As-built モデルを構築するが、実施機関側から具体的な AIR がない。 

2 設計時の干渉確認ができ、修正する事ができるため、BIM は設計段階から使用する事が望ましい。 

3 正確なデータを構築できれば、積算が正確になり、見積作業に役立てる事ができる。 

4 BIM を使用すれば、事業によって発生する二酸化炭素を 10～20％削減できると考えている。 

5 
実施機関は BIM 技術スキルを持っていないため、コンサルタントが使用方法を教えている。また、

今後、BIM 技術者を雇用する予定である。 

6 
BIM 活用の受益者は、発注者だけでなくコンサルタントやコントラクター等すべてのステークホル

ダーになる。 

7 
建設業務として実施しなければいけない事は現在と同じであるため、CDE を使用してもそれは変化

しない。CDE によって業務の状況が非常に透明になる。 

8 
フィリピンでは AutoDesk 社のソフトウェアのシェアが約 80%であり、プロジェクトデータ転送に問

題はない。 

9 
3D モデルと BIM の違いを理解していないなど、ステークホルダーには BIM を理解していない技術

者が多い。 

出典：JICA 調査団 

上記の調査結果からまとめられる課題や提言は以下の通りである。 
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表 2-65 調査における主な課題や提言 

課題・提言 理由 

【実施国（実施機関）の制度や能力及びサプライチェーン】 

実施国にも BIM 活用の効果を供与するため、実施

国における BIM に関する制度やイニシアチブなど

が必要である。 

発注者の意向を BIM によるデータ構築・運用に

反映する事ができ、実施価値が高まるため。 

CDE を活用した BIM の運用を展開するためには、

実施機関側にも BIM に関する知識や操作技術等の

習得が必要である。 

CDE はステークホルダーで合意したプロトコル

でデータ共有を実施することにより、多元的な

設計情報を迅速に共有できるため、BIM 技術を

習得している事でそれを実行する事ができ、こ

れまで必要としていた 2D 図面の準備や説明の

ため赴く必要性も低くなる。 

BIM をデータ事業の一部分だけでなく、データマネ

ジメントツールとして活用する場合、ソフトウェア

のベンダーのサポートシステムや業界団体により

BIM オブジェクトの属性情報の標準化やライブラ

リ構築など建設業界のデジタル環境状況について

も調査が必要である。 

ソフトウェアの機能やシステムエラー等につい

てはベンダー側のサポートが必要となるためで

ある。また、BIM オブジェクトの標準化などは

ステークホルダーや他の案件等と情報連携が可

能となるためである。 

【BIM 導入・維持のためのコスト】 

デジタル情報を構築・運用していくためには、BIM
技術者の雇用やシステムの維持・更新などが必要と

なり、BIM を使用し始めた段階から費用がかかる。

そのため、これらのコストについて実施機関側はよ

く理解する必要がある。 

LCCとしてBIMの活用効果を見出す事が目標で

あれば、生産期間よりも運用期間が長いため、費

用をかけてデータ構築するがそれを運用期間に

おいて維持管理等に効率的使用する事でコスト

縮減がされることになるため。 

【実施国の BIM 技術の環境やその状況】 

BIM をデータ事業の一部分だけでなく、データマネ

ジメントツールとして活用する場合、ソフトウェア

のベンダーのサポートシステムが受けられる環境

が必要である。また、建設業界団体による BIM オブ

ジェクトの構築などの動きがある事が望ましい。 

BIM をマネージメントツールとして使用した場

合、プロジェクトのステークホルダーだけでな

く、建設業界における BIM サプライチェーンが

構築されている必要があり、技術に関するサ

ポートや情報連携できるオブジェクト等の連携

できる環境がある事により、BIM をより使いこ

なす事が可能となるからである。 

BIM 活用を実施する際、ローカルコントラクターの

BIM 活用状況や BIM 技術者の数や技術レベル、技

術習得環境などについて調査を行い、円借款事業で

の技術適用に問題性がないかを確認する。 

コンサルタントやコントラクターは現地のロー

カルコントラクターや技術者と契約し、事業を

実施するため。 

【実施国の情報運用環境】 

開発途上国で BIM を使用する場合、実装要件を達

成するために必要な仕様のハードウェアが供給で

き、ステークホルダーと不自由なく高速通信でき、

そのサービスが利用できる環境である必要がある。 

デジタル業務を環境面で支障なく実施するに

は、安定した電力の供給環境が必要である。ま

た、BIM 要件を実施するため高速情報処理がで

きる高仕様のハードウェアが必要になり、その

供給やメンテンナンスができる環境である必要

がある。 

【BIM 導入段階】 

BIM を導入し、より高い効果を得るためには設計段

階から BIM を導入し、フロントローディングを実

施するべきである。 

設計段階に BIM による設計データの構築やその

要領、さらに施工段階の運用要領について定め

る事により、円借款事業費の大部分を占める工

事費に与える影響（設計ミスや変更による手戻

りやシミュレーションによる事前確認）を回避

または最小化する事ができる。 

出典：JICA 調査団 



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

92 

(2) インドネシア国 ガジャマダ大学整備事業（有償資金協力事業・建築分野） 

表 2-66 ガジャマダ大学の事業概要 

案件名 ガジャマダ大学産学連携施設整備事業 

事業概要 1) 教育・研究・職業訓練施設建設（10 施設）、 
2) 機材調達（成分分析機、顕微鏡、歯科医師台、UAV、ソ

フトウェア、工業用ロボット、試作品製造用加工機器等）、 
3) コンサルティングサービス（事業全体管理、基本設計及び

詳細設計、入札補助、施工監理） 

事業費 約 100 億円 

実施スケジュール 2017 年 11 月～2022 年 12 月を予定 

実施機関 研究・技術・高等教育省（Ministry of Research and Technology 
and Higher Education）、ガジャマダ大学（Universitas Gadjah 
Mada） 

出典：JICA 調査団 

    
出典：JICA 調査団 

図 2-30 計画施設の BIM モデル 

1) プロジェクトにおける BIM/CIM 活用概要 

教育の質の改善、研究及び製品開発の推進、地域に根差した産学連携の推進を目的として実

施されている事業である。BIM 活用については、政府の BIM 活用の原則化（表 2-55 参照）に

より、設計の途中段階で BIM の活用が決定され、BIM は設計と施工に活用されている。当該案

件は、円借款事業として、コンサルタントによる詳細設計とコントラクターによる施工が実施

されている事業形態である。機材調達や本体工事の土木パッケージなどの 9 つのパッケージか

らなり、その内 BIM は 4 つの土木パッケージで使用されている。コンサルタント側が作成した

EIR は、使用するデバイスやソフトウェアの要件を与えるレベルで、ステークホルダーでのデー

タ共有にはクラウドステージ（Google Drive）を使用して共有している。実施機関の目標は、構

築されたデータを維持管理時に使用する事としており、As-built モデルを竣工までに作成する予

定である。 

2) 調査における主な回答内容の要約と抽出された課題と提言 

表 2-67 調査における主な回答内容 

NO. 主な回答内容 
1. プロジェクト途中より BIM の導入がされたが、これによりコスト効果が得られるため、実施機関は

導入にかかったコストについて認めない方針である。 
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NO. 主な回答内容 
2 実施機関は、維持管理段階にて管理をより簡単かつ効率的に、実施する方針である。 

3 実施機関は、将来的に BIM エンジニアを雇用する予定である。 

4 現在、確認申請の効率化のために BIM データの提出が原則化されており、BIM をプロジェクトでど
のように活用するか等についてのガイドラインは政府によって定められてはいない状況である。 

5 ガイドラインがないため、当事者間での話し合いと合意によって BIM 活用に関する内容が定められ
ている。 

6 設計段階で BIM を活用する事ができていれば、コンサルタントとして設計時のエラーを最小限に抑
え、手戻りを減らす事ができたと考えている。 

7 プロジェクトにおいて高度な BIM 技術者を確保する事が困難であるため、BIM 技術者の要件は最小
限（教育機関で BIM に関するプログラムを受講した者）としている。しかし、実務ではそのレベルで
は業務を実施する技術レベルに達していない。 

8 Autodesk 社や Graphisoft 社での研修修了証などが、BIM 技術者の認定証として行政機関でも認められ
ている。 

9 コントラクターは BIM モデルを施工時のヴォリューム確認等に利用している。 

10 コントラクターは UAV 測量を実施し、位置情報が BIM データに統合されている。 

11 将来的に BIM 技術が入札条件に含まれた場合、BIM によるサービスとその価格において大きな影響
を与える事が懸念される。 

出典：JICA 調査団 

当該案件は、JICA による協力準備調査、その後現地政府による有償資金協力事業と多くの案

件が実施されているプロセスでの BIM 活用案件である。また、実施機関（施主）もこれらを資

産情報として価値を見出す予定であり、政府での BIM 導入の動きがみられる状況下である。こ

のような背景により、建築分野の有償資金協力事業というスキームにおけるいくつかの課題を

把握する事ができた。 
上記の調査結果からまとめられる課題や提言は以下の通りである。 

表 2-68 調査における主な課題や提言 

課題・提言 理由 
【実施機関側の保有するべき能力】 

BIM 活用の目的によっては、プロジェクトを実施す
る際に実施機関側にも BIM 技術者や知識を習得し
た者が必要である。 

発注者として自ら情報にアクセスし、当事者意
識を持ってプロジェクトにおける BIM 情報を運
用・管理できるため。 

【BIM 導入・運用コスト】 

デジタル情報を構築・運用していくためには、BIM
技術者を雇用しシステム構築が必要となる。そのた
め、プロジェクトでこれらの業務の対価に対してか
かった費用は事業費として負担する必要がある。
BIM 活用効果で償却できるというのではなく、導入
計画時に明確にしておく必要がある。 

BIM 活用の内容の詳細とそれに必要な費用につ
いては契約までに明確に確認しておく。 

【BIM 活用にあたり準拠・参照すべき指針】 

BIM データの構築や運用をする場合、将来的な活用
の可能性を残すためにも、実施国に参照できる指針
などがない場合は可能な限り国際規格を用いて対
応する事が望ましい。 

実施機関の合意に基づいて BIM 活用の内容が決
定・実行されていくが、その段階で将来的に想定
していない活用方法や更なる技術発展してきた
場合に対応できるようにするため。 

【実施国の BIM 技術者】 

BIM の実装内容を決定する際には、プロジェクトを
取り巻く環境ローカルコントラクターやサプライ
ヤーのデジタル技術力）についても把握・考慮した
上で、決定するべきである。 

実施国内の BIM 技術者を最大限に活用できない
場合、国外の BIM 技術者を招く必要があるため、
人件費の増加につながる恐れがあるため。 
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課題・提言 理由 
【BIM の導入段階】 

BIM 導入は、可能な限り設計または施工の初期段階
から計画に基づいて実施するべきである。 

プロジェクトの設計や施工途中からの BIM 導入
は生産段階における混乱を引き起こす要因にな
るため。 

【BIM 要件の変更】 

BIM 導入による大きな投資効果を上げるためには、
BIM 導入前に可能な限り、詳細要件まで定めて変更
をしない必要がある。 

BEP として合意した BIM 要件を変更する場合、
変更契約となる。しかし、変更内容やそのコスト
などに関する協議に時間が必要となり、投資効
果も低くなるため。 

出典：JICA 調査団 

(3) トーゴ国 ソコデ・バイパス事業（無償資金協力事業・道路分野） 

表 2-69 ソコデ・バイパス事業概要 

案件名 ソコデ・バイパス建設計画 協力準備調査 

事業概要 ソコデ市街地を迂回するバイパス道路（2 車線、約 10km）建設及び

国道 17 号との平面交差部整備 

実施機関 インフラ・運輸省（Department of Transportation） 

出典：JICA 調査団 

1) プロジェクトにおける BIM/CIM 活用概要 

当該案件におけるバイパス道路については、概略が示されているもののアライメントを確定

させるための詳細な路線計画は行われておらず、ルートの選定段階からの調査、計画が求めら

れている。そのため調査団は 5 つのルート案について衛星データや UAV や様々なオープンデー

タソースなどを用い、路線延長、土量、土地収用、河川との関係及びこれら要素に伴う概算事

業費などを BIM/CIM モデルや関連ソフトを活用して効率よく比較検討し、その検討過程、検討

結果を関係機関とモデルを活用して共有し、合意形成の促進に活用している。 
企画競争説明書ではバイパスルート検討における BIM/CIM モデルの活用の想定およびその

要否についてプロポーザルでの提案が求められ、業務従事者として「道路設計／BIM/CIM」の

アサインが提示されていた。コストについては「活用のメリットが大きいと判断される場合は

別見積りにて経費を計上すること」とされていた。 
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出典： BIM/CIM 試行案件報告会（JICA 主催（新型コロナウイルス

感染症の拡大により中止））資料 

図 2-31 調査開始時の BIM/CIM 活用計画 説明資料 

2) ヒアリングにおける主な回答内容の要約と抽出された課題と提言 

表 2-70 調査における主な回答内容 

NO. 主な回答内容 

1 現時点で JICA から DD/SV での BIM/CIM 活用について言及はない。BIM/CIM は業務全体の効率化で

あり、設計段階だけで効率化するものではないと考える。 

2 ODA の場合、SV での現地の作業員を活用することによる「雇用創出」も重要なことであり、日本企

業が効率化するだけでは良くない。 

3 ICT 活用施工の目的は「省力化」であり、無償では相手国の雇用を生み出す従来の施工が望まれると

考えられ、ICT 活用施工を実施することは望ましくない。実施する場合は技術移転とセットで行うこ

とが必要。 

4 CP には BIM/CIM 活用を積極的に伝えているわけでは無く、興味があるという話も聞いていない。 

5 今回のルート選定におけるBIM/CIM活用においては構造物モデルの詳細度は重要ではなく、プロポー

ザルで「必要に応じて作成」と記載した（企画競争説明書では構造物の詳細度が記載されていた）。 

6 BIM/CIM に必要なソフトウェアや機材も本来は発注者側の要求が分からなければ提案が難しい。

ODA では OD と DD で発注者が変わるため、判断が難しいと考えられる。 

7 ルート検討（5 ルート）において、土量、距離、土地収用（住民移転）、河川などの要素を加味した

総合的な概算事業費によるルート選定にかかる検討自体と、その検討内容の関係機関への説明に

BIM/CIM モデルを活用している。 

8 最終的な積算は Civil3D で作成した断面図により、平均断面法で行われている。 

9 無償資金協力事業での BIM/CIM の使い方を考える必要がある。OD は後期が非常にタイトでありな

がら、精度の高い積算が求められる（国内事業とは状況が異なる）。 

10 発注者（JICA、相手国）側も人材の教育、設備の必要性への理解が必要である。(OD の場合)属性情報

など JICA が確認する必要がある。またプロジェクトの段階に合わせて詳細度の要求がされるべき。 

11 当初は UAV による効率的な測量を行い、BIM/CIM モデルに活用する予定であったが、現地での植生

状況や道路事情等により活用は一部詳細状況の確認に限られることになった。そのため衛星データは

広域のみのデータソースとして想定していたが、データ精度を上げ狭域及び広域で利用出来るものに

変更した。 
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NO. 主な回答内容 

12 最終的に施工監理まで活用する場合も含め、詳細な数量をだれがどのように確認するのかといった

ように、導入に際して基準が必要であると考える。 

13 カウンターパートが活用できるようにするためには、技術移転といったソフトコンポーネントも併

せて流れを作っておくことが必要と考えられる。 

14 道路設計の観点では、市街地と山岳地で BIM 活用の難易度が異なる。BIM は地形データを扱うこと

は得意であるが、市街地におけるあらゆる干渉物をモデル化することは有用ではあるが効率的ではな

い（時間を要す）。将来的にこれらを維持管理台帳データとして活用するためにモデル化するのであ

れば、そのためのプロジェクトから始めるべきである。 

出典：JICA 調査団 

当該案件は無償資金協力事業における BIM/CIM 活用についての模索段階での試行案件でも

あり、コンサルタント等案件従事者の技術向上や JICA の情報収集を兼ねた案件でもあると考

えられる。活用は建設プロセスのライフサイクル全体を通したものではなく、JICA が発注者で

ある OD（のみ）において、コンサルタントの効率的なルート検討に資するモデル活用を主目的

としつつ、3D モデルを活用した相手国との合意形成の促進という初歩的な利活用に限定されて

いるが、これらの背景により無償資金協力事業というスキームにおける課題を始め、いくつか

の課題を把握することが出来た。 
上記のヒアリングへの回答内容からまとめられる課題や提言は以下の通りである。 

表 2-71 調査における主な課題や提言 

ヒアリングから得られた課題や提言 

無償資金協力事業というスキームにおいて、BIM/CIM 活用のメリットを享受するための計画から施工、維持

管理までを含んだ事業全体を通した活用を行うべきか？行うにはどうすれば良いか？事業全体ではなく、

JICA が発注者である FS/OD 段階での限定的活用に限るべきか？少なくとも本事例においては計画初期段階

での概要説明や検討の内容共有において BIM/CIM モデルは有効であったことが確認された。 

FS/OD における EIR の策定を JICA が行うのか？相手国の BIM/CIM に関する知識、技術レベルが不十分な

場合、相手国の要求をどう EIR に反映するのか？相手国が十分なレベルに達しており、DD/SV 段階での

BIM/CIM 活用を視野に入れた場合、FS/OD から発注者が変わることによる EIR、BEP の策定、運用をどのよ

うに行うか？ 

JICA 自身も EIR 策定のために BIM/CIM への理解が必要である。また FS/OD において BIM/CIM モデルが提

出されたなら、その精査を JICA が行う必要がある。JICA 職員の教育も必要である。あるいは外注すること

になるのか？ 

相手国の状況、関心度により、BIM/CIM 活用の技術プロジェクトも合わせて検討するべきである。 

SV 段階での BIM/CIM 活用において ICT 施工に取組む場合にあたっては、現地雇用を圧迫する側面もあるこ

とから、相手国とも慎重に協議の上、技術移転とセットで行うことを前提とするべきである。 

無償資金協力事業の OD における積算金額に求められる精度は与えられる情報収集の時間の厳しさにも増し

て高く、現状、積算のために正確な BIM/CIM モデルを作成し、その内容を JICA が精査することは厳しい状

況であると考える。現状では積算根拠は 2D 図面で行われるべきであると考える。 

BIM/CIM 活用における発注者側の EIR の内容（要求事項）が明確でなければ、正確なコスト試算、見積りは

難しい。 

道路事業の中でも市街地と山岳地ではモデル化すべき対象の数量や種類によって BIM/CIM 活用の難易度が異

なり、アプローチも異なる。市街地では維持管理台帳としての BIM/CIM モデル作成の案件があっても良い。 

出典：JICA 調査団 
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2-4-4 ODA 案件各セクターの特徴と課題、将来性（フィリピン・インドネシア・全世界） 

(1) 建築分野 

ODA 事業における建築関連の事業は、人が活動するための空間をつくる構造物を示す事から、

JICA が実施している教育、保健医療、運輸交通、都市開発、環境管理、防災など様々なセクター

の事業と密接に関わっている。 

1) ODA 事業での特徴 

ODA 事業の無償資金協力事業は、相手国政府等からの要請に基づき、日本政府が相手国政府

等に対して必要とされる資金を贈与し、相手国政府等がこれらの調達等を行う事業である事か

ら、建築では教育や医療施設を建設整備する事業が多い。また、その場所はアフリカやアジア、

大洋州等で多く実施されている。請負者は日本のコントラクターがメインであるため、日本の

建設技術や手法がより活用されやすい特徴がある。一方、有償資金協力事業は、相手国への資

金供与による事業であるため、大規模な病院や教育等の公共施設整備、それに連動させた運営

や学術交流等の人材育成支援を実施することが多い。 

2) BIM 活用とその可能性 

BIM は上述した事業等の大規模施設や高機能施設の事業に用いる事により、輻輳する構造と

設備の取りあいなどのインターフェースの確認等に活用が期待できる。また ODA 事業という

観点では、BIM 技術者の育成や環境シミュレーションなどの研究などの学術的な連携やライフ

サイクルコストを抑えた設計手法の提供など、BIM による設計やデータ管理に付加価値を付け

た事業展開の可能性がある。 
事業後の BIM 活用は、事業者側の能力に左右される。そのため、施設運営の能力強化等、ソ

フト面の支援の可能性も考慮しながら、デジタル情報の高度利用化を推進する BIM 導入・活用

をしていく必要がある。 

3) 他分野への波及効果の可能性 

BIM は未来に向けた保存の手段としても有効活用できる技術である。それは、文化財となっ

ている歴史的建造物の保存活用への応用である。実体を正確な情報として保存する事により、

歴史学などの文化的側面から観光ビジネス的側面において活用できると考えられる。 

(2) 鉄道分野 

鉄道分野は、地球規模の環境問題や慢性的な交通渋滞による経済損失への対応等の観点から、

効率的輸送機関である鉄道に対する期待が高まっている。欧州鉄道産業連合（UNIFE）によれば、

鉄道市場は 2025 年までに年率 2.3%成長する見通しとされている。このような中、図 2-32 に示し

た通り鉄道事業においても BIM が活用されている状況である。その中でも代表的な BIM 活用事

業を表 2-72 に示す。 
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出典：ADB、Asia-Pacific Rail Innovation Forum 資料より 

図 2-32 BIM を導入している鉄道事業 

表 2-72 鉄道分野における BIM 活用事業例 

事業名 国名 BIM 活用概要 

Crossrail45 

（2015～19 年開業) 
イギリス 

BS1192 で定義されたコラボレーションプロセスを使用した案件の

一つで、CDE と管理システムを発展させた。 

High Speed Two Project46 
（2035～40 年開業予定） 

イギリス 
BIM によってエンジニアリングと資産のための情報を作成、保存共

有、使用し、デジタルツインの基盤を形成する。 

Copenhagen - Ringsted Line 
Project47 

（2019 年開業） 
デンマーク 

資産管理段階まで 3D BIM モデル活用する事を目的とし、他分野に

わたる干渉確認、積算利用等に活用し、一貫したマネジメントの

ツールとして使用した。 

京張都市間鉄道48 
（2019 年開業） 

中国 
CDE で複数の分野間で情報交換を最適化され、リアルタイムでの

データアクセス、ワークフローの合理化、手戻りの削減、効率化を

実現させた。 

SSP Metro Line KVMRT49 
（2016 年部分開業） 

マレーシア 
BIM 成熟度レベル 2 を実行し、分野間で連携する為に CDE を用い

て統合ワークフローを実施した。また、UAV を使用し撮影したデー

タを用いて,3D リアリティメッシュを作成した。 

出典：JICA 調査団 

1) BIM 活用とその可能性 
鉄道は、図 2-33 や図 2-34 に示す通り、多くの構造物やシステムが一連の体系となる事で安全

に運用できるインフラシステムである。そのため、鉄道事業において明確な目的に基づいて BIM
を活用する事は、交通システムとして体系的につながる多くの要素にソリューションをもたら

し、シームレスな業務が実行になると考えられる。これが、鉄道分野に BIM を導入するべき最

大の利点であると言える。図 2-35 は、鉄道事業における各段階の BIM の活用例である。 
                                                        
45 イングランドで建設中の総延長 118km の鉄道路線。https://www.crossrail.co.uk/benefits/innovation/driving-industry-

standards-for-design-innovation-on-major-infrastructure-projects 
46 ロンドン－バーミンガムを結ぶ高速鉄道（フェーズ 1）の延伸事業。フェーズ 2 は、バーミンガムからマンチェ

スターとリーズまでの 2 つの路線に分かれる。https://www.hs2.org.uk/building-hs2/innovation/digital-engineering-
and-bim/ 

47 コペンハーゲンからリングスデッドまでの約 60km を結ぶ、デンマーク初の高速鉄道。 
48 北京と河北省張家口市を結ぶ高速鉄道で、2022 年の冬季北京オリンピックの開催に合わせて整備された。 
49 Sungai Buloh – Serdang – Putrjaya 路線は、クアラルンプール市街地を走る、マレーシア初の地下鉄プロジェクト。 
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出典：ISO19650 Part 1 出典：ADB、Asia-Pacific Rail Innovation Forum 資料より 

図 2-33 鉄道トンネルの断面図 図 2-34 鉄道の BIM 情報モデル 

 
出典：ADB、Asia-Pacific Rail Innovation Forum 資料より 

図 2-35 各段階における BIM 活用例 

2) 鉄道 ODA 事業における BIM 活用 
これまで ODA 事業において実施されている、鉄道事業の主な特徴を表 2-73 に示す。このよ

うに、鉄道事業は関係者間で多く専門分野のインターフェースを取る必要がある上、さらにそ

れらを包括的に管理する事が課題となる。しかし BIM では、3D モデルによって構造物や部材

の位置や距離を確認・調整する事ができ、さらに各 BIM モデルを統合し一元的に情報管理する

事でこれらの課題を解決する事が可能となる。また、事業の各段階においてこの BIM による情

報データを用いて、ステークホルダーとのコミュニケーションツールとして活用する事で意思

疎通と合意形成を円滑にすることができる。さらに、事業後の維持管理への BIM データの活用

も考慮すると、その活用効果は大きいと言える分野である。 
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表 2-73 ODA における鉄道事業の特徴 

開発途上国への支援であるため、改良工事よりも新線工事事業が多い。 
事業が土木から鉄道システム、車両まで複数のパッケージに分けられる。 
特に土木パッケージは、事業区間を複数の工区に分けて実施される。 
都市鉄道や高速鉄道の土木工事において、設計施工一括発注方式で発注される場合が多い。 
事業の調査や設計および施工において、コンサルタントやコントラクターは JV を組んで実施が多い。 
事業実施機関および運営事業者は、事業管理保守など面においても技術的支援の必要性が高い。 

出典：JICA 調査団 

鉄道事業において BIM 活用の相対的効果を概略的に表すと表 2-74 のようになる。BIM 活用

の目的やその範囲や内容などにもよるが、一般的に高速鉄道や都市高速鉄道の場合、土木構造

物や鉄道システムが複雑になるため、多くのステークホルダーとこれらについて調整および包

括的管理が要性となる。そのためBIMを活用した場合、期待できる活用効果は大きいと言える。

一方、都市間鉄道では複雑な構造部やシステムは、橋梁やトンネル、駅部等に限定される。こ

のような事から、BIM の活用効果は高速鉄道や都市高速鉄道よりも低いもしくは限定的になる

事が考えられる。 
鉄道事業は、一般的に予防保全の目的で定められた周期で保守を行う必要がある（表 2-75 参

照）。特に、土木構造物は軌道を直接支えるため、鉄道の安全運行に直接影響を与える事から、

保守は重要な業務となる。また鉄道を運営する組織は、分野別に多くの組織から成り立ってい

る。したがって、確実な保守を実施するための作業手順のシミュレーションやその計画を詳細

に周知するツールや記録台帳として果たす役割は大きく、保守業務の省力化や効率化を図るこ

とに期待ができる。 

表 2-74 ODA における鉄道事業と BIM 活用の可能性 

 
出典：JICA 調査団 

表 2-75 鉄道で行われる保守 

分野 目的 作業 

土木 
軌道の維持 軌道検測、レール交換 

構造物（トンネル、橋梁、駅舎）の維持 目視検査、詳細検査、補修 

電気 電気機器（信号、通信、電路、変電設備）の維持 機能検査、部品交換 

車両 車両の維持 機能確認、部品交換、分解検査 

出典：JICA 調査団  

・駅舎
・土工設備
（一部、トンネルや橋梁）

・高架橋
・地下トンネル
・駅舎
一部、土工設備（盛土、切土、
土留擁壁 等）

・都市間鉄道

・高速鉄道

・都市高速鉄道

新交通システム

モノレール

ライトレール 等

地下鉄

主な土木構造鉄道の種類 構造や鉄道シス
テムの複雑性

高い

低い

BIM活用の
相対的効果

高い

低い



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

101 

(3) 空港分野 

1) ODA 案件における空港案件の状況および特徴 

国土交通省による 2021 年版の「インフラシステム海外展開行動計画」に取り纏められる空港

（航空）分野の取組を以下に要約する。 
空港は国内外の人流・物流と経済活動を支える重要なインフラシステムの一つである。新型

コロナウイルス感染症の感染拡大により航空需要が縮小する中でも、諸外国が将来的な航空需

要の回復・拡大を見越して新たな空港の建設や既存空港の拡張事業を継続していることから、

今後はウィルスとの共存環境の中で社会活動や経済活動が行われることを前提とし、航空イン

フラシステムのあり方や海外展開の方向性を検討していくことが重要であり、この分野で日本

企業が強みを発揮できるデジタル技術を活用した海外展開を推進する。 
空港整備事業と同様に空港運営事業を担うことは、世界の経済成長に貢献し、日本企業の更

なる成長に資する。特に空港運営は、長期にわたり事業を展開することで相手国の経済成長と

発展に大きく貢献、ひいては日本との航空ネットワークの拡大・強化に資する。観光先進国と

しての施策を推進する日本へのインバウンドの増加にも深く関係することから、日本企業によ

る空港整備とともに空港運営への参画も推進する。 
下表に日本の ODA 案件における空港事業の特徴を取りまとめる。 

表 2-76 ODA 案件における空港事業の特徴 

事業スキーム 概要 

無償資金協力  地域的には大洋州諸国が多い 
 滑走路などの基幹施設の整備は費用が掛かるため、実効性のある事業コン

ポーネントの取り纏めが難しい 
 施設のリハビリテーション事業も多々採択されている 
 過去には空港保安機材案件なども多くあったが、世界標準である外国製機材

に負うところが大きいため、最近の事例は少ない 

有償資金協力  バングラディシュ国ダッカ空港のような大規模空港開発にも有償資金協力

事業が導入されるなど空港事業は大型化している 
 各国では中規模の空港整備も活発であるが、中国政府支援との競合が激しく

なっている 
 コンポーネント内に日本企業の輸出競争力が劣る旅客搭乗橋（PBB）などの

製品もあるため、エコエアポート化などを通じて本邦技術を積極的に導入し

ている 
 都市部での空港開発では周辺環境に配慮した先進的施工法なども積極的に

導入されている 

技術協力プロジェクト  空港運営・維持管理能力の強化支援 
 空域管理能力の強化支援 
 航空/空港保安機材の維持管理能力の向上支援 

出典：JICA 調査団 

空港・航空市場は欧米諸国主導で制度や製品の標準化が進んでおり、本邦技術や製品の参入

障壁となることも多い。この突破口として経済産業省や国土交通省と共に JICA は、日本の得意

分野であるカーボンニュートラル施策に対応する環境技術、安心・安全社会を支える顔認証技

術、空港内を移動する航空機材を把握し誘導するシステム（MLAT）など、国際的な認証が不要

で各国政府が独自に導入できる技術や製品の積極展開を図っている。基幹部分を欧米諸国が掌



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

102 

握する BIM/CIM 制度においても、このような日本の得意分野における技術・製品の発掘と育成

が必要と思われる。 

2) BIM 活用の可能性 

民間分野において BIM/CIM 先進国であるシンガポールのチャンギ国際空港建設事業に日本

からの複数の大手建設業者が主導的立場で参加していることは先進事例として挙げられる。こ

れらの建設業者は本報告の別章で述べるようにすでに組織内および周辺に BIM 拠点を整備し、

日常業務に対応している。ただしこれらの活動では欧米諸国の開発するプラットフォームが

ツールとして使われ、「日本の製品・技術」（別添資料 4）でないことには留意が必要である。 
シンガポールでの事例を皮切りに、空港事業では主に旅客ターミナルの設計業務を中心に早

くから BIM が用いられているが、多くは 3D モデルの特筆を生かした建築施設内での建設部材

の干渉防止や照明・換気効果のシミュレーションなどに留まっている。 

表 2-77 空港分野における BIM/CIM 活用の現況及び特徴 

BIM/CIM 活用の現況 特 徴 

‐ シンガポール、チャンギ国際空港における BIM/ CIM
活用が先鞭となり、旅客ターミナルなどの主要施設

計画や施工での導入実績がある 
‐ 活用が始まってからの年数も浅く、このような先進

的な市場においても、事業全体あるいは O&M を含

む時間軸での運用効果・実績はこれからとなる 
‐ バングラディッシュ、ダッカ国際空港の旅客ターミ

ナル設計業務ではシンガポール側コンサルタント

により積極的な BIM 活用が図られている。 
‐ 空港周辺は空域管理上の高度制限もあるため、UAV

の利用が制限される。 

‐ 後述する他分野と同じように、PM（プロジェクト

マネジメント）業務ではなく、総合工事業者によ

る建設フェーズにおける単独の業務プロセスで

の活用が中心。 
‐ 空港エアサイド（滑走路やエプロンなど）では、

早くから土工事がGPSなどの 3D座標により管理

されているが、自動機械化施工の導入は限定的で

あり、実証段階と言える。 
‐ バーチャル空間における設計が現実と乖離しな

いか、設計・計画段階から施工や運営関係者が関

与することが望ましい。 

出典：JICA 調査団 

紙ベースの住宅地図から宅配便サービスが派生したように、その進化形としてのデジタル

マッピングは自動車の自動運転化に必要など、社会が変革する要素としてデジタルツィンやプ

ラットフォームの構築、またそれを構成する BIM/ CIM 技術が不可欠であることは万人が認め

るところである。その具体例は 3 章で述べる。 

(4) 港湾分野 

1) ODA 案件における港湾案件の状況および特徴 

「国土交通省インフラシステム海外展開行動計画 2021」およびその他関連資料によると、経

済のグローバル化に伴う港湾の取り扱い貨物量は増加傾向にあり、港湾インフラへの投資需要

も増加傾向にある。特にその傾向は近年経済成長が著しいアジアにおいて顕著である。一方、

急速な経済のグローバル化に伴う船舶の大型化や港湾取扱物の増加に対応して、莫大な入港手

続き書類等の事務処理の合理化と手続き時間の短縮が課題になっているほか、係船岸施設の拡

張、埠頭前面の増深および航路の増深・拡幅が必要になってきており、新規港湾の開発に限ら

ず既存港湾の再整備・維持管理の必要性が顕著化してきている。下表に、日本の ODA 案件にお

ける港湾事業の特徴を取りまとめた。 
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表 2-78 ODA 案件における港湾事業の特徴 

事業スキーム 概要 

無償資金協力  近年では、アフリカ諸国や大洋州諸国での案件が多い 
 過去に整備された施設のリハビリテーション事業や拡張工事の増加 
 荷役機械や船舶等の機材調達ポーションとの複合案件 
 港湾近代化（書類の電子化）に係る電子システムの整備 
 案件規模は最大で 50 億円規模 

有償資金協力  新港建設、拡張整備、リハビリテーション事業 
 アクセス道路や橋梁の建設も派生して案件化 
 港湾整備・運営を官民が一体的に実施する案件の増加 
 地盤改良工事や急速施工方法等の本邦技術を活用した STEP 案件の増加 

技術協力プロジェクト  港湾の維持・管理技術の普及促進 
 港湾管理制度改革や港湾保安運営強化 

出典：JICA 調査団 

 

出典： 東洋建設 HP（左上写真）、調査団写真（右下

写真） 

図 2-36 港湾での本邦技術活用（STEP） 

出典： 東洋建設 HP（左上写真）、調査団写真

（右下写真） 

図 2-37 官民連携による案件 

一方、海外港湾建設事業の日本の海外展開においては競合国に大きな差をつけられており、

国土交通省発表の資料によると、国内の港湾関係の建設会社による海外港湾工事の合計受注額

が年間約 490 億円(過去 5 年間平均)に対して、中国国営企業の受注額が年間約 6,300 億円(過去

5 年間平均)と桁違いの受注額を挙げている。また、近年の AI や IoT などの情報通信技術の急速

な発展による港湾物流の効率化や、カーボンニュートラル及び脱炭素社会に向けた再生エネル

ギーの活用促進への取組みが、先進国を中心に活発化している。 こうした港湾を巡る世界情

勢を背景に、国土交通省港湾局では日本企業の受注増に向けた取り組みとして、「質の高い港湾

インフラの展開を通じた現地との協創」、「官民連携による継続的な関与の実現」、および「取組

を強化すべき課題への対応」が大項目として挙げられ、下図のように、それぞれについて具体

的な取り組みが言及されている。 
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出典：国土交通省資料 

図 2-38 港湾分野の海外展開戦略の概要 

2) BIM 活用化の可能性 

BIM 活用事例報告は、案件単体で確認できるが、本格運用化および事業全体での一貫した BIM
活用への道のりはまだ長いものと考えられる。港湾分野の場合、建築工事のような部材の干渉/
交錯が複雑な構造物が少ないこと、鉄道工事のようにステークホルダーが極端に多いわけでは

ない。よって、BIM 活用の目的が案件単体での活用やモデル化による可視化効果だけであると、

BIM 技術導入による大きな効果が得られない。日本の港湾の場合、他国の事情とは異なり、下

表に示すような国内の特徴(特殊性)を踏まえた取り組みがされている。BIM/CIM 活用は国土交

通省が取り組んでいる「i-Construction」政策項目(ICT 施工、BIM/CIM 活用および監督・検査の

省略化)の一部であるため、現時点で活用効果が大きく表れなくても、今後の各取組みが進むに

つれて、BIM/CIM 技術の活用メリットがより具現化されていくものと考えられる。 

表 2-79 国内港湾の特徴及び政府の取組み 

特徴 個々の取組み 

 厳しい施工条件 
- 地形・地質・気象等の自然条件が極めて厳しい 
- 陸上工事と異なり海上や海中での工事が多く、

潮汐や波浪等の海象条件を考慮しなければな
らず、施工日数が少なくなる 

 補修および維持管理の課題 
- 地震、台風および津波等の自然災害 
- 補修や拡張・拡幅工事がメインである 

 厳しい施工条件 
- 本邦技術の改良（地盤改良施工技術、急速施工

技術等） 
- ICT 技術（GPS 装置や 4D ソナー等）を活用い

た水中下の可視化技術を現場管理で活用 
 補修および維持管理の課題 

- 3D 測量技術（UAV やマルチ測量等）の活用 
- 情報プラットフォームの構築 
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特徴 個々の取組み 
 業務/事業の効率化 

- 国内で働き方改革が進んでいる 
- 今後、人口減少による働き手の確保が難しくな

る（建設および運営） 
 環境配慮の必要性 

- 浚渫による汚濁問題 
- 海砂(埋立て砂)の希少化及び調達規制 
- CO2削減への取組み 

 業務/事業の効率化 
- ICT 技術（クラウドサービス）を現場管理・監

督業務へ活用 
- 港湾 EDI システム(港湾書類の電子化)の構築・

運用 
- 情報プラットフォームの構築によるデータ

ベース化 
- BIM/CIM（3D モデルおよび属性情報）の活用 

 環境配慮 
- 船舶（浚渫船）の改造による汚濁防止対策 
- 浚渫土砂の再利用（セメント混合）により土捨

て量の削減 
- 浚渫土砂や産業廃棄物の再利用による埋立て 
- 洋上風力発電 

出典：JICA 調査団 

一方、ODA 対象国の場合、上述した日本の状況全てに該当するわけではないため、ODA 港

湾案件における BIM/CIM の活用は、援助国側の国内情勢、要請内容やプロジェクトサイトの地

理・自然条件等のバランスを考えて導入効果があるかどうか判断する必要がある。 

(5) 道路分野 
既往調査やヒアリング調査の結果などから道路分野における国内外の BIM/CIM 活用の現況及

び特徴をまとめると下表のようになる。 

表 2-80 道路分野における BIM/CIM 活用の現況及び特徴 

BIM/CIM 活用の現況 特徴 

‐ ビジュアライズ（見える化）にフォーカスした活用、

単独の業務プロセスにおける技術的課題への活用

が主である。（情報一元化ツールではなく） 
‐ 事業全体での活用事例は少なく、維持管理フェーズ

ではなく建設フェーズでのみ活用される傾向。（維

持管理フェーズでは「点検・モニタリング技術」と

して日本では取組みがまとめられている） 
‐ UAV や最新測量技術、MC/MG など「i-Construction」

政策でも後押しされている生産性向上を目的とし

た ICT 技術との連携活用が多い。 

‐ PM（プロジェクトマネジメント）業務ではなく、総

合工事業者による建設フェーズにおける単独の業

務プロセスでの活用が中心。 
‐ 維持管理フェーズでは BIM/CIM よりも「点検・モ

ニタリング技術」の開発・研究が進んでいる。 
‐ 各種 ICT 技術との連携による活用が進んでいる。 

出典：JICA 調査団 

また事業全体での活用が少ない理由としては、工事対象全範囲における統合モデル作成の作業

量の問題と、建築などに比べて BIM/CIM を活用するメリットであるコンカレント・エンジニアリ

ングが発揮される対象範囲や工事が限定的であるということも挙げられる。さらに、そもそも建

築に比べ道路分野（のみならず土木分野全体）は後発的に BIM/CIM 利用が始まっているため、よ

り発展途上段階にあることも理由として考えられる。しかしながら対象全範囲のモデルは、初期

の計画検討や概要説明、モデルと共にハザード情報など各種情報の表示やシミュレーションが実

施出来る GIS などと連携した形で活用される場合もある。また橋やトンネルなどの特定の構造物

においては他の道路部分に比べて BIM/CIM 活用のメリットが発揮されることとなり、国内外にお

ける具体的活用事例も多数確認することが出来る。 
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一方、海外事業における道路分野の将来性については「国土交通省インフラシステム海外展開

行動計画 2020」を始めとする国土交通省の海外展開戦略関連の資料によると、海外市場における

道路インフラへの投資需要は拡大傾向であり、アジアを中心とした新規道路整備計画の増加、民

間資金を活用する道路 PPP 案件の増加、道路行政の共通課題であるメンテナンスへの取組みなど

について注視するべきとされている。そして日本企業の受注増に向けた取組みとして、「受注機

会の増加」と「競争力を高めるための環境整備」が大項目として掲げられ、下図のように、それ

ぞれについての具体的な取組みが言及されている。 

 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-39 道路分野の海外展開戦略の概要 
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我が国が「災害大国」や「課題先進国」であるという背景から培ってきた強みを有する技術・

サービスにおいて、データのデジタル化や ICT 技術の革新などに伴い技術の融合が進んでおり、

BIM/CIM はこれら技術と既に関連があるものや、これから連携が期待されるものがある状況であ

る。特に日本では優位性が発揮される分野として「メンテナンス」や「防災」などを挙げること

が出来るだろう。具体的事例としては、AI と高解像度画像を活用したひび割れ検出システムや車

載スキャニングシステムによる点群データの取得を活用した変状把握や UAV による橋梁点検技

術、様々な計測器によるモニタリング技術、斜面崩壊や河川増水の警報システム、ハザードマッ

プ作成とシミュレーションへの活用など、BIM との連携が期待される、あるいは模索されている

技術が多数存在している。一部の技術は BIM との連携ではなく単独の先端技術として既に ODA
事業で活用されているものもある。 
また、BIM/CIM は単独ではなく、複合的技術要素の一つとしても、その導入が検討されるべき

状況になりつつあると言える。国内では技術発展に伴い BIM/CIM を始めとした様々なデジタル技

術の融合と活用が進んでいる。また BIM/CIM は設計、施工での活用が広まると同時に、各種の技

術を活用するにあたり、その本体データを扱うための基礎ツールとして益々その重要性、汎用性

を増すことになることが考えられる。 
ゆえに道路分野においては、特に「メンテナンス」や「防災」に関する国内外での技術開発、技

術活用にあたり、世界的基準や制度に準拠した形でも進めると同時に、ODA 事業での BIM/CIM
活用において BIM/CIM と融合した日本の先進技術のアピールを展開していくことで、海外インフ

ラ展開戦略に大きく貢献することが出来ると考える。 

(6) ODA 事業における各セクターの特徴や課題 

ODA 事業では、設計と施工が分離発注した事業形態が主流である。そのため、設計から施工ま

で一気通貫で BIM/CIM を活用するには、設計から施工に BIM データが問題なく引き継がれる必

要がある。また、効果的に使用するために必要な情報構築の要点や業務手順などを明らかにする

必要がある。一方、設計施工一括発注方式が比較的多い鉄道事業では、コントラクターの BIM に

よる設計と施工を監理する体制を確立する必要がある。以下に分野別の特徴や課題を示す。 

表 2-81 道路分野における BIM/CIM 活用の現況及び特徴 

分野 事業の特性 事業内容や規模 課題 

建築 

意匠、構造、電気機械設備の基本

分野に、事業規模や用途によって

要求される特殊構造や輻輳した設

備の検討やその情報の一元管理す

る必要のある事業 
規模に関わらず、同じ内容の建物

を複数の場所に建設する必要のあ

る事業 

高機能施設： 
病院、研究施設 

大規模施設： 
教育施設等の建設

事業 

建築は多くの部材を情報化し、マ

ネジメントして行く必要がある。

そのため、各事業段階でどのよう

に部材情報の詳細化をしなければ

ならないのか、またオブジェクト

の標準化などについて整理をする

必要がある 

鉄道 

線形、軌道、一般土木、橋梁、トンネ

ル、駅舎、鉄道システム等の多分野が

含まれ、複数パッケージによって実

施する構成である事業 

高速鉄道、都市高速鉄

道の建設事業 
鉄道は多くの技術系統によって構

成されるため、包括的なマネジメ

ントが必要である。そのため、CDE
を使用した連携による効果を実証

する必要がある 
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分野 事業の特性 事業内容や規模 課題 

空港 

滑走路、誘導路、エプロン、構内道路

などの土木工事での 3D 測量の活用、

旅客・貨物ターミナルビル、管制塔、

上下水施設などの建築工事で ICT(測
量等)と BIM を組み合わせ、一元管理

する必要のある事業 

旅客ターミナルビルや

滑走路、誘導路の建設

事業 

空港は土木工事と建築工事の融合

が必要な事業であるが、BIM で効

果が高い導入範囲やそれに必要な

連携業務を明らかにする必要があ

る 

港湾 

3D 測量データによる浚渫の管理や

防波堤、護岸、岸壁等の工事等に BIM
活用で一元管理する必要のある事業 

港湾施設の拡張・拡幅

事業や改修事業、新港

建設事業 

港湾はデータによる検討や施工時

の管理に効果を発揮する事が考え

られるため、CDE を使用したデー

タの連携とその管理手法について

検証する必要がある 

道路 

GIS と 3D 測量を活用したルート検

討や BIM/CIM を使用し多様な構造

物を複数建設する必要のある事業 

トンネルや橋梁、高架

橋に立体交差などが含

まれる、高速道路（都

市部や都市間）、や国

道（パイパス道路や郊

外道路） 

ルート検討などの部分活用では、

即時効果が見いだせる一方、複数

の構造物の建設やその設計業務で

は、BIM を使った連携方法を検証

する必要がある 
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第3章 ODA 事業への BIM 導入効果と課題 

調査結果を基に、日本の ODA 事業における BIM 導入の効果および課題について無償資金協力

と有償資金協力の事業スキーム毎、かつ関係者と事業段階ごとに示す。また、日本企業や現地企

業の BIM 導入状況と対応について示す。 

3-1 事業スキーム毎に期待される効果 

これまで述べてきたように BIM/CIM プラットフォームの構築と共に、現場要件をフロントロー

ディングする際に多大な費用が発生する一方で、その効果の多くが事業の下流側で得られる。事

業者（主に相手国政府/実施機関；CP）、JICA、コンサルタント、コントラクターの各視点から、

無償/有償資金協力事業の段階別に得られる導入効果を次表に取り纏める。 
表 3-1 には有償資金協力事業について、表 3-2 には無償資金協力事業について取り纏め、特に前

者については無償資金協力事業と異なるポイントを太字で示した。 

表 3-1 有償資金協力事業において期待される効果 

段階 精度 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 

協力準備
調査
（F/S） 

中 早い段階で事業全
体を見通した要求
事項の整理を行う
ことにより、DD、
入札、SV や事業完
了後の O＆M まで
の事業内容や課題
に対する理解が深
まる。 

関係者との合意形
成などが具体的に
早い機会から行わ
れる。 

（※右端「補足」参照） 

同左、CP と共に要
求事項を整理する
ことにより、事業目
的を具体的に確認、
共有できる。 

上述のことにより、
事業の実施管理が、
的確、円滑に行われ
る。 

事業の早い時点か
ら O&M などへの
支援準備も具体的
に行える。 

同左、JICA および
CP と具体性をもっ
て事業目的を共有
できる。 

概略設計成果や問
題点に対する CP の
理解と合意形成が
促進される。 

FS、BD から DD へ
の設計作業の連携
が円滑に行われる。 

（※補足；下流側へ
の先見性、例えば施
設の維持管理費も含
めた費用/便益を確認
するなど有償資金協
力事業の課題解決に
役立つことが期待さ
れる。） 

詳細設計 
(D/D) 

中～高 設計内容や問題点
への理解が促進さ
れ、関係者間の合意
形成が円滑に行わ
れる。 

事業実施にあたっ
てCPが行う諸手続
きが明確となり、効
率化（CDE、デジタ
ルデータ活用によ
る）が図られる。 

入札説明会で3D立
体モデルを利用し
た関係者への事業
説明などが効果的
に行われる。（※右
端「補足」参照） 

CP と共に設計内容
や問題点への理解
共有が図られ、双方
の合意形成が円滑
に行われる。 

実施管理上、JICA
が行う諸手続きが
効率化（CDE、デジ
タルデータ活用に
よる）される。 

事業の下流側に潜
むリスクの早期発
見、対応策検討、指
示等が的確かつ円
滑に行われる。 

技術課題や問題点
が FS から円滑に引
き継がれる。 

設計組織内の連携
作業が強化、円滑化
すると共に、構造干
渉確認などの設計
照査においても効
果を発揮する。 

施工時に潜む技術
面のリスクの早期
発見と問題回避に
寄与する。 

施工計画、積算の精
度が向上すると共
に、作業の効率化が
図られる。 

諸手続きが明確と
なり、効率化（CDE、
デジタルデータ活用
による）も図られる。 

（※補足；無償資金
協力事業で発現され
る効果に加えて、さ
らに詳細設計と積算
精度が向上、作業の
迅速化が顕著となる
と共に、3D 立体モデ
ルを利用した関係者
への事業説明などが
効果的に行われる。） 
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段階 精度 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 

施工 高 工事期間中の品質、
工程、出来高等の管
理状況に対する的
確、かつ円滑な理解
に寄与する。 

設計変更、契約変更
手続きの効率化が
図られる。 

現地政府における
会計監査でも利用
される可能性があ
る。 

工事期間中の品質、
工程、出来高等の管
理状況に対する的
確、かつ円滑な理解
に寄与する。 

 

工事期間中の品質、
工程、出来高等にお
いて、情報精度の向
上に寄与し、的確、
かつ円滑な管理が
可能となる。 

設計変更、契約変更
手続きの効率化が
図られる。 

書類の電子化が進
むことにより、施工
監理業務が効率化
する。 

入札図書と共に
BIM/CIM 関 連
データが配布され
る場合は、応札時
の積算で活用で
き、省力化に繋が
ると共に精度が向
上する。 

設計の不整合によ
る手戻りを事前に
チェックできる。 

施工図作成、施工
法の検討などの工
事準備、出来高管
理に活用できる。 

現場作業を事前に
バーチャルに検討
可能で安全、品質、
工程管理などに活
用できる。 

書類の電子化が進
むことにより、業
務が効率化する。 

維持管理 高 BIM データ (AIM)
を活用、維持管理モ
デルを構築するこ
とにより、精度が高
い維持管理を効率
的に実現できる。 

発展形としては 3D
都市モデル、スマー
トシティーへの活
用など、事業周辺の
地域計画への利用
も視野に入る。 

管理能力向上など
CP に対する技術協
力支援の機会とな
る。 

 

同左、管理能力向上
支援などに務める
機会となる。 

当初からの条件設
定 に よ っ て は 、
BIM/CIM モデルを
介して現地 C/P 側と
情報共有を図り、リ
モートでの対応協
議も可能となる。 

同左、コントラク
ターの業態によっ
ては管理運営に資
する機材や人員を
民間ベースで支援
することも可能。 

同左、瑕疵期間中
の対応協議と共
に、完了後の検査
が実効的に実施で
きる。 

備考：無償資金協力事業と異なるポイントを太字で示した。 
出典：JICA 調査団 

表 3-2 無償資金協力事業において期待される効果 

段階 精度 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 

協力準備
調査

（O/D） 

概略 早い段階で事業全
体を見通した要求
事項の整理を行う
ことにより、DD、入
札、SV や事業完了
後の O＆M までの
事業内容や問題点
に対する理解が深
まる。 

関係者との合意形
成も早い段階から
行われる。 

同左。要求事項を
CP と共に整理する
ことにより、事業目
的を具体的に確認、
共有できる。 

事業の実施管理が
適切、円滑に行われ
る。 

事業の早期から
O&M等の課題も具
体的に把握できる。 

同左。JICA および
CP と具体性をもっ
て事業目的を共有
できる。 

概略設計成果や問
題点に対する CP の
理解と合意形成が
促進される。 

DD 等への設計作業
の連携が円滑に行
われる。 

－ 
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段階 精度 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 

詳細設計 
(D/D) 

DD；高 設計内容や問題点
への理解が促進さ
れ、関係者間の合意
形成が円滑に行わ
れる。 

事業実施にあたっ
てCPが行う諸手続
きが明確となると
共に、効率化（CDE、
デジタルデータ活
用による）が図られ
る。 

CP と共に設計内容
や問題点への理解
共有が図られ、双方
の合意形成が円滑
に行われる。 

実施管理上、OD-
DD 比較等の JICA
が行う諸手続きが
効率化（CDE、デジ
タルデータ活用に
よる）される。 

技術課題や問題点
が FS から円滑に引
き継がれる。 

設計組織内の連携
が強化、構造干渉な
どの設計照査にも
効果を発揮する。 

技術的リスクの早
期発見と回避に寄
与する。 

施工計画、積算が効
率的に行われる。 

諸手続きが明確と
なり、効率化（CDE、
デジタルデータ活用
による）も図られる。 

－ 

施工 高 入札準備期間に合
わせて BIM/CIM 図
書を配布すること
により、それを活用
できる技術力と受
注意志の強い建設
業者を選別できる
ことが期待される。 

工事期間中の品質、
工程、出来高等の管
理状況に対する的
確、かつ円滑な理解
に寄与する。 

工事期間中の品質、
安全、工程、出来高
等の管理状況に対
する的確、かつ円滑
な理解に寄与する。 

工事期間中の品質、
工程、出来高管理等
において、情報精度
の向上に寄与し、的
確、かつ円滑な管理
に資する。 

入札準備期間に
BIM/CIM 図書が
配布される場合
は、準備作業の省
力化に繋がると共
に、応札精度の向
上に繋がる。 

設計の不整合によ
る手戻りを事前に
チェックできる。 

施工図作成、施工
法の検討などの工
事準備、出来高管
理に活用できる。 

現場作業をリモー
トで対応可能な部
分ができ、安全、
品質、工程管理な
どに活用できる。 

維持管理 高 BIM データ (AIM)
を活用、維持管理モ
デルを構築するこ
とにより、精度が高
い維持管理を効率
的に実現できる。 

管理能力向上など
CP に対する技術協
力支援の機会とな
る。 

同左、管理能力向上
支援などに務める
機会となる。 

CDE を使用した場
合、BIM/CIM モデル
を介して現地 C/P 側
と情報共有を図り、
リモートで対応を
協議することも可
能となる。 

同左、瑕疵期間中
の対応協議と共
に、完了後の検査
が実効的に実施で
きる。 

全体 中～高 早い段階で事業全
体を見通した要求
事項の整理を行う
ことにより、DD、入
札、SV や事業完了
後の O＆M までの
事業内容や問題点
に対する理解が深
まる。 

関係者との合意形
成も早い段階から
行われる。 

同左。要求事項を
CP と共に整理する
ことにより、事業目
的を具体的に確認、
共有できる。 

事業の実施管理が
適切、円滑に行われ
る。 

事業の早期から
O&M等の課題も具
体的に把握できる。 

同左。JICA および
CP と具体性をもっ
て事業目的を共有
できる。 

概略設計成果や問
題点に対する CP の
理解と合意形成が
促進される。 

DD 等への設計作業
の連携が円滑に行
われる。 

－ 

出典：JICA 調査団 
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3-1-1 BIM/CIM 導入による効果と評価 

ODA 事業に BIM/CIM 導入をする事によって期待される、具体的な業務や費用に影響する効果

について表 3-3 に示す。BIM/CIM 活用のためには、事前調査や導入計画によって BIM/CIM 活用

の方向性を示し、それに従った設計と施工が理想である。ODA 事業で実施する場合は、事業のす

べての段階において BIM 技術者が必要であり、協力準備調査での導入計画と設計時のモデル作成

に従来よりも大幅な時間とコストが必要になる。一方、施工や維持管理段階では縮減できる業務

が多くなることが考えられる。しかし、維持管理においてどれだけ使いやすい BIM を構築できる

かは、施工時に作成する As-built モデルによる。そのため、発注者側が施工者に対しどれだけ緻密

な EIR を作成できるかが BIM/CIM 導入の最重要ポイントとなる。 

表 3-3 ODA 事業の BIM/CIM 活用によって増減する業務や費用 

 増加する業務や費用 減少する業務や費用 

情報収集・ 
確認調査 

業界や実施機関における BIM/CIM 技術の

活用状況の調査 
 

協力準備調査 
BIM/CIM 技術の導入対象範囲および内容

の特定 
導入計画案の作成 

 

設計調査 
ソフトウェア、ハードウェアの購入 
BIM 技術者の雇用 
設計 BIM モデルの作成 

発注者との設計打合せ時間、回数の減少 
設計照査による指摘事項の減少 
図面同士の照合作業の減少 

施工 

【実施機関や監理者】 
ソフトウェア、ハードウェアの購入 
BIM 技術者の雇用 

【施工者】 
ソフトウェア、ハードウェアの購入 
BIM 技術者の雇用 
施工 BIM モデルの作成 
施工 BIM モデルから As-built モデルへの

最終化業務 

【全体】 
変更工事の減少 
ステークホルダーの打合せ（進捗会議、支払

い会議、）時間、回数の減少 
会議資料準備の作業量の減少 
現場立会い検査時間、回数の減少 
書類の回覧時間の短縮 
施工や検査承認時間の短縮 

【施工者】 
積算時間の減少 
サブコントラクターとの打合せ時間、回数

の減少 
施工図制作時間の短縮 
帳票作成時間の短縮 
品質に関する指摘事項の減少 
危険作業の周知やシミュレーションによる

災害の減少 
竣工図書時間の短縮 

維持管理 

システムの維持費用（ソフトウェア、ハー

ドウェア） 
実施機関の人材育成等のの能力強化の実

施 

台帳管理時間の短縮 
履歴管理時間の短縮 
修繕点検計画時間の短縮 
修繕点検時間の短縮 
劣化判定や耐用年数の最適化によるコスト

削減 
BIM による修繕計画により保全コスト削減 

出典：JICA 調査団 
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BIM/CIM 活用による効果の検証は、様々な所で見ることができる。その一例を表 3-4 に示す。

本調査においても、各国の BIM 業務の実務者から投資効果について確認する事ができた。このよ

うなことから、ODA 事業においても導入調査を実施した上で、目標やイニシアチブを設定し、実

施して行く事が重要になると考えられる。 

表 3-4 BIM/CIM 活用による定量的評価例 

国 No. 評価内容 評価結果 

日本 

BIM を活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化モデル事業（国土交通省主催） 

1 合意形成の円滑化による設計業務の向上（設計打ち合わせ時間の削減） 20%減 

2 企画・基本計画段階での BIM を用いた概算手法の検討 
（プロセスにかかる業務総量） 

20%減 

3 施工計画検討の前倒し実施（フロントローディング）による工期日の短縮効

果 
10%短縮 

4 発注者―設計者間の認識相違による協議回数 （17 回→4 回：13 回削減） 76%減 

5 鉄骨製作図チェック作業時間 13%減 

シンガ

ポール 

A CONSTRUCTION PRODUCTIVITY MAGAZINE  (Issued by BCA) 

1 建設業務のドキュメントに費やす時間 20%縮減 

住宅開発庁(HDB)による住宅建設の BIM モデルプロジェクト 

1 設計計画の準備にかかる労働力 最大 45%削減 

本調査から確認できた実務者による定量的評価の認識 

シンガ

ポール 
1 施工図の作成時間 20%減 

2 施工のための人件費 10%減 

フィリ

ピン 
1 建設事業費の縮減 10-20% 

出典：JICA 調査団 

3-2 事業スキーム毎の導入における課題 
有償資金協力事業における導入課題を表 3-5 に、無償資金協力事業における導入課題を表 3-6 に

取り纏め、特に前者については無償資金協力事業と異なるポイントを太字で示した。 

表 3-5 有償資金協力事業における導入課題 

段階 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 
協力準備調
査（F/S） 

BIM/CIM に過大な
期待を抱き、要求事
項が過剰とならない
よう、案件形成時か
ら関係者の一貫した
姿勢が必要。 

維持管理での利用を
含む BIM/CIM モデ
ルを構築する場合、
費用および人材にさ
らに大きな負担が掛
かる。 

（※右端「補足」参照） 

事業目的 /規模 /現
地 政 府 の 要望 と
BIM/CIM 活用に掛
かる経費のバラン
スを考慮した事業
計画を策定する。 

事 業 費 積 算 に
BIM/CIM 導入に必
要な経費を見込む。 

同左の視点からも
CP との円滑なコ
ミュニケーション
を心掛け、事業目的
や目標を意識した
案件運営を行う。 

（※補足；施設諸元の検
討に「比較設計」があるよ
うに、BIM/CIM モデルに
ついてもコンサルタント
が適正規模のモデル構築
について比較検討を行う
ことも考えられる。） 
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段階 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 
詳細設計 
（D/D） 

事 業 の 早 期 に
BIM/CIM の知見を
有した人材と機材を
配することが円滑、
効果的な事業運営に
繋がる。人材や機材
が不足する場合は、
JICA 等に人材育成
などの支援を求め
る。 

同上、事業費積算に
BIM/CIM 導入に必
要な経費を見込む。 

同左、CP 組織にお
ける BIM/CIM 人材
の育成と不足機材
を支援できるか検
討する。 

現地調査・作業にお
けるネット環境の
脆弱性を十分に加
味した作業計画を
立案する。 

同上、作業の非効率
性から作業量が増
加することを考慮
に入れる。 

（※右端「補足①」参
照） 
施工計画、積算検討

においては、現地に
おける ICT 施工機
械の調達可否を調
査する。 

（※右端「補足②」参
照） 

（※補足①；現地コンサ
ルタントへの業務再委託
時には、3D 測量の経験な
どを充分に確認すると共
に、作業遅滞や手戻りリ
スクへの対応を反映した
契約とする。） 
（※補足②；必要に応じ
て複数の日本の建設業者
に対し、ICT 施工の導入仕
様についてヒアリングを
行う。） 

施工 同上、早い時期から
BIM/CIM 組織の育
成を行うことが、円
滑かつ効果的であ
る。 

BIM/CIM の弊害と
して、アクセス権を
持たない周辺関係者
には事業内容や進捗
度が判りにくく、一
例として用地収用や
許認可取得が後回し
になることなどが考
えられる。 

現地政府による会計
監査での利用なども
事前検討する必要が
ある。 

同上、ただし当該事
業の目的や規模を
考慮し、施工フェー
ズとして適切な内
容の指導を行うよ
う関係者に求める
と共に、必要に応じ
てCP研修等を計画
する。 

現地ネットワーク
環境の脆弱性を加
味した施工監理計
画を立案する必要
がある。 

コントラクターか
らは、BIM/CIM モ
デルに起因するク
レームが発生する
ことも考慮に入れ
た 事 前対 応が 必
要。 

会計監査への対応
など現地政府側の
手続きに、コンサ
ル タ ン ト 側 の
BIM/CIM技術者が
対 応 する 必要 な
ど、案件外の業務
量が増大する可能
性がある。 

同左、現地ネットワー
ク環境の脆弱性を加味
した施工監理計画が必
要である。 

コンサルタントが作成
した BIM/CIM モデル
の有効利用範囲と免責
条件について、関係者
の共通理解が必要。 

同左、導入当初は事業
関係者の BIM/CIM に
係る知見の不足からく
る現場業務の混乱や遅
滞が発生する可能性も
想定した対応が必要と
なる。 

維持管理 同上 
ライフサイクルコス

トの視点からも、早
い 時 期 か ら
BIM/CIM による管
理の必要性を確認
し、その枠組みを決
定する。 

同上、当該事業の目
的や規模を考慮し、
維持管理フェーズ
として適切な内容
の指導を行うよう
関係者に求めると
共に、必要に応じて
CP 研修等を計画す
る。 

当初の条件設定に
よ っ て は 、
BIM/CIM モデルを
介して現地 C/P 側
と情報共有を図り、
リモートで対応を
協議することも可
能となる。 

事業目的に合致した支
援の枠組みが必要であ
る。 

備考：無償資金協力事業と異なるポイントを太字で示した。 
出典：JICA 調査団 
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表 3-6 無償資金協力事業における導入課題 

段階 相手国政府/実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 
協力準備調

査 
(O/D) 

BIM/CIM に過大な
期待を抱き、要求事
項が過剰とならな
いよう、案件形成時
から関係者の一貫
した姿勢が必要。 

事業目的/規模/現
地政府の要望と
BIM/CIM 活用に
掛かる経費のバ
ランスを考慮し
た事業計画を策
定する。 

事 業 費 積 算 に
BIM/CIM 導入に
必要な経費を見
込む。 

同左の視点から
も CP との円滑な
コ ミ ュ ニ ケ ー
ションを心掛け、
事業目的や目標
を意識した案件
運営を行う。 

－ 

詳細設計 
(D/D) 

事 業 の 早 期 に
BIM/CIM の知見を
有した人材と機材
を配することが円
滑、効果的な事業運
営に繋がる。人材や
機材が不足する場
合は、JICA 等に人
材育成などの支援
を求める。 

同上、事業費積算
に BIM/CIM 導入
に必要な経費を
見込む。 

同左、CP 組織にお
ける BIM/CIM 人
材の育成と不足
機材を支援でき
るか検討する。 

現地調査・作業に
おけるネット環
境の脆弱性を十
分に加味した作
業計画を立案す
る。 

同上、作業の非効
率性から作業量
が増加すること
を考慮に入れる。 

（※右端「補足①」
参照） 
施工計画、積算検

討においては、現
地における ICT
施工機械の調達
可否を調査する。 

（※右端「補足②」
参照） 

（※補足①；現地コンサ
ルタントへの業務再委託
時には、3D 測量の経験な
どを充分に確認すると共
に、作業遅滞や手戻りリ
スクへの対応を反映した
契約とする。） 
（※補足②；必要に応じ
て複数の日本の建設業者
に対し、ICT 施工の導入
仕様についてヒアリング
を行う。） 

施工 同上、早い時期から
BIM/CIM 組織の育
成を行うことが、円
滑かつ効果的であ
る。 

同上、ただし当該
事業規模を考慮
し、施工フェーズ
として適切な内
容の指導を行う
よう関係者に求
めると共に、必要
に応じて CP 研修
等を計画する。 

現地ネットワー
ク環境の脆弱性
を加味した施工
監理計画を立案
する必要がある。 

常駐管理者が単
独で施工監理を
最後まで率いる
体制は見直しが
必要。 

同左、現地ネットワー
ク環境の脆弱性を加
味した施工監理計画
が必要である。 

コンサルタントが作
成した BIM/CIM モデ
ルの有効利用範囲と
免責条件について、関
係者の共通理解が必
要。 

維持管理 同上 
ライフサイクルコ

ストの視点からも、
早 い 時 期 か ら
BIM/CIM による管
理の必要性を確認
し、その枠組みを決
定する。 

同上、当該事業の
目的や規模を考
慮し、維持管理
フェーズとして
適切な内容の指
導を行うよう関
係者に求めると
共に、必要に応じ
て CP 研修等を計
画する。 

当初の条件設定
に よ っ て は 、
BIM/CIM モデル
を介して現地 CP
側と情報共有を
図り、リモートで
対応を協議する
ことも可能とな
る。 

事業目的に合致した
支援の枠組みが必要
である。 

 

出典：JICA 調査団 
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3-3 日本企業と現地企業の BIM/CIM 導入状況と対応力 

調査によって判明した、日本企業と現地企業の BIM/CIM 導入の状況と対応について表 3-7 に示

す。ODA 事業において、BIM のプロジェクトを実施した場合、日本企業の技術力に大きな不足は

ないと考えられる。一方、現地企業においては技術対応力に差がある事が考えられるため、情報

収集調査や協力準備調査において、十分に調査を実施し計画を立てる必要がある。特に開発途上

国は、国によってデジタル技術に関する制度や施策がなくとも、BIM 技術の利便性が評価されれ

ば、技術を採用する企業が自然に増える事が考えられる。そのため、実施国の建設業界における

デジタル化への動向も注視する必要がある。 

表 3-7 日本および現地の建設企業の BIM/CIM の取組み状況 

 日本の建設企業 開発途上国の現地建設企業 

BIM の 
対応状況 

各社とも BIM 技術に対する取り組み状況や実

績に差はあるものの、利益を生み出すツール

として活用しようとしている。 
しかし、企業の事業分野や事業方針など違い

によって BIM 活用による利益を見出せている

企業と見いだせていない（取組み中）企業に分

かれる。 
特にシンガポールにおいて、BIM プロジェク

トの実績を残している企業の技術力は高く、

ODA 事業で実施する BIM プロジェクトに対

応できると言える。 

企業によっては、国家事業や民間事業で

既に BIM を使用している。 
BIM 技術やその実績は企業によって大

きな差があると考えられる。 
BIM 技術者の知識や経験も個人差が激

しく、熟練した技術者が不足している。 

懸念事項 

BIM を実施するためには、高額な資機材が必

要であり技術者の育成にも時間がかるため、

事業実施国で多くの事業展開が見込めない場

合、自社として BIM 技術に大きな投資はしな

い場合も考えられるため、注意が必要である。 

企業として資金力があり、BIM 技術に積

極的に取り組む事のできる、現地大手の

建設企業など、ODA 事業に参画できる企

業が限定される可能性がある。 

対応策 

BIM は発注者の資産に資するデータを作成す

る事が目的である。しかし、施工者にとっても

効率的なデータ活用ができる契約とする必要

がある。 

現地企業の技術レベルや業界のデジタル

技術の活用動向を考慮した BIM 活用レ

ベルとする必要がある。 

出典：JICA 調査団 
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第4章 要領の提言 

有償資金協力事業および無償資金協力事業は、後述するように、事業のフローや各種の調査、

調達にかかる必要な取り決めについて要領やガイドライン、手引きが体系的に整備されて実施や

管理が行われている。 
この章では、事業への BIM 活用を標準的に行っていく際に必要な改定等のポイントについて検

討を行い、提言としてまとめた。 

4-1 有償資金協力事業の要領の検討 

(1) 有償資金協力事業フローの整理 

下図は、有償資金協力事業フローのあらましである。このフローは BIM 導入によっても変化す

ることはない。 

 
出典： JICA プロジェクト研究「ODA 事業の建設工事の安全管理に

関する調査研究」報告書 2012 年 

図 4-1 有償資金協力の既存実施フロー 
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有償資金協力事業のフローは大きく分けて下記の段階とフェーズがあり、それぞれについて

BIM 活用プロジェクトとして必要な考慮を含めた場合の在り方について検討した。 

 借入国案件検討段階：JICA へ要請する前の段階 
JICA に要請する時点で BIM 活用の必要性および目的が示され、それに対応する予算上の

考慮があることが望ましい。 

 計画段階：協力準備調査を実施の上、相手国政府と協議して審査を行う。 
この段階では、実施段階における内容の具体的な姿を計画する。すなわちプロジェクト目

標に沿った適切な投入の内容および費用とスケジュールを検討する。インフラストラク

チャー整備にかかる概略設計を行うことで具体的な検討が可能となる。概略設計に BIM の

手法を用いるかにかかわらず、実施段階での BIM 活用について具体的に計画し成果の一部

とする。協力準備調査結果を相手国との協議を踏まえて審査のうえ、E/N および L/A が締

結される。ここでプロジェクト内容と BIM 活用の具体的な計画内容、予算の枠組みが設定

されることに注意する。つまり実施段階において必要な投入にかかる概略が適切に検討さ

れ、JICA および先方政府によって十分に協議を行うことが重要である。 

 実施段階：L/A に基づき相手国が発注者となり調達を実施する。 
i. デザインフェーズ 

入札図書の整備を目的として設計および積算を行う。BIM 活用による詳細設計の成

果を反映させることとなる。またコンストラクションフェーズを BIM 活用により実

施するため、コンサルタントの BIM マネージャーは EIR をまとめ施主の承認を得て

入札図書の一部とする。  
なお JICA による有償勘定支援連携 DD のスキームで詳細設計を行う場合は、先方政

府および実施機関との協議を踏まえつつ、JICA は発注者として EIR の内容が適切か

どうか判断する必要が生じる。また詳細設計等で BIM データを作成・活用している

場合は、その内容が適切かどうか管理を行う必要が生じる。 
ii. コンストラクションフェーズ 

入札において応札者は EIR にもとづき CDE に関する事項を含む BEP を提案する。

契約後はコントラクターにより CDE を請負の一部として確立して竣工まで運営し、

竣工データをまとめる。CDE 運営はコンサルタントの BIM マネージャーの監理の

対象とする。相手国政府・施主及びコンサルタントは CDE へのアクセス権をもつが、 
JICA は Fund としての立場であり契約当事者ではないためアクセス権を持たない。 
なお大規模な設計変更等にともない、場合によって、BIM は単に一部データの変更

だけでなく EIR の変更が必要となることがあるので留意する。 
竣工データは追加契約パッケージのある場合や O&M で有効に利用されることを想

定し、要求条件を契約に含むとともに、コントラクターは施工中、逐次データの整

備に努めておくことが重要となる。 
iii. 運営・維持管理フェーズ 

実施機関が O&M を継続的に行う。 
プロジェクトごとにこのフェーズを有償資金協力の中で行うかどうかは、協議に

よって計画段階で検討される。このフェーズの BIM 活用は有効であるが、実施機関
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もしくは委託管理者により O&M 活動は行われる形となるため、調達上の形式は多

様な形をとる。 

 事後評価・フォローアップ段階 
BIM 活用によるプロジェクトの実施の妥当性、効果等について評価を行うとともに、必要

な場合はフォローアップの措置を検討する。評価にあたっては、BIM 活用の手法の効果や

課題のほか、竣工時のデータが資産として有効に利用されることでプロジェクトのインパ

クトの広がりについても検討することが可能である。 
なお、案件が発展的に拡大する場合に、追加契約により BIM データが有効利用されること

はもちろん、BIM 活用が継続的に行われる想定となっているか確認する必要がある。 

次節以降において、これらの考慮を要領上どのように位置づけるかを検討する。 

(2) 有償資金協力事業の要領の整備 

すでに整備済みの要領やガイドラインをフローに合わせてマッピングしたものが図 4-2である。

運用・維持管理段階に関するものを除いて、案件の各段階、フェーズをカバーしていることがわ

かる。 
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これらの要領について、BIM 活用を実施していくために必要となる考慮事項を検討した。この

検討に当たっては、下記の項目が網羅されることを条件とした。 

 BIM 活用案件と既存 ODA フローの整合性を保つ 
 BIM 導入を行う上で必要となる調達事項をあきらかにする 
 BIM 導入関連調達事項の業務フローと TOR、工程および費用を考慮する 
 調達事項にかかる相手国政府との協議、審査、承認の過程を設定する 
 事後評価項目および評価業務に BIM 活用の実態・効果・課題等を位置づける 

既存要領上のあらたな考慮事項や新設すべき要領にかかる提案を含め、提言として次表にまと

めた。 
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4-2 無償資金協力事業の要領の検討 

無償資金協力事業への BIM 活用については、第 2 章において確認したように、一般に無償資金

協力事業の対象国が、BIM の導入を考えたときに通信状況や関係者の技術レベルにおいて課題が

あったとしても、最適な計画案の選定プロセスや合意形成のツールとしての利用の有効性は確認

されている。 
今後、DX の浸透や拡大、発展は無償資金協力事業対象国でも進展が十分に予想されるため、こ

の節では、無償資金協力事業への BIM 活用について、事業全体に導入を行う場合に、どのような

要領上の考慮や対応が必要となるか、検討を行った。 
下図は、無償資金協力事業フローのあらましである。このフローは BIM 導入によっても変化す

ることはない。 

 
出典：JICA プロジェクト研究「ODA 事業の建設工事の

安全管理に関する調査研究」報告書 2012 年 

図 4-3 無償資金協力案件の実施フロー 
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無償案件のフローは大きく分けて下記の段階とフェーズがあり、それぞれの段階とフェーズに

おいて BIM 活用プロジェクトとして下記に示す考慮をしておく必要がある。 
次節以降において、これらの考慮を要領上どのように位置づけるかを検討する。 

 案件検討段階：JICA へ要請する前の段階 
被援助国が JICA に案件を要請する時点で BIM 活用の必要性および目的が示され、実施す

るうえで必要な妥当性が確認できることが望ましい。 

 計画段階：JICA は協力準備調査を実施の上、被援助国政府と協議して概略設計を行い、JICA
は審査を行う。 
この段階では、プロジェクト目標に沿った適切な投入の内容および費用とスケジュールを

概略設計として具体的に検討する。概略設計に BIM の手法を用いるかにかかわらず、実施

段階での BIM 活用について具体的に計画し成果の一部とする。概略設計内容は JICA 無償

設計・積算審査室を交えて審査を行うとともに概略設計積算を含めた成果をまとめる。こ

の段階で BIM データを作成する場合は、JICA は協力準備調査の仕様書作成の過程で想定

を行っておく必要がある。 
協力準備調査結果の合意内容は、閣議決定を踏まえて相手国政府との間で E/N および G/A
として締結される。 

 実施段階：E/N および G/A に基づき相手国が発注者となり調達を実施する。 
i. コンサルタント調達 

相手国は、協力準備調査を実施したコンサルタントを JICA の紹介状をもとに調達・

契約を行う流れとなっている。契約後、協力準備調査の結果を踏まえて BIM 活用を

前提に詳細設計と入札図書作成を行う。 
このなかでコンサルタントはコンストラクションフェーズをBIM活用により実施す

るため、BIM マネージャーを要員に加えて EIR をまとめ、施主の承認を得て入札図

書の一部とする。 
また詳細設計積算結果は、JICA 無償設計・積算審査室によって OD・DD 比較の審査

を行う。 
BIM データが入札用図面や仕様書の作成にとって参照先であることから、請負選定

入札の参考データとして示されるため、JICA 無償設計・積算審査室は、このデータ

が適切な内容と品質を確保していることを確認する必要がある。 
ii. コンストラクションフェーズ 

無償資金協力案件では、入札により日本の施工会社を選定する。応札者は EIR にも

とづき CDE に関する事項を含む BEP を提案する。契約後はコントラクターにより

CDE を請負の一部として確立して竣工まで施工データの作成と承認、アップデート

のため運営し、最後に竣工データをまとめる。CDE 運営はコンサルタントの BIM マ

ネージャーの監理の対象とすることが望ましい。相手国政府・施主及びコンサルタ

ントは CDE へのアクセス権をもつが、 JICA は Fund としての立場であり契約当事

者ではないためアクセス権を持たないと解釈されるが、無償資金協力の特性に鑑み

て、JICA は BIM 活用実施状況についてモニタリングを行うのが適切である。 
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なお、瑕疵責任期間は 1 年とされており、この期間を利用して相手国政府および実

施機関が BIM 竣工データおよび維持管理データを利用して、以後の維持管理活動を

適切に行えるよう想定し、引き渡し説明・トレーニング内容に加えることを提言す

る。 
iii. 運営・維持管理フェーズ 

相手国政府および実施機関が O&M を継続的に行う。この際に、BIM 活用による維

持管理データを活用して、計画的な補修・改修や不具合への適切な対処等を行うこ

とにより、供与された施設等が適切に維持され、プロジェクト目標が十分に実現さ

れることが期待される。 
なお、データ化されていることから、不具合に係る問い合わせや相談が遠隔でも行

いやすくなるのは BIM の利点である。 

 事後評価・フォローアップ段階 
BIM 活用によるプロジェクトの実施の妥当性、効果等について評価を行うとともに、必要

な場合はフォローアップの措置を検討する。評価にあたっては、BIM 活用の手法の効果や

課題のほか、竣工時のデータが資産として有効に利用されることでプロジェクトのインパ

クトの広がりについても検討することが可能である。 

(1) 無償資金協力事業の要領の整備 

すでに整備済みの要領やガイドラインをフローに合わせてマッピングしたものが図 4-4である。

運用・維持管理段階に関するものを除いて、案件の各段階、フェーズをカバーしていることがわ

かる。 
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これらの要領について、BIM 活用を実施していくために必要となる考慮事項を検討した。この

検討に当たっては、有償資金協力事業のものと同様、下記の項目が網羅されることを条件とした。 

 BIM 活用案件と既存 ODA フローの整合性を保つ 
 BIM 導入を行う上で必要となる調達事項をあきらかにする 
 BIM 導入関連調達事項の業務フローと TOR、工程および費用を考慮する 
 調達事項にかかる相手国政府との協議、審査、承認の過程を設定する 
 事後評価項目および評価業務に BIM 活用の実態・効果・課題等を位置づける 

既存要領上のあらたな考慮事項や新設すべき要領にかかる提案を含め、提言として次表にまと

めた。 
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第5章 導入計画 

5-1 BIM/CIM 導入の必要事項 

BIM 活用案件を導入し、円滑に実施するための要件は下記に集約される。 

(1) 被援助国と案件実施機関が BIM 導入の意思があること。 
(2) 案件の背景と BIM 活用実施環境、すなわち被援助国の BIM 導入能力、技術、制度の整備

状況を十分に把握して、案件の難易度と適正な範囲でマッチしていると確認できること。 

 
出典：JICA 調査団 

図 5-1 案件を取り巻く環境と難易度の関係 

(3) 案件形成および計画段階で BIM 導入目的を明確にしておくこと。 
(4) 実施段階のデザインフェーズで BIM 活用の内容と位置づけを EIR の形で明確にすること。 
(5) 実施段階で BIM 活用を行う時にスタックやトラブルを未然に防ぎ、発生したら対処が可能

となる仕組みと体制が契約上確立していること。 
(6) JICA は中長期的に BIM 活用を促進し、効果の向上と課題の改善を促す取り組みを継続す

ること。 

5-2 開発途上国における BIM 導入への考慮事項 

開発途上国におけるデジタルツールとしての BIM 導入に当たっては、被援助国側の意思と同時

に、被援助国を取り巻く制約条件を踏まえて適切な対応を行うことが重要である。 
先に述べたように、BIM/CIM が社会に登場した当初は、設計や施工等の工事単位の効率化や省

力化に寄与する 3D ツールとしての機能に関係者の注目が集まった。しかし現在の BIM は、ステー

クホルダーで CDE という協働を可能とする環境により、時間軸や生産プロセスまで包含したデジ

タルツインモデルの構成要素として位置づけられており、それはすでに社会インフラの一部と捉

えられ始めている。 
ただし、先進諸国ではデジタルツインモデルにみるような進化や普及が進む一方で、開発途上

国では交通・通信インフラ、電力・エネルギー供給網などの社会資本の整備はいまだ遅れており、

人材能力開発も十分ではない状況が続いている。特に開発途上国では、デジタル技術への過度な

期待によって生じる誤認や相違を避けるため、実務技術について丁寧な説明を通じて認識の共有

プロジェクトの難易度

C. 制度の整備状況

B. 技術・能力

-セクター

-規模

-複雑性

-事業方式

-事業資金スキーム

-契約形式・約款

-政府間事業承認フロー

-事業管理フロー

-技術標準・法規

-事業費算定・積算・審査ガイドライン

-コスト・効率の指標と評価基準

-活用可能BIM関連技術の範囲

-必要な技術者の種別、能力、経験、数

-BIM効果と評価体制

-管理フローの確立と実施

-教育・能力開発

A. 被援助国のBIM導入意思と能力

-開発方針上の必要性妥当性

-BIM導入イニシアチブ

-法制度、技術標準/基準

-予算

-政府および実施機関の実施管理能力

-持続可能なBIM業務環境

-教育・能力開発

高度案件

容易案件
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を予め必要である。例えば、開発途上国におけるデジタル技術活用においては、システム機能や

運用上の制約あるいは上限が存在し、さらに想定以上に時間やコストがかかる場合がある。 

表 5-1 BIM 事業実施のために必要な視点と思考  

BIM/CIM 活用案件を形成する際の視点 BIM 活用の効果促進に必要な思考 

発注者のために BIM/CIM で構造物の情報体を構築

するという視点 
先進諸国の社会における IT 技術の進化をキャッチ

アップするような BIM/CIM 活用の視点 

BIM/CIM を活用する場合、実施機関の興味を引き

出し、積極的関与の機会を与える 
BIM 事業の実施により、建設業界や事業分野のデジ

タルプラットフォーム整備に波及効果を持つ 
BIM 事業の適正かつ柔軟な融資判断には、技術協力

やソフトコンポーネントなどの支援と組み合わせ

た展開を模索する 

出典：JICA 調査団 

5-3 案件形成時の確認事項 

BIM を効果的に活用して行くため案件形成時において、BIM/CIM 導入を検討する際にその有効

性を判断し、必要な支援策を選択するためのガイドとして使用できるよう、3 つのステップに分

けて確認事項を表 5-2 にまとめた。 

表 5-2 BIM 事業実施上必要となる案件形成時の確認事項 

【ステップ 1】BIM/CIM 導入の必須要件の確認： 

BIM/CIM 導入に必須な要件を確認する。すべてが確認されなければ BIM/CIM の導入ができない。 

【ステップ 2】事業分野・内容との親和性の確認： 

BIM/CIM の導入効果が見込める事業例に当てはまる事業分野・内容であることを確認する。いずれかが確認で

きれば BIM/CIM の導入の効果が見込める。 

【ステップ 3】実施国・実施機関の制度・能力の確認：  

BIM/CIM を導入するうえで、実地国・実施機関の制度、能力の有無を確認する。確認ができない項目について

は支援策（5-7 参照）の検討や BIM/CIM について理解促進を図る。 

【ステップ 1】BIM/CIM 導入の必須要件の確認： 

 確認ポイント 

1 
ステークホルダーが高速インターネットに接続できるか。 

大容量である BIM データを使用して業務を実施するためには、高速インターネットにアクセスできる環

境が必要である。 

2 
BIM 関連のソフトウェアやハードウェアのベンダーによるサポートが受けられるか。 

システム構築やそのエラー等によるトラブルが発生した際に必要なサービスを受けられる環境である必

要がある。 

【ステップ 2】事業分野・内容との親和性の確認： 

No. 分野 事業スキーム 事業内容や規模 事業の特性 

1 建築 
有償資金協力 
無償資金協力 

【高機能施設】 
病院、研究施設 
【大規模施設】 
教育施設等の建設事業 

 意匠、構造、電気機械設備の基本分野に、事業

規模や用途によって要求される特殊構造や輻

輳した設備の検討やその情報の一元管理する

必要のある事業 
 規模に関わらず、同じ内容の建物を複数の場

所に建設する必要のある事業 
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No. 分野 事業スキーム 事業内容や規模 事業の特性 

2 鉄道 有償資金協力 
高速鉄道、都市高速鉄道

の建設事業 

 線形、軌道、一般土木、橋梁、トンネル、駅舎、

鉄道システム等の多分野が含まれ、複数パッ

ケージによって実施する構成である事業 

3 空港 
有償資金協力 
無償資金協力 

旅客ターミナルビルや

滑走路、誘導路の建設事

業 

 滑走路、誘導路、エプロン、構内道路などの土

木工事での 3D 測量の活用、旅客・貨物ターミ

ナルビル、管制塔、上下水施設などの建築工事

で ICT(測量等)と BIM を組み合わせ、一元管

理する必要のある事業 

4 港湾 
有償資金協力 
無償資金協力 

港湾施設の拡張・拡幅事

業や改修事業、新港建設

事業 

 3D 測量データによる浚渫の管理や防波堤、護

岸、岸壁等の工事等に BIM 活用で一元管理す

る必要のある事業 

5 道路 
有償資金協力 
無償資金協力 

トンネルや橋梁、高架橋

に立体交差などが含ま

れる、高速道路（都市部

や都市間）や国道（パイ

パス道路や郊外道路） 

 GISや 3D測量を活用したルート検討や多様な

構造物を複数建設し一元管理する必要のある

事業 

【ステップ 3】実施国・実施機関の制度・能力の確認： 

 確認ポイント チェックがつかない場合の支援例 

1 
実施機関側に BIM の知識や技術を持つ者がいるか。 

 
発注者（実施機関）の人材育成支援 CDE を効果的に使用するためには、ステークホルダーに

BIM 技術者が必要である。 

2 
実施機関側に BIM を担当する組織や体制があるか／準備

できるか。 
 
発注者（実施機関）の人材育成支援 

BIM は維持管理でも投資効果を高める。 

3 

BIM を運用・維持して行くために必要なコストについて理

解できているか。 

 

デジタル技術を活用したインフラ維

持管理システム支援 BIM システムの運営や更新に必要な技術者やその体制およ

びコストが捻出できる必要がある。 

4 

事業の初期段階に BIM 活用に必要な内容（制度、環境、

運用、技術など）について多くを決定する必要がある事を

理解できているか。 

 
BIM/CIM 活用のための制度設計支援 

BIM の導入効果を高めるためには、フロントローディング

を行う必要があるため、BIM に関連する多くの事柄につい

て決定する必要がある。 

5 

BIM を含むデジタル技術に係るガイドラインや基準等があ

るか。 

 
BIM/CIM 活用のための制度設計支援 実施国ですでにガイドラインや基準がある場合は、その制

度に合わせて BIM 活用やデータ構築、BIM 要件の計画が

できるため、活用効果が高まることに期待ができる。 

6 

BIM システムを導入するための補助制度があるのか。 

 
BIM/CIM 技術者の人材育成支援 デジタル技術の普及には公的補助が初動機能の一部を担う

ため、実施国側のコンサルタントやコントラクターが今後

BIM を運用できるようになる可能性を測る尺度となる。 

7 

BIM 技術者の能力を評価する資格や制度があるのか。 

 
BIM/CIM 技術者の人材育成支援 技術レベルやその身分を客観的な指標で立証する事ができ

る。実施国側のコンサルタントやコントラクターが今後

BIM を運用できるようになる可能性を測る尺度となる。 

A

A

D

C

C

B

B
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 確認ポイント チェックがつかない場合の支援例 

8 

事業において BIM を含むデジタル技術に係る方針やイニ

シアチブがあるか。 

ハンドブック別添資料を用いた実施国への

BIM の導入効果の理解促進 

BIM 導入の目的や目標を実施国・実施機関が持っている事

により、それの達成に向けた導入計画・実装など的を絞っ

て実行できる。BIM は活用目的によって求められる詳細度

や属性情報、ソフトウェアが異なるため、案件形成の段階

で実施機関と活用の目的を明確にしておくことが求められ

る。 

9 

実施国・実施機関が BIM を運用・維持していくために継

続的にかかる必要コストについて理解し、そのうえで活用

する意思があるか。 

ハンドブック別添資料を用いた実施国への

BIM の導入効果の理解促進 

BIM はモデルに付与する属性情報を活用することで、維持

管理でも投資効果を高める一方で、BIM を運用・維持する

ためのコストは小さくない。維持管理に活用する場合は、

コントラクターの調達時に維持管理用のモデルを構築する

ことをスコープとして指定しておくことや、維持管理段階

での BIM モデルをだれが管理するか、費用をどう取り扱

うかなど、実施機関とよく協議しておく必要がある。 

出典：JICA 調査団 

5-4 案件の難易度と類型を考慮した BIM 導入ステップのアプローチ 

多様な案件を形成し、審査の上で適切に実施管理するためには、それぞれの案件を類型化しつ

つ、難易度を考慮して段階的に BIM 案件を実施する戦略が、経験を有効にフィードバックできる

ため有効である。 
この節では難易度に関して「契約発注方式」および「BIM 活用レベル」に着目して検討すると

ともに、BIM 活用環境と目的によって類型分析を行う。これらを総合することで有効な導入計画

を検討する。 

5-4-1 事業方式に着目した難易度と導入ステップ 

事業方式と活用の範囲の側面から難易度を検討した場合、次ようなステップが検討される。 

【STEP0】は、部分活用を行うもので、計画時の最適化設計手法において無償案件の概略設計

での利用等が想定される。 

【STEP1】は、コントラクターによる設計施工一括発注方式で BIM を導入し、実施機関側は

データによるマネジメントを実施する。このためコントラクター選定後においてコンサルタン

トは CDE を使用したデータマネジメントにフォーカスでき、コントラクターはデータを構築し

アップデートしながら施工の効率化および最適化を容易にすることができる。 

【STEP2】は、設計施工分離方式によるものである。コンサルタントが設計を実施する段階か

ら導入し、コントラクターが CDE を構築のうえ竣工時には As-built モデルを作成する。入札の

前後でデータの引き継ぎが発生する。このためスムーズなコーディネーションとして、必要な

ドキュメントや引継ぎデータの整理の検討を図っていく必要がある。 
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【STEP3】は、有償勘定支援による連携 DD を念頭に置いている。これは JICA 発注によりコ

ンサルタントが詳細設計の BIM データおよび入札図書を整備するため、現地政府および実施機

関の承認が必要となる。さらに入札および施工段階では施主が現地政府となるため、BIM によ

る設計責任を明確にするためのレビューあるいは照査の在り方について検討が必要となる。 
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第 3 章において ODA 事業において導入課題とされた事が、導入ステップのどのような点にお

いて発生するのか、またその対処策を下表に示す。 

表 5-4 導入ステップとその課題への対処策 

導入ステップ 導入課題への対処策やその方向性 

STEP 0 
業務における部分活用・ 検討のみに使用する場合、機材投資コスト効果が低く

なるため、検討対象とした構造物の詳細化や関連する調整業務などへの使用など、

より多くの課題や問題点の解決手法に BIM を使用し、活用効果の最大化を図る 

STEP 1 
JICA の詳細設計事業で作成した 2D の設計データが施工段階において BIM によっ

て 3D 化される。そのため、詳細設計事業段階に実施した設計済みの内容と未検討

の内容を整理し責任や設計範囲を明確に示す事で、スムーズな BIM 導入を目指す 

STEP 2 

設計から施工に移る段階で BIM データの引継ぎが発生する。コントラクターは設

計 BIM を使用する必要があり、設計者である実施機関（コンサルタント）は、施工

や維持管理でも使用可能なデータを構築する必要がある上、引継ぎ時に必要な BIM
データ情報シートや注意事項等を整理し、示す必要がある。 

STEP 3 
JICA の詳細設計事業で設計や照査も BIM で実施し、その BIM データを実施国によ

る施工監理事業に引き継ぎ必要がある。そのため、すべてのステークホルダーが

BIM を使用し設計から施工までの業務を実施しなければならない。 

出典：JICA 調査団 

5-4-2 BIM 活用レベルに着目した難易度と導入ステップ 

現時点で ODA 事業における BIM 活用は、下記の英国が提唱する活用レベル表においては、レ

ベル 2 から開始していくこととなる。。レベル 2 においては、BIM モデルは参考として活用し、

契約及び承認の流れは 3D の調整を実行した成果として 2D を切り出したものを正式とした利用

である。レベル 3 はより高度なもので、CDE 上に十分な属性情報を持った BIM データを中心とし

たプロジェクトの運用を行うため、個別のプロジェクト実施環境を十分に考慮して導入を検討す

ることが適切と考えられる。 

 
出典：Bew-Richards BIM Maturity Model 

図 5-2 BIM maturity level 

また別の観点からの活用度の指標としては、BIM の利用深度をプロジェクトマネジメント上の

Dimension としてとらえた分類があり、難易度の検討に有効である。 



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

138 

 
出典：Cameron Richard, “7D 6D 5D 4D 3D bIM Dimensions bIM Services ESTIMATING” 

図 5-3 BIM Dimension 

 モデル利用：3D 
従前のプロジェクト実施管理手法をベースとした最低限の BIM 活用が 3D にあたる。3D の

レベルから導入することが可能であるか確認し、そのうえで 4D あるいは 5D まで導入する

か、ニーズと妥当性、必要性にもとづいて十分に協議し判断を行う。 

 工程管理：4D 
進捗に基づき、モデルデータも連動するため、その時点および前後の課題の共有、仮設計

画を含めた施工フェーズへの貢献が高い。 
BIM 導入によって 4D 以降の恩恵は独自のものとなり、高度化する。 
部分的であれ 4D の実践は、実施機関以上の案件の管理者に理解しやすいため、可能な範囲

で導入することが望ましい。 

 出来高管理：5D 
5D は 4D データにコスト情報が織り込まれることで、単価契約案件においては進捗評価

（mesurement）を行うことで、自動的にその時点の出来高についても管理が可能となり、設

計変更等のさまざまなファクターを連動させた管理手法であり、ステークホルダー全体に

恩恵が及ぶが、大変高度なものである。実施機関や JICA としてもディスバースメント管理

と紐づくため利用することが望ましいが、データの整合が十分でない場合の問題が懸念さ

れることに注意して検討することが必要である。 

 環境解析・管理：6D 
6D は LCC やエミッション削減への取り組みを解析利用するものであり、コストや時間、

リスクのような観点の効率および効果の観点とは別に、今後さらに重要で社会的に要請さ

れる活用である。 

 運用維持管理：7D 
7D は FM 利用にて、ODA スキームの O&M への適用は本体案件の次のプロジェクトフェー

ズとして十分に計画・調整を行って進める必要がある。これを ODA の対象とするかいかん
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にかかわらず、BIM データのアセットとしての価値が生かされるため、積極的に推進が検

討されるべきである。 

5-4-3 案件の BIM 活用条件に着目した類型分析 

案件の内容や BIM 実施環境を下記の活用条件の各チャレンジ要素としてとらえて分析し、それ

ぞれを指標にしてレーダーチャート分析することで、前述の難易度にかかる検討とは別の捉え方

が可能となる。 

表 5-5 BIM 活用条件 

ID BIM 活用条件 
チャレンジ指標 説明 

A BIM 実施環境の整備度 
（高いほど大きい評価値
とする） 

制度や人材条件が整っている国では標準的な案件の導入経験を得る。 
条件に困難がある国では必要な支援を検討してカバーできれば、ODA の切
実なニーズに対応することも可能である。 

B 技術チャレンジ BIM により技術的に高度なチャレンジを行う。5D 利用、高難度工事適用、
複雑設備とのインターフェース管理等。 

C 複雑管理チャレンジ BIM により案件管理的に複雑な複数契約やフェージング等の条件を持つ
チャレンジを行う。大規模都市鉄道案件等。 

D O&M への利用促進チャ
レンジ 

施工フェーズを通じて BIM アセットを形成する。さらにアセットの維持管
理への有効利用のノウハウと実績を作る。 

E 環境社会配慮上のチャレ
ンジ 

BIM により環境社会配慮等への対応をより高度化・有効化する。住民移転、
環境アセス、経年環境管理、廃棄物管理、CO2排出量管理等。 

F 技術協力プロジェクト等
のスキームの適用 

技術支援等の取り組み。A の実施環境が悪い実施国へ適用することにより、
A の値＝整備度を補完することが可能となる。 

出典：JICA 調査団 

上記を指標としてレーダーチャート化して地域やセクター等により案件を比較することで、下

記のような分析を行うことが可能となる。これにより BIM 導入ステップの検討をより具体的に行

うことができる。 

 大きなフットプリントほど難易度が高いので、案件のスコープや仕様について慎重に検討

する。 
 合理的な案件内容とすることで小さなフットプリントの案件となるよう検討する。 
 特定の指標が突出するなどの特徴を掴んで難易度を正確にとらえたうえで対応策を検討す

る。 
 難易度が高いほど遅延や予算の膨張、技術的なトラブルのリスクが潜在していることから

対応策を検討する。 

下図は大規模鉄道案件と標準建築案件の模擬的な想定評価値によるレーダーチャート比較例で

ある。 
複雑管理チャレンジ指標について考えると、大型鉄道案件のうち特定の駅についてのみ取り出

して検討すると、標準建築案件に近い形に分解をすることが可能となる場合がある。このように、

チャレンジ度の高い類型の案件や、突出や偏りの大きな案件は、それぞれの指標について分析し、

スコープやインターフェース、人員や工程、コストやリスクについて解きほぐし、全体を整理す

ることで導入が容易となる。また BIM 導入はそのような分析を検討するうえで有効な技術的な視

点を提供していることにも留意しておきたい。 



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

140 

 
出典：JICA 調査団 

図 5-4 BIM 活用条件チャレンジ指標によるレーダーチャート分析比較 

5-4-4 各セクターへの導入展開例の検討 

BIM の導入により効果が大きくなる事業とその特徴を分野ごとに表 5-6 に示す。しかし、既述

したようにこれらの事業においても実施国の制度や技術、環境等の様々なファクターによっても

差が生じるため、ODA 事業の展開方針とあわせて検討する事が必要である。 

表 5-6 BIM/CIM 導入をするべき事業の例とその特徴 
分野 事業スキーム 事業内容や規模 事業の特性 

建築 

【STEP 2】 
有償資金協力 
（フィリピン、インドネ
シア、ベトナム等） 

 高機能施設：病院、研究
施設 

 大規模施設：教育施設
等の建設事業 

 意匠、構造、電気機械設備の基本分野に、
事業規模や用途によって要求される特殊
構造や輻輳した設備の検討やその情報の
一元管理する必要のある事業 

 規模に関わらず、同じ内容の建物を複数の
場所に建設する必要のある事業 【STEP 0】 

無償資金協力 
（アフリカ、大洋州等） 

鉄道 

【STEP 1】 
有償資金協力 
（フィリピン、インドネ
シア、インド等） 

高速鉄道、都市高速鉄道の
建設事業 

線形、軌道、一般土木、橋梁、トンネル、駅舎、
鉄道システム等の多分野が含まれ、複数パッ
ケージによって実施する構成である事業 

空港 

【STEP 2】 
有償資金協力 
（東南アジア） 

旅客ターミナルビルや滑
走路、誘導路の建設事業 

滑走路、誘導路、エプロン、構内道路などの土
木工事での 3D 測量の活用、旅客・貨物ターミ
ナルビル、管制塔、上下水施設などの建築工
事で ICT(測量等)と BIM を組み合わせ、一元
管理する必要のある事業 

港湾 
【STEP 2】 
有償資金協力 
（インドネシア） 

港湾施設の拡張・拡幅事業
や改修事業、新港建設事業 

3D 測量データによる浚渫の管理や防波堤、護
岸、岸壁等の工事等に BIM 活用で一元管理す
る必要のある事業 

道路 

【STEP 2】 
有償資金協力 
（フィリピン、インドネ
シア、ベトナム） 

トンネルや橋梁、高架橋に
立体交差などが含まれる、
高速道路（都市部や都市
間）、や国道（パイパス道
路や郊外道路） 

GIS と 3D 測量を活用したルート検討や
BIM/CIMを使用し多様な構造物を複数建設す
る必要のある事業 

【STEP 0】 
無償資金協力 
（アフリカ等） 

出典：JICA 調査団 
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5-5 BIM 導入案件の工程 

有償および無償の BIM 活用案件について、標準的な事例を想定し、案件の要請段階から調査を

経て実施段階、さらに事後評価に至るまでの期間について、JICA をはじめとする日本側と被援助

国側による活動内容やマイルストーンについて検討し、工程表の形式で示す。 
この工程表では、BIM 活用案件を形成するための調査の仕様や、実施段階の投入および調達上

のドキュメントや BIM の技術上の関与の在り方等についても考慮した。 
特に JICA として BIM 活用案件の実施に当たり必要な体制等の確立、およびそのための検討の

段階についても提案として盛り込んで検討した。 
案件想定条件は、具体的な案件への適用が容易となるようなモデルとして機能するよう考慮し

た。 

 有償資金協力事業の想定条件 
 事業実施国： インドネシアを想定 
 実施国の特徴： BIM 導入制度の整備が既に進行している 

BIM 導入建築の設計および施工事例がある 
 事業内容： 建築、工期 18 か月、瑕疵担保期間 6 か月（法定） 
 発注形式： 設計施工分離方式 
 その他： 入札図書内容の JICA による確認を行うため ICB の適用を想定 

瑕疵担保期間を BIM 活用による維持管理トレーニングに利用 

 無償資金協力事業の想定条件 
 事業実施国： 無償対象国 
 実施国の特徴の想定：BIM 導入および維持管理への活用の意思がある 

コントラクターおよびサブコントラクターの BIM 活用施工能

力がある 
 事業内容： 建築、工期 18 か月、瑕疵担保期間 1 年 
 発注形式： 設計施工分離方式 
 その他： 瑕疵担保期間を BIM 活用による維持管理トレーニングに利用 

上記の想定条件をもとに、次ページにそれぞれの BIM 導入案件の工程の例を示す。 
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5-6 事業段階ごとの必要機材と技術者 

BIM/CIM 導入に必要な機器と技術者について表 5-9 に示す。また、機器の具体的な仕様やコス

トについては、別添資料 2-1 から別添資料 2-4 に示す。技術者については、事業規模や実施環境に

より役割もさらに細分化される事が考えられる。 

表 5-9 BIM/CIM 導入に必要な機器と技術者  

 必要業務 BIM/CIM 活用に 
必要な主要機器 必要技術者とその業務内容 

情報収集・ 
確認調査 

- BIM導入環境確

認 
- BIM導入方針検

討 

- 【BIM マネージャー】 
 BIM/CIM に関する状況（制度や技術、環境

等）の調査。 
 導入する目的や目標を事業スコープと併せ

て総合的に整理しする。 
 実装する範囲や内容の適性を分析し、導入計

画を立案する。 
協力準備 
調査 

- 測量 
- 概略設計（計画） 
- 合意形成 
- 積算 

-BIM ソフトウェア 

設計 
- 測量 
- 詳細設計 
- 積算 

- ワークステーション 
- BIM ソフトウェア 
- CDE ソフトウェア 
※必要に応じて構造、熱

流体、光環境、視覚など

の解析ソフトが必要で

ある。 

【BIM マネージャー】 
 BIM を実行する為に必要な運用プロセスや

ドキュメントをサポートする。 
 アカウントの管理やプロバイダ窓口。 

【BIM コーディネーター】 
 BIM データベースをまとめ、干渉や設計の調

整をする。 
 情報をプロジェクトチーム全体に伝達する。 

【BIM モデラー】 
 BEP に基いて、BIM モデルを作成・変更す

る。 

施工 

- 見積 
- 測量 
- 仮設計画 
- 施工図 
- 施工 
- データアップ

デート 

維持管理 
- 保守点検業務 
- 改修工事 
- 管理記録 

- BIM ソフトウェア 
- CDE ソフトウェア 
- ＦM ソフトウェア 

【維持管理者】 
 点検や修繕を BIM データに記録 
 管理者によるデータ管理 

※無償資金協力事業の協力準備調査で導入が必要な場合、設計と同様の機器や技術者が必要である。 

出典：JICA 調査団 

5-7 BIM/CIM 導入の具体的支援策 

ODA 事業において BIM/CIM 技術を導入する場合、実施機関を中心に実態にあわせた様々な支

援が考えられる。その中でも、事業と連携した形で実施する必要性がある支援策について、技術

面、制度面、運用面の視点から示す。 
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出典：JICA 調査団 

図 5-5 必要支援の確認フローチャート  

 

発注者（実施機関）の人材育成支援 

支援理由および課題 
実施機関の BIM 技術が乏しく、BIM を使用した ODA 案件業務の実施や管理などが難

しいと判断できる場合 

支援形態 技術協力プロジェクト（国/自治体/公益団体/コンサルタント等の専門家派遣） 

実施機関 有償・無償事業案件の実施機関 

直接受益対象者 有償・無償事業案件の実施機関の職員 

案件目標例 実務において BIM/CIM を使用した業務ができる 

支援目的例 

 BIM/CIM の技術や利活用の基礎知識教育 
 BIM/CIM による情報マネジメント能力支援 
 BIM/CIM ソフトウェアの操作技術の習得 
 BIM/CIM を使った実務組織体制の整備 
 DX 技術を使った行政サービスの実現支援 

 

BIM/CIM 技術者の人材育成支援（技術者訓練センター設立） 

支援理由および課題 
建設技術者の BIM 技術が乏しく、BIM を使用した建設業務の実施や管理などが難しい

と判断できる場合 

支援形態 
技術協力プロジェクト（産学官連携支援、公益団体/コンサルタント/印鑑 BIM 会社等

の専門家派遣） 

実施機関 独立した政府機関として法人格であるアカデミー支援組織等 

BIM/CIM技術導入の対象範囲および
内容の特定

効果的なBIM/CIM活用

BIM/CIM活用のための
制度設計支援

事業実施にあたり、
BIM/CIM技術者の育
成支援が必要である

事業実施にあたり、
実施国の制度整備

が必要である

実施機関は、BIMを

活用した維持管理を
実施する予定である

YES

NO

YES

NO

YES

NO

デジタル技術を活用した
インフラ維持管理システム支援

【無償資金協力の場合】
BIM/CIMデータやシステムを使用した
インフラ施設の維持管理能力の強化

E

D

C

発注者（実施機関）の人材育成支援

BIM/CIM技術者の人材育成支援B

A

A

B
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直接受益対象者 有償・無償事業案件の従事技術者および建設工事事業者の技術者等 

案件目標例 技術者が実務において BIM/CIM を使用した業務ができる 

支援目的例 

 人材育成の方針・制度の確立 
 育成制度の運営体制の確立 
 研修コースやそのカリキュラム整備やその更新 
 研修に必要な施設と機材整備 
 研修教材とマニュアル整備 
 BIM/CIM に関する技術開発機関としての機能 

 

BIM/CIM 活用のための制度設計支援 

支援理由および課題 
実施国の事業担当省庁や実施機関、および対象分野の BIM 活用のための制度整備が必

要であると判断できる場合 

支援形態 
技術協力プロジェクト（大学フェロー、産学官連携支援、日本または在外研修、国/公
益団体等の専門家派遣） 

実施機関 建設事業等の社会基盤の担当省庁等 

直接受益対象者 
担当省庁の職員や有償・無償事業案件の実施機関の技術者、建設関連機関の技術者お

よび建設工事事業者の技術者等 

案件目標例 BIM/CIM 技術を用いた公共事業の設計、入札、施工監理ができる 

支援目的例 

 建設工事における BIM/CIM 活用ガイドラインが整備される 
 BIM/CIM 技術をサプライできる産官学のアライアンスが整備される 
 BIM/CIM 技術を活用した調査・設計・施工監理のマネジメント能力が強化される 
 建設事業の許認可等の管理システムが改善される 
 BIM/CIM 技術の導入のための設備に対する支援がなされる 

 

デジタル技術を活用したインフラ維持管理システム支援 

支援理由および課題 
実施機関や運営管理機関において、維持管理のためのデジタル活用技術が必要である

と判断できる場合 

支援形態 
技術協力プロジェクト（産学官連携支援、日本または在外研修、自治体/公益団体/コン

サルタント等の専門家派遣） 

実施機関 有償・無償事業案件の実施機関や運営管理機関等 

直接受益対象者 有償・無償事業案件の実施機関や運営管理機関の技術者、建設工事事業者の技術者等 

案件目標例 
デジタル技術を活用したインフラ維持管理により、利用者の公共インフラへのアクセ

サビリティが向上する。 

支援目的例 

 インフラ整備及び維持管理に関わる現地の技術者が研修等を通し、デジタル技術を

活用したインフラ計画・設計、施工監理及び維持管理業務に必要な工学知識や情報

技術活用知識を習得する 
 デジタルによるインフラ維持管理マニュアルが整備される 
 インフラ改修工事における品質管理及び安全管理に関する基本的留意事項をまと

めた現場チェックリストが作成される 
 インフラ維持管理に関する適切な予算と運営を目的としたマネジメントシステム

が構築される 
 実施機関や運営管理機関によるデジタル技術を使用したインフラの維持管理に関

する実施方針が整備される 

 
  

C

D
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BIM/CIM データやシステムを使用したインフラ施設の維持管理能力の強化 

支援理由および課題 BIM を使用したインフラ施設の維持管理の技術が必要であると判断できる場合 

支援形態 ソフトコンポーネント 

実施機関 無償資金協力事業案件の実施機関 

直接受益対象者 無償資金協力事業案件の実施機関や運営管理機関の技術者等 

案件目標例 BIM/CIM データを用いたインフラ施設の維持管理ができる。 

支援目的例 

 インフラ施設の維持管理技術のワークショップやセミナー開催 
 BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理の実施体制の構築 
 BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理マニュアルの作成  
 BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理の計画立案 
 BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理の実施 

 
  

E
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第6章 DX 技術 

BIM/CIM 技術を活用した場合、業務に係わる部分において周辺デジタル技術との連携が可能で

ある可能性が高く、活用手法によっては更なる業務効率化や新たな業務手法の確立などが考えら

れる。そのため本章では、ODA 事業への活用可能性が高いと考えられる、自動翻訳及び協議記録

システム技術と衛星画像の解析技術を使った技術活用の有用性および可能性の検討を行う。 

6-1 DX 技術による業務効率化手法の検証 

6-1-1 自動議事録作成・翻訳への DX 技術の適用 

ODA 事業におけるコンサルタント業務では、その段階のいずれにおいても各種の協議や会議と

いったコミュニケーションそのものや問題分析、課題解決、合意形成の過程は、議事録の形で記

録を行うことが必要である。議事録は実施機関やコンサルタント、その他の関係者といった会議

参加者の異なる立場の目で見て確認を得て記録として残し、作成時点のほか後日の経緯の検証や

理解にも利用されるため重要である。 
議事録の主な目的は、会議等で議論された内容や決定事項、アクションアイテムを記録し、会

議の参会者や関係者などと共有することにあり、決定事項やアクションアイテムを明確にするこ

とで、会議参加者でなくとも、十分な閲覧を行うことで内容を確認することができる。しかし、

議事録作成および共有上の課題点として、1）作成時間がかかり共有までのタイムラグが発生する、

2）だれが何を言ったかを追いかけるのが難しい、3）何の話題がどのように収束したのか等のポ

イントが埋没しやすい、4）長時間の記録を閲覧する負担が大きい、といったものが挙げられる。

また、ODA 事業の特性として、英語話者のみではない会議や、英語が得意でないキーパーソンを

含む会議のような、多言語に対応すべき場面があり、翻訳についても課題が存在している。 
DX 技術において上記のような会議や協議を効率よく記録し共有や理解を促進することができ

れば、コミュニケーションの不足が大きな問題となりやすい ODA 事業のリスクを小さくし、裨益

効果を確実にするために価値がある。 
上記の観点から、議事録作成と翻訳について DX 技術の利用についての検討を行った。 

6-1-2 ODA 関連の議事録類の分類と分析 

議事録作成および翻訳に対する DX 技術利用を検討するにあたり、活用のターゲットとなる会

議を分析するため、ODA 事業に関連した議事録類の分類を行った。分類に当たっては、正式度と

公開度を分類の軸とした。正式度とは ODA 事業の実施過程で公式に取り扱われるものであるか

否かを意図している。また、公開度とは議事録が JICA や現地実施機関、コンサルタントといった

案件管理者、契約当事者内部でのみ閲覧するものであるか否かを意図している。この軸を基に、

ODA で取り扱われる議事録類の位置づけを四象限分類図で分析を行ったものを下図に示す。 
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出典：JICA 調査団 

図 6-1 ODA 事業関連議事録類の四象限分析 

正式度の高い書類であるほど、会議の場で話合われた内容から文脈を適切にくみ取り、決定事

項、伝達事項を正確に記述することが必須であり、議事録としての形式も定められたものに適切

に整える必要がある。反対に、正式度の低い書類では、議論のプロセスを記録するために発言者

の発言内容を時間軸に沿って記録していくだけでも効果的であり、議事録の形式は比較的自由に

選択できる。また、公開度の高い書類であるほど、関係者は多岐にわたり不特定多数に共有する

必要がある。また公開するためには正式度の低い場合でもある程度の正確性は求められる。公開

度の低い書類の場合は、限られた関係者の中で限定的な共有となる。 
上記での分類に対し、既存の議事録作成・翻訳サービスでカバー可能な領域を次節で検討する。 

6-1-3 自動議事録作成・翻訳サービス 

現在、議事録作成の自動化の需要は高く、日本国内だけでも数多くのサービスがリリースされ

ている。またビデオ会議システムそのものに文字起こしの機能を実装している場合もある。多岐

にわたるサービスから採用するものを選択する際に考慮すべき事項としては下記の要素が考えら

れる。 

 翻訳対応言語：発話言語の翻訳に対応している言語の種類 
 同時翻訳：発話言語を瞬時に翻訳、表示する機能の有無 
 話者識別：発話者別に発言を記録する機能の有無 
 録音・録画：会議の録音・録画機能の有無 
 要約機能：会議の発言から 
 共有機能：作成された議事録の共有方法 
 価格：活用用途に適したプランでの価格 

この観点に基づいて、既存の自動議事録作成・翻訳サービスを調査、整理した結果を下表に示す。 

正式度

公開度

高

低

低 高

契約書付属文書

計画関係ブレインストーミ
ング記録

案件方針討議

ヒアリング記録

ステークホルダー協議録

合意付属文書

技術協議議事録

住⺠説明会議事録

説明会議事録要旨

経緯を共有している関係者
X

自由な会議

プロジェクトの影響のおよぶ関係者
X

交流・意見聴取目的会議

プロジェクトの影響のおよぶ関係者
X

公式説明会議

プロジェクト管理・契約当事者
X

目的別公式会議・議事録
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上記の結果を踏まえ、前節で述べた四象限分布図に既存の自動議事録作成・翻訳サービスをプ

ロットした図を下記に示す。既存のサービスにおいては、文字起こしに優れたサービスが中心的

であり、議事録を要約するなど体裁を整える機能はほとんど見られない。また、作成された議事

録の共有については、ダウンロードのうえメール等で共有するか、もしくはサービスのシステム

上で共有するといった形態があるとなっており、不特定多数との共有というよりは関係者との共

有を想定したものとなっている。 
以上から、既存の議事録作成・翻訳サービスでは主にカテゴリ D に当たる議事録作成への活用

に適していると考えられる。 

 
出典：JICA 調査団 

図 6-2 自動議事録作成サービスによる議事録の位置づけ 

6-1-4 議事録作成・翻訳サービスのレビュー 

(1) レビューの目的 

議事録作成・翻訳サービスの ODA 事業での活用可能性を検証するため、サービスを実際に使用

し、レビューを行った。レビューでは、外国人との母国語同士による会議における、議事録作成・

翻訳サービスによる会話の円滑性、文字起こしの正確性、サービスの操作性、議事録作成の負担

軽減度合等を確認した。 

(2) レビューの内容・方法 

レビューに当たっては、外国人との母国語同士による会議に対する検証とするため、調査団の

コンサルタントの本社社員 3 名と同ハノイ事務所のベトナム人社員 3 名との母国語同士でのオン

ライン会議を実施した。 
レビューに用いたサービスについては、ODA 事業における活用という特性から、翻訳対応言語

の幅広さと同時翻訳の機能を有することを重要なポイントとして評価し、前節で列挙したサービ

スのうち、翻訳対応言語数が最も多く、外国人同士の双方の言語を同時翻訳可能な「Minutz」を採
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用した。また、会議に参加していない者も簡単に会議内容を確認できるよう会議の様子を録画し

動画データとして記録するため、オンライン会議には「Zoom」を採用し会議の録画を行った。 
議事録作成・翻訳サービスではある程度明瞭な発話により正確な文字起こしが可能であるとの

仮説を立て、検証 1）自然な口調での会話、検証 2）主語・述語・目的語が明確かつ短文での会話、

の 2 パターンに分けた原稿に沿って検証を行った。原稿は、将来的な実務での使用を見越し、下

記に示すように専門用語や固有名詞を交えた内容とした。 
会議後、評価シートを基にサービスに対する参加者による評価を実施した。 

検証 1：自然な口調での会話 

＜調査団＞ 
株式会社 ABC の（名前）です。この度は、議事録作成サービスのご提案をさせていただきたいと思
います。突然ですが、日々の議事録作成にお困りではないでしょうか？ 

＜ハノイ事務所＞ 
はい、困っています。議事録の作成では、重要な発言を聞き逃さないように、常に会話に注意を払っ
ておかなければならず、そのうえ並行してメモを取っていく必要があるため、担当者の負担が大き
いです。場合によっては音声を録音したうえで、何度も聞き直しながら書き起こしていく必要があ
るため、作成に非常に時間がかかります。 

＜調査団＞ 
その場合、会話内容を自動で文字に書き起こしができるサービスがあれば、会議中に常にメモを取
る必要がなくなり、担当者の負担が軽減されると思います。外国人の方と会議をする機会はござい
ますか？ 

＜ハノイ事務所＞ 
はい、あります。 

＜調査団＞ 
では、こちらの「ABC サービス」がお薦めです。「ABC サービス」では発言がリアルタイムで文字
に起こされるだけでなく、10 か国語への自動翻訳にも対応しており、海外の方との会議にも活用可
能です。 

＜ハノイ事務所＞ 
価格はいくらでしょうか？ 

＜調査団＞ 
スタンダードプランは月額 10000 円から利用可能です。ただし、毎月使用できる時間は 100 時間ま
でになります。ビジネスプランは月額 50000 円から利用可能で、使用時間に制限はございません。 

＜ハノイ事務所＞ 
セキュリティ対策はどのようになっていますか？ 

＜調査団＞ 
SSL を用いて通信を暗号化処理しており、情報セキュリティマネジメントシステムに関する国際規
格である ISO/IEC 27001 の認証を得ております。 
もしよろしければ、サービスのデモンストレーションを兼ねて、来週御社に伺って詳細なご説明を
したいと思いますが、いかがでしょうか？ 

＜ハノイ事務所＞ 
是非お願いします。来週の月曜日の午前中もしくは火曜日の 15 時以降であれば空いております。 

＜調査団＞ 
では来週の月曜日の午前 10 時に御社へお伺いさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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検証 2：主語・述語・目的語が明確かつ短文での会話 

＜調査団＞ 
私は株式会社 ABC の（名前）です。この度、私は議事録作成サービスの提案をしたいです。突然で
すが、あなたは日々の議事録作成に困ってないですか？ 

＜ハノイ事務所＞ 
はい、私は困っています。議事録の作成では、重要な発言を聞き逃さないように、担当者は常に会話
に注意を払っておく必要があります。そのうえ、担当者は並行してメモを取っていく必要がありま
す。そのため、担当者の負担が大きいです。場合によっては、担当者は音声を録音したうえで、何度
も聞き直しながら発言を書き起こしていく必要があります。そのため、議事録の作成は非常に時間
がかかります。 

＜調査団＞ 
その場合、会話内容を自動で文字に書き起こしができるサービスがあれば、担当者の負担が軽減さ
れると私は思います。なぜなら、担当者は会議中に常にメモを取る必要がなくなるためです。あな
たは外国人と会議をする機会はありますか？ 

＜ハノイ事務所＞ 
はい、私は外国人と会議をする機会があります。 

＜調査団＞ 
では、こちらの「ABC サービス」を私はお薦めします。「ABC サービス」では、発言がリアルタイ
ムで文字に起こされます。「ABC サービス」は 10 か国語への自動翻訳にも対応しております。「ABC
サービス」は海外の方との会議にも活用可能です。 

＜ハノイ事務所＞ 
「ABC サービス」の価格はいくらでしょうか？ 

＜調査団＞ 
スタンダードプランでは、あなたは月額 10000 円で「ABC サービス」を利用可能です。ただし、あ
なたが使用できるサービスの時間は毎月 100 時間までです。ビジネスプランでは、あなたは月額
50000 円で「ABC サービス」を利用可能です。あなたが使用できるサービスの時間に制限はござい
ません。 

＜ハノイ事務所＞ 
どのようにあなたはセキュリティ対策を行っていますか？ 

＜調査団＞ 
私たちは、SSL を用いて通信を暗号化処理しています。情報セキュリティマネジメントシステムに
関する国際規格である、ISO/IEC 27001 の認証を「ABC サービス」は得ています。 
もしよければ、サービスのデモンストレーションを兼ねて、来週私は御社に伺って「ABC サービス」
について詳細な説明をしたいです。 

＜ハノイ事務所＞ 
是非お願いします。来週の月曜日の午前中もしくは火曜日の 15 時以降であれば、私の予定は空いて
おります。 

＜調査団＞ 
では来週の月曜日の午前 10 時に私は御社を訪ねます。よろしくお願いいたします。 
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(3) レビューの様子 

今回使用した「Minutz」では、ホストがサービスのリンクを参加者に共有するだけで、参加者は

アカウント登録無しでゲストとしてサービスの利用が可能となる。ゲストとして参加した PC ご

とに話者識別が行われる。（利用可能なゲスト数はホストが契約しているプランによって変わる。） 
発言をする際に「音声認識」ボタンを押すことで、会話を文字起こし・翻訳ができ、その発言

は直ちに翻訳され、リアルタイムで発言言語および翻訳言語が表示される。なお、翻訳言語は複

数設定可能なため、会議に 3 か国語以上の話者がいる場合でも翻訳の対応が可能である。（検証

では日本語、ベトナム語、英語の 3 か国語を表示させた。） 
文字起こしされた結果を会議中に編集も可能であり、もし文字起こしの結果が誤っていた場合

は、修正して表示させることが可能である。 
なお、文字起こしおよび翻訳の結果は、発話者が分かる形で発言とその翻訳結果を時系列に並

べたデータとして、テキスト形式およびエクセル形式のファイルとして出力できる。 
実際に議事録作成・翻訳サービスを用いて会話を行った際の様子を下記に示す。 

 
出典：JICA 調査団 

図 6-3 議事録作成・翻訳サービスを使用しての会議の様子 
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(4) レビューの結果 

評価シートの結果を日本人社員、ベトナム人社員別に整理した表を下記に示す。日本人社員、

ベトナム人社員ともに検証 1、検証 2 に対しての評価に違いが無かったことから、自然な口調で

の会話と主語・述語・目的語が明確かつ短文での会話で文字起こしの精度の大きな違いがないこ

とが分かる。そのため、話者が発言の際に話の組み立て方を工夫する必要はないと言える。 
日本人社員とベトナム人社員の評価結果を比較すると、母国語の文字起こしの精度の結果に大

きな違いがみられた。日本語の文字起こしは正確さに高い評価がなされている一方、ベトナム語

の文字起こしでは正確さに低い評価が与えられている。本サービスが日本企業の提供している

サービスであるため、日本語と比較して外国語は正確性に劣る可能性がある。また、ベトナム語

は 6 つの声調に 12 の母音があるなど、発音が日本語より複雑であることも影響していると考えら

れる。ただ、翻訳内容については日本人社員、ベトナム人社員ともに「まあ理解できた」とする

評価が多いことから、母国語の文字起こしに多少問題があった場合でも、翻訳内容から発言の主

旨を推測して会話をすることができると考えられる。 

また、サービスの操作性については、「あまり使いやすくない」といった評価が目立った。理

由として、発話の際に「音声認識」ボタンを押すことや、参加者全員がサービスの画面を起動お

よび操作する必要があること等が挙げられている。操作性の指摘については使用を重ねることで

解決される可能性があるが、初めてサービスを利用する参加者がいる場合は操作説明が必要にな

るため、その点は課題として挙げられる。 
さらに、今後の翻訳サービスとしての活用については全参加者から積極的な意見が寄せられた

ことから、総合的に自動翻訳サービスへの需要の高さがうかがえる結果となった。 

表 6-2 評価シートの結果（日本人社員からの意見） 

検証 1：自然な口調での会話 

1.文字起こしの精度（日本語）についてどう感じましたか？ 

非常に正確 2 まあ正確 1 あまり正確でない 0 全く正確でない 0 

2.翻訳内容（越→日）についてどう感じましたか？ 

ほとんど理解できた 0 まあ理解できた 3 あまり理解できなかった 0 全く理解できなかった 0 

検証 2：主語・述語・目的語が明確かつ短文での会話 

3.文字起こしの精度（日本語）についてどう感じましたか？ 

非常に正確 2 まあ正確 1 あまり正確でない 0 全く正確でない 0 

4.翻訳内容（越→日）についてどう感じましたか？ 

ほとんど理解できた 0 まあ理解できた 3 あまり理解できなかった 0 全く理解できなかった 0 

共通質問 

5.サービスの操作性についてどう感じましたか？  

非常に使いやすい 0 まあ使いやすい 1 あまり使いやすくない 2 全く使いやすくない 0 

6.今後翻訳サービスとして活用したいと思いましたか？ 

はい 3 いいえ 0   

出典：JICA 調査団 
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表 6-3 評価シートの結果（ベトナム人社員からの意見） 

検証 1：自然な口調での会話 

1.文字起こしの精度（ベトナム語）についてどう感じましたか？ 

非常に正確 0 まあ正確 1 あまり正確でない 2 全く正確でない 0 

2.翻訳内容（日→越）についてどう感じましたか？ 

ほとんど理解できた 0 まあ理解できた 2 あまり理解できなかった 1 全く理解できなかった 0 

検証 2：主語・述語・目的語が明確かつ短文での会話 

3.文字起こしの精度（ベトナム語）についてどう感じましたか？ 

非常に正確 0 まあ正確 1 あまり正確でない 2 全く正確でない 0 

4.翻訳内容（日→越）についてどう感じましたか？ 

ほとんど理解できた 0 まあ理解できた 2 あまり理解できなかった 1 全く理解できなかった 0 

共通質問 

5.サービスの操作性についてどう感じましたか？  

非常に使いやすい 0 まあ使いやすい 1 あまり使いやすくない 2 全く使いやすくない 0 

6.今後翻訳サービスとして活用したいと思いましたか？ 

はい 3 いいえ 0   

出典：JICA 調査団 

また、議事録作成の負担軽減度合については、文字起こしの結果がそのままファイルで出力さ

れることから、その正確性に依存する。精度の高い文字起こし結果が得られる場合は、会議中に

メモを取る負担が軽減でき、また、会議後は時系列で出力された結果から議事録として残すべき

部分を取捨選択し要点をまとめることで、議事録作成にかかる時間を短縮することが期待できる。

本レビューでは日本語の文字起こしは正確性が高かったことから、会議中にメモを取る必要がほ

とんどなく、出力ファイルから会議の要点を抜き出すことができた。ただ、外国語の議事録作成

が必要な場合、外国語の文字起こしおよび翻訳結果の正確性が分からないことから、相手国側に

よる作成が必要となる。また、英語等の共通言語がない場合は、お互いの母国語での議事録の整

合をどのように図るかが課題となる。 

6-1-5 まとめと提言 

本調査を通じ、ODA 事業に自動議事録作成・翻訳サービスを活用する場合、下記のような効果

と課題が挙げられる。 

表 6-4 ODA 事業における自動議事録作成・翻訳サービス活用の効果と課題 

効果 課題 

 会議中におけるメモ取りの負担が軽減される 
 会議後に母国語の議事録の最終化の時間を短縮で

きる 
 母国語同士での会議の実施が可能となる 

 サービスによっては参加者がサービスの操作の仕

方を知る必要がある 
 外国語の文字起こしの精度が低い場合がある 
 外国語での議事録作成は文字起こしや翻訳結果の

精度が分からないため難しい 

出典：JICA 調査団 
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自動議事録作成・翻訳サービスでは、議事録作成の負担を軽減できるだけでなく、母国語同士

で会議を実施できることで、ODA 事業で直面する多言語に対応すべき場面で、会議進行の円滑化

が期待できる。 
一方、外国語の議事録作成には、相手国側での作成が必要となり、日本語の議事録との整合を

図ることに課題が残る。ただ、議事録が参考書類として扱われる正式度や公開度の高くない会議

の領域に対しては、自動議事録作成サービスを利用すればその効果を十分に発揮できる。 
また、自動議事録作成・翻訳サービスは ODA 事業にとどまらず、民間事業でも利用価値が高

い。例えば、これまで言語の壁で海外でのビジネスチャンスをつかめなかった日本の中小企業の

海外での事業展開の支援ツールとしても、自動議事録作成・翻訳サービスは活用可能である。 
さらに、近い将来のコミュニケーションに関する DX 技術の展望としてメタバースがある。メ

タバースとは、コンピュータネットワークの中に構築された仮想空間や、その中でさまざまな活

動、サービスが行える技術のことである。例えば、仮想空間における会議室にアバターで参加し、

そこで仮想のモニター画面やホワイトボードを共有しながら会議を行うことができる。Meta社（旧

Facebook 社）はすでに一部サービスを開始しており、技術的には成長途中ではあるが使用目的に

よっては実用水準に近づいている。今後、ユーザー体験の向上およびデバイスの改善・多様化を

通して、現在のウェブ会議はメタバース会議へ移行すると考えられる。同じ空間を共有している

感覚を視覚的に得られるため、通常のウェブ会議よりも対面会議に近い感覚で関係構築の向上が

図れると考えられる。このメタバースの技術と組み合わせる形で DX 技術も進歩しており、リア

ルタイム翻訳技術などが発展した場合、拡張機能としてメタバース会議での自動翻訳が実現する

ことが期待できる。ODA 事業でいえば、メタバース空間で現地に渡航せずともカウンターパート

との関係を構築しながら業務を進められる将来も考えられる。 

6-2 SAR 衛星解析技術の応用 

6-2-1 SAR 衛星データおよび解析技術の ODA への適用に関する基礎研究 

本稿では SAR 衛星データの解析技術の内容、小型 SAR 衛星コンステレーション計画について

取りまとめた。また特に測量データを活用した SAR 衛星データの精度の確保について確認すると

ともに、ODA 開発課題と SAR 衛星データ導入モデルの検討を行った。導入モデル検討では、マ

ニラ首都圏地下鉄の工事施工監理段階への適用プロジェクトの提案を行い、プロジェクトデザイ

ンマトリックスの案と投入 MM 等について記載した。 

6-2-2 SAR 衛星データの解析技術と小型 SAR 衛星コンステレーション計画の台頭  

(1) SAR 衛星データの解析技術 

1) SAR 衛星の歴史 

地球観測を目的とした世界初の SAR 衛星は、米航空宇宙局（NASA）がアポロ 17 号の 6 年後

の 1978 年に打ち上げた「SEASAT」衛星である。日本では当時 1970 年代末から旧：通商産業省

（現：経済産業省）が宇宙資源探査という名目で、衛星搭載 SARの研究開発を積極的に推進し

た。その最初の成果が 1992 年 2 月に打ち上げられた日本初の SAR 衛星「ふよう 1 号」である。 
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2) SAR 衛星データの特徴 

① 概要 

光学衛星に搭載される光学センサーは、太陽光が対象物に当たり、反射した光を検出し画像

化する。高解像度での観測が可能だが、悪天候時や夜間に観測することができない。SAR 衛星

では光学センサーで観測できない部分を合成開口レーダ(SAR: Synthetic Aperture Radar)で観測す

る。SAR は自ら電波を対照物に向けて発射し、反射した電波を検出し画像化するものである。

時間や天候の影響を受けずに地球全体 100%のデータを収集することが可能である。 

 
出典：宙畑 https://sorabatake.jp/3364/ 

図 6-4 SAR 衛星の原理・特徴 

② SAR 衛星別の観測周波数の違いとデータの入手のしやすさ 

現在 SAR 衛星で観測に用いられる電波の波長は、主要なものとして L、C、X バンドがある。 

L バンド 

様々な用途目的のために活用されている周波数帯である。実態として同じ場所を年 4 回しか

データ取得できない。これは個別プロジェクトのためのデータ入手の優先度が低いことが理由

である。以前は、政府系が保有する衛星からのデータをその代理店（Pasco 社等）経由で入手せ

ざるをえない状況で、データ入手ができる時期及びデータ入手にかかる事務手続きの時間が数

週間程度となっていた。現状では手続き時間は短縮されつつあるが、他の周波数帯と比べてデー

タ取得の容易性は低い。 
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C バンド 

現在国際的に広く活用されている周波数帯である。約 12 日に 1 回データ取得が可能である。

無償で提供・公開されている EU のデータであればだれでもアクセスでき観測翌日に入手でき

る。 

X バンド 

近年各国各社の衛星打ち上げがなされ開発が盛んにおこなわれている周波数帯である。本邦

Synspective 社のケースであれば、小型 SAR 衛星コンステレーションにより 2023 年度末時点を

目安として 1 日 1 回以上のデータ取得が可能となる。衛星を保有する衛星事業者から直接購入

でき、事務手続きも数日程度となっている。 

③ SAR 衛星から発射される電波の周波数特性と植生の透過性の関係 

最も周波数の長い L バンドは、電波が木の葉や枝、草を通過するため、幹や地表面に近いと

ころの様子が分かり、広い範囲の地殻変動などを観測するのに向いている。C バンドでは電波

は枝で反射される。最も短い X バンドは電波が木の葉や草で反射されるため、L バンドや C バ

ンドと比較して細かいものを見るのに適している。L バンドでは植生を通過する電波が地形で

反射することにより地形情報を読み取ることができる場合もある。（山間部で森林があるケース

等）周波数の特性として X バンドや C バンドでは、植生があると電波反射が発生するため、地

形の情報が読み取ることが難しい。 

 
出典：宙畑（https://sorabatake.jp/3364/） 

図 6-5 SAR 周波数と見えるもの 

④ 波長特性による測定可能な変動量の細かさの違い 

上述のとおり電波を衛星から地球に向けて照射し、その跳ね返りを衛星でとらえることで計

測するが、周波数の異なる電波では、その波長が異なるため、周波数によって計測できる変動

量に差がある。高周波数帯の電波（X バンド）では、細かい変動量が計測できるが、変動量が

計測できるレンジが狭い。低い周波数の電波（L バンド）では細かい変動量の計測が難しいが、

変動量が計測できるレンジが広い。 
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⑤ 波長特性による使い分け 

上述の通り周波数の違いによって入手までにかかる時間と手間に差がある。また波長が短い

電波ほど分解能は高くなるが他方で植生の影響を受ける。 
本邦の SAR 衛星である ALOS-2、後継機 ALOS-4 ともに L バンドであり、高い分解能を目的

として C バンドまたは X バンドの衛星データ活用する場合であれば現状としては欧米系の衛星

データの活用を中心に想定することとなる。 

⑥ InSAR（Interferometric SAR、干渉 SAR） 

SAR 衛星が同じ軌道を周回し同じ場所を複数時点で観測することで測定対象の時間変化（差

分の高さ）を計測することが可能となる。この InSAR 解析技術を活用し、地盤の沈下・地殻変

動・建物高さの変化等を把握することが可能となる。本稿ではSAR衛星データ活用のうち InSAR
解析を想定する。 
なお SAR 衛星データ活用では、InSAR 以外の解析の手法として、二時期の SAR 画像を用い

て、強度情報が大きく変化した箇所を抽出する変化抽出解析がある。建造物の新築･撤去及び被

災前後における洪水エリアの検出などに有効である。 

InSAR 解析での PS 点の定義（Persistent Scatterer） 

複数時点の SAR 画像を重ね合わせた際に、安定してデータを抽出できる計測可能な反射点を

PS 点と呼ぶ。PS 点はデータ作成の際にその場所を選択できる性質はない。SAR を用いた解析

を行う際に、複数のパラメータ（時系列的なレーダーの安定性等）を加味し、面的に代表して

一番安定してデータが担保できる点が抽出されるものである｡PS 点は不規則に点在し、結果と

してメッシュ状に結果のデータ群が形成される。X バンドの例としておよそ正方形 1m メッシュ

で 1 点が抽出される。 

⑦ 衛星の位置の補正 

上記の 2 つの方法で、衛星の位置補正と得られるデータの位置の正確性の担保が行われてい

る。衛星位置のずれから来る測定誤差は 1 ピクセル未満（分解能 20m の場合、20m 未満）となっ

ている。 

衛星位置情報の取得による衛星の位置合わせ 

SAR 衛星は地球上約 500km の決められた軌道を周回しているが、厳密に同じ位置ではなく軌

道±500m チューブ（ALOS-2 の場合）を飛行しており、自らの位置情報を取得・記録する機能が

備わっている。この軌道情報より、大まかな水平位置を把握した上で画像の強度情報を用いて

サブピクセルレベルの細かい位置合わせを解析前に実施している。 

InSAR 解析での PS 点による衛星の位置合わせ 

InSAR 解析では複数時点の SAR 画像を重ね合わせ PS 点を得て解析を行う。時系列で定常的

に十分強い散乱を返すターゲット（Persistent Scatterer: PS 点）を解析に用いることで大気による

誤差やノイズの影響を低減して垂直方向の精度を従来手法より改善している。具体的には C バ

ンドの場合 200km 四方程度の大きさの中を秒速 7km 程度の速さで計 40,000×50,000 個程度の電

波を照射しその跳ね返りをキャッチしてデータ取得することで衛星位置の補正に寄与する。 
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InSAR 解析でのデータ活用に耐えうる品質を持つ SAR 衛星データの入手の周期 

X バンドの場合、地球の外周を飛行している小型 SAR 衛星は約 2 週間の周期で観測対象地点

周辺に飛来する。他方、InSAR 解析では原理的に全く同じ周回軌道にて測定・観測された SAR
衛星データが求められる。このため、InSAR 解析で活用に使用できない周回が発生する。現実的

には、InSAR 解析に活用できる SAR 衛星データの入手は衛星自体のターゲット周辺に飛来する

周期よりも長期となり、約 2週間に 1回の衛星の飛来に対して約 1か月に 1回程度が目安である。 
他方、後述する内閣府アンカーテナンシー構想や、本邦をはじめとする諸外国各企業の衛星

打ち上げによるコンステレーション確立により、データ入手周期の短縮実現性は高い。 

ISO における現地測量データと InSAR 等衛星データ併用の推奨 

現地測量では任意指定する位置での測量データを取得する。他方で、InSAR 等衛星データで

はエリアを代表するデータを取得する。それぞれのデータの性質が異なり担保しあえる関係に

あるため併用が勧められている。 
具体的には、ISO18674-1：2015（地盤モニタリングの標準化を専門とし、地盤、地面と相互作

用する構造物、地盤工学的充填物、及び地盤工学的工事の性能モニタリングに関する一般規則

を規定する）において、測量方法として衛星を用いることの必要性が明記されている。 
また ISO TC 182/WG2（国際標準化機構のうち建築及び土木工学分野における地盤工学的側面

の標準化を目的とし地盤工学におけるモニタリングに関する活動を行うワーキンググループ）

においても、InSAR と既存の水準測量及び電子基準点網による測量との併用が推奨されている。 

環境省マニュアル 

本邦環境省では地盤沈

下観測等における衛星活

用マニュアルとして 2017
年に発行されたものがあ

る。このマニュアルは地

盤沈下監視に取り組む地

方公共団体の実務担当者

を対象として記述されて

いる。第 1 章では、地盤沈

下監視を行う上で、衛星

データがどのように活用

できるかなどの基本的な

内容をはじめ、衛星デー

タの活用方法、地盤沈下

観測業務の手順を概説し

ている。第 2 章では、衛星

データを活用した地盤沈

下観測業務の手順に沿

い、作業項目ごとの技術
出典：環境省地盤沈下観測等における衛星活用マニュアル 

図 6-6 環境省マニュアル概要 
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的な内容について説明している。第 3 章では、環境省がこれまで地盤沈下監視への適用に関し

て検討を行ってきた陸域観測技術衛星「だいち」(ALOS)及び「だいち 2 号」(ALOS-2)での解析

結果等を例示している。また、海外の衛星を利用した場合の解析事例や、地盤沈下に限らず衛

星データが様々な分野で利用可能である事例などについても示している。 

(2) 小型 SAR 衛星を活用したコンステレーション構想 

1) 打ち上げ計画 

世界では衛星コンステレーションと呼ばれる多数の衛星を互いに連携・協調させた運用体制

を構築させる動きがある。2021 年 12 月には、日本政府も災害時の被災状況の迅速な把握など

を可能とする、我が国独自の小型 SAR 衛星コンステレーションを 2025 年までに構築すること

を目指すことを示した。 

2) 提供されるサービスとその解析の広がり、小型 SAR 衛星コンステレーションの普及 

コンステレーション構築のための超小型衛星は従来型衛星に比べ、1 基あたりの製造速度（数

年→数か月）及び製造コスト（数百億円→数億円～数千万円）にすぐれている。現在、日本国

をはじめ事業拡大が進められている小型 SAR 衛星によるコンステレーションの普及により、日

単位、時間単位での観測・解析が実現することで、これまで実現ができなかった人災や自然災

害の危険予測技術の高度化や、インフラ現況把握や原因発見などの迅速化によるメンテナンス

技術の高度化等にも貢献でき、従来の地上踏査やセンサーなどの地上データやドローン・航空

機・ヘリコプター等のデータに加えて、宇宙からのデータが平常時及び非常時の新たな付加価

値としての利活用が可能になる。 

3) 小型 SAR 衛星コンステレーションにおける他国や各社の活動 

小型 SAR 衛星コンステレーションの実現は、日本国のみならず、欧米各国においても目指し

ている。既に 1 機以上の小型 SAR 衛星を開発・運用している他国企業として、米国 Capella Space
社や米国 Umbra 社、フィンランド国 Iceye 社、中国 Spacety 社などがあり、今後各国における小

型 SAR 衛星によるコンステレーションの利活用が急速に進むことが考えられる。 

4) 本邦内閣府によるアンカーテナンシー構想 

Synspective 社は、2021 年 2 月に民間企業として日本で初めての 100kg 級小型 SAR 衛星 StirX-
α(Synspective 社が開発・運用、X バンド)も撮像に成功した。2020 年代での 30 機コンステレー

ションの構築を目指し、2022 年に新たに 2 機を打ち上げ、2023 年には 6 機体制を実現させ、こ

れにより全世界どこでも 1 日１回以上の観測が可能となることを目指している。Synspective 社

の衛星機数と撮像頻度の展開スケジュールを図 6-7 に示す。 
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出典 Synspective 社 

図 6-7 Synspective 社の衛星機数と撮像頻度の展開スケジュール 

QPS 研究所は従来の合成開口レーダ（Synthetic Aperture Radar：SAR）衛星の 20 分の 1 の質

量、100 分の 1 のコストで 100kg 級の高精細小型 SAR 衛星を開発し、夜間や天候不良時でも高

分解能で高画質に観測できるという SAR 画像を提供している。今後は衛星を毎年複数機打ち上

げ、2025 年以降を目標に 36 機の小型 SAR 衛星のコンステレーションを構築し、平均 10 分ご

との準リアルタイム地上観測データサービスの提供を目指す。 
小型 SAR 衛星打ち上げ及びデータ活用に関して、本邦企業では Synspective 社と QPS 研究所

の 2 社が業務を行っているのみである。いつまでも国内の必要なデータ等をフィンランド等の

他国の業者の衛星データを使わないとならないという問題を解決し、国内官需主導で小型 SAR
衛星活用のマーケットを安定化させてその後民需につなげるために、内閣府主導でアンカーテ

ナンシーに関する予算措置が行われているものである。 
このアンカーテナンシーは「民間の産業活動において政府が一定の調達を補償することによ

り、産業基盤の安定等を図ること」とし、日本の公共調達では例を見ない、新たな取り組みと

なっている。 
内閣府としては海外で行われているような純粋なアンカーテナンシーとまではいかないなり

にも、民間の衛星産業の初動を国内から支援する委託業務として予算取りを行うものである。 
この中で、小型 SAR 衛星データ利活用促進は国需、外需をターゲットとし、さらに国需、外

需も含めた民需の展開が想定されている。民間の衛星事業は国内官需要が売り上げの約半分、

そして民需、外需で事業展開することを想定している。 
外需を取り込む点で、本邦 ODA 事業における小型 SAR 衛星データ活用に関する取組のきっ

かけとすることに非常に大きな意味があり、この点は JICA における小型 SAR 衛星データ活用

を ODA で推進するべきインセンティブになりうる。さらに ODA 事業での小型 SAR 衛星デー

タ活用を基盤として、本邦民間衛星産業での海外のニーズ等を取り込みサービスモデル作りに

つなげることが非常に重要である。これらの取組を通じ JICA から現地政府側への案件提案に
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も活用でき、他ドナーとの差別化にもつながるものと推察する。他ドナーとの差別化に向けた

活用については後述する。 

(3) 測量データと衛星データの精度比較検証 

現地測量データと衛星データを比較することはそもそも難しい。上述の通り現地測量では任意

指定する位置での測量データを取得し、他方 InSAR 等衛星でのデータではエリアを代表するデー

タが得られるという違いがある。精度検証として比較検討する場合、現地測量点の周辺半径を任

意に設定（例 20m 半径）し、その円の中で得られる衛星データを複数活用することで精度比較検

証を行っている。 

1) 本邦の精度比較検証の結果の事例 

本邦の精度比較検証の結果の事例として、C バンド SAR 衛星の場合、関西国際空港での現地

測量結果との比較で、鉛直方向の RMSE±4mm の誤差が確認されている。1 級水準測量のような

「精度担保」を SAR 衛星単体で実現するには現時点では至っていない。水準測量との比較と補

正は、精度検証目的とより確実性が高いデータを整えるために行うものである。 

2) 水準測量を行うデータ補正の流れ 

水準測量を SAR 衛星データ取得前に行い、SAR 衛星で測定し、その後の段階で再度水準測量

を行い補正を行うこととなる。データ補正を行う場合には SAR 衛星データの信用が測定時にタ

イムリーに担保されないという懸念がある。 

3) 諸外国における現地測量のデータ蓄積が本邦と比べて整備されていないケース 

本邦では日本全国の現地測量が網目状に実施され、測定結果が整備・更新されている。上述

の誤差範囲の結果は本邦の関西国際空港での現地測量地点が密に配置されているため得られて

いるもので、測定対象とするエリアで同様の SAR 衛星データの高い精度を確保するためには、

広範囲において現地測量を実施する必要がある。特に発展途上国において、現地測量の精度が

低い場合や測量そのものが頻繁に実施できずその経年的なデータ蓄積がなされていない場合が

ある。SAR 衛星データは国境を越えてそのデータ取得は可能となる点で有利であるが、諸外国

現地での円借款によるインフラ開発等に適用できるような SAR 衛星データの精度を確保する

ためには、改めて現地測量を実施もしくはその品質確認を行い、相手国政府が保持する現地測

量データの精度確保についても検討する必要がある。 

(4) 測量データを活用した SAR 衛星データの精度の確保の流れ 

1) 基準点網（水準網）の構築 

現地測量を実施して、インフラ開発エリア（例：対象となる鉄道路線のアライメント全長）

にかかるように基準点網（水準網）を構築する（1 級水準測量のレベル）。また、定期的に「既

設水準点の点検測量」を実施する（3 級水準測量のレベル）。初期整備（水準網の構築）には多

大な費用が掛かるが、同一点からのデータ検証が図れ、検証結果の信頼性は高くなる。1 級水準

測量、3 級水準測量の観測において、水準点及び固定点によって区分された区間の往復観測値の

較差の許容範囲はそれぞれ 2.5mm √S、10mm√S（S は観測距離（片道、km 単位））である。 
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2) SAR 衛星データの取得、解析 

SAR 衛星データを取得し解析を行う。 

3) SAR 衛星データの精度検証 

上記 1）の水準網の測量データを使って SAR 衛星データの精度を検証する。水準測量による

精度検証に加えて、巡回監視と合わせて実施することで、SAR 衛星データに複合技術を組み合

わせ、より高い精度管理を目指す。 

(5) SAR 衛星運用の展開状況 

1) 海外での展開状況 

海外では欧州連合（EU）とヨーロッパ宇宙機関(ESA)の地球観測プログラム「コペルニクス計

画」による Sentinel-1A / Sentinel-1B（C バンド）やドイツ宇宙機関との官民連携で開発・運用さ

れる TerraSAR-X 衛星/TanDEM-X 衛星（X バンド）、イタリア宇宙機関（ASI）とイタリア防衛

省（MOD）による COSMO-SkyMed 衛星（X バンド）などが運用されている。 

    
出典：宙畑 https://sorabatake.jp/12936/, https://sorabatake.jp/3364/, 

図 6-8 コペルニクス計画及び TerraSAR-X 衛星/TanDEM-X 衛星 

2) 日本での展開状況 

日本では 2014 年 5 月に打ち上げられた ALOS-2(L バンド)が、日本国内及び世界各国の災害

監視などに伴う緊急観測・データ提供を行っており、2022 年以降に後継機 ALOS-4(L バンド)の
打上げも予定されている。 
本邦企業の Synspective 社は、2021 年 2 月に民間企業として日本で初めての 100kg 級小型 SAR

衛星 StirX-α(Synspective 社が開発・運用、X バンド)での撮像に成功した。 
同本邦企業 QPS 研究所は 2019 年 12 月に初号機の打ち上げを成功させている。また 2 号機を

用いて 2021 年 3 月に撮像に成功した。 

(6) SAR 衛星データを活用した解析事例 

1) 被災状況把握やインフラ管理、地球規模課題(森林)等での普及 

SAR 衛星データを活用した解析事例には、地震・地形変動や火山活動、森林火災、洪水、土

砂崩れ、斜面崩壊、地盤沈下、タンカー事故による油流出汚染などの防災分野をはじめとして、

盛土管理や施工管理などの建設分野、都市化や薪炭材、輸出木材目的の森林伐採、森林・草地

の変化、農地·草地·森林の生産力・成長量などの土地利用分野、波浪や海上風、沿岸流および海
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氷などの海洋ダイナミクスの把握など、幅広い分野で活用されている。上述の通り本稿では主

として InSAR 解析を対象として検討する。 

2) 日本での事例 

① 現地水準測量との併用による InSAR 衛星データ活用の事例 

本邦における都市内を通過する大規模インフラ工事の一つである東京外かく環状道路工事に

おいて、InSAR 衛星データ活用が計画されている。 
東京外かく環状道路の本線トンネルは、市街化された地域の大深度地下を国内最大級のシー

ルド機で延長約 16 km を掘削して構築するものである。本線トンネル（南行） 東名北工事は、

東名立坑より発進し、井の頭通りまで約 9.2km の南行トンネルを構築する工事である。国内最

大級の口径口径かつ長距離のシールド工事である。このトンネル工事において、2020 年 10 月

に東名側本線シールド（南行）工事現場の東京都調布市東つつじヶ丘 2 丁目付近シールドトン

ネル直上地表部において 5m×3m 程度、地中部において 6m×5m 程度、深さは約 5m 程度と推

定される地表面陥没等が発生した。 
2021 年に有識者委員会が合計 7 回行われ、その報告書の中で、再発防止策、地域の安全・安

心を高める取組について、SAR 衛星データ活用がうたわれている。その取組において、地表面

変状の把握について、水準測量とあわせて実施すること、また周辺地域の巡回も行われること

となっている。 
同じく本邦での代表的な大規模インフラ工事であるリニア新幹線トンネル工事（施工中）に

おいて、こちらも、上記の東京外かく環状道路の陥没事故を踏まえる形で、工事の安全を確認

する仕組みのうちの一つとして、水準測量、巡回監視と合わせて、衛星データを活用し地表面

での影響を面的かつ時系列的に確認することとなっている。 

   
出典：東海旅客鉄道ホームページ 

https://company.jr-central.co.jp/chuoshinkansen/urban_shield-tunnel/description/ 

図 6-9 シールドトンネルにおける安全・安心等の取組みに関する説明 

6-2-3 ODA 開発分野と開発課題、導入モデルの検討 

小型 SAR 衛星データ利用と解析技術を ODA 事業へ位置づけるにあたり、小型 SAR 衛星データ

活用の成功事例等を踏まえて ODA モデルプロジェクトを想定し、小型 SAR 衛星データ利用の導

入とその展開について検討した。次節の工事施工監理段階への適用プロジェクトの提案では、導
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入モデルの検討として、JICA で認識するスコープ、スキーム、TOR、費用、事業フェーズ等に明

確に位置付けられる情報を伴った提案として示した。その際、先方政府や人材・技術リソースの

分担の在り方もイメージできるよう可能な限り明示することとした。 

(1) ODA 開発分野における SAR 衛星データ活用 

1) 事業評価における衛星・GIS データ活用 

JICA 評価部では、事業評価において、対外的に説明しうる定量的効果の確認や客観的なエビ

デンスを得るための重要な情報資源として、衛星データを中心とする宇宙・地理空間情報（以

下「衛星データ」）の活用推進50を行っている。2017 年度より、複数の事業の事後評価において

同データの試行的活用を実施しており、今後も積極的に活用していく方針となっている。以下

活用事例においてどのような衛星データが活用されているかを確認した。この他、Google earth 
Engine での入手可能データ（夜間光）の整理もなされている。 

① （事後評価案件）インド／ラジャスタン州小規模灌漑改善事業（有償） 

広域での作付データ把握で JAXA の衛星データを活用したものである。仕様用途（耕作回数

の変化の広域把握）から光学衛星のデータ活用である。 

② （事後評価案件）ラオス／国道九号線（メコン地域東西経済回廊）整備計画（無償） 

アメリカの気象衛星の夜間光データを発展経済指標として活用したものである。 

③ （事後評価案件）ミャンマー／バゴー地域西部灌漑農業収益向上プロジェクト（技協）（衛

星データ分析） 

雲天時が多いエリアで、広域の作付面積及び作付け回数把握、作付け作物の分析に光学衛星

画像と SAR 衛星データと併用している。（ただし JAXA の PARSAR-2、L バンドを使用） 

2) その他 SAR 衛星データ活用の案件事例 

JICA で実施の案件では、SAR 衛星データ活用事例のうち、L バンドを活用する事例は森林伐

採監視等の目的での活用がなされている。例としては「アマゾン環境保全･環境犯罪防止のため

の ALOS 衛星画像の利用プロジェクト」等が挙げられる。他方、X バンドや C バンド S バン

ドでは、雨量データ把握のセンサー事例は豊富にあるものの同バンドの衛星データ活用事例は

ないものと思われる。 

(2) 小型 SAR 衛星データ解析技術の ODA への導入モデル検討 

上述の SAR 衛星データ活用技術や先行事例等を踏まえ、小型 SAR 衛星データ活用の ODA への

導入について検討し、下記の 4 つのモデル分類し整理した。あわせて SAR 衛星データ活用促進に

おける障害要素と対応方針について述べる。 

                                                        
50 https://www.jica.go.jp/activities/evaluation/gis/index.html 
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1) ODA への 4 つの導入モデル 

① 都市部大型インフラ工事における安全・安全・安心な工事実施への貢献 

都市部を通過する地下鉄道や地下道路の工事において、空からのデータ取得の特性を生かし、

SAR 衛星を活用して建設対象エリアを対象に遠隔、広域、迅速に地盤の変位データを入手する

ことができる。地上でドローンや測量などで調査をする場合は特に都市部では多くの土地所有

者から立ち入り許可が必要となる等、手間とコストが多大である。工事実施時の安全管理を含

めた地盤の変位モニタリングを、SAR 衛星データを活用して行うことで、沿線自治体や住民に

対する工事期間中の地盤変位情報の継続的な提供による安全・安心な工事実施への貢献、イン

フラ整備事業・工事への理解促進が図られる。 

② 山の中の斜面崩壊や河川の氾濫域の防災計画 

災害発生時、最善の対策を取るためには、必要な情報を収集し、発生事象とその原因を迅速

に把握する必要がある。従来は、水準測量や GNSS（Global Navigation Satellite System／全球測

位衛星システム）、ドローンやヘリコプターなどを用いた調査によって、地形の変化を検出・測

定していたが、干渉 SAR と解析技術により、急峻な山間部へのアクセシビリティという課題を

克服し、斜面の不安定性を可視化することで、低コストで迅速に有効な情報を提供できる。特

に立ち入りが困難な地域や昨今の新型コロナウイルス感染症での移動制約下において、遠隔、

広域、迅速なデータ取得とその解析技術により、災害リスク管理に貢献できる。 
台風のような広域な複数地域において被害があった場合や、雲に覆われた悪天候が継続する

場合など、光学画像（衛星、航空機、ドローン等）が取得できないケースにおいても、SAR 衛

星データを用いた被害状況の解析とその防災計画への活用は有効である。 

 
出典：JICA 調査団 

図 6-10 山の中の斜面崩壊や河川の氾濫域の SAR 衛星の活用による把握 
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③ 山の中や河川の氾濫域を通過する長距離の鉄道路線や道路ネットワークのモニタリング 

山間部でアクセシビリティが課題となるエリアや洪水や河川の氾濫などの災害リスクが見込

まれるエリアを通過するかたちで建設された大型インフラのモニタリングに SAR 衛星データ

を活用する。特に山間部の長距離の鉄道路線や道路ネットワーク等について災害リスクの把握

に寄与できる。 

④ 非常に広いエリアを対象とする都市の土砂災害リスク把握 

従来の調査方法では地すべりなどの発災時に事後対応的にカウンターパート機関の職員が現

地に赴いて情報収集をしていた。また既存の地形情報や降雨情報をもとに地すべりインベント

リーなどを作成し間接的な指標を用いてリスク評価を実施していた。SAR 衛星データを活用し

た広域解析により、過去の土砂災害履歴の把握や急傾斜地の特定、今まで従来の調査方法では

確認されていなかったリスク箇所の把握を行うことができ、地盤変動の定期モニタリングや

災害後の被害状況の把握と、防災・減災に向けた予防保全対策を迅速に実施することが期待で

きる。 

2) SAR 衛星データ活用促進における障害要素と対応方針 

① 工事施工分野での SAR 衛星データ活用 

SAR 衛星データの工事施工分野での実務への適用においては、実績が乏しく、議論や検討を

経た現場実務者の理解とその定着はこれからである。SAR 衛星データ活用の拡大のためには

SAR 衛星データが活用できる成功事例を積み上げることが肝要となってくる。SAR 衛星データ

と測量データを併用することで精度を担保することとし、SAR 衛星データ活用は定性的な参考

情報としての活用が現時点における適切な活用方法である。 

② ドナーの立ち位置と他ドナーとの差別化に向けた活用 

ドナー側の立場でも、精度の議論は注視しつつ、他方 SAR 衛星データを活用した調査を実施

し、現地調査や測量で把握しきれていない災害リスク・開発ニーズを把握することで、支援を

受ける現地政府側への案件の提案へ結びつけることができる。さらには JICA と他ドナーとの

差別化にもつながるものである。 

(3) ODA 各分野における SAR 衛星データ活用ニーズ 

前節で SAR 衛星データ利用に関する技術や現状について述べた。そのうえで、SAR 衛星データ

利用と解析技術を ODA 事業へ位置づけることを目的として、ODA 案件を取り巻く状況を俯瞰す

る。以下の 4 つの観点で背景と潜在的な適用ニーズを以下に示す。 

1) 海外インフラ市場における優位性の確保 

海外インフラ市場に目を向けると、特に新興国において膨大なインフラ需要があるものの、

我が国企業の技術の相対的優位性の低下が課題となっており、付加価値向上等による一層の競

争力強化が求められている。さらに、海外インフラ輸出強化策の一つとして売り切りから継続

的な関与への事業モデルの多様化が求められる中、現状、インフラ整備と O&M が一体となっ

た事業モデルが不在でありその構築に向けた取り組み、事業モデルの構築が求められる。 
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2) 都市部大規模インフラ工事周辺の変位の広範囲モニタリング 

本邦におけるインフラ工事における SAR 衛星データ解析の活用については上述した通りで

ある。新興国でも特に都市部で地下鉄道や地下道路の大規模インフラ開発が進む中で、周辺広

範囲に及ぶ開発場所の事前の周辺地盤の情報収集、工事中の安全性確保、周辺住民への周知、

工事への理解向上促進への SAR 衛星データ活用ニーズがあるものと想定する。 
他方、精度については、上述の通り水準測量の代替とできるような精度について SAR 衛星

データ単体では実現に至っていない。水準測量に加えて、巡回監視と合わせて実施することで、

SAR 衛星データを他の技術を組み合わせ、より高い精度管理を目指す。また精度の議論の袋小

路には入り込むことなく、進行中の工事のためのハザードマップのような活用とする。つまり

広域且つ経時的な地盤変動のトレンドを把握し、工事中トンネル直上の補償の範囲での沈下に

関わるデータ提供、維持管理を優先的に行う箇所の優先順位付けの検討データとして活用する。 

3) 災害後の緊急対応・復旧事業や災害リスク分析・モニタリングへの活用 

離島や山岳地帯を有する国では、その地域の狭小性・隔絶性・遠隔性を背景として、サイク

ロンや土砂災害等の災害後の迅速な状況把握が困難であり、緊急対応や復旧事業が遅れるとい

う課題がある。SAR 衛星を活用すれば、夜間でも雨天でも、比較的広い範囲における観測が可

能であり、浸水やインフラ被害、地盤変動といった情報を入手することができ、被害の迅速な

把握が可能である。InSAR 解析（6.2.2 に詳述）を実施すれば、微小な変動を数センチ単位で検

知することができるため、地盤沈下のようなゆっくりと進む災害の状況を把握するのにも役に

立つ。 
また、新興国で防災計画や洪水マスタープランを策定する際には、地形や水文データ、既往

災害の被害情報（浸水域や被害額等）が整理されておらず、災害リスク評価が難しいことが課

題である。公開されている過去の衛星データ（SAR 衛星だけでなく、光学衛星画像も活用すべ

きである）を活用すれば、過去の災害データが入手でき、被害概況が把握できるとともに、解

析結果のキャリブレーション等に用いることができる。現時点では観測頻度等の課題はあるが、

将来的には、災害時の浸水エリア等のモニタリングにも活用が期待できる。 

4) ODA インフラ案件における上流から下流までの包括的な DX（BIM や GIS の活用）による

効率化 

① 包括的な DX による効率化 

ODA インフラ案件においては、いうまでもなく開発の時系列を踏まえた上流から下流までを

包括した DX による効率化が肝要である。インフラ周辺環境の情報を取得するセンサーやスト

リームデータをマップ上に可視化するモニタリングシステムを構築することができれば、現地

に入らずとも常に現地との情報の非対称性を最小化することで業務効率化が図られ、対話的で

迅速な意思決定が DX により実現できる。これについては ArcGIS software がいうなれば地図の

代替をし、BIM が設計図の代替をする、と言い換えることができる。マクロからミクロの視覚

化と同じ流れととらえることもできる。 
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出典：JICA 調査団 

図 6-11 ODA インフラ案件における包括的な DX（BIM、SAR、GIS）による効率化 

② GIS の活用による見える化と BIM と GIS との連携 

GIS についてのアイデアで言えば、具体的には、用地取得状況、樹木伐採、ユーティリティ移

設、大気騒音振動の環境計測情報、土木構造物の施工進捗、完成後の維持管理データに至るま

で、2D 及び 3D マップとグラフでビジュアル化され、相手国政府施主や内部関係者、建設業者

等、多岐にわたるプロジェクト関係者間でのリアルタイムでの情報共有を支援することである。 
案件形成当初（基礎調査）では、現地入りのためのコストを最小限に抑え、安価な衛星デー

タにより対象地域全体を俯瞰（季節変動を見るためには 1 年通じてのデータが適切）し、更に

ドローン等を活用し対象事業地とその周辺をピンポイント撮影（ここまでが BIM 前＝基礎調

査）、情報取得する。これらについては、EIA 作成にかかる情報収集結果として取りまとめられる。 
次いで、基本設計から詳細設計までのデータは BIM で構築格納し、維持管理へ引き渡す（本

来の BIM）。 
維持管理計画作成の段階では、BIM 情報活用し維持管理計画（スケジュール＆費用）策定ま

で、ODA として実施することを必須化することも想定されている。 
BIM も GIS 等と同じく視覚情報を活用することで関係者理解を確保しながら維持管理計画を

策定することが出来るため、質担保に資する。加えて、本邦企業参入のための情報蓄積となる。 

③ 事後評価 

事後評価において右計画との差異を確認することで、定量的に事後評価が行え、是正点等を

内外に分かり易く伝達可、かつ先方政府のインフラプロジェクト実施機関も是正計画を上長に

説明しやすいため実行が容易になる。衛星データ＆ドローンデータを案件形成時と比較するこ

とで、定量的・視覚的に効果を実感かつ説明可能となる。 
BIM データ活用ができない場合には、衛星データ・ドローンデータに加え、点群データを活

用し、視覚情報を事後評価に必須とすることで、上記同様の効果を追求する。かつ、その後の

維持管理計画の基礎データとして提供することも可能である。 
将来的には BIM や CIM、防災、都市空間情報、衛星からの広域ストリームデータ等を連携さ

せることにより、デジタルツインの実現を目指すものである。 
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(4) モデルプロジェクトへの導入計画試案 

小型 SAR 衛星データ利用と解析技術を ODA 事業へ位置づけるにあたり、先行事例や活用可能

性の高いと思われる ODA モデルプロジェクトを想定し、SAR 衛星データ利用の導入とその展開

について考察する。 

1) 施策１．都市開発分野：開発課題に対応するモデルケース 

① SAR 衛星データ活用によるモニタリングの対象となる業務の概要 

日本の都市部での都市交通インフラ特に地下道路トンネル・地下鉄道トンネル工事において、

トンネルが通過するエリアにおいて地表面陥没等が発生した。原因究明を目的とした有識者会

議報告書や住民説明資料において、再発防止策、地域の安全・安心を高める取組について、SAR
衛星データ活用によるモニタリングが予定されているところである。新興国でも特に都市部で

地下鉄道や地下道路の大規模インフラ開発が進んでおり、これら都市部の交通インフラ開発の

周辺広範囲に及ぶエリアに対して、工事による地盤の変位に関するハザードマップとしての

SAR 衛星データ活用によるモニタリングを想定する。 

 
出典：JICA 調査団 

図 6-12 都市交通インフラ工事を対象とする SAR 衛星データ活用によるモニタリング 

② 事業案名称 

地下掘削工事範囲の地域における SAR 衛星を活用した地盤変位モニタリングプロジェクト 

③ 活動の概要 

SAR 衛星データと InSAR 解析によって、広域且つ経時的な地盤変位のトレンドを把握するも

のである。 
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計画・設計段階では周辺地盤の情報収集と維持管理を優先的に行う箇所の優先順位付けの検

討データとして活用することができる。工事監理段階では施工管理業務の一部に追加し、トン

ネル直上等のモニタリングと補償対象範囲での地盤変位に関わるデータ提供することで安全性

確保、周辺住民への周知と工事への理解向上促進を図る。さらに運営・維持管理段階では、変

位が発生した際の早期発見、変位発生の要因の特定に用いる基礎資料として整備・活用するこ

とができる。 

④ SAR 衛星データを活用した地盤変位モニタリングサービスの利用で期待できる効果 

都市部の交通インフラ開発における SAR 衛星データを活用した地盤変位モニタリングサー

ビスの利用で期待できる効果は、開発フェーズ毎に整理すると下表のようになると考えられる。 

表 6-5 衛星データを活用したモニタリングサービスの利用で期待される効果 

開発フェーズ 期待される効果 

1. 計画・設計

段階 
 都市内の広範囲の地盤情報を迅速にかつ経済的に把握することが可能となり、都市内の

大規模インフラ整備の検討時に、大幅な生産性の向上が期待できる（また、この利用モデ

ルは都市内に限らず、より現地踏査が困難な遠隔地・全国レベルの大規模インフラにも

適用可能である）。 
 開発用地/ルート検討時の基礎資料 

（これまでの測量では把握しきれなかった広範囲での検討を可能とする） 
 インフラ開発前の地盤状況等の客観的なデータ取得 

（環境アセスメントにおける地盤情報の基礎資料、工事開始後に工事エリア近傍での

地盤変位などが生じた際の工事責任を調査に資する基礎資料となる） 

2. 工事監理

段階 
 工事実施時の安全管理を含めた地盤の変位モニタリングを、確立された分析手法にて継

続的に利用できる環境を構築することにより、施工監理における生産性向上及び業務効

率化が期待できる。 
 現場測量に比べて、コストを抑えた工事中の地盤に対する影響を把握するシステム

（現場測量の人的誤差を極力排した仕組みの構築） 
 必要な現場測量の回数を減らせることによる生産性（現場測量に要する期間の短縮

等）の向上 
 モニタリングの頻度向上による都市内土木（精密測量）の工事精度の向上、及び、工

事事故リスクの低減 
 沿線自治体や住民に対する工事期間中の地盤変位情報の継続的な提供による安全・安

心への貢献と、インフラ整備事業・工事への理解促進 

3. 運営・維持

管理段階 
 整備後の土木構造物自体の問題や、鉄道のオペレーション等に起因した地盤変位が発生

した際の早期発見が可能になると期待できる。 
 甚大な事故が発生する前の対策実施に用いる基礎情報 
 変位発生の要因の特定に用いる基礎資料 

出典：JICA 調査団 

2) 施策 2．防災分野：開発課題に対応するモデルケース 

ベトナムやミャンマー、ラオス等の山岳地帯では、豪雨に伴う土砂災害の被害が顕著であり、

気候変動の影響で豪雨の頻度・規模が大きくなると、被害のさらなる増大が懸念される。この

ような状況にもかかわらず、土砂災害の予警報システムが整備されていなかったり、整備され

ていてもモニタリングで活用する観測機器が適切に維持管理されていなかったり、ごく一部の

地域における「点でのモニタリング」しかなされていない状況がある。土砂災害発生後は、交

通網が寸断され、被害状況の把握に時間がかかり、緊急対応が遅れるといった課題がある。SAR
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衛星を活用することで、地盤変動の定期的な「面でのモニタリング」を行い、事前の土砂災害

発生の検知や、災害後の被害状況の把握に役立てることができる。51 
本施策では、防災関連機関の土砂災害のリスク軽減・管理能力向上を目的として、土砂災害

のリスクエリア（警戒区域）を特定し、土砂災害リスクを軽減する対策を検討するとともに、

土砂災害のモニタリング体制を構築し、気象情報やモニタリング結果に基づいた予警報システ

ムを整備し、防災関連機関の災害時対応の能力強化を実施する。SAR 衛星は、過去の土砂災害

履歴の把握や急傾斜地の特定で用い、地盤変動の定期モニタリングや災害後の被害状況の把握

でも活用が可能かを検討する。一般的に、土砂災害に係る予警報の発出にあたっては、気象情

報が最も重要な指標であるが、正確な気象情報の取得が困難な場合にも、SAR 衛星の地盤変動

の解析技術を活用することで、予警報発出の参考情報としての活用が期待できる。ただし、植

生による干渉性の低下や観測角度の課題（判読のしやすさやレーダーシャドウおよびレイオー

バーの発生）については考慮が必要であり、対象地の選定には十分な検討が必要である。また、

予警報システムを整備する上では、小型 SAR 衛星コンステレーションを構築し、観測頻度を増

やすことが必要である。 

    
出典：Synspective (https://synspective.com/jp/press-release/2021/jica-and-synspective-new/) 

図 6-13 グアテマラシティの地盤変動に対する衛星活用サービスの実証例 

                                                        
51 2021 年、日本企業の Synspective 社は、JICA との中米・カリブ地域における情報収集・確認調査のパイロット

事業の一環として、グアテマラシティの地盤変動に対する衛星活用サービスの実証導入を開始している。

（https://synspective.com/jp/press-release/2021/jica-and-synspective/） 
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出典：Synspective ( https://synspective.com/jp/usecase/2021/dda3/) 

図 6-14 フィリピンセブ島台風 22 号による被害状況の解析の事例 

① 事業案名称 

SAR 衛星を活用した土砂災害のリスク軽減・管理能力向上プロジェクト 

② 活動の概要 

 複数の地方自治体を対象としてパイロット活動を実施し、土砂災害のリスク評価、定期

モニタリング体制および予警報システムの整備、災害時対応の能力強化を実施する。 
 SAR 衛星を活用した地盤変動モニタリングシステムの導入可能性と災害時の被害状況の

把握のための仕組みづくりを検討する。 
 パイロット活動で得られた知見を他地域に展開できるようにし、システムの全国展開を

検討する。 

③ 作業工程 

工程はパイロット活動実施期間と、全国展開の検討期間に分けられる。概要を以下に示す。 

表 6-6 作業工程 

 
出典：JICA 調査団 

活動工程 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

パイロット活動の実施

全国展開の検討

土砂災害のリスク評価、災害対策案の検討

モニタリング体制の構築

予警報システムの整備

防災機関の能力強化

モニタリングシステムの全国展開の検討

予警報システムの全国展開の検討

防災機関の能力強化にかかる
ガイドラインの策定
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3) 施策③都市開発マスタープラン作成、インフラ管理分野：開発課題に対応するモデルケース 

都市開発マスタープラン作成から基本設計、詳細設計、工事時施工監理、O&M に至るまで一

気通貫した SAR 衛星データ活用を継続することは有効である。ここでは特に都市開発マスター

プラン作成と実施に関連する部分について述べる。都市交通インフラの計画・設計段階以降に

ついては上記施策①で、土砂災害・洪水リスクエリアを特定に関連する部分は施策②で述べた

とおりである。 
インドネシアでは現在急激な地盤沈下・洪水や渋滞等の問題を抱える首都ジャカルタから東

カリマンタン州のクタイ・カルタネガラ県と北プナジャム・パスール県にわたる地域が新首都

予定地に選定され、2022 年 1 月 18 日、インドネシア国会はジャカルタから新首都（ヌサンタ

ラ、IKN）への移転法案を会議で可決したところである。 
インドネシア政府が進める段階的な移転において「政府コアエリア52」の基礎インフラ整備

が進む中で、小型 SAR 衛星データを活用した都市開発事業実施段階への適用による施工品質管

理向上とスマートシティ化、BIM や GIS を組み合わせたデジタルツイン整備とリスク把握によ

る官民連携と民間投資促進は非常に有効であると考えられる。また旧首都となるジャカルタに

おいても地盤沈下や洪水等の改善状況のモニタリングに小型 SAR 衛星データを活用できるも

のと推察する。 

 

    
出典：IKN https://ikn.go.id/en 

図 6-15 インドネシア新首都 IKN の概要 

                                                        
52 IKN National Strategic Area (KSN) 約 256,000ha、IKN Development Zone 約 200,000ha、IKN area 56,000ha、Main 

Governmental Zone 6,600ha となっている。https://ikn.go.id/en 
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出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/r4_smartcity.html 

図 6-16 スマートシティの概念図 

① 事業案名称 

都市開発マスタープラン作成及びスマートシティ化のための SAR 衛星データ活用 

② 活動の概要 

1. 都市開発マスタープラン作成での都市化の変化の把握への適用検討 

都市開発マスタープラン作成にかかる必要なデータは、主に 20 年間の都市化の変化や傾向を

2,000km2 程度の範囲で例えば 5 年ごとや 10 年ごとの単位で理解をすることにつながるような

データである。建物件数の変化や土地利用変化の分析について、SAR 衛星データを活用する。

この場合、必要な衛星データを経年でそろえる必要があるものの、高さ方向の変化（地面との

高さの差異の把握）から建物の増加傾向を SAR 衛星データから判別・整理できる。他方、この

ような作業をする上での一番の問題は、データ購入にかかる決裁が JICA を含むドナー側担当

者から得られにくいことが挙げられる。上述のアンカーテナンシーの方針のもと JICA として

小型 SAR 衛星データ活用を ODA で推進することが肝要である。さらには都市化の変化や傾向

をもとにした現地政府側へのマスタープラン作成・更新の案件提案への活用を検討する。 

2. 都市開発事業実施段階での活用、スマートシティ化 

都市開発の実施整備段階において、その基礎インフラ（道路、橋梁、排水、施設、庁舎、官

邸、住宅）整備のうちユーティリティ設備インフラ（河川管理、電力鉄塔、排水設備等を想定）

についてもこれらのユーティリティのネットワークが立地するエリアにおける変化（河川流域

や地盤の性状）をモニタリングする。設備及び設備周辺環境の巡視点検インフラ管理業務の高

度化・効率化をすることでスマートシティ化へ寄与できる。非常災害時の被害状況把握につい

ては、施策②と同様となる。 

3. BIM や GIS を組み合わせたデジタルツイン整備とリスク把握による官民連携、民間投資

促進 

他の衛星データ（光学・環境計測）や地上での計測データなどと共に都市空間情報（デジタ

ルツイン情報）の一つとして取り込み、これらを BIM や GIS などと組合せた視覚情報による表
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示させ、都市の成長管理や都市環境整備の検討における基礎情報として活用する。また都市レ

ベルでの地盤変位等の検知による、都市防災上のリスク把握/甚大事故発生前の対策検討に活用

することで、本邦を含む民間企業参入、投資等の促進に寄与すると考えられる。 

6-2-4 工事施工監理段階への適用プロジェクトの提案 

2022 年 4 月現在 JICA、ADB 及びフィリピン国政府運輸省の元で、2017 年から 2030 年まで継

続しマニラ首都圏の 3 路線の鉄道インフラ開発事業にかかるコンサルティング業務が実施されて

きたが、先述の導入案件のモデルケースの詳細について検討した本節ではマニラ首都圏地下鉄事

業（Metro Manila Subway Project）を対象とし、施策①の地下掘削工事範囲の地域における工事施

工監理段階での SAR 衛星を活用した地盤変位モニタリングプロジェクトを提案する。 

1) 業務の課題と提案 

マニラ首都圏地下鉄事業は、フィリピン国初の地下鉄事業であること、また、対象路線が高

度に都市化された地域を通過することから、施主である同国運輸省は沿線自治体や住民に対す

る工事期間中の安全・安心と、インフラ整備事業・工事への理解促進を重視してきた。 
これを支援することを目的に、コンサルタントによる施工監理業務として地盤の変位に関す

るハザードマップとしての SAR 衛星データ活用によるモニタリングを行い、GIS を活用した見

える化により、同省が行う環境モニタリングと自治体・住民説明業務を支援する。 

2) マニラ首都圏地下鉄事業（Metro Manila Subway Project）の概要 

マニラ首都圏地下鉄事業（Metro Manila Subway Project, MMSP）は、フィリピン国初の地下鉄

道システムである。図 6-17 にマニラ首都圏地下鉄事業（Metro Manila Subway Project）の概要を

示す。MMSP の設計概要については表 6-7 に示す通りである。 
このプロジェクトは TBM、NATM、カット&カバー工法にて地下鉄道が建設され、北部のブ

ラカン州、首都圏および南部のカビテ州を結ぶ 2 つのフェーズで構成される。フェーズ 1 では、

全長約 34km、17 の地下駅が建設される。パラナケ、タギグ、マカティ、パシグ、ケソンシティ、

バレンズエラなどマニラ首都圏の複数の都市を横断し、特にタギグ、マカティ、パシグ各市で

は高度に都市化された地域を通過する。 
本事業の調達は、以下の 7 つのコントラクトパッケージ（以下、CP）に分けられる。CP101、

CP106、CP107 は Partial Operability 区間（以下、PO）、Main Line 区間（以下、ML）を CP102 か

ら CP105、及び CP108、CP109 で調達するものである。タギグ、マカティ、パシグ各市を通過

する CP104 から CP105、CP108、109 については、現在調達及び設計段階にあり、今後順次工事

が実施される予定となっている。 
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出典：マニラ首都地下鉄事業 GC チーム 

図 6-17 マニラ首都圏地下鉄事業（Metro Manila Subway Project）の概要 

表 6-7 MMSP の設計概要 

 
出典：マニラ首都地下鉄事業 GC チーム 

本プロジェクト路線は地上部に多くの建物、住宅密集地が存在するエリアを通過することか

ら用地取得エリアの最小化、騒音や振動の影響低減を考慮し、地下鉄道構造が採用されている。

このうちタギグ、マカティ、パシグ各市のエリアは特に都市化が進んでいるエリアである。本

項ではこれらの地域を対象とし、地下掘削工事範囲の地域における安全・安心向上のための施

工監理業務を行うことを目的として、SAR 衛星を活用した地盤変位モニタリングプロジェクト

を計画するものである。 

3) プロジェクトの概要 

① 事業案名称案 

地下掘削工事範囲の地域における安全・安心向上のための施工監理としての SAR 衛星を活用

した地盤変位モニタリングプロジェクト 
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② プロジェクト目標 

上位目標 

施主である同国運輸省の活動を通じ沿線自治体や住民に対する工事期間中の安全・安心への

貢献とインフラ整備事業・工事への理解促進が図られる。 

プロジェクト目標 

フィリピン国運輸省を支援し施工監理業務として地盤の変位に関するハザードマップとして

SAR 衛星データと GIS 活用によるモニタリングと情報提供によって、同省が行う環境モニタリ

ングと自治体・住民説明業務が促進される。 

③ 期待される成果 

本プロジェクトにより期待される成果は以下の通りである。 

成果 1：SAR を活用した地盤モニタリングシステムが構築される 
成果 2：地盤モニタリングが実施される 
成果 3：地盤の変位の情報が周辺自治体・住民へ説明される 

 
出典：JICA 調査団 

図 6-18 地下掘削工事範囲の地域における安全・安心向上のための施工監理としての

SAR 衛星を活用した地盤変位モニタリングプロジェクトの概念図 

次ページにプロジェクトデザインマトリックスを示す。 
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地
盤
変
位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
PD

M
 バ

ー
ジ
ョ

ン
0（

20
22

年
4
月

18
日
）

 
対
象
地
域
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
（
マ
ニ
ラ
首
都
圏
）

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
機
関
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
運
輸
省

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
運
輸
省

M
M

SP
 P

M
O
、
周
辺
自
治
体
及
び
住
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：

20
22

年
～

20
26

年
（

4
年
間
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

指
標

指
標

デ
ー

タ

入
手

手
段

外
部

条
件

上
位
目
標

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

運
輸

省
の

軌
道

案
件

に
お

け
る

SA
R

衛
星

を
活

用
し

た
環

境
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
と

自
治
体

・
住
民

説
明
の

活
動
を

通
じ
沿

線
自

治
体

や
住

民
に
対

す
る
工

事
期
間

中
の
安

全
・
安

心
へ
の

貢
献
と

イ
ン

フ
ラ
整
備
事
業
・
工
事
へ
の
理
解
促
進
が
図
ら
れ
る
。

 
M

M
SP

で
の

SA
R
衛
星
デ
ー
タ
と

G
IS

の

活
用
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
活
動
の
成
果

が
フ

ィ
リ

ピ
ン

国
運

輸
省

の
他

軌
道

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
活
用
さ
れ
る
、
か
つ
（
あ
る

い
は
）
関
連
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
り
入

れ
ら
れ
る
。

 
関

連
す
る
政
策
文
書

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
/

評
価
文
書
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
文
書

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

運
輸

省
の

M
M

SP
で

の
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

自
治

体
・

住
民

説
明
の

活
動
を

通
じ
沿

線
自
治

体
や
住

民
に
対

す
る
工

事
期

間
中

の
安

全
・
安

心
へ
の

貢
献
と

イ
ン
フ

ラ
整
備

事
業
・

工
事
へ

の
理

解
促
進
が
図
ら

れ
る
。

 
M

M
SP

に
お
い

て
SA

R
衛
星
デ
ー
タ
と

G
IS

の
活
用
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
る
。

 
SA

R
衛
星
デ
ー

タ
と

G
IS

の
活

用
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
情
報
提
供
に
よ
り
同
省
が

行
う
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
自
治
体
・
住
民

説
明
の
活
動
が
促
進
さ
れ
る
。

 
M

M
SP

の
周
辺

の
自
治
体
・
住
民
の
安
全
・

安
心
の
度
合
い
が
増
加
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
・
工
事
へ
の
理
解
度
合
い
が
深
ま
る
。

 

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
/

評
価
文
書

 
ア
ン
ケ
ー
ト
文
書

/結
果

 

 
フ

ィ
リ

ピ
ン

国
運

輸
省

及
び

M
M

SP
‐P

M
O

は
、
円
借
款
に

よ
る

M
M

SP
建

設
を
継
続
す

る
。

成
果

1.
 

SA
R

衛
星
デ
ー
タ
と

G
IS

の
活
用
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
る

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

構
築

さ
れ

る
、

か
つ
（
あ
る
い
は
）
改
良
さ
れ
る
。

 
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
/

評
価
文
書
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
文
書

 
ユ
ー
ザ
ー
の
リ
ス
ト

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 

 
M

M
SP

‐P
M

O
は

、
施
工
監
理

チ
ー
ム
と
協
働
し

M
M

SP
建

設
を
継
続
す
る
。
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

指
標

指
標

デ
ー

タ

入
手

手
段

外
部

条
件

2.
 

地
盤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
る

 
構

築
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

が
利

用
さ
れ
る
。

 
地
盤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
が
蓄
積
さ
れ
る
。

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

/
評
価
文
書
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
記

録

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 

3.
 

地
盤
の
変
位
の
情
報
が
周
辺
自
治
体
・
住
民
へ
説
明
さ
れ
る

 
周
辺
自
治
体
・
住

民
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
地

盤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
が
説
明
さ
れ
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

/
評

価
文
書
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
記

録

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 

活
動

日
本
側
投
入

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
側
投
入

前
提
条
件

1-
1

対
象

と
な

る
交

通
イ

ン
フ

ラ
開

発
エ

リ
ア

に
お

け
る

水
準

測
量

を
工
事
開
始
前
の
段
階
で
実
施
す
る
。

1-
1-

1.
 計

画
準
備
、
机
上
調
査
を
行
う
。

1-
1-

2.
 現

地
踏
査
を
行
い
、
既
設

B
M

点
を
確
認
す
る
。
不
足
箇

所
に

B
M

点
を

設
置
す
る
。
（
ビ
ョ
ウ
打
ち
）

 
1-

1-
3.

 既
設
点
の
点
検
測
量
を
実
施
す
る
。

1-
1-

4.
 新

設
点
の
設
置
及
び
重
要
箇
所
（
坑
口
等

）
を
設
置
す
る
。
 

1-
1-

5.
 計

算
整
理
及
び
成
果
品
を
作
成
す
る
。

＜
短
期
専
門
家
＞

＜
機
材
及
び
設
備
＞

＜
測
量
に
係
る
再
委
託
経
費
＞

＜
執

務
場
所
＞

＜
活

動
に
係
る
運
営
費
用
＞

＜
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置
＞

D
et

ai
le

d 
D

es
ig

n
フ
ェ
ー
ズ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
構

築
さ

れ
た

測
量

結
果

が
再

確
認

さ
れ

る
。

1-
2 

SA
R
衛
星
デ
ー

タ
を
取
得
し

In
SA

R
解
析
を
実
施

す
る
。
水
準

網
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
精
度
検
証
を
行
う
。
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
。

1-
2-

1.
 I

nS
A

R
解
析
を

実
施
す
る
。
（

位
置
合
わ
せ
、
初
期
干
渉

SA
R
解
析
処
理
、
軌
道
縞
、
地
形
縞
除
去
、
位
相
強
調
フ
ィ

ル
タ
、
位
相
ア
ン
ラ
ッ
プ
処
理
、
時
系
列
解
析
、
地
図
投

影
処
理
、
地
盤
変
動
量
の
推
定
）

1-
2-

2.
 精

度
検
証
を
行
う
（
回
帰
式
作
成
、
標
準
偏
差
算
出
、

 最
大
較
差
算
出
）

1-
2-

3.
 水

準
測

量
を

真
値

と
し

水
準

測
量

に
衛

星
デ

ー
タ

変
動

量
を
合
わ
せ
込
む
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

指
標

指
標

デ
ー

タ

入
手

手
段

外
部

条
件

1-
3 

G
IS

を
活

用
し

イ
ン

フ
ラ

周
辺

環
境

の
情

報
を

マ
ッ

プ
上

に
可

視
化
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

1-
3-

1.
 I

nS
A

R
解
析
結

果
を

M
M

SP
で

構
築
中
の

G
IS

ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
・
表
示
さ
せ
る
。

1-
3-

2.
 I

nS
A

R
解

析
結

果
が

更
新

さ
れ

た
ら

M
M

SP
の

G
IS

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
で

の
表

示
を

更
新

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

2-
1

工
事
実
施
期
間
中
に

SA
R
衛
星

デ
ー
タ
を
取
得

し
In

SA
R
解
析

を
実
施
す
る
。
水
準
網
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
精
度
検
証
を
行
う
。

キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

2-
1-

1.
 I

nS
A

R
解
析
を

実
施
す
る
。
（

位
置
合
わ
せ
、
初
期
干
渉

SA
R
解
析
処
理
、
軌
道
縞
、
地
形
縞
除
去

、
位
相
強
調
フ
ィ

ル
タ
、
位
相
ア
ン
ラ
ッ
プ
処
理
、
時
系
列
解
析
、
地
図
投

影
処
理
、
地
盤
変
動
量
の
推
定
）

2-
1-

2.
 精

度
検
証
を
行
う
（
回
帰
式
作
成
、
標
準
偏
差
算
出
、

 最
大
較
差
算
出
）

2-
1-

3.
 水

準
測

量
を

真
値

と
し

水
準

測
量

に
衛

星
デ

ー
タ

変
動

量
を
合
わ
せ
込
む
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

 

2-
2

工
事
期
間
中
に
解
析
し
た
結
果
を
、

G
IS

ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
リ

ン
ク
・
表
示
さ
せ
る
。

M
M

SP
-P

M
O
が
工
事
関

係
者
や
住
民
に

情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

2-
2-

1.
 工

事
期
間
中
に
解
析
し
た
結
果
を
、

G
IS

ポ
ー
タ

ル
サ
イ

ト
に
リ
ン
ク
・
表
示
さ
せ
る
。

2-
2-

2.
 工

事
期
間
中
に
解
析
し
た
結
果
を
、

M
M

SP
-P

M
O

が
工

事
関

係
者

や
住

民
に

情
報

共
有

で
き

る
よ

う
に

支
援

す

る
。

2-
3

既
設
点
の
点
検
測
量
を
実
施
す
る
。

2-
3-

1.
 必

要
に
応
じ
て
工
事
実
施
期
間
中

3
か
月
に

1
回

を
目
安

と
し

て
既

設
水

準
点

の
点

検
測

量
を

定
期

的
に

実
施

す

る
。

2-
3-

2.
 点

検
測
量
の
結
果
、
不
具
合
の
あ
る
測
量
点
を
除
外
す
る
。
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

指
標

指
標

デ
ー

タ

入
手

手
段

外
部

条
件

3-
1 

M
M

SP
-P

M
O
が

工
事
関
係
者
や
住
民
に
情
報
共
有
で
き
る
よ
う

住
民
説
明
会
を
支
援
す
る
。

3-
1-

1.
 住

民
説
明
会
の
説
明
内
容
立
案
を
支
援
す
る
。

3-
1-

2.
 住

民
説
明
会
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
を
支
援
す
る
。

 
3-

1-
3.

 住
民
説
明
会
の
実
施
を
支
援
す
る
。

3-
1-

4.
 住

民
に

対
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

り
情

報
共

有
に

お
い

て
、
安
全
・
安

心
の
度
合
い
の
増
加
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

業
・
工
事
へ
の
理
解
度
合
い
の
深
化
を
把
握
す
る
。

3-
1-

5.
 住

民
説
明
会
の
説
明
内
容
の
改
善
を
支
援
す
る
。

3-
2

水
準
測
量
と
あ
わ
せ
て
巡
回
監
視
を
実
施
す
る
。

3-
3

工
事
後
地
盤
変
位
が
発
生
し
た
際
の
早
期
発
見
、
変
位
発
生
の
要

因
の

特
定

に
用

い
る

基
礎

資
料

と
し

て
結

果
を

整
備

・
活

用
す

る
。

出
典
：

JI
C

A
調

査
団
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④ 範囲 

特に都市化が進んでいるタギグ、マカティ、パシグ各市にかかるエリアを対象として実施す

る。本体工事では CP104 から CP105、及び CP108、CP109 にかかるエリアである。図 6-17 に赤

線で対象範囲を示した。 

⑤ モニタリング期間 

本体工事での工事監理段階の期間を対象とし、モニタリング対象期間を工事実施期間中とす

る。表 6-9 に各 CP の工事実施期間を示す。 

表 6-9 各 CP の工事実施予定期間 

契約パッケージ 工事開始 工事終了 
CP104 Nov 2022 May 2026 
CP105 Feb 2023 Aug 2026 
CP108 Feb 2023 Aug 2026 
CP109 Feb 2023 Aug 2026 

出典：JICA 調査団 

⑥ 衛星データの選定 

必要となるデータの入手のしやすさ、波長特性、本邦アンカーテナンシーを勘案し X バンド

を利用する。 

⑦ 水準測量との組み合わせ 

工事開始前の段階で、水準測量を用いて SAR 衛星データの精度検証を行う。現地測量を実施

して、インフラ開発エリアにかかるように基準点網（水準網）を構築する。また、定期的に「既

設水準点の点検測量」を実施する。水準測量とあわせて巡回監視を実施する。 

⑧ 作業工程 

想定される作業工程を以下に示す。 

1. 工事開始前の段階 

 計画内容の協議・確認（現地、国内） 
計画内容について実施機関との協議確認を行う。また、水準測量結果、SAR 衛星デー

タ、精度検証、GIS モニタリングシステムについても、実施機関との協議確認を行う。 

 水準測量の実施 
対象となる交通インフラ開発エリアにおける水準測量を工事開始前の段階で実施する。

水準網の構築することで、初期整備（水準網）には多大な費用が掛かるが、同一点から

のデータ検証が図れ、検証結果の信頼性は高くなる。 

 SAR 衛星データ取得、精度検証 
SAR 衛星データを取得し水準網のデータを使って精度検証を行う。SAR 衛星データを

取得は 1 か月に 1 回、工事開始前の半年間を目安とする。SAR 衛星データ解析を担当す

る技術者は現地渡航せず国内から業務従事する。 
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 GIS を活用したモニタリングシステムの構築 
GIS を活用しインフラ周辺環境の情報をマップ上に可視化するモニタリングシステム

を構築する。フィリピン運輸省の鉄道案件では GIS を活用した工事進捗のモニタリング

を行っており、TBM マシンの位置情報とあわせて表示することで SAR 衛星データ活用

による地盤変位の情報共有の効果がさらに高まることが見込まれる。 

2. 施工監理段階 

 SAR 衛星データ取得、精度検証 
SAR 衛星データを取得する。データ取得は 1 か月に 1 回を想定する。水準測量を用い

て SAR 衛星データの精度検証を行う。工事期間は各 CP で地下駅建設やトンネル掘削の

土木工事期間を想定する。工事後は地山が安定するまで SAR 衛星データを取得し、工事

終了後 3 か月を目途とする。SAR 衛星データ解析を担当する技術者は現地渡航せず国内

から業務従事する。 

 GIS を活用したモニタリングシステムの運用 
GIS を活用して作成したモニタリングシステムに SAR 衛星データの結果を組み込み、

GIS ポータルサイトを通じて MMSP-PMO が工事関係者や住民に情報共有できるように

する。 

 住民説明実施支援 
MMSP-PMO が工事関係者や住民に情報共有できるよう支援する。 

 点検測量 
必要に応じて工事実施期間中 3 か月に 1 回を目安として既設水準点の点検測量を定期

的に実施する。 

 巡回監視 
水準測量とあわせて巡回監視を実施する。 

3. 工事後の段階 

 GIS を活用したモニタリングシステムの運用 
工事後地盤変位が発生した際の早期発見、変位発生の要因の特定に用いる基礎資料と

して結果を整備・活用する。 

4) 投入 

本計画におけるコンサルタントの業務は、上述の通り工事開始前、施工監理中、工事後に分

類される。上述作業工程における各要員の業務内容及び各業務に要する人月（案）について、

以下に説明する。なお、実際の案件への導入の際には案件の内容・目的や現地状況に基づき投

入量について検討が必要である。 
工事開始前の期間を 2022 年 9 月から 2023 年 2 月、施工監理中の期間を 2023 年 3 月から 2026

年 11 月（工事終了後 3 か月を含む）、工事後の期間を 2026 年 9 月以降とする。 

① 工事開始前（2022 年 9 月から 2023 年 2 月） 

工事開始前段階におけるコンサルタントの人員計画は以下の通りとなる。 
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表 6-10 工事開始前のコンサルタントの人員計画（案） 

要員 業務内容 国内 
P/M 

現地 
P/M 

合計 
P/M 

渡航 
回数 

業務主任 
（環境社会配慮担当） 

計画内容の協議・確認  0.25 0.25 

2 
水準測量の実施  0.25 0.25 

SAR 衛星データ取得、精度検証  0.25 0.25 

GIS を活用したモニタリングシステムの構築  0.25 0.25 

小計    1.0 1.0 2 

技術者 
（SAR 衛星データ解析担当） SAR 衛星データ取得、精度検証（国内） 0.8 0.8 0.8 0 

小計   0.8  0.8 0 

技術者 
（土木担当） 

計画内容の協議・確認  0.50 0.50 

2 水準測量の実施  0.25 0.25 

SAR 衛星データ取得、精度検証  0.25 0.25 

小計    1.0 1.0 2 

技術者 
（地盤担当） 

計画内容の協議・確認  0.50 0.50 

2 水準測量の実施  0.25 0.25 

SAR 衛星データ取得、精度検証  0.25 0.25 

小計    1.0 1.0 2 

技術者 
（GIS 担当） 

計画内容の協議・確認  0.50 0.50 

2 SAR 衛星データ取得、精度検証  0.25 0.25 

GIS を活用したモニタリングシステムの構築  0.25 0.25 

小計    1.0 1.0 2 

技術者 
（測量担当） 水準測量の実施  4.0 4.0 2 

小計    4.0 4.0 2 

ローカル技術者 
（副業務責任者、 
環境社会配慮担当） 

計画内容の協議・確認  0.25 0.25 

0 
水準測量の実施  0.25 0.25 

SAR 衛星データ取得、精度検証  0.25 0.25 

GIS を活用したモニタリングシステムの構築  0.25 0.25 

小計    1.0 1.0 0 

ローカル技術者 
（GIS 担当） 

計画内容の協議・確認  0.50 0.50 

0 SAR 衛星データ取得、精度検証  0.25 0.25 

GIS を活用したモニタリングシステムの構築  0.25 0.25 

小計    1.0 1.0 0 

ローカル技術者 
（土木・測量担当） 水準測量の実施  3.0 3.0 0 

小計    3.0 3.0 0 

アシスタント技術者 
（5 名） 上記業務支援  5.0 5.0 0 

小計    5.0 5.0 0 

日本人 ProA 技術者合計 - 0.8 8.0 10 8.8 

現地 ProB 技術者合計 - 0 5.0 0 5.0 

現地 ProC 技術者合計 - 0 5.0 0 5.0 

出典：JICA 調査団 
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② 施工監理中（2023 年 3 月から 2026 年 11 月） 

施工監理中におけるコンサルタントの人員計画（案）は以下の通りとなる。 
なお、施工監理に従事するコンサルタントの業務であり追加の人員計画が不要と判断できる

ものは人月増としない。 

表 6-11 施工監理中のコンサルタントの人員計画（案） 

要員 業務内容 国内 
P/M 

現地 
P/M 

合計 
P/M 

渡航 
回数 

業務主任 
（環境社会配慮担当） 

住民説明支援 0 3.0 3.0 15 

小計   0 3.0 3.0 15 

技術者 
（SAR 衛星データ解析担当、

2 名） 
SAR 衛星データ取得、精度検証 9.0 0 9.0 0 

小計   9.0 0 9.0 0 

技術者 
（土木担当） 

SAR 衛星データ取得、精度検証 施工監理に従事するコンサル
タントの業務とし PM増はなし 巡回監視 

小計   － － － － 

技術者 
（地盤担当） 

SAR 衛星データ取得、精度検証 施工監理に従事するコンサル
タントの業務とし PM増はなし 巡回監視 

小計   － － － － 

技術者 
（GIS 担当） GISを活用したモニタリングシステムの運用 3.0 0 3.0 0 

小計   3.0 0 3.0 0 

技術者 
（測量担当） 点検測量 0 6.75 6.75 15 

小計   0 6.75 6.75 15 

ローカル技術者 
（副業務責任者、 
環境社会配慮担当） 

住民説明支援 0 3.0 3.0 0 

小計   0 3.0 3.0 0 

技術者 
（GIS 担当） GISを活用したモニタリングシステムの運用 0 3.0 3.0 0 

小計   0 3.0 3.0 0 

ローカル技術者 
（土木・測量担当、2 名） 点検測量 0 13.5 13.5 0 

小計   0 13.5 13.5 0 

アシスタント技術者 
（3 名） 業務支援 0 69.0 69.0 0 

小計   0 69.0 69.0 0 

アシスタント測量技術者 
（4 名） 点検測量 0 45.0 45.0 0 

小計   0 45.0 45.0 0 

日本人 ProA 技術者合計 - 12.0 19.5 30 21.75 

現地 ProB 技術者合計 - 0 19.5 0 19.5 

現地 ProC 技術者合計 - 0 114.0 0 114.0 

出典：JICA 調査団 
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③ 工事後（2023 年 9 月以降） 

工事後地盤変位が発生した際の早期発見、変位発生の要因の特定に用いる基礎資料として結

果を整備・活用する。GIS 担当技術者の業務となるが、施工監理に従事するコンサルタントの

業務として追加の人員計画が不要と判断できるため PM 増としない。 
次ページに事業実施工程表を示す。 
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表 6-12 事業実施工程表（案） 

 
出典：JICA 調査団 

 

国名：フィリピン共和国

西　暦

項 目 暦　月

計画内容の協議・確認（現地）

水準測量の実施

SAR衛星データ取得、精度検証（国内）

GISを活用したモニタリングシステムの構築

住民説明支援

SAR衛星データ取得、精度検証（国内）

GISを活用したモニタリングシステムの運用（国内）

点検測量

巡回監視

工

事

後

GISを活用したモニタリングシステムの運用

担　当 格付

業務主任（環境社会配慮担当） 0.5 0.5

技術者1（SAR衛星データ解析） 0.4 0.4

技術者2（SAR衛星データ解析）

技術者3（土木担当） 0.5 0.5

技術者4（地盤担当） 0.5 0.5

技術者5（GIS担当） 0.5 0.5

技術者6（測量担当） 3.5 0.5

ローカル技術者1（副業務責任者、環境
社会配慮担当）

0.5 0.5

ローカル技術者2（GIS担当） 0.5 0.5

ローカル技術者3（土木・測量担当） 2.5 0.5

ローカル技術者4（土木・測量担当） 2.5 0.5

アシスタント技術者1 0.5 0.5

アシスタント技術者2 0.5 0.5

アシスタント技術者3 0.5 0.5

アシスタント技術者4 0.5 0.5

アシスタント技術者5 0.5 0.5

アシスタント測量技術者1

担　当 格付

業務主任（環境社会配慮担当） 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

技術者1（SAR衛星データ解析） 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

技術者2（SAR衛星データ解析） 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

技術者3（土木担当）

技術者4（地盤担当）

技術者5（GIS担当） 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

技術者6（測量担当） 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45

ローカル技術者1（副業務責任者、環境
社会配慮担当）

0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

ローカル技術者2（GIS担当） 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

ローカル技術者3（土木・測量担当） 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45

ローカル技術者4（土木・測量担当） 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45

アシスタント技術者1 45.0

アシスタント技術者2 12

アシスタント技術者3 12

アシスタント技術者4

アシスタント技術者5

アシスタント測量技術者1 45.0

担　当 格付
日

本

人

技

術

者 技術者5（GIS担当）

現
地

ローカル技術者2（GIS担当）

7 12

工

事

中

7 3 4 116 7 2

案件名：地下掘削工事範囲の地域における
安全・安心向上のための施工監理としての
SAR衛星を活用した地盤変位モニタリングプ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
要
員
計
画

日
本
人
技
術
者

現
地

日
本
人
技
術
者

現
地

事

前

段

階

8 9 10 3 4 1111 12 1 12 12 55 61 2 3 4 9

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

要

員

計

画

7 8 9 10 11

工

事

後

工

事

中

12 11 12 1 2 310 64

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
要
員
計
画

工

事

前

5 6 78 9 10 8 9 108

2022 2023 2024 2025 2026

5

施工監理に従事するコンサルタントの

業務としMM増はなし

施工監理に従事するコンサルタントの業務とし
MM増はなし
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5) 費用 

上述の事業実施工程に基づき、下表に示す通りコンサルタント派遣に係る費用を算出した。 
12.オフィス費用については、施工監理チームのオフィスにて業務従事することとして費用計

上しないこととした。あわせて、14.ソフト購入費用のうち、ArcGIS のライセンス費用について、

施工監理チームのライセンスを活用することとし費用計上しないものした。 
なお、施工監理チーム全体の費用は約 240 億円であり、下記の本コンサルタント派遣にかか

る費用はその内の 0.7%増分に該当する。 

表 6-13 コンサルタント派遣に係る費用 
 費用項目 単価 数量 金額 

1 専門家直接人件費 2,829,200 30.55 86,432,060 

2 現地傭人費（ProB） 360,000 24.5 8,820,000 

3 現地傭人費（ProC） 100,000 119 11,900,000 

4 専門家日当 4,500 916.5 4,124,250 

5 専門家宿泊費 11,600 916.5 10,631,400 

6 専門家渡航費 180,000 40 7,200,000 

7 内国旅費等 34,000 40 1,360,000 

8 現地交通費 400,000 10.18 4,073,333 

9 通信費 1,000 30.55 30,550 

10 オフィス通信費 3,000 49.5 148,500 

11 レポート作成費 30,000 11 330,000 

12 オフィス費用   0 

13 住民説明会場費 60,000 15 900,000 

14 機材購入費   0 

15 ソフト購入費 20,910,000 1 20,910,000 
 小計   156,860,093 

16 Provisional Sum and CF 156,860,093 5% 7,843,005 
 合計   164,703,098 

   （1,000 円未満切捨） 164,703,000 

出典：JICA 調査団 

このうち、SAR 衛星データに関連する費用は以下の通りである。 
なお、施工監理チーム全体の費用は約 240 億円であり、下記の費用はその内の 0.2%増分に該

当する。 
  



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

192 

表 6-14 コンサルタント派遣に係る費用 

 費用項目 単価 数量 金額 

1 
専門家直接人件費 
（国内アサイン） 

2,829,200 9.8 27,726,160 

2 ソフト購入費 20,910,000 1 20,910,000 

 合計   48,636,160 

   （1,000 円未満切捨） 48,636,000 

 費用項目 単価 数量 金額 

1 
専門家直接人件費 
（国内アサイン） 

2,829,200 9.8 27,726,160 

2 ソフト購入費 20,910,000 1 20,910,000 

 合計   48,636,160 

   （1,000 円未満切捨） 48,636,000 

出典：JICA 調査団 

6) 成果の例 

① 地盤沈下位置図 

試行的に SAR 衛星データを活用し周辺地盤変位情報を収集・分析した。地盤変位の解析方針

については以下の図に示すとおり 2 種類とし、衛星リモートセンシングデータを収集し解析し

た。解析の方針は表 6-15、SAR 衛星データを収集した地点について表 6-16 に示すとおりである。 

表 6-15 SAR 衛星データの収集及び解析方針 

番号 解析対象の変位情報 データ収集及び解析方針 

P01 地盤変位傾向の把握（土木工事

後） 
 Sentinel-1 衛星による SAR 衛星データを入手。 
 時系列干渉 SAR 解析（位置合わせ、初期干渉 SAR 解析処理、

軌道縞除去、位相強調フィルタ・位相アンラップ処理、時系列

解析、地図投影処理） 
 試行的に経年変化を把握するために過去半年分（2021 年 8 月

～2021 年 12 月）の「地盤変動モニタリングサービス（LDM53）」

でのデータ解析を実施。 

P02 大規模交通インフラでの安全

安心の工事の実施と周辺住民

の工事への理解向上のための

地盤変位の広域把握 

 Sentinel-1 衛星による SAR 衛星データを入手。 
 時系列干渉 SAR 解析（位置合わせ、初期干渉 SAR 解析処理、

軌道縞除去、位相強調フィルタ・位相アンラップ処理、時系列

解析、地図投影処理） 
 試行的に経年変化を把握するために過去 1 年分（2021 年 1 月

～2021 年 12 月）の LDM でのデータ解析を実施。 

出典：JICA 調査団 

表 6-16 SAR 衛星データの収集対象地点 

番号 対象名称 市町村 工事等区分 期間 対象範囲 

P01 Malanday Depot カローカン市 車両基地 2021.8 - 12 10 ㎞×10 ㎞ 

P02 Metro Manila Buildings マニラ首都圏タギグ、

マカティ、パシグ各市 
ビル群 2021.01 - 12 10 ㎞×14 ㎞ 

出典：JICA 調査団 

                                                        
53 LDM：Land Displacement Monitoring 
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出典：JICA 調査団  

図 6-19 地盤沈下分布図(P01) 

  

南北通勤線 Depot 

変動が確認された後 

変動量が少なくなっている 

南北通勤線 Depot 
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出典：JICA 調査団  

図 6-20 地盤沈下分布図(P01) 

  

変位が計測されている 

（要工事内容確認） 

南北通勤線 Depot 

工事区域外で 

変位が計測されている箇所 

工事区域外で 

変位が計測されている箇所 

南北通勤線 Depot 
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出典：JICA 調査団  

図 6-21 地盤沈下分布図(P01) 
 
  

沈下変位が計測されている 

（要現場の状況確認） 

上昇変位が計測されている 

（要現場の状況確認） 
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出典：JICA 調査団 

図 6-22 地盤沈下分布図(P02) 

  

マニラ首都圏地下鉄 
路線図 

全体の平均値 
－0.06mm/年 

下降を検知している 

上昇を検知している 
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出典：JICA 調査団  

図 6-23 地盤沈下分布図(P02) 

  

緑枠部分拡大 
路線周辺 



全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 
ファイナル・レポート 

198 

 

 
出典：JICA 調査団  

図 6-24 地盤沈下分布図(P02) 

  

ほとんど変動が見られない 

特に 7 月から 9 月頃に上昇を検知している 
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② 分析結果（P01 地盤変位傾向の把握（土木工事後）） 

SAR 衛星データから工事後の地盤の動きのモニタリングすることを目的として、地盤改良工

事現場（フィリピン南北線車両基地）周辺を含むエリアについて 2021 年 8 月から 12 月の期間

の時系列 InSAR 解析を 10 ㎞×10 ㎞の範囲で実施した。地盤改良工事現場での土木工事後の 2021
年 8 月から 12 月の期間において、初めに地盤が変動した後、その変動量が少なくなるという傾

向が確認できており、SAR 衛星データを活用したモニタリングの有効性が確認できた。この結

果を基にすれば、実際の工事現場で異常が発生の可能性のある個所を特定するために活用でき、

すみやかな状況確認を実施できる。 

③ 分析結果（P02 大規模交通インフラでの安全安心の工事の実施と周辺住民の工事への理

解向上のための地盤変位の広域把握）） 

工事開始前の地下鉄工事現場（マニラ首都圏地下鉄路線）において工事前の 2021 年 1 月から

12 月の期間の時系列 InSAR 解析を 10 ㎞×14 ㎞の範囲で実施したものであり、工事前には全体

では地盤変位がほぼ見られないことが確認できている。全体的な傾向として 0.06mm の隆起と

なっている。 
路線部周辺（緑枠内）では、全体的に変化がほとんど見られないエリアである（図右側青丸

枠内）一方で、アライメント近傍付近で地盤上昇の傾向が検知されているエリア（図左側青丸

枠内緑色）があった。詳細には特に 2021 年 7 月から 9 月に上昇が他の期間と比べて顕著である

傾向があることが把握された。今後、工事開始前に、そのエリアに対する地元住民や自治体の

一般的な認識についてヒアリングを行うこと、及び、上記年月の時期もしくは少し前の時期に

おいて、現地での別工事の有無や自然災害、揚水量の変動等について把握することで、周辺住

民への工事への理解向上に寄与できるものと思われる。 
なお、今回の分析では、変動点の真上で変動を取得しているわけではなく 20m 解像度の SAR

衛星データ（Sentinel-1）の観測範囲から信用できる変動量を出している。このため、特定の建

物の屋根や地面といったような局所的変化を判別できる性質ではなく、傾向として付近の広い

範囲で地盤の上昇が起こっていたエリアと判断できるものである。 

④ 水準測量結果との併用によるスクリーニング 

本来精度検証とキャリブレーションでは実際の水準測量データが活用されるが、今回の SAR
衛星解析データを提供している Synspective 社の発表資料及びヒアリングでは、精度検証とキャ

リブレーションを実施しない場合でも、SAR 衛星データを活用して得られた地盤の変位につい

て、関西国際空港での現地測量結果と比較し鉛直方向の RMSE±4mm の誤差に収まっているこ

とが確認されている。今回のような「地下掘削工事範囲箇所」での工事期間中のモニタリング

のためには、工事周辺部分を含む地域における非常に精度の高い水準測量を実施し SAR 衛星

データと比較する必要がある。これには 1 級水準測量の事前実施による水準網の構築、工事期

間中の定期的な 3 級水準測量による点検測量の組み合わせが有効であり、SAR 衛星データは変

位箇所及び水準測量の実施が必要な場所を特定するためのスクリーニングに活用できる。 
上述の通り 1 級水準測量、3 級水準測量の観測において、水準点及び固定点によって区分さ

れた区間の往復観測値の較差の許容範囲はそれぞれ 2.5mm √S、10mm√S（S は観測距離（片道、

km 単位））である。 
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今回のケースでは地盤沈下をモニタリングするため高精度の測量が求められるものである。

測量の精度は目的に応じて選択され、例えば詳細設計では工事測量の既知点のベースラインモ

ニタリングとして 3 級水準測量が実施され、トンネル工事実施時の測量は 1 級水準測量で実施

される。いずれも途上国で通常実施され、外国人技術者でも可能であるが、管理技術者は日本

人技術者が適任である。 
上述の 10×14 ㎞枠内にある路線長 17 ㎞周辺を対象とした場合の 1 級水準測量の人工内訳を

以下に示す。なお 1 級水準測量のほうが精密な測量となるため 3 級水準測量との比較では約 1.4
倍の工数差がある。 

表 6-17 1 級水準測量にかかる人日（路線長 17 ㎞分周辺） 

 
日本人技術者 現地技術者 1 現地技術者 2 

計画準備 7 

  

現地踏査 16 13 13 

既設点の点検測量 28 28 28 

新設、重要点設置 23 21 21 

成果品作成 14 4 4 

合計日数 88 66 66 

合計月数 4.00 3.00 3.00 

出典：JICA 調査団 

⑤ 有効性の検証 

以上より SAR 衛星データにより地盤の変位が取得できること、またこれをスクリーニングに

活用し、対象を絞り込んで確認が必要な箇所について測量する手法で、SAR 衛星データが有効

に活用できることが検証された。 
また、SAR 衛星データ活用について精度面以外にも、広域（プロジェクト用地外を含む）モ

ニタリングにおける事前の変位計設置や測量準備と人員の配置の手間が省けること、データ整

理及び可視化の効率性向上において有効性が高いものといえる。 

⑥ 今後の課題 

既存測量データ入手について 

本来 SAR 衛星データを水準測量データと比較することで高さの絶対値を含んだ結果が得ら

れる。しかしながら本業務の中で与えられた短期間では先方政府機関への正式依頼レターの不

在などもありフィリピンの水準測量データを入手できなかったため、キャリブレーションを実

施することができず今回 SAR 衛星データのみを GIS で地図データと重ね合わせるところまで

に留まっており、既存測量データ入手の場合は適切な事前の準備が必要である。 

測定できる変位量の限度について 

解析結果（PS 点）が得られている箇所が少なくなっているケース（例：P01 の車両基地の敷

地内の結果）では、対象期間において工事のアクティビティ等により SAR 衛星データで計測で

きる変位量を超えて変状しエラーとなっていることが原因と推察される。エラーとなった場合
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は工事記録とも照らし合わせて確認する必要がある他、使用するバンドの選定や将来想定され

る高頻度での測定（変位量が大きくなる前に計測を高頻度で実施する）等の配慮が必要である。 

測定できる頻度について 

2026 年頃を目途とした将来的なコンステレーションが完成した際には、全世界で 2 時間おき

に SAR 衛星データを入手/解析できる見込みである。しかしながら SAR 衛星データ入手/解析の

頻度を超え突発的に発生する現象をタイムリーに捉えることは難しい。地盤の変位における予

兆を把握するには今後さらなる知見の蓄積等が求められる。 

JICA の発注時期とその形態について 

上記で記載した検討では円借款案件へ付帯することを目指すものである。他方、特に災害後

の緊急対応・復旧事業のような迅速な対応が求められるケースは、災害発生後に JICA 支援業務

の発注の段取りや決裁を取っている時間的余裕は非常に少ない。このようなケースに備えて、

JICA とコンサルタント及び小型 SAR 衛星事業者間で契約を持ち、サブスクライブ形式で事前

に定期的な撮像を行いつつ、災害発生時に即時対応することが望まれる。また、次項で示すよ

うな円借款インフラ整備 O＆M 事業への SAR 衛星データ活用事業でもこのようなサブスクラ

イブ形式の契約も含むことが求められる。 

7) インフラ整備と O&M が一体となった SAR 衛星データを活用した事業への展開 

海外インフラ輸出強化策の一つとして売り切りから継続的な関与への事業モデルの多様化が

求められる中、現状、インフラ整備と O&M が一体となった事業モデルが不在でありその構築

に向けた取り組み、事業モデルの構築が求められる。 
ODA インフラ事業スキームを活用し、設計・施工監理段階で SAR 衛星モニタリングサービ

スを構築・実装することで、O&M 実施時の初期導入費用を低減して O&M 事業実施時の SAR
衛星データを活用した事業への展開を見込むことができ、その事業採算性を高める。O&M 時に

おいては、衛星モニタリングサービスの民間利用を促進し、新たなフィー収入源を確保するこ

とで、現地政府等 O&M 費用捻出が困難な機関の出費低減を実現し、持続可能な O&M 事業モ

デルを確立につなげられる。 
上記により、インフラ整備と一体となった O&M モデルを確立するとともに、インフラ O&M

において我が国事業者の O&M 参画促進、かつ我が国の衛星データ活用技術の登用を戦略的に

実現する。 
これらビジネスモデルを以下に図示した。 
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出典：JICA 調査団 

図 6-25 インフラ整備と一体となった O&M 事業としての SAR 衛星モニタリングビジネス

モデルの構築 

前述したとおり、O&M 時における「SAR 衛星モニタリングサービス」の実装には、持続性

を確保するために、衛星モニタリングデータの民間利用の促進が重要なポイントと考える。 
現時点では、表 6-18 に示す分野への民間事業者・自治体への活用が期待される。将来的には

個々のニーズとサービスへの利用意思を把握する必要がある。 

表 6-18 民間事業者・自治体による衛星モニタリングサービス利用に対する効果（案）  

分野 サービス利用時に期待される効果（案） 

保険  開発用地の過去の地盤状況をもとにした適切な評価基準の設定 
 開発用地の開発計画策定時における広域の地盤状況リスクの把握 
 都市開発などの造成等工事における地盤状況の管理・モニタリング 

不動産開発 

都市管理/ 

防災管理 

 他の衛星データ（光学・環境計測）や地上での計測データなどと共に、都市空間情

報（デジタルツイン情報）の一つとして取り込み、都市の成長管理や都市環境整備

の検討における基礎情報として活用 
 都市レベルでの地盤変位等の検知による、都市防災上のリスク把握/甚大事故発生前

の対策検討 

不法投棄/違法伐採  地形の改変を伴う不法投棄や違法伐採等の変状を、定期的にかつ自動にて判別・抽

出するモニタリング機能 

出典：JICA 調査団 
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第7章 まとめ 

建設事業での BIM/CIM 導入はすでに世界的潮流となりつつある。本調査において、ODA を実

施している国の中にはすでに BIM/CIM 導入をイニシアチブとして推進しているところがあるこ

とが分かったが、BIM/CIM による案件実施のためのガイドライン整備は途上にあり、また実際の

運用実績が乏しい現在の状況を考慮すると、事業スケジュールや技術者および資機材の投入、建

設費の在り方等について準備調査等の段階までに十分に検討と協議を行う重要性が高いことが明

らかとなった。そのため本調査では、被援助国が BIM/CIM の効果による利点とともにどのような

手順や投入、調整が必要となるのかについて理解が促進されること、また案件の調査にあたって

業務仕様書と調査を踏まえた審査および合意文書の内容を確実なものとできるよう、これらにつ

いて本調査報告書にまとめるとともに、簡潔で実践的な別冊のハンドブックを作成した。また

ODA 事業への BIM/CIM 導入により、合意形成、事業実施管理、設計・積算業務の精度向上、維

持管理の効率化など、事業の各段階でそれぞれ効果を発揮するために、事業方式、セクター、活

用目的等を総合的に考慮した導入ステップについて検討した。さらに今後導入を推進していく中

で必要となる JICA 内の要領上の検討についても示した。 
本調査実施時点で、新型コロナウイルス感染症の世界的パンデミックのため社会生活における

接触や移動の制限が長期にわたって実施されていることを背景に、社会経済活動を維持するため

の有効な施策として社会全体の DX（Digital Transformation）推進の潮流は強くなっている。

BIM/CIM 技術は建設事業のプロセス全体をデジタル化することを意図しているため、建設事業に

おける BIM/CIM の主流化は感染症パンデミックのように広範な影響のあるリスクにおいても有

効に作用する。すなわち、多様な属性情報を持った 3D モデルをデジタル空間でステークホルダー

が共有することで、遠隔下での事業促進や課題への効率的な対応が可能となるのである。このよ

うな BIM/CIM における DX 技術としての側面に着目し、ODA 事業の多様な広がりをサポートし

ていくことを考慮して、1）自動翻訳・議事録作成技術の応用と検証、および 2）SAR 衛星解析技

術の ODA 事業への応用、の 2 つの要素技術についても本調査において実施し、報告書に示した。 
最後に、建設事業においては事業投資評価指標としてライフサイクルコスト（LCC）が重視さ

れるとともに、事業全体の CO2 排出量や廃棄物管理上の環境負荷等をコストとしてとらえて適切

に削減していることがより広義のバリューとして求められるが、この傾向は今後さらに加速する

と考えられる。日本の ODA 事業として実施される場合には、こうした社会的な要請には適切に対

応する必要がある。このような評価の要請に対しても客観的かつ透明な説明がより効率的に実施

可能となることを考えれば、BIM/CIM の主流化は ODA プロジェクトの成功および適切な実施を

推進するために大きく貢献するものと期待される。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別添資料 1 アンケート・インタビュー調査結果 

 



アンケート・インタビュー調査先リスト 

No. アンケート先 国・案件 カテゴリー インタビュー 備考 

1 シ ン ガ ポ ー ル 建 築 建 設 庁

（BCA） 
シンガポール BIM 制定団体 〇  

2 SA 社 シンガポール コンサルタント 〇 会社の BIM 担当者

への調査 

3 SA 社 シンガポール・ SP 
Labrador project 

コンサルタント 〇 空港プロジェクト

の担当者への調査 

4 SA 社 シンガポール・Master 
Civil Consultancy 

コンサルタント 〇 建築プロジェクト

の担当者への調査 

5 G 社 シンガポール コントラクター 〇  

6 M 社 シンガポール コントラクター 〇  

7 S 社 シンガポール コントラクター   

8 K 社 シンガポール コントラクター   

9 O 社 シンガポール コントラクター   

10 T 社 シンガポール コントラクター   

11 TA 社 シンガポール コントラクター   

12 台湾交通部鉄道局（Railway 
Bureau） 

台湾 発注者 〇  

13 台湾行政院公共工程委員会

（PCC） 
台湾 BIM規格制定団体   

14 C 社 台 湾 ・ Design and 
Construction 
Supervision 
Technical Service for 
Taiwan Taoyuan 
International Airport 
Terminal 3 Area 

コンサルタント 〇  

15 フィリピン運輸省（DOTr） 

OC Global JV 

フィリピン・マニラ首

都圏地下鉄事業 
発注者 

コンサルタント 

〇 インタビューはOC 
Global JV が対応 

16 ガジャマダ大学事業 PIU イ ン ド ネ シ ア ・

ガジャマダ大学整備

事業 

発注者 〇 インタビューはコ

ンサルタント・コン

トラクターと合同

開催 

17 PT CMJ イ ン ド ネ シ ア ・

ガジャマダ大学整備

事業 

コンサルタント 〇 インタビューは発

注者・コントラクタ

ーと合同開催 

18 PT WIKA Gedung イ ン ド ネ シ ア ・

ガジャマダ大学整備

事業 

コントラクター 〇 インタビューは発

注者・コンサルタン

トと合同開催 

19 株式会社片平エンジニアリン

グインターナショナル 

株式会社エイト日本技術開発 

トーゴ・ソコデバイパ

ス建設計画 
コンサルタント 〇 調査は片平エンジ

ニアリングインタ

ーナショナルおよ

びエイト日本技術

開発が合同で対応 

※調査票に個人情報等が含まれているものは、その記述を削除している。 
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全
世
界

O
D

A
事

業
に

お
け

る
B

IM
／

C
IM

の
活

用
に

か
か

る
情

報
収

集
・

確
認

調
査

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
 
質
問
票

回
答

社
：

G
社

 
回

答
日

：
20

21
年

11
月

25
日

 

N
o.

 
ア

ン
ケ
ー

ト
項
目

お
よ
び

そ
の
回

答
結
果

ご
質
問
事

項
（
ヒ

ア
リ
ン

グ
調
査

）
回

答
欄

Q
1 

貴
社
が
所

轄
す
る

、
事
業

セ
ク
タ

ー
に
つ

い
て
教

え
て
く

だ
さ
い

。
 


 建

築


 道
路


 鉄

道
 


 空

港


 港
湾

☐
 そ

の
他

( 
   

 ) 

B
IM

導
入
事
業
に
お
け
る
公
共
事
業
と
民
間
事
業
の
割
合
と
、

B
IM

を
導
入
し
た
民

間
案

件
が

あ
れ

ば
そ

の
事

業
に

つ
い

て
も

伺
い

た
い

。
ま

た
契

約
や

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
観
点
で
も
、
公
共
・
民
間
で

B
IM

に
関
連
す
る
違
い
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い
た

い
。

B
IM

導
入

は
ほ

ぼ
公

共
工

事
で

、
民

間
事

業
は

1
割

以
下

で
あ

る
。

民
間

事
業

で

B
IM

を
用
い
て
い
る
の
は
、

E
xe

o 
gl

ob
al
（
協
和
エ
ク
シ
オ
の
子
会
社
）
の
事
務
所

兼
倉
庫
（
現
在
建
設
中
）
の

1
件
の
み
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
（

G
社
）
が
受

注
す
る
よ
う
な
工
事
は
、

B
IM

活
用
が
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

E
xe

o 
gl

ob
al

の
案
件
で
は
、
（

G
社
）
側
か
ら

B
IM

を
提
案
し
て
活
用
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
公
共
工
事
は

50
00

m
2
以
上
の
建
物
の
確
認
申
請
に
は

B
IM

モ
デ
ル
提
出
が

義
務
で
あ
り
、
ほ
ぼ

B
IM

導
入
が
契
約
に
盛
り
込
ま
れ
る
。

Q
1A

 
そ

の
中

で
BI

M
を

導
入

し
て

い
る

、
事

業
セ

ク
タ

ー
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ

い
。 
 建

築


 道
路


 鉄

道
 


 空

港


 港
湾

☐
 そ

の
他

( 
   

 ) 

港
湾
や
道
路
セ
ク
タ
ー
で

B
IM

を
導
入
し
て
い
る
理
由
は
施
主
か
ら
の
依
頼
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
く
は
、
内
部
で
の
活
用
の
み
で
し
ょ
う
か
？

港
湾
、
道
路
と
も
に
発
注
者
（
J
T
C
, 
L
T
A
）
の
要
求
事
項
で
す
 

Q
2 

現
在
、
ど

れ
く
ら

い
の
事

業
が
実

施
中
で

す
か
？

 
Pl

an
ni

ng
 p
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je

ct
:  

D
es

ig
n 

pr
oj

ec
t: 

C
on

str
uc

tio
n 

pr
oj

ec
t: 

11
 

Q
2A

 
そ

の
中
で

ど
れ
く

ら
い
の

事
業
に

お
い
て

BI
M

を
導

入
し
て

い
ま
す

か
？

 
☐

 1
00

%
 


 8

0~
70

%
 

☐
 5

0%
 

☐
 2

0~
30

%
 

☐
 そ

の
他

 ( 
 ) 

こ
の

割
合

で
導

入
さ

れ
て

い
る

経
緯

・
背

景
は

何
か

ご
ざ

い
ま

す
か

？
ま

た
、

導
入

を
決

め
ら

れ
て

か
ら

こ
の

割
合

に
至

る
ま

で
に

要
し

た
期

間
は

ど
の

程
度

で
し

ょ
う

か
？

（
G

社
）
で
は
、
建
築
工
事
で
あ
れ
ば
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
わ
ら
ず

B
IM

を
使
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
土
木
工
事
で
は
、
契
約
で

B
IM

導
入
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
く
と

も
、
給
排
水
・
電
気
等
の
設
備
が
あ
る
場
合
は
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に

B
IM

モ
デ
ル

を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
確
認
申
請
に

B
IM

が
必
要
に
な
っ

た
の
は

20
14

年
頃
と
思
う
が
、
（

G
社
）
で
は

20
12

年
頃
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
工
事

で
B

IM
を
活
用
し
て
い
る
。

 
Q

3 
事

業
の
ど

の
段
階
で

BI
M

を
使

用
し
て

い
ま
す

か
？

 
☐

 調
査

 


 設
計

 


施
工

☐
 維

持
管
理

/運
営
管
理

 

導
入
さ
れ
た
事
業
の
方
式
は
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
で
し
ょ
う
か
？

土
木
で
は
、

O
D

A
以
外
の
事
業
で
は

8
割
程
度
が
設
計
施
工
で
あ
る
。
建
築
工
事
に

関
し

て
は

、
ほ

と
ん

ど
の

案
件

で
設

計
と

施
工

は
分

離
で

あ
る

（
設

計
コ

ン
サ

ル
、

施
工
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
）
。

Q
4 

BI
M

を
事
業
に

導
入
す

る
大
き

な
目
的

は
何
で

す
か
？

 


 工
期
短
縮

 


 工
事
費
削
減

 


 人
員
削
減

 


 安
全
管
理

 


 品
質
向
上

 


 ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減

 


 工
程
管
理

 


 理
解
促
進

 


 業
務
改
善

 
☐

 維
持
管
理

 
☐

 そ
の
他

 ( 
   

) 

施
主
や
事
業
者
が

B
IM

を
維
持
管
理
に
使
用
す
る
事
を
目
的
と
し
た
案
件
は
ご
ざ
い

ま
す
か
？
ま
た
今
後
、
維
持
管
理
で
の

B
IM

活
用
を
指
向
し
た
案
件
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
か
？

最
終
的
に
竣
工
時
の

A
s-

B
u

il
t 

B
IM

モ
デ
ル
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
デ
ー
タ
の
利

用
実
態
は
分
か
ら
な
い
が
、
施
工
用

B
IM

で
デ
ー
タ
量
が
多
い
た
め
維
持
管
理
に
は

使
え
な
い
と
思
う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は

ID
D
（

In
te

gr
at

ed
 D

ig
it

al
 D

el
iv

er
y）

と
い
っ
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
も
あ
り
、
今
後
は
維
持
管
理
を
目
的
と
し
た

B
IM

導
入

の
要

望
は

確
実

に
出

て
く

る
も

の
と

思
う

が
、

現
時

点
で

は
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
側

で
デ

ー
タ
の
活
用
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

Q
5 

BI
M

導
入
目
的

に
対
す

る
、
効

果
は
得

ら
れ
て

い
ま
す

か
？

 


 は
い

 
☐

 い
い
え

 
Q

6 
３

D
都

市
モ
デ
ル

に
お
け

る
BI

M
デ

ー
タ

の
活

用
事
例

お
よ
び

今
後
の

BI
M

デ
ー

タ
活
用
の

展
望
に

つ
い
て

お
聞
か

せ
く
だ

さ
い
。

<回
答
欄

> 
今

は
建

築
・

土
木

構
造

物
を

単
体

と
し

て
B

IM
モ

デ
ル

を
作

成
し

て
い

る
が

、
今

後
は

そ
れ

ら
を

組
み

合
わ

せ
、

さ
ら

に
は

都
市

全
体

を
デ

ジ
タ

ル
化

す
る

こ
と

で
様

々
な

デ
ー

タ
と

連
携

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
共

有
の

デ
ー

タ
・

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
作

成
す

る
こ

と
で

よ
り

B
IM

デ
ー

タ
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

都
市

計
画

・
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

も
使

う
こ

と
が

で
き

る
。

 
ま

た
、

建
設

業
に

限
ら

ず
旅

行
業

な
ど

に
も

使
わ

れ
て

い
る

た
め

、
業

界
の

垣
根

な
く

B
IM

デ
ー

タ
の

活
用

が
活

発
に

な
る

と
考

え
る

。

Q
7 

BI
M

を
使
用
す

る
際
、

基
準
や

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

を
使
用

し
て
い

ま
す
か

？
 


 は

い
☐

 い
い
え
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N
o.

5 

Q
7A

 
使

用
し

て
い

る
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

基
準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

使
用

し
て

い
ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
- 

Si
ng

ap
or

e 
B

IM
 G

ui
de

 (B
C

A
) 

- 
Si

ng
ap

or
e 

V
D

C
 G

ui
de

 (B
C

A
) 

- 
B

C
A

 B
IM

 E
ss

en
tia

l G
ui

de
 fo

r C
on

tra
ct

or
s 

- 
B

C
A

 B
IM

 E
ss

en
tia

l G
ui

de
 fo

r E
xe

cu
tio

n 
Pl

an
 

- 
B

C
A

 B
IM

 E
ss

en
tia

l 
G

ui
de

 f
or

 C
ol

la
bo

ra
tiv

e 
V

irt
ua

l 
D

es
ig

n 
an

d 
C

on
st

ru
ct

io
n 

 
- 

B
C

A
 B

IM
 G

ui
de

 fo
r A

ss
et

 In
fo

rm
at

io
n 

D
el

iv
er

y 
- 

B
IM

 F
or

um
 L

ev
el

 o
f D

ev
el

op
m

en
t (

LO
D

) S
pe

ci
fic

at
io

n 
- 

そ
の

他
各

種
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

B
IM

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(J
TC

, 
LT

A
, 

SP
PG

, M
O

H
, H

D
B
な

ど
) 

1)
 
港
湾
や
道
路
分
野
に
つ
い
て
の

B
IM

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
が

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
内

で
港

湾
や

道
路

に
関

す
る

B
IM

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
整

備
化

へ
の

動
き

が
あ

る
か

、
ご

存
じ

で
し

た
ら

ご
教

示
く

だ
さ
い
。

 

1)
 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
建
設
工
事
は

B
C

A
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に

従
う

た
め

、
左

記
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
必

要
に

応
じ

て
適

用
す

る
こ

と
に

な
る

か
と

思
い

ま
す

。
港

湾
や

道
路

分
野

に
特

化
し

た
も

の
は

、
今

の
と

こ
ろ

な
い
と
思
い
ま
す
。

 

Q
8 

基
準
や
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
を

使
用
す

る
際
の

問
題
や

課
題
は

あ
り
ま

す
か
？

 
☐

  は
い

 


  い
い
え

 
 

 
 

Q
8A

 
も

し
あ
る

場
合
、

 そ
れ
は
ど
の

よ
う
な

内
容
で

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
  

 
 

Q
9 

BI
M

を
適

用
し

た
事
業

の
BI

M
要

件
は

、
誰

が
ど
の

段
階
で

ど
の
よ

う
に
設

定
し

ま
す
か
？

 
<回

答
欄

> 
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

公
共

工
事

に
お

い
て

は
、

入
札

図
書

に
B

IM
の

要
求

事
項

が
あ

り
、

そ
れ

に
従

っ
て

国
際

部
門

B
IM

グ
ル

ー
プ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
が

、
入

札
時

に
B

IM
実

行
計

画
書

（
B

EP
）

を
作

成
す

る
。

 
B

IM
の

要
求

が
な

い
工

事
に

お
い

て
は

、
工

事
開

始
前

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
国

際
部

門
B

IM
グ

ル
ー

プ
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
よ

り
、

ど
の

様
に

B
IM

を
活

用
し

て
い

く
か

を
協

議
し

、
必

要
に

あ
わ

せ
て

B
EP

を
作

成
す

る
。

 

1)
 

B
IM

要
求
が
無
い
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事
業
で
し
ょ
う
か
？

B
IM

の
要
求
が
無

い
事
業
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
判
断
基
準
と
し
て

B
IM

の
導
入
を
判
断

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

 
2)

 
要
求
が
な
く
と
も

B
IM

導
入
す
る
場
合
と
い
う
の
は
、
港
湾
・
道
路
な
ど
ど
の

分
野
で
も
同
様
に
設
備
の
有
無
等
を
基
準
に
し
て
導
入
を
検
討
す
る
の
か
？

 

1)
 
埋

め
立

て
・

浚
渫

な
ど

に
つ

い
て

は
B

IM
の

要
求

は
な

い
。

要
求

が
な

く
と

も
、

設
備

（
給

排
水

、
電

気
な

ど
）

が
あ

る
場

合
に

は
効

率
化

を
目

的
に

B
IM

モ
デ
ル
を
作
成
す
る
。

 
2)

 
そ

の
通

り
で

あ
る

。
設

備
関

係
の

よ
う

な
建

築
的

な
工

事
が

付
随

す
る

も
の

は

B
IM

モ
デ
ル
を
作
成
す
る
。

 

Q
10

 
BI

M
活

用
事
業

に
お
い

て
EI

R
や

BE
P
は
作

成
さ
れ

て
い
ま

す
か
？

 
EI

R
の

作

成
は
誰
が

行
っ
て

い
ま
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
EI

R
：

発
注

者
が

作
成

（
発

注
者

か
ら

委
託

さ
れ

た
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

）
、

 
B

EP
(デ

ザ
イ

ン
ス

テ
ー

ジ
)：

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

ア
ー

キ
テ

ク
ト

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

ー
）

が
作

成
 

B
EP

(コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
ス

テ
ー

ジ
)：

メ
イ

ン
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

が
作

成
 

 
 

Q
11

 
ど

の
よ
う
な

BI
M

活
用

が
主
流

で
す
か

？
 


  設

計
や
施
工
確
認
検
討
の
み

 


  ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
と
共
有
す
る

 


  そ
の
他

 (打
合
せ
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

) 
 

 
 

Q
12

 
請

負
者

が
異

な
る

場
合

（
設

計
か

ら
施

工
、

施
工

か
ら

維
持

管
理

な
ど

）
、

BI
M

デ
ー
タ
の

移
行
や

活
用
は

ス
ム
ー

ズ
に
行

え
て
い

ま
す
か

？
 

☐
  は

い
 


  い

い
え
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N
o.

5 

Q
12

A
 

行
え
て
い

な
い
場

合
、
そ

の
課
題

は
何
で

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
・

早
い

段
階

で
の

デ
ー

タ
の

受
渡

し
（

デ
ー

タ
の

受
け

渡
し

が
遅

い
、

欲
し

い
時

期
に

貰
え

な
い

）
 

・
正

確
・

詳
細

な
デ

ー
タ

の
入

力
（

あ
ま

り
正

確
な

デ
ー

タ
で

な
い

。
詳

細
度

が
低

い
。

）
 

・
EI

R
の

明
確

化
（

要
求

事
項

が
不

明
瞭

）
 

 

1)
 
基
本
的
に
施
主
か
ら
受
け
取
る

B
IM

モ
デ
ル
は
使
用
せ
ず
、

2D
の
契
約
図
面

を
基
に

B
IM

モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
か
？

 
2)

 
契
約
は

2D
図
面
と
い
う
こ
と
だ
が
、

B
IM

モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
参
考
と
い

う

位
置
づ
け
か
？
ま
た
、
承
認
や
、

B
O

Q
に
関
し
て
も
、

2D
ベ
ー
ス
＋

B
IM

モ

デ
ル
を
参
考
と
い
う
こ
と
か
？

 
3)

 
施

主
か

ら
受

け
取

る
土

質
デ

ー
タ

や
地

形
デ

ー
タ

に
も

問
題

が
ご

ざ
い

ま
す

か
？

 
4)

 
E

IR
の

不
明

確
事

項
は

、
ク

ラ
リ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
期

間
中

で
の

質
問

な
ど

で

明
確
に
で
き
て
お
り
ま
す
か
？

 
5)

 
E

IR
の
不
明
確
さ
が
原
因
で
受
注
に
至
ら
な
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 
6)

 
ご
回
答
い
た
だ
い
た
課
題
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

B
IM

制
定
団
体
（

B
C

A
等
）
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
（

ア
ン

ケ
ー

ト
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

）
が

出
来

る
機

会
は

設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
か
？

 
7)

 
発

注
者

側
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

も
し

く
は

発
注

者
）

は
サ

イ
ク

ル
全

体
を

通

し
た
デ
ー
タ
作
成
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す
か
？

 
も
し
行
っ
て
い
な
い
・
行
え
て
い
な
い
場
合
、
解
決
す
る
た
め
に
ど
う
し

た

ら
良
い
か
、
ご
経
験
を
と
お
し
て
何
か
ご
意
見
が
あ
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ

け

ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
8)

 
デ

ー
タ

の
受

け
渡

し
で

問
題

が
起

き
る

原
因

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

お
考

え

で
し
ょ
う
か
？
（
例
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
問
題
、
人
的
問
題
な
ど
）
 

 
9)

 
ご

回
答

い
た

だ
い

た
「

正
確

」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

ご
教

示
い

た
だ

け
ま

す

で
し

ょ
う

か
？

（
例

：
2D

図
面

と
3D

モ
デ

ル
の

寸
法

が
合

っ
て

い
る

 
な

ど
）

 
10

) 
ど

の
よ

う
な

場
面

で
、

「
要

求
事

項
が

不
明

瞭
」

だ
っ

た
た

め
に

問
題

が
起

き

ま
し
た
か
？

 

1)
 
受
領
し
た
モ
デ
ル
に
よ
る
。
転
用
で
き
な
い
部
分
に
関
し
て
は

2D
契
約
図
面
を

基
に

B
IM

モ
デ
ル
を
作
成
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
。

20
18

, 
20

19
年
頃
か
ら
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

B
IM

を
扱
う
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
で
利
用
可
能
な
詳
細

な
モ

デ
ル

を
受

領
す

る
こ

と
が

多
く

な
っ

て
い

る
。

そ
れ

以
前

に
受

領
し

て
い

た
モ
デ
ル
は
ほ
と
ん
ど
転
用
で
き
ず
、
新
た
に
作
成
し
て
い
た
。

 
2)

 
契
約
・
承
認
等
に
お
い
て

B
IM

モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
参
考
で
あ
る
。

B
O

Q
に
お

い
て
は
、

B
I M

か
ら
数
量
を
出
し
て

2D
と
照
査
す
る
な
ど
、
内
部
で
の
確
認

作
業
に
用
い
る
程
度
で
あ
る
。

 
3)

 
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
4)

 
で
き
て
い
ま
せ
ん

 
5)

 
あ
り
ま
せ
ん

 
6)

 
は
い
。
ア
ン
テ
ー
ト
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

 
7)

 
い

い
え

。
解

決
す

る
た

め
に

は
、

要
求

事
項

と
し

て
そ

の
役

割
を

契
約

に
追

加

す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

 
8)

 
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

互
換

性
、

モ
デ

ル
の

精
度

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
る

。
B

IM
デ

ー

タ
の

作
り

方
も

会
社

の
技

術
で

あ
る

た
め

、
特

に
日

本
で

は
ネ

イ
テ

ィ
ブ

デ
ー

タ
を
そ
の
ま
ま
渡
す
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
関
係
す
る
と
思
う
。

 
9)

 
２

D
図
で
変
更
を
し
、

B
IM

モ
デ
ル
は
変
更
し
て
い
な
い
。
２

D
図
で
表
現
さ

れ
な
い
箇
所
を
正
確
に

B
IM

モ
デ
ル
化
し
て
い
な
い
。
（

R
C

柱
・
壁
が
階
の

途
中
で
止
ま
っ
て
い
る
な
ど
）

 
10

) 
A

s-
B

u
il

t
モ

デ
ル

を
提

出
す

る
大

き
な

建
物

の
案

件
で

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
か

ら

の
要
求
が
当
初
に
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

F
M

の
会
社
が
決
ま
っ
て
初
め
て

F
M

か
ら

要
求

が
出

て
く

る
場

合
が

あ
る

。
モ

デ
ル

化
が

終
わ

り
に

か
か

っ
た

タ
イ

ミ
ン
グ
か
ら
要
求
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
手
間
が
か
か
る
。

 

Q
13

 
BI

M
を

導
入

し
た

事
業

を
実

施
す

る
た

め
に

は
、

ど
の

よ
う

な
入

札
方

式
や

事
業

プ
ロ
セ
ス

が
最
適

で
あ
る

と
考
え

て
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
設

計
施

工
 ま

た
は

 E
C

I (
Ea

rly
 C

on
tra

ct
or

 In
vo

lv
em

en
t) 

   
  

1)
 

Q
3

と
も
共
通
い
た
し
ま
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の

B
IM

導
入
案
件
は
、
ど

の
よ
う
な
入
札
方
式
が
多
い
で
し
ょ
う
か
？

 
(Q

3
の
回
答
内
容

) 

Q
14

 
ど

の
よ
う
な

BI
M

ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
を
主

に
使
用

し
て
い

ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
・

A
ut

od
es

k 
R

ev
it 

1)
 

R
ev

it
の
み
で
す
と
座
標
の
設
定
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
場

合
は

何
か

他
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
使

用
し

て
問

題
を

解
決

し
て

お
り

ま
す

か
？
差
支
え
な
け
れ
ば
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

 

1)
 
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
工
事
で
は
、

C
iv

il
 3

D
で
座
標
（
線
形
）
を
設
定
し
、

R
ev

it
に
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。

 
 

Q
15

 
使

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

目
的

や
方

針
な

ど
は

あ
り

ま
す

か
？

  


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
15

A
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
目

的
や
方

針
な
ど

で
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

と
の

タ
イ

ム
リ

ー
か

つ
正

確
な

デ
ー

タ
共

有
に

よ
り

、
効

率
的

な
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

を
可

能
に

す
る

と
と

も
に

デ
ー

タ
の

蓄
積

を
図

る
。

 

 
 

Q
16

 
デ

ー
タ
共

有
環
境

を
使
用

し
て
事

業
を
実

施
し
て

い
ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
16

 
A

-1
 

ど
の
ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ
と

デ
ー
タ

共
有
を

行
い
ま

す
か
？

 
☐

  実
施
期
間

 


  コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 


  コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

 


  サ
ブ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

 
☐

 そ
の
他

 ( 
   

   
   

   
   

   
  )

 
 

1)
 
サ

ブ
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

は
、

要
求

に
十

分
対

応
で

き
る

技
術

レ
ベ

ル
を

有
し

て

お
り

ま
す

か
？

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

技
術

を
保

有
し

て
い

な
い

場
合

は
ど

の
よ

う
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
か
？

 

1)
 
サ

ブ
コ

ン
に

よ
る

。
で

き
な

い
場

合
は

、
メ

イ
ン

コ
ン

（
（

G
社

）
）

で
実

施

し
ま
す

。
 

 
Q

16
 

A
-2

 
そ

れ
は
、

ど
の
よ

う
な
目

的
の
た

め
で
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

と
の

タ
イ

ム
リ

ー
か

つ
正

確
な

デ
ー

タ
共

有
 

効
率

的
な

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
 

 

 
 

Q
16

 
B

-1
 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
と

の
デ

ー
タ

共
有

す
る

際
、

何
か

問
題

や
課

題
は

あ
り

ま
し

た

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え
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N
o.

5 

Q
16

 
B

-2
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
問

題
ま
た

は
課
題

で
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
・

B
IM

ソ
フ

ト
の

使
い

方
を

理
解

し
て

い
な

い
 

・
B

IM
の

知
識

不
足

、
B

IM
へ

の
過

剰
な

期
待

 
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・
シ

ス
テ

ム
が

高
コ

ス
ト

 
・

デ
ー

タ
変

換
に

伴
う

デ
ー

タ
ロ

ス
 

・
デ

ー
タ

変
換

に
伴

う
時

間
・

労
力

 

1)
 

ご
回
答
に
あ
る
「

B
IM

へ
の
過
剰
な
期
待
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
に
つ
い

て
ご

教
示

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

（
例

：
E

IR
と

施
主

の
期

待
の

ズ
レ

な
ど
）

 
2)

 
デ

ー
タ

変
換

に
伴

う
課

題
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

例
に

つ
い

て
ご

教
示

い
た

だ

け
ま

す
で

し
ょ

う
か

？
（

例
：

施
主

が
使

え
る

ビ
ュ

ー
ワ

ー
に

合
わ

せ
る

た
め

の
手
間
な
ど
）

 
3)

 
フ
ォ
ル
ダ
の
命
名
規
則
は
ど
う
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
？

 

1)
 

設
計

変
更

等
に

よ
る

モ
デ

ル
作

成
・

調
整

に
か

か
る

時
間

・
労

力
が

過
小

評
価

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
特

に
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

側
が

実
際

よ
り

簡
単

に
考

え
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
十
分
な
時
間
と
費
用
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 
2)

 
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
か
ら

IF
C

デ
ー
タ
に
変
換
し
た
際
の
デ
ー
タ
ロ
ス
、
変
換

す
る
手
間
・
時
間
が
か
か
る
。

 
3)

 
入
札
条
件
に
書
い
て
あ
る
場
合
は
そ
の
通
り
に
フ
ォ
ル
ダ
を
命
名
。

 
書
い
て
い
な
い
場
合
は
自
社
の
命
名
規
則
に
従
っ
て
フ
ォ
ル
ダ
を
命
名
す
る
。

 
Q

16
 

B
-3

 
そ

れ
は
、

ど
の
よ

う
な
事

が
原
因

で
あ
る

と
考
え

て
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
・

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
の

B
IM

全
般

の
知

識
不

足
 

・
各

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

同
士

の
互

換
性

の
悪

さ
 

 

1)
 

施
主
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
側
の

B
IM

知
識
の
不
足
に
よ
る
工
期
の
遅
延
が
ク
レ
ー
ム

の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 
2)

 
互

換
性

の
悪

さ
に

つ
い

て
、

ど
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

間
で

ど
う

い
っ

た
内

容
の

問

題
に
直
面
さ
れ
ま
し
た
か
？

 

1)
 

い
い
え

 
2)

 
変

換
し

た
際

の
デ

ー
タ

ロ
ス

（
モ

デ
ル

部
材

の
消

滅
、

パ
ラ

メ
ー

タ
の

欠

如
）
、
形
状
の
変
化
な
ど

 

Q
17

 
デ

ー
タ

を
共

有
す

る
時

は
、

ど
の

よ
う

な
エ

ク
ス

ト
ラ

ネ
ッ

ト
ま

た
は

デ
ー

タ
共

有
環
境
を

使
用
し

て
い
ま

す
か
？

 


 A
ut

de
sk

36
0 


 B

en
tle

y 
Pr

oj
ec

tw
is

e 


 A
co

ne
cx

 


 D
ro

pb
ox

 


 G
oo

gl
e 

D
riv

e 


  そ
の
他

(B
IM

36
0)

 
 

 
 

Q
17

 
A

-1
 

そ
の

サ
ー

ビ
ス

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

使
用

し
て

い
る

理
由

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
・

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
と

の
協

議
 

・
入

札
条

件
書

内
で

の
指

定
 

・
A

ut
od

es
k 

R
ev

it
と

の
互

換
性

の
よ

さ
 

1)
 
上
記
の

C
D

E
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
の
選
定
は
ど
の
よ
う

な
条

件
、

背
景

の
も

と
に

行
っ

て
お

り
ま

す
か

？
そ

れ
ぞ

れ
の

メ
リ

ッ
ト

、
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

 

1)
 
選

定
は

、
左

列
の

回
答

欄
に

記
載

し
て

い
る

３
点

を
も

と
に

行
っ

て
い

ま
す

。

メ
リ

ッ
ト

は
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
間

で
の

情
報

共
有

が
容

易
に

な
る

こ
と

。
デ

メ
リ

ッ
ト

は
、

統
一

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ご

と
に

ア
プ

リ
の

操
作
を
覚
え
、
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

 

Q
17

 
A

-2
 

特
に

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
側

の
モ

デ
ル

確
認

時
の

ビ
ュ

ー
ワ

ー
に

関
し

て
は

、
ど

の

よ
う
に
対

応
さ
れ

て
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
指

定
が

あ
る

場
合

：
指

定
さ

れ
た

も
の

を
使

用
す

る
 

指
定

が
な

い
場

合
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
合

っ
た

、
使

い
や

す
い

も
の

を
提

案
す

る
 

 
 

Q
17

 
A

-3
 

デ
ー
タ
共

有
環
境

上
の
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に
関

し
て
は

ど
の
よ

う
に
対

応
さ
れ

 
て

い
ま
す

か
？
 

ま
た
デ

ー
タ
の

保
障
に

関
す
る

制
度
は

あ
り
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
・

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

 
サ

ブ
コ

ン
と

は
N

D
A
を

結
ぶ

 
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
会

社
と

は
協

議
し

確
認

 
・

テ
ー

タ
の

保
障

に
関

す
る

制
度

⇒
合

意
書

を
各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
が

記
入

 

1)
 
契

約
書

に
は

特
に

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

記
述

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
ま

た

そ
の

場
合

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
は

請
負

者
に

よ
り

異
な

る
こ

と
に

な
り

ま
す

か
？

 
2)

 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

状
況

が
不

安
定

な
場

合
、

ど
の

よ
う

な
対

策
を

考
え

て
お

ら

れ
ま
す
か
？
貴
社
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 
3)

 
「
合
意
書
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
し
ょ
う
か
？

 
4)

 
契

約
面

で
は

な
く

、
具

体
的

な
シ

ス
テ

ム
面

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
は

ど
の

よ

う
に
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
？
（
例
：
ア
ク
セ
ス
権
の
設
定
 
な
ど
）

 

1)
 
基

本
的

に
は

記
述

が
あ

る
。

官
庁

工
事

な
ど

で
は

、
ク

ラ
ウ

ド
を

利
用

し
た

デ
ー

タ
の

や
り

取
り

禁
止

な
ど

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

性
が

高
い

。
現

在
進

行
中

の
入

国
管

理
局

庁
舎

の
案

件
で

は
、

情
報

漏
洩

の
な

い
よ

う
に

と
記

述
さ

れ
て

い
る

。
一

方
、

L
D

A
（

国
土

交
通

省
の

よ
う

な
官

庁
）

の
工

事
に

関
し

て
は

、
外

部
に

漏
ら

さ
な

い
契

約
は

す
る

も
の

の
、

ク
ラ

ウ
ド

の
利

用
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

 
2)

 
と

く
に

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
ロ

ー
カ

ル
サ

ー
バ

ー
を

利
用

す
る

な

ど
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

 
3)

 
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

 
4)

 
ヒ

ア
リ

ン
グ

時
に

回
答

済
み

(別
添

議
事

録
を
ご

確
認

く
だ

さ
い

)。
あ

り
が
と

う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
Q

17
 

A
-4

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

を
使

用
す

る
事

に
よ

っ
て

、
ど

の
よ

う
な

効
果

を
感

じ
て

い
ま

す
か
？

 
回
答
欄

> 
・

タ
イ

ム
リ

ー
か

つ
正

確
に

情
報

共
有

が
可

能
 

・
問

題
の

早
期

解
決

 
・

リ
モ

ー
ト

で
も

意
思

疎
通

が
し

や
す

い
 

・
勤

務
地

な
ど

に
と

ら
わ

れ
な

い
柔

軟
な

働
き

方
 

 
 

Q
17

 
A

-5
 

デ
ー

タ
共

有
環

境
を

使
用

す
る

際
、

課
題

と
感

じ
て

い
る

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て

く
だ
さ
い

。
 (例

：
技
術

者
不
足

、
技
術

レ
ベ
ル

、
運
用

環
境
な

ど
) 

<回
答
欄

> 
・

技
術

者
不

足
 

・
技

術
者

の
レ

ベ
ル

不
足

 
・

メ
イ

ン
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

の
負

担
増

 
・

B
IM

モ
デ

ル
、

デ
ー

タ
管

理
に

お
け

る
理

解
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N
o.

5 

Q
17

 
A

-6
上

記
デ

ー
タ

共
有

環
境

は
、

書
類

や
図

面
に

関
す

る
承

認
行

為
に

も
活

用
さ

れ
て

い
ま
す
か

？
 


 は

い
☐

 い
い
え

 

1)
「

承
認

」
は

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

内
の

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

で
設

定
さ

れ
る

承
認

シ

ス
テ

ム
が

そ
の

ま
ま

活
用

さ
れ

て
お

り
ま

す
か

？
も

し
く

は
電

子
サ

イ
ン

な
ど

が
つ
か
わ
れ
て
お
り
ま
す
か
？

2)
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

S
in

ga
po

re
 B

IM
 G

u
id

e 
V

er
si

on
 2

.0
）
で
は
、

2
次
元
図

面
で

の
承

認
と

の
記

載
が

あ
り

ま
す

が
、

現
在

そ
の

承
認

行
為

は
ど

の
よ

う
な

事
に
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
？

1)
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
内

の
承

認
シ

ス
テ

ム
も

使
用

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

承
認

・

サ
イ

ン
し

た
書

類
を

ス
キ

ャ
ン

し
た

も
の

も
同

時
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

さ
れ

ま

す
。
サ
イ
ン
し
た
原
本
も
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

2)
承
認
を
受
け
る
ベ
ー
ス
は

2D
資
料
で
あ
り
、

B
IM

モ
デ
ル
は
参
考
扱
い
で
あ

る
。

Q
17

 
A

-7
活

用
さ
れ

て
い
な

い
理
由

に
つ
い

て
教
え

て
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
い

く
つ

か
の

シ
ス

テ
ム

に
は

承
認

フ
ロ

ー
が

そ
な

わ
っ

て
い

な
い

た
め

Q
18

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

上
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

は
ど

の
よ

う
に

対
応

さ
れ

て
い
ま
す

か
？
 

 
ま
た

デ
ー
タ

の
保
障

に
関
す

る
制
度

は
あ
り

ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
Q

17
A

-3
に

同
じ

 
Q

19
 

ベ
ン
ダ
ー

ロ
ッ
ク

イ
ン
へ

の
対
策

を
し
て

い
ま
す

か
？

 
☐

 は
い


 い

い
え

 
Q

19
A

 
そ

れ
は
、

ど
の
よ

う
な
対

策
で
す

か
？

 
<回

答
欄

> 

Q
20

 
事

業
に
お

い
て

BI
M

で
モ

デ
リ

ン
グ

や
管
理

を
す
る

上
で
、

課
題
や

問
題
点

は
あ

り
ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
・

B
IM

の
理

解
不

足
（

３
D

C
A

D
の

延
長

の
よ

う
な

理
解

が
多

い
）

・
デ

ー
タ

管
理

の
理

解
不

足
・

B
IM

技
術

者
の

不
足

・
デ

ー
タ

管
理

者
の

不
足

Q
21

 
BI

M
を

使
用
す

る
事
で

、
工
期

、
工
事

費
、

LC
C

費
用
、
人

員
削
減

、
C

O
2
削
減

等
、
削
減

で
き
た

項
目
は

あ
り
ま

す
か
？

 


 は
い

☐
 い

い
え

 
Q

21
 

A
-1

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
事

で
ど
れ

く
ら
い

削
減
す

る
事
が

で
き
ま

し
た
か

？
 

<回
答
欄

> 
・

す
べ

て
の

工
事

に
お

い
て

何
か

し
ら

の
削

減
、

効
率

化
は

図
れ

て
い

る

1)
貴
社
内
で
効
果
を
定
量
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

1)
い

い
え

。
B

IM
活

用
す

る
場

合
・

し
な

い
場

合
で

２
度

同
じ

こ
と

を
行

う
こ

と

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
で
き
な
い
た
め
、
定
量
的
な
評
価
は
し
て
い
ま
せ
ん

Q
21

 
A

-2
な

ぜ
そ
の

よ
う
に

思
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
・

B
IM

モ
デ

ル
か

ら
の

問
題

点
の

発
見

・
解

決
・

作
業

の
効

率
化

・
B

IM
ス

タ
ッ

フ
の

技
術

向
上

 
な

ど
か

ら
工

事
・

費
用

・
人

員
に

お
い

て
様

々
な

削
減

が
で

き
て

い
る

と
考

え
る

 

1)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

B
IM

導
入
効
果
を
定
量
化
し
よ
う
と
す
る
働
き
は
ご
ざ
い
ま

す
か
？

1)
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
前
回
答
の
理
由
で
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

Q
22

 
BI

M
技

術
者

の
教

育
制

度
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
り

ま
す

か
？

 


 は
い

☐
 い

い
え

 
Q

22
A

 
ど

の
よ

う
な

教
育

制
度

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

か
？

<回
答

欄
> 

・
B

C
A

A
に

お
け

る
各

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

 (社
外

) 
・

各
種

オ
ン

ラ
イ

ン
B

IM
社

内
研

修
・

社
内

R
ev

it
研

修
 

な
ど

1)
ご
回
答
の

3
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
受
講
対
象
と
期
間
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

B
C

A
A

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
内

容
に

見
合

っ
た

ス
タ

ッ
フ

に
受

講
さ

せ
て

い
る

。
社

内

で
は

B
IM

チ
ー
ム
が

2-
3
日
程
度
の
社
内
研
修
を
月
に

1
回
程
度
開
催
し
て
い
た

（
現
在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
断
し
て
い
る
）

A1-23



N
o.

5 

Q
23

 
Ｂ

IM
技

術
者

の
資

格
制

度
は

あ
り

ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

1)
 
具

体
的

な
資

格
名

と
内

容
に

つ
い

て
ご

教
示

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

ま

た
Q

22
A
の
回
答
と
対
応
す
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？

 
1)

 
C

er
ti

fi
ca

ti
on

 in
 B

IM
 M

an
ag

em
en

t 
2)

 
C

er
ti

fi
ca

ti
on

 in
 B

IM
 M

od
el

li
n

g 
3)

 
S

pe
ci

al
is

t 
D

ip
lo

m
a 

in
 B

IM
  

4)
 

S
pe

ci
al

is
t 

D
ip

lo
m

a 
in

 V
ir

tu
al

 D
es

ig
n

 a
n

d 
C

on
st

ru
ct

io
n

 な
ど

 
h

tt
ps

://
w

w
w

.b
ca

a.
ed

u
.s

g/
w

h
at

-w
e-

of
fe

r/
co

u
rs

es
 

5)
 

D
D

M
 a

cc
re

di
ta

ti
on

 s
ch

em
e 

(今
後

) 
h

tt
ps

://
dd

m
.b

u
il

di
n

gs
m

ar
ts

in
ga

po
re

.o
rg

/ 
 

社
内

で
は

役
職

ご
と

に
研

修
を

作
成

し
、

人
事

部
と

と
も

に
人

事
評

価
に

も
一

部
反

映
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 
Q

23
A

 
資

格
保

有
者

の
み

で
し

か
で

き
な

い
業

務
は

あ
り

ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

資
格

保
有

者
し

か
で

き
な

い
業

務
は

具
体

的
に

あ
る

か
？

 
特

に
B

IM
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、

B
IM

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
関

し
て

、
入

札
条

件
で

経
験

年
数

と
資

格
保

有
を

指
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

多
く

、
人

手
不

足
の

状
況

で
あ

る
。

 
Q

24
 

組
織

内
に

BI
M

技
術

者
は

い
ま

す
か

？
  


  は

い
 

☐
  い

い
え

 
 

 
 

Q
24

A
 

BI
M

技
術

者
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
や

人
数

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

<回
答

欄
> 

・
デ

ジ
タ

ル
デ

リ
バ

リ
ー

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

 
2
名

 
・

B
IM

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

 
3
名

 
・

B
IM

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

 
10

名
 

・
B

IM
モ

デ
ラ

ー
 

40
名

 

1)
 
「
デ
ジ
タ
ル
デ
リ
バ
リ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
は

B
IM

技
術
者
と
し
て
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
か
？

 
近
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は

ID
D

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
リ
バ
リ
ー
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

ID
D

に
向
け
て

B
IM

技
術
と

B
IM

以
外
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
連
携
さ

せ
て

、
企

画
か

ら
維

持
管

理
ま

で
デ

ー
タ

を
活

用
で

き
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
構

築
や

デ
ー

タ
管

理
を

行
う

役
職

で
あ

る
（

例
え

ば
、

フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー

タ
ー

が
作

成
し

た
デ

ー
タ

を
B

IM
モ

デ
ル

と
連

携
さ

せ
て

製
造

・
搬

入
・

施
工

状
況

を
管

理
す

る
、

Q
R

コ
ー
ド
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
管
理
し
て

B
IM

モ
デ
ル
に
紐
づ
け
る
、
な
ど
）
。

 
Q

25
 

BI
M

技
術

者
は

、
ど

の
よ

う
に

、
BI

M
ス

キ
ル

を
習

得
し

て
い

ま
す

か
？

 


  企
業

で
取

得
 


  教

育
機

関
で

習
得

 


  独
学

で
習

得
 

☐
 そ

の
他

 ( 
   

   
 ) 

 

 
 

Q
26

 
BI

M
技

術
者

の
給

与
単

価
に

つ
い

て
は

、
公

的
な

技
術

者
単

価
表

を
参

照
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

か
？

 
☐

  は
い

 


  い
い
え

 
 

 
 

Q
27

 
事

業
に

お
け

る
、

現
在

の
実

施
体

制
や

BI
M

技
術

者
に

つ
い

て
、

抱
え

て
い

る
課

題
が

あ
れ

ば
、

教
え

て
く

だ
さ

い
。

(例
：

技
術

者
の

確
保

が
困

難
な

ど
) 

<回
答

欄
> 

・
優

秀
な

B
IM

技
術

者
の

確
保

 
（

建
築

知
識

・
土

木
知

識
と

B
IM

知
識

の
両

方
を

も
つ

技
術

者
の

確
保

）
 

・
他

社
に

よ
る

B
IM

技
術

者
の

引
き

抜
き

（
B

IM
技

術
者

不
足

）
 

・
給

与
の

高
騰

 

1)
 
「

給
与

の
高

騰
」

を
感

じ
ら

れ
る

理
由

を
ご

教
示

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

（
例

：
現

状
予

算
を

圧
迫

し
て

い
る

か
ら

、
給

与
が

能
力

に
見

合
っ

て
い

な
い
か
ら
 
な
ど
）

 

1)
 

B
IM

ス
タ

ッ
フ

の
募

集
を

か
け

て
、

応
募

し
て

く
る

応
募

者
の

現
在

の
給

料
と

希
望
す
る
給
料
を
確
認
す
る
と
、

2,
3

年
前
に
比
べ
３
割
程
度
上
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
能
力
も
同
様
に
向
上
し
て
い
る
と
は
感
じ
な
い
。

 

Q
28

 
BI

M
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

に
よ

り
、

業
務

上
の

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

こ
と

は
で

き
て

い
ま

す
か

？
 


  は

い
 

☐
 い

い
え

 
 

 
 

Q
28

A
 

ど
の

よ
う

な
リ

ス
ク

を
低

減
で

き
て

い
ま

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

・
施

工
不

良
の

リ
ス

ク
 

・
手

戻
り

作
業

（
工

期
遅

延
）

の
リ

ス
ク

 
B

IM
に

よ
り

、
正

確
な

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
が

可
能

と
な

っ
た

た
め

 

 
 

Q
29

 
BI

M
を

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
従

来
よ

り
大

幅
に

改
善

さ
れ

た
点

は
何

で
す

か
？

 (最
大

の
効

果
は

何
で

す
か

？
) 

<回
答

欄
> 

・
電

気
設

備
・

機
械

設
備

・
特

殊
設

備
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
、

干
渉

チ
ェ

ッ
ク

 
（

特
に

病
院

の
よ

う
な

電
気

・
機

械
・

特
殊

設
備

の
多

い
施

設
に

お
い

て
）

 

 
 

A1-24



N
o.

5 

Q
30

 
BI

M
を

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
増

減
し

た
作

業
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

(例
：

図
面

作
成

時
間

が
〇

％
減

っ
た

。
) 

<回
答

欄
> 

＜
増

＞
 

・
B

IM
モ

デ
ル

作
成

時
間

 

＜
減

＞
 

・
図

面
修

正
作

業
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
に

要
す

る
時

間
・

現
場

で
の

手
戻

り
作

業

Q
31

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
BI

M
活

用
を

通
じ

て
、

判
明

し
て

い
る

・
感

じ
て

い
る

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
BI

M
活

用
の

課
題

点
は

何
で

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

・
社

内
の

B
IM

技
術

者
の

不
足

・
建

設
業

全
体

（
す

べ
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

）
の

B
IM

の
知

識
不

足
、

理
解

不
足

 
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
の

制
限

1)
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

側
の

視
点

で
、

施
主

や
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
ど

の
程

度
の

知

識
レ

ベ
ル

が
あ

れ
ば

、
実

務
を

遂
行

す
る

上
で

十
分

で
し

ょ
う

か
？

（
概

念
が

理
解

で
き

て
い

れ
ば

良
い

か
、

実
際

に
モ

デ
ル

を
作

成
で

き
る

レ
ベ

ル
の

オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？
）

2)
「

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
の

制
限

」
に

直
面

す
る

の
は

具
体

的
に

ど

の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
？

1)
概

念
の

理
解

は
最

低
限

必
要

で
あ

る
。

近
年

で
は

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

モ
デ

ル

作
成
も
で
き
て
当
然
と
な
っ
て
い
る
。

2)
ハ
ー
ド
：

要
求

さ
れ

た
情

報
を

す
べ

て
入

れ
る

と
デ

ー
タ

が
大

き
く

な
り

す
ぎ

て
扱

え
な

い
。

（
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

ノ
ー

ト
が

主
流

に
な

り
つ

つ
あ

る
が

）
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

で
は

プ
ロ

セ
ッ

サ
ー

の
カ

ス
タ

ム
に

限
界

が
あ

る
の

で
作

業
効

率
が

デ
ス

ク
ト
ッ
プ
ほ
ど
よ
く
な
い
。

ソ
フ
ト
：

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
よ

っ
て

得
意

・
不

得
意

が
あ

る
た

め
、

モ
デ

ル
す

る
内

容
に

よ
っ

て
は

非
常

に
時

間
が

か
か

っ
た

り
デ

ー
タ

サ
イ

ズ
が

非
常

に
大

き
く

な
っ

た
り
し
て
し
ま
う
。

Q
32

 
BI

M
導

入
し

た
事

に
よ

り
、

コ
ス

ト
削

減
効

果
は

ど
れ

く
ら

い
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
初

期
費

用
も

か
か

る
た

め
、

B
IM

導
入

す
る

だ
け

で
は

コ
ス

ト
削

減
効

果
は

得
ら

れ
ま

せ
ん

。
 

設
計

か
ら

施
工

ま
で

一
貫

し
た

B
IM

活
用

を
お

こ
な

う
こ

と
で

コ
ス

ト
削

減
が

可
能

に
な

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

現
状

は
、

施
工

段
階

か
ら

B
IM

導
入

を
し

た
り

、
設

計
か

ら
施

工
へ

B
IM

デ
ー

タ
の

受
け

渡
し

が
う

ま
く

で
き

て
い

な
か

っ
た

り
と

、
コ

ス
ト

増
と

な
っ

て
い

る
の

が
現

実
だ

と
感

じ
ま

す
。

 
Q
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BI
M

を
導

入
す

る
こ

と
は

、
設

計
や

施
工

の
ど

の
よ

う
な

点
に

お
い

て
、

品
質

が
向

上
す

る
と

考
え

て
い

ま
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
・

B
IM

か
ら

設
計

図
・

施
工

図
を

作
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

図
面

間
の

不
整

合
が

な
く

な
る

 
・

実
施

工
前

に
B

IM
上

で
最

適
な

状
態

ま
で

検
討

し
修

正
す

る
こ

と
が

可
能

・
建

物
・

構
造

物
の

可
視

化
・

干
渉

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

、
自

動
チ

ェ
ッ

ク
が

可
能

に
な

る
・

何
度

も
検

証
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
可

能
に

な
る

Q
34

 
施

工
の

際
、

工
事

作
業

員
や

周
辺

住
民

な
ど

へ
の

理
解

促
進

の
た

め
に

、
BI

M
デ

ー
タ
を
使

用
し
て

い
ま
す

か
？

 


 は
い

☐
 い

い
え

 
Q

35
 

今
後
の

BI
M

活
用
の
展

望
に
つ

い
て
御

意
見
が

あ
れ
ば

お
聞
か

せ
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
今

後
B

IM
を

ベ
ー

ス
に

し
た

技
術

が
ど

ん
ど

ん
開

発
さ

れ
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

 
B

IM
を

活
用

し
た

製
作

の
自

動
化

、
施

工
の

機
械

化
・

自
動

化
か

が
進

み
ま

す
。

 
V

R
/A

R
/M

R
に

活
用

さ
れ

、
バ

ー
チ

ャ
ル

化
も

進
み

、
様

々
な

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
い

か
に

正
確

に
B

IM
モ

デ
ル

を
作

成
し

、
ど

の
よ

う
に

活
用

し
て

い
く

か
が

重
要

で
、

そ
れ

を
可

能
に

す
る

人
材

を
い

か
に

育
成

し
て

い
く

か
が

カ
ギ

に
な

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

1)
日
本
国
内
で
貴
社
を
筆
頭
に

IC
T
を
活
用
し
た
港
湾
工
事

(浚
渫
や
地
盤
改
良
等

)
が

進
ん

で
お

り
ま

す
が

、
こ

れ
ら

の
技

術
を

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

で
活

用
し

て
お

り

ま
す
か
？

ま
た
は

、
シ
ン

ガ
ポ
ー

ル
と

IC
T

施
工
に
関

す
る
交

流
は
ご

ざ
い
ま

す
か
？

2)
現

時
点
で

、
日
本

国
内
で

活
用
し

て
い

る
IC

T
を

海
外
事
業

で
活
用

す
る
際

に

困
難
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

1)
一

部
、

地
盤

改
良

で
類

似
の

活
用

事
例

は
あ

り
ま

す
（

地
中

グ
ラ

ウ
テ

ィ
ン

グ

の
見

え
る

化
）

。
国

内
と

IC
T

施
工

に
関

し
て

交
流

し
て

お
り

、
連

携
し

て

IC
T
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

2)
言
語
と
使
用
ソ
フ
ト
の
違
い

A1-25



N
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Q
36

 
フ

ィ
リ

ピ
ン

や
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

事
業

に
お

い
て

、
BI

M
/C

IM
を

導
入

し
た

事
は

あ
り
ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
37

 
あ

り
ま
し

た
ら
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
内
容

お
よ
び

BI
M

/C
IM

の
利
活
用

方
法
に

つ

い
て
教
え

て
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
発

注
者

か
ら

の
依

頼
で

、
既

存
の

建
物

の
B

IM
の

モ
デ

ル
を

作
成

。
 

プ
ラ

ン
ト

に
お

け
る

複
数

の
建

物
・

構
造

物
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

・
維

持
管

理
に

使
用

す
る

た
め

。
 

 
 

 追
加
質
問
項
目

 
 

N
o.

 
追

加
項
目

(ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査

) 
回

答
欄

 
Q
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維
持
管
理
／
運
営
管
理
段
階
で
の

B
IM

/C
IM

活
用
に
つ
い
て
の
取
組
み
や
ご
意
見
が
あ
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

  
施
工
段
階
の

B
IM

/C
IM

デ
ー
タ
は
、
デ
ー
タ
量
が
大
き
す
ぎ
て
、
維
持
管
理
・
運

営
で
使
用
は
で
き
な
い
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
・
運
営
に

B
IM

/C
IM

を
活
用
す
る
の
か
を
明
確
に
し
、

B
IM

/C
IM

モ
デ
ル
を
作
成
で
き
れ
ば

維
持
管
理
・
運
営
段
階
で
の
活
用
も
進
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 
Q
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1)
 
国
内
と
海
外
で

B
IM

/C
IM

活
用
に
対
す
る
考
え
方
に
違
い
を
感
じ
る
面
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
貴
社
内
で
の

B
IM

/C
IM

対
応
は
国
内
と
海
外
で
別
チ
ー
ム
で
し

ょ

う
か
？
も
し
く
は
連
携
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

  
2)

 
B

IM
管
理
者
の
資
格
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
籍
者
の
み
か
？
日
本
人
も
試
験
を
受
け
ら
れ
る
の
か
？

 

1)
 
（

G
社
）
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
公
共
工
事
で
条
件
に
な

る
こ
と
か
ら

B
IM

導
入
は
当
然
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
国
内
で
は
現
状

B
IM

な
し
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
導
入
コ
ス
ト
を
気
に
し
て
消
極
的
な
人
も
多
い
。
個

人
的
に
は
品
質
・
効
率
を
求
め
れ
ば

B
IM

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
社
内

の
過
半
数
は
そ
う
考
え
て
い
な
い
と
思
う
。
国
内
土
木
は

20
23

年
に
国
交
省
工

事
が

B
IM

対
応
工
事
に
な
る
と
い
う
件
も
あ
り
、
国
内
建
築
よ
り
意
識
は
高
い

と
思
わ
れ
る
。
国
内
建
築
は
民
間
主
体
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
意
識
改
革
に
は
ま

だ
5
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
組
織
体
制
と
し
て
は
、
国
内
に
土

木
建
築
合
同
の

B
IM

チ
ー
ム
が
あ
る
。
海
外
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
土
木
建
築

合
同
の

B
IM

チ
ー
ム
が
あ
る
。
国
内
・
海
外
で
別
チ
ー
ム
だ
が
、
連
携
は
随
時

相
互
に
行
っ
て
い
る
。

 
2)

 
外
国
人
で
も
受
験
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
と
永
住
権
所
有
者

は
、
受
験
料
に
つ
い
て

9
割
程
度
の
補
助
が
政
府
か
ら
出
る
と
記
憶
し
て
い
る
。

 
Q
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1)
 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
そ
れ
以
外
の
途
上
国
で
、

IC
T

土
工
（

U
A

V
や

L
S
を
使
用
し
た

3
次
元
測
量
、

M
C

や
M

G
を
搭
載
し
た
建
機
）
の
実
績
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
ま

た
、
そ
の
効
果
や
課
題
が
あ
れ
ば
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

 
2)

 
現

場
管

理
（

進
捗

状
況

な
ど

）
の

IC
T
化

に
つ

い
て

は
ど

う
か

？
 

3)
 
ほ
と
ん
ど
の
公
共
事
業
で
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
サ
ー
バ
ー
の
所
在
等
、
ク
ラ
ウ
ド
の
条
件
は
指
定
さ
れ
る
の
か
？

 

1)
 
香

港
と

、
マ

タ
バ

リ
の

火
力

発
電

所
O

D
A

案
件

で
IC

T
施

工
実

績
が

あ
る

。
3

次
元

測
量

は
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

で
も

ド
ロ

ー
ン

を
用

い
て

行
っ

て
い

る
。

ロ
ボ

ッ
ト

重
機

を
用

い
た

リ
モ

ー
ト

で
の

自
動

化
施

工
な

ど
の

実
績

は
な

い
。

 
2)

 
竣

工
検

査
の

指
摘

事
項

を
記

録
し

て
手

直
し

前
後

の
状

況
を

写
真

と
併

せ
て

一
括

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

や
、

A
co

n
ex

（
O

ra
cl

e）
を

用
い

た
書

類
の

や
り

取
り

を
含

む
建

設
プ

ロ
セ

ス
管

理
な

ど
を

導
入

し
て

い
る

。
近

年
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

は
入

国
管

理
局

庁
舎

の
よ

う
な

案
件

以
外

で
は

、
IC

T
関

係
の

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

る
こ

と
が

入
札

条
件

に
盛

り
込

ま
れ

て
お

り
、

複
数

（
2,

3）
の

IC
T

導
入

提
案

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
設

計
施

工
一

貫
・

分
離

の
ど

ち
ら

で
も

提
案

す
る

こ
と

に
な

り
、

費
用

を
請

負
額

の
中

に
含

め
る

。
 

3)
 
特
に
明
記
さ
れ
て
な
い
。

A
u

to
de

sk
の

B
im

36
0、

B
en

tl
ey

の
P

ro
je

ct
W

is
e

な
ど
一
般
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
回
っ
て
い
る
も
の
を
、
時
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

使
っ
て
い
る
。
サ
ー
バ
ー
の
所
在
も
把
握
し
て
い
な
い
。
利
用
す
る
こ
と
自
体
に

つ
い
て
制
約
は
受
け
な
い
。
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全
世
界

O
D

A
事

業
に

お
け

る
B

IM
／

C
IM

の
活

用
に

か
か

る
情

報
収

集
・

確
認

調
査

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
 
質
問
票

 
 回

答
社

：
M

社
 

回
答

日
：

20
21

年
11

月
29

日
 

 
N

o.
 

ア
ン
ケ
ー

ト
項
目

お
よ
び

回
答
結

果
 

ご
質
問
事

項
(ヒ

ア
リ
ン

グ
調
査

) 
回

答
欄

 
Q

1 
貴

社
が
所

轄
す
る

、
事
業

セ
ク
タ

ー
に
つ

い
て
教

え
て
く

だ
さ
い

。
 


 建

築
 

☐
 道

路
 

☐
 鉄

道
 

☐
 空

港
 

☐
 港

湾
 

☐
 そ

の
他

(  
   

   
   

   
) 

 

1)
 
建

築
事

業
は

、
公

共
事

業
と

民
間

事
業

の
割

合
は

ど
れ

く
ら

い
で

し
ょ

う
か

？

公
共

事
業

と
民

間
事

業
と

で
は

、
契

約
や

業
務

プ
ロ

セ
ス

等
の

観
点

で
異

な
る

点
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
面
に
お
い
て

B
IM

活
用
で
得
ら
れ

る
効
果
や
課
題
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 

1)
 

10
0%

 P
ri

va
te

. 
W

e 
h

as
 n

o 
pu

bl
ic

 c
on

st
ru

ct
io

n
 p

ro
je

ct
 i

n
 S

in
ga

po
re

. 
R

es
po

n
de

n
t 

do
n

’t 
kn

ow
 a

bo
u

t 
th

e 
di

ff
er

en
ce

 b
et

w
ee

n
 t

h
em

, 
bu

t 
pu

bl
ic

 
pr

oj
ec

ts
 

ar
e 

op
en

 
to

 
te

n
de

r 
an

d 
th

er
e 

w
il

l 
be

 
m

an
y 

co
m

pe
ti

ti
on

s,
 2

0 
or

 m
or

e.
 T

h
is

 d
if

fi
cu

lt
y 

is
 w

h
y 

w
e 

do
n

’t 
jo

in
 t

o 
pu

bl
ic

 s
ec

to
r.

 P
u

bl
ic

 p
ro

je
ct

s 
ar

e 
h

u
ge

 i
n

 S
in

ga
po

re
, 

an
d 

n
or

m
al

ly
 

it
 w

il
l 

be
 s

pe
ci

fi
ed

 t
h

e 
u

se
 o

f 
B

IM
 a

s 
m

an
da

to
ry

. 
(P

ro
je

ct
 o

f 
G

F
A

 
50

00
m

2 
or

 m
or

e 
w

il
l h

av
e 

to
 u

se
 B

IM
 a

s 
ob

li
ga

ti
on

 in
 S

in
ga

po
re

.)
 

Q
1A

 
そ

の
中

で
BI

M
を

導
入

し
て

い
る

、
事

業
セ

ク
タ

ー
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ

い
。

 


 建
築

 
☐

 道
路

 
☐

 鉄
道

 
☐

 空
港

 
☐

 港
湾

 
☐

 そ
の

他
(  

   
   

   
   

) 
 

1)
 
貴
社
と
し
て
、
海
外
に
お
け
る
他
の
事
業
セ
ク
タ
ー
に
も

B
IM

導
入
し
て
い
く

ご
予
定
や
お
考
え
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

(D
o 

yo
u

 h
av

e 
an

y 
pl

an
 t

o 
in

tr
od

u
ce

 
B

IM
 t

o 
ot

h
er

 s
ec

to
rs

?)
 

1)
 

Y
es

, 
if

 t
h

er
e 

is
 a

n
 o

pp
or

tu
n

it
y 

to
 e

n
ga

ge
 i

n
 t

h
e 

pr
oj

ec
t 

in
 o

th
er

 
se

ct
or

s,
 w

e 
w

il
l i

n
tr

od
u

ce
 B

IM
 in

 t
h

e 
pr

oj
ec

t.
 

 

Q
2 

現
在
、
ど

れ
く
ら

い
の
事

業
が
実

施
中
で

す
か
？

 
Pl

an
ni

ng
 p

ro
je

ct
:  

D
es

ig
n 

pr
oj

ec
t: 

C
on

str
uc

tio
n 

pr
oj

ec
t: 

3 
 

1)
 
設
計
者
か
ら

B
IM

/C
IM

モ
デ
ル
デ
ー
タ
を
引
き
継
い
で
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

か
？

 
2)

 
M

ay
 w

e 
as

k 
th

e 
bu

il
di

n
g 

ty
pe

 o
f 

th
e 

th
re

e 
pr

oj
ec

ts
? 

1)
 

F
or

 t
w

o 
ou

t 
of

 t
h

re
e 

on
go

in
g 

pr
oj

ec
ts

, w
e 

go
t 

th
e 

B
IM

 m
od

el
 (d

es
ig

n
 

m
od

el
) 

fr
om

 t
h

e 
de

si
gn

er
. 

T
h

e 
ot

h
er

 o
n

e,
 w

e 
re

ce
iv

ed
 t

h
e 

2D
 

dr
aw

in
g 

m
od

el
 s

o 
th

at
 w

e 
h

ad
 t

o 
co

n
ve

rt
 2

D
 t

o 
3D

 m
od

el
. 

B
IM

 
m

od
el

s 
re

ce
iv

ed
 f

ro
m

 d
es

ig
n

er
 a

re
n

’t 
en

ou
gh

 t
o 

u
se

 in
 c

on
st

ru
ct

io
n

 
be

ca
u

se
 t

h
es

e 
ar

e 
de

si
gn

-m
od

el
s,

 s
o 

co
n

tr
ac

to
r 

h
as

 t
o 

co
n

ve
rt

 t
h

em
 

to
 c

on
st

ru
ct

io
n

-m
od

el
s 

af
te

r 
co

n
tr

ac
ti

n
g 

an
d 

re
ce

iv
in

g 
th

em
. 

2)
 

O
n

e 
is

 a
 p

h
ar

m
ac

eu
ti

ca
l 

pl
an

t 
by

 a
 w

es
te

rn
 c

om
pa

n
y,

 i
t’s

 a
n

 
ad

di
ti

on
 

pr
oj

ec
t 

to
 

th
e 

ex
is

ti
n

g 
bu

il
di

n
g.

 
E

xi
st

in
g 

bu
il

di
n

g 
al

re
ad

y 
h

as
 a

 f
u

ll
 m

od
el

, 
an

d 
w

e 
cr

ea
te

 a
 m

od
el

 f
or

 a
dd

it
io

n
al

 
pa

rt
. T

h
e 

tw
o 

ot
h

er
s 

ar
e 

pe
tr

ol
 c

h
em

ic
al

 p
la

n
ts

.  
Q

2A
 

そ
の
中
で

ど
れ
く

ら
い
の

事
業
に

お
い
て

BI
M

を
導

入
し
て

い
ま
す

か
？

 


 1
00

%
 

☐
 8

0~
70

%
 

☐
 5

0%
 

☐
 2

0~
30

%
 

☐
 そ

の
他

 ( 
 ) 

 

1)
 

B
IM

を
活
用
し
た
案
件
に
応
札
す
る
場
合
、

B
IM

技
術
（

B
IM

要
件
や
仕
様
）

は
応

札
す

る
際

の
重

要
な

判
断

要
素

に
な

り
ま

す
か

？
ま

た
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な
点
で
判
断
さ
れ
ま
す
か
？

 

1)
 

It
’s

 v
er

y 
im

po
rt

an
t.

 T
h

e 
sp

ee
d 

w
il

l 
be

 v
er

y 
fa

st
er

 a
n

d 
th

e 
pl

an
 w

il
l 

be
 e

as
ie

r 
to

 u
n

de
rs

ta
n

d.
 (

It
 w

il
l 

be
 f

as
te

r 
th

at
 t

h
e 

te
n

de
r 

te
am

 t
o 

se
e 

th
e 

pr
op

os
al

, 
it

 h
el

ps
 t

o 
u

s 
to

 c
re

at
e 

pl
an

, 
an

d 
al

so
 s

om
et

im
es

 
cu

st
om

er
 g

iv
e 

th
e 

R
ev

it
 m

od
el

 s
o 

w
e 

ex
tr

ac
t 

a 
lo

t 
of

 i
n

fo
rm

at
io

n
 o

f 
it

.)
 

Q
3 

事
業
の
ど

の
段
階
で

BI
M

を
使

用
し
て

い
ま
す

か
？

 
☐

 調
査

 
☐

 設
計

 


  施
工

 
☐

 維
持
管
理

/運
営
管
理

 
 

1)
 
デ

ザ
イ

ン
ビ

ル
ド

の
案

件
で

B
IM

を
活

用
さ

れ
た

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
す

か
？

 
(D

o 
yo

u
 h

av
e 

ex
pe

ri
en

ce
s 

u
si

n
g 

B
IM

 in
 t

h
e 

D
es

ig
n

-B
u

il
d 

P
ro

ce
ss

?)
   

1)
 

  N
o,

 w
e 

do
 n

ot
 h

av
e 

fu
ll

 e
xp

er
ie

n
ce

 i
n

 u
si

n
g 

B
IM

 i
n

 t
h

e 
D

es
ig

n
-

B
u

il
d 

P
ro

ce
ss

. T
h

e 
ex

pe
ri

en
ce

 i
s 

li
m

it
ed

 t
o 

in
it

ia
l 

m
as

si
n

g 
co

n
ce

pt
 

de
si

gn
 o

n
ly

.  
  

Q
4 

BI
M

を
事
業
に

導
入
す

る
大
き

な
目
的

は
何
で

す
か
？

 
☐

 工
期
短
縮

 
☐

 工
事
費
削
減

 


 人
員
削
減

 


 安
全
管
理

 
☐

 品
質
向
上

 
☐

 ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減

 


 工
程
管
理

 


 理
解
促
進

 


 業
務
改
善

 
☐

 維
持
管
理

 
☐

 そ
の
他

 ( 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 ) 
 

 
 

Q
5 

BI
M

導
入
目
的

に
対
す

る
、
効

果
は
得

ら
れ
て

い
ま
す

か
？

 


 は
い

 
☐

 い
い
え
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N
o.

6 

Q
6 

３
D
都

市
モ
デ
ル

に
お
け

る
BI

M
デ

ー
タ

の
活

用
事
例

お
よ
び

今
後
の

BI
M

デ
ー

タ
活
用
の

展
望
に

つ
い
て

お
聞
か

せ
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
（

現
在

の
活

用
状

況
）

 
１

）
２

D
施

工
図

準
備

や
各

種
打

ち
合

わ
せ

 
２

）
工

事
内

容
の

可
視

化
 

３
）

施
工

計
画

 
（

今
後

の
展

望
）

 
１

）
工

事
数

量
の

集
計

 
２

）
工

事
進

捗
状

況
の

追
跡

 
３

）
品

質
検

査
 

４
）

デ
ザ

イ
ン

の
最

適
化

 
５

）
 C

o2
e計

算
へ

の
活

用
 

1)
 
「

4）
デ

ザ
イ

ン
の

最
適

化
」

に
つ

い
て

、
こ

こ
で

い
う

デ
ザ

イ
ン

と
は

「
設

計
」

で
し

ょ
う

か
、

も
し

く
は

「
意

匠
」

で
し

ょ
う

か
？

(“
4)

 O
pt

im
iz

at
io

n
 

of
 t

h
e 

de
si

gn
” 

yo
u

 a
n

sw
er

ed
 f

or
 t

h
e 

fu
tu

re
 p

er
sp

ec
ti

ve
s.

 D
oe

s 
“t

h
e 

de
si

gn
” 

m
ea

n
 s

tr
u

ct
u

re
 d

es
ig

n
 o

r 
ar

ch
it

ec
tu

ra
l d

es
ig

n
? 

) 
2)

 
「
今
後
の
展
望
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
内
、
現
状
の

B
IM

ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
上
の
制
限
で
で
き
な
い
項
目
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 

1)
 

It
 in

cl
u

de
 b

ot
h

 t
h

e 
st

ru
ct

u
ra

l a
n

d 
ar

ch
it

ec
tu

ra
l d

es
ig

n
.  

2)
 

F
or

 “
op

ti
m

iz
at

io
n

 o
f 

de
si

gn
”,

 w
h

at
 w

e 
se

e 
in

 t
h

e 
fu

tu
re

 i
s 

th
e 

ar
ea

 
of

 c
om

pu
ta

ti
on

al
 B

IM
, 

it
 m

ea
n

s 
du

ri
n

g 
th

e 
de

si
gn

 s
ta

ge
 i

n
 t

h
e 

fu
tu

re
, 

m
ay

be
 i

t 
be

co
m

e 
m

or
e 

li
ke

 p
ro

gr
am

in
g 

to
 f

in
d 

th
e 

be
st

 
so

lu
ti

on
 b

y 
ru

n
n

in
g 

a 
so

ft
w

ar
e 

so
 t

h
at

 w
e 

h
av

e 
op

ti
on

s;
 b

es
t 

fo
r 

m
on

ey
, 

be
st

 
fo

r 
op

er
at

io
n

, 
be

st
 

fo
r 

co
n

st
ru

ct
io

n
, 

be
st

 
fo

r 
en

vi
ro

n
m

en
t,

 a
n

yt
h

in
g 

ac
tu

al
ly

. 
T

h
e 

di
ff

ic
u

lt
y 

of
 t

h
is

 p
ar

t 
is

 t
h

e 
kn

ow
le

dg
e 

of
 p

ro
gr

am
in

g.
 E

ve
ry

 m
od

el
s 

th
at

 w
e 

cr
ea

te
s 

w
il

l 
be

 
da

ta
. W

h
at

 w
e 

im
ag

in
e 

is
, o

n
ce

 e
n

ou
gh

 d
at

a 
is

 c
ol

le
ct

ed
, i

t 
co

u
ld

 b
e 

in
pu

t 
in

to
 t

h
e 

m
od

el
 a

n
d 

qu
ic

kl
y 

fi
n

d 
th

e 
an

sw
er

 in
 t

h
e 

fu
tu

re
. 

Q
7 

BI
M

を
使
用
す

る
際
、

基
準
や

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

を
使
用

し
て
い

ま
す
か

？
 


  は

い
 

☐
  い

い
え

 
 

 
 

Q
7A

 
使

用
し

て
い

る
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

基
準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

使
用

し
て

い
ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
B

C
A

 (B
ui

ld
in

g 
C

on
st

ru
ct

io
n 

A
ut

ho
rit

y)
 B

IM
 G

ui
de

s  
Si

ng
ap

or
e 

B
IM

 G
ui

de
 V

er
si

on
 2

.0
  

Si
ng

ap
or

e 
V

D
C

 G
ui

de
 V

er
si

on
 1

.0
  

B
S1

19
2 

  
IS

O
 1

96
50

  
SM

C
C

O
S 

B
IM

 G
ui

de
  

 
 

Q
8 

基
準
や
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
を

使
用
す

る
際
の

問
題
や

課
題
は

あ
り
ま

す
か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
8A

 
も

し
あ
る

場
合
、

 そ
れ
は
ど
の

よ
う
な

内
容
で

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
B

IM
 G

ui
de

は
工

事
規

模
、

施
主

の
要

求
、

関
係

者
の

異
な

る
能

力
に

関
わ

ら
ず

、
建

設
工

事
全

般
に

つ
い

て
一

律
に

述
べ

ら
れ

て
い

る
為

参
考

と
し

て
は

利
用

で
き

る
が

、
各

企
業

の
事

業
運

営
方

針
と

能
力

に
合

わ
せ

て
独

自
の

B
IM

 
G

ui
de

の
策

定
が

必
要

で
あ

る
点

。
 

1)
 
既

存
の

基
準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
だ

け
で

は
不

十
分

な
点

が
あ

る
と

理
解

し
ま

し

た
が

、
具

体
的

に
ど

う
い

っ
た

点
に

お
い

て
独

自
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

 

1)
 

In
 a

dd
it

io
n

 t
o 

th
e 

ex
is

ti
n

g 
gu

id
es

 w
h

ic
h

 a
re

 o
ve

ra
ll

 g
u

id
es

 o
n

 h
ow

 
to

 
pr

od
u

ce
 

or
 

im
pl

em
en

t 
B

IM
, 

on
e 

ab
ou

t 
“f

am
il

y 
cr

ea
ti

on
” 

is
 

n
ee

de
d.

 F
am

il
y 

cr
ea

ti
on

 i
s 

sp
ec

if
ic

 t
o 

ea
ch

 p
ro

je
ct

. 
It

 n
ee

ds
 t

o 
be

 
m

od
el

ed
 a

cc
or

di
n

g 
to

 t
h

e 
sp

ec
if

ic
at

io
n

s 
of

 t
h

at
 p

ro
je

ct
, 

bu
t 

at
 t

h
e 

sa
m

e 
ti

m
e,

 a
 g

u
id

e 
m

u
st

 a
ls

o 
be

 f
or

m
u

la
te

d 
to

 d
o 

th
is

 f
am

il
y 

cr
ea

ti
on

 i
n

 o
rd

er
 t

o 
th

e 
w

h
ol

e 
te

am
 t

o 
fo

ll
ow

. S
o 

th
at

 t
h

e 
st

an
da

rd
 

of
 t

h
e 

co
m

pa
n

y 
ca

n
 s

ti
ll

 b
e 

im
pl

em
en

te
d 

ac
ro

ss
 t

h
e 

bo
ar

d.
  

2)
 

T
h

e 
gu

id
e 

gi
ve

n
 

by
 

B
u

il
di

n
g 

C
on

tr
ol

 
A

u
th

or
it

y 
is

 
fo

r 
al

l 
th

e 
co

n
tr

ac
to

r 
bu

t 
ve

ry
 

ge
n

er
al

 
le

ve
l 

an
d 

so
m

et
im

es
 

it
 

se
em

s 
fo

r 
go

ve
rn

m
en

t,
 n

ot
 f

or
 c

on
tr

ac
to

rs
. S

o 
it

’s
 n

ee
de

d 
to

 m
od

if
y 

an
d 

m
ak

e 
a 

ce
rt

ai
n

 p
ro

pe
r 

gu
id

e 
so

 m
od

el
er

s 
or

 o
th

er
 c

om
pa

n
y 

w
h

o 
cr

ea
te

 o
r 

u
se

 t
h

e 
m

od
el

 w
il

l 
fo

ll
ow

 t
h

e 
sa

m
e 

w
ay

. 
It

’s
 n

ot
 o

n
ly

 f
or

 t
h

e 
ar

ch
it

ec
tu

ra
l 

as
pe

ct
 

bu
t 

al
so

 
fo

r 
ev

er
yt

h
in

g 
to

 
cl

ea
r 

th
e 

re
qu

ir
em

en
t;

 
fo

r 
M

E
P

, 
de

si
gn

 
m

od
el

 
re

qu
ir

em
en

t,
 

st
ru

ct
u

re
 

at
tr

ib
u

ti
on

, 
es

se
n

ti
al

/o
pt

io
n

al
, 

L
oD

, 
co

st
/q

u
an

ti
ta

ti
ve

 
m

ea
su

re
m

en
t 

in
fo

rm
at

io
n

, e
tc

.  
Q

9 
BI

M
を

適
用
し

た
事
業

の
BI

M
要

件
は

、
誰

が
ど
の

段
階
で

ど
の
よ

う
に
設

定
し

ま
す
か
？

 
<回

答
欄

> 
B

IM
要

件
は

、
入

札
段

階
で

施
主

ま
た

は
施

主
雇

用
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

会
社

が
設

定
す

る
場

合
が

一
般

的
 

 
 

A1-28



N
o.

6 

Q
10

 
BI

M
活

用
事
業

に
お
い

て
EI

R
や

BE
P
は
作

成
さ
れ

て
い
ま

す
か
？

 
EI

R
の

作

成
は
誰
が

行
っ
て

い
ま
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
作

成
さ

れ
て

い
る

。
EI

R
は

施
主

側
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
作

成
す

る
が

、
エ

ン
ジ

会
社

な
ど

元
請

け
が

作
成

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
そ

の
際

、
当

社
は

内
部

資
料

及
び

協
力

会
社

用
B

EP
を

作
成

。
 

 

 
 

Q
11

 
ど

の
よ
う
な

BI
M

活
用

が
主
流

で
す
か

？
 

☐
  設

計
や
施
工
確
認
検
討
の
み

 


  ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
と
共
有
す
る

 


  そ
の
他

 (打
合
せ
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

) 
 

 
 

Q
12

 
請

負
者

が
異

な
る

場
合

（
設

計
か

ら
施

工
、

施
工

か
ら

維
持

管
理

な
ど

）
、

BI
M

デ
ー
タ
の

移
行
や

活
用
は

ス
ム
ー

ズ
に
行

え
て
い

ま
す
か

？
 


  は

い
 

☐
  い

い
え

 
 

 
 

Q
12

A
 

行
え
て
い

な
い
場

合
、
そ

の
課
題

は
何
で

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
１

．
M

od
el
が

タ
イ

ム
リ

ー
に

更
新

さ
れ

て
い

な
い

 
２

．
指

摘
事

項
が

解
決

さ
れ

て
い

な
い

 
３

．
デ

ザ
イ

ン
変

更
が

頻
繫

に
発

生
し

、
多

す
ぎ

る
 

 

 
 

Q
13

 
BI

M
を

導
入

し
た

事
業

を
実

施
す

る
た

め
に

は
、

ど
の

よ
う

な
入

札
方

式
や

事
業

プ
ロ
セ
ス

が
最
適

で
あ
る

と
考
え

て
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
B

IM
 M

od
el

の
導

入
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

も
、

入
札

段
階

で
の

B
IM

 M
od

el
は

あ
く

ま
で

も
参

考
と

し
て

、
２

D
の

図
面

と
資

料
を

入
札

の
基

本
資

料
と

し
た

ほ
う

が
最

適
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

但
し

、
B

IM
要

件
に

つ
い

て
は

、
入

札
書

類
に

明
確

に
規

定
す

る
。

 

 
 

Q
14

 
ど

の
よ
う
な

BI
M

ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
を
主

に
使
用

し
て
い

ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
R

ev
it 

 
N

av
is

w
or

ks
  

Fu
zo

r  
B

IM
 3

60
  

C
os

t X
  

1)
 
そ

れ
ぞ

れ
の

ソ
フ

ト
の

使
用

用
途

を
ご

教
示

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

(
Co
u
ld
 
yo
u
 t
e
ll
 
us
 
th
e
 p
u
rp
o
se
 
of
 
ea
c
h 
s
of
t
wa
r
e?
) 

1)
 

1)
 R

ev
it

 f
or

 A
rc

h
it

ec
tu

ra
l, 

S
tr

u
ct

u
ra

l a
n

d 
M

&
E

 m
od

el
li

n
g.

 
2)

 N
av

is
w

or
ks

 f
or

 m
od

el
 v

is
u

al
iz

at
io

n
, 

qu
al

it
y 

ch
ec

ki
n

g 
an

d 
co

or
di

n
at

io
n

. 
3)

 
F

u
zo

r 
fo

r 
m

od
el

 
re

n
de

ri
n

g 
an

d 
4D

 
si

m
u

la
ti

on
 

an
d 

co
n

st
ru

ct
io

n
 s

eq
u

en
ci

n
g 

4)
 B

IM
 3

60
 D

oc
 f

or
 D

oc
u

m
en

t 
M

an
ag

em
en

t,
 r

el
at

ed
 t

o 
ve

rs
io

n
 

co
n

tr
ol

, s
u

bm
it

ta
l, 

is
su

e,
 R

F
I 

m
an

ag
em

en
t.

 
5)

 C
os

tX
 f

or
 q

u
an

ti
ty

 s
u

rv
ey

or
 t

o 
ex

tr
ac

ti
on

 i
n

fo
rm

at
io

n
 f

ro
m

 
th

e 
3D

 M
od

el
 f

or
 q

u
an

ti
ty

, c
os

t,
 a

n
d 

va
ri

at
io

n
 m

an
ag

em
en

t.
  

Q
15

 
使

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

目
的

や
方

針
な

ど
は

あ
り

ま
す

か
？

  


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
15

A
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
目

的
や
方

針
な
ど

で
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
□会

社
は

、
B

IM
使

用
者

に
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

済
の

専
用

パ
ソ

コ
ン

を
指

定
し

、
そ

の
パ

ソ
コ

ン
は

本
人

だ
け

に
使

用
権

限
を

与
え

る
。

 
□す

べ
て

の
B

IM
 M

od
el
は

社
内

共
有

サ
ー

バ
ー

の
B

IM
フ

ォ
ル

ダ
に

保
存

す
る

  
□各

B
IM

使
用

者
は

現
在

携
わ

っ
て

い
る

業
務

に
関

す
る

M
od

el
に

し
か

ア
ク

セ
ス

権
限

が
な

い
 

 
 

Q
16

 
デ

ー
タ
共

有
環
境

を
使
用

し
て
事

業
を
実

施
し
て

い
ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え
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N
o.

6 

Q
16

 
A

-1
 

ど
の
ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ
と

デ
ー
タ

共
有
を

行
い
ま

す
か
？

 


  実
施
期
間

 


  コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 


  コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

 


  サ
ブ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

 
☐

 そ
の
他

 ( 
   

   
   

   
   

   
  )

 
 

1)
 
サ

ブ
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

は
、

要
求

に
十

分
対

応
で

き
る

技
術

レ
ベ

ル
を

有
し

て

お
り

ま
す

か
？

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

技
術

を
保

有
し

て
い

な
い

場
合

は
ど

の
よ

う
に

対
応

し
て

お
り

ま
す

か
？

(D
o 

th
e 

su
b-

co
n

tr
ac

to
rs

 h
av

e 
en

ou
gh

 
B

IM
 

sk
il

l 
to

 
m

ee
t 

th
e 

re
qu

ir
em

en
t?

 
If

 
th

ey
 

do
 

n
ot

 
h

av
e 

th
e 

ca
pa

bi
li

ty
, h

ow
 d

o 
yo

u
 d

ea
l w

it
h

 t
h

at
 p

ro
bl

em
?)

 

1)
 

N
ot

 
al

l 
S

u
bc

on
tr

ac
to

rs
 

h
av

e 
en

ou
gh

 
B

IM
 

sk
il

l 
to

 
m

ee
t 

th
e 

re
qu

ir
em

en
t.

  W
e 

ov
er

co
m

e 
th

is
 b

y 
a)

 s
pe

ci
fy

 t
h

e 
n

ee
d 

to
 u

se
 B

IM
, 

an
d 

to
 c

on
si

de
r 

th
e 

co
st

 f
or

 t
h

is
 i

f 
th

ey
 n

ee
d 

to
 o

u
ts

ou
rc

e 
th

e 
B

IM
 

se
rv

ic
e,

 2
) 

W
e 

w
il

l 
ta

ke
 o

ve
r 

B
IM

 m
od

el
li

n
g 

u
si

n
g 

ou
r 

in
-h

ou
se

 
m

od
el

er
 if

 it
 c

an
n

ot
 b

e 
do

n
e 

by
 s

u
bc

on
tr

ac
to

r.
   

Q
16

 
A

-2
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
目

的
の
た

め
で
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
打

ち
合

わ
せ

と
情

報
共

有
 

 

 
 

Q
16

 
B

-1
 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
と

の
デ

ー
タ

共
有

す
る

際
、

何
か

問
題

や
課

題
は

あ
り

ま
し

た

か
？

 
☐

  は
い

 


  い
い
え

 
 

 
 

Q
16

 
B

-2
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
問

題
ま
た

は
課
題

で
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
１

．
当

社
、

他
社

工
事

関
係

者
の

B
IM

36
0
に

関
す

る
知

識
不

足
 

２
．

情
報

共
有

フ
ォ

ル
ダ

が
工

事
関

係
者

に
周

知
さ

れ
て

い
な

い
 

 

1)
 
フ

ォ
ル

ダ
の

命
名

規
則

は
ど

う
さ

れ
て

お
り

ま
す

か
？

(W
h

en
 y

ou
 m

ak
e 

fo
ld

er
s 

fo
r 

th
e 

da
ta

 s
h

ar
in

g,
 d

o 
yo

u
 h

av
e 

an
y 

n
am

in
g 

co
n

ve
n

ti
on

s?
) 

 

1)
 

Y
es

, 
w

e 
h

av
e 

th
e 

fo
ld

er
 n

am
in

g 
co

n
ve

n
ti

on
. 

 F
or

 t
h

e 
fi

le
 n

am
in

g 
co

n
ve

n
ti

on
, 

w
e 

ar
e 

st
il

l 
w

or
ki

n
g 

on
 

it
 

to
 

m
ee

t 
th

e 
IS

O
19

65
0 

gu
id

el
in

e.
  

Q
16

 
B

-3
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
事

が
原
因

で
あ
る

と
考
え

て
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
１

．
全

て
の

工
事

関
係

者
が

B
IM

に
関

す
る

同
レ

ベ
ル

の
知

識
を

持
っ

て
い

な
い

。
持

っ
て

い
な

い
。

 
２

．
新

規
参

画
す

る
関

係
者

へ
情

報
共

有
フ

ォ
ル

ダ
の

内
容

を
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
実

的
に

は
困

難
。

 

施
主

や
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
ど

の
程

度
の

知
識

レ
ベ

ル
が

あ
れ

ば
、

実
務

を
遂

行
す

る
上

で
十

分
で

し
ょ

う
か

？
（

概
念

が
理

解
で

き
て

い
れ

ば
良

い
か

、
実

際
に

モ
デ

ル
を
作
成
で
き
る
レ
ベ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？
）

 

O
u

r 
su

bc
on

tr
ac

to
rs

 a
re

 v
er

y 
m

u
ch

 q
u

al
if

ie
d 

in
 t

er
m

s 
of

 u
si

n
g 

B
IM

 
du

ri
n

g 
co

n
st

ru
ct

io
n

 
an

d 
in

 
co

n
tr

ac
ts

 
be

fo
re

 
st

ar
ti

n
g 

th
e 

pr
oj

ec
t.

 
H

ol
di

n
g 

K
O

M
 

sp
ec

if
yi

n
g 

an
d 

ex
pl

ai
n

in
g 

th
e 

re
qu

ir
em

en
t 

fo
r 

th
e 

pr
oj

ec
t,

 a
n

d 
th

ey
 s

tr
ai

gh
ta

w
ay

 i
n

tr
od

u
ce

 w
h

at
ev

er
 t

h
ey

 c
an

 d
o 

fo
r 

th
e 

pr
oj

ec
t.

  
W

e 
al

so
 p

oo
ls

 B
IM

 e
n

gi
n

ee
rs

 i
n

 c
as

e 
su

bc
on

tr
ac

to
rs

 i
s 

to
o 

sm
al

l 
to

 u
se

 
B

IM
 e

co
n

om
ic

al
ly

 a
n

d 
ef

fi
ci

en
tl

y 
an

d 
it

's
 r

eq
u

ir
ed

 t
o 

ta
ke

 o
ve

r 
a 

pa
rt

 o
f 

sc
op

e 
th

at
 t

h
ey

 c
an

't 
ca

rr
y 

ou
t.

 M
ak

in
g 

al
l 

te
am

 o
f 

su
bc

on
tr

ac
to

rs
 i

s 
so

m
et

im
es

 n
ot

 w
or

ki
n

g 
w

el
l 

be
ca

u
se

 o
f 

th
e 

le
ve

l 
so

 i
t’s

 n
ee

de
d 

to
 f

in
d 

th
e 

be
st

 m
ix

tu
re

 o
f 

m
ai

n
-c

on
su

lt
an

ts
 a

n
d 

su
b-

co
n

su
lt

an
ts

 t
o 

m
ak

e 
th

e 
te

am
 w

or
ka

bl
e.

 
Q

17
 

デ
ー

タ
を

共
有

す
る

時
は

、
ど

の
よ

う
な

エ
ク

ス
ト

ラ
ネ

ッ
ト

ま
た

は
デ

ー
タ

共

有
環
境
を

使
用
し

て
い
ま

す
か
？

 
☐

 A
ut

de
sk

36
0 

☐
 B

en
tle

y 
Pr

oj
ec

tw
is

e 
☐

 A
co

ne
cx

 
☐

 D
ro

pb
ox

 
☐

 G
oo

gl
e 

D
riv

e 


  そ
の
他

(B
IM

36
0)

 
 

1)
 
「

B
IM

36
0」

の
使
用

に
関

し
て

、
ど

の
よ

う
な

契
約

を
結

ん
で

お
り

ま
す

か
？

（
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
契
約
期
間
、
日
本
も
し
く
は
現
地
の
ど
ち
ら
の

A
u

to
de

sk
な

の
か

な
ど

、
ご
教

示
い
た

だ
け
ま

す
で
し

ょ
う
か

？
）

(A
s 

fo
r 

BI
M3
6
0,
 
we
 

w
ou
l
d 
li
ke
 t
o 
kn
o
w 
th
e 
so
ft
w
ar
e 
ve
r
si
on
, 
co
n
tr
a
ct
 p
er
io
d
s.
 A
nd
 

d
id
 
yo
u
 c
o
nt
r
ac
t
 w
i
th
 
Au
t
od
e
sk
 
in
 
Ja
p
an
 
or
 
Si
n
ga
p
or
e
?)

 

1)
 

1)
 W

e 
su

bs
cr

ib
ed

 t
o 

B
IM

36
0 

D
oc

 a
n

d 
B

IM
36

0 
B

u
il

d.
  

2)
 W

e 
re

n
ew

 t
h

e 
su

bs
cr

ip
ti

on
 o

n
 a

 y
ea

rl
y 

ba
si

s 
 

3)
 W

e 
co

n
tr

ac
t 

w
it

h
 A

u
to

de
sk

 r
es

el
le

r 
in

 S
in

ga
po

re
.  

Q
17

 
A

-1
 

そ
の

サ
ー

ビ
ス

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

使
用

し
て

い
る

理
由

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
１

．
許

可
レ

ベ
ル

制
御

を
通

し
て

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

で
保

護
さ

れ
た

ア
ク

セ
ス

 
２

．
フ

ァ
イ

ル
リ

ビ
ジ

ョ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 
３

．
統

合
さ

れ
た

、
自

動
化

さ
れ

た
、

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

情
報

源
 

 
 

Q
17

 
A

-2
 

特
に

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
側

の
モ

デ
ル

確
認

時
の

ビ
ュ

ー
ワ

ー
に

関
し

て
は

、
ど

の

よ
う
に
対

応
さ
れ

て
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
１

.R
ev

it
か

ら
N

av
is

w
or

ks
 フ

ァ
イ

ル
に

エ
ク

ス
ポ

ー
ト

す
れ

ば
 、

N
av

is
w

or
ks

 の
無

料
バ

ー
ジ

ョ
ン

で
表

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
２

．
ブ

ル
ー

ビ
ー

ム
レ

ブ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

介
し

て
3D

 P
D

F
に

エ
ク

ス
ポ

ー
ト

で
き

る
 

３
．

他
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
開

く
こ

と
が

で
き

る
フ

ァ
イ

ル
は

Fu
zo

r
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

介
し

て
エ

ク
ス

ポ
ー

ト
で

き
る

 
４

．
R

ev
it
か

ら
D

W
Fx

に
 エ

ク
ス

ポ
ー

ト
す

れ
ば

、
オ

ー
ト

デ
ス

ク
の

オ
ー

ト
デ

ス
ク

ビ
ュ

ー
ア

の
無

料
バ

ー
ジ

ョ
ン

で
開

く
こ

と
が

で
き

る
 

５
．

B
IM

36
0
で

の
R

ev
it
お

よ
び

N
av

is
w

or
k
フ

ァ
イ

ル
の

表
示

 

 
 

A1-30
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A
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デ
ー
タ
共

有
環
境

上
の
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に
関

し
て
は

ど
の
よ

う
に
対

応
さ
れ

 
て

い
ま
す

か
？
 

ま
た
デ

ー
タ
の

保
障
に

関
す
る

制
度
は

あ
り
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
デ

バ
イ

ス
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

、
お

よ
び

デ
ー

タ
管

理
の

社
内

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

に
従

っ
て

管
理

し
て

い
る

。
 

 

1)
 
デ

ー
タ

共
有

環
境

上
で

何
ら

か
の

障
害

や
問

題
が

発
生

し
た

場
合

、
ど

の
よ

う

な
対
策
を
と
る
か
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
？

 
2)

 
C

os
t 

fo
r 

th
e 

pl
at

fo
rm

, 
if

 t
h

e 
cl

ie
n

t 
w

an
ts

 t
o 

es
ta

bl
is

h
 a

 s
pe

ci
fi

c 
pr

iv
at

e 
cl

ou
d 

en
vi

ro
n

m
en

t 
fo

r 
th

e 
pr

oj
ec

t,
 t

h
at

 c
os

t 
w

il
l 

be
 

in
cl

u
de

 in
 t

h
e 

co
n

tr
ac

t 
am

ou
n

t 
or

 c
li

en
t 

w
il

l p
ro

vi
de

 t
h

e 
sy

st
em

?  

1)
 

S
o 

fa
r 

w
e 

do
es

n
’t 

h
av

e 
it

. T
h

is
 c

ou
ld

 b
e 

li
n

ke
d 

to
 b

ec
au

se
 w

e 
ar

e 
n

ot
 

do
in

g 
m

ai
n

ly
 p

ri
va

te
 p

ro
je

ct
. 

W
h

en
 c

om
e 

to
 t

h
e 

co
m

pa
n

y 
w

h
o 

do
 

h
ig

h
 s

en
si

ti
ve

 o
r 

go
ve

rn
m

en
t’s

 p
ro

je
ct

, 
th

ei
r 

ow
n

 s
er

ve
r 

w
ou

ld
 b

e 
u

se
d,

 n
ot

 u
si

n
g 

B
IM

 3
60

 o
r 

th
at

 k
in

d 
of

 t
h

in
gs

.  
2)

 
N

or
m

al
ly

 c
li

en
t 

es
ta

bl
is

h
 t

h
e 

cl
os

ed
 s

er
ve

r 
by

 t
h

em
se

lv
es

 f
ir

st
 

be
ca

u
se

 w
h

en
 c

on
tr

ac
to

r 
co

m
e 

in
, m

os
t 

of
 t

h
in

ki
n

g 
is

 s
et

 u
p.

 T
o 

st
ar

t 
af

te
r 

co
n

tr
ac

to
r 

co
m

e 
in

, i
t’s

 t
oo

 la
te

. 
Q
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A
-4

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

を
使

用
す

る
事

に
よ

っ
て

、
ど

の
よ

う
な

効
果

を
感

じ
て

い
ま

す
か
？

 
回
答
欄

> 
現

在
の

デ
ー

タ
管

理
シ

ス
テ

ム
は

効
果

的
だ

と
感

じ
て

い
る

。
 信

頼
性

が
高

く
安

全
な

デ
ー

タ
環

境
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

機
密

情
報

と
デ

ー
タ

が
指

定
さ

れ
た

受
信

者
の

み
が

受
け

取
り

、
共

有
さ

れ
る

点
。

 
 

 
 

Q
17

 
A

-5
 

デ
ー

タ
共

有
環

境
を

使
用

す
る

際
、

課
題

と
感

じ
て

い
る

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て

く
だ
さ
い

。
 (例

：
技
術

者
不
足

、
技
術

レ
ベ
ル

、
運
用

環
境
な

ど
) 

<回
答
欄

> 
□技

術
レ

ベ
ル

の
低

い
ユ

ー
ザ

ー
は

、
デ

ー
タ

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
精

通
し

て
い

な
い

こ
と

で
、

デ
ー

タ
共

有
の

新
し

い
プ

ロ
セ

ス
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

困
難

。
 

□新
し

い
デ

ー
タ

共
有

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
ま

た
は

B
IM

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

）
が

導
入

さ
れ

る
場

合
に

は
、

ス
タ

ッ
フ

へ
教

育
機

会
を

与
え

て
い

る
が

、
習

熟
ま

で
時

間
を

要
す

る
。

 
□B

IM
36

0
へ

の
ア

ク
セ

ス
権

の
管

理
に

つ
い

て
は

、
利

害
関

係
者

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

離
れ

た
人

の
ス

テ
ー

タ
ス

を
更

新
す

る
こ

と
は

で
き

ず
、

ア
ク

セ
ス

権
が

与
え

ら
え

た
ま

ま
に

な
る

点
。

 
 

1)
 

B
IM

36
0

の
使

用
に

つ
い

て
、

Q
18

で
回

答
さ

れ
て

い
る

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

サ
ー

バ
ー
と
連
携
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
？
も
し
く
は

A
u

to
de

sk
の
サ
ー
バ
ー
上
に
ア

ッ
プ

し
た

デ
ー

タ
を

各
々

が
ブ

ラ
ウ

ザ
上

か
ら

閲
覧

・
編

集
す

る
運

用
に

な
っ

て
お

り
ま

す
か

？
も

し
後

者
で

あ
る

場
合

、
自

前
で

用
意

し
た

も
の

で
は

な
い

ク
ラ

ウ
ド

型
の

シ
ス

テ
ム

を
使

用
す

る
こ

と
に

対
し

て
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
不

安
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 (
W
e
 w
a
n
t
 t
o
 a
s
k
 a
b
o
u
t
 B
I
M
3
6
0
.
 

D
o 

yo
u 

co
nn
ec
t 

BI
M3
6
0 

an
d 

yo
u
r 

pr
iv
at
e 

se
rv
e
rs
? 

O
r 

do
 
yo
u 

u
se
 

c
lo
u
d 

s
er
v
er
 
of
 
Au
to
d
es
k
, 

w
hi
c
h 

al
l
ow
 
al
l
 
o
f 

s
ta
k
eh
o
ld
e
rs
 
to
 

r
ev
i
ew
/
re
v
is
e
 
th
e
 
up
da
t
ed
 
do
cu
me
nt
s
? 

If
 
y
ou
r
 
an
sw
er
 
is
 
i
n 

th
e 

l
at
t
er
 
ca
s
e,
 
do
 
yo
u
 f
e
el
 
an
y
 c
o
nc
e
rn
 
ab
o
ut
 
da
t
a 
s
ec
u
ri
t
y?
) 

1)
 

1)
 W

e 
do

 n
ot

 c
on

n
ec

t 
B

IM
36

0 
to

 o
u

r 
pr

iv
at

e 
se

rv
er

, 
w

e 
ar

e 
u

si
n

g 
A

u
to

de
sk

 C
lo

u
d 

S
er

ve
r.

 
2)

 Y
es

 s
ec

u
ri

ty
 i

s 
al

w
ay

s 
ou

r 
co

n
ce

rn
, 

a)
 w

e 
ch

ec
k 

th
at

 t
h

e 
C

lo
u

d 
S

er
ve

r 
se

rv
ic

e 
pr

ov
id

er
 i

s 
co

m
pl

yi
n

g 
w

it
h

 I
S

O
/I

E
C

 2
70

01
,2

70
01

7,
 

27
01

8 
ce

rt
if

ic
at

io
n

 b
) W

e 
li

m
it

 a
n

d 
co

n
tr

ol
 w

h
o 

ca
n

 a
cc

es
s 

ri
gh

t 
an

d 
in

di
vi

du
al

 r
ig

h
t 

to
 e

di
t,

 v
ie

w
, d

ow
n

lo
ad

 o
r 

u
pl

oa
d 

th
e 

fi
le

 c
) W

e 
fe

el
 

w
e 

w
er

e 
se

t 
u

p 
 

3)
 I

n
 c

as
e 

of
 h

ig
h

 s
ec

u
ri

ty
 p

ro
je

ct
 w

h
er

eb
y 

th
e 

da
ta

 m
u

st
 b

e 
h

os
te

d 
lo

ca
ll

y,
 i

f 
th

ey
 d

on
’t 

u
se

 B
IM

36
0,

 w
h

at
 c

an
 t

h
e 

ow
n

er
 d

o?
 U

su
al

ly
 

fo
r 

th
is

 k
in

d,
 it

 m
ig

h
t 

be
 t

h
at

 t
h

er
e 

is
 a

 p
re

fe
re

n
ce

 n
ot

 t
o 

u
se

 c
lo

u
d-

ba
se

d 
pl

at
fo

rm
s.

 T
h

en
, a

 p
h

ys
ic

al
 s

er
ve

r 
w

il
l 

be
 n

ee
de

d 
to

 c
on

n
ec

t 
ev

er
yo

n
e 

in
te

rn
al

ly
 (

L
A

N
 c

on
n

ec
ti

on
) 

bu
t 

n
o 

ac
ce

ss
 p

or
ts

 t
o 

ac
ce

ss
 

fr
om

 r
em

ot
e 

lo
ca

ti
on

s.
 (

e.
g.

, n
o 

V
P

N
 a

cc
es

s 
gi

ve
n

).
 

Q
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A

-6
 

上
記

デ
ー

タ
共

有
環

境
は

、
書

類
や

図
面

に
関

す
る

承
認

行
為

に
も

活
用

さ
れ

て

い
ま
す
か

？
 


  は

い
 

☐
  い

い
え

 
 

1)
 
「

承
認

」
は

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

内
の

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

で
設

定
さ

れ
る

承
認

シ

ス
テ

ム
が

そ
の

ま
ま

活
用

さ
れ

て
お

り
ま

す
か

？
も

し
く

は
電

子
サ

イ
ン

な
ど

が
つ

か
わ

れ
て

お
り

ま
す

か
？

(A
s 

fo
r 

A
pp

ro
va

l 
pr

oc
es

s,
 d

o 
yo

u
 f

ol
lo

w
 

th
e 

w
or

kf
lo

w
 

w
it

h
in

 
th

e 
ap

pl
ic

at
io

n
? 

O
r 

do
 

yo
u

 
u

se
 

el
ec

tr
ic

 
si

gn
at

u
re

?)
  

2)
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

S
in

ga
po

re
 B

IM
 G

u
id

e 
V

er
si

on
 2

.0
）
で
は
、

2
次
元
図

面
で

の
承

認
と

の
記

載
が

あ
り

ま
す

が
、

現
在

そ
の

承
認

行
為

は
ど

の
よ

う
な

事
に
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
？

 

1)
 

1)
 W

e 
u

se
 D

oc
u

S
ig

n
 t

h
e 

el
ec

tr
on

ic
 s

ig
n

at
u

re
 t

oo
ls

 i
n

 s
om

e 
of

 o
u

r 
in

te
rn

al
 p

ro
ce

ss
. 

2)
 W

e 
do

 n
ot

 h
av

e 
a 

st
an

da
rd

 f
or

 t
h

is
 a

s 
it

 i
s 

su
bj

ec
t 

to
 t

h
e 

w
or

k 
pr

oc
es

s 
of

 c
u

st
om

er
 / 

E
P

C
M

 a
n

d 
th

e 
su

bm
it

ta
l 

/ a
pp

ro
va

l p
ro

ce
ss

 a
n

d 
to

ol
s 

th
ey

 s
pe

ci
fy

.  
2)

 
S

o 
fa

r 
B

IM
 m

od
el

 i
s 

as
 r

ef
er

en
ce

, 2
D

 i
s 

al
w

ay
s 

ba
se

 o
f 

co
n

tr
ac

t 
or

 
ap

pr
ov

al
. 

B
u

t 
3D

 i
s 

a 
go

od
 r

ef
er

en
ce

 t
o 

st
ar

t 
w

it
h

 a
n

d 
re

fe
r.

 3
D

 
m

od
el

 
h

as
 

in
fo

rm
at

io
n

 
n

ot
 

de
m

an
de

d 
li

ke
 

m
at

er
ia

l 
co

lo
r 

or
 

pr
op

er
ti

es
. T

h
at

’s
 w

h
y 

2D
 is

 t
h

e 
ba

se
.  

Q
17
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活
用
さ
れ

て
い
な

い
理
由

に
つ
い

て
教
え

て
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
 

 
 

A1-31



N
o.

6 

Q
18

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

上
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

は
ど

の
よ

う
に

対
応

さ
れ

て
い
ま
す

か
？
 

 
ま
た

デ
ー
タ

の
保
障

に
関
す

る
制
度

は
あ
り

ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
B

IM
 デ

ー
タ

共
有

環
境

で
は

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

ポ
リ

シ
ー

は
 

１
．

B
IM

 C
en

tra
l モ

デ
ル

は
 プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
サ

ー
バ

ー
で

ホ
ス

ト
さ

れ
、

当
社

 
B

IM
 モ

デ
ラ

ー
に

の
み

ア
ク

セ
ス

可
能

。
す

べ
て

の
ア

ク
セ

ス
権

は
IT

部
門

に
よ

っ
て

管
理

す
る

  
２

．
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

は
、

社
内

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

サ
ー

バ
ー

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
フ

ォ
ル

ダ
で

B
IM

マ
ネ

ー
ジ

ャ
/コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

が
共

有
す

る
B

IM
モ

デ
ル

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

。
B

IM
 セ

ン
ト

ラ
ル

フ
ァ

イ
ル

へ
の

リ
ン

ク
で

は
な

い
。

ア
ク

セ
ス

権
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
よ

っ
て

管
理

さ
れ

る
 

３
．

下
請

業
者

は
、

B
IM

36
0 
で

共
有

さ
れ

て
い

る
 B

IM
 モ

デ
ル

の
み

を
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
お

よ
び

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
。

ア
ク

セ
ス

権
は

B
IM

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

/コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

っ
て

管
理

さ
れ

る
 

 

1)
 
「

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

サ
ー

バ
ー

」
に

つ
い

て
、

こ
の

サ
ー

バ
ー

は
ど

こ
に

あ
り

、

ど
の

た
が

管
理

さ
れ

て
お

り
ま

す
か

？
（

貴
社

で
構

築
・

運
用

し
て

お
り

ま
す

か
？

も
し

く
は

ク
ラ

ウ
ド

等
外

部
サ

ー
バ

ー
を

使
用

し
、

管
理

も
外

部
サ

ー
ビ

ス
に
依
頼
し
て
お
り
ま
す
か
？
）
(
D
o
 y
o
u
 m
a
n
a
g
e
 t
h
e
 p
r
i
v
a
t
e
 s
e
r
v
e
r
 b
y
 

y
ou
r
se
l
f?
 
Or
 
d
o 

yo
u
 
u
se
 
a
n 

ex
t
er
na
l 

se
r
ve
r
 
su
ch
 
as
 
a
 
c
lo
ud
 

s
er
v
er
?
 A
nd
, 
do
 y
ou
 e
n
tr
u
st
 t
h
e 
ma
n
ag
em
e
nt
 t
o
 a
no
th
e
r 
co
m
pa
ny
?)

 

1)
 

1)
 W

e 
do

 n
ot

 h
av

e 
pr

iv
at

e 
se

rv
er

. W
e 

m
ig

ra
te

 fr
om

 th
e 

u
se

 o
f p

ri
va

te
 

se
rv

er
 t

o 
ex

te
rn

al
 c

lo
u

d 
se

rv
er

 a
bo

u
t 

th
re

e 
ye

ar
s 

ag
o.

 2
) W

e 
en

tr
u

st
 

th
e 

m
an

ag
em

en
t 

to
 a

n
ot

h
er

 c
om

pa
n

y.
 

 

Q
19

 
ベ

ン
ダ
ー

ロ
ッ
ク

イ
ン
へ

の
対
策

を
し
て

い
ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
19

A
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
対

策
で
す

か
？

 
<回

答
欄

> 
ベ

ン
ダ

ー
ロ

ッ
ク

イ
ン

は
、

上
記

の
Q

18
の

項
目

3
で

説
明

さ
れ

て
い

る
ア

ク
セ

ス
権

管
理

に
よ

っ
て

制
御

さ
れ

る
。

 
 

1)
 

ベ
ン

ダ
ー

の
独

自
技

術
の

製
品

を
使

用
す

る
こ

と
で

、
後

に
他

社
製

品
へ

の
切

り
替

え
ら

れ
な

い
と

い
っ

た
問

題
が

起
き

う
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、

そ
の

対
策

が
あ

り
ま

し
た

ら
ご

教
示

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

 (
W

e 
im

ag
in

e 
th

at
 th

e 
ve

nd
er

 lo
ck

-in
 m

ay
 b

e 
ha

pp
en

ed
 in

 c
as

e 
of

 th
at

 
w

e 
us

e 
th

ei
r u

ni
qu

e 
pr

od
uc

ts
. I

f y
ou

 h
av

e 
an

y 
ow

n 
m

ea
su

re
s,

 c
ou

ld
 

ex
pl

ai
n 

it 
to

 u
s?

)  

1)
 

1)
 Y

es
, v

en
do

r 
lo

ck
 in

 m
ay

 h
ap

pe
n

, o
u

r 
m

ea
su

re
 is

 1
) 

w
h

il
e 

u
se

 o
n

e 
pr

od
u

ct
, w

e 
co

n
ti

n
u

ou
sl

y 
ta

lk
 t

o 
ot

h
er

 v
en

do
r 

w
it

h
 s

im
il

ar
 p

ro
du

ct
 

2)
 w

e 
m

ay
 s

ta
rt

 s
im

il
ar

 n
ew

 p
ro

du
ct

 o
n

 s
m

al
l 

sc
al

e 
to

 t
es

t 
it

. 
3)

 
co

n
ti

n
u

e 
to

 a
tt

en
d 

se
m

in
ar

 a
n

d 
tr

ai
n

in
g 

to
 u

n
de

rs
ta

n
d 

th
e 

di
gi

ta
l 

tr
en

d.
 3

) 
co

n
si

de
r 

th
e 

to
ol

s 
on

 a
 p

ro
je

ct
 b

as
e.

  

Q
20

 
事

業
に
お

い
て

BI
M

で
モ

デ
リ

ン
グ

や
管
理

を
す
る

上
で
、

課
題
や

問
題
点

は
あ

り
ま
す
か

？
 

<回
答
欄

> 
一

般
的

に
、

B
IM

モ
デ

リ
ン

グ
と

B
IM

管
理

に
問

題
は

な
い

。
 

B
IM

モ
デ

ル
の

管
理

で
は

、
B

IM
セ

ン
ト

ラ
ル

フ
ァ

イ
ル

と
い

う
名

前
の

専
用

サ
ー

バ
ー

が
IT

部
門

に
よ

っ
て

維
持

さ
れ

、
B

IM
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

よ
っ

て
管

理
さ

れ
、

す
べ

て
の

モ
デ

ル
と

モ
デ

ラ
ー

デ
バ

イ
ス

へ
の

リ
ン

ク
が

保
持

さ
れ

て
い

る
。

 

 
 

Q
21

 
BI

M
を

使
用
す

る
事
で

、
工
期

、
工
事

費
、

LC
C

費
用
、
人

員
削
減

、
C

O
2
削
減

等
、
削
減

で
き
た

項
目
は

あ
り
ま

す
か
？

 


  は
い

 
☐

 い
い
え

 
 

 
 

Q
21

 
A

-1
 

そ
れ
は
、

ど
の
よ

う
な
事

で
ど
れ

く
ら
い

削
減
す

る
事
が

で
き
ま

し
た
か

？
 

<回
答
欄

> 
実

例
の

一
つ

は
、

PC
壁

材
発

注
数

量
を

大
幅

に
削

減
し

た
。

（
元

積
数

量
に

対
す

る
B

IM
を

使
用

し
た

実
施

数
量

算
出

に
よ

る
発

注
数

量
減

）
 

 
 

Q
21

 
A

-2
 

な
ぜ
そ
の

よ
う
に

思
い
ま

す
か
？

 
<回

答
欄

> 
入

札
時

の
図

面
不

備
や

、
時

間
的

制
約

に
よ

る
概

算
数

量
で

の
積

算
に

対
し

、
B

IM
の

出
る

を
使

用
す

る
こ

と
で

、
正

確
な

寸
法

、
数

量
で

の
数

量
積

算
、

余
材

の
最

小
化

が
ｋ

脳
に

な
っ

た
結

果
。

  
ま

た
、

詳
細

打
ち

合
わ

せ
に

費
や

す
時

間
、

施
工

図
の

準
備

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

へ
の

作
業

順
序

の
提

示
の

短
縮

化
な

ど
相

乗
効

果
も

あ
っ

た
。

 
 

 
 

Q
22

 
BI

M
技

術
者

の
教

育
制

度
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
り

ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

A1-32



N
o.

6 

Q
22

A
 

ど
の

よ
う

な
教

育
制

度
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

B
IM

ユ
ー

ザ
ー

(Q
S、

エ
ン

ジ
ニ

ア
、

PM
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

)を
対

象
と

し
た

B
IM

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
B

IM
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
も

開
催

し
て

い
る

。
 

1)
 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

て
い

る
の

は
貴

社
で

し
ょ

う
か

、
も

し
く

は
ベ

ン

ダ
ー
で
し
ょ
う
か
（

B
C

A
 A

ca
de

m
y
以
外
）
？
ま
た
、

B
IM

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

使
用

に
お

い
て

不
明

点
が

あ
っ

た
場

合
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

は
ご

ざ
い

ま
す

か
？

(
Wh
o
 
ma
de
 
th
e 

t
ra
i
ni
n
g 

pr
o
gr
a
m 

(b
y
 
yo
ur
 
co
mp
a
ny
?
 
Or
 
v
en
d
er
?)
 

A
nd
,
 
D
o
 
yo
u 

ha
ve
 
o
wn
 
y
ou
r
 
s
up
p
or
t
 
s
ys
t
em
 
i
f 

yo
u
 
ha
ve
 
an
y 

q
ue
s
ti
o
n 
t
o 
u
se
 
BI
M
 s
o
ft
w
ar
e
?)
  

1)
 

1)
 

W
e 

de
ve

lo
p 

th
e 

tr
ai

n
in

g 
pr

og
ra

m
 

to
ge

th
er

 
w

it
h

 
th

e 
B

IM
 

C
on

su
lt

an
t.

 2
) F

or
 s

u
pp

or
t 

on
 B

IM
 s

of
tw

ar
e 

th
er

e 
ar

e 
th

re
e 

le
ve

l o
f 

su
pp

or
t 

a)
 I

n
te

rn
al

 B
IM

 M
od

el
er

 M
ic

ro
so

ft
 T

ea
m

 C
h

an
n

el
, 

2)
 

E
xt

er
n

al
 B

IM
 C

on
su

lt
an

t 
3)

D
ir

ec
t 

su
pp

or
t 

fr
om

 s
of

tw
ar

e 
ve

n
do

r 
th

ru
 t

h
e 

su
bs

cr
ib

ed
 t

o 
th

e 
m

ai
n

te
n

an
ce

 li
ce

n
se

.  

Q
23

 
Ｂ

IM
技

術
者

の
資

格
制

度
は

あ
り

ま
す

か
？

 
☐

  は
い

 


  い
い
え

 
 

 
 

Q
23

A
 

資
格

保
有

者
の

み
で

し
か

で
き

な
い

業
務

は
あ

り
ま

す
か

？
 

☐
  は

い
 


  い

い
え

 
 

 
 

Q
24

 
組

織
内

に
BI

M
技

術
者

は
い

ま
す

か
？

  


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

 
 

Q
24

A
 

BI
M

技
術

者
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
や

人
数

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

<回
答

欄
> 

1 
B

IM
 M

an
ag

er
 c

um
 C

SA
 M

od
el

er
   

2 
B

IM
 C

oo
rd

in
at

or
s c

um
 C

SA
 M

od
el

er
  

2 
B

IM
 C

oo
rd

in
at

or
s c

um
 M

EP
 M

od
el

er
  

5 
B

IM
 C

SA
 M

od
el

er
s  

1)
 
「

cu
m

 C
SA

(M
EP

) M
od

el
er
」

と
は

第
三
者
機
関
か
ら
取
得
し
た
何
ら
か
の
タ

イ
ト

ル
で

し
ょ

う
か

？
 
(W
e 

wo
u
ld
 
li
ke
 
to
 
as
k 

yo
u 

ab
ou
t
 
“
c
um
 

C
AS
(
ME
P
) 
Mo

de
le
r”

. 
Is
 t
h
is
 t
he
 t
i
le
 f
ro
m 
t
hi
r
d 
p
ar
t
y 
ag

en
c
y?
) 

1)
 

W
e 

n
ee

d 
to

 c
la

ri
fy

 t
h

at
 “

cu
m

” 
m

ea
n

s 
“c

om
bi

n
ed

 w
it

h
, a

ls
o 

u
se

d 
as

 
(u

se
d 

to
 d

es
cr

ib
ed

 t
h

in
gs

 w
it

h
 a

 d
u

al
 n

at
u

re
 o

r 
fu

n
ct

io
n

”.
  

1.
 B

IM
 M

an
ag

er
 c

u
m

 C
S

A
 M

od
el

er
 m

ea
n

s 
th

e 
B

IM
 M

an
ag

er
 is

 a
ls

o 
ta

ki
n

g 
th

e 
ro

le
 o

f 
C

S
A

 M
od

el
er

. 
T

h
is

 a
s 

n
ec

es
sa

ry
 a

s 
w

e 
n

ee
d 

th
e 

B
IM

 M
an

ag
er

 a
n

d 
C

oo
rd

in
at

or
 t

o 
do

 d
u

al
 r

ol
e 

to
 s

u
pp

or
t 

th
e 

B
IM

 M
od

el
er

.  
Q

25
 

BI
M

技
術

者
は

、
ど

の
よ

う
に

、
BI

M
ス

キ
ル

を
習

得
し

て
い

ま
す

か
？

 


  企
業

で
取

得
 


  教

育
機

関
で

習
得

 


  独
学

で
習

得
 

☐
 そ

の
他

 ( 
   

   
 ) 

 

 
 

Q
26

 
BI

M
技

術
者

の
給

与
単

価
に

つ
い

て
は

、
公

的
な

技
術

者
単

価
表

を
参

照
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

  い
い
え

 
 

1)
 
現

状
、

土
木

で
は

B
IM

エ
ン

ジ
ニ

ア
の

単
価

表
は

決
定

さ
れ

て
お

り
ま

せ
ん

が
、
ど
の
よ
う
に
算
出
し
て
お
り
ま
す
か
？
 
(
C
u
r
r
e
n
t
l
y
,
 
we
 
d
o
 
n
o
t
 
h
a
v
e
 

a
ny
 
st
an
d
ar
ds
 
f
or
 
u
ni
t 

p
ri
c
e 

of
 
B
IM
 
E
ng
i
ne
e
r 

(
CI
V
IL
)
. 

Ho
w 

do
 

y
ou
 
ca
l
cu
l
at
e
/s
e
t 
t
he
i
r 
u
ni
t
 p
r
ic
e
?)
  

1)
 

1)
 T

h
er

e 
is

 a
n

 e
rr

or
 in

 t
h

e 
an

sw
er

 p
ro

vi
de

d 
by

 u
s.

 I
t 

sh
ou

ld
 b

e 
“n

o”
.  

W
e 

do
 n

ot
 h

av
e 

st
an

da
rd

 u
n

it
 p

ri
ce

 f
or

 B
IM

 E
n

gi
n

ee
r.

  

Q
27

 
事

業
に

お
け

る
、

現
在

の
実

施
体

制
や

BI
M

技
術

者
に

つ
い

て
、

抱
え

て
い

る
課

題
が

あ
れ

ば
、

教
え

て
く

だ
さ

い
。

(例
：

技
術

者
の

確
保

が
困

難
な

ど
) 

<回
答

欄
> 

B
IM

エ
ン

ジ
ニ

ア
自

体
の

確
保

数
に

は
問

題
は

な
い

。
課

題
は

、
す

べ
て

の
B

IM
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
同

レ
ベ

ル
の

技
能

レ
ベ

ル
に

す
る

こ
と

で
あ

る
。

 
 

1)
 
確

保
数

に
問

題
は

な
い

と
の

こ
と

で
、

貴
社

の
人

材
育

成
が

上
手

く
進

ん
で

お

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

 
2)

 
P

ro
ce

du
re

 
of

 
th

e 
fi

le
 

m
an

ag
em

en
t 

is
 

al
so

 
a 

ta
sk

 
of

 
B

IM
 

m
an

ag
er

?  

1)
 

1.
 E

xt
er

n
al

 c
on

su
lt

an
t,

 2
. S

tu
ff

 t
ra

in
in

g,
 3

. I
n

te
rn

al
 B

IM
 m

an
ag

er
:  

1.
 F

or
 t

h
is

 k
in

d 
of

 is
su

es
, w

e 
h

as
 a

 B
IM

 c
on

su
lt

an
t 

an
d 

w
e 

ca
n

 c
al

l 
th

em
 a

n
yt

im
e 

to
 r

es
ol

ve
 t

ec
h

n
ic

al
 /

 m
od

el
in

g 
/ 

se
tt

in
g 

is
su

es
, 

so
 

B
IM

 m
od

el
er

s 
ca

n
 c

on
ti

n
u

e 
w

or
ki

n
g,

  
2.

 o
n

 t
h

e 
ot

h
er

 h
an

d,
 t

h
e 

m
od

el
er

 n
ee

d 
to

 b
e 

tr
ai

n
ed

 e
n

ou
gh

 s
o 

th
er

e 
is

 a
 t

ra
in

in
g 

la
bo

ra
to

ry
 a

lm
os

t 
ev

er
y 

m
on

th
.  

3.
 a

n
d 

so
m

et
im

es
 d

if
fe

re
n

t 
m

od
el

er
 h

av
e 

di
ff

er
en

t 
m

et
h

od
s 

of
 d

oi
n

g 
so

m
et

h
in

g.
 T

h
en

 i
n

te
rn

al
 B

IM
 m

an
ag

er
 d

ec
id

e 
th

e 
di

re
ct

io
n

 a
n

d 
th

e 
m

et
h

od
s 

to
 d

o 
th

e 
pr

oj
ec

t 
th

at
 e

ve
ry

on
e 

fo
ll

ow
.  

2)
 

T
h

at
’s

 a
ls

o 
a 

ta
sk

 o
f 

B
IM

 m
an

ag
er

. 
A

ls
o,

 B
IM

 m
an

ag
er

 i
s 

th
e 

on
e 

w
h

o 
m

ak
e 

th
e 

B
E

P
. 

Q
28

 
BI

M
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

に
よ

り
、

業
務

上
の

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

こ
と

は
で

き
て

い
ま

す
か

？
 


  は

い
 

☐
 い

い
え

 
 

 
 

Q
28

A
 

ど
の

よ
う

な
リ

ス
ク

を
低

減
で

き
て

い
ま

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

B
IM

は
、

工
事

範
囲

の
不

明
確

さ
に

よ
り

発
生

す
る

リ
ス

ク
の

軽
減

に
効

果
的

。
 B

IM
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

利
害

関
係

者
は

範
囲

と
関

連
す

る
作

業
を

明
確

に
理

解
で

き
る

為
、

単
純

ミ
ス

ま
た

は
手

直
し

な
ど

の
発

生
リ

ス
ク

を
低

減
出

来
て

い
る

。
 

初
期

段
階

に
お

け
る

B
IM

の
調

整
に

よ
り

、
各

工
事

関
係

者
は

、
設

計
上

の
取

合
い

箇
所

、
不

明
確

な
工

事
責

任
範

囲
の

問
題

個
所

な
ど

を
事

前
に

認
知

で
き

る
た

め
、

施
工

前
段

階
で

問
題

を
解

決
で

き
、

リ
ス

ク
軽

減
さ

れ
る

。
 

 

 
 

A1-33



N
o.

6 

Q
29

 
BI

M
を

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
従

来
よ

り
大

幅
に

改
善

さ
れ

た
点

は
何

で
す

か
？

 (最
大

の
効

果
は

何
で

す
か

？
) 

<回
答

欄
> 

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

面
で

の
生

産
性

向
上

及
び

過
剰

資
材

発
注

リ
ス

ク
の

低
減

化
。

 
 

 
 

Q
30

 
BI

M
を

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
増

減
し

た
作

業
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

(例
：

図
面

作
成

時
間

が
〇

％
減

っ
た

。
) 

<回
答

欄
> 

施
工

図
作

成
に

か
か

る
時

間
、

約
20

％
削

減
。

 
 

 
 

Q
31

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
BI

M
活

用
を

通
じ

て
、

判
明

し
て

い
る

・
感

じ
て

い
る

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
BI

M
活

用
の

課
題

点
は

何
で

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

現
状

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
B

IM
活

用
に

関
す

る
課

題
の

1
つ

は
、

す
べ

て
の

関
係

者
が

B
IM

に
精

通
し

て
い

な
い

と
い

う
点

。
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
は

、
従

来
通

り
2D

設
計

、
施

工
図

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
を

行
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

従
っ

て
B

IM
活

用
に

つ
い

て
は

、
個

別
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

1)
 
課

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
実

施
機

関
に

対
し

て
何

か
要

望
は

ご
ざ

い
ま

す

か
？

 
2)

 
O

n
ce

 
th

e 
ap

pr
ov

al
 

is
 

gi
ve

n
 

fo
r 

th
e 

pr
oj

ec
t,

 
th

e 
le

ve
l 

of
 

in
fo

rm
at

io
n

 is
 n

ot
 u

p 
to

 t
h

e 
de

ta
il

 d
es

ig
n

, j
u

st
 o

n
ly

 f
or

 t
h

e 
ba

si
c 

de
si

gn
, i

s 
it

 c
or

re
ct

?  

1)
 

D
u

ri
n

g 
th

e 
te

n
de

r 
ph

as
e 

or
 i

n
it

ia
l 

ph
as

e 
fr

om
 c

on
ce

pt
 d

es
ig

n
 o

r 
in

it
ia

l 
de

si
gn

, o
r 

be
fo

re
 d

et
ai

l 
de

si
gn

, 
cl

ie
n

ts
 m

ay
 a

lr
ea

dy
 h

av
e 

so
m

e 
m

od
el

s,
 b

u
t 

th
ey

 s
om

et
im

es
 h

ol
d 

ba
ck

 t
h

os
e 

m
od

el
s 

fr
om

 
th

e 
co

n
tr

ac
to

r 
an

d 
th

e 
co

n
tr

ac
to

r 
w

il
l 

ge
t 

th
e 

in
fo

rm
at

io
n

 
w

it
h

ou
t 

ba
ck

gr
ou

n
d 

st
or

y 
or

 c
on

ce
pt

. S
o 

sh
ar

in
g 

in
fo

rm
at

io
n

 i
n

 
ad

va
n

ce
 i

s 
im

po
rt

an
t.

 A
ls

o 
du

ri
n

g 
th

e 
te

n
de

r,
 R

ev
it

 m
od

el
 o

r 
D

ec
la

re
 m

od
el

 c
an

 b
e 

sh
ar

ed
. 

It
 w

il
l 

h
el

p 
co

n
tr

ac
to

r 
a 

lo
t 

ac
tu

al
ly

.  
A

n
d 

so
m

et
im

es
 c

on
tr

ac
to

r 
re

ce
iv

e 
a 

m
od

el
 w

h
en

 t
h

e 
pr

oj
ec

t 
is

 
aw

ar
de

d.
 T

h
is

 d
es

ig
n

 m
od

el
 h

as
 n

ot
 b

ee
n

 c
oo

rd
in

at
ed

 t
o 

go
 

th
ro

u
gh

 a
u

th
or

it
y 

ap
pr

ov
al

, b
u

t 
co

n
tr

ac
to

rs
 a

re
 n

ot
 s

pe
ci

al
is

t 
in

 
au

th
or

it
y 

cl
ea

ra
n

ce
 a

n
d 

so
m

et
im

es
 m

is
s 

ce
rt

ai
n

 t
h

in
gs

 a
ct

u
al

ly
. 

S
o 

if
 t

h
is

 k
in

d 
of

 p
ro

ce
ss

 s
ca

n
 b

e 
re

so
lv

ed
 i

n
 a

dv
an

ce
, m

od
el

in
g 

fo
r 

de
si

gn
 a

n
d 

m
od

el
in

g 
fo

r 
au

th
or

it
y 

ar
e 

do
n

e 
in

 a
dv

an
ce

 b
ef

or
e 

pa
ss

in
g 

to
 c

on
tr

ac
to

r,
 t

h
at

 w
il

l b
e 

ve
ry

 h
el

pf
u

l. 
2)

 
C

or
re

ct
, i

t’s
 o

n
ly

 f
or

 s
u

bm
is

si
on

. 
Q

32
 

BI
M

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
コ

ス
ト

削
減

効
果

は
ど

れ
く

ら
い

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

人
件

費
の

み
で

考
え

れ
ば

、
約

15
％

か
ら

20
％

の
コ

ス
ト

削
減

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
 

 
 

Q
33

 
BI

M
を

導
入

す
る

こ
と

は
、

設
計

や
施

工
の

ど
の

よ
う

な
点

に
お

い
て

、
品

質
が

向
上

す
る

と
考

え
て

い
ま

す
か

？
 

<回
答

欄
> 

設
計

段
階

で
の

不
整

合
の

認
知

、
責

任
範

囲
の

明
確

化
が

可
能

。
 

B
IM

モ
デ

ル
上

で
の

可
視

化
に

よ
る

施
工

上
の

問
題

点
を

周
知

す
る

こ
と

で
品

質
問

題
発

生
リ

ス
ク

を
低

減
で

き
る

。
こ

れ
は

、
現

場
施

工
以

上
に

オ
フ

サ
イ

ト
で

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
、

鉄
骨

製
作

作
業

に
、

よ
り

大
き

な
効

果
を

得
ら

れ
る

。
 

 
 

Q
34

 
施

工
の

際
、

工
事

作
業

員
や

周
辺

住
民

な
ど

へ
の

理
解

促
進

の
た

め
に

、
BI

M
デ

ー
タ
を
使

用
し
て

い
ま
す

か
？

 


  は
い

 
☐

 い
い
え

 
 

 
 

Q
35

 
今

後
の

BI
M

活
用
の
展

望
に
つ

い
て
御

意
見
が

あ
れ
ば

お
聞
か

せ
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
将

来
的

に
は

、
B

IM
、

Io
T、

5G
が

統
合

さ
れ

、
B

IM
を

使
用

し
た

イ
ン

フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ
ャ

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

り
 

1.
建

物
の

デ
バ

イ
ス

と
セ

ン
サ

ー
（

内
部

お
よ

び
外

部
）

か
ら

収
集

さ
れ

た
情

報
に

よ
り

、
建

物
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

最
適

化
で

き
る

。
 

2.
建

物
は

互
い

に
通

信
し

て
、

ス
ペ

ー
ス

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
を

最
適

化
で

き
る

。
 

3.
自

動
運

転
の

車
な

ど
の

輸
送

お
よ

び
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

媒
体

に
対

し
て

、
建

物
の

ド
ロ

ッ
プ

オ
フ

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ポ
イ

ン
ト

を
検

出
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 
建

設
業

界
で

の
B

IM
採

用
の

進
展

は
、

Io
T
と

5G
の

進
歩

に
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。
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Q
36

 
フ

ィ
リ

ピ
ン

や
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

事
業

に
お

い
て

、
BI

M
/C

IM
を

導
入

し
た

事
は

あ
り
ま
す

か
？

 
☐

  は
い

 


  い
い
え

 
 

 
 

Q
37

 
あ

り
ま
し

た
ら
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
内
容

お
よ
び

BI
M

/C
IM

の
利
活
用

方
法
に

つ

い
て
教
え

て
く
だ

さ
い
。

 
<回

答
欄

> 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
事

業
に

お
い

て
は

、
過

去
の

案
件

で
B

IM
を

活
用

し
た

実
績

は
な

い
が

、
20

22
年

度
案

件
か

ら
、

B
IM

モ
デ

ル
の

活
用

を
予

定
し

て
い

る
。

 
 

1)
 
今
後

B
IM

活
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
案
件
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
活
用
す
る

予
定
に
至
っ
た
の
か
ご
教
示
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
2)

 
O

D
A
事
業
も
含
め
、
途
上
国
で

B
IM

を
活
用
す
る
案
件
の
応
札
を
検
討
す
る
場

合
、

環
境

面
や

制
度

面
、

運
用

面
に

お
い

て
ど

の
よ

う
な

点
が

一
番

の
懸

念
点

に
な
り
ま
す
か
？

 
3)

 
H

ow
 d

o 
yo

u
 t

h
in

k 
ab

ou
t 

gu
id

el
in

es
? 

1)
 

T
h

e 
cu

st
om

er
 w

an
te

d 
ou

r 
In

do
n

es
ia

 b
ra

n
ch

 t
o 

u
se

 B
IM

 a
n

d 
ou

r 
S

in
ga

po
re

 b
ra

n
ch

 a
dv

is
ed

 a
n

d 
in

tr
od

u
ce

d 
h

ow
 t

o 
st

ar
t 

B
IM

 p
ro

je
ct

, 
w

h
at

 t
o 

u
se

, 
w

h
at

 t
o 

bu
y,

 B
E

P
, 

B
IM

 s
et

ti
n

g 
pl

an
, 

et
c.

 O
n

ce
 t

h
ey

 
st

ar
t,

 m
ay

be
 t

h
ey

 n
ee

d 
m

or
e 

ad
vi

ce
 o

r 
su

pp
or

t.
 

2)
 

A
 g

oo
d 

in
te

rn
et

 is
 t

h
e 

m
os

t 
im

po
rt

an
t 

to
 u

se
 B

IM
. I

f t
h

ey
 d

on
’t 

h
av

e 
gu

id
el

in
e,

 in
 t

h
e 

pr
oj

ec
t,

 s
om

e 
B

IM
 r

eq
u

ir
em

en
t 

is
 a

lr
ea

dy
 s

pe
ci

fi
ed

 
in

si
de

 
th

e 
co

n
tr

ac
t 

do
cu

m
en

ts
. 

B
u

t 
so

m
et

im
es

 
it

’s
 

w
it

h
ou

t 
co

n
si

de
ri

n
g 

an
d 

u
n

de
rs

ta
n

di
n

g 
en

ou
gh

 a
bo

u
t 

th
e 

co
u

n
tr

y 
si

tu
at

io
n

. 
If

 B
IM

 i
s 

st
il

l 
re

qu
ir

ed
 w

it
h

 s
om

e 
si

tu
at

io
n

, 
th

e 
fr

am
ew

or
k 

n
ee

ds
 

to
 b

e 
in

 d
if

fe
re

n
t 

w
ay

, f
or

 e
xa

m
pl

e,
 1

00
%

 lo
ca

l s
ev

er
 in

si
de

 t
h

e 
si

te
 

or
 u

si
n

g 
in

tr
an

et
 i

n
st

ea
d 

of
 i

n
te

rn
et

. 
A

ls
o 

th
is

 k
in

d 
of

 c
ou

n
tr

y 
so

m
et

im
es

 h
as

 a
 p

ro
bl

em
 o

f p
ow

er
 s

u
pp

ly
. I

 t
h

in
k 

li
m

it
 t

h
e 

sc
op

e 
is

 
a 

go
od

 id
ea

 t
o 

m
ak

e 
it

 w
or

ka
bl

e 
in

 t
h

is
 k

in
d 

of
 s

it
u

at
io

n
.  

O
n

ce
 t

h
er

e 
w

as
 a

 d
oc

u
m

en
t 

re
fe

rr
ed

 t
o 

a 
ve

ry
 d

et
ai

le
d 

gu
id

el
in

e 
on

 
h

ow
 

to
 

u
se

 
B

IM
 

an
d 

h
ow

 
to

 
m

od
el

, 
bu

t 
w

it
h

 
th

e 
ov

er
 

sp
ec

 
re

qu
ir

em
en

t 
or

 g
u

id
el

in
e,

 t
h

ey
 w

ou
ld

 g
iv

e 
u

p 
to

 u
se

 s
in

ce
 i

t 
is

 
di

ff
ic

u
lt

 t
o 

m
ee

ts
 it

 in
 a

 d
ev

el
op

in
g 

co
u

n
tr

y.
  

3)
 

D
oc

u
m

en
t 

is
 d

ra
ft

ed
 w

it
h

ou
t 

co
n

si
de

ri
n

g 
en

ou
gh

 t
h

e 
co

u
n

tr
y 

si
tu

at
io

n
, 

P
ow

er
 s

u
pp

ly
 i

s 
al

so
 a

n
 i

ss
u

e.
 T

h
ey

 h
av

e 
to

 l
im

it
 

ce
rt

ai
n

 t
o 

be
 w

or
ka

bl
e.

 
 追
加
質
問
項
目

(A
dd

it
io

n
al

 Q
u

es
ti

on
) 

 
N

o.
 

A
dd

it
io

n
al

 Q
u

es
si

on
ar

e 
A

n
sw

er
 

Q
38

 
貴
社
内
で
の
土
木
分
野
で
の

B
IM

/C
IM

活
用
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 
W

e 
do

n
’t 

kn
ow

 it
. 

Q
39

 
1)

 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
そ
れ
以
外
の
途
上
国
で
、

IC
T
土
工
（

U
A

V
や

L
S
を
使
用
し
た

3
次
元
測
量
、

M
C
や

M
G

を
搭
載
し
た
建
機
）
の
実
績
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
ま

た
、
そ
の
効
果
や
課
題
が
あ
れ
ば
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

 
2)

 
H

ow
 a

bo
u

t 
th

e 
ro

bo
t,

 h
ea

vy
 m

ac
h

in
er

y 
or

 r
em

ot
e 

to
w

er
 c

ra
n

e?
 

3)
 

D
o 

yo
u

 h
av

e 
an

y 
ex

pe
ri

en
ce

 f
or

 L
oD

 5
00

 t
o 

se
cu

re
 O

&
M

 p
h

as
e?

  
4)

 
C

ou
ld

 y
ou

 g
iv

e 
u

s 
an

y 
op

in
io

n
 o

r 
id

ea
 fo

r 
L

oD
 5

00
? 

I 
pe

rs
on

al
ly

 th
in

k 
th

at
 fo

r 
co

m
pl

ex
 fa

ci
li

ty
 li

ke
 a

 c
h

em
ic

al
 p

la
n

t,
 L

oD
 5

00
 is

 r
ec

om
m

en
de

d 
co

n
si

de
ri

n
g 

O
&

M
.  

1)
 

F
or

 L
S

, 
w

e 
h

as
 e

xp
er

ie
n

ce
, 

en
ga

ge
d 

on
 a

 t
h

ir
d 

pa
rt

y 
pr

ov
id

er
 

la
se

r-
sc

an
n

ed
 t

h
e 

ex
is

ti
n

g 
fa

ci
li

ti
es

 a
n

d 
bu

il
di

n
gs

 b
ec

au
se

 t
h

er
e 

w
er

e 
lo

ts
 o

f M
&

E
 it

em
s 

ex
is

ti
n

g 
an

d 
th

ey
 h

ad
 t

o 
ac

co
u

n
t 

fo
r 

th
at

.  
In

 a
n

ot
h

er
 p

ro
je

ct
 o

f 
ju

st
 c

er
ta

in
 f

ou
n

da
ti

on
 f

or
 e

qu
ip

m
en

t 
w

it
h

 
ce

rt
ai

n
 a

n
ch

or
 b

ol
ts

, 
th

at
 a

ll
 t

h
es

e 
n

ee
d 

to
 s

it
 a

 v
er

y 
pr

ec
is

e 
eq

u
ip

m
en

t,
 a

ls
o 

u
ti

li
ze

d 
la

se
r 

sc
an

.  
2)

 
T

h
er

e 
ar

e 
su

ch
 d

ev
is

e 
in

 m
ar

ke
t 

in
 S

in
ga

po
re

, 
bu

t 
w

e 
h

as
 n

ot
 

u
se

d 
an

d 
n

ev
er

 s
ee

n
 r

em
ot

e 
to

w
er

 c
ra

n
e 

u
se

d 
be

fo
re

.  
3)

 
W

e 
h

as
 e

xp
er

ie
n

ce
 u

p 
to

 4
50

, h
op

in
g 

to
 b

e 
on

 L
oD

 5
00

, b
u

t 
as

 o
f 

n
ow

 n
ot

 y
et

. S
o 

fa
r 

ou
r 

ex
pe

ri
en

ce
 i

s 
u

p 
to

 a
s-

bu
il

t 
m

od
el

in
g 

fo
r 

bu
il

t 
re

co
rd

in
g,

 
bu

t 
w

e 
ar

e 
tr

yi
n

g 
to

 
u

se
 

fo
r 

fa
ci

li
ti

es
 

m
an

ag
em

en
t 

in
 t

h
e 

fu
tu

re
.  

4)
 

F
or

 p
la

n
t 

or
 p

h
ar

m
ac

eu
ti

ca
l 

co
n

st
ru

ct
io

n
, g

en
er

al
ly

 w
e 

sp
li

t 
th

e 
m

od
el

 
to

 
bu

il
di

n
g 

m
od

el
, 

bu
il

di
n

g 
se

rv
ic

es
 

m
od

el
, 

an
d 

in
fr

as
tr

u
ct

u
re

 m
od

el
. 

A
n

d 
cl

ie
n

ts
 a

lw
ay

s 
de

m
an

d 
u

p 
to

 3
50

 o
r 

40
0 

le
ve

l 
if

 w
e 

ar
e 

to
 s

u
bm

it
 a

 m
od

el
 t

o 
th

em
. 

A
n

d 
th

en
 I

 f
ee

l 
ac

tu
al

ly
 

th
ey

 
in

pu
t 

ad
di

ti
on

al
 

in
fo

rm
at

io
n

 
ab

ou
t 

in
st

ru
m

en
ta

ti
on

 a
n

d 
co

n
tr

ol
 k

in
d 

of
 t

h
in

g 
in

si
de

 t
h

e 
m

od
el

. 
B

ec
au

se
 

in
fr

as
tr

u
ct

u
re

 
is

 
th

e 
ba

ck
bo

n
e 

of
 

th
ei

r 
pr

oc
es

s,
 

in
fo

rm
at

io
n

 a
n

d 
co

n
tr

ol
 a

n
d 

it
’s

 h
ig

h
-c

on
fi

de
n

ti
al

, 
kn

ow
-h

ow
 

in
fo

rm
at

io
n

 n
ot

 t
o 

sh
ar

e.
 F

ar
th

er
 in

fo
rm

at
io

n
, t

h
ey

 n
or

m
al

ly
 w

il
l 

n
ot

 s
h

ar
e 

w
it

h
 u

s 
an

d 
n

ot
 p

u
t 

in
 t

h
e 

m
od

el
.  

  

A1-35



N
o.
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D
at

a 
C

ol
le

ct
io

n
 S

u
rv

ey
 o

n
 B

IM
 f

or
 O

D
A

 P
ro

je
ct

s 
Q

u
es

ti
on

n
ai

re
 S

u
rv

ey
 –

 Q
u

es
ti

on
 L

is
t 

 A
n

sw
er

ed
 b

y：
C

om
pa

n
y 

S
 

R
ec

ei
ve

d 
on

：
D

ec
em

be
r 

10
, 2

02
1 

 
N

o.
 

Q
u

es
ti

on
n

ai
re

 a
n

d 
A

n
sw

er
 

A
dd

it
io

n
al

 Q
u

es
ti

on
n

ai
re

 
A

n
sw

er
 

A
. 

Im
pl

em
en

ta
tio

n 
an

d 
U

til
iz

at
io

n 
of

 B
IM

 
Q

1 
Pl

ea
se

 se
le

ct
 se

ct
or

(s
) y

ou
 m

an
ag

e. 
☐

 B
ui

ld
in

g 


 R
oa

d 


 R
ai

lw
ay

 


 A
irp

or
t 


 P

or
t a

nd
 H

ar
bo

r 
☐ O

th
er

s (
   

   
   

   
   

) 
 

 
 

Q
1A

 
Pl

ea
se

 se
le

ct
 se

ct
or

(s
) y

ou
 h

av
e 

be
en

 u
sin

g 
BI

M
 te

ch
no

lo
gy

. 
☐ B

ui
ld

in
g 


 R

oa
d 


 R

ai
lw

ay
 


 A

irp
or

t 
☐ P

or
t a

nd
 H

ar
bo

r 
☐ O

th
er

s (
   

   
   

   
   

) 
 

W
h

at
 i

s 
th

e 
ra

ti
o 

be
tw

ee
n

 P
u

bl
ic

 c
on

st
ru

ct
io

n
 w

or
ks

 a
n

d 
P

ri
va

te
 

co
n

st
ru

ct
io

n
 w

or
ks

? 
W

e 
ar

e 
do

in
g 

m
os

tl
y 

pu
bl

ic
 p

ro
je

ct
 b

ec
au

se
 w

e 
ar

e 
u

n
de

r 
C

iv
il

 
de

pa
rt

m
en

t 
ex

ce
pt

 s
om

e 
fa

ct
or

y 
pr

oj
ec

ts
. 

M
os

t 
of

 p
ri

va
te

 p
ro

je
ct

 w
e 

ar
e 

u
si

n
g 

B
IM

 in
 d

if
fe

re
n

t 
sc

al
e.

 
 O

u
r 

bu
il

di
n

g 
te

am
 i

s 
h

an
dl

in
g 

m
os

t 
of

 p
ri

va
te

 p
ro

je
ct

 r
el

at
ed

 t
o 

B
u

il
di

n
g 

w
or

k.
 

T
h

ey
 

ar
e 

u
si

n
g 

B
IM

 
fo

r 
al

l 
bu

il
di

n
g 

pr
oj

ec
t 

in
 

S
in

ga
po

re
. 

Q
2 

Pl
ea

se
 le

t u
s k

no
w

 h
ow

 m
an

y 
pr

oj
ec

ts
 a

re
 in

 p
ro

gr
es

s. 
Pl

an
ni

ng
 p

ro
je

ct
: 5

 
D

es
ig

n 
pr

oj
ec

t: 
5 

C
on

str
uc

tio
n 

pr
oj

ec
t: 

12
 

 

(1
) 

W
h

o 
cr

ea
te

s 
th

e 
E

IR
 f

or
 t

h
e 

pl
an

n
in

g 
pr

oj
ec

t?
 

(2
) 

Is
 t

h
e 

pr
oj

ec
t 

u
si

n
g 

B
IM

 a
 d

es
ig

n
-b

u
il

d 
pr

oj
ec

t?
 

(1
) 

E
IR

: a
lw

ay
s 

by
 c

li
en

t 
or

 h
is

 c
on

su
lt

an
t 

(2
) 

Y
es

. A
m

on
g 

th
e 

on
-g

oi
n

g 
pr

oj
ec

ts
 w

e 
ar

e 
in

vo
lv

in
g,

 w
e 

ar
e 

u
si

n
g 

B
IM

 in
 c

u
rr

en
t 

M
R

T
 p

ro
je

ct
s 

in
 I

n
do

n
es

ia
 a

n
d 

P
h

il
ip

pi
n

es
 w

h
ic

h
 

ar
e 

de
si

gn
-b

u
il

d 
pr

oj
ec

ts
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国際協力機構(Japan International Cooperation Agency) 
全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 

 

質問票 

シンガポールにおける BIM の整備状況や利活用実態についてお聞きいたします。質問は全

部で３７項目です。お手数をお掛けいたしますが、ご協力の程よろしくお願い申しあげます。 

 

回答者情報 

回答社 K 社 

回答日 2021 年 12 月 6 日 

 

A. 所轄事業における導入と活用実態 
Q1 貴社が所轄する、事業セクターについて教えてください。 

☐ 建築 ☐ 道路 ☐ 鉄道 

☐ 空港 ☐ 港湾  その他(              ) 

※本邦法人としての弊社のシンガポールにおける活動の現況を本アンケート末尾の Q37 に

付記させて頂きます。活動の実体に即し、Q１A～Q35 の回答記入は控えております。 

 

Q1A その中で BIM を導入している、事業セクターについて教えてください。 

☐ 建築 ☐ 道路 ☐ 鉄道 

☐ 空港 ☐ 港湾 ☐ その他(              ) 

 

Q2 現在、どれくらいの事業が実施中ですか？ 

Planning project: Design project:  Construction project:  

 

Q2A その中でどれくらいの事業において BIM を導入していますか？ 

☐ 100% ☐ 80~70% ☐ 50% ☐ 20~30% ☐ その他 (              ) 

 

Q3 事業のどの段階で BIM を使用していますか？ 

☐ 調査 ☐ 設計 

☐ 施工 ☐ 維持管理/運営管理 
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Q4 BIM を事業に導入する大きな目的は何ですか？ 

☐ 工期短縮 ☐ 工事費削減 

☐ 人員削減 ☐ 安全管理 

☐ 品質向上 ☐ ライフサイクルコスト削減 

☐ 工程管理 ☐ 理解促進 

☐ 業務改善 ☐ 維持管理 

☐ その他 (                                                                  ) 

 

Q5 BIM 導入目的に対する、効果は得られていますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q6 ３D 都市モデルにおける BIM データの活用事例および今後の BIM データ活用の

展望についてお聞かせください。 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

B. 制度 

Q7 BIM を使用する際、基準やガイドラインを使用していますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q7A 使用している場合、それはどのような基準やガイドラインを使用していますか？ 

<回答欄> 

 

 

Q8 基準やガイドラインを使用する際の問題や課題はありますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q8A もしある場合、 それはどのような内容ですか？ 

<回答欄> 
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C. データ構築や管理 

Q9 BIM を適用した事業の BIM 要件は、誰がどの段階でどのように設定しますか？  

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q10 BIM 活用事業において EIR や BEP は作成されていますか？ EIR の作成は誰が行

っていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q11 どのような BIM 活用が主流ですか？ 

☐ 設計や施工確認検討のみ 

☐ ステークホルダと共有する 

☐ その他 (                                                                   ) 

 

Q12 請負者が異なる場合（設計から施工、施工から維持管理など）、BIM データの移行

や活用はスムーズに行えていますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q12A 行えていない場合、その課題は何ですか？ 

<回答欄> 
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Q13 BIM を導入した事業を実施するためには、どのような入札方式や事業プロセスが

最適であると考えていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q14 どのような BIM ソフトウェアを主に使用していますか？ 

<回答欄> 

 

 

Q15 使用するソフトウェアの目的や方針などはありますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q15A それは、どのような目的や方針などですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q16 データ共有環境を使用して事業を実施していますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q16A-1 どのステークホルダとデータ共有を行いますか？  

☐ 実施期間 ☐ コンサルタント ☐ コントラクター 

☐ サブコントラクター ☐ その他 (                                        ) 

 

Q16A-2 それは、どのような目的のためですか？ 

<回答欄> 
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Q16B-1 ステークホルダとのデータ共有する際、何か問題や課題はありましたか？  

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q16B-2 それは、どのような問題または課題ですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q16B-3 それは、どのような事が原因であると考えていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q17 データを共有する時は、どのようなエクストラネットまたはデータ共有環境を使

用していますか？ 

☐ Autdesk360 ☐ Bentley Projectwise ☐ Aconecx 

☐ Dropbox ☐ Google Drive ☐ その他 (             ) 

 

Q17A-1 そのサービスやソフトウェアを使用している理由について教えてください。 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q17A-2 特にステークホルダ側のモデル確認時のビューワーに関しては、どのように対応

されていますか？ 

<回答欄> 
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Q17A-3 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？ またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q17A-4 データ共有環境を使用する事によって、どのような効果を感じていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q17A-5 データ共有環境を使用する際、課題と感じていることがあれば教えてください。 

(例：技術者不足、技術レベル、運用環境など) 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q17A-6 上記データ共有環境は、書類や図面に関する承認行為にも活用されていますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q17A-7 活用されていない理由について教えてください。 

<回答欄> 
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Q18 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？  またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q19 ベンダーロックインへの対策をしていますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q19A それは、どのような対策ですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q20 事業において BIM でモデリングや管理をする上で、課題や問題点はありますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q21 BIM を使用する事で、工期、工事費、LCC 費用、人員削減、CO2 削減等、削減で

きた項目はありますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q21A-1 それは、どのような事でどれくらい削減する事ができましたか？  

<回答欄> 
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Q21A-2 なぜそのように思いますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

D. 教育制度や資格 

Q22 BIM 技術者の教育制度やプログラムがありますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q22A どのような教育制度やプログラムですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q23 ＢIM 技術者の資格制度はありますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q23A 資格保有者のみでしかできない業務はありますか？ 

☐ はい ☐ いいえ 

 

 

E. BIM 技術者 

Q24 組織内に BIM 技術者はいますか？  

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q24A BIM 技術者のポジションや人数を教えてください。 

<回答欄> 
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Q25 BIM 技術者は、どのように、BIM スキルを習得していますか？  

☐ 企業で取得 ☐ 教育機関で習得 

☐ 独学で習得 ☐ その他 (                           ) 

 

Q26 BIM 技術者の給与単価については、公的な技術者単価表を参照することになりま

すか？  

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q27 事業における、現在の実施体制や BIM 技術者について、抱えている課題があれば、

教えてください。(例：技術者の確保が困難など) 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

F. 導入の結果と今後 

Q28 BIM を使用していることにより、業務上のリスクを低減することはできています

か？  

☐ はい ☐ いいえ 

 

Q28A どのようなリスクを低減できていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q29 BIM を導入した事により、従来より大幅に改善された点は何ですか？ (最大の効

果は何ですか？) 

<回答欄> 
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Q30 BIM を導入した事により、増減した作業について教えてください。 (例：図面作成

時間が〇％減った。) 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q31 プロジェクトにおける BIM 活用を通じて、判明している・感じている、プロジェ

クトでの BIM 活用の課題点は何ですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q32 BIM 導入した事により、コスト削減効果はどれくらいあると考えていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q33 BIM を導入することは、設計や施工のどのような点において、品質が向上すると

考えていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q34 施工の際、工事作業員や周辺住民などへの理解促進のために、BIM データを使用

していますか？  

☐ はい ☐ いいえ 
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Q35 今後の BIM 活用の展望について御意見があればお聞かせください。 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

最後に、貴社の発展途上国(フィリピン、インドネシア)における BIM 導入・活用状況につい

て教えて下さい。 

 

G. 途上国における BIM 活用や導入の実績 

 

Q36 フィリピンやインドネシアの事業において、BIM/CIM を導入した事はあります

か？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q37 ありましたら、プロジェクトの内容および BIM/CIM の利活用方法について教えて

ください。 

<回答欄> 

・BIM/CIM に該当するかは定義に依りますが、インドネシアの橋梁や水力発電所案件に

おいて、三次元 CAD を活用して仮設・本設構造物の計画・設計、構造物間の干渉チェッ

ク、代案検討、数量計算、施工方法の検討等を行っております。 

・なお、備考としてシンガポールでの当社活動について付記させていただきます。（K 社）

本体としては、現在シンガポールでの事業は研究開発が主体となっており、工事受注等は

ないため、今回のアンケートの主旨に叶う BIM/CIM の活用は行っておりません。なお、

建築・不動産開発などの事業につきましては、別会社としての現地法人により実施してい

るため、本アンケートでは回答を控えさせていただきます。 

 

 

 

質問はこれで以上です。お忙しいところアンケートのご協力ありがとうございました。 
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国際協力機構(Japan International Cooperation Agency) 
全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 

 

質問票 

シンガポールにおける BIM の整備状況や利活用実態についてお聞きいたします。質問は全

部で３７項目です。お手数をお掛けいたしますが、ご協力の程よろしくお願い申しあげます。 

 

回答者情報 

回答社 O 社 

回答日 2021 年 12 月 14 日 

 

A. 所轄事業における導入と活用実態 
Q1 貴社が所轄する、事業セクターについて教えてください。 

☐ 建築  道路  鉄道 

 空港 ☐ 港湾 ☐ その他(              ) 

 

Q1A その中で BIM を導入している、事業セクターについて教えてください。 

☐ 建築  道路  鉄道 

 空港 ☐ 港湾 ☐ その他(              ) 

 

Q2 現在、どれくらいの事業が実施中ですか？ 

Planning project: Design project:  Construction project: 1 

 

Q2A その中でどれくらいの事業において BIM を導入していますか？ 

 100% ☐ 80~70% ☐ 50% ☐ 20~30% ☐ その他 (              ) 

 

Q3 事業のどの段階で BIM を使用していますか？ 

☐ 調査 ☐ 設計 

 施工 ☐ 維持管理/運営管理 
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Q4 BIM を事業に導入する大きな目的は何ですか？ 

☐ 工期短縮 ☐ 工事費削減 

☐ 人員削減 ☐ 安全管理 

☐ 品質向上 ☐ ライフサイクルコスト削減 

☐ 工程管理 ☐ 理解促進 

☐ 業務改善 ☐ 維持管理 

 その他 (    仕様書で定められている。                             ) 

 

Q5 BIM 導入目的に対する、効果は得られていますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q6 ３D 都市モデルにおける BIM データの活用事例および今後の BIM データ活用の

展望についてお聞かせください。 

<回答欄> 

特になし。 

 

 

B. 制度 

Q7 BIM を使用する際、基準やガイドラインを使用していますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q7A 使用している場合、それはどのような基準やガイドラインを使用していますか？ 

<回答欄> 

施主指定のもの。 

 

 

Q8 基準やガイドラインを使用する際の問題や課題はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q8A もしある場合、 それはどのような内容ですか？ 

<回答欄> 
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C. データ構築や管理 

Q9 BIM を適用した事業の BIM 要件は、誰がどの段階でどのように設定しますか？  

<回答欄> 

仕様書で定められている。 

 

 

Q10 BIM 活用事業において EIR や BEP は作成されていますか？ EIR の作成は誰が行

っていますか？ 

<回答欄> 

入札図書内の仕様書で定められている。 

EIR は施主作成。BEP は施工者作成の上、合意を得る。 

 

 

Q11 どのような BIM 活用が主流ですか？ 

☐ 設計や施工確認検討のみ 

 ステークホルダと共有する 

☐ その他 (                                                                   ) 

 

Q12 請負者が異なる場合（設計から施工、施工から維持管理など）、BIM データの移行

や活用はスムーズに行えていますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q12A 行えていない場合、その課題は何ですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

Q13 BIM を導入した事業を実施するためには、どのような入札方式や事業プロセスが

最適であると考えていますか？ 

<回答欄> 

特になし 
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Q14 どのような BIM ソフトウェアを主に使用していますか？ 

<回答欄> 

Autodesk Revit, Bentley Open Buildings, Bentley Rail Track 

 

 

Q15 使用するソフトウェアの目的や方針などはありますか？ 

☐ Yes  No 

 

Q15A それは、どのような目的や方針などですか？ 

<回答欄> 

発注者との協議・合意に基づく。 

 

 

Q16 データ共有環境を使用して事業を実施していますか？ 

 Yes ☐ No 

 

Q16A-1 どのステークホルダとデータ共有を行いますか？  

 実施期間  コンサルタント  コントラクター 

☐ サブコントラクター ☐ その他 (                                        ) 

 

Q16A-2 それは、どのような目的のためですか？ 

<回答欄> 

コレポン方法が仕様書で定められている。 

 

 

Q16B-1 ステークホルダとのデータ共有する際、何か問題や課題はありましたか？  

☐ Yes  No 

 

Q16B-2 それは、どのような問題または課題ですか？ 

<回答欄> 

 
 

 

Q16B-3 それは、どのような事が原因であると考えていますか？ 

<回答欄> 
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Q17 データを共有する時は、どのようなエクストラネットまたはデータ共有環境を使

用していますか？ 

☐ Autdesk360  Bentley Projectwise ☐ Aconecx 

☐ Dropbox ☐ Google Drive ☐ その他 (    ) 

 

Q17A-1 そのサービスやソフトウェアを使用している理由について教えてください。 

<回答欄> 

施主指定のプラットフォームが指定されている。 

 

 

 

Q17A-2 特にステークホルダ側のモデル確認時のビューワーに関しては、どのように対応

されていますか？ 

<回答欄> 

仕様書で定められており、特になし。 

 

 

Q17A-3 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？ またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

施主指定のプラットフォームに従っている。 

 

 

Q17A-4 データ共有環境を使用する事によって、どのような効果を感じていますか？ 

<回答欄> 

（コロナ禍でさらに）ペーパーレスが進みいいと思います。 

 

 

Q17A-5 データ共有環境を使用する際、課題と感じていることがあれば教えてください。 

(例：技術者不足、技術レベル、運用環境など) 

<回答欄> 

技術者不足。 

 

 

Q17A-6 上記データ共有環境は、書類や図面に関する承認行為にも活用されていますか？ 

 Yes ☐ No 
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Q17A-7 活用されていない理由について教えてください。 

<回答欄> 

 
 

 

Q18 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？  またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

特になし。 

 

 

Q19 ベンダーロックインへの対策をしていますか？ 

☐ Yes  No 

 

Q19A それは、どのような対策ですか？ 

<回答欄> 

 
 

 

Q20 事業において BIM でモデリングや管理をする上で、課題や問題点はありますか？ 

<回答欄> 

技術者不足。 

 

 

Q21 BIM を使用する事で、工期、工事費、LCC 費用、人員削減、CO2 削減等、削減で

きた項目はありますか？ 

☐ Yes  No 

 

Q21A-1 それは、どのような事でどれくらい削減する事ができましたか？  

<回答欄> 

・現時点で工期、工事費の削減につながっているとは考えていない。 

 

 

Q21A-2 なぜそのように思いますか？ 

<回答欄> 

・モデルの作成は行っているものの、現場施工とのリンクが出来ていないため。 
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D. 教育制度や資格 

Q22 BIM 技術者の教育制度やプログラムがありますか？ 

☐ Yes  No 

 

Q22A どのような教育制度やプログラムですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

Q23 ＢIM 技術者の資格制度はありますか？ 

 Yes ☐ No 

 

Q23A 資格保有者のみでしかできない業務はありますか？ 

 Yes ☐ No 

 

E. BIM 技術者 

Q24 組織内に BIM 技術者はいますか？  

 Yes ☐ No 

 

Q24A BIM 技術者のポジションや人数を教えてください。 

<回答欄> 

BIM Manager：1 名 

BIM Coordinator：1 名 

 

 

Q25 BIM 技術者は、どのように、BIM スキルを習得していますか？  

☐ 企業で取得  教育機関で習得 

 独学で習得 ☐ その他 (                           ) 

 

Q26 BIM 技術者の給与単価については、公的な技術者単価表を参照することになりま

すか？  

☐ Yes  No 
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Q27 事業における、現在の実施体制や BIM 技術者について、抱えている課題があれば、

教えてください。(例：技術者の確保が困難など) 

<回答欄> 

特になし。 

 

 

F. 導入の結果と今後 

Q28 BIM を使用していることにより、業務上のリスクを低減することはできています

か？  

☐ Yes  No 

 

Q28A どのようなリスクを低減できていますか？ 

<回答欄> 

・現状では、仕様書の要求を満たすために行っているという範疇から抜け出せておらず、

複雑な構造物でもないため、干渉確認目的にも使用していないため実効性は感じていな

い。 

 

 

Q29 BIM を導入した事により、従来より大幅に改善された点は何ですか？ (最大の効

果は何ですか？) 

<回答欄> 

・現状では特になし 

 

 

Q30 BIM を導入した事により、増減した作業について教えてください。 (例：図面作成

時間が〇％減った。) 

<回答欄> 

・BIM 担当者を雇用するコストが増えた。 

 

 

Q31 プロジェクトにおける BIM 活用を通じて、判明している・感じている、プロジェ

クトでの BIM 活用の課題点は何ですか？ 

<回答欄> 

・BIM 使用の経験者が少なく、モデルと現場適用との間にギャップが発生し有効に活用

されない。 
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Q32 BIM 導入した事により、コスト削減効果はどれくらいあると考えていますか？ 

<回答欄> 

・シールド工事は建築のように設置物が輻輳しているわけではないので、当該工事に関し

て言えば、コスト削減の効果はないと考える。 

 

 

Q33 BIM を導入することは、設計や施工のどのような点において、品質が向上すると

考えていますか？ 

<回答欄> 

・BIM に品質データを組み込むことでトレーサビリティの向上にはつながるように思わ

れる。 

 

 

Q34 施工の際、工事作業員や周辺住民などへの理解促進のために、BIM データを使用

していますか？  

☐ Yes  No 

 

Q35 今後の BIM 活用の展望について御意見があればお聞かせください。 

<回答欄> 

・特になし。 

 

 

G. 途上国における BIM 活用や導入の実績 

 

Q36 フィリピンやインドネシアの事業において、BIM/CIM を導入した事はあります

か？  

 

☐ Yes ☐ No 

 

Q37 ありましたら、どのようなプロジェクトか教えてください。 

<回答欄> 

 

 

 

シンガポールに関する返答であるため、回答無し。 
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日付:2021/11/23    

 

国際協力機構(Japan International Cooperation Agency) 
全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 

 

質問票 

シンガポールにおける BIM の整備状況や利活用実態についてお聞きいたします。質問は全

部で３７項目です。お手数をお掛けいたしますが、ご協力の程よろしくお願い申しあげます。 

 

回答者情報 

回答社 T 社 

回答日 2021 年 11 月 23 日 

 

A. 所轄事業における導入と活用実態 
Q1 貴社が所轄する、事業セクターについて教えてください。 

 建築 ☐ 道路 ☐ 鉄道 

☐ 空港  港湾 ☐ その他(              ) 

 

Q1A その中で BIM を導入している、事業セクターについて教えてください。 

 建築 ☐ 道路 ☐ 鉄道 

☐ 空港  港湾 ☐ その他(              ) 

 

Q2 現在、どれくらいの事業が実施中ですか？ 

Planning project:3 Design project:  Construction project: 5 

 

Q2A その中でどれくらいの事業において BIM を導入していますか？ 

☐ 100% ☐ 80~70% ☐ 50% ☐ 20~30%  その他 (         ) 

 

Q3 事業のどの段階で BIM を使用していますか？ 

 調査 ☐ 設計 

 施工 ☐ 維持管理/運営管理 
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Q4 BIM を事業に導入する大きな目的は何ですか？ 

☐ 工期短縮 ☐ 工事費削減 

☐ 人員削減 ☐ 安全管理 

 品質向上 ☐ ライフサイクルコスト削減 

☐ 工程管理  理解促進 

 業務改善 ☐ 維持管理 

 その他 (                                                                ) 

 

Q5 BIM 導入目的に対する、効果は得られていますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q6 ３D 都市モデルにおける BIM データの活用事例および今後の BIM データ活用の

展望についてお聞かせください。 

<回答欄> 

土木工事では、数量計算、工事計画を効率的に行うために BIM の活用を実施。 

建築工事では、維持管理マニュアルの基礎データを付け加えた完成図の作成。 

 

 

 

 

B. 制度 

Q7 BIM を使用する際、基準やガイドラインを使用していますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q7A 使用している場合、それはどのような基準やガイドラインを使用していますか？ 

<回答欄> 

 

 

Q8 基準やガイドラインを使用する際の問題や課題はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q8A もしある場合、 それはどのような内容ですか？ 

<回答欄> 
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C. データ構築や管理 

Q9 BIM を適用した事業の BIM 要件は、誰がどの段階でどのように設定しますか？  

<回答欄> 

国内では、公共工事への適用、建築工事での活用で採用例が増加している。国際支店にお

いては、あくまで個人によって採用を決定している。 

 

 

 

Q10 BIM 活用事業において EIR や BEP は作成されていますか？ EIR の作成は誰が行

っていますか？ 

<回答欄> 

国内工事での実績を参考に作成 

 

 

 

 

 

Q11 どのような BIM 活用が主流ですか？ 

 設計や施工確認検討のみ 

☐ ステークホルダと共有する 

☐ その他 (                                                                   ) 

 

Q12 請負者が異なる場合（設計から施工、施工から維持管理など）、BIM データの移行

や活用はスムーズに行えていますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q12A 行えていない場合、その課題は何ですか？ 

<回答欄> 

現段階では、自主的に採用しているのみであることから、客先からの要望なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A1-64



No.10 

Q13 BIM を導入した事業を実施するためには、どのような入札方式や事業プロセスが

最適であると考えていますか？ 

<回答欄> 

発注形態により要求内容が異なることが予想される。 

国内の直轄工事では、設計と施工を分割発注されていることから、施工を請負う場合には

完成図を BIM の３D モデルとした提出を求められている。 

一方で、上記と違う発注形態の場合は、要求される内容が異なることが予想される。 

そのため、発注形態による要求内容を整理していただきたい。 

 

 

Q14 どのような BIM ソフトウェアを主に使用していますか？ 

<回答欄> 

Auto desk （AEC Collection ,Revit, Civil 3D）, Sketch Up 

 

Q15 使用するソフトウェアの目的や方針などはありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q15A それは、どのような目的や方針などですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

Q16 データ共有環境を使用して事業を実施していますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q16A-1 どのステークホルダとデータ共有を行いますか？  

☐ 実施期間 ☐ コンサルタント ☐ コントラクター 

 サブコントラクター ☐ その他 (                                        ) 

 

Q16A-2 それは、どのような目的のためですか？ 

<回答欄> 

作図を専門会社で実施、その後各社の図面を統合させるため。 
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Q16B-1 ステークホルダとのデータ共有する際、何か問題や課題はありましたか？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q16B-2 それは、どのような問題または課題ですか？ 

<回答欄> 

ソフトウェア側の課題（作業を分割する場合、使用するソフトの ver や違うソフトとの互

換性について） 

 

 

 

Q16B-3 それは、どのような事が原因であると考えていますか？ 

<回答欄> 

会社によって使用ソフトとその Ver が異なるため 

 

 

 

 

 

Q17 データを共有する時は、どのようなエクストラネットまたはデータ共有環境を使

用していますか？ 

 Autdesk360 ☐ Bentley Projectwise ☐ Aconecx 

 Dropbox ☐ Google Drive ☐ その他 (             ) 

 

Q17A-1 そのサービスやソフトウェアを使用している理由について教えてください。 

<回答欄> 

社内基準のため 

 

 

 

 

Q17A-2 特にステークホルダ側のモデル確認時のビューワーに関しては、どのように対応

されていますか？ 

<回答欄> 

未実施 
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Q17A-3 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？ またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

会社指定のクラウドを使用 

 

 

 

 

 

Q17A-4 データ共有環境を使用する事によって、どのような効果を感じていますか？ 

<回答欄> 

各場所での通信速度等の環境に影響される 

 

 

 

 

 

Q17A-5 データ共有環境を使用する際、課題と感じていることがあれば教えてください。 

(例：技術者不足、技術レベル、運用環境など) 

<回答欄> 

各場所での通信速度等の環境に影響される 

 

 

 

 

 

 

Q17A-6 上記データ共有環境は、書類や図面に関する承認行為にも活用されていますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q17A-7 活用されていない理由について教えてください。 

<回答欄> 

社内での承認が得られていないため 
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Q18 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？  またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

使用するクラウド会社に依存 

 

 

 

 

 

Q19 ベンダーロックインへの対策をしていますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q19A それは、どのような対策ですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

 

Q20 事業において BIM でモデリングや管理をする上で、課題や問題点はありますか？ 

<回答欄> 

作成者の技量（空間作図）が必要である。 

 

 

 

 

 

Q21 BIM を使用する事で、工期、工事費、LCC 費用、人員削減、CO2 削減等、削減で

きた項目はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q21A-1 それは、どのような事でどれくらい削減する事ができましたか？  

<回答欄> 
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Q21A-2 なぜそのように思いますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

 

 

D. 教育制度や資格 

Q22 BIM 技術者の教育制度やプログラムがありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q22A どのような教育制度やプログラムですか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

 

 

Q23 ＢIM 技術者の資格制度はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q23A 資格保有者のみでしかできない業務はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

 

E. BIM 技術者 

Q24 組織内に BIM 技術者はいますか？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q24A BIM 技術者のポジションや人数を教えてください。 

<回答欄> 

5 人 
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Q25 BIM 技術者は、どのように、BIM スキルを習得していますか？  

 企業で取得 ☐ 教育機関で習得 

☐ 独学で習得 ☐ その他 (                           ) 

 

Q26 BIM 技術者の給与単価については、公的な技術者単価表を参照することになりま

すか？  

☐ はい  いいえ 

 

Q27 事業における、現在の実施体制や BIM 技術者について、抱えている課題があれば、

教えてください。(例：技術者の確保が困難など) 

<回答欄> 

BIM 技術者については、近年普及したソフトであることから、それを専門とするコース

を卒業した人材はいない。そのため、作図技術（CAD）を有した人材を教育していること

が実態である。教育については、「作図」が基本である。 

また、作図について、施工技術者の知識が必要となることや、BIM による最終 DX 対応

には、システムエンジニアの技量も必要となる 

 

F. 導入の結果と今後 

Q28 BIM を使用していることにより、業務上のリスクを低減することはできています

か？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q28A どのようなリスクを低減できていますか？ 

<回答欄> 

事前の３D による完成図がイメージできるプレゼンが実施できることや、事前の３D モ

デルによる手戻り回避が実施できる。 

 

 

Q29 BIM を導入した事により、従来より大幅に改善された点は何ですか？ (最大の効

果は何ですか？) 

<回答欄> 

Ｑ２８Ａと同様 
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Q30 BIM を導入した事により、増減した作業について教えてください。 (例：図面作成

時間が〇％減った。) 

<回答欄> 

現在進行形であることから、作図作業時間は増加している。 

 

 

 

 

 

Q31 プロジェクトにおける BIM 活用を通じて、判明している・感じている、プロジェ

クトでの BIM 活用の課題点は何ですか？ 

<回答欄> 

データ容量が大きくなることで、使用するパソコンの仕様が高くなることと、通信環境に

影響を受けやすい。 

 

 

 

 

Q32 BIM 導入した事により、コスト削減効果はどれくらいあると考えていますか？ 

<回答欄> 

現在進行形であることから、効果が表れていない。 

 

 

 

 

 

Q33 BIM を導入することは、設計や施工のどのような点において、品質が向上すると

考えていますか？ 

<回答欄> 

立体的な構造物に対しては、事前の施工検討に採用できることから、施工サイドでの理解

力が向上できる。 
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Q34 施工の際、工事作業員や周辺住民などへの理解促進のために、BIM データを使用

していますか？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q35 今後の BIM 活用の展望について御意見があればお聞かせください。 

<回答欄> 

空間認識の能力の補填を目的とし、手戻りや客先との完成図の認識のズレなどを未然に

防ぐことができればと考える。 

 

 

最後に、貴社の発展途上国(フィリピン、インドネシア)における BIM 導入・活用状況につい

て教えて下さい。 

 

G. 途上国における BIM 活用や導入の実績 

 

Q36 フィリピンやインドネシアの事業において、BIM/CIM を導入した事はあります

か？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q37 ありましたら、プロジェクトの内容および BIM/CIM の利活用方法について教えて

ください。 

<回答欄> 

（ケニア案件からの回答） 

コンテナターミナル工事の１８棟の建築と設備工事に BIM の利用を行った。利用内容は

全ての建築図、電気設備図及び機械設備の施工図作成、施主及びコンサルタントとの３D

による納まりなどの合意形成、鉄骨構造計算、照度計算及び協力会社との連携などであ

る。 

 

 

 

 

質問はこれで以上です。お忙しいところアンケートのご協力ありがとうございました。 
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国際協力機構(Japan International Cooperation Agency) 
全世界 ODA 事業における BIM/CIM の活用に係る情報収集・確認調査 

 

質問票 

シンガポールにおける BIM の整備状況や利活用実態についてお聞きいたします。質問は全

部で３７項目です。お手数をお掛けいたしますが、ご協力の程よろしくお願い申しあげます。 

 

回答者情報 

回答社 TA 社 

回答日 2021 年 12 月 4 日 

 

A. 所轄事業における導入と活用実態 
Q1 貴社が所轄する、事業セクターについて教えてください。 

☐ 建築 ☐ 道路 ☐ 鉄道 

☐ 空港  港湾  その他(  埋立    ) 

 

Q1A その中で BIM を導入している、事業セクターについて教えてください。 

☐ 建築 ☐ 道路 ☐ 鉄道 

☐ 空港  港湾  その他(  埋立   ) 

 

Q2 現在、どれくらいの事業が実施中ですか？ 

Planning project: 0 Design project:  0 Construction project:  3 

 

Q2A その中でどれくらいの事業において BIM を導入していますか？ 

 100% ☐ 80~70% ☐ 50% ☐ 20~30% ☐ その他 (  ) 

 

Q3 事業のどの段階で BIM を使用していますか？ 

☐ 調査  設計 

 施工 ☐ 維持管理/運営管理 
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Q4 BIM を事業に導入する大きな目的は何ですか？ 

☐ 工期短縮 ☐ 工事費削減 

☐ 人員削減 ☐ 安全管理 

☐ 品質向上 ☐ ライフサイクルコスト削減 

☐ 工程管理  理解促進 

☐ 業務改善 ☐ 維持管理 

 その他 (3Ｄを使用した数量計算、干渉チェック、As-Built DWG の提出  ) 

 

Q5 BIM 導入目的に対する、効果は得られていますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q6 ３D 都市モデルにおける BIM データの活用事例および今後の BIM データ活用の

展望についてお聞かせください。 

<回答欄> 

建築工事では BIM は強制となっていますが、土木工事（特に港湾、埋立）では未だ BIM

が要求されている工事は多くありません。今後の方針に注視し、柔軟に対応していく必要

性を感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

B. 制度 

Q7 BIM を使用する際、基準やガイドラインを使用していますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q7A 使用している場合、それはどのような基準やガイドラインを使用していますか？ 

<回答欄> 

Practice for Building Information Modeling (BIM) e-submission 

 

Q8 基準やガイドラインを使用する際の問題や課題はありますか？ 

☐ はい  いいえ 
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Q8A もしある場合、 それはどのような内容ですか？ 

<回答欄> 

N/A 

 

 

 

 

 

C. データ構築や管理 

Q9 BIM を適用した事業の BIM 要件は、誰がどの段階でどのように設定しますか？  

<回答欄> 

入札図書の段階で発注者からの要求事項に BIM の要件が組み込まれています。 

 

 

 

 

 

Q10 BIM 活用事業において EIR や BEP は作成されていますか？ EIR の作成は誰が行

っていますか？ 

<回答欄> 

EIR は発注者が作成しています。 

 

 

 

 

 

Q11 どのような BIM 活用が主流ですか？ 

☐ 設計や施工確認検討のみ 

☐ ステークホルダと共有する 

 その他 (数量計算や構造物の干渉チェック、As-Built DWG 提出) 

 

Q12 請負者が異なる場合（設計から施工、施工から維持管理など）、BIM データの移行

や活用はスムーズに行えていますか？ 

 はい ☐ いいえ 
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Q12A 行えていない場合、その課題は何ですか？ 

<回答欄> 

N/A 

 

 

Q13 BIM を導入した事業を実施するためには、どのような入札方式や事業プロセスが

最適であると考えていますか？ 

<回答欄> 

N/A 

 

 

Q14 どのような BIM ソフトウェアを主に使用していますか？ 

<回答欄> 

Auto desk – Revit と Civil 3D 

 

 

Q15 使用するソフトウェアの目的や方針などはありますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q15A それは、どのような目的や方針などですか？ 

<回答欄> 

・発注者やコンサル、同業他社など広く流通、使用されているソフトウェアであること 

 

 

Q16 データ共有環境を使用して事業を実施していますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q16A-1 どのステークホルダとデータ共有を行いますか？  

 実施機関 ☐ コンサルタント ☐ コントラクター 

☐ サブコントラクター ☐ その他 (             ) 

 

Q16A-2 それは、どのような目的のためですか？ 

<回答欄> 

As-Built DWG 提出のため 
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Q16B-1 ステークホルダとのデータ共有する際、何か問題や課題はありましたか？  

☐ はい  いいえ 

 

Q16B-2 それは、どのような問題または課題ですか？ 

<回答欄> 

N/A 

 

 

Q16B-3 それは、どのような事が原因であると考えていますか？ 

<回答欄> 

N/A 

 

 

Q17 データを共有する時は、どのようなエクストラネットまたはデータ共有環境を使

用していますか？ 

☐ Autdesk360 ☐ Bentley Projectwise ☐ Aconecx 

 Dropbox ☐ Google Drive ☐ その他 (             ) 

 

Q17A-1 そのサービスやソフトウェアを使用している理由について教えてください。 

<回答欄> 

容量の大きなファイルを取り扱えるため 

 

 

Q17A-2 特にステークホルダ側のモデル確認時のビューワーに関しては、どのように対応

されていますか？ 

<回答欄> 

特になし 

 

 

Q17A-3 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？ またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

パスワードによる管理を行っています。 
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Q17A-4 データ共有環境を使用する事によって、どのような効果を感じていますか？ 

<回答欄> 

 

 

 

 

Q17A-5 データ共有環境を使用する際、課題と感じていることがあれば教えてください。 

(例：技術者不足、技術レベル、運用環境など) 

<回答欄> 

特になし。 

 

 

Q17A-6 上記データ共有環境は、書類や図面に関する承認行為にも活用されていますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q17A-7 活用されていない理由について教えてください。 

<回答欄> 

N/A 

 

 

Q18 データ共有環境上の情報セキュリティに関してはどのように対応されています

か？  またデータの保障に関する制度はありますか？ 

<回答欄> 

パスワードによる管理を行っています。 

 

 

Q19 ベンダーロックインへの対策をしていますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q19A それは、どのような対策ですか？ 

<回答欄> 
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Q20 事業において BIM でモデリングや管理をする上で、課題や問題点はありますか？ 

<回答欄> 

一つ一つのファイル容量増大による保存サーバー、使用 PC の高スペック化。 

３D 化による作業量の増加による人員増員。 

 

 

Q21 BIM を使用する事で、工期、工事費、LCC 費用、人員削減、CO2 削減等、削減で

きた項目はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

Q21A-1 それは、どのような事でどれくらい削減する事ができましたか？  

<回答欄> 

N/A 

 

 

Q21A-2 なぜそのように思いますか？ 

<回答欄> 

客先からの BIM の要求項目として工程管理が要求されておらず、As Build 図面の提出だ

けであるため、図面作成に費やす作業量が多い割に、他に活用がされていないため。 

(一方、3D 図面作成後、材料の数量計算、構造物の収まりに等の確認では、不可欠な業務

になっておりますが。) 

 

 

 

 

D. 教育制度や資格 

Q22 BIM 技術者の教育制度やプログラムがありますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q22A どのような教育制度やプログラムですか？ 

<回答欄> 

Revit BIM Modeling for DFMA System 

Revit Architecture＆Structure Essentials 
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Q23 ＢIM 技術者の資格制度はありますか？ 

 はい ☐ いいえ 

 

Q23A 資格保有者のみでしかできない業務はありますか？ 

☐ はい  いいえ 

 

E. BIM 技術者 

Q24 組織内に BIM 技術者はいますか？  

 はい ☐ いいえ 

 

Q24A BIM 技術者のポジションや人数を教えてください。 

<回答欄> 

BIM Manager : 2 人 

BIM Modeler : 3 人 

 

 

Q25 BIM 技術者は、どのように、BIM スキルを習得していますか？  

 企業で取得  教育機関で習得 

 独学で習得  その他 (ソフト購入時にソフト会社に

講習会 10 日間を依頼し、実施しました。) 

 

Q26 BIM 技術者の給与単価については、公的な技術者単価表を参照することになりま

すか？  

☐ はい  いいえ 

 

Q27 事業における、現在の実施体制や BIM 技術者について、抱えている課題があれば、

教えてください。(例：技術者の確保が困難など) 

<回答欄> 

現在、ＢＩＭが要求されている工事があまりないため、ＢＩＭ専用の技術者を配置してお

らず、他業務の合間を使いＢＩＭ技術の習得を行っている状況です。 

 

 

F. 導入の結果と今後 

Q28 BIM を使用していることにより、業務上のリスクを低減することはできています

か？  

 はい ☐ いいえ 
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Q28A どのようなリスクを低減できていますか？ 

<回答欄> 

構造物の交錯や図面の Discrepancy 低減 

 

 

Q29 BIM を導入した事により、従来より大幅に改善された点は何ですか？ (最大の効

果は何ですか？) 

<回答欄> 

発注者の要求事項の達成 

 

 

Q30 BIM を導入した事により、増減した作業について教えてください。 (例：図面作成

時間が〇％減った。) 

<回答欄> 

BIM を導入することで図面作成時間が約 30％増えました。 

 

 

Q31 プロジェクトにおける BIM 活用を通じて、判明している・感じている、プロジェ

クトでの BIM 活用の課題点は何ですか？ 

<回答欄> 

建築工事のように部材の干渉／交錯が複雑な構造物であれば BIM のメリットは大きいと

思います。一方、現状の土木工事（特に港湾、埋立て工事）においては、構造が比較的シ

ンプルであるため、従来の 2 次元図面でも十分に施工管理が可能であるため、今のとこ

ろあまり BIM が活用されていません。そのため作業量／作業時間の増加、人員増員、サ

ーバーや PC の高スペック化が必要となっています。 

 

 

Q32 BIM 導入した事により、コスト削減効果はどれくらいあると考えていますか？ 

<回答欄> 

上記のように現在の土木工事（港湾、埋立）においてコスト削減効果は今のところはあり

ません。土木工事においては、複雑な工事であれば、コスト削減効果が見込めると思いま

す。 
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Q33 BIM を導入することは、設計や施工のどのような点において、品質が向上すると

考えていますか？ 

<回答欄> 

土木工事において、設計段階では構造物の干渉、おさまり等で確認しています。複雑な工

事においては、計画段階から BIM モデルを使用し、計画→設計→施工→維持管理と一貫

したモデルの更新を行えれば、品質向上に役立つと考えます。 

 

 

Q34 施工の際、工事作業員や周辺住民などへの理解促進のために、BIM データを使用

していますか？  

☐ はい  いいえ 

 

Q35 今後の BIM 活用の展望について御意見があればお聞かせください。 

<回答欄> 

土木工事においてもＢＩＭの活用を要求される場面が今後増えると思います。ＢＩＭの

活用に向け、今後も情報収集及び社員の教育を継続していく予定です。 

 

 

最後に、貴社の発展途上国(フィリピン、インドネシア)における BIM 導入・活用状況につい

て教えて下さい。 

 

G. 途上国における BIM 活用や導入の実績 

 

Q36 フィリピンやインドネシアの事業において、BIM/CIM を導入した事はあります

か？  

☐ はい  いいえ 

 

Q37 ありましたら、プロジェクトの内容および BIM/CIM の利活用方法について教えて

ください。 

<回答欄> 

 

 

質問はこれで以上です。お忙しいところアンケートのご協力ありがとうございました。 
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Question List 
 

Profile 

Answered by Public Construction Commission (PCC) 
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A. System / Guideline 

Q1 Please let us know your background and purpose of establishing a guideline for BIM 

implementation. 

<Answer> 

 

 

Q2 Please select sector(s) where you have established BIM guideline. (Multiple selections 

welcomed.) 

☐ Building ☐ Road ☐ Railway 

☐ Airport ☐ Port and Harbor ☐ Others 

 

Q3 Does the guideline established comply with (or refer to) any recognized international BIM 

standards such as ISO19650? 

☐ Yes ■ No 

 

Q3A If you answered Yes to Q3, please let us know the name of the standard referred for.  

<Answer> 

 

 

Q4 Please let us know if you have opinions on current issues of BIM guideline. 

☐ Yes ☐ No 

 

Q4A If you answered Yes to Q4, please let us know the details.  

<Answer> 
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Q5 Are there any national strategy and/or policy which promotes the BIM implementation? 

■ Yes ☐ No 

 

Q5A If you answered Yes to Q5, please let us know the details.  

<Answer> 

The PCC has been establishing step-by-step strategies from 2014 to implement BIM 
technology according to the needs of public construction projects. 
 

 

Q6 Are there any cost estimate standards to set unit prices for BIM engineers by each work 

stage (design stage, construction stage, etc.)? 

■ Yes ☐ No 

 

Q6A If you answered Yes to Q6, please provide us with detailed information.  

<Answer> 

1. The PCC has modified “The Handbook for Estimation and Compilation of Public 
Construction Projects Expenses-General Rules”on February 23, 2018 , to add the 
following items for owners to plan the budget for BIM services: project feasibility 
evaluation, planning and design, and BIM application in the construction phase. 

2. The PCC has modified “The Handbook for Estimation and Compilation of Public 
Construction Projects Expenses-Building Construction”on March 31, 2020 , 
allowing owners to estimate by each project and add the item of“BIM Application 
Fee”into the budget. The modification is made on Table 18-2: The Benchmark for 
the Compilation of Common Costs for Buildings. 

 

 

 

B. Training Systems and Qualification 

Q7 Do you have any own training system/program for BIM engineer? 

☐ Yes ☐ No 

 

Q7A If you answered Yes to Q7, please let us know the details.  

<Answer> 
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Q8 Is there any qualification/certification system for BIM Engineer? 

☐ Yes ☐ No 

 

Q8A If you answered Yes to Q8, are there any work assignments whom only qualified/certified 

BIM Engineer can work? 

☐ Yes ☐ No 

 

 

C. Implementation Results and Future Prospects 

Q9 What kind of work item in design and construction could be improved in its quality by BIM? 

Please let us know your thoughts on each design and construction phase.  

<Answer> 

 

 

 

 

Q10 Do you use BIM data for promotion of understanding of site workers and/or neighbors in 

the construction stage?  

☐ Yes ☐ No 

 

Q11 Please let us know your thought/opinion on future prospects of BIM implementation. 

<Answer> 
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st
ar

te
d 

us
in

g 
B

IM
 te

ch
no

lo
gy

. (
W

ha
t 

w
as

 th
e 

be
st

 e
ffe

ct
?)

 
W

E 
ca

n 
m

in
im

iz
e 

th
e 

co
st

 fo
r r

ew
or

ks
.  

 
 

 
 

Q
58

 
Pl

ea
se

 le
t u

s 
kn

ow
 a

bo
ut

 th
e 

w
or

k 
ite

m
 o

f w
hi

ch
 w

or
kl

oa
d 

w
as

 in
cr

ea
se

d/
de

cr
ea

se
d 

si
nc

e 
yo

u 
st

ar
te

d 
us

in
g 

B
IM

 te
ch

no
lo

gy
. (

e.
g.

 W
or

kl
oa

d 
of

 p
hy

si
ca

l w
or

ks
 su

ch
 a

s d
at

a 
in

pu
ts

 w
er

e 
de

cr
ea

se
d 

by
 3

0 
%

)  
In

cr
ea

se
 It

em
: E

ng
in

ee
rin

g 
w

or
kl

oa
d 

  D
ec

re
as

e 
Ite

m
: E

xt
ra

 c
os

t f
or

 re
w

or
ks

 
  

 

 
 

Q
59

 
Pl

ea
se

 le
t u

s k
no

w
 a

bo
ut

 y
ou

r t
ho

ug
ht

s o
n 

an
y 

is
su

es
 in

 B
IM

 im
pl

em
en

ta
tio

n 
pr

oc
es

s/
m

et
ho

d 
th

ro
ug

h 
yo

ur
 e

xp
er

ie
nc

e 
in

 th
e 

pr
oj

ec
t i

m
pl

em
en

ta
tio

n.
 

N
o 

is
su

es
 

 
 

 
 

Q
60

 
Pl

ea
se

 le
t u

s k
no

w
 a

bo
ut

 th
e 

sc
al

e 
of

 c
os

t s
av

in
g 

ef
fe

ct
 in

 th
e 

pr
oj

ec
t a

s b
en

ef
it 

fr
om

 B
IM

 te
ch

no
lo

gy
. 

If
 w

e 
us

e 
B

IM
 te

ch
no

lo
gy

, t
he

 c
os

t o
f B

IM
 te

ch
no

lo
gy

 m
or

e 
le

ss
 th

an
 th

e 
co

st
 o

f r
ew

or
ks

 
 

 

 
 

Q
61

 
W

hi
ch

 w
or

k 
ite

m
/p

ro
ce

ss
 c

an
 b

e 
im

pr
ov

ed
 b

y 
B

IM
 te

ch
no

lo
gy

? 
Pl

ea
se

 le
t u

s 
kn

ow
 y

ou
r t

ho
ug

ht
s 

on
 

ea
ch

 d
es

ig
n 

an
d 

co
ns

tru
ct

io
n 

ph
as

e.
 

A
t d

es
ig

n 
th

e 
be

st
 ti

m
e 

us
ed

 B
IM

 m
od

el
. A

t c
on

st
ru

ct
io

n 
ju

st
 m

on
ito

rin
g 

fr
om

 d
es

ig
n 

 
 

 
 

Q
62

 
A

re
 y

ou
 u

si
ng

 B
IM

 fo
r p

ro
m

ot
io

n 
of

 u
nd

er
st

an
di

ng
 o

f s
ite

 w
or

ke
rs

 a
nd

/o
r n

ei
gh

bo
rs

 in
 th

e 
co

ns
tru

ct
io

n 
st

ag
e?

 
Y

es
 

 

 
 

 A
dd

it
io

n
al

 Q
u

es
ti

on
s 

N
o.

 
A

dd
it

io
n

al
 Q

u
es

ti
on

 
A

n
sw

er
 

Q
63

 
W

h
at

 a
re

 y
ou

r 
bi

gg
es

t 
co

n
ce

rn
s,

 if
 B

IM
 is

 in
cl

u
de

d 
in

 t
h

e 
bi

d 
te

rm
s 

fo
r 

n
ew

 p
ro

je
ct

s 
in

 t
h

e 
fu

tu
re

? 
  

 
T

h
e 

re
qu

ir
ed

 B
IM

 s
er

vi
ce

 s
in

ce
 it

 h
as

 b
ig

 im
pa

ct
 t

o 
th

e 
bi

d 
pr

ic
e.

 
 

B
IM

 s
er

vi
ce

 s
h

ou
ld

 b
e 

se
pa

ra
te

d 
fr

om
 B

O
Q

 b
ec

au
se

 it
 is

 d
if

fi
cu

lt
 t

o 
m

in
u

te
 t

h
e 

co
st

in
g 

an
d 

pe
rs

on
n

el
. 
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全
世
界

O
D

A
事

業
に

お
け

る
B

IM
／

C
IM

の
活

用
に

か
か

る
情

報
収

集
・

確
認

調
査

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
 
質
問
票

 
 回

答
者

：
株
式
会
社
片
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
エ
イ
ト
株
式
会
社
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 
回

答
日

：
20

21
年

12
月

23
日

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

：
ト
ー
ゴ
国
ソ
コ
デ
・
バ
イ
パ
ス
建
設
計
画
準
備
調
査

 
 

N
o.

 
ア

ン
ケ
ー

ト
項
目

お
よ
び

そ
の
回

答
結
果

 
ご

質
問
事

項
 

ご
回
答

 
A

. 
事

業
実

施
状

況
と

内
容

 
Q

1 
現

在
、

事
業

は
ど

の
段

階
で

す
か

？
 


 計

画
／

調
査

 


 基
本

設
計

 
☐ 詳

細
設

計
 

☐ 施
工

中
 

☐ 運
用

中
 

 

D
D

/S
V
で
の

C
IM

活
用
に
つ
い
て

JI
C

A
か
ら
の
言
及
は
あ
り
ま
す
か
？

 
団
員
の
皆
様
御
自
身
で
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

 
 

現
時
点
で
の

D
D

/S
V
で
の
言
及
は
な
し
。

 
 

B
IM

/C
IM

は
建
設
業
界
全
体
で
の
効
率
化
で
あ
り
、

設
計
段
階
だ
け
で
効
率
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 
 

O
D

A
の

場
合
、

S
V

で
の
現
地

の
作
業

員
を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
る

”
雇

用
創

出
”

も
重

要
な

こ
と

で
あ

り
、

日
本

企
業

が
効

率
化

す
る

こ
と

だ
け

が
良

い
と

は
思
え
な
い
。

 
 

3
次

元
出

来
形

管
理

等
の

施
工

管
理

が
望

ま
れ

る

が
、

IC
T

活
用

施
工

の
目

的
は

省
力

化
で

あ
り

、
無

償
資

金
協

力
事

業
で

は
相

手
国

の
雇

用
を

生
み

出
す

従
来

の
施

工
が

望
ま

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、

IC
T

活
用

施
工

を
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
く

な
い

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
 

実
施

す
る

場
合

は
技

術
移

転
と

セ
ッ

ト
で

行
う

こ
と

が
必
要
。

 
Q

2 
事

業
の

契
約

パ
ッ

ケ
ー

ジ
は

、
全

部
で

い
く

つ
あ

り
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

１
 

 

 
 

Q
2A

 
そ

の
内

、
土

木
工

事
が

含
ま

れ
る

契
約

パ
ッ

ケ
ー

ジ
は

い
く

つ
あ

り
ま

す
か

？
 

ま
た

、
そ

の
契

約
方

式
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
土

木
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
数

:1
 

契
約

方
式

: 無
償

（
G

/A
）

 
 

 
 

Q
2B

 
土

木
パ

ッ
ケ

ー
ジ

以
外

に
は

ど
の

よ
う

な
契

約
パ

ッ
ケ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

な
し

。
 

 

 
 

Q
3 

事
業

は
、

土
木

や
建

築
工

事
の

み
で

す
か

？
（

特
殊

な
シ

ス
テ

ム
工

事
等

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
か

？
）

 


 は
い

 
☐ い

い
え

 
 

 
 

Q
3A

 
Q

3
で

「
い

い
え

」
と

ご
回

答
さ

れ
た

場
合

、
含

ま
れ

て
い

る
特

殊
な

工
事

が
あ

れ
ば

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
  

＜
回

答
＞

 
 

 
 

B.
 

BI
M

業
務

の
概

要
 

Q
4 

B
IM

を
導

入
し

て
い

る
（

予
定

）
契

約
パ

ッ
ケ

ー
ジ

い
く

つ
あ

り
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

１
 

 

 
 

Q
5 

B
IM

業
務

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 


 B

IM
モ

デ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
作

成
中

（
設

計
中

）
 

☐ B
IM

モ
デ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

運
用

中
（

施
工

中
）

 


そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

Q
6 

他
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
と

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
を

取
る

必
要

は
あ

り
ま

す
か

？
  

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
6A

 
Q

6
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

さ
れ

た
場

合
、

そ
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

に
B

IM
は

使
用

し
ま

す
か

？
 

☐ は
い

 
☐ い

い
え

 
☐ わ

か
ら

な
い
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C
. 

BI
M

/C
IM

導
入

背
景

 
Q

7 
B

IM
導

入
の

背
景

や
理

由
は

何
で

す
か

？
 （

複
数

回
答

可
）

 


 政
府

や
実

施
機

関
の

方
針

に
よ

る
 

☐ B
IM

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
要

件
に

該
当

す
る

 
☐ 施

主
か

ら
の

要
求

 
☐ 設

計
／

施
工

者
か

ら
の

提
案

 
☐ そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

実
施
機
関
（

JI
C

A
）
や
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
も

B
IM

デ
ー
タ
を
用
い
た
活
用

は
実
施
し
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
現
地
政
府
側
）
の

B
IM

 
活
用
に
つ
い
て
の
反
応
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

 
協

業
と

い
う

こ
と

は
考

え
て

い
な

い
。

カ
ウ

ン
タ

ー

パ
ー
ト
は
仏
語
圏
な
の
で
通
訳
が
必
要
。

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が

B
IM

に
興
味
が
あ
る
と
い
う

話
は

聞
い

て
い

な
い

が
、

現
段

階
で

、
本

案
件

で

B
IM

を
活
用
す

る
こ

と
自

体
を

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

に
積
極
的
に
は
伝
え
て
い
な
い
。

 
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
の

計
画

内
容

の
合

意
形

成
と

い
う
意
味
で
は
活
用
し
て
い
る
。

 
Q

7A
 

事
業

に
お

け
る

、
B

IM
導

入
の

目
的

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 （

複
数

回
答

可
）

 
☐ 工

期
短

縮
 

☐ 工
事

費
削

減
 

☐ 人
員

削
減

 
☐ 安

全
管

理
 

 


 品
質

向
上

 
☐ ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
削

減
 

☐ 工
程

管
理

 


 理
解

促
進

 
☐ 業

務
改

善
 

☐ 維
持

管
理

 


 そ
の

他
（

理
解

促
進

と
ほ

ぼ
同

意
で

あ
る

が
、

合
意

形
成

の
迅

速
化

 
）

 
 

 
 

Q
7B

-1
 

活
用

目
的

の
効

果
は

、
十

分
得

ら
れ

て
い

ま
す

か
？

 


 は
い

 
☐ い

い
え

 
☐

 わ
か

ら
な

い
 

 

 
 

Q
7B

-2
 

Q
7B

-1
の

ご
回

答
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
部

分
で

そ
の

よ
う

に
思

い
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
精

度
の

高
い

事
業

費
算

出
の

た
め

に
B

IM
/C

IM
を

活
用

し
、

数
量

算
出

の
省

力
化

と
迅

速
化

お
よ

び
品

質
の

向
上

の
部

分
で

は
効

果
が

得
ら

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
 

 

 
 

Q
8 

具
体

的
な

B
IM

活
用

内
容

は
、

ど
の

段
階

で
ど

の
よ

う
に

決
め

ら
れ

ま
し

た
か

？
 

＜
回

答
＞

業
務

指
示

書
に

よ
り

、
B

IM
活

用
が

指
示

さ
れ

て
い

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

地
方

都
市

の
バ

イ
パ

ス
計

画
で

あ
り

、
延

長
が

長
く

、
比

較
的

同
じ

横
断

面
が

連
続

す
る

こ
と

か
ら

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
提

出
時

に
概

略
の

B
IM

活
用

の
提

案
を

行
っ

た
。

ま
た

、
具

体
的

な
B

IM
活

用
に

お
け

る
発

注
者

へ
の

提
案

は
実

施
せ

ず
、

受
注

者
側

で
具

体
的

な
B

IM
活

用
内

容
を

決
定

し
た

。
 

 

 
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
で

B
IM

活
用

内
容

を
提

案
し

た
際

に
は

、
ど

の
よ

う
な

内

容
・
項
目
に
つ
い
て

JI
C

A
に
提
案
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
 

受
注

者
側

で
決

定
し

た
内

容
に

つ
い

て
最

終
的

に
発

注
者

か
ら

同
意

を
得

た

の
で
し
ょ
う
か
？

 

 
土

工
モ

デ
ル

の
詳

細
度

は
20

0（
ル

ー
ト

選
定

）
と

し
た
。

 
 

ル
ー

ト
選

定
で

は
必

ず
し

も
構

造
物

モ
デ

ル
は

必
要

で
は

な
い

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
作

成
と

し
て

提
案

書
に
記
載
し
た
。

 
 

JI
C

A
に
対
し
て
は
提
案
書
で
承
認
を
得
た
だ
け
で
、

具
体
的
な
導
入
内
容
は
提
出
し
て
い
な
い
。

 
Q

9 
EI

R
や

B
EP

は
作

成
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
 

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
9A

-1
 

EI
R
の

作
成

は
誰

が
行

っ
て

い
ま

す
か

？
 （

複
数

回
答

可
）

  
☐

 実
施

機
関

 
☐

 コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 


 そ

の
他

（
企

画
競

争
説

明
書

に
概

略
の

EI
R
は

示
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

EI
R
が

妥
当

で
は

な
い

と
判

断
し

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
提

出
時

に
現

地
調

査
結

果
に

応
じ

て
詳

細
度

等
を

決
定

す
る

と
記

載
し

た
。

）
 

 

JI
C

A
が
準
備
し
た
企
画
競
争
説
明
書
に
含
ま
れ
て
い
た

B
IM

の
要
件
に
か
か
る

E
IR

は
、
ど
の
よ
う
な
部
分
が
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
か
？

 
 

構
造

物
モ

デ
ル

の
詳

細
度

に
つ

い
て

記
載

さ
れ

て
い

た
こ
と
。

 

Q
9A

-2
 

Q
9
で

「
い

い
え

」
と

ご
回

答
さ

れ
た

場
合

、
作

成
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
、

B
IM

活
用

に
関

す
る

具
体

的
な

内
容

は
、

い
つ

ど
の

よ
う

に
決

定
さ

れ
ま

し
た

か
？

 
＜

回
答

＞
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

内
容

を
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
作

成
時

に
お

お
む

ね
把

握
し

、
現

地
調

査
結

果
を

踏
ま

え
て

EI
R
の

方
向

性
を

決
定

し
た

。
 

 

  
 

Q
10

 
受

注
者

（
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

や
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

）
の

B
IM

デ
ー

タ
構

築
や

運
用

の
費

用
（

機
材

調
達

費
・

技
術

者
人

件
費

・
通

信
費

）
は

、
契

約
に

す
べ

て
含

ま
れ

て
い

ま
す

か
？

受
注

者
（

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
や

コ
ン

ト
ラ

ク
タ

ー
）

の
B

IM
デ

ー
タ

構
築

や
運

用
の

費
用

（
機

材
調

達
費

・
技

術
者

人
件

費
・

通
信

費
）

は
、

契
約

に
す

べ
て

含
ま

れ
て

い
ま

す
か

？
  

☐ は
い

 


 い
い

え
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Q
10

A
 

Q
10

で
「

い
い

え
」

と
ご

回
答

さ
れ

た
場

合
、

含
ま

れ
て

い
な

い
理

由
は

な
ぜ

で
す

か
？

ま
た

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
項

目
で

す
か

？
 

 
＜

回
答

＞
 

O
D

A
業

務
で

は
、

技
術

者
は

等
級

の
M

M
で

決
定

さ
れ

る
。

よ
っ

て
、

国
交

省
や

地
方

自
治

体
の

よ
う

な
B

IM
/C

IM
と

い
っ

た
技

術
人

件
費

は
含

ま
れ

ず
、

一
般

的
に

計
画

・
設

計
担

当
や

測
量

担
当

に
含

ま
れ

て
い

る
。

 
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

含
む

ノ
ー

ト
PC

等
の

機
材

に
お

い
て

も
自

社
負

担
に

な
る

こ
と

が
多

い
。

 
 

企
画
競
争
説
明
書
で

B
IM

の
要
件
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

B
IM

活

用
に

必
要

な
機

材
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

や
パ

ソ
コ

ン
等

）
の

費
用

は
予

算
に

含
ま

れ

て
い
な
い
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
？

 

 
企

画
競

争
説

明
書

で
は

、
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

が
大

き

い
と

判
断

で
き

る
場

合
に

別
見

積
も

り
と

す
る

と
な

っ
て
い
た
。
国
交
省
で
は

B
IM

技
術
者
の
人
件
費
を

別
計
上
す
る
が
、

O
D

A
で
は
そ
の
よ
う
な
計
上
の
し

か
た

で
は

な
い

た
め

人
件

費
を

見
積

も
る

こ
と

が
難

し
く
、
各
技
術
者
が

B
IM

も
担
う
必
要
が
あ
る
。

 
 

ノ
ー

ト
P

C
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

な
ど

を
計

上
す

る
こ

と
も

判
断

が
難

し
い

。
受

注
者

と
し

て
は

受
注

し
た

以
上

は
含

ま
れ

て
い

る
と

判
断

さ
れ

る
が

、
本

来
は

発
注

者
側

の
要

求
が

分
か

ら
な

け
れ

ば
提

案
が

難
し

い
。
し
か
し

O
D

A
は

O
D
と

D
D
で
発
注
者
が
変
わ

る
た

め
、

発
注

者
と

し
て

も
判

断
が

難
し

い
と

考
え

ら
れ
る
。

 
 

衛
生

デ
ー

タ
は

広
域

の
も

の
を

購
入

す
る

こ
と

は
決

ま
っ

て
い

た
。

ド
ロ

ー
ン

が
使

用
で

き
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
の

ち
に

詳
細

な
レ

ベ
ル

の
デ

ー
タ

を
追

加
費
用
の
承
認
を
得
て
購
入
し
た
。

 
D

. 
モ

デ
ル

の
構

築
 

Q
11

 
構

築
し

て
い

る
B

IM
モ

デ
ル

の
情

報
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 


図

形
情

報
の

み
 

☐図
形

情
報

＋
属

性
情

報
 

☐図
形

情
報

＋
属

性
情

報
＋

工
程

（
時

間
）

 
☐ そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

Q
12

 
構

築
し

て
い

る
モ

デ
ル

の
詳

細
度

（
LO

D
）

に
つ

い
て

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

設
計

段
階

：
土

工
モ

デ
ル

（
30

0）
 

施
工

段
階

：
 

維
持

管
理

段
階

：
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

）
：

 
 

 
 

Q
13

 
事

業
で

は
、

B
IM

活
用

に
お

い
て

参
照

や
準

拠
し

て
い

る
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
あ

り
ま

す
か

？
 

 


 は
い

 
☐ い

い
え

 
 

 
 

Q
13

A
 

Q
13

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
の

場
合

、
 そ

の
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
何

で
す

か
？

 
☐ I

SO
19

65
0 


 ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
名

（
B

IM
/C

IM
 活

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

案
）

）
 

☐ そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

日
本

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

参
考

に
さ

れ
た

理
由

を
以

下
の

観
点

か
ら

教
え

て
く

だ

さ
い
。

 
・
事
業
形
態
の
観
点
（
無
償
事
業
と
い
う
特
性
）

 
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
観
点
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
有
無
、

B
IM

活
用
目
的
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
適
正
）

 

他
国

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

特
に

把
握

し
て

い
な

い
が

、
詳

細
度

な
ど

は
日

本
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
説

明
す

る
こ

と
が

容
易
な
の
で
参
考
と
し
た
。

 

Q
14

 
事

業
で

使
用

し
て

い
る

、
B

IM
に

関
す

る
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

、
問

題
や

課
題

な
ど

は
あ

り
ま

す
か

？
 

☐
 は

い
 


 い

い
え

 
 

  
 

Q
14

A
 

Q
14

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
の

場
合

、
そ

の
問

題
や

課
題

と
は

、
ど

の
よ

う
な

事
で

す
か

？
  

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
15

 
ど

の
よ

う
な

モ
デ

ル
を

構
築

し
ま

し
た

か
？

 （
複

数
回

答
可

）
 


地

形
／

地
質

モ
デ

ル
 

☐意
匠

モ
デ

ル
 


構

造
モ

デ
ル

 
☐地

下
埋

設
物

モ
デ

ル
 

☐ M
EP

モ
デ

ル
 

☐
積

算
用

モ
デ

ル
 

☐ 施
工

用
モ

デ
ル

 
☐維

持
管

理
用

モ
デ

ル
 

☐ そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

ど
の

よ
う

な
段

階
（

提
案

書
段

階
、

設
計

契
約

後
）

で
構

築
す

る
モ

デ
ル

を
決

定

さ
れ
ま
し
た
か
？

 
提
案
書
作
成
段
階
。

 

Q
15

A
 

そ
れ

ぞ
れ

の
モ

デ
ル

構
築

の
目

的
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
  

＜
回

答
＞

 
地

形
モ

デ
ル

：
数

量
算

出
の

た
め

。
 

構
造

モ
デ

ル
：

土
工

モ
デ

ル
を

作
成

し
、

数
量

算
出

を
行

う
た

め
。

 
 

ル
ー
ト
検
討
に
お
け
る
活
用
は
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

  
ル

ー
ト

検
討

に
お

け
る

概
算

事
業

費
算

出
の

た
め

の
数

量

計
算
と
い
う
意
味
。

 

Q
16

 
構

築
し

た
モ

デ
ル

は
、

積
算

に
活

用
し

ま
し

た
か

？
 


 は

い
 

☐ い
い

え
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Q
16

A
-1

 
Q

16
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
の

積
算

を
行

っ
た

項
目

に
つ

い
て

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 


土

工
事

 
☐ 躯

体
工

事
 

☐ 電
機

設
備

工
事

 
☐ 仕

上
工

事
 

☐ そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

Q
16

A
-2

 
積

算
に

使
用

し
よ

う
し

て
い

る
、

モ
デ

ル
の

詳
細

度
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

＜
回

答
＞

土
工

モ
デ

ル
：

30
0 

 

 
 

Q
17

 
属

性
情

報
コ

ー
ド

と
積

算
ア

イ
テ

ム
（

B
O

Q
ア

イ
テ

ム
）

の
コ

ー
ド

の
連

動
な

ど
は

行
っ

て
い

ま
す

か
？

 
☐ は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
18

 
入

力
す

る
属

性
情

報
の

項
目

は
、

ど
の

よ
う

に
決

定
さ

れ
ま

し
た

か
？

（
属

性
情

報
は

付
さ

な
い

）
 

☐ 施
主

要
望

 
☐

 受
注

者
(コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

・
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

)提
案

 
 

 
 

Q
19

 
モ

デ
ル

構
築

を
す

る
際

、
工

夫
し

て
い

る
点

な
ど

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

（
技

術
方

針
や

運
用

方
針

な
ど

）
 

＜
回

答
＞

 
概

略
土

工
数

量
を

算
出

す
る

た
め

、
交

差
点

部
は

2
次

元
的

に
交

差
点

計
画

を
行

い
、

そ
の

交
差

点
規

模
に

応
じ

た
横

断
面

か
ら

土
工

数
量

を
算

出
し

て
い

る
。

 
ま

た
、

そ
の

横
断

面
の

土
工

数
量

と
地

形
モ

デ
ル

、
土

工
モ

デ
ル

サ
ー

フ
ェ

ス
か

ら
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

算
出

さ
れ

る
数

量
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

そ
の

土
工

数
量

の
誤

差
を

確
認

し
て

い
る

。
 

 

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
案
件
で
は

3D
モ
デ
ル
を
積
算
根
拠
と
し
な
い
よ
う

JI
C

A
か
ら
指

示
が
あ

り
ま
し
た

が
、

ト
ー
ゴ
で

は
JI

C
A

に
了
承

さ
れ
て
い

る
と

い
う
こ
と

で

し
ょ

う
か

？
積

算
資

料
に

お
い

て
計

算
根

拠
は

ど
の

よ
う

に
示

し
て

い
ら

っ
し

ゃ

い
ま
す
か
？

 

3
次
元
モ
デ
ル
は
活
用
し
て
い
る
が
、
断
面
図
を
作
成
し
て

従
来
の
平
均
断
面
法
で
積
算
す
る
。

 

Q
20

 
モ

デ
ル

構
築

を
す

る
際

、
課

題
点

と
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
   

＜
回

答
＞

 
・

交
差

点
部

の
土

工
モ

デ
ル

構
築

は
道

路
計

画
と

連
動

で
き

な
い

た
め

、
計

画
段

階
で

の
モ

デ
ル

構
築

を
行

う
と

手
戻

り
や

修
正

に
時

間
が

か
か

る
。

 
 

 
 

E.
 
モ

デ
ル

の
運

用
 

Q
21

 
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

と
B

IM
デ

ー
タ

を
共

有
し

て
い

ま
す

か
？

 
☐

 は
い

 


 い
い

え
 

 

 
今
後
、
構
築
し
た

B
IM

デ
ー
タ
を
施
工
段
階
等
で
活
用
す
る
事
を
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

 
 

現
地
関
係
者
の

B
IM

/C
IM

に
関
す
る
知
識
、
技
術
の
レ
ベ
ル
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

 

 
施

工
段

階
で

は
入

札
条

件
に

も
よ

る
た

め
現

時
点

で

は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
明
言
で
き
な
い
。

 
 

現
地

へ
渡

航
で

き
て

い
な

い
こ

と
も

あ
り

、
ま

た
言

語
の
壁
も
あ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の

B
IM

の
知

識
は
特
に
感
じ
て
い
な
い
。

 
Q

21
A

 
Q

21
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ど
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
と

デ
ー

タ
共

有
を

行
い

ま
す

か
？

（
複

数
回

答
可

）
 

☐
 実

施
機

関
 

☐ コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 
☐ コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

 
☐ サ

ブ
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

 
☐

 そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

Q
21

B
 

デ
ー

タ
を

共
有

の
目

的
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
21

C
-1

 
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

と
デ

ー
タ

を
共

有
す

る
際

、
何

か
問

題
や

課
題

は
あ

り
ま

し
た

か
？

 
☐ は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
21

C
-2

 
Q

21
C

-1
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

問
題

ま
た

は
課

題
で

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
21

C
-3

 
Q

21
C

-1
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

事
が

原
因

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

か
？

   
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
22

 
デ

ー
タ

を
共

有
す

る
時

は
、

ど
の

よ
う

な
エ

ク
ス

ト
ラ

ネ
ッ

ト
ま

た
は

デ
ー

タ
共

有
環

境
を

使
用

し
て

い
ま

す
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 
☐

 A
ut

de
sk

36
0 

☐ B
en

tle
y 

Pr
oj

ec
tw

is
e 

☐ A
co

ne
cx

 


 D
ro

pb
ox

 
☐ G

oo
gl

e 
D

riv
e 

☐ そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

 

 
 

Q
22

A
-1

 
そ

の
サ

ー
ビ

ス
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
使

用
し

て
い

る
理

由
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

＜
回

答
＞

 
・

汎
用

性
が

高
い

。
 

・
共

同
企

業
体

の
担

当
者

レ
ベ

ル
で

活
用

さ
れ

て
い

る
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
。

 
 

 
 

Q
22

A
-2

 
特

に
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

側
の

モ
デ

ル
確

認
時

の
ビ

ュ
ー

ワ
ー

に
関

し
て

は
、

ど
の

よ
う

に
対

応
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
  

＜
回

答
＞

 
本

業
務

で
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

側
と

共
有

し
て

い
な

い
。
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Q
22

A
-3

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

上
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

は
ど

の
よ

う
に

対
応

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

ま
た

、
デ

ー
タ

の
保

障
に

関
す

る
制

度
は

あ
り

ま
す

か
？

   
＜

回
答

＞
 

・
担

当
者

レ
ベ

ル
の

み
の

デ
ー

タ
共

有
に

よ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

。
 

・
保

障
に

関
し

て
は

、
使

用
し

て
い

る
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
に

依
存

。
 

 

 
 

Q
22

A
-4

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

を
使

用
す

る
事

に
よ

っ
て

、
ど

の
よ

う
な

効
果

を
感

じ
て

い
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
・

モ
デ

ル
デ

ー
タ

は
非

常
に

重
い

デ
ー

タ
で

あ
る

た
め

、
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
で

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

PC
の

ハ
ー

ド
容

量
の

負
担

を
軽

減
で

き
る

。
 

・
更

新
さ

れ
た

デ
ー

タ
が

わ
か

り
や

す
い

。
 

・
デ

ー
タ

共
有

が
容

易
。

 
 

 
 

Q
22

A
-5

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

を
使

用
す

る
際

、
課

題
と

感
じ

て
い

る
こ

と
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（

技
術

者
不

足
、

技
術

レ
ベ

ル
、

運
用

環
境

な
ど

）
 

＜
回

答
＞

 
・

本
業

務
で

は
特

に
な

し
。

 
・

一
般

的
に

は
、

O
D

A
業

務
は

JV
で

行
う

こ
と

が
多

く
、

プ
ラ

イ
ム

の
会

社
の

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
こ

と
が

多
い

た
め

、
様

々
な

ク
ラ

イ
ド

サ
ー

ビ
ス

を
運

用
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

 
 

Q
22

A
-6

 
上

記
デ

ー
タ

共
有

環
境

は
、

書
類

や
図

面
に

関
す

る
承

認
行

為
に

も
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
 

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
22

A
-7

 
Q

22
A

-6
で

「
い

い
え

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
活

用
さ

れ
て

い
な

い
理

由
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

＜
回

答
＞

 
承

認
行

為
の

定
義

：
発

注
者

の
承

認
行

為
に

は
活

用
し

て
い

な
い

。
 

た
だ

し
、

JV
間

で
の

デ
ー

タ
共

有
に

よ
る

、
図

面
関

係
の

確
認

（
承

認
）

に
は

活
用

し
て

い
る

。
 

 

 
 

Q
23

 
事

業
の

フ
ェ

ー
ズ

間
で

、
B

IM
デ

ー
タ

の
引

継
ぎ

は
あ

り
ま

し
た

か
？

（
設

計
者

→
施

工
者

、
施

工
者

→
施

主
な

ど
）

 
☐ は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
23

A
 

Q
23

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
そ

の
際

、
問

題
は

あ
り

ま
し

た
か

？
 

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
24

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

上
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

は
ど

の
よ

う
に

対
応

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

ま
た

デ
ー

タ
の

保
障

に
関

す
る

制
度

は
あ

り
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
25

 
デ

ー
タ

共
有

環
境

上
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

し
て

は
ど

の
よ

う
に

対
応

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

ま
た

デ
ー

タ
の

保
障

に
関

す
る

制
度

は
あ

り
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
ベ

ン
ダ

ー
ロ

ッ
ク

イ
ン

へ
の

対
策

を
し

て
い

ま
す

か
？

 
☐ は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
25

A
 

Q
25

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
対

策
で

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
26

 
モ

デ
ル

を
運

用
（

デ
ー

タ
共

有
す

る
た

け
で

は
な

い
）

す
る

際
、

工
夫

し
て

い
る

点
等

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

JV
間

で
の

モ
デ

ル
運

用
を

想
定

し
た

回
答

。
 

・
モ

デ
ル

を
運

用
す

る
た

め
に

、
担

当
者

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

習
熟

度
が

あ
る

程
度

同
レ

ベ
ル

で
行

う
。

 
・

地
形

モ
デ

ル
の

デ
ー

タ
量

が
大

き
く

な
り

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

操
作

が
遅

く
な

る
た

め
、

概
略

数
量

の
精

度
を

落
と

さ
な

い
程

度
に

地
形

精
度

を
落

と
し

て
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

で
の

作
業

効
率

化
を

図
る

。
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Q
27

 
モ

デ
ル

を
運

用
（

デ
ー

タ
共

有
す

る
た

け
で

は
な

い
）

す
る

際
、

課
題

点
や

注
意

点
等

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

同
じ

に
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
あ

ま
り

ハ
イ

ス
ペ

ッ
ク

の
PC

を
使

わ
な

い
よ

う
に

す
る

。
（

JV
間

で
同

程
度

の
ス

ペ
ッ

ク
で

行
わ

な
い

と
、

ハ
イ

ス
ペ

ッ
ク

PC
で

は
操

作
可

能
で

あ
る

が
、

一
般

的
な

ノ
ー

ト
PC

で
は

操
作

性
に

劣
り

、
使

え
な

い
デ

ー
タ

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

）
 

 

 
 

Q
28

 
B

IM
を

使
用

す
る

事
で

、
工

期
、

工
事

費
、

LC
C

費
用

、
人

員
削

減
、

C
O

2
削

減
等

、
削

減
で

き
た

項
目

は
あ

り
ま

す
か

？
  


 は

い
 

☐ い
い

え
 

 

 
 

Q
28

A
-1

 
Q

28
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
れ

は
、

ど
の

よ
う

な
効

果
で

ど
れ

く
ら

い
削

減
す

る
事

が
で

き
ま

し
た

か
？

 
＜

回
答

＞
 

効
果

：
人

員
削

減
 

削
減

：
本

業
務

で
は

、
設

計
、

測
量

担
当

者
が

モ
デ

ル
構

築
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
活

用
で

き
る

た
め

、
国

交
省

レ
ベ

ル
で

の
B

IM
/C

IM
技

術
者

の
人

件
費

は
か

か
っ

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 

 
 

Q
28

A
-2

 
Q

28
で

「
い

い
え

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
な

ぜ
そ

の
よ

う
に

思
い

ま
す

か
？

 
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
29

 
事

業
に

お
い

て
B

IM
で

モ
デ

リ
ン

グ
や

管
理

を
す

る
上

で
、

課
題

や
問

題
点

は
あ

り
ま

し
た

か
？

 
＜

回
答

＞
 

JV
間

で
は

問
題

は
な

い
と

思
わ

れ
る

が
、

発
注

者
と

の
共

有
を

考
え

る
と

、
モ

デ
ル

を
管

理
す

る
上

で
の

ビ
ュ

ー
ワ

ー
は

問
題

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 

 
今
回
ビ
ュ
ー
ワ
ー
は
ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
。

 
 

発
注
者
が
見
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
無
償
版
の
あ
る

N
av

is
w

or
ks

が
適
切

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

In
fr

aW
or

ks
を
採
用
し
た
理
由
を
伺
え
ま
す
か
。

 
 

B
IM

に
お

け
る

デ
ー

タ
の

継
続

性
に

つ
い

て
ご

意
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

 
ま

だ
、

ビ
ュ

ー
ワ

ー
を

使
う

と
こ

ろ
ま

で
業

務
が

進

ん
で
い
な
い
。

 
 

N
av

is
w

or
ks

は
統
合
モ
デ
ル
（
構
造
物
含
む
）
の
ビ

ュ
ー

ワ
ー

と
し

て
は

望
ま

し
い

が
、

土
工

モ
デ

ル
だ

け
の
場
合
だ
と

In
fr

aW
or

ks
の
方
が
作
業
効
率
が
良

い
と
考
え
て
い
る
。

 
 

・
3D

モ
デ
ル
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
は
非
常
に
望

ま
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
無
償
の
場
合
の

B
IM

/C
IM

の
使

い
方

を
考

え
る

必
要

性
が

あ
る

。
（

O
D

は
非

常
に
工
期
が
タ
イ
ト
で
あ
り
、

O
D

A
で
は

O
D

段
階

で
精

度
の

高
い

積
算

を
求

め
ら

れ
る

な
ど

、
国

内
事

業
と
は
状
況
が
異
な
る
等
。
）

 
F.

 
モ

デ
ル

の
構

築
と

運
用

の
応

用
 

Q
30

 
作

成
し

た
モ

デ
ル

の
統

合
を

行
い

ま
し

た
か

？
 


 は

い
 

☐ い
い

え
 

 

 
 

Q
30

A
-1

 
Q

30
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
モ

デ
ル

の
統

合
を

行
い

ま
し

た
か

？
 

＜
回

答
＞

 
土

工
モ

デ
ル

と
N

TT
デ

ー
タ

か
ら

購
入

し
た

地
形

デ
ー

タ
（

現
地

測
量

業
者

に
よ

る
G

C
P
付

与
）

や
In

fr
a 

w
or

ks
提

供
の

建
物

と
の

統
合

。
 

 

 
 

Q
30

A
-2

 
Q

30
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
の

統
合

作
業

後
は

、
そ

の
モ

デ
ル

デ
ー

タ
を

問
題

な
く

使
用

で
き

て
い

ま
す

か
？

 


 は
い

 
☐ い

い
え

 
 

 
 

Q
30

A
-3

 
Q

30
A

-2
で

「
い

い
え

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

問
題

が
あ

り
ま

し
た

か
？

ま
た

、
ど

の
よ

う
に

解
決

し
ま

し
た

か
？

 
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
31

 
B

IM
の

他
に

、
関

連
技

術
を

使
用

ま
た

は
導

入
し

て
い

ま
す

か
？

  


 は
い

 
☐

 い
い

え
 

 

 
 

Q
31

A
 

Q
31

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

す
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

測

量
（

U
A

V
・

航
空

測
量

・
そ

の
他

）
 

☐ X
R

 
☐ I

C
T
土

工
技

術
（

M
G

/M
C
・

U
A

V
・

そ
の

他
）

 
☐ 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

Q
32

 
現

地
測

地
系

と
世

界
測

地
系

の
違

い
に

よ
り

、
モ

デ
ル

の
統

合
に

困
っ

た
点

は
あ

り
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
特

に
な

し
。
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Q
33

 
現

地
測

量
業

者
に

よ
る

測
量

デ
ー

タ
は

B
IM

モ
デ

ル
で

活
用

す
る

に
足

る
精

度
で

し
た

か
？

 


 は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
33

A
 

Q
33

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
デ

ー
タ

の
受

け
渡

し
は

問
題

な
く

行
わ

れ
ま

し
た

か
？

 


 は
い

 
☐ い

い
え

 
 

 
 

Q
34

 
U

A
V
（

ド
ロ

ー
ン

）
に

よ
る

測
量

は
行

い
ま

し
た

か
？

 


 は
い

 
☐

 い
い

え
 

 

 
 

Q
34

A
-1

 
Q

34
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
の

活
用

目
的

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

＜
回

答
＞

 
U

A
V

測
量

は
実

施
し

て
い

な
い

が
、

ド
ロ

ー
ン

を
飛

ば
し

て
バ

イ
パ

ス
建

設
ル

ー
ト

の
イ

メ
ー

ジ
を

把
握

す
る

た
め

の
航

空
写

真
撮

影
を

実
施

し
た

。
 

 

 
 

Q
34

A
-2

 
Q

34
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ド
ロ

ー
ン

撮
影

の
許

可
取

得
に

あ
た

り
問

題
は

あ
り

ま
し

た
か

？
  

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
35

 
統

合
モ

デ
ル

に
お

い
て

「
広

域
」

と
「

狭
域

」
そ

れ
ぞ

れ
に

使
わ

れ
た

地
形

デ
ー

タ
の

ソ
ー

ス
を

教
え

て
下

さ
い

（
現

地
測

量
デ

ー
タ

、
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

な
ど

）
。

 
＜

回
答

＞
 

広
域

：
In

fr
a 

w
or

ks
の

地
形

デ
ー

タ
お

よ
び

O
pe

n 
St

re
et

 M
ap

の
道

路
、

家
屋

、
涸

れ
川

の
デ

ー
タ

 
狭

域
：

購
入

し
た

衛
星

地
形

デ
ー

タ
（

0.
5ｍ

メ
ッ

シ
ュ

）
お

よ
び

現
地

測
量

デ
ー

タ
 

 

 
 

Q
35

A
 

デ
ー

タ
入

手
に

あ
た

り
、

問
題

点
は

あ
り

ま
し

た
か

？
 

☐
 は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
36

 
統

合
モ

デ
ル

に
お

い
て

「
広

域
」

と
「

狭
域

」
そ

れ
ぞ

れ
に

使
わ

れ
た

写
真

デ
ー

タ
の

ソ
ー

ス
を

教
え

て
下

さ
い

（
衛

星
写

真
デ

ー
タ

、
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

な
ど

）
。

 
＜

回
答

＞
 

衛
星

写
真

解
像

度
0.

5ｍ
（

新
規

撮
影

二
回

）
・

地
形

デ
ー

タ
（

広
域

2.
5ｍ

メ
ッ

シ
ュ

、
狭

域
0.

5ｍ
メ

ッ
シ

ュ
）

：
国

内
ベ

ン
ダ

ー
 

 

 
 

Q
36

A
 

デ
ー

タ
入

手
に

あ
た

り
、

問
題

点
は

あ
り

ま
し

た
か

？
  

☐
 は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
37

 
点

群
デ

ー
タ

の
作

成
は

行
い

ま
す

か
？

  
☐ は

い
 


 い

い
え

 
 

 
 

G
. 
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
群

 
Q

38
 

業
務

で
使

用
し

て
い

る
、

B
IM

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

使
用

ソ
フ

ト
名

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

：
 A

ut
oC

A
D

 C
iv

il 
3D

, I
nf

ra
 W

or
ks

 
使

用
ソ

フ
ト

名
（

チ
ー

ム
内

の
み

）
：

A
ut

oC
A

D
 C

iv
il 

3D
, I

nf
ra

 W
or

ks
 

 

 
 

Q
39

 
異

な
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

間
で

、
デ

ー
タ

の
連

携
は

実
施

し
て

い
ま

す
か

？
 

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
39

A
-1

 
Q

39
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

間
で

デ
ー

タ
の

連
携

を
す

る
理

由
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

  
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
39

A
-2

 
Q

39
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

間
で

デ
ー

タ
の

連
携

で
困

っ
た

経
験

は
あ

り
ま

す
か

？
 

☐ は
い

 
☐ い

い
え

 
 

 
 

Q
39

A
-3

 
Q

39
A

-2
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

詳
細

を
教

え
て

く
だ

さ
い

？
 

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
39

A
-4

 
Q

39
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
拡

張
子

を
デ

ー
タ

連
携

す
る

際
に

使
用

し
ま

す
か

？
  

＜
回

答
＞

 
 

 
 

Q
40

 
B

IM
デ

ー
タ

の
成

果
品

の
拡

張
子

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
dw

g,
 sq

lit
e 

 

 
 

A1-147



N
o.

19
 

Q
41

 
B

IM
モ

デ
ル

構
築

や
運

用
の

た
め

に
使

用
し

て
い

る
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

の
種

類
（

ス
ペ

ッ
ク

）
や

台
数

、
金

額
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

ノ
ー

ト
PC

 マ
ウ

ス
: I

nt
el

(R
) C

or
e(

TM
) i

7-
97

50
H

 C
PU

 @
 4

.5
0G

H
z,

6
コ

ア
, メ

モ
リ

32
G

B
 

ノ
ー

ト
PC

 D
el

l: 
In

te
l(R

) C
or

e(
TM

) i
7-

65
60

U
 C

PU
 @

 3
.2

0G
H

z,
４

コ
ア

, メ
モ

リ
16

G
B

 
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
PC

 D
el

l P
re

ci
si

on
 5

82
0 

To
w

er
：

In
te

l(R
) X

eo
n 

®
 W

-2
25

5 
@

 4
.5

0G
H

z,
10

コ
ア

, メ
モ

リ
64

G
B

 
 

 
 

Q
42

 
ど

の
よ

う
な

B
IM

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
？

（
複

数
回

答
可

）
 

☐ R
ev

it 


 C
iv

il3
D

 
☐ A

rc
hi

 C
A

D
 

☐ M
ic

ro
 S

ta
tio

n 
☐ T

ek
la

 


 そ
の

他
（

In
fr

a 
w

or
ks

,  
G

lo
ba

l M
ap

pe
r）

 
 

 
 

Q
42

A
 

そ
れ

ら
使

用
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

使
用

目
的

や
ラ

イ
セ

ン
ス

数
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

目
的

：
道

路
計

画
、

設
計

（
概

算
土

工
数

量
の

算
出

と
可

視
化

の
た

め
の

基
本

情
報

モ
デ

ル
作

成
）

 
ラ

イ
セ

ン
ス

：
ス

タ
ン

ド
ア

ロ
ー

ン
ラ

イ
セ

ン
ス

及
び

、
会

社
単

位
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ラ
イ

セ
ン

ス
使

用
（

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
2
ラ

イ
セ

ン
ス

の
み

使
用

。
（

K
EI

 1
, E

JE
C

 1
）

 
 

 
 

Q
42

B
 

そ
れ

ら
の

購
入

は
、

事
業

費
で

購
入

し
て

い
ま

す
か

？
 

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

H
. 

BI
M

導
入

体
制

と
能

力
 

Q
43

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

や
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

側
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

B
IM

技
術

者
は

い
ま

す
か

？
 


 は

い
 

☐ い
い

え
 

 

 
 

Q
43

A
 

Q
43

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
そ

の
技

術
者

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

メ
ン

バ
ー

で
す

か
？

そ
れ

と
も

、
委

託
者

で
す

か
？

 
<A

ns
w

er
>プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
 

 

 
 

Q
44

 
B

IM
技

術
者

の
構

成
と

人
数

に
つ

い
て

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
  

B
IM

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

（
 

 
 

 
 

 
 

1
名

）
 

B
IM

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
 

 
 

 
 

1
名

）
 

B
IM

モ
デ

ラ
ー

（
 

 
 

 
 

 
 

 
0
名

）
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
名

）
 

 

 
 

Q
44

A
 

そ
の

B
IM

技
術

者
に

つ
い

て
、

教
え

て
く

だ
さ

い
。

（
出

身
業

界
、

専
門

分
野

、
経

験
年

数
、

使
用

可
能

ソ
フ

ト
、

保
有

資
格

な
ど

）
 

＜
回

答
＞

 
B

IM
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
：

 
業

界
：

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

専
門

分
野

：
道

路
計

画
、

設
計

 
経

験
年

数
：

26
年

（
道

路
計

画
設

計
18

年
、

C
A

D
ベ

ン
ダ

ー
8
年

）
 

使
用

可
能

ソ
フ

ト
：

C
iv

il 
3D

、
R

ev
it、

M
ap

 3
D
、

N
av

is
w

or
ks
、

in
fr

a 
w

or
ks
（

少
々

）
 

B
IM

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

：
 

業
界

：
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

 
専

門
分

野
：

道
路

計
画

、
設

計
、

測
量

、
G

IS
 

経
験

年
数

：
20

年
（

建
築

・
土

木
設

計
7
年

、
道

路
計

画
設

計
13

年
）

 
使

用
可

能
ソ

フ
ト

：
C

iv
il 

3D
、

M
ap

 3
D
、

in
fr

aw
or

ks
、

Pi
x4

D
、

G
lo

ba
lM

ap
pe

r、
Q

-G
IS

 
 

 
 

Q
44

B
-1

 
B

IM
技

術
者

の
中

に
、

実
施

国
出

身
の

人
は

い
ま

す
か

？
  

☐ は
い

 


 い
い

え
 

 

 
 

Q
44

B
-2

 
Q

44
B

-1
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

そ
の

技
術

者
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
と

人
数

を
お

し
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
44

B
-3

 
実

施
国

出
身

の
B

IM
技

術
者

は
、

ど
の

よ
う

に
、

B
IM

ス
キ

ル
を

習
得

し
て

い
ま

す
か

？
  

☐ 企
業

で
習

得
（

 
 

 
名

）
 

☐ 教
育

機
関

で
習

得
（

 
 

 
名

）
 

☐ 独
学

で
習

得
（

 
 

 
名

）
 

☐ そ
の

他
（

 
 

 
名

）
 

 

 
 

Q
45

 
B

IM
技

術
者

は
容

易
に

確
保

す
る

事
が

で
き

ま
し

た
か

？
 

☐ は
い

 
☐ い

い
え

 
 

 
 

Q
45

A
 

Q
45

の
ご

回
答

に
つ

い
て

、
そ

の
理

由
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
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Q
46

 
B

IM
技

術
者

の
給

与
水

準
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
   

B
IM

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

（
 

 
 

 
U

SD
）

 
B

IM
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（

 
 

 
 

U
SD

）
 

B
IM

モ
デ

ラ
ー

（
 

 
 

 
U

SD
）

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
U

SD
）

 
 

 
 

Q
47

 
B

IM
技

術
者

の
給

与
単

価
に

つ
い

て
は

、
公

的
な

技
術

者
単

価
表

を
参

照
し

て
い

ま
す

か
？

 
☐ は

い
 

☐ い
い

え
 

 

 
 

Q
48

 
B

IM
技

術
者

以
外

（
そ

の
他

の
専

門
技

術
者

）
の

B
IM

に
関

す
る
知

識
や

理
解

は
必

要
で

あ
る

と
思

い
ま

す
か

？
  


 は

い
 

☐ い
い

え
 

 

 
 

Q
48

A
-1

 
Q

48
で

「
は

い
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

ど
の

程
度

の
理

解
や

知
識

が
必

要
で

あ
る

と
思

い
ま

す
か

？
 

☐ B
IM

デ
ー

タ
を

構
築

で
き

る
レ

ベ
ル

 


 B
IM

デ
ー

タ
を

確
認

で
き

る
レ

ベ
ル

 
☐ そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

 
 

Q
48

A
-2

 
Q

48
で

「
い

い
え

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
そ

の
理

由
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
49

 
事

業
に

お
け

る
、

現
在

の
実

施
体

制
や

B
IM

技
術

者
に

つ
い

て
、

抱
え

て
い

る
課

題
が

あ
れ

ば
、

教
え

て
く

だ
さ

い
。

（
例

：
技

術
者

の
確

保
が

困
難

な
ど

 
 

）
 

＜
回

答
＞

 
・

技
術

者
の

確
保

が
困

難
 

・
実

施
体

制
と

し
て

、
指

示
書

に
て

B
IM

/C
IM

対
応

の
国

内
技

術
者

を
含

め
た

M
M

の
検

討
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

 
 

 
 

Q
50

 
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

側
の

B
IM

実
施

体
制

や
B

IM
デ

ー
タ

構
築

や
運

用
の

技
術

レ
ベ

ル
に

、
問

題
は

あ
り

ま
す

か
？

 
☐ は

い
（

実
施

体
制

）
 

☐ は
い

 （
技

術
レ

ベ
ル

）
 


 い

い
え

 
 

 
 

Q
50

A
 

Q
50

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
具

体
的

に
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
事

が
問

題
で

あ
る

と
感

じ
て

い
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
 

 
 

I. 
コ

ス
ト

 
Q

51
 

B
IM

デ
ー

タ
構

築
や

運
用

の
費

用
（

機
材

調
達

費
・

技
術

者
人

件
費

・
通

信
費

）
は

、
契

約
に

す
べ

て
含

ま
れ

て
い

ま
す

か
？

 


 は
い

 
☐

 い
い

え
 

 

 
 

Q
51

A
 

Q
51

で
「

い
い

え
」

と
ご

回
答

い
た

だ
い

た
場

合
、

含
ま

れ
て

い
な

い
理

由
は

な
ぜ

で
す

か
？

ま
た

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
項

目
で

す
か

？
 

＜
回

答
＞

Q
10

A
で

回
答

 
 

 
 

Q
52

 
契

約
業

務
の

内
、

B
IM

を
運

用
す

る
た

め
に

か
か

る
費

用
は

お
お

よ
そ

い
く

ら
に

な
り

ま
す

か
？

 
＜

回
答

＞
詳

細
度

に
よ

る
た

め
、

費
用

の
算

出
は

一
概

に
回

答
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

 
 

 
 

Q
53

 
B

IM
の

導
入

に
よ

っ
て

、
新

た
に

必
要

と
な

る
費

用
項

目
は

何
で

す
か

？
  

☐
 機

材
関

連
費

 


 B
IM

技
術

者
人

件
費

 
☐

 そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

Q
54

 
B

IM
リ

ク
ワ

イ
ヤ

メ
ン

ト
に

よ
り

、
B

IM
導

入
費

用
以

外
の

部
分

の
コ

ス
ト

の
増

減
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

増
加

す
る

コ
ス

ト
項

目
：

 
高

い
詳

細
度

を
求

め
ら

れ
た

場
合

の
B

IM
技

術
者

人
件

費
。

 
 減

少
す

る
コ

ス
ト

項
目

：
 

B
IM

自
体

が
建

設
全

体
の

効
率

化
を

目
指

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

行
う

調
査

、
設

計
だ

け
で

の
コ

ス
ト

削
減

は
困

難
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 
 

 
 

J.
 
導

入
効

果
と

課
題

 
Q

55
 

B
IM

導
入

の
目

的
は

、
達

成
す

る
事

が
で

き
て

い
ま

す
か

？
 


 は

い
 

☐ い
い

え
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Q
55

A
 

Q
55

の
回

答
に

つ
い

て
、

達
成

で
き

そ
う

に
な

い
部

分
や

、
今

後
懸

念
し

て
い

る
点

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
＜

回
答

＞
 

 

 
 

Q
56

 
B

IM
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

に
よ

り
、

業
務

上
の

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

こ
と

は
で

き
て

い
ま

す
か

？
 


 は

い
 

☐ い
い

え
 

 

 
 

Q
56

A
 

Q
56

で
「

は
い

」
と

ご
回

答
い

た
だ

い
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

リ
ス

ク
を

低
減

で
き

て
い

ま
す

か
？

 
＜

回
答

＞
 

・
土

工
数

量
算

出
時

の
エ

ラ
ー

の
防

止
 

・
道

路
計

画
に

お
け

る
の

り
面

展
開

図
と

数
量

の
整

合
性

の
確

保
（

品
質

の
確

保
）

 
 

 
 

Q
57

 
B

IM
を

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
従

来
よ

り
大

幅
に

改
善

さ
れ

た
点

は
何

で
す

か
？

（
最

大
の

効
果

は
何

で
す

か
？

）
 

＜
回

答
＞

 
・

土
工

数
量

算
出

の
迅

速
化

と
品

質
の

向
上

 
・

道
路

計
画

を
行

う
上

で
の

道
路

用
地

境
界

の
把

握
 

・
図

面
と

数
量

の
整

合
性

 
 

C
/P

や
JI

C
A
と
の
協
議
に
お
け
る
活
用
な
ど
は
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 
現

段
階

で
は

モ
デ

ル
を

見
せ

る
の

み
で

協
議

は
実

施
し

て

い
な
い
。

 

Q
58

 
B

IM
を

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
増

減
し

た
作

業
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
  

増
加

し
た

作
業

：
  

・
道

路
計

画
を

行
う

前
の

地
形

モ
デ

ル
の

作
成

お
よ

び
チ

ェ
ッ

ク
 

・
不

要
と

思
わ

れ
る

モ
デ

ル
化

 
減

少
し

た
作

業
：

 
・

道
路

計
画

お
よ

び
設

計
 

 

 
 

Q
59

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
B

IM
活

用
を

通
じ

て
、

判
明

し
て

い
る

・
感

じ
て

い
る

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
B

IM
活

用
の

課
題

点
は

何
で

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
・

B
IM

技
術

者
の

教
育

方
法

 
・

B
IM

技
術

者
の

人
材

不
足

 
・

発
注

者
側

の
理

解
 

 

発
注

者
側

（
JI

C
A
）

は
、

ど
の

よ
う

な
事

に
つ

い
て

の
理

解
が

必
要

で
し

ょ
う

か
？

 
 

例
え
ば
属
性
情
報
を
付
加
し
た
場
合
、

JI
C

A
が
そ
れ

を
確
認
す
る
必
要
性
が
重
要
。

 
 

ま
た

、
発

注
者

が
ビ

ュ
ー

ワ
ー

で
確

認
で

き
る

人
材

と
教
育
、
機
材
等
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

 
 

発
注

者
に

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

フ
ェ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
詳
細
度
の
要
求
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 
Q

60
 

B
IM

導
入

し
た

事
に

よ
り

、
コ

ス
ト

削
減

効
果

は
ど

れ
く

ら
い

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
B

IM
自

体
が

建
設

全
体

の
効

率
化

を
目

指
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
行

う
調

査
、

設
計

だ
け

で
の

コ
ス

ト
削

減
は

困
難

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
施

工
側

で
の

コ
ス

ト
削

減
効

果
事

例
は

多
く

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

 
 

 
 

Q
61

 
B

IM
を

導
入

す
る

こ
と

は
、

設
計

や
施

工
の

ど
の

よ
う

な
点

に
お

い
て

、
品

質
が

向
上

す
る

と
考

え
て

い
ま

す
か

？
 

＜
回

答
＞

 
調

査
、

計
画

、
設

計
、

施
工

、
維

持
管

理
を

同
じ

モ
デ

ル
で

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

品
質

の
向

上
が

可
能

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 
 

 
 

Q
62

 
施

工
の

際
、

工
事

作
業

員
や

周
辺

住
民

な
ど

へ
の

理
解

促
進

の
た

め
に

、
B

IM
デ

ー
タ

を
使

用
し

て
い

ま
す

か
？

 
＜

回
答

＞
 

使
用

し
て

い
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

も
あ

る
。
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N
o.

19
 

追
加

質
問

事
項

 
N

o.
 

追
加
質
問

 
回

答
 

Q
63

 
無
償
資
金
協
力
事
業
に
お
い
て
、

JI
C

A
で

B
IM

/C
IM

活
用
に
た
め
の
基
準
・
要
領
を
定
め
る
と
し
た
ら
、
ど
の
程
度
の
精
度
（
細

か
さ
）
の
も
の
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

  
詳
細
度
よ
り
も
、
発
注
者
が

B
IM

モ
デ
ル
を
確
認
で
き
る
人
材
、
機
材
お
よ
び
そ
の
必
要
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

結
果
に
応
じ
て
、
詳
細
度
が
決
定
さ
れ
る
。

 
Q

64
 

無
償
資
金
協
力
事
業
に
お
け
る

B
IM

/C
IM

活
用
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
考
え
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

 
 

 
最
終
的
に
施
工
監
理
ま
で
活
用
す
る
場
合
も
含
め
、
詳
細
な
数
量
を
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か
と
い
っ
た
よ

う
に
、
導
入
に
際
し
て
基
準
が
必
要
。

 
 

B
IM

を
数
量
算
出
に
用
い
る
の
か
、
モ
デ
ル
の
可
視
化
を
行
う
こ
と
で
あ
る
か
、
導
入
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

 
 

O
D

で
は
概
算
数
量
の
算
出
と
意
思
決
定
の
た
め
の
モ
デ
ル
が
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
が
、

D
D

で
は

O
D

か
ら
詳
細
度

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
か
な
ど
も
基
準
が
必
要
。

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
技
術
移
転
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
も
併
せ

て
流
れ
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

 
Q

65
 

本
案
件
で
、

JI
C

A
が

O
D

A
に

B
IM

を
導
入
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
条
件
や
要
求
事
項
が
あ
れ
ば

B
IM

を
活
用
で
き
る
か
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
が
、
そ
の
時
に
最
低
限
必
要
な
事
項
は
何
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

 
 

道
路
設
計
の
観
点
で
は
、
市
街
地
と
山
岳
地
に
よ
っ
て

B
IM

の
活
用
の
し
や
す
さ
が
変
わ
る
。
（
市
街
地
は

L
O

D
に

よ
っ
て
は
電
柱
や
水
路
と
い
っ
た
干
渉
が
多
く
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
）
そ
の
た
め
、
地
形
条
件
が
あ
る
と
良
い
と
考
え

る
。

 
 

市
街
地
の
道
路
で
は
拡
幅
、
改
良
で
あ
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
場
合
は
既
存
の
構
造
物
の
モ
デ
ル
化
も
必
要
な
た

め
、

B
IM

を
活
用
し
な
い
ほ
う
が
効
率
的
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
将
来
的
に
維
持
管
理
の
台
帳
と
し
て
活
用
で
き
る

面
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
場
合
は
現
状
が
全
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
か
ら

行
う
べ
き
と
考
え
る
。
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別添資料 2 CDE/ハードウェア/ソフトウェア調査結果 

2-1 BIM に用いる CDE(情報共有システム)の調査結果一覧表 

2-2 関係者別 BIM システム必要概算経費の比較 

2-3 BIM に用いるハードウェアの調査結果一覧表 

2-4 BIM に用いるソフトウェアの調査結果一覧表 
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https://www.mouse-jp.co.jp/store/g/gmousepro-w997sa4/
https://www.mouse-jp.co.jp/store/g/gmousepro-w997sa4/
https://jp.fujitsu.com/platform/pc/product/celsius/
https://jpn.nec.com/workstation/50/53xk/index.html
https://biz.panasonic.com/jp-ja/products-services/letsnote
https://biz.panasonic.com/jp-ja/products-services/letsnote
https://www.dospara.co.jp/plus/workstation/
https://www.tsukumo.co.jp/bto/pc/workstation/
https://www.ark-pc.co.jp/bto/list/?search=workstation
https://www.ark-pc.co.jp/bto/list/?search=workstation
https://www.frontier-direct.jp/contents/fair/game/
https://jp.msi.com/Workstations
https://jp.ext.hp.com/workstations/z4g4/
https://www.benq.com/ja-jp/monitor/stylish/gl2780/specifications.html
https://www.benq.com/ja-jp/monitor/stylish/gl2780/specifications.html
https://jp.store.asus.com/store/asusjp/ja_JP/pd/ThemeID.4850018000/productID.5346086300
https://jp.store.asus.com/store/asusjp/ja_JP/pd/ThemeID.4850018000/productID.5346086300
https://www.philips.co.jp/c-p/226E9QDSB_11/lcd-monitor
https://www.philips.co.jp/c-p/226E9QDSB_11/lcd-monitor
https://www.dell.com/ja-jp/work/shop/モバイル-デスクトップワークステーション/sr/workstations/precision-desktops/nvidia-quadro?appliedRefinements=9632,22810
https://www.dell.com/ja-jp/work/shop/モバイル-デスクトップワークステーション/sr/workstations/precision-desktops/nvidia-quadro?appliedRefinements=9632,22810
https://www.dell.com/ja-jp/work/shop/モバイル-デスクトップワークステーション/sr/workstations/precision-desktops/nvidia-quadro?appliedRefinements=9632,22810
https://www.dell.com/ja-jp/work/shop/モバイル-デスクトップワークステーション/sr/workstations/precision-desktops/nvidia-quadro?appliedRefinements=9632,22810
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別添資料 3 シンガポールと台湾の調査結果の一覧 



項目 シンガポール 台湾 ＯDA事業にBIM導入する場合に考慮／注意するべき要素や対応

BIMの導入状況

・事業がBIM適用規模の場合、確認申請時にBIMデー
タの提出義務あり
・入札要件にBIM導入の記載あり（EIRとして）
・施主のBIM導入要望により実施

・ほぼすべてのプロジェクトに導入されている

・事業がBIM適用規模の場合もしくは発注者側からの
要望がある場合にBIMを導入

・BIM導入する場合、事業との親和性が必要
（活用目的、事業規模・内容、IT活用状況など）

・BIMの効果を引き出すため、発注者の明確な目的や目標がある、も
しくはデジタル技術活用のビジョンや強い意志を持っている必要があ
る

BIMの活用フェー
ズ

・主に設計や施工段階で活用
・一部企業は、調査段階でも活用

・維持管理で使用する目的とした案件もあり

・主に設計や施工段階で活用

・維持管理で使用する目的とした案件もあり

・BIMは、設計段階から導入する
・調査段階の測量では、後工程でBIMで測量データが使用できるよう
に考慮する

・F/S調査では、ステークホルダや周辺案件（官民両事業の分野問わ
ず）のデジタル技術の活用状況を調べ、分析を図る

BIMへの
期待・活用目的

[BIM制定機関]
・BCAは全てのデータ構築から運用までの業務をデジ
タルで実施していく方針（IDD戦略）

[コンサルタント]
・発注者の要望に応え、自らもデジタルによる効率化
をさらに図りたい

[コントラクター]
・工期短縮、、人員削減、理解促進、安全・品質向上、
工事費削減、工程管理、業務管理

[施主]
・品質向上、理解促進、工事費削減

・目的によっては、継続的にデジタル機材の更新、BIM技術の習得な
どが必要である事を実施機関に理解してもらう必要がある

・案件だけでなく、実施機関や政府、業界の状況を考慮し、現実的な
ＢIM活用の目的とプランを立てて実行する必要がある

・コントラクターの対応能力や意思について、事前に検討や確認が必
要な場合がある

利用状況

・国内BIMガイドラインとISOに準拠

・入札(EIR)／契約書に記載のBIM要件に準拠
（稀に技術者要件に、資格保有がある案件あり）

・土木構造物での活用に関しては、Particular
conditionsやEssential Guideで適用できている

・国内BIMガイドラインとISOに準拠

・ガイドラインがない分野では、ISOに準拠

・情報マネジメントについて定義された、国際標準ISO19650を準拠ま
た参考にするべき（実施国でガイドライン未整備の場合も含む）

・また、目的や状況に応じその他のISOやBIM関連のガイドラインに準
拠する

・ガイドライン未整備の場合、事業内容とBIM活用の目的や目標、業
界の動向や政府（実施機関）の方針等と併せて議論し、基準を設定す
る

使用上の課題

・特段の問題はない

・ステークホルダにBIMを使用するねらいを明確にする
べき
・自社独自のBIMガイドラインが必要（既に保有してい
る）

・BIMモデルから切り出す事ができない図面に関して
は、仕様書で明確にするべき（建築設備のダイアグラ
ム図など）

・事業におけるBIM活用の目的・目標を明確にする
・不明確な点は早期に対応し、後工程での変更を最小限にする

BIMの要件

・発注者側がBIMの要件（EIR）を作成し、入札でBIM活
用を要求する

＜BIMの要求がない場合＞
・コントラクターは、何らかの利益が得られると判断す
る場合、独自で採用する場合あり（施工検討に使用す
る等）

・発注者によって要求する

・応札時の技術評価項目にBIM技術は含まれていな
い

・入札図書では、目的を達成するために必要なBIM活用要件をEIRとし
て記載する

・活用の目的を達成するためには、入札図書作成前にコントラクター
側に仕様や技術難易度等について事前調査も考えられる

・BIM技術の普及途中であるため、技術評価項目にBIM技術を含める
べきではない。しかし、内容によってはBIMを活用したVE提案や技術
提案ができるような入札内容も考えられる

EIRやBEPの作成
者

＜EIR＞
・発注者（コンサルタントなど）が作成する

＜BEP＞
・応札者（請負者）が作成する
（設計段階はコンサルタント、施工段階はコントラク
ター）

＜EIR＞
・発注者が作成する
（属性情報についても発注者が作成）

＜BEP＞
・応札者が作成する

＜EIR＞
JICAが発注者の場合、JICAが作成する
実施国が発注者の場合、実施機関（入札図書を作成するコンサルタ
ント）が作成する

＜BEP＞
応札者（コンサルタントまたはコントラクター）が作成する

EIRの作成
・BIMガイドラインを参考に作成
・コンサルタントが発注者に提案を実施して作成

・BIMガイドラインに記載の要件、26項目の中から設定
（項目は、情報統合、干渉確認、工程管理、省エネ等
の観点から評価）

＜設計＞
特記仕様書にBIMの要件をEIRとして記載する
＜施工＞
入札図書にEIRをBIMの要件として含める

BIM活用の主流

・設計や施工の確認・検討
・ステークホルダと共有
（打合せ、コラボレーション、ドキュメンテーション、シュ
ミレーション、As-built DWG）

・4D、5D(図形情報＋属性情報+工程+コスト)の活用
・コントラクターは、As-builtモデルを作成する。
（維持管理BIMまでは作成しない）
・現状、BIMデータと積算の紐づけては実施していない

・設計確認
・ステークホルダと調整
・BIMモデルを隔週で収集し、BIMチームで統合。統合
モデルで進捗確認、共有する。

・4D(図形情報＋属性情報＋工程)

・施工契約上、BIMデータと積算の紐づけは行ってい
ない

＜BIMによる設計業務＞
・BIM（図形情報と属性情報）で構造物をステークホルダとデータ共有
しながら設計を行う
・BIMデータをステークホルダと共有し、輻輳した部分の調整や確認す
るためのツールとして使用する

＜BIMによる施工管理／監理業務＞
・施工においてステークホルダとインターフェースや合意形成、進捗管
理などの業務ツールとして使用する

BIMデータの移行
における注意や課
題点

・設計者から施工者等へのデータ移行に関して技術
的問題は特にない(要件通りに履行する)

・設計変更等でデータ受渡しが遅れるとコントラクター
の活用（後工程）に影響がある。考慮するべきリスク等
については明確にEIRやBEPで定義する

・データ移行での問題は特にない

・設計と施工でのBIMの目的が異なるため、施工者が
BIMを作り直している現状がある

設計から施工側へデータ引継ぎには、BIMによる設計データだけでな
く、その仕様（データ構造の情報）についても引き継ぐ必要がある

BIMに適した
入札方式や事業
プロセス

・設計施工一括発注方式
・ECI方式(Early Contractor Involvement)

・BIM要件と責任範囲を明確にするため、BIM導入に
よって必要となる業務を整理する

・設計施工一括発注方式

＜設計＞
・隔週で設計情報を収集し、フェデレーションモデルで
確認

＜施工＞
・BIMチームが隔週で各パッケージの進捗をフェデレー
ションモデルで確認する。インターフェースの必要性も
確認

BIM活用の難易度をステップアップさせながら実施する
【STEP1】
・BIMを活用した運用を主体的に試みる、設計施工一括発注方式で
BIM活用を実施する
・従来より設計施工一括発注方式が多い鉄道案件などで適用する

【STEP2】
・BIMデータの構築・引継ぎは必要な、設計施工分離発注方式でBIM
活用を実施する
・従来より設計施工分離方式がが多い建築案件などで適用する

使用するLOD

＜設計＞
LOD300
（まれに、LOD350（部分的にはLOD400）まで作成する
場合がある）
＜施工＞
LOD400　（最大LOD450の経験あり）

＜設計＞
LOD300
＜施工＞
LOD400

＜設計＞
LOD300
＜施工＞
LOD400
※維持管理にBIMを使用する場合、LOD500まで作り込む必要性は高
くない
※設計施工分離の場合、設計時はLOD350も考えられる。施工には、
詳細設計の情報が多く求められるため

構築するモデル／
構築する範囲

＜例：建築案件＞
建物構造モデル、建物サービス（建物設備）モデル
（その他、案件毎の特殊事情あり）

＜例：空港官憲＞
地形モデル、意匠モデル、構造モデル、地下設備モデ
ル、MEPモデル、維持管理モデル、
旅客輸送、ボーディングブリッジ、インフラ（通信）

・EIRに、必要なモデルもしくは実装する範囲について記載する

モデル構築の状
況

・サブコン等と共同して構築

＜モデル統合＞
・様々な場面で、BIMモデルの統合を実施している
・統合モデルの作成は膨大な情報処理作業となる
・統合するモデル数は、インフラ案件＞建築案件
・統合業務は多くの関係者による連携が必要である

＜モデル統合＞
・意匠、構造、MEP、土木モデルの統合を実施

・モデル統合の目的を明確にし、実施する

概要

制度 （基準やガイドライン）

EIRとBEP

データ活用

データ構築
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測量データの活用 ・UAVなどによる測量データをBIMに活用
・測量データをBIMに活用
・3D GISをBIMに使用

・BIMデータと連携し活用する事を検討・考慮するべき

点群測量データ ・使用している案件あり ・使用はしていない ・事業内容と技術活用の可能性、利点を整理し、検討・考慮

ソフトウェア購入
・プロジェクトで購入
・補助対象の事業に該当すれば、ソフトウェアやハー
ドウェアの購入補助が受けられる

・プロジェクトで購入
・BIMソフトウェアの購入に対し、補助制度あり

・ODA事業においてシステムの調達は、プロジェクトとする
・ソフトウェアの選定は、事業期間中の運用と後工程での利活用を十
分に考慮する

BIMソフトウェア

【Autodesk社】; Revit、Navisworks、Civil 3D、
Infraworks
【Bentley社】; Open Building、 Rail Track、Syunchro
＜その他＞
 【iTWO社】; cost　X
 【Google社】; Sketch Up
 【Fuzor】;

【Autodesk社】; Revit、Navisworks、Civil 3D
(Navisworksを発注者のためのビュアーソフトとして使
用)

・目的に応じて、適切なソフトを選択
・実施国のBIMサプライチェーンの状況も考慮する

BIMソフトの
使用方針

・発注者の要件次第
（コンサルタントは発注者に提案する場合もある）
・最終目標・目的に基いてソフトウェアを選択

・プロセスフローがわかりやすい
・データ転送が簡単
・ステークホルダと正確かつ効率的なデータ共有およ
びコーディネーションを実現できる
・データ蓄積が容易

・発注者の要件次第
（コンサルタントは発注者に提案する場合もある）
・最終目標・目的に基いてソフトウェアを選択

・事業セクターや運用等の特性をソフトウェア活用方針にも反映させ
る。
・実施機関の方針によるが、設計や施工だけでなく、維持管理まで活
用を目指した方針とすることが投資コストを回収できる。
・ソフトウェアはアップデートされるため、常にデジタル技術に対応して
行く必要がある

データ共有ソフト

【Aoutdesk社】; BIM360、Auto desk construction cloud
【Bentley社】; Projectwise
【Oracle社】; Aconecx
【Hubble社】; Hubble （シンガポールで開発された、総
合建設管理デジタルプラットホーム）

【Dropbox社】; Dropbox
【Google社】; Google Drive

【Autodesk社】;BIM360

【自社開発】; Self-development PMIS system

・コントラクターからIT活用に関するEV提案を促す事や実施機関にも
選択肢できるなど、ソフト選択に最適な方法を検討する

・データ共有の運用方法や環境、トラブル、セキュリティについて、運
用前に実施機関に説明および内容について合意する必要がある

データ共有ソフト
の使用方針

・入札要件（EIR）で指定
・互換性の高さ（Autodesk社）
・アクセス権限の制御によって管理が可能
・データの包括的管理が容易

・高いデータセキュリティ、低コスト、多くのローカル
ユーザー
・共同作業が容易

・データ共有の目的や範囲、その方法について、運用前に設定する
・施工マネージメントツールとして使用する場合、運用ルールを定め、
合意する

データ共有による
効果

・リモートでも意思疎通が可能
・ステークホルダが同じデータソースにアクセスし、視
覚的に確認できる

・タイムリーかつ正確に情報確認が可能
・ステークホルダがBIMモデルの進捗状況を確認でき
る
・必要なインターフェースを早期発見できる
・コントラクターが必要なインターフェースを理解できる
・施工段階での手戻りリスク低減

・実施機関にデジタル活用による利便性や可能性性について理解し
てもらう必要がある。（対象事業、分野、関連業界等への影響）

データ共有による
課題

・ステークホルダは、CDEやBIMに関する知識に精通し
ている必要がある

・メインコントラクターの負担が増加
・新しいプラットホームを導入する場合、操作技術の成
熟まで時間がかかる
・作業は通信環境に左右される
・プロジェクトの合理性に適合しない、ソフトウェアの使
用指定
・プロジェクトを離れた人のステータス更新がされない
・社内的なITポリシーによる制限

・運用ルールを準拠しない
（データ更新の忘れ）

・実施機関もBIMによるデータ共有や確認の業務ができる技能を習得
する必要がある
・ステークホルダが合意したBIM運用に関するルールを厳守する

データ共有に関す
るセキュリティ

＜セキュリティ＞
・サブコンとは機密保持契約を締結
・ソフトウェアのセキュリティは、ベンダーサポートを受
ける
・プラットフォームによって与えられる、アクセス管理を
実施
・担当事業別にアクセス権限を付与
・発注者の省庁によっては、サーバーを指定および
ファイル共有が禁止の案件がある

＜データ保証＞
・データ保証については、ステークホルダで合意書を
締結する

＜セキュリティ＞
・PMISの使用者は、レターを提出しアクセス権を付与

・情報セキュリティやトラブルシューティングについて契約などで定め
る

承認行為のため
のデータ共有

・共有したBIMデータで承認行為は行わない
・図面承認は、2次元図面での承認とする

・共有したBIMデータで承認行為は行わない、もしくは
一部分のみ
・図面承認は、2次元図面での承認とする

・基本的に、承認行為は2次元図面とし、BIMデータは参考扱いとする

データ共有の相手 ・発注者、コンサルタント、コントラクター、サブコン ・発注者、コンサルタント、コントラクター、サブコン ・EIRに、データ共有範囲やプロセスについて記載する

データ共有によっ
て発生した問題・
課題

・BIMソフトの使用方法について理解不足
・BIMへの過剰な期待および知識不足
・データ変換に伴うデータロス、時間のロス
・情報保存場所が周知されていない

・一部の企業はBIMの要件を満す十分な能力を保有し
ていない

上記の原因

・ソフトウェア同士の互換性が悪い
・ソフトウェアのバーションの違い
・後工程で参加する業者は、共有フォルダ内の情報構
造を理解していないため、情報を発掘できない

ベンダーロックイン ・特筆する対策はなし
・建設業者は、オリジナルソフトウェアを開発すること
ができない

・政府の電子化の方針について確認する必要がある

BIM活用における
課題

＜運用面＞
・発注者側は、BIM活用において主導権を握る必要が
ある
・発注者やエンジニアからの現実的ではないBIM要件
・施工現場でBIMを十分に活かしきれていないため、
工期、工事費の縮減につながってはいない
・ソフトウェアやシステムが高価
・データ構築作業量の増大に伴い、人員の増員が必
要
・施工検討などにBIMデータの使用が禁止されている
場合、（As-Builtモデル提出のみ）コントラクターの活
用効果は低い
・BIM技術者不足に伴い、モデリング作業に遅れが生
じている。よって現場作業が停止する時がある

＜技術面＞
・BIMやデータ管理の理解不足
（3D CADの延長のような理解が多い）

＜運用面＞
・BIMデータを使用した見積評価は、標準化できないた
め困難
・発注者がBIMを使用できないため、BIMデータの照査
を委託しなければならず、工期短縮ができていない

＜能力面＞
・一部の企業は能力不足のためガイドライン制定した
が予想を下回っている。インターフェーズをBIMででき
ない技術レベル
・発注者のBIM技術についての知識や理解が必要
・発注者と設計者間でBIM技術に対してギャップが発
生しやすい

＜設計段階＞
・データ構築とそのコラボレーションツールを主眼とした活用

＜施工段階＞
・監理側は、効果的なデータマネージメント
・施工側は、検討や管理など効果的な活用を展開する事を主眼とした
運用

BIM活用における
削減効果
（工期、工事費、
LCC費、人員削
減、CO2削減など）

・入札時の図面不備や、時間的制約の中で正確な数
量把握が可能
・打合せ時間や施工図準備時間の短縮
・作業手順での理解促進
・図面変更の回数が減少
・マンパワーを最適化し、エンジニアリング作業に注力
できる
・ペーパー作業の削減

・監理者は、2次元とBIMモデルでダブル確認ができ、
手戻りを削減

・BIM導入による目的・目標を明確化し、適した活用を実践する
・また、ステークホルダで相乗効果を生み出す運用とする

測量データ

BIMソフトウェア

データ共有環境

ベンダーロックイン

BIM活用の効果と課題

・情報セキュリティやトラブルシューティングについて契約で定める
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リスクの低減効果

＜工期遅延リスク＞
・施工不良や手戻り作業
・輻輳している部分の工事責任範囲や設計上の取り
あいの事前確認

・設計エラーの早期発見、手戻り削減
・より正確な工程管理

最大の改善点

・過剰資材発注の減少
・多くのVE検討が可能
・作業開始前のシュミレーションがより正確にできる
・地下部分の干渉を発見しやすい
・高機能施設（医療施設）のMEPの容易なコーディネー
ション

・様々な情報を備えた現実に近いモデルを持つ事がで
きる
・維持管理で使用する事ができる

プロジェクトにおけ
るBIMの課題

・BIM技術者の不足
・ステークホルダのBIM知識不足
・ソフトウェア、ハードウェアの制限
・プロジェクトにおけるBIM要件の明確な定義
・高スペックなハードウェアが必要
・通信環境に左右される
・土木（港湾、埋め立て工事）では、2次元でも管理可
能

・設計者からのデータ引継ぎの遅れや変更による再共
有などは、施工活用に大きな影響を与える

・発注者のBIMに対する理解が必要
（初期段階での部材干渉の解消要求）
・BIMで短時間でできる事とそうでない事がある

・人件費高騰によって適切な技術の展開が確保できない可能性があ
るため、実施国におけるBIM技術者の調査をする必要がある

・事業分野や工種によっては、BIMの活用効果は低い場合がある

品質や安全への
活用

・BIMモデルから2次元図面の切り出しにより、齟齬の
ない図面出力
・早期に干渉部の検出
・4Dを使用して、サイトプログラムの問題を可視化
・オフサイトでのプレキャスト化や製品制作でのリスク
低減化
・作業員や住民説明に使用

・交通計画などを周知 ・品質や安全管理に積極的に活用する

BIM技術者のタイ
プ

・デジタルデリバリーマネージャー
・BIMマネージャー
・ＢIMコーディネーター
・BIMモデラ―

・BIMマネージャー
・ＢIMコーディネーター
・BIMモデラ―

・BIM活用には、マネージャー、モデラ―、コーディネーターが必要
・BIMの実装規模によって、BIM技術者の人数は変化

BIM技術者の資
格・研修制度

・BCA Academyやベンダーの研修プログラムを受講
・企業の社内研修やトレーナー制度を実施
・独学で習得

・資格保有が技術者の要件としている案件あり

・ベンダーの研修プログラムを受講
・企業の社内研修
・公共事業では、発注者が請負者にベンダーによる研
修を提供

・BIM技術者のスキルは、実務経験者が望ましい

BIM技術者の雇用
に関する課題

・BIM技術者不足（コスト増になる要因）
・給与高騰
・技術レベルに個人差がある
・建築・土木の両知識を持つ技術者が少ない

・BIM技術者不足
・実務経験を通して技術者を育成

・技術者不足によりコスト増となる場合もある
・アウトソーシングするとBIM技術の知識が蓄積しない

BIM技術者の
労務単価

・標準労務単価を使用していたが、現在は公平性（提
案の有効性）を担保するため使用していない

＜相場＞
【BIM Manager】 約USD 11,000
【BIM Coordinator】 約USD 7,000
【BIM Modeler】 約USD 5,000

・BIM技術者の労務単価表はない ・従来の人件費にBIM技術者のコストが追加される

BIM技術者の
必要スキル

・BIM技術者のスキル（データ構築・運用）が不足して
いる
・エンジニアも少なからずBIMのスキルが必要

・BIM技術の更新が常に必要

・効率的な業務のため、エンジニアもBIMに精通してい
る必要が望ましい

・BIM技術者以外のエンジニアにもBIMのスキルが求められてくる
・BIM技術者だけでなく、ステークボルダ全員がBIMに関する知識や技
術を習得もしくは理解している事が望ましい

発注者の
BIM技術レベル

・特に問題ない
・特に問題ない
・組織としてBIM技術者はいない
・BIMでの照査は委託して実施するレベル

・事業後に運営者としてBIM活用する場合、BIM技術の習得が必要で
ある

コントラクターの
BIM技術レベル

・特に問題ない
・コントラクターも何らかの利益を見出せていると考え
ている（BCA）

・特に問題ない
・施工段階で高い活用効果を生み出すため、事前調査や技術提案等
についても検討・考慮するべき

期待する展望
（Q35）

・BIIMの需要は増すと考えている
・VR/AR/MRの活用は日常的に活用する事になる
・BIMの進展は、IOTや5Gの進捗にも着目する必要が
ある
・BIMのスコープを適切に評価し、設計から竣工まで
BIMを実装するべき

・BIMを適用するためには、発注者（事業者）が強い意
志を持ってビジョンを示し、請負者に関心を持たせBIM
によって利益を享受できるインセンティブを提供する必
要がある

・実施機関には、BIMのポテンシャルを理解してもらう必要がある。
・しかし、デジタル化とその技術の習得や習慣化までは少しずつテップ
アップする必要がある

今後の見通し、ビ
ジョン

・BCAは、建設業務のすべてをデジタル化するビジョン
あり
・デジタル化へ段階的に引き上げる（独立した2D図面
を使用しない）
・業務がBIMなどのデジタルに移行すれば、さらなるデ
ジタル化へのシフトは障害ではない

周辺デジタル技術
の活用

・UAVを使用した測量を実施
・自動化施工の採用事例はあまりない
・ICTを竣工検査の管理ツールに使用する案件あり
・ICT導入提案を要求する案件がある

・UAVやXRを活用
・ICT土工の活用事例はない

・物理的に持ち込む必要のある技術より、デジタル技術は国境を越え
やすい
・ICT建機の活用より、UAVやＬS測量等の活用でさらに大きな効果を
得られる可能性がある

ガイドラインの比
較
項目 シンガポール 台湾 BIM導入の検討時、考慮／注意するべき要素や対応

BIMモデリングとそ
の要素や属性

・各フェーズにおけるBIMモデリングの方法、BIMの要
素の種類や属性について記載

・LODの定義

・各フェーズにおける必要なBIMモデリングについて記
載

モデル情報の管
理

・ＢIMモデルの役割とその責任分担を表したマトリクス
表で管理

・モデル要素の分類構造や情報コードについて明記
（Omni Classを参照）

モデルの起点
・記載あり
（座標系（SVY21））

・記載あり
（座標系（TWD97））

・BIMの活用計画時、使用する座標系の検討を行い、モデル構築前に
取り決める

BEPに記載事項

・プロジェクト情報、目標と用途

・メンバーとその役割（人員配置及び能力）、プロセ
ス、データ要件（フォーマット）、共有モデルのための協
働手順と方法、品質管理、ソフトウェア

・適用目的・時期、技術者や知的財産、データ要件 ・発注者のEIRで要求する、BEPの内容の参考にする

モデルデータの
管理

・バージョン管理（作成者および使用者はベンダーと協
力し、運用に支障のないバージョン管理をする）

・モデリングデータの品質管理について
（モデリング調達契約書に記載する）

・実施国におけるBIM市場の状況や能力とを調査し、判断する

BIMによる共同作
業

・発注者、設計者、エンジニア、コントラクターの各
フェーズにおける協働のための役割

・調整業務（設計調整、干渉確認、空間検証等）にお
いてするべき事とその責任

・ステークホルダで協同するため、各ステージにおける
各者の役割

・作成されたデータのレビュー方法とその手順
（BIMモデル構築を委託で行う事を前提に記載）

・モデルの干渉確認や4Dシュミレーションのための仕
様書

・効率よく協働作業を実施するためには、BIMデータ運用の役割を明
確にし、運用体系はコンパクトにする

・BEPに運用のための要件を盛り込む。また、ステークホルダの役割
についてEIRで定義付が必要

モデルと図面

・2次元図面で承認する、BIMデータは参考扱い
・BIMファイルの交換フォーマット（オープンスタンダー
ドで提供）
・調整後の記録（マイルストーンで記録）

・納品はBIMデータ、3Dｐｄｆ、2次元図面とする
・竣工BIMモデルには、納品仕様書も添付する

・BIMデータや2次元図面の取り扱いについて、データ運用前に決定す
る

モデル運用

モデル構築

技術者

・BIMの仕様（モデル要素や分類体系）について、モデル構築前に取り
決める必要がある

・コントラクターは、仕様書記載の要件以外にも活用させるべき
（特に、As-built図面作成以外の工程や安全、品質管理にも活用）

BIMに関する期待

周辺技術の活用

A3-3



品質管理・保証
・BIMモデルの品質管理
（意匠、構造、電気設備のBIMデータに求められる事）
・データ情報の検証、干渉確認

・モデリングデータの品質管理について
（モデリング調達契約書に記載する）

・実行内容を担保できる品質管理が各フェーズで実施できるよう、特
記条件や契約で取決める必要がある

ワークフロー
・DBのワークフロー
・DBBのワークフロー（入札前と建設段階）

・BIM導入する契約方式(DBB、DB、IPD、メーカー先
導)別の実施効果や導入・運用のために必要な事項
・各フェーズにおける運用目的とその内容

・BIM導入の目的にあわせた、最適なワークフローや事業形態を検討
する

BIMのコスト 記載なし

・BIM導入初期コストの考え方や市場価格の調査・評
価の必要性、コスト算出の手順や基準、コストバラン
スの目安

・公共事業建設費見積マニュアルでＢIM活用コストを
算出（監理費や分析費、エンジニアの人件費）

・事業の初期段階に、実施国側にBIMシステムの導入および運用のコ
ストについて説明し、合意を得る必要がある

入札調達 記載なし
・入札手順や評価項目
・BIM専門会社の経験やリソース及び計画している実
装内容について

・BIM活用の内容や状況に応じて、応札時の技術評価項目とする場合
もある

BIM導入結果報告 記載なし
・BIMモデルや実施作業、分析などについて報告する
(前提条件や実装内容などの概要に加え、遭遇した困
難や解決策など)

・業務完了時には、BIM報告書を作成し、情報内容や構成が分かるよ
うにする

BIM技術

・モデル作成者、モデル使用者の役割について
・BIMマネージャーとBIMコーディネーターの役割につ
いて
（コンサルタントとコントラクター）

・発注者側およびベンダー側の双方のプロジェクト
チームに必要なBIM技術者について
・また、その役割と能力について

・各事業フェーズ毎に、必要技術者とその職務について整理・検討す
る
・実施国内のBIM技術能力・成熟度を確認する必要がある

システム 記載なし
・BIMに必要なソフトウェア、ハードウェア等およびその
機能やリソース

・実施国内のBIMシステムのサポート環境について確認する必要があ
る

BIM技術
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表－Dｘ推進にかかる情報収集・確認調査において整理されたBIM/CIM関連技術と製品の内容

技術の名称 主なビジネス１） 供給国

1-1. UAV（ド
ローン）関連技
術 （UAV）

UAV LiDAR 調査機材/ソフトの組合わせ 国産/海外
UAV-光学カメラ クラウド/解析の組合わせ 国産製品

1-2. 地上波
レーザース
キャナ関連技
術 （TER）

地上型レーザースキャナ 調査機材/ソフトの組合わせ 国産/海外

1-3. 地形デー
タ作成関連技
術 (DAG)

計測・地形データ自動生成サービス クラウド/解析の組合わせ 国産製品

2-1. BIM関連

技術 (BIM)

BIM360 シリーズ
BIM360 シリーズ （Docs, Design, Coordinate Build）
Dynamo / Grasshopper

Civil 3D

Revit
2-2. 交通シ
ミュレーション
関連技術

(TRA)
UC-win / Road 調査支援ソフト 国産製品

3-1. 施工BIM

関連技術

(BIM)
Navisworks （Manage） 海外製品
Navis+ 国産製品

3-2. TBM
（シールド施
工）関連技術
(TBM)

C-Shield

ARiGATAYA

セグメント情報管理システム
PADMS-NATM

3-3. 自動化施
工技術関連
（ICN）

マシンガイダンス （MG）
マシンコントロール（3DMC）TOPCON

マシンガイダンス（MG）コマツ

4-1. 帳票管理

システム

（RMS）
デジタル野帳
ペーパーレス「現場帳票」記録・報告・閲覧ソ リューション
建築・土木の生産支援クラウド
遠隔コミュニケーションツール 遠隔コミュニケーション
拡張現実：AR 仮想現実ソフト/機材

4-2. 複合現実

（XR）関連技

術 （XRS）

VR Safety Training 仮想現実ソフト/機材 国産製品

5-1. コンク
リート点検関
連技術

（CRT）
ひび割れの検出システム（KUMONOS）
ソナーによる橋梁下部工洗堀調査

スマートフォンによる道路性状の簡易評価システム（DRIMS）

橋梁点検ロボットカメラ
走行型 3D スキャナを用いた現地踏査・測量システム
（インフラドクター）
床版の損傷・路面空洞検出システム（スケルカ ー）
MMS モバイルマッピングシステム
走行型高速 3D トンネル点検システム（MIMM）
コンクリート表面塩分解析（コンクリートビュ ー）
橋梁近接目視点検飛行ロボットシステム

5-2. 法面点検

関連技術

（LND）
斜面崩壊検知センサー 調査支援ソフト/機材 国産製品

6-1. 複合現実

（XR）関連技

術 （XRS）

安全体感 VR トレーニング

XR と AI を活用したデジタル研修基盤

備考；1） 提供する主なビジネスモデルを示したが、下流側で多岐に及ぶ場合がある。

出典；「フィリピン国 ODA 事業（土木・建築工事）におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進にかかる情報収集・確認調査, 2021, 国際協力機構」を基に調査団が追記。

調査支援ソフト/機材 国産製品

仮想現実や人工知能を利用し
た研修機会の提供サービス

現在は
国内展開

ISP-LND-01

OPE-XRS-01

OPE-XRS-02

国産製品
我が国の得意とするシールド
工事の機材運用・管理機能を
中心とするソフト

施工機械の運用管理機能をも
つソフト

国産製品

主に現場データ管理ソフト
国産製品

主に設計から施工、維持管理
までを支援する基幹ソフトとクラ
ウドの組み合わせ

海外製品

主に施工支援機能を中心とす
るソフト

ISP-CRT-09
ISP-CRT-10

SPV-RMS-01
SPV-RMS-02
SPV-RMS-03

ISP-CRT-01

SPV-RMS-04
SPV-RMS-05

SPV-XRS-01

ISP-CRT-05

ISP-CRT-06
ISP-CRT-07

ISP-CRT-04

Code No.

ISP-CRT-08

CON-TBM-02
CON-TBM-03
CON-TBM-04

CON-ICN-01

1. 調査・測量関連のデジタル技術（SVY）

2. 設計関連のデジタル技術（DGN）

3. 施工関連のデジタル技術 (CON）

4. 施工監理関連のデジタル技術 （SPV)

5. 検査関連のデジタル技術 （ISP）

DGN-TRA-01

CON-BIM-01
CON-BIM-02

CON-TBM-01

CON-ICN-03

SVY-UAV-01
SVY-UAV-02

SVY-TER-01

SVY-DAG-01

DGN-BIM-01
DGN-BIM-02
DGN-BIM-03
DGN-BIM-04
DGN-BIM-05

6. 運転・維持管理関連のデジタル技術 （OPE）

ISP-CRT-02

ISP-CRT-03

CON-ICN-02
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第１章 ハンドブックの用途の説明

第1章 ハンドブックの用途の説明 

1) ハンドブック案の構成 

本ハンドブックは、案件形成や監理を担当する JICA 職員等が、BIM/CIM の導入検討や、BIM/CIM

を導入したプロジェクトの監理等を行う際に参照されることを想定している。BIM/CIM の基本的な特

性の理解を促進し、ODA 事業の形成段階や実施中の事業に BIM/CIM を導入するにあたり考慮すべき

事項を参照できる内容とした。項目に対する用途を表 1-1 に示す。 

表 1-1 ハンドブックの内容・用途 

章 項目 用途 

基
本
編 

第 2 章 BIM/CIM に関する基礎知識 
BIM/CIM の定義、基本情報・特徴、基準や方針などの整備状況

についての理解促進、および相手国実施機関への BIM/CIM 導入

の有効性の説明に活用する。 

第 3 章 
BIM/CIM に関する ODA 事業

での活用効果 

BIM/CIM による業務面での活用効果、および ODA 事業面での

効果についての理解促進、および相手国実施機関への BIM/CIM
導入の有効性の説明に活用する。 

実
務
編 

第 4 章 
BIM/CIM の有効性を判断する

ためのチェックリスト 

BIM/CIM の導入を検討している事業において、BIM/CIM が効果

を発揮する潜在的可能性を判断し、適切な支援策を選択するため

のガイドとして活用する。 

第 5 章 
協力準備調査（有償・無償）に

かかる業務指示書記載文案 

協力準備調査の業務指示書を作成する際に、BIM/CIM を導入す

る場合に記載すべき項目や注意すべきポイントを確認するため

に活用する。 

第 6 章 
資金協力事業（有償・無償）に

おける相手国実施機関との合

意文書記載文案 

相手国実施機関と合意文章を交わす際に、BIM/CIM を導入する

場合に記載すべき項目や注意すべきポイントを確認するために

活用する。 

第 7 章 
資金協力事業（有償・無償）に

おけるコンサルタント・コント

ラクター調達 TOR の作成 

資金協力事業においてコンサルタントやコントラクターを調達

する際の TOR に対し、BIM/CIM を導入する場合に記載すべき項

目や注意すべきポイントを確認するために活用する。 

第 8 章 
資金協力事業（有償・無償）に

おける必要経費の考え方 

事業費を審査する者の、BIM/CIM 導入に必要なハードウェアや

ソフトウェア、業務に関わる技術者等の経費についての理解を促

進するために活用する。 

第 9 章 実施機関の能力強化支援案 

BIM/CIM 導入の内容に合わせた研修や運営・人材育成計画等の

支援策について理解を促進し、相手国実施機関に BIM/CIM 活用

の能力が不足している場合に必要な支援を検討する際に活用す

る。 

参
考
編 

第 10 章 
BIM/CIM 導入プロジェクト事

例 
JICA 職員の BIM/CIM への理解促進、および BIM/CIM 導入の有

効性を実施機関に説明する際に活用する。 
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第2章 BIM/CIM に関する基礎知識 

1) BIM/CIM の由来と経緯及び国内状況 

BIM とは「Building Information Modeling / Management」の略であり、一般的には「3 次元のデジタル

モデルに、コストや仕上げ、管理情報などの属性データを追加した建設物のデータベースを、設計、

施工から維持管理に至るライフサイクル全体で情報活用を行うためのソリューションであり、それに

より変化する建設の新しいワークフローである」と言われている。 

 
出典：一般社団法人日本建設業連合会資料 

図 2-1 建設ライフサイクル全体を視野に入れた BIM の活用 

始まりは 3 次元曲面の建築設計デザイン及び施工の効率化を目的としたソフトウェアや、米国の自

動車生産システムであると言われている。2003 年頃から、英国では独自の調査・研究が進み、建築分

野において発展してきた BIM が、土木分野の大規模公共工事にも適用されるようになり、BIM を用

いた生産プロセスの標準化を目的に BS1192 が整備された（2007 年～）。また英国は独自の指標とし

て「BIM 成熟レベル（図 2-2）」の設定を行い、経済成長の鍵として野心的な BIM 戦略を進めてきた。

そして BS1192 による公の原則のもとに建設業界全体で共有されるべき「BIM」というテクノロジー

として広く認識されるようになり、英国や米国の周辺より情報のデジタル化やデジタル関連技術の進

化・普及に伴い、世界の建設業界において BIM の普及・発展が進んでいる。 

また世界的な BIM 導入の拡大に伴い、BIM の定義、標準的な原則を定めるものとして 2018 年に

BS1192 が ISO19650 に国際規格化された。ISO の正式名称は「Organization and digitization of information 

about buildings and civil engineering works, including building information modelling (BIM) －Information 

management using building information modelling－（ビルディング情報モデリング（BIM）を含む建築及

び土木工事に関する情報の統合及びデジタル化‐ビルディング情報モデリングを使用する情報マネジ

メント）」である。ここで言う情報とは、設計・施工のためだけに使われるのではなく、運用維持管

理やデジタルツイン、デジタルトランスフォーメーションでの活用も視野に入れたものである。この
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中で「BIM」は「意思決定のための信頼できる基礎を形成する設計・建設及び運用プロセスを容易に

するための建設資産の共有デジタル表現の使用」と定義されている。 

 
出典：「Baw and Richards 2012」 

図 2-2 BIM 成熟レベル説明資料 

一方、アジアではシンガポールが BIM 先進国としてその取組みが知られており、建築建設庁（BCA）

により 2013 年に BIM ガイドラインが発行され、床面積 20,000m2以上の建築意匠、2015 年からは床面

積 5,000m2以上の建築意匠、構造、設備の BIM モデルの提出が建築確認（e-Plan Check システム）の

ために義務付けられている。また中国、韓国、香港、台湾でも既にガイドラインが制定・運用されて

いる。更にフィリピン、インドネシアでもガイドラインの整備と試験的運用が進められている状況で

ある。 

日本では、建築の民間分野でいち早く導入が進み、関連ソフトの普及や大手設計事務所、ゼネコン

による独自の技術開発が進んでいるのに対し、国家レベルでは建築に先駆けて土木分野での活用整備

が進んでいる。我が国では、国土交通省が主体となり、ICT 技術等を建設現場に導入し、建設生産シ

ステム全体の生産性向上を図る i-Construction1の一環として、3 次元モデルを活用し、社会資本の整備、

管理の効率化・高度化を図る CIM2を、土工、トンネル、橋梁、ダム等の土木工事へ本格導入するため、

                                                        
1 建設現場の生産プロセス全体において ICT 技術を用いた生産性向上を目的とした我が国の国土交通省の施策名であ

る（平成 28 年～）。ICT 施工、ICT 土工、情報化施工など ICT を用いた建設技術についての包括的な名称としても

使用される。 
2 「CIM: Construction Information Modeling/Management」土木分野における BIM 活用の名称として 2012 年に国土交通

省により提言されたが、海外で CIM と同じ位置づけの概念は「BIM for infrastructure」と呼ばれ、BIM の一部として

認識されている。そのため国土交通省は 2018 年に概念を改め、現在は建設生産・管理システム全体を対象とした

「BIM/CIM」という呼称を用いている。 

Level 0 : 2 次元のCAD によって設計図書を作成 Level 1 : 2 次元と 3 次元の組合せによって設計図書を作成 
Level 2 : BIM モデルを意匠・構造・設備などで部分的に共有する Level 3 : 共通の BIM モデルを関係者全員で運用する  

※英国では 2016 年までに Level2 の達成目標が掲げられた 
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2016 年から「CIM 導入推進委員会」を設置し関係団体が一体となり、検討が行われてきた。そして

2018 年度に BIM の国際的な進展状況を踏まえ、会議体の名称を「BIM/CIM 推進委員会」に改称し体

制を再構築した。これにより旧委員会の検討を踏まえ設置された 4 つのワーキンググループ（WG）

に加え、新たに建築 BIM 推進に関する WG を新設し、建築分野でも生産性向上を目指す取組みが追

加された。 

また、日本政府は「成長戦略フォローアップ」（2020 年 7 月 17 日閣議決定）において、「官民が

発注する建築設計・工事において試行的に BIM を導入し、効果検証や運用上の課題抽出等、BIM の普

及に向けた方策の検討を進める」としている。そのため我が国での BIM/CIM 適用については、2020

年 9 月に開催された第 4 回 BIM/CIM 推進委員会において、2023 年度までに小規模な工事を除く全て

の公共事業で原則 BIM/CIM を適用することになり、今後も段階的に適用を拡大していくことになっ

ている。 

 
出典：国土交通省資料 

図 2-3 i-Construction の説明資料 

国内の BIM/CIM に関するガイドラインについては、2017 年 3 月に CIM 導入ガイドライン、要領・

基準等が初めて整備された。以降、国際的な動向や委員会、WG の活動を踏まえて再編や改定が実施

され、現在の最新版の内容は、国交省の「BIM/CIM 関連基準・要領等（2021 年 3 月）」の Web ペー

ジで確認することが出来る3。 

  

                                                        
3 国土交通省 BIM/CIM 関連より https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000037.html 
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2) BIM/CIM の概念 

BIM/CIM4とは、調査・計画・設計段階から BIM/CIM 

モデルを導入し、その後の施工、維持管理の各段階

においても、情報を充実させながらこれを活用する

ことである。あわせて事業全体にわたる関係者間で

情報を共有することにより、一連の建設生産・管理

システムにおける受発注者双方の業務効率化・高度

化を図るものである。 

BIM/CIM モデルとは、対象とする構造物等の形状

を 3 次元で表現した「3 次元モデル（対象とする構造物等の形状を 3 次元で立体的に表現した情報）」

と「属性情報（3 次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び物

性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報））」を組み合わせたものである（図 2-4 参照）。

この 3 次元モデルに各種の情報を結びつけ、これらの情報がプロセス全体で利活用されていくことが

BIM/CIM と呼ばれているものである（図 2-5 参照）。 

 
出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-5 BIM/CIM 概要イメージ 

BIM/CIM モデルは、形状の詳細度やモデルの要素に含まれる情報量によって詳細度（LOD; Level of 

Detail）が定義されている。国土交通省による詳細度の定義を表 2-1 に示す。また詳細度は、業務進捗

にあわせて上がり、より詳細な情報が含まれた BIM/CIM モデルが構築されていく事になる（表 2-2 参

照）。 

  

                                                        
4 本書では、日本国内では「BIM/CIM」と呼称されるが、海外では「BIM」と呼称されるため、これらを考慮してそ

れぞれの主旨で使い分けながら「BIM/CIM」、「BIM」、「CIM」を併用する。 

出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-4 BIM/CIM モデルのイメージ 
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表 2-1 BIM/CIM モデル詳細度の定義 

詳細度 共通定義 

LOD 100 対象や記号や線、単純な形状でその位置を示したモデル。 

LOD 200 
対象の構造形式が分かる程度のモデル。標準横断で切土・盛

土を表現、または各構造物一般図に示される標準横断面を対

象範囲でスイープさせて作成する程度の表現。 

LOD 300 
附帯工等の詳細部構造、接続部構造を除き、対象の外形形状

を正確に表現したモデル。 

LOD 400 
詳細度 300 に加えて、附帯工、接続構造などの細部構造及び

配筋も含めて、正確にモデル化する。 

LOD 500 対象の現実の形状を表現したモデル。 

出典：国土交通省資料「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）」 

表 2-2 各分野における BIM/CIM モデル詳細度のイメージ図 

出典：国土交通省資料「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）」 

5 国土交通省の「BIM/CIM ガイドライン（案）」では、LOD 500 について詳細度の定義のみがされている。 

詳細度 河川 砂防 ダム 道路 

LOD 
100 

LOD 
200 

LOD 
300 

LOD 
400 

- - 

LOD 
500 

- *5 - - - 

詳細度 トンネル 橋梁 機械設備 港湾 

LOD 
100 

LOD 
200 

LOD 
300 

LOD 
400 

LOD 
500 

- - - - 
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また BIM/CIM 活用度の指標としては、BIM の利用深度をプロジェクトマネジメント上の Dimension

としてとらえた分類があり、難易度の検討に有効である。 

 
出典：Cameron Richard, “7D 6D 5D 4D 3D bIM Dimensions bIM Services ESTIMATING”, SlidePlayer 

図 2-6 BIM Dimension 

 3D：モデル利用 

従前のプロジェクト実施管理手法をベースとした、最低限の BIM 活用が 3D にあたる。 

 4D：工程管理 

進捗に基づき、モデルデータも連動する活用が 4D にあたる。 

 5D：出来高管理 

5D は 4D データにコスト情報が織り込まれることで、単価契約案件においては進捗評価

（Mesurement）を行うことで、自動的にその時点の出来高についても管理が可能となり、設計

変更等のさまざまなファクターを連動させた管理手法であり、ステークホルダー全体に恩恵が

及ぶが、大変高度なものである。 

 6D：環境解析・管理 

6D は LCC（Life Cycle Cost）やエミッション削減への取り組みを解析利用するものであり、

コストや時間、リスクのような観点の効率および効果の観点とは別に、今後社会的に要請され

る活用である。 

 7D：運用維持管理 

7D は FM（Facility Management）利用にて、ODA スキームの O&M への適用は本体案件の次

のプロジェクトフェーズとして十分に計画・調整を行って進める必要がある。 
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3) BIM/CIM の生産性向上への効果 

生産性向上への効果として、3 次元の電子データを利活用した生産方式による、建設生産・管理シ

ステムにおけるフロントローディング及びコンカレント・エンジニアリングの 2 つが挙げられる。 

 フロントローディング： 

初期の工程に負荷をかけて事前に集中的に検討を行う手法である。これにより後工程で生じ

る仕様変更や手戻りを未然に防ぎ、品質向上や工期短縮化への効果が期待される。 

具体的な例として、設計成果の可視化による設計ミス防止、事前確認によるコンクリート構

造物の鉄筋干渉回避、合理的な仮設工法の選定、施工手順のチェック等による施工段階での手

戻り防止等がある。 

 
出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-7 フロントローディングのイメージ 

 コンカレント・エンジニアリング： 

プロセスを構成する複数の工程を同時並行で進め、各部門間での情報共有や共同作業を行う

手法である。これにより期間の短縮やコスト削減への効果が期待される。 

・事業に携わる関係者との共同作業化 

⇒意思決定の迅速化及び手持ち時間の縮小化による工期及び事業全体期間の短縮化 

・設計段階で施工担当者の知見も反映 

⇒施工性や供用後の品質を確保、更には景観や施設使用の快適性が向上 

・設計(施工)段階に維持管理担当者の知見も反映 

⇒維持管理への配慮（材質や弱点となる箇所を設けない等）、維持管理の効率化・高度化 
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出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-8 コンカレント・エンジニアリングのイメージ 

4) 合意形成・情報共有への効果 

建設業では関係者が多く多岐にわたるため、迅速な合意形成には事業等を正確にわかりやすく伝え

る必要がある。可視化された BIM/CIM モデルやシミュレーション、VR（仮想体験）等を利用すれば

言葉や 2 次元データよりも正確でわかりやすく伝えることができる。またデジタルデータはコン

ピュータネットワーク上で容易に共有することができ、BIM/CIM モデルをデータベースとして共有

し、関係者が適時に情報の修正・変更・追加等を加えていき、適時に情報を共有すれば、迅速な判断

及び合意形成を実現することができる。 

 
出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-9 合意形成・情報共有への効果のイメージ 

以上は BIM/CIM の概念を示すために包括的な概要、効果を述べるにとどめているが、これら効果

の詳細及び具体的活用イメージ、特に ODA 事業における活用効果については次節を参照されたい。 
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5) BIM/CIM の理念や背景 

BIM/CIM の導入により期待されることには、技術的

側面の効率化のみならず「新しいワークフローの構築」

「働き方の変革」など、我々の考え方自体の根本的な変

革も含まれている。例えば、国土交通省の資料では

「BIM/CIM がもたらす明るい未来」として以下のよう

な内容が示されている。 

 働き方の変革： 

建設現場を新 3K（給与が良い、休暇がとれる、

希望がもてる）の魅力ある現場に改善する。 

 建設現場の変革： 

従来の 2 次元図面を用いた発注、契約、履行、

検査、管理等のプロセスが、BIM/CIM モデルの活

用による新たなプロセス（新たな建設生産・管理

システム）により品質と生産性の向上が実現する。 

 新産業の創出： 

BIM/CIM の現場への導入により生産性向上を

実現させ、ICT 施工の工種拡大等に加え、建設生

産・管理システムを 3 次元データで繋ぎ、新技術・

新工法・新材料の導入・利活用を加速化し、あわ

せて社会実装を推進していくことが新産業の創

出につながる。 

 
出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-11 新産業の創出のイメージ 

出典：国土交通省資料「初めての BIM/CIM」 

図 2-10 変革のイメージ 

↑働き方の変革のイメージ 

↑建設現場の変革のイメージ 
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 BIM が広がる背景（Society5.0、DX、スマートシティー、ビッグデータ、デジタルツイン） 

我が国では 2016 年の「第 5 期科学技術基本計画」において「Society5.0」という目指すべき

具体的な社会のビジョンが謳われているが、世界は「デジタイゼーション（Digitization）」から

「デジタライゼーション（Digitalization）」へと動いており、「DX（デジタルトランスフォー

メーション）」がデジタル関連技術の進化に伴い起き、ビッグデータやデジタルツインの活用

による「Society5.0」に謳われているようなスマートシティーの実現及び社会全体の変革に向け

て進んでいる。 

 
出典：ネットコマース株式会社資料 

図 2-12 デジタイゼーションとデジタライゼーション 

「Society5.0」とは「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた

システムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）モデルのコン

セプト」であり、「狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報

社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもの」で、第 5 期科学技術基本計画において我が国が目

指すべき未来社会の姿として提唱されたものである。 
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出典：内閣府資料 

図 2-13 Society5.0 の概念図 

「スマートシティー」とは Society5.0 で描かれる社会の実現の場でもあり、あらゆる情報（ビッグ

データ）のマネジメント（計画、整備、管理・運営等）の高度化により、都市や地域の抱える諸課題

の解決を行い、新たな価値を創出し続ける持続可能な都市や地域を表すコンセプトである。そして「デ

ジタルツイン」とは、このスマートシティーの情報マネジメントに欠かせないテクノロジーであり、

それは「リアル（物理）空間にある情報を元にサイバー（仮想）空間でリアル空間を再現する技術で

あり、これにより物理空間の将来の変化を仮想空間上でシミュレートすることを可能とし、将来実際

に起こるであろう物理空間での変化に備えるために活用されるもの」である。 

イギリス、シンガポール、フィンランドなどの BIM 先進国では既に都市のデジタルツインモデルの

整備が進んでおり、3D 都市モデル（デジタルツインモデル）と BIM データの相互活用が少しずつ行

われている。また日本でも国土交通省により 2020 年に「PLATEAU（プラトー）」と称した 3D 都市

モデルが公開されたばかりであるが、既に 56 都市（2022 年 2 月時点）のモデルが公開されており、

ユースケースの積み重ねにより、効果的な活用方法が模索されている状況である。BIM 関連ソフトで

作成されたモデルを PLATEAU に反映させるためのデータ形式、データ作成のガイドラインも既に整

備されている。活用方法としてはまだ漠然としている面はあるものの、オープンデータとして公開さ

れており、BIM/CIM モデルを都市モデルに反映することによる精巧なシミュレーションや、将来的に

は案件ごとに作成された BIM/CIM モデルが都市モデルに反映され、ビッグデータの一部として相互

に活用されることも想定される。このように BIM/CIM は案件ごとの活用だけでなく、スマートシ

ティーの一部をデジタルデータで構築するテクノロジーとしての側面も期待されている。 
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出典：PLATEAU HP より 

図 2-14 PLATEAU とシンガポール、フィンランドの 3D 都市モデル 

6) BIM/CIM の用語 

ISO19650 では BIM が定義されるとともに、基本的な用語が定義されている。これらは既に BIM を

語る上で欠かせない一般的な用語となりつつあり、ISO19650 に関わらず ODA 事業における BIM/CIM

関係者が把握すべき用語として認識されるべきであると考える。表 2-3 に代表的な用語を示す。 

表 2-3 BIM/CIM で使われる代表的な用語 

用語 略称 和訳（仮） 概念 

Information 
(Project 
information) 

- 情報（データ） 
三次元のデジタル設計データを含む、アセットマネジメントのライフ

サイクルの各段階で作成／共有／提出／管理される（デジタル化され

た）「データ」 

Information 
requirement 

- 情報要求事項 
必要な「データ」の要求事項 
例：コンテンツ、作成／共有方法、作成／共有期限、フォーマット、

等（何を、いつ、どのように、誰のために情報を作成するかの指定） 

Organization 
information 
requirement 

OIR 組織情報要求

事項 
発注者が事業運営、資産管理、金融資産計画などに関する組織の戦略

目標を達成するために要求される情報の定義 

Asset information 
requirement 

AIR 資産情報要求

事項 
資産（インフラストラクチャまたは建物等）の運用のために要求され

る必要な情報及びその情報を生産する際の管理面や技術面の定義 

Project 
information 
requirement 

PIR プロジェクト

情報要求事項 
特定のプロジェクトに関連して要求される情報の特定（OIR 及び AIR
の該当する情報要求事項で構成される） 

Exchange 
information 
requirement 

EIR 情報交換要求

事項 

所定の発注（契約）に関連して要求される情報の特定（例えば、プロ

ジェクト情報に関する責任、納期、情報形式、必要情報詳細度などで、

OIR、AIR 及び PIR の該当する情報要求事項で構成される） 

シンガポール：Virtual Singapore フィンランド：Helsinki 3D 
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用語 略称 和訳（仮） 概念 

Asset information 
model 

AIM 資産情報モデ

ル 

資産の管理及び運用を支援するために必要な情報の集合体（AIM は通

常、プロジェクトの引渡し段階で PIM の一部を使用して形成または更

新される。資産に影響を及ぼす作業に続いて情報が提供されるため、

AIM は継続的に更新され、発展する） 

Project 
information model 

PIM プロジェクト

情報モデル 

プロジェクトの設計/建設段階で展開された情報の集合体（PIM を形成

する情報は、プロジェクトチームによって作成され、CDE ワークフ

ローによって制御される。プロジェクトの進展に伴い、PIM のサイズ

と精度も向上する。これは計画段階から開始され、完成後は建設記録

となる） 

Common data 
environment 

CDE 共通データ環

境 

所定のプロジェクトまたは資産に対する単一の情報源を管理する

ワークフロー環境のこと。全ての承認されたプロジェクト/資産情報を

収集し、その配布を管理するために使用される。デジタルストレージ

ソリューションと組み合わせて使用することで、情報は論理的かつア

クセス可能な方法で共有され、すべての関係者が普遍的な命名規則に

より、重複を避け所有権を保持しながら情報に簡単にアクセスできる

ようにする。 

BIM execution 
plan 

BEP BIM 実施計画 
受領した入札文書への応答する実施チームが作成する実施計画（情報

提供の責任者、及びデリバリーチーム内で誰がどの責任を負うのかな

どが含まれる） 

出典：JICA 調査団 

ISO19650 には、BIM で情報を構築するために、発注者と請負者間で必要な情報に関連する各種要求

事項（Information Requirements）や情報モデル（Information Model）について記載されている（図 2-15

参照）。発注者情報要件（EIR）は、受注者選定や契約に先立って入札者に提示される要件で、プロジェ

クトに納入させる BIM データの詳細度、プロジェクト過程、運用方法や契約上の役割分担等を定めた

発注要件である。BIM 実施計画書（BEP）は、入札者から発注者に対してプロジェクトにおける BIM

の使い方を提案するものである。 

 
出典：ISO19650-1 

図 2-15 各種情報要求事項と情報モデルの関係 

発注者（実施機関）が作成 請負者が作成
BIM Execution Plan

(BEP)

維持管理者が作成
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図 2-16 に日本で最も多く使われている、CDE(共通データ環境)を管理するアプリケーションである

Autodesk 社の「BIM360」の説明で提示されている CDE 上でのデータ共有のイメージ図を示す。 

 
出典：Autodesk Home page 

図 2-16 BIM360 のイメージ図 
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第3章 BIM/CIM に関する ODA 事業での活用効果 

1) BIM/CIM 導入による定性的効果 

以下、BIM/CIM を活用することにより期待される定性的な効果を挙げる。 

表 3-1 BIM/CIM 活用による定性的効果  

日本政府、JICA 

 案件形成時の事前分析 
 完了後の事後評価ツールとして活用 
 事業予算の効果的な活用（事業費削減、事業効果の最大化） 
 事業管理や運営の最適化など 

現地政府 
 事業予算の効果的な活用（事業費削減、事業効果の最大化、管理・運営費の最適化） 
 事業を担当する CP 能力の向上（計画立案、施工監理や竣工後の管理・運営能力の向上）など 

現地社会 

 生活環境の改善 
 防災能力の向上 
 持続可能な開発の実現などにおける課題と対応 
 住民の理解促進と協力支援体制の構築に寄与 

現地建設業界 
 建設技術の普及と向上 
 技術者の育成 

コンサルタント 
 計画・設計における精度向上 
 施工監理能力の向上など 

コントラクター 

 工期短縮 
 調達や工法の最適化 
 品質の向上 
 安全管理体制の徹底など 

出典：JICA 調査団 

このように ODA 事業における関係者間でも理解の共通化が図られ事業が円滑に運営され、その効

果が最大化し、かつ現地社会に裨益することが BIM/CIM 導入の直接的な目的である。さらに、JICA

による ODA 施策の運営管理の視点からも、一連の業務情報をデジタル化する事により、「ODA の見

える化」に貢献する（図 3-1 参照）。 

 
出典：ADB、Asia-Pacific Rail Innovation Forum 資料より 

図 3-1 BIM 活用による業務のデジタル化の例 
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2) BIM/CIM 導入費用と業務増減 

BIM/CIM 導入した場合の経費縮減効果は、分野や環境の異なる各事業単位で一義的に示すことは困

難であるが、海外における研究報告で引用されるコスト削減効果は工事費の 10％程度とする例が多い

6。また国内ではベンダー開催のワークショップにおいて、200 億円規模の建設プロジェクト事例を対

象に設計事務所や建設会社の実務者が定量評価を試みた際には、BIM 導入による利益創出効果は工事

費の 10％程度であったとの報告がある7。 

国土交通省も建設コストの 6～15%が施工後半で顕在化した欠陥部位に起因する手戻り、同コスト

の 5％が維持管理期間における手戻りとしている8。このことから、BIM/CIM を活用する事によってこ

の手戻りが事前回避される効果は大きい。 

BIM/CIM の導入によって施主が受益する主な効果は、図 3-2 の通りである。このように、施工時に

は施主側にとってもリスクを低減する事ができ、構築したデータは運用・維持管理において使用する

事ができる。 

 
出典：Autodesk 

図 3-2 BIM/CIM 導入による施主側の効果 

ODA 事業において BIM/CIM を導入した場合、表 3-2 に示した業務や費用の増減が考えられる。事

業の初期段階に、BIM/CIM 活用のための事前調査や導入計画を立て方向性を示し、それに従った設計

と施工管理計画、事業運営を行うことが必要である。 

協力準備調査や詳細設計段階では、導入計画やモデル作成に従来以上の時間と予算を費やす必要が

ある。その一方、施工や維持管理段階では多くの業務量の削減が期待できる。また維持管理段階にお

いて、汎用性と使い勝手の良い BIM モデルを構築するためには、施工段階で作成する As-built モデル

の構成と内容に依拠するところが大きい。そのため、事業の初期段階での BIM/CIM 導入計画やコン

トラクターへの EIR の内容を充実させる事が、導入効果を高める鍵となる。 
                                                        
6 Productivity and Cost Saving With BIM, Anna Liza Montenegro, 2021 
7 AUTODESK社ウェブ資料; BIM / CIM による投資効果はいくらなのか？ 設計者や実務者が定量的評価に挑戦 | BIM 

Design 土木・インフラ向けサイト (bim-design.com) 
8 国土交通省における BIM/CIMの取組と今後の展開,那須大輔 MLIT プレゼン資料 P41 

© 2014 Autodesk, Inc.© 2014 Autodesk© 2014 Autodesk© 2014 Autodesk© 2014 Autodesk© 2014 Autodesk© 2014 Autodesk© 2014 Autodesk

Top BIM benefits for owners

17%

22%

30%

36%

61%Reduced document errors and omissions

Reduced rework

Reduced construction cost

Reduce project duration

Fewer claims/litigation

Top internal business benefits of using BIM for construction 
projects for owners
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表 3-2 ODA 事業における BIM/CIM 活用によって増減する業務や費用 

 懸念される業務や費用の増加 期待される業務や費用の減少 
情報収集・ 
確認調査 

 BIM/CIM 技術状況の調査  

協力準備調査 
 BIM/CIM 技術の実現可能性の調査 
 導入計画の作成 

 

設計調査 
 ソフトウェア、ハードウェアの購入 
 BIM 技術者の雇用 
 設計 BIM モデルの作成 

 発注者との設計協議時間、回数の減少 
 設計照査による指摘事項の減少 
 図面同士の照合作業の減少 

施工 

【実施機関や監理者】 
 ソフトウェア、ハードウェアの購入 
 BIM/CIM 技術者の雇用 

【施工者】 
 ソフトウェア、ハードウェアの購入 
 BIM/CIM 技術者の雇用 
 施工 BIM/CIM モデルの作成 
 施工BIM/CIMモデルからAs-Builtモ

デルへの最終化 

【全体】 
 変更工事の減少 
 ステークホルダー協議（進捗会議、支払い会議など）

時間、回数の減少 
 会議資料準備作業の減少 
 現場立会い検査時間、回数の減少 
 書類の回覧時間の短縮 
 施工や検査承認時間の短縮 

【施工者】 
 積算作業時間の減少 
 サブコンとの協議時間、回数の減少 
 施工図作成時間の短縮 
 帳票作成時間の短縮 
 品質に関する指摘事項の減少 
 危険作業の周知やシミュレーションによる労働災害

の減少 
 竣工図書作成時間の短縮 

維持管理 

 システムの維持費用（ソフトウェア、
ハードウェア） 

 実施機関の人材育成等の能力強化の
実施 

 台帳管理時間の短縮 
 履歴管理時間の短縮 
 修繕˜ 点検計画時間の短縮 
 修繕˜ 点検時間の短縮 
 劣化判定や耐用年数の最適化によるコスト削減 
 BIM を用いた修繕計画により保全コスト削減 

出典：JICA 調査団 

3) フェーズ別 BIM/CIM 活用効果 

これまで述べてきたようにBIM/CIMプラットフォームの構築と共に、現場要件をフロントローディ

ングする際に多大な費用が発生する一方で、その効果の多くが事業の下流側で得られる。事業者（主

に相手国政府/実施機関；CP）、JICA、コンサルタント、コントラクターの各視点から、有償/無償事

業のフェーズ別に得られる導入効果を次表に取り纏める。 
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表 3-3 無償資金協力事業において期待される効果 

フェーズ 精度 相手国政府/ 
実施機関 (CP) JICA コンサルタント コントラクター 

協力準備調査 
(O/D) 

概略 

早い段階で事業全

体を見通した要求

事項の整理を行う

ことにより、D/D、

入札、施工監理や

事業完了後の O＆

M までの事業内容

や問題点に対する

理解が深まる。 
関係者との合意形

成も早い段階から

行われる。 

同左。要求事項を

CP と共に整理す

ることにより、事

業目的を具体的に

確認、共有できる。 
事業の実施管理が

適切、円滑に行わ

れる。 
事業の早期から

O&M 等の課題も

具体的に把握でき

る。 

同左。JICA および

CP と具体性を

もって事業目的を

共有できる。 
概略設計成果や問

題点に対する CP
の理解と合意形成

が促進される。 
D/D 等への設計作

業の連携が円滑に

行われる。 

－ 

詳細設計 
(D/D 等) 

 D/D； 
高 

設計内容や問題点

への理解が促進さ

れ、関係者間の合

意形成が円滑に行

われる。 
事業実施にあたっ

て CP が行う諸手

続きが明確となる

と共に、効率化

（CDE、デジタル

データ活用によ

る）が図られる。 

CP と共に設計内

容や問題点への理

解共有が図られ、

双方の合意形成が

円滑に行われる。 
実施管理上、OD-

DD 比較等の JICA
が行う諸手続きが

効率化（CDE、デジ

タルデータ活用に

よる）される。 

技術課題や問題点

が F/S から円滑に

引き継がれる。 
設計組織内の連携

が強化、構造干渉

などの設計照査に

も効果を発揮す

る。 
技術的リスクの早

期発見と回避に寄

与する。 
施工計画、積算が

効率的に行われ

る。 
諸手続きが明確と

な り 、 効 率 化

（CDE、デジタル

データ活用によ

る）も図られる。 

－ 

施工 高 

BIM/CIM データ

を活用する事によ

り、施工の効率と

品質向上が期待さ

れる。 
工事期間中の品

質、工程、出来高等

の管理状況に対す

る的確、かつ円滑

な理解に寄与す

る。 

工事期間中の品

質、安全、工程、出

来高等の管理状況

に対する的確、か

つ円滑な理解に寄

与する。 

工事期間中の品

質、工程、出来高管

理等において、情

報精度の向上に寄

与し、的確、かつ円

滑な管理に資す

る。 

入札準備期間に

BIM/CIM図書が配

布される場合は、

準備作業の省力化

に繋がると共に、

応札精度の向上に

繋がる。 
設計の不整合によ

る手戻りを事前に

チェックできる。 
施工図作成、施工

法の検討などの工

事準備、出来高管

理に活用できる。 
現場作業をリモー

トで対応可能な部

分ができ、安全、品

質、工程管理など

に活用できる。 
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フェーズ 精度 相手国政府/ 
実施機関 (CP) JICA コンサルタント コントラクター 

維持管理 高 

BIM/CIM データ

(AIM)を活用、維持

管理モデルを構築

することにより、

精度が高い維持管

理を効率的に実現

できる。 

管理能力向上など

CP に対する技術

協力支援の機会と

なる。 

同左、管理能力向

上支援などに務め

る機会となる。 
CDEを使用した場

合、、BIM/CIM モ

デルを介して現地

C/P 側と情報共有

を図り、リモート

で対応を協議する

ことも可能とな

る。 

同左、瑕疵期間中

の対応協議と共

に、完了後の検査

が実効的に実施で

きる。 

出典：JICA 調査団 

以上、無償資金協力事業では関係者相互に以下のような効果を共有できる。 

表 3-4 事業関係者における効果 

相手国政府/ 
実施機関 

BIM/CIM 導入はその事業だけでなく、建設業界や行政のデジタル化への波を作る契機とな

る事が期待される。 
プロジェクトに見合った適切な施設が実現され、その維持管理が容易になる。 

JICA 

最適な計画と十全な協議及び合意、精度の高い設計及び事業費積算、安全で効率的な施工と

工期の遵守、相手国政府による維持管理とプロジェクト目標及び効率的な事後評価。 
プラットフォームとして利用の可能性がある BIM/CIM 技術の活用は、国内外の様々なデジ

タル技術との連携を可能にする。 

コンサルタント デジタルツールを使用した効率的なコンサルティングサービスの提供。 

コントラクター BIM/CIM による効率的で安全な施工の実施及び技術経験の蓄積と、更なる技術開発の機会

となり、建設業界の国際競争力の強化につながる。 

出典：JICA 調査団 

一方で無償資金協力事業を実施する開発途上諸国では、現地政府や社会に BIM/CIM を受け入れる

知見や資機材が備わっていないことが普通である。そのため、BIM/CIM を導入するとなった場合はそ

の目的や目標に応じた支援策をソフトコンポーネントや技術協力プロジェクトとして、適切な段階で

の実施を検討する。特に、相手国政府/実施機関側が維持管理フェーズでの活用を望む場合は、設計や

施工フェーズから維持管理を目的としたデータ構築や実施機関によるその運用技術の習得、さらに資

機材調達などが必要となるため、無償事業の計画段階から考慮しなければならない場合も考えられる。 

有償資金協力事業での BIM/CIM 活用は、事業実施国の環境に左右されるものの事業スコープや相

手国政府/実施機関の意向等を勘案しながら活用計画の立案とその実施ができるため、多様な効果をも

たらす事ができる。 
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表 3-5 有償資金協力事業において期待される効果 

フェーズ 精度 相手国政府/ 
実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 

協力準備調査 
(F/S) 

中 

早い段階で事業全
体を見通した要求
事項の整理を行う
ことにより、D/D、
入札、S/Vや事業完
了後の O＆M まで
の事業内容や課題
に対する理解が深
まる。 

関係者との合意形
成などが具体的に
早い機会から行わ
れる。 

（※右端「補足」参
照） 

同左、CP と共に要
求事項を整理する
ことにより、事業
目的を具体的に確
認、共有できる。 

上述のことによ
り、事業の実施管
理が、的確、円滑に
行われる。 

事業の早い時点か
ら O&M などへの
支援準備も具体的
に行える。 

同左、JICA および
CP と具体性を
もって事業目的を
共有できる。 

概略設計成果や問
題点に対する CP
の理解と合意形成
が促進される。 

F/S、B/D からD/D
への設計作業の連
携が円滑に行われ
る。 

（※補足；下流側へ
の先見性、例えば施
設の維持管理費も含
めた費用/便益を確認
するなど有償事業の
課題解決に役立つこ
とが期待される。） 

設計 
(D/D 等) 

中～高 

設計内容や問題点
への理解が促進さ
れ、関係者間の合
意形成が円滑に行
われる。 

事業実施にあたっ
て CP が行う諸手
続きが明確とな
り、効率化（CDE、
デジタルデータ活
用による）が図ら
れる。 

入札説明会で三次
元立体モデルを利
用した関係者への
事業説明などが効
果的に行われる。
（※右端「補足」参
照） 

CP と共に設計内
容や問題点への理
解共有が図られ、
双方の合意形成が
円滑に行われる。 

実施管理上、JICA
が行う諸手続きが
効率化（CDE、デジ
タルデータ活用に
よる）される。 

事業の下流側に潜
むリスクの早期発
見、対応策検討、指
示等が的確かつ円
滑に行われる。 

技術課題や問題点
が F/S から円滑に
引き継がれる。 

設計組織内の連携
作業が強化、円滑
化すると共に、構
造干渉チェックな
どの設計照査にお
いても効果を発揮
する。 

施工時に潜む技術
面のリスクの早期
発見と問題回避に
寄与する。 

施工計画、積算の
精度が向上すると
共に、作業の効率
化が図られる。 

諸手続きが明確と
な り 、 効 率 化
（CDE、デジタル
データ活用によ
る）も図られる。 

（※補足；無償資金
協力事業で発現され
る効果に加えて、さ
らに詳細設計と積算
精度が向上、作業の
迅速化が顕著となる
と共に、三次元立体
モデルを利用した関
係者への事業説明な
どが効果的に行われ
る。） 

施工 高 

入札準備期間に合
わせて BIM/CIM
図書を配布するこ
とにより、それを
活用できる技術力
と受注意志の強い
建設業者を選別で
きることが期待さ
れる。 

工事期間中の品
質、工程、出来高等
の管理状況に対す
る的確、かつ円滑
な理解に寄与す
る。 

設計変更、契約変
更手続きの効率化
が図られる。 

現地政府における
会計監査でも利用
される可能性があ
る。 

工事期間中の品
質、工程、出来高等
の管理状況に対す
る的確、かつ円滑
な理解に寄与す
る。 

工事期間中の品
質、工程、出来高等
において、情報精
度の向上に寄与
し、的確、かつ円滑
な管理が可能とな
る。 

設計変更、契約変
更手続きの効率化
が図られる。 

書類の電子化が進
むことにより、施
工監理業務が効率
化する。 

入札図書と共に
BIM/CIM関連デー
タが配布される場
合は、応札時の積
算で活用でき、省
力化に繋がると共
に精度が向上す
る。 

設計の不整合によ
る手戻りを事前に
チェックできる。 

施工図作成、施工
法の検討などの工
事準備、出来高管
理に活用できる。 

現場作業を事前に
バーチャルに検討
可能で安全、品質、
工程管理などに活
用できる。 

書類の電子化が進
むことにより、業
務が効率化する。 
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フェーズ 精度 相手国政府/ 
実施機関 JICA コンサルタント コントラクター 

維持管理 高 

BIM/CIM データ
(AIM)を活用、維持
管理モデルを構築
することにより、
精度が高い維持管
理を効率的に実現
できる。 

発展形としては
3D 都市モデル、ス
マートシティーへ
の活用など、事業
周辺の地域計画へ
の利用も視野に入
る。 

管理能力向上など
CP に対する技術
協力支援の機会と
なる。 

 

同左、管理能力向
上支援などに務め
る機会となる。 

当初からの条件設
定によっては、
BIM/CIMモデルを
介して現地 C/P 側
と情報共有を図
り、リモートでの
対応協議も可能と
なる。 

同左、コントラク
ターの業態によっ
ては管理運営に資
する機材や人員を
民間ベースで支援
することも可能。 

同左、瑕疵期間中
の対応協議と共
に、完了後の検査
が実効的に実施で
きる。 

備考：太字は無償資金協力事業と異なるポイントを示す。 
出典：JICA 調査団 
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第4章 BIM/CIM の有効性を判断するためのチェックリスト 

1) チェックリストの使い方 

本チェックリストは、JICA 職員が案件形成の段階で BIM/CIM の導入を検討する際に、導入する有

効性を判断し、必要な支援策を選択するためのガイドとして活用されることを目的とする。 

チェックリストは 3 つのステップに分かれている。 

【ステップ 1】BIM/CIM 導入の必須要件の確認： 

BIM/CIM 導入に必須な要件を確認する。全てのチェックが埋まらなければ BIM/CIM の導入ができない。 

【ステップ 2】事業セクター・内容との親和性の確認： 
BIM/CIM の導入効果が見込める事業例に当てはまる事業セクター・内容であることを確認する。いずれかにチェッ

クが入れば BIM/CIM の導入の効果が見込める。 

【ステップ 3】実施国・実施機関の制度・能力の確認： 
BIM/CIM を導入するうえで、実施国・実施機関の制度、能力の有無を確認する。チェックが入らない部分については

第 9 章で述べる支援を検討する。 

2) チェックリスト 

【ステップ 1】BIM/CIM 導入の必須要件の確認  

 確認ポイント 

☐ 
ステークホルダーが高速インターネットに接続できるか。 

大容量である BIM/CIM データを使用して業務を実施するためには、高速インターネット（数十 Mbps～
100Mbps 程度）にアクセスできる環境が必要である。 

☐ 
BIM/CIM 関連のソフトウェアやハードウェアのベンダーによるサポートが受けられるか。 

システム構築やそのエラー等によるトラブルが発生した際に必要なサービスを受けられる環境である必要

がある。 

【ステップ 2】事業セクター・内容との親和性の確認： 

 セクター 事業スキーム 事業内容や規模 事業の特性 

☐ 建築 
有償資金協力 
無償資金協力 

【高機能施設】 
病院、研究施設 

【大規模施設】 
教育施設等の建設事業 

 意匠、構造、電気機械設備の基本分野に、事

業規模や用途によって要求される特殊構造

や輻輳した設備の検討やその情報の一元管

理する必要のある事業 
 規模に関わらず、同じ内容の建物を複数の

場所に建設する必要のある事業 

☐ 鉄道 有償資金協力 高速鉄道、都市高速鉄道

の建設事業 

 線形、軌道、一般土木、橋梁、トンネル、駅

舎、鉄道システム等の多分野が含まれ、複数

パッケージによって実施する構成である事

業 

☐ 空港 
有償資金協力 
無償資金協力 

旅客ターミナルビルや

滑走路、誘導路の建設事

業 

 滑走路、誘導路、エプロン、構内道路などの

土木工事での 3 次元測量の活用、旅客� 貨
物ターミナルビル、管制塔、上下水施設など

の建築工事で ICT(測量等)と BIM/CIM を組

み合わせ、一元管理する必要のある事業 
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 セクター 事業スキーム 事業内容や規模 事業の特性 

☐ 港湾 
有償資金協力 
無償資金協力 

港湾施設の拡張・拡幅事

業や改修事業、新港建設

事業 

 3 次元測量データによる浚渫の管理や防波

堤、護岸、岸壁等の工事等にBIM/CIM 活用

で一元管理する必要のある事業 

☐ 道路 
有償資金協力 
無償資金協力 

トンネルや橋梁、高架橋

に立体交差などが含ま

れる、高速道路（都市部

や都市間）や国道（パイ

パス道路や郊外道路） 

 GIS や 3 次元測量を活用したルート検討や

多様な構造物を複数建設し一元管理する必

要のある事業 

【ステップ 3】実施国・実施機関の制度・能力の確認： 

 確認ポイント チェックがつかない場合の支援例 

☐ 
実施機関側に BIM/CIM の知識や技術を持つ者がいるか。 

 
発注者（実施機関）の人材育成支援 

CDE を効果的に使用するためには、ステークホルダーに

BIM/CIM 技術者が必要である。 

☐ 

実施機関側にBIM/CIMを担当する組織や体制があるか／準備

できるか。 

 
発注者（実施機関）の人材育成支援 

BIM/CIM は維持管理でも投資効果を高める。 

☐ 

BIM/CIM を運用・維持して行くために必要なコストについて

理解できているか。 

 

デジタル技術を活用したインフラ維

持管システム支援 BIM/CIM システムの運営や更新に必要な技術者やその体制お

よびコストが捻出できる必要がある。 

☐ 

事業の初期段階に BIM/CIM 活用に必要な内容（制度、環境、

運用、技術など）について多くを決定する必要がある事を理解

できているか。 

 
BIM/CIM 活用のための制度設計支援 

BIM の導入効果を高めるためには、フロントローディングを

行う必要があるため、BIM/CIM に関連する多くの事柄につい

て決定する必要がある。 

☐ 

BIM/CIM を含むデジタル技術に係るガイドラインや基準等が

あるか。 

 
BIM/CIM 活用のための制度設計支援 実施国ですでにガイドラインや基準がある場合は、その制度に

合わせて BIM/CIM 活用やデータ構築、要件の計画ができるた

め、活用効果が高まることに期待ができる。 

☐ 

BIM/CIM システムを導入するための補助制度があるのか。 

 
BIM/CIM 技術者の人材育成支援 デジタル技術の普及には公的補助が初動機能の一部を担うた

め、実施国側のコンサルタントやコントラクターが今後

BIM/CIM を運用できるようになる可能性を測る尺度となる。 

☐ 

BIM/CIM 技術者の能力を評価する資格や制度があるのか。 

 
BIM/CIM 技術者の人材育成支援 技術レベルやその身分を客観的な指標で立証する事ができる。

実施国側のコンサルタントやコントラクターが今後 BIM/CIM
を運用できるようになる可能性を測る尺度となる。 

☐ 

事業においてBIM/CIMを含むデジタル技術に係る方針やイニ

シアチブがあるか。 

別添資料を用いた実施国への BIM/CIM の

導入効果の理解促進 

BIM/CIM 導入の目的や目標を実施国・実施機関が持っている

事により、それの達成に向けた導入計画・実装など的を絞って

実行できる。BIM/CIM は活用目的によって求められる詳細度

や属性情報、ソフトウェアが異なるため、案件形成の段階で実

施機関と活用の目的を明確にしておくことが求められる。 

A

A

D

C

C

B

B



 

H-25 

実務編 ： 第４章 BIM/CIM の有効性を判断するためのチェックリスト

 確認ポイント チェックがつかない場合の支援例 

☐ 

実施国・実施機関が BIM/CIM を運用・維持していくために継

続的にかかる必要コストについて理解し、そのうえで活用す

る意思があるか。 

別添資料を用いた実施国への BIM/CIM の

導入効果の理解促進 

BIM/CIM はモデルに付与する属性情報を活用することで、維

持管理でも投資効果を高める一方で、BIM/CIM を運用・維持す

るためのコストは小さくない。維持管理に活用する場合は、コ

ントラクターの調達時に維持管理用のモデルを構築すること

をスコープとして指定しておくことや、維持管理段階での

BIM/CIM モデルをだれが管理するか、費用をどう取り扱うか

など、実施機関とよく協議しておく必要がある。 
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第5章 協力準備調査（有償・無償）にかかる業務指示書記載文案 

協力準備調査で実施しなければならない事は、以下の通りである。また、その業務指示書の記載例

を以下に示す。 

【有償資金協力】 

設計および施工において、どのようにBIM/CIM技術を活用する事ができるのかを明らかにする。 

【無償資金協力】 

概略設計（協力準備調査）において、BIM/CIM 技術の活用の可否及び方策を検討し明らかにする。 

業務指示書記載例 

第２章 プロポーザル作成に係る留意事項 
１. プロポ―ザルに記載されるべき事項 

（１）コンサルタント等の法人としての経験、能力 

 【BIM/CIM 関連業務】だけでなく、調査の業務内容に類する【ICT や DX 技術を活かした業務】等

を、国内外を問わず「類似業務経験」として求める。 

（３）業務従事予定者の経験、能力 

 調査内容を十分に統括できる、BIM/CIM 技術者の従事が望ましい。 

――＜解説＞―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事業の初期段階から BIM/CIM 技術の現実的な計画立案とその確実な実行が活用効果を左右する。そのため、類似業

務の経験の他、特記仕様書案で要求する BIM/CIM の業務に対応できる技術者が望ましい。導入初期段階では海外に

おける類似業務経験者が乏しいことが予想されるため、国内での類似業務経験も評価する方針とするべきである。 

【有償資金協力】 

業務は、導入対象範囲およびその内容を特定するための調査である。そのため、事業全体のスコープや実施国（建

設業界や情報通信業界等）のデジタル技術やその活用実態等を俯瞰的に調査・分析し、BIM/CIM 導入の範囲やそ

のレベルを判断できる技術者が望ましい。 

【無償資金協力】 

業務では、BIM/CIM 技術を活用するため、建設エンジニアリングの知識と IT リテラシーを備え、BIM/CIM データ

の構築や情報マネジメントの実務経験がある技術者が望ましい。 

第３章 特記仕様書案 
５. 調査実施方針及び留意事項 

 事業対象となる構造物や設備などに関わる情報を基に、BIM/CIM 技術をどのように活用するのか具

体的に記載する。 

――＜解説＞―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【有償資金協力】 

ハンドブック【第 4 章 BIM/CIM の有効性を判断するためのチェックリスト【ステップ 3】 実施国・実施機関の制

度・能力の確認】に記載されている内容について調査を実施する。さらに、それらの状況を考慮した事業における

BIM/CIM 活用計画を作成する。 
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【記載例】 

記載内容例 

（１）．実施方針  
事業実施国や実施機関の BIM/CIM 技術に対する関心や意向、技術力を調査する。さらに、デジタル技術に

関連する指針や制度の整備状況、建設業界における技術の活用状況等、BIM/CIM 活用に関連する事項につ

いて調査を行う。これらの調査結果と事業内容を総合的に勘案し、BIM/CIM 活用の可否の確認及び計画案

の策定を行う。なお、活用にあたり課題となる点を整理し、計画案の実現のために必要となる支援策につ

いても取り纏める。 
  

【無償資金協力】 

当該国において、BIM/CIM 技術の活用の可否及び費用対効果の面から導入の妥当性がある事を確認する。次に調

査の目的を達成するため、国土交通省が纏めている「BIM/CIM 活用業務のリクワイヤメントリスト9」（下表参照）

を参考に、当該業務における BIM/CIM 導入の目的やその方向性に合致した具体的な実施方針を記載する。無償資

金協力事業は、事業費において柔軟な対応が難しい側面があるため、業務指示書において可能な限り BIM/CIM 業

務の具体的な要求事項を示し、必要な業務コストを正確に把握する事が必要である。また今後、別案件において

BIM/CIM 技術を活用しその効果を高めて行くためにも、実施内容及び効果に関する報告（フィードバック）をコ

ンサルタントに求める事も重要である。 

BIM/CIM 活用業務の要求事項（リクワイヤメント） 

1. 設計選択肢の調査（配置計画案の比較等） 

2. リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等） 

3. 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等） 

4. 概算工事費の算出（工区割りによる分割を考慮） 

5. 4D モデルによる施工計画等の検討 

6. 複数業務・工事を統合した工程管理及び情報共有 

出典：国土交通省資料 

【記載例】 

記載内容例 

（１）．実施方針  
当該国において、BIM/CIM 技術の活用の可否及び費用対効果の面から導入の妥当性がある事を確認する。

導入が可能と判断された場合は、〇〇道路のルート計画案を複数案作成し、経済性、構造性、施工性、環境

影響、維持管理の観点のうち可視化によって比較評価が有効なものについて、それぞれの計画案を周辺環

境含めて BIM/CIM モデルにより可視化する。また、調査の最後には BIM/CIM 活用によって得られた効果

や実施における課題について報告をする。 
  

６. 業務の内容 
 BIM/CIM の具体的な活用及び検討・計画について記載する。 

――＜解説＞―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【有償資金協力】 

業務内容を記載するための要点は、以下の通りである。 

 BIM/CIM 技術をどのようなフェーズにどの範囲でどのように利活用するのか。 
 維持管理で活用できる可能性はあるのか。 
 技術支援の必要性やその具体的内容について。 
 事業内容と予算、BIM/CIM 活用の妥当性を検討し、活用計画を立案する。 

                                                        
9 「令和 5 年度の BIM/CIM 原則適用に向けた進め方」国土交通省（https://www.mlit.go.jp/tec/content/001389577.pdf）を

参照 
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【記載例】 

記載内容例 

（１）．BIM/CIM 活用のための技術環境の調査 
事業において BIM/CIM をどの程度活用できる環境下であるのか調査する。建設業界（公共事業や民間事

業）での取組み状況や実施機関の利活用状況について調査する。また、BIM/CIM に関する業界団体やソフ

トウェアやハードウェアの供給やサポート体制について実態をまとめ、本事業での連携の可能性を確認す

る。特にソフトウェアは、事業スコープや活用内容等を十分に考慮し、適したソフトウェアやシステムに

ついて明らかにする。 

（２）．BIM/CIM 活用のための技術レベル調査 
実施国の建設事業者における、BIM/CIM 技術の適用状況と技術者レベルについて調査を行う。また、

BIM/CIM 技術の教育や支援制度についても調査し、本事業での技術導入レベルの判定材料や効果的な活用

を実施するための参考材料とする。 

（３）．BIM/CIM 活用のための基準等の検討 
実施国または日本や諸外国の BIM ガイドライン、国際規格等を参考に、事業でどのような活用が出来るの

かを検討する。また、事業内容や実施機関の意向やビジョン、実現可能性等を総合的に勘案し、ガイドライ

ンや国際規格の適用及びその適用範囲・内容について検討する。その際、必要な技術支援やリソースを考

慮しつつ、準拠また参考とする基準等について検討する。 

（４）．BIM/CIM のデータ活用範囲の検討 
事業スコープとあわせて設計や施工、維持管理の各フェーズでどのように活用するのかを考慮しつつ、

BIM/CIM を導入する対象（パッケージや工種等）や規模、その活用範囲について検討・計画を行う。BIM/CIM
活用した場合の業務区分についても整理・検討する。 

（５）．設計及び施工時の BIM/CIM 活用について 
設計時に、BIM/CIM と連携した測量技術の適用が可能か検討する。また、BIM/CIM を用いた設計業務をど

のように実施するのか事業スコープと併せた活用について検討する。施工は、設計時に構築したデータを

用いてアップデートさせながら工事請負者が活用展開できる内容（安全計画、品質管理、工程管理等）につ

いて検討・整理する。 

１）．BIM/CIM のプロセスやフローの検討 
設計や施工段階でどのような手順でデータ構築および管理するのか、事業全体のフローと共に整理す

る。さらに、ステークホルダーとの協働するため CDE を使用したデータ共有や連携方法に関する検討・

整理を行う。 

２）．BIM/CIM データの取り扱いと管理の検討 
BIM/CIM を利用したプロジェクトでは、さまざまな組織に所属するメンバーや関係者で構成されるた

め、利用目的毎のデータの受渡し範囲、目的外利用制限、第三者の利用、著作の所在、納品データの扱

いなど、デジタル情報の取り扱いと管理の内容について検討・整理する。 

（６）．維持管理・運用のための BIM/CIM 活用の検討 
実施機関や運営管理者に対し、設計や施工における BIM/CIM 活用計画の内容を踏まえ、維持管理でどのよ

うな活用ができるのか、維持管理・運用における活用メリットを提示しつつ、協議・検討する。 

（７）．BIM/CIM 活用のために必要な支援についての検討 
BIM/CIM を設計・施工段階および維持管理段階で活用するためには、実施機関や運営管理者の BIM/CIM 技

術に関する知識や能力がある事が望ましい。そのため、技術者育成や実施体制構築等、BIM/CIM 導入のた

めに必要な支援スキームとその内容について検討する。 
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【無償資金協力】 

準備調査で実施する概略設計内における BIM/CIM 活用の具体的な内容を記載する。特に業務実施のために必要な

仕様については、可能な限り具体的に記載し、業務開始後の追加や変更による BIM/CIM 活用効果への影響を低減

させる事が望ましい。なお、BIM/CIM 業務の内容を記載する際は、以下を参考にする事ができる。 

記述のための参考ガイドライン 

【ICT の全面的な活用推進に関する実施方針】（国土交通省）10 
(別添-1) BIM/CIM 活用業務における BIM/CIM モデルを活用した検討内容の記載例 
(別添-2) BIM/CIM 活用工事における BIM/CIM モデルを活用した検討内容の記載例 

【BIM/CIM 活用ガイドライン(案)】（国土交通省） 
2. 共通事項 
3. BIM/CIM の流れ 

【設計 BIM ワークフローガイドライン】（建築設計三会）11 
7. EIR（BIM 業務仕様書）と BEP(BIM 実行計画書)ひな型（案） 

 

【記載例】 

記載内容例 

（１）．実施計画立案（実施計画書の作成） 
本業務における BIM/CIM に関する目的、対象、実施方法等を記述した実施計画書を作成する。また、

BIM/CIM 実施計画書に記載された内容について実施状況に併せて更新するとともに、BIM/CIM の実施にか

かる条件変更に伴う仕様変更があった場合には BIM/CIM 実施（変更）計画書を提出する。実施結果につい

ては BIM/CIM 実施報告書として BIM/CIM モデルとともに納品する。 

（２）．BIM/CIM モデルの作成および更新 

 作成するモデルを指定する。 

本業務における BIM/CIM を活用した調査の実施にあたり、以下の BIM/CIM モデルの作成及び更新を行う。 

作成モデル 作成内容 

地形モデル 〇〇〇データを用いて地形モデルを作成する 

線形モデル 計画中心線を表現する線形モデルを作成する 

土工形状モデル 掘削形状を表現した土工形状モデルを作成する 

統合モデル 〇〇〇モデル、〇〇〇モデル、〇〇〇モデル、を統合したモデルを作成する 

・・・ ・・・ 
 

１）．BIM/CIM モデルの仕様 

 ［地形・地質モデルの作成範囲］ 

 モデルの作成範囲を指定する。 

広域地形… 〇〇〇交差点を中心とした〇〇km2の衛星写真をもとにした3次元広域地形を作成する。 
狭域地形… 〇〇〇交差点を中心とした〇〇km2において UAV による撮影を行い、実測量による地形

データの補完を行う。 

 ［測地形、座標系、単位］ 

 作図の基準点となる測地系や座標系及び使用する単位を指定する。 

測地系：WGS〇〇、座標系：〇〇座標系 
単位系：メートル 

                                                        
10 BIM/CIM ポータルサイトより閲覧が可能。http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/spec_cons_new_r4.html 
11 https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/001429639.pdf 
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 ［BIM/CIM モデルの作成対象と詳細度］ 

 作成モデルの対象とその詳細度を指定する。 

構成要素 モデル内容 種類12 詳細度 

線形 道路の中心線 - - 

地形 UAV による地形測量データ サーフェイス LOD 200 

構造物 XXX 橋：上部工、下部工、基礎工 ソリッド LOD 300 

仮設物 工事用道路、施工ヤード ソリッド LOD 300 

地質 ボーリング柱状図 - - 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

※ 詳細度については、ハンドブック第 2 章【BIM/CIM に関する基礎知識  2) BIM/CIM の概念】

参照 

 ［属性情報］ 

 付与する属性情報（属性情報の内容、付与方法、付与情報の更新方法等）ついて記載

する。 

属性情報は、構造物名称および部材名称、施工計画にもとづいた時間属性とし、3 次元モデルに直接

付与する。 

 ［使用するソフトウェア］ 

 使用するソフトウェア名とバージョンを記載する。電子納品物の内容を閲覧する為に

必要なソフトウェアも併せて記載する。 

使用ソフトウェア 主な用途 

Auto CAD Civil 3D 
・線形の 3 次元化 
・地形の作成 

Revit ・構造物の 3 次元モデル化、属性付与 

Navisworks ・ビュワー 

・・・ ・・・ 

 [情報共有システム] 

 情報共有システムを利用する場合、クラウドサービスの名称や共有ソフトウェア等に

ついて記載する。 

本業務の実施に当たり、情報共有システムには Web ブラウザを利用してインターネットを介してファイ

ル共有、意見交換（掲示板機能）を行う○○社のクラウドサービス「○○」（情報共有システムの名称）を用

いる。 

（３）．BIM/CIM モデルを使用した検討 

 前項の【5. 調査実施方針及び留意事項】に記載に準拠し、BIM/CIM モデルを用いて実施する

項目と内容を記載する。 
本業務において、BIM/CIM モデルを活用して以下の検討および検証を行う。 

  

項目 実施内容 

a) 設計選択肢の調査 
（ルート計画の比較） 

〇〇〇～〇〇〇区間におけるルート計画の検討を行い、地形
や地質、工事費の観点から最適な計画案を導き出す 

c) 対外説明 
（関係者協議、住民説明、広報） 

計画内容の説明や合意形成のために3次元モデルを用いて円
滑化を図る 

・・・ ・・・ 

                                                        
12 サーフェイス・・・物体の表面のみを表現する手法 

ソリッド・・・物体の表面と中身を表現する手法 
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（４）．報告書作成・BIM/CIM モデルの納品 

 納品するモデルとそのファイル形式について記載する。 

本業務における成果品および納品するファイルは、以下の通りである。 

BIM モデルデータ（DVD や HDD 等） 
BIM/CIM 実施計画書（電子データ） 
BIM/CIM 実施報告書（電子データ） 

モデル名 納品ファイル形式 閲覧ソフトウェア名 

線形モデル ・・・ ・・・ 

地形モデル ・・・ ・・・ 

構造物モデル ・・・ ・・・ 
  
（５）．準拠および参考とする基準 

 準拠および参考とする基準を記載する。 

本業務において準拠および参考とする基準は以下の通りである。 

基準の名称 発行元 発行年月日 

BI/CIM モデル等の電子納品要領（案） 国土交通省 2021 年 3 月 

BIM/CIM 活用ガイドライン（案） 国土交通省 2021 年 3 月 

3 次元モデル成果物作成要領（案） 国土交通省 2021 年 3 月 
  
（６）．BIM/CIM 活用における必要な支援策の検討 
本事業の BIM/CIM を活用において事業目標の達成するために必要となる支援策（ソフトコンポーネントに

よる支援）について検討する。また、支援が必要な場合はその計画書を立案し、提案をする。 
  

第４章 業務実施上の条件 
２. 業務量の目途と業務従事者構成案 

 調査において、BIM/CIM 技術の活用に従事する技術者を記載する。 

※ 経費については、ハンドブック第 8 章 【資金協力事業（有償・無償）における必要経費の考え方】 
参照 

――＜解説＞―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

以下に業務従事者として必要となる技術者やその能力及び業務内容を参考として示す。 

BIM/CIM 業務に必要となる技術者とその職能と業務内容 

技術者名 職能及び業務内容 

BIM マ ネ ー
ジャー 

＜職能＞ 
BIM 活用に必要な情報技術や管理能力およびエンジニアリングの知識を持ち合わせて

いる技術者（建設技術者であり ICT 専門家となるゼネラリスト） 

＜業務内容＞ 
BIM の推進や展開の知識や手法について相談・指導する 
事業の実質的な BIM 運用を統括し、モデル作成に係わる指導を行う 
事業プロセス全般において BIM データを一元的管理する 
必要な実施体制や教育などの環境整備や設備投資などの助言を行う 
EIR（案）の作成を行い、応札者が作成した BEP の評価を行う 

BIM コーディ
ネーター 

＜職能＞ 
BIM の実務経験などからステークホルダーの BIM 利用の目的や効果を十分に理解しつ

つ、データ構築運用上の問題や課題点について調整を図る事ができる技術者 
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＜業務内容＞ 
BIM ソフトウェアや CDE の効果的な運用や連携方法等について、ステークホルダー（実

施機関やエンジニア、コントラクター）と調整・整理する 
BIM による業務プロセスがスムーズに実施できるよう、管理・調整を行う 

BIM モデラー 

＜職能＞ 
2D や 3D の図面データの特性を理解し、BIM ソフトウェア等を使用して BIM モデル

データの構築やオペレーションができる技術者 

＜業務内容＞ 
BIM ソフトウェアを使用し、モデルデータの構築や確認、共有等を行う 
モデルデータを完成させるために必要な助言や操作指導等も行う 

※ODA 事業の場合、BIM マネージャーは事業形態および事業段階によって業務内容も多様となる。 

【有償資金協力】 

BIM/CIM 技術の適用に関する全ての調査を実施し、設計や施工、維持管理までの活用計画について調査できる技

術者（BIM マネージャー）が必要である。 

【無償資金協力】 

当該業務の内容、規模に即して BIM/CIM を使用した概略設計ができる技術者（BIM マネージャー、BIM コーディ

ネーター、BIM モデラー）が必要である。 

３. BIM/CIM 活用業務の費用について 
 BIM/CIM 活用業務では、主にモデル作成およびその情報の管理が業務となる。そのために必要な機材

費や人件費を考慮する。 
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第6章 資金協力事業（有償・無償）における相手国実施機関との合意文書

記載文案 

【有償資金協力】 

BIM/CIM 技術を事業に導入する場合、相手国政府/実施機関との合意文書（Minutes of Discussions）

に記載する文案の一例を以下に示す 

Minutes of Discussions 

Annex I   PROJECT STATUS REPORT 

2. Project Implementation (Efficiency) 

2-1. Project Scope 

【記載例】 

Items Contents 

Consulting Services 

1. Overall Project management by use of CDE. 
2. Review design including preparation of EIR as a part of bidding documents. 
3. Construction Management and Supervision Works by BIM 
*See TOR of Consulting Services for Others 

2-4. Organizations for Implementation 

2-4-1. Executing Agency: 

<Organization Structure and number of staff> 

【記載例】 

PIU will be established hiring the members as follows. 
- Director 
- Secretary 
- Design, construction, mechanical and electrical, (engineering staff, BIM monitoring staff, lecture) 
- Equipment 
- Finance 

1) Operation and Maintenance (O&M) (Sustainability) 

4-1. O&M and Management 

【記載例】 

Operational and maintenance system (structure and the number, qualification and skill of organization and staff or other 
conditions necessary to maintain the outputs and benefits of the project soundly, such as BIM based O&M system, 
facilities and equipment for maintenance, and spare parts stocks etc.) 

Annex II   MAIN POINTS DISCUSSED 

i) GENRRAL ISSUE 

1) Action to be taken 

【記載例】 

・Planning Future Technical Assistance by JICA 

The executing agency should organize a coordination meeting with relevant faculty/department in the organization 
in order to consider what kinds of technical assistance would be necessary to maintain the infrastructure by BIM 
technology use. 
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ii) PROJECT SPECIFIC ISSUE 

1) Required qualification of Consultant, Contractor and Supplier of Equipment 

【記載例】 

Contractor shall have the sufficient knowledge and experience in the construction with the BIM technology. 

――＜解説＞―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

協力準備調査において、事業における BIM/CIM 実施内容に対応できる建設事業者を確保できるか調査を行い、その

内容を反映させる。 

1) Necessity of Technical Assistance 

 ハンドブック 第 9 章 【ODA 事業における BIM/CIM 導入のための支援策】参照 

The executing agency and JICA mission confirmed technical assistance would maximize the effect of the Project in order to 
establish an effective implementation system of maintenance by BIM among the department of the executing agency and relevant 
stakeholders.  

【無償資金協力】 

BIM/CIM 技術を事業に導入する場合、相手国政府/実施機関との合意文書（Minutes of Discussion）

の Attachment に記載する文案の一例を以下に示す。 

『ATTACHMENT (MINUTES OF DISCUSSIONS)』（建築セクターの場合） 

 Cost Estimate 

 事業コストに BIM/CIM 活用にかかる人件費や機材費などを考慮する。 

 
 Undertakings of the Project 

 相手国政府/実施機関側にBIM/CIM技術者の配置や資機材の必要性や活用のための協力を求

める場合、その内容について記載する。また、MD 本文のみならず「Annex 5 Major Undertakings 
to be taken by the Government of 相手国略称」にも記載する。 

【記載例】 

To assign the counterpart personnel and BIM / CIM engineers 

To assist the survey team in technical service with BIM industry groups as needed 

To provide the necessary BIM equipment/environment for BIM groups according to the EIR 

 
 Other Relevant Issues 

1) Purpose / goal of BIM implementation 

【記載例】 

The BIM/CIM use for strong consensus building among all parties involved in construction projects to reduce the design 
and construction risk. 

2) Specifications for BIM implementation 

【記載例】 

 Codes and Standards 

ISO ISO19650 
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Guideline XXXX BIM Guideline 2020 

3) Conditions of BIM implementation 

【記載例】 

The BIM use shall be set to enable the adequate selection of implementation plan and applicable techniques based on 
the result of the outline design stage. 

 

 BIM/CIM 活用のため、既に合意している技術支援プロジェクトや相手国政府/実施機関と合

意している事項があれば記載する。【ハンドブック 第 9 章 ODA 事業における BIM/CIM 導

入のための支援策】参照 

【記載例】 

The executing agency understands that if using BIM for maintenance, they must be bear costs for that. 

Annex 4  Project Implementation Schedule 

 BIM/CIM 活用が事業スケジュールに影響を与える場合、BIM/CIM の活用スケジュールも記

載する。 
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第7章 資金協力事業（有償・無償）におけるコンサルタント・コントラク

ター調達 TOR 案 

ISO19650 には、BIM で情報を構築するための発注者と請負者間で必要な情報に関連する各種要求

事項（Information Requirements）や情報モデル（Information Model）について記載されている（図 2-15

参照）。 

ODA 事業においても BIM/CIM 技術の導入にあたり、各事業目的とその内容に従った記述が特記仕

様書に必要となる。そのため本章では、ODA 事業の有償および無償資金協力事業における標準的な

BIM/CIM 業務のための仕様書（Terms of reference）を示す。 

EIR：情報交換要求事項 
プロジェクトにおいて、発注者として求める特記仕様書の中で BIM に関する業務仕様を定める

もので、発注者により作成され、受注者選定や契約に先立って受注候補者に提示される。 
BEP：BIM 実行計画 
プロジェクトにおいて、受注候補者が EIR にもとづき、業務計画書の中で BIM に関する業務の

仕様を提案するもので、受注候補者によって作成され、契約前に発注者と BEP に関する協議を行
い、双方合意した上で受注者として契約締結する。 

なお、発注者と受注者間の認識違い、手戻りなどがないよう契約前に合意する事が必要で、BEP の

更新・変更があった場合、発注者と受注者間で協議、合意の上で変更する。 

 

図 7-1 EIR と BEP の概略イメージ 

※ISO19650 によると、設計業務を実施する場合においても発注者が EIR を作成しなければならな

い。しかし、ODA 事業の設計業務にはライフサイクルにわたる事業展開の方向性を包含したコンサル

ティング業務を行う特性がある事から、EIR は建設工事の調達ために作成することとする。 

発注者
（実施機関）

受注者
（コントラクター）

業務特記仕様書

EIR
(Employer’s information requirements)

業務計画書

BEP
(BIM execution plan)

BEP
(BIM execution plan)

EIR
(Employer’s information requirements)

業務契約書・請負契約書
+

３. 双方合意

２. 具体的なスケジュール・方法等を明示

１. 委託内容について契約書の解釈・補足を具体的に明示
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【有償資金協力】 

有償資金協力事業におけるコンサルティング業務発注のための Terms of Reference を以下に示す。 

Terms of Reference for Detailed Design and Construction Services 

I. BACKGROUND AND PROJECT 

II. OBJECTIVES OF CONSULTING SERVICES 

【記載例】 

- Basic and detailed design of building and equipment by using BIM 
- Construction supervision by using BIM 
- BIM technnologigal transfer to the Excuting Agency 

III. SCOPE OF CONSULTING SERVICES 

i) Basic and Detailed Design of Building for Construction and Procurement works 

【記載例】 

Prepare the basic and detailed design of the Project by using BIM technology to ensure clarity and understanding between 
the executing agency, contractors and other relevant stakeholders. 

ii) Construction Supervision 

【記載例】 

1) Review and approve the Contractor's working drawing, shop drawings and drawings for temporary works. Also review 
and approve the materials prepared by the Contractor for any part of the permanent works. For these review, BIM shall 
be used as needed. 

2) Any design changes subject to the variation order, such as drawing, technical specification, relevant calculations, and 
cost, must be verified by BIM. 

3) Check the as-built BIM data submitted by the Contractor. 

iii) Technological Transfer 

【記載例】 

The consultant arranges the workshop on building design using BIM. 

IV. EXPECTED TIME SCHEDULE  

V. STAFFING (EXPERTIES REQUIRED) 

i) Qualification of Experts 

【記載例】 

BIM Engineer Education: 
Graduate in Architecture or Civil Engineer 

Qualification: 
Architect/Civil Engineer certificated by the authorities concerned. 
Professional experience not less than ** years 

Experience: 
Experience managing information equivalent to the requirements of ISO 

19650 in infrastructure project. 

ii) Scope of works for the respective personal  

【記載例】 

- BIM Manager 
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- BIM Coordinator  
- BIM Modeler  
Other Expert’s Qualifications（BIM Director, PMIS Manager, Data Scientist, etc.） 

VI. REPORTING 

【記載例】 

Category Type of Report 

Procurement Assistance 
(Construction/Procurement work) 

Draft Bidding Documents (include EIR and BIM Model) 

Bidding Documents (include EIR and BIM Model) 

Construction Supervision Completion Report (including the report on As-built BIM Model, Others) 

VII. OBLIGATIONS OF THE EXECUTING AGENCY 

【記載例】 

<Information Data> 
- Provide the necessary BIM equipment/environment for BIM groups according to the the requirement of the TOR. 

<Counterpart staff> 
- Appoint counterpart personnel and BIM / CIM engineers as may be necessary for effective implementation of the 

Consulting Servies. 

<Supprt and Cooperation> 
- Assist the survey of current status of BIM technology in construction industry of project country. And support and 

cooperate technical service provided by BIM system vendors as needed. 

【無償資金協力】 

無償資金協力事業におけるコンサルティング業務発注のための Scope of Survice を以下に示す。 

Special Conditions of Agreement   Appendix 1: Scope of the Survice 

I. Scope of the service 

i) Design stage 

【記載例】 

The Consultant shall: 

1) Be on behalf of the Client prepare bid documents including instruction to bidders(incliding EIR for BIM), form of bid, 
conditions of contract, specifications, drawings, appendices and other relevant document (if any), and 

ii) Bidding Stage 

【記載例】 

The Consultant shall： 

1) Assist the Client in awarding the successful bidder and in negotiating on the Contract with the bidder, including further 
elaboration on the construction schedule, personnel dispatch schedule and BIM implemataion plan, 

iii) Construction, Procurement, Installation, and Operation training by the Contractor Stage 

【記載例】 

1) Reviewing and giving approval, consent or comment as appropriate to the following documents with using and referring 
the building information modeling data; 

- construction schedule and revised construction schedule, 
- construction plan (method statement), 
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- quality assurance and quality control documents, 
- health safety and environment management documents, 
- shop drawings, samples and catalogues, 
- other relevant document submitted by the Contractor, 

iv) Assistance in the start-up or operation and maintenance stage 

【記載例】 

The Consultant shall assist the Client to ensure the smooth operation, maintenance and management of the BIM data. 

 

有償・無償資金協力事業におけるコントラクター業務発注例 

コントラクターは、入札図書に含まれる EIR をもとに、BEP を作成する。以下に、EIR の記載例を示す。 

Typical EIR Contents 

1. BIM MANAGEMENT 
1.1 STANDARDS AND CLASSIFICATION 
1.2 IFORMATION FUNCTIONS (ROLES AND RESPONSIBILITIES) 
1.3 PLANNING OF THE WORK AND DATA SEGREGATION 
1.4 SECURITY 
1.5 COORDINATION & CLASH DETECTION PROCESS 
1.6 COLLABORATION PROCESS 
1.7 CDE IMPLEMENTATION (CDE) 
1.8 SYSTEMS PERFORMANCE 
1.9 COMPLIANCE PLAN 
1.10 DELIVERY STRATEGY FOR ASSET INFORMATION 

2. BIM TECHNICAL REQUIREMENTS 
2.1 SOFTWARE PLATFORMS 
2.2 DATA EXCHANGE FORMAT 
2.3 COORDINATE SYSTEMS 
2.4 LEVEL OF DETAIL (LOD) 
2.5 TRAINING 

3. BIM COMMERCIAL REQUIREMENTS 
3.1 MILESTONES AND PROJECT DELIVERABLES 
3.2 CLIENTS STRATEGIC PURPOSES 
3.3 RESPONSIBILITIES MATRIX 
3.4 BIM CAPABILITY ASSESSMENT 

 BIM を実行する為には EIR を作成し、応札時に BEP の提出を求める必要がある。発注者側は、契約

までに請負予定者と協議し BEP の内容を最終化する。BIM の実行内容は案件ごとに異なるが、業務

フローは現在と同じである。 
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第8章 資金協力事業（有償・無償）における必要経費の考え方 

BIM/CIM を導入するにあたり、必要となる経費を図 8-1 にそれらの特徴や留意点を表 8-1 に示す。

経費の特徴や留意点については、想定される主な項目を挙げ、プロジェクト毎の特性（事業セクター、

規模、事業段階、期間、通信等インフラ状況、人材確保の難易度、等）によって取捨選択しやすいよ

うに示した。なお、本項では BIM/CIM を導入し運用する際に必要な直接経費のみを示し、間接経費

（設置個所費用、関連備品費、電気代、回線使用料等）については省略した。 

具体的な金額については、現在我が国や諸外国で使用されている主な BIM ソフトウェアや情報共

有システム等の価格を参考にして記述している（表 8-2、表 8-3 参照）。 

 
出典：JICA 調査団 

図 8-1 BIM 導入にかかわる主な必要経費 

  

BIM/CIM 導入運用に 

必要な直接経費 

2. 直接経費 

（BIM システム経費） 

1. 直接人件費 1-1. 労務費 

（BIM マネージャー、BIM コーディネーター、BIM モデラー、 

その他 BIM 関連技術者） 

3. その他経費 

1) BIM モデラーソフトウェア購入費 

2) 情報共有システム導入費 

3) その他ソフトウェア購入費 

1) BIM モデラーソフトウェア維持費 

2) 情報共有システム維持費 

3) その他ソフトウェア維持費 

4) ハードウェア購入費 

4) ハードウェア費（モデリング用 WS,

ディスプレイ、ローカルサーバー

等の維持費、入替費） 

5) 運搬・ネットワーク敷設・システム

セット 

5) 再セットアップ費 

2) ソフトウェアオペレーションサポー

ト費 

1) 教育費 

3) カウンターパート支援費 

2-1. 初期導入費 

2-2. 運用維持費 
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表 8-1 経費を考える際の主な特徴や留意点 

経費項目 主な特徴や留意点 

1-1.労務費 

1) BIM マネージャー 事業毎や工区事毎の必要に応じて、1 名を配置する 

2) BIM コーディネーター 事業規模に応じて、1～数名を配置する 

3) BIM モデラー 事業規模に応じて、数名～数十名を配置する。最も人数を必要と

する役職であるため経費が高くなる 

4) その他 BIM 関連技術者 事業内容に応じて、必要な技術を有する者数名を配置する 

2-1.初期導入費 

1) BIMモデラーソフトウェ

ア購入費 

事業内容に応じて、ソフトウェアを選定し必要なライセンス数を

購入する 
ライセンス数に比した、サブスクリプション形式の料金体系が主

流である 

2) 情報共有システム導入費 

情報共有機能を有したコンピューターとサーバーが一体となっ

たシステムを利用する形で、サービス提供会社と契約する 
利用人数に比した、サブスクリプション形式の料金体系が主流で

ある 
途上国においては、サーバーの所在とネットの転送速度に注意が

必要である 

3) その他ソフトウェア購入

費 

点群処理ソフト、Office 系ソフト、2D ビジュアル系ソフト、

2DCAD ソフトなどを含む 
近年、サブスクリプション形式の料金が増えてきている 

4) ハードウェア購入費 

ワークステーション本体に加え、大画面ディスプレイ（2 基）、

マウスキーボード等の入力デバイスが必要である 
BIM データ容量は非常に大きいので、ローカルサーバーや大容

量の外付けストレージが必要である 
ワークステーションの演算処理速度は、最速の機材では不要で、

その 7～8 割程度の性能があれば十分である 
途上国では注文から搬入までに数か月を要する場合もあるので

注意が必要である 

5) 運搬・ネットワーク敷設・

システムセットアップ 

途上国では道路事情や人員の質の問題もあり、機材の運搬に注意

を要するため、保険をかけるなどの措置も考慮する 
事務所内のネットワーク敷設設計工事では、BIM 作業の効率が

最高となるように機材を選定し設置工事を行う 
システムセットアップ料金が発生する場合があるので注意を要

する 

2-2.運用維持費 

1) BIMモデラーソフトウェ

ア維持費 

サブスクリプション契約である場合は、バージョンアップ､バグ

除去等が含まれている 
人員の増減に合わせて、BIM モデル作成用のワークステーショ

ン台数を調整する 

2) 情報共有システム維持費 

サブスクリプション契約である場合は、バージョンアップ､バグ

除去等が含まれている 
使用人数の増減がある場合には、料金を見直す必要がある 
事業の進捗に合わせてサーバー使用容量が増えるので、契約更新

を行う 

3) その他ソフトウェア維持

費 
買い取り形式のソフトウェアもあるがサブスクリプション形式

も増えてきているので確認する 

4) ハードウェア費 

事業が長期にわたる場合には、ワークステーションやその他の機

材を事業レベルに合わせて入れ替える 
BIM データが増大した場合は、バックアップも兼ねてローカル

サーバー等の導入を行う 

5) 再セットアップ費 
BIM システムの利用は長期に渡るため故障するリスクが増え

る。最悪の場合、再セットアップ作業が必要となりハードウェア

の交換も必要となる場合がある 
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経費項目 主な特徴や留意点 

3.その他経費 

1) 教育費 
BIMを運用するために人材の教育は必須である。特にBIMモデラー

育成と情報共有システムを使用できる人材育成は、BIM の効果を最

大化するには必要である 

2) ソフトウェアオペレー

ションサポート費 
特に BIM モデラーソフトウェアのオペレーションについてサポー

トを受けるのに必要な費用 

3) カウンターパート支援費 BIM システム設営、BIM システムの使用方法などを支援する費用 

出典：JICA 調査団 

表 8-2 必要経費の参考計算例（有償の例） 

費用項目 単位 単価 数量 数量計 小計 備考 

情報収集・確認調査 ¥3,750,000  

BIM マネージャー 人月 ¥2,500,000 1 人ｘ1.5 か月 1.5 ¥3,750,000 日本人技術者、渡航費別途 

協力準備調査 ¥14,705,654  

3D 基本測量データ 一式 ¥1,000,000  1 ¥1,000,000 予算として 

BIM マネージャー 人月 ¥2,500,000 1 人ｘ2 か月 2 ¥5,000,000 日本人技術者、渡航費別途 

BIM モデラー 人月 ¥2,000,000 2 人ｘ2 か月 4 ¥8,000,000 日本人技術者、渡航費別途 

BIM ソフト 月・個 ¥39,203 3 人ｘ6 か月 18 ¥705,654 Autodesk AEC、ソフトのみ 

設計・施工監理 ¥45,466,203  

3D 詳細測量データ 一式 ¥2,000,000  1 ¥2,000,000 予算として 

BIM マネージャー 人月 ¥400,000 1 人ｘ（9+18）か月 26 ¥10,400,000 ローカル技術者（技量十分
な場合に限る） 

BIM コーディネーター 人月 ¥300,000 1 人ｘ（9+18）か月 27 ¥8,100,000 ローカル技術者 

BIM モデラー 
（差額のみ） 

人月 ¥50,000 10 人ｘ9 か月+5 人
ｘ18 か月 180 ¥9,000,000 ローカル技術者（CAD 技術

者との差額） 

BIM 環境 
（エンジニア用） 

月・個 ¥49,250 5 人ｘ（9+18）か月 135 ¥6,648,713 

ローカル BIM マネージャー
＋ASEM エンジニア用。
Autodesk3 年 用 を 按 分 、
ワークステーション、モニ
タ、ソフト、Office 含む 

BIM 環境 
（モデラー用） 

月・個 ¥51,764 10 人ｘ9 か月+5 人
ｘ18 か月 180 ¥9,317,490 

Aitodesk3年用を按分、ワー
クステーション、モニタ、ソフ
ト、Photoshop、Office 含む 

施工 ¥4,958,000  

CDE 
（情報共有システム） 

月・式 ¥206,583 18 か月+6 か月 24 ¥4,958,000 建設費の増額。瑕疵責任期
間も対応 

維持管理（年額参考値） ¥8,869,329 初年度参考値 

BIM ソフト 年・個 ¥470,443  3 ¥1,411,329 Autodesk AEC 

CDE ソフト 年・個 ¥458,000  1 ¥458,000 必 要 な 時 に Autodesk 
BIM360、10 人用 

FM ソフト 年・個 ¥7,000,000  1 ¥7,000,000 
大規模施設等の時に導入
し、初年度 170 万円～700
万円程度 

※ BIM 活用案件の概算予算増額分として試算（有償建築案件を参考に算定） 
※ 想定案件は大学研究施設の建設整備事業（延べ床面積 1 万㎡/棟ｘ2 棟＝合計 2 万㎡程度、実績面積単価を参考と

して工事費約 16 億円） 
※ 条件は、実施段階工期：BD3 か月、DD6 か月、SV18 か月（報告書本編の有償案件用導入工程表の想定にもとづく） 
※ 実施国：インドネシアをケースとして想定（ローカルエンジニア単価） 
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表 8-3 必要経費の参考計算例（無償の例） 

費用項目 単位 単価 数量 数量計 小計 備考 

協力準備調査 ¥7,016,615  

3D 基本測量データ 一式 ¥700,000  1 ¥700,000 予算として 

BIM マネージャー 人月 ¥2,678,000 1 人ｘ0.7 か月 0.7 ¥1,874,600 日本人技術者、渡航費別途 

BIM モデラー 人月 ¥2,123,000 1 人ｘ2 か月 2 ¥4,246,000 日本人技術者、渡航費別途 

BIM ソフト 月・個 ¥39,203 1 人ｘ5 か月 5 ¥196,015 Autodesk AEC、ソフトのみ、
積算にも援用 

詳細設計・施工監理 ¥15,169,139  

3D 詳細測量データ 一式 ¥1,000,000  1 ¥1,000,000 予算として 

BIM マネージャー 人月 ¥2,160,000 1 人ｘ（DD1＋
SV1）か月 2 ¥4,320,000 日本人技術者人件費およ

び間接費 

BIM コーディネーター 人月 ¥250,000 1 人ｘSV18 か月 18 ¥4,500,000 ローカル技術者傭人費 

BIM 環境 
（エンジニア用） 

月・個 ¥49,250 DD4 人ｘ6 か月＋
SV4 人ｘ18 か月分 96 ¥4,727,973 

Autodesk3 年 用 を 按 分 、
ワークステーション、モニ
タ、ソフト、Office 含む 

BIM 環境 
（DD モデラー用） 

月・個 ¥51,764 DD 用 2 人ｘ6 か
月 12 ¥621,166 

Autodesk3 年 用 を 按 分 、
ワークステーション、モニ
タ、ソフト、Phtoshop、Office
含む 

施工 ¥2,290,000  

CDE 
（情報共有システム） 

月・式 ¥76,333 18 か月+12 か月 30 ¥2,290,000 
建設費の増額。瑕疵責任期
間も対応。25 アカウントまで
の小規模想定。 

維持管理（年額参考値） ¥8,869,329 初年度参考値 

BIM ソフト 年・個 ¥470,443  3 ¥1,411,329 Autodesk AEC 

※ BIM 活用案件の概算予算増額分として試算（無償建築案件を参考に算定） 
※ 想定案件は病院施設の建設整備事業（延べ床面積 8,500 ㎡、工事費約 19.5 億円、設計監理費約 2.3 億円の類似案件

を参考） 
※ 条件は、実施段階工期：DD7 か月、SV18 か月（報告書本編の無償案件用導入工程表の想定にもとづく） 
※ 実施国：ネパールをケースとして想定（ローカルエンジニア単価） 
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第9章 ODA 事業における BIM/CIM 導入のための支援策 

ODA 事業に BIM/CIM 技術を導入し、業務効率の向上などの効果を発揮し導入に伴う課題に対処す

るためには、実施機関側の実態にあわせた支援を必要とする場合が考えられる。その中でも、事業と

連携した形で実施する事が望ましい支援策について、技術面、制度面、運用面の視点から示す。 

 

図 9-1 必要支援の確認フローチャート 

発注者（実施機関）の人材育成支援 

支援形態 技術協力プロジェクト（国/自治体/公益団体/コンサルタント等の専門家派遣） 

実施機関 有償・無償事業案件の実施機関 

直接受益対象者 有償・無償事業案件の実施機関の職員 

プロジェクト目標例 実務において BIM/CIM を使用した業務ができる 

支援目的例 

BIM/CIM の技術や利活用の基礎知識教育 
BIM/CIM による情報マネジメント能力支援 
BIM/CIM ソフトウェアの操作技術の習得 
BIM/CIM を使った実務組織体制の整備 
DX 技術を使った行政サービスの実現支援 

 

BIM/CIM 技術者の人材育成支援（技術者訓練センター設立） 

支援形態 
技術協力プロジェクト（産学官連携支援、公益団体/コンサルタント/印鑑 BIM 会社等

の専門家派遣） 

実施機関 独立した政府機関として法人格であるアカデミー支援組織等 

直接受益対象者 有償 無償事業案件の従事技術者および建設工事事業者の技術者等 

BIM/CIM技術導入の対象範囲および
内容の特定

効果的なBIM/CIM活用

BIM/CIM活用のための
制度設計支援

事業実施にあたり、
BIM/CIM技術者の育
成支援が必要である

事業実施にあたり、
実施国の制度整備

が必要である

実施機関は、BIMを

活用した維持管理を
実施する予定である

YES

NO

YES

NO

YES

NO

デジタル技術を活用した
インフラ維持管理システム支援

【無償資金協力の場合】
BIM/CIMデータやシステムを使用した
インフラ施設の維持管理能力の強化

E

D

C

発注者（実施機関）の人材育成支援

BIM/CIM技術者の人材育成支援B

A

A

B
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プロジェクト目標例 技術者が実務において BIM/CIM を使用した業務ができる 

支援目的例 

人材育成の方針・制度の確立 
育成制度の運営体制の確立 
研修コースやそのカリキュラム整備やその更新 
研修に必要な施設と機材整備 
研修教材とマニュアル整備 
BIM/CIM に関する技術開発機関としての機能 

 

BIM/CIM 活用のための制度設計支援 

支援形態 
技術協力プロジェクト（大学フェロー、産学官連携支援、本邦または在外研修、国/公
益団体等の専門家派遣） 

実施機関 建設事業等の社会基盤の担当省庁等 

直接受益対象者 
担当省庁の職員や有償・無償事業案件の実施機関の技術者、建設関連機関の技術者お

よび建設工事事業者の技術者等 

プロジェクト目標例 BIM/CIM 技術を用いた公共事業の設計、入札、施工監理ができる 

支援目的例 

建設工事における BIM/CIM 活用ガイドラインが整備される 
BIM/CIM 技術をサプライできる産官学のアライアンスが整備される 
BIM/CIM 技術を活用した調査 設計 施工監理のマネジメント能力

が強化される 
建設事業の許認可等の管理システムが改善される 
BIM/CIM 技術の導入のための設備に対する支援がなされる 

 

デジタル技術を活用したインフラ維持管理システム支援 

支援形態 
技術協力プロジェクト（産学官連携支援、本邦または在外研修、自治体/公益団体/コ
ンサルタント等の専門家派遣） 

実施機関 有償・無償事業案件の実施機関や運営管理機関等 

直接受益対象者 有償・無償事業案件の実施機関や運営管理機関の技術者、建設工事事業者の技術者等 

プロジェクト目標例 
デジタル技術を活用したインフラ維持管理により、利用者の公共インフラへのアクセ

サビリティが向上する。 

支援目的例 

インフラ整備及び維持管理に関わる現地の技術者が研修等を通し、デジタル技術

を活用したインフラ計画 設計、施工監理及び維持管理業務に必要な工学知識

や情報技術活用知識を習得する 
デジタルによるインフラ維持管理マニュアルが整備される 
インフラ改修工事における品質管理及び安全管理に関する基本的留意事項をま

とめた現場チェックリストが作成される 
インフラ維持管理に関する適切な予算と運営を目的としたマネジメントシステ

ムが構築される 
実施機関や運営管理機関によるデジタル技術を使用したインフラの維持管理に

関する実施方針が整備される 

 

 
BIM/CIM データやシステムを使用したインフラ施設の維持管理能力の強化 

支援形態 ソフトコンポーネント 

実施機関 無償事業案件の実施機関 

直接受益対象者 無償事業案件の実施機関や運営管理機関の技術者等 

C

D

E
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プロジェクト目標例 BIM/CIM データを用いたインフラ施設の維持管理ができる。 

支援目的例 

インフラ施設の維持管理技術のワークショップやセミナー開催 
BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理の実施体制の構築 
BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理マニュアルの作成  
BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理の計画立案 
BIM/CIM を用いたインフラ施設の維持管理の実施 



 

H-47 

参考編 ： 第１０章 BIM/CIM 導入プロジェクト事例

第10章 BIM/CIM 導入プロジェクト事例 

The Klang Valley Mass Rapid Transit (KVMRT) Project 
(The Sungai Buloh-Serdang Putrajaya (SSP) line) 

Kuaka Lumpur, Malaysia 

      

[発注者]  Mass Rapid Transit Corporation (MRT Corp) 
[事業セクター]  鉄道事業 
[総事業費]  MYR 32 billion (approx. 7.5 billion USD) 
[HP]  https://bim.mymrt.com.my/ 
[概要]  
路線距離 52.2km、その内地下部は 13.5km。35 駅(11
の地下駅)をつなぐ都市鉄道。 

[取組み内容] 
複数のステークホルダー、20 以上の分野間で情報交換

や共有を実施するため当初から BIM Leve2 で実装し

た。 

維持管理では資産と保守に BIM データを活用する事を

目的として取り組んだ。 
また、発注者は BIM in Rail Academy and Training 
Center を立ち上げ、コンサルタントとコントラクターのス

キルを向上させる体制を義務付けた。 

Source: https://bim.mymrt.com.my/birac/ 

[費用効果] 
Open Rail CDE により、正確な情報をリアルタイムで共

有できることにより、生産性が 35%向上した。 
Source: https://prod-bentleycdn.azureedge.net/ 

 

Copenhagen Airport Expansion Project Copenhagen, Denmark 

      

[発注者]  Copenhagen Airport A/S 
[事業セクター]  空港事業（建築） 
[総事業費]  DDK 10 million (approx. 1.6 billion USD) 
[HP]  https://www.cph.dk/en 
[概要] 
運用効率や旅客サービスの向上の目的のため、空港ター

ミナルビルを 220,000m2 から 380,000m2 に拡張した事

業。管理と旅客エリアを明確に分け、商業サービス、施設

運用・管理の向上が図られた。 
[取組み内容] 
既存の空港施設の 2 次元図面を維持管理や運用や保守・

改修に活用するため、施設の 3 次元モデルを作成した。 

測量では、点群データを IFC で 3 次元ファイルに取り

込んでいる。また、IFC ファイルを用いて、ステークホ

ルダーとのコラボレーションを実現し、情報共有の迅

速化を図った。 
[費用効果] 
プロジェクトチームは、BIM モデルを使用して数量を算

出し、入札を実施した。これにより、積算の誤差を小さ

くすることに成功している。最終的に BIIM を使用する

事により、事業費コストを 4.46%縮減した（当初は 4%
の削減目標）。  

Source: https://prod-bentleycdn.azureedge.net/ 
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Hong Kong Zhuhai Macao Bridge (HZMB) Project Hong Kong, China 

      

[コンサルタント]  Leighton Asia 
[事業セクター]  道路事業 
[総事業費]  10.6 billion USD 
[概要] 
港珠澳大橋(HZMB)は、橋梁とトンネルからなる全長

55km の海上橋で世界最長。3 つの斜張橋と海底トンネ

ル、4 つの人工島でできている。 
[取組み内容] 

8 つの土木契約パッケージの BIM モデルを 1 つの 3D モ

デルに結合できるようにして、契約管理を容易にした。ま

た、施工前に問題を発見し、修正する事とした。 

[費用効果] 
調査では、3D レーザースキャンを実施し、その点群

データと 3D 設計モデルを比較した。これにより、作業

精度が評価でき、調査予算の 15%を削減した。 
ステークホルダーのコミュニケーションとコラボレー

ションを Civil BIM プラットフォームで実現し、設計の干

渉や手戻り等を減らしたことにより、建設費の 12%を

削減した。 

Source: https://prod-bentleycdn.azureedge.net/ 

 

Midfield Terminal Building 
Abu Dhabi International Airport 

Abu Dhabi, UAE 

      

[ 請 負 者 ]  TCA Consolidated Contractors Company, 
Arabtec 
[事業セクター]  空港事業 
[総事業費]  3.2 billion USD 
[HP] 

https://www.theb1m.com/video/expanding-abu-dhabi-
international-airport-with-bim 

[概要] 
約 70 万 m2 のターミナルビルの設計及び施工を実施する

為、設計やプロジェクト 管理、および契約と積算、現場搬

入等を BIM で実装した。 
[取組み内容] 
BIM 設計ソフトウェアだけでなく、データ共有ソフトを活用し

ステークホルダーと共有した。 

これにより、施工監理チームはスケジュール管理を正

確に実施し、資材発注やタスク管理のためのシミュ

レーションを実施し、施工者と調整できるようにした。 
[費用効果] 
メインファサードの設計では、施工前に BIM で干渉を

回避できたことにより、100milion USD 以上と 51,000
時間が節約した。また、RFI の期間を 28 日間から 2～

7 日間に短縮した。さらに、提案されたタワークレーン

の仮設計画について 4D モデルを用いて検証した結

果、提案時の 20%の容量で十分である事を明らかに

した。これにより、クレーンコストの縮減を現実した。 

Source: https://prod-bentleycdn.azureedge.net/ 
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Onomichi-City New City Hall Building Project Hiroshima, Japan 

  

[設計者]  日建設計 
[設計者]  清水建設. 
[事業セクター]  建築事業 
[総事業費]  72 億円 
[HP] 

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/00140
0526.pdf 

[概要] 
地下 1 階、地上 5 階建て、延べ床面積約 15,000m2 の市

役所の建替え工事。 
[取組み内容] 
設計施工分離発注方式のプロジェクトにおいて、設計と施

工の連携における BIM 活用を実施している。 

施工者への BIM データの引渡しプロセスの検討や連

携手法を検証している。 

[費用効果] 
設計段階では、BIM データの引渡しプロセスに作業時

間が必要となるが、施工段階では、この BIM データを

利用し、施工 BIM の作成時間の削減を実現した。 
・構造モデル作成時間を約 8 割削減 
・エントランス庇モデル作成時間を約 7 割削減 
・床伏図モデルの作成時間を約 1 割削減 

Source: sae as on the left 

 

Ageo-Road Bridge Detailed Design Project Saitama, Japan 

   

[設計者]  大日本コンサルタント 
[事業セクター]  道路事業 
[総事業費]  2150 万円 
[HP] 

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimExamples
R2.pdf 

[概要] 
線路との立体交差橋梁の詳細設計業務に BIM を用いて、

橋梁架橋位置と周辺の状況の確認を実施した。 
[取組み内容] 
上空の高圧線や鉄道の建築限界、地下の埋設物や地層

変化をモデルに反映し、設計する橋梁との位置の確認を

行った。 

[費用効果] 
周辺の状況を BIM/CIM モデルに反映することにより、

検討範囲を一貫して確認する事ができた。 
また、地下埋設物をモデル化することで、目視できな

い部分がモデル上に表現でき、取り合いや位置関係

をあらかじめ確認することができた。 
Source: same as on he left 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別添資料 BIM 紹介用スライド資料 



BIM IntroductionBIM Introduction

What is BIM?

“BIM is not a software”

JICA 2

BIM is a Process of defining, creating and
delivering structured data and documents, for
the lifecycle of built environment assets.



JICA 3

Problems owners face

Over 60% of major 
capital programs fail 
to meet cost 
and schedule targets

55% of 
maintenance remains 
reactive

30% of construction 
cost is rework

JICA 4

LOD 
200/100

LOD 300

LOD 300
LOD 
400/350

LOD 
500/400

LOD 100

BIM Map



JICA 5

Level of 
Development

LOD 100 LOD 200 LOD 300 LOD 350 LOD 400 LOD 500

Phase Concept Schematic 
Design

Tender & 
Construction 

Documentation

Construction
Quantity

Construction
Schedule

Operations

Model
Type

3D Concept/
Schematic Model

3D Basic Design 
Model

3D Detail Design 
Model

3D Quantity/ 
Schedule Model

3D Construction 
Model

3D Assets Model

BIM LOD (Level of Development)

JICA 6

BIM Functions

Uses 3D models to 
capture, explore, and 
maintain consistent and 
coordinated planning, 
design, construction, 
and operational data

Provides greater 
project insight for 
cost, schedule, and 
constructability

Uses and shares the 
same consistent data 
whether you’re at your 
desk or in the field

Enables prompt 
response to change 
with processes that are 
smarter and faster



JICA 7

What can do BIM?

Design Study and Check

Rendering imageRendering image Rendering imageRendering image

Check the gaugeCheck the gauge Check the undergroundCheck the underground

JICA 8

What can do BIM?

Design Study and Check

In design terms a clash occurs when components that make up a built asset are not spatially 
coordinated and conflict. In a BIM process these clashes can be spotted more easily during the 
design phase of a project ahead of work starting on site.

Clash detectionClash detection

SimulationSimulation



JICA 9

What can do BIM?

BIM as a Management Tool

Images can be shared even with non-architectural professionals by reviewing spaces using 
3D model geometries and attribute information.
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